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福島国際研究教育機構ワーキンググループの開催について 

１．福島復興再⽣特別措置法（平成 24 年法律第 25 号）に基づき、復興推進委員会が福島

国際研究教育機構（以下「機構」という。）の中期⽬標等に対し意⾒を⾏うに際し、機構

の業務特性に応じた実効性のある意⾒を⾏うために専⾨的・客観的な⽴場から検討を⾏

うことを⽬的とし、福島国際研究教育機構ワーキンググループ（「以下「ワーキンググル

ープ」という。）を開催する。 

２．ワーキンググループの構成員は、優れた識⾒を有する者のうちから復興推進委員会の

委員⻑が選任する。 

３．ワーキンググループに座⻑を置き、構成員の互選により選出する。座⻑はワーキング

グループの議事を統括する。 

４．座⻑が不在のときは、座⻑の指名する構成員がその職務を代⾏する。 

５．座⻑は、必要があると認めるときは、構成員以外の者に出席を求めることができる。 

６．ワーキンググループの庶務は、復興庁に置かれる統括官が処理する。 

７．前各項に定めるもののほか、ワーキンググループの運営に関する事項その他必要な事

項は、座⻑が定める。 

令和 4 年 11 ⽉ 21 ⽇ 

復興推進委員会決定 
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福島国際研究教育機構の評価実施方針 

 令和６年６月２４日  

復興庁福島国際研究教育機構室長（復興庁統括官）    

文部科学省研究振興局長    

厚生労働省大臣官房医薬産業振興・医療情報審議官    

農林水産省農林水産技術会議事務局長    

経済産業省大臣官房福島復興推進グループ長    

環境省総合環境政策統括官    

 

Ⅰ 本実施方針について  

 

１ 位置付け 

 

（１）本実施方針は、福島復興再生特別措置法（以下「福島特措法」という。）第 115 条

に基づき、主務大臣が福島国際研究教育機構（以下「F-REI」という。）の各事業年度

に係る研究開発等業務の実績等に関する評価を行うに当たって、評価の考え方、基準

等を定めるものである。 

 

（２）評価の基本的考え方、評価体制、評価単位の設定、評定の方法・区分等に関して、

F-REI の目的に照らして特に明らかにすべき事項等について以下に定め、その他の事

項については、「独立行政法人の評価に関する指針」（平成 26 年９月２日総務大臣決

定）の国立研究開発法人に係る評価の基本的考え方等に準じることとする。 

 

２ 評価の基本的考え方 

 

（１）評価は、評価単位に合わせて行う項目別評定と、項目別評定を基礎とし法人全体を

評価する総合評定によって行う。  

 

（２）評価は、研究開発等業務の特性等を踏まえ、中期目標に定める評価軸に基づき行

い、中期目標に定める評価指標等を基準とする絶対評価によって行う。  

 

３ 本実施方針の適用範囲 

 ①年度評価（福島特措法第 115 条第１項第１号） 

  各事業年度の終了後に実施される、研究開発等業務の実績の評価 

 ②見込評価（福島特措法第 115 条第１項第２号） 

  中期目標期間の最後の事業年度の直前の事業年度の終了後に年度評価とともに実施さ

れる、中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における研究開発等業務の

実績の評価 

決定 
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 ③期間実績評価（福島特措法第 115 条第１項第３号） 

  中期目標期間の最後の事業年度の終了後に年度評価とともに実施される、中期目標の

期間における研究開発等業務の実績に関する評価 

 ④中期目標期間中間評価（福島特措法第 115 条第２項） 

  中期目標期間の途中において理事長の任期が終了する場合に実施される、当該任期の

末日を含む事業年度末までの期間における研究開発等業務の実績の評価 

 

Ⅱ 評価に関する事項  

 

１ 評価体制 

 

（１）主務大臣の分担 

  各主務大臣はそれぞれの所管する研究開発等業務に関する評価を分担する。ただし、

評価の統一性及び共通して所管する事項の評価の効率性を担保するため、復興庁が中心

となって取りまとめ、連携して一つの評価書を作成する。 

 

（２）復興推進委員会及び総合科学技術・イノベーション会議の意見聴取 

 福島特措法第 115 条第６項に基づき、主務大臣は、評価を行うときは、あらかじめ、

東日本大震災からの復興のための施策の実施状況を調査審議すること等をつかさどる復

興推進委員会、科学技術・イノベーション政策の推進のための司令塔として総合的かつ

基本的な科学技術政策の企画立案及び総合調整を行うこと等をつかさどる総合科学技

術・イノベーション会議の意見を聴く。 

    

２ 自己評価結果の活用等 

 

（１）主務大臣は、F-REI に対して、別添の様式に基づいて項目別評定を基本とする自己

評価書を作成するよう求める。   

  

（２）主務大臣は、主務大臣の行う評価において自己評価書を十分に活用するため、F-

REI に対して以下の点を考慮して自己評価書を作成するよう求める。 

① 年度評価において、当該年度の研究開発等業務の実績によるアウトプットのみに

基づいた自己評価ではなく、中期目標及び中期計画で示された中長期的視点におい

て F-REI が達成すべき成果に対する達成度や将来的な成果の創出の見通し等を踏ま

え、中期目標に掲げた評価軸及び評価指標等に基づくアウトカムによる自己評価を

行うよう努める。 

② 福島国際研究教育機構基本構想（令和４年３月 29 日復興推進会議決定）に掲げ

た、「福島をはじめ東北の復興を実現するための夢や希望となるものとするととも

に、その活動を通じて、我が国の科学技術力の強化を牽引し、イノベーションの創

出により産業構造を変革させることを通じて、我が国の産業競争力を世界最高の水

6



3 
 

準に引き上げ、経済成長や国民生活の向上に貢献する、世界に冠たる「創造的復興

の中核拠点」を目指すものとする」という F-REI の設立の基本的な考え方を踏ま

え、将来的な成果の創出の期待等をはじめ、中長期的な視点から F-REI が達成すべ

き目標に向けて、当該年度の業務が与えたインパクトを含む評価を記載するよう留

意する。特に、下記３の「（１）政策体系における法人の位置付け及び役割等」の

項目における評価に十分に反映するよう努める。 

③ 特に、F-REI の施設が整備され、その活動が本格的に軌道に乗るまでの期間にお

いては、F-REI の研究開発等業務の有する多面的な機能を反映するため、当該年度

の業務実績について、必ずしも一の項目のみに記載するのではなく、複数の関連す

る項目に重複して記載し、それぞれの自己評価を行うことができる。また、当該年

度の研究開発等業務が翌年度に引き続いて実施される場合には、自己評価時点での

当該業務の翌年度に係る実績及び実施見通しを含め、全体としての業務実績を記載

し、自己評価を行うことができる。 

 

３ 評価単位の設定 

項目別評定は、原則、下記の中期目標の項目を評価単位として評価を行う。 

（１）政策体系における法人の位置付け及び役割等 

（２）新産業創出等研究開発の成果の最大化その他の研究開発等業務の質の向上に関する事項 

①研究開発に関する事項  

ⅰ 研究開発  

ア ロボット 

イ 農林水産業 

ウ エネルギー 

エ 放射線科学・創薬医療 

オ 放射線の産業利用 

カ 原子力災害に関するデータや知見の集積・発信 

ⅱ 研究開発環境の整備 

ⅲ 研究開発に係る情報収集等  

②産業化に関する事項 

③人材育成・確保に関する事項 

 ⅰ 人材育成 

 ⅱ 人材確保 

（３）研究開発等業務の運営の効率化に関する事項 

（４）財務内容の改善に関する事項 

（５）その他研究開発等業務の運営に関する重要事項 
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４ 項目別評定及び総合評定の方法、評定区分 

 

（１）年度評価 

① 項目別評定  

ⅰ 評定区分  

ア 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと

する。  

イ 「Ｂ」を標準（所期の目標を達成していると認められる状態）とする。  

    ・各評価項目の評定区分の関係は、以下のとおりとする。  

Ｓ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて特に顕著な成果の創出や将来的な特別な成果の

創出の期待等が認められる。 

Ａ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて顕著な成果の創出や将来的な成果の創出の期待

等が認められる。  

Ｂ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認

められ、着実な業務運営がなされている。  

Ｃ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けてより一層の工夫、改善等が期待される。 

Ｄ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて抜本的な見直しを含め特段の工夫、改善等が求

められる。  

 

ⅱ 項目別評定の留意事項  

ア その評定に至った根拠、理由等を分かりやすく記述するとともに、必要に応

じ、F-REI の業務運営の改善に資する助言等についても付言する。  

イ F-REI のミッションを踏まえ、中期目標に定める評価軸を用いて、質的・量

的、経済的・社会的・科学技術的、国際的・国内的、短期的・中長期、政策的観

点等から総合的に評価した結果を評定に反映する。  

ウ その際、業務の実績についての評価(evaluation)を踏まえて適切に指摘・助

言・警告等を行うとともに、優れた取組・成果等に対する積極的な評価

(appreciation)、将来性について先を見通した評価(assessment)等についても織

り込むなど、「新産業創出等研究開発の成果の最大化」に向けて、好循環の創出を

促す評価を行う。 
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エ 最上級の評定「Ｓ」を付す場合には、実績等が最上級の評定にふさわしいとし

た根拠について、設定した評価軸に基づく評価結果を踏まえて具体的かつ明確に

記述するものとする。  

オ 「Ｃ」及び「Ｄ」を付す場合には、改善に向け取り組むべき方針を記述する。 

なお、具体的かつ明確な問題点が明らかになった場合には、F-REI に対し、具体

的な指摘、助言、警告等を行う。 

カ 目標策定の妥当性に留意し、目標の変更が必要な事項が検出された場合にはそ

の旨記載する。  

キ 期待される成果が乏しい又は見込み難く、その原因として理事長のマネジメン

トにも課題があると判断される場合は、理事長のマネジメントについての改善策

の提出を求め、それでもなお改善が見込み難い場合は、具体的な指摘、助言、警

告等を行う。  

 

② 総合評定  

総合評定は、記述による全体評定を行うとともに、項目別評定及び記述による全体

評定を踏まえ、評語による評定を付して行う。  

 

ⅰ 記述による全体評定  

ア その評定に至った根拠、理由等を分かりやすく記述するとともに、必要に応

じ、F-REI の業務運営の改善に資する助言等を付言する。  

イ また、記述による全体評定は、項目別評定も踏まえ、総合的な視点から以下の

事項その他評価に必要な事項を記述する。  

・ 項目別評価の総括  

ａ 項目別評定のうち重要な項目の実績及び評価の概要  

ｂ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの  

ｃ 事業計画及び業務運営等に関して改善すべき事項及び方策。特に、評価結 

果に基づき福島特措法第 123 条による監督命令が必要な事項についてはその

旨を具体的かつ明確に記述する。 

ｄ 目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等  

・ 全体評定に影響を与える事象  

ａ F-REI 全体の信用を失墜させる事象など、F-REI 全体の評定に影響を与え

る事象 

ｂ F-REI のミッション、役割の達成について特に考慮すべき事項 

ｃ 中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応など）  

・ その他特記事項  

 

ⅱ 評語による評定  

ア 評語による評定は、項目別評定及び記述による全体評定を総合的に勘案して行

う。  

イ 評定は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものとす

る。  
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・各評価項目と評定区分の関係は、以下のとおりとする。  

Ｓ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて特に顕著な成果の創出や将来的な特別な成果の

創出の期待等が認められる。 

Ａ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて顕著な成果の創出や将来的な成果の創出の期待

等が認められる。 

Ｂ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認

められ、着実な業務運営がなされている。 

Ｃ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けてより一層の工夫、改善等が期待される。  

Ｄ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて抜本的な見直しを含め特段の工夫、改善等を求

める。  

 

ⅲ 総合評定の留意事項  

  ア F-REI のミッション等を踏まえ、質的・量的、経済的・社会的・科学技術的、国

際的・国内的、短期的・中長期的な観点等から F-REI の業務全体について総合的に

評価する。 

イ その際、業務の実績についての評価(evaluation)を踏まえて適切に指摘・助言・

警告等を行うとともに、優れた取組・成果等に対する積極的な評価

(appreciation)、将来性について先を見通した評価(assessment)等についても織り

込むなど、「新産業創出等研究開発の成果の最大化」に向けて、好循環の創出を促

す評価を行う。 

ウ F-REI 全体として期待される成果が乏しい又は見込み難く、その原因として理事

長のマネジメントにも課題があると判断される場合は、理事長のマネジメントにつ

いての改善策の提出を求め、それでもなお改善が見込み難い場合は、具体的な指

摘、助言、警告等を行う。  

  エ F-REI 全体の信用を失墜させる事象について、F-REI の組織全体のマネジメントの

改善を求める場合には、他の項目別評定にかかわらず是正措置が実施されるまでの

期間は「Ａ」以上の評定は行わない。 
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（２）中期目標期間評価（見込評価、期間実績評価、中期目標期間中間評価）  

① 項目別評定 

ⅰ 評定区分 

ア 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと

する。 

イ 「Ｂ」を標準（所期の目標を達成していると認められる状態）とする。 

・各評価項目の評定区分の関係は、以下のとおりとする。 

Ｓ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて特に顕著な成果の創出や将来的な特別な成果の

創出の期待等が認められる。 

Ａ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて顕著な成果の創出や将来的な成果の創出の期待

等が認められる。 

Ｂ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認

められ、着実な業務運営がなされている。 

Ｃ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けてより一層の工夫、改善等が期待される。 

Ｄ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組

等について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開

発の成果の最大化」に向けて抜本的な見直しを含め特段の工夫、改善等を求

める。 

 

ⅱ 項目別評定の留意事項 

ア その評定に至った根拠、理由等を分かりやすく記述するとともに、必要に応

じ、F-REI の業務運営の改善に資する助言等についても付言する。 

イ F-REI のミッションを踏まえ、中期目標に定める評価軸を用いて、質的・量

的、経済的・社会的・科学技術的、国際的・国内的、短期的・中長期、政策的観

点等から総合的に評価した結果を評定に反映する。 

ウ その際、業務の実績についての評価(evaluation)を踏まえて適切に指摘・助

言・警告等を行うとともに、優れた取組・成果等に対する積極的な評価

(appreciation)、将来性について先を見通した評価(assessment)等についても織

り込むなど、「新産業創出等研究開発の成果の最大化」に向けて、好循環の創出を

促す評価を行う。 

エ 最上級の評定「Ｓ」を付す場合には、F-REI の実績等が最上級の評定にふさわ
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しいとした根拠について、設定した評価軸に基づく評価結果を踏まえて具体的か

つ明確に記述するものとする。 

オ 「Ｃ」及び「Ｄ」を付す場合には、改善に向け取り組むべき方針を記述する。

なお、問題点が明らかになった段階においては、具体的かつ明確な指摘、助言、

警告等を行う。 

カ 目標策定の妥当性に留意し、目標の変更が必要な事項が検出された場合にはそ

の旨記載する。 

キ 期待される成果が乏しい又は見込み難く、その原因として理事長のマネジメン

トにも課題があると判断される場合は、理事長のマネジメントについての改善策

の提出を求め、それでもなお改善が見込み難い場合は、具体的な指摘、助言、警

告等を行う。 

ク 期間実績評価時においては、見込評価時に見込んだ中期目標期間終了時の業務

実績の見込みと中期目標期間実績評価時の実際の業務実績とに大幅な乖離がある

場合には、その理由を明確かつ具体的に記載する。なお、見込評価時に使用した

中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に大幅な乖離がなく、かつ考慮が

必要な状況変化もない場合には、数値の更新等必要な修正を行った上で、見込評

価を活用する。 

ケ 評定にあわせ、次期中期目標期間の業務実施に当たっての留意すべき点等につ

いての意見を記述する。 

コ 中期目標期間中間評価においては、評定にあわせ、中期目標期間終了時までの

業務実施に当たっての留意すべき点等についての意見を記述する。 

 

② 総合評定 

総合評定は、記述による全体評定を行うとともに、項目別評定及び記述による全体

評定を踏まえ、F-REI 全体の業務実績等に対し評語を付して行う。 

 

ⅰ 記述による全体評定 

ア 評定に至った根拠、理由等を分かりやすく記述するとともに、必要に応じ、F-R 

EI 全体の業務運営の改善に資する助言等を付言する。 

イ また、記述による全体評定は、以下の事項その他評価に必要な事項を記述す

る。 

・ 項目別評定の総括 

ａ 項目別評定のうち重要な項目の実績及び評価の概要 

ｂ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの 

ｃ 事業計画及び業務運営等に関して改善すべき事項及び方策。特に、評価結 

果に基づき福島特措法第 123 条による監督命令が必要な事項についてはその 

旨を具体的かつ明確に記述する。 

ｄ  目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等 

・  全体評定に影響を与える事象 

ａ  F-REI 全体の信用を失墜させる事象など、F-REI 全体の評定に影響を与える 

事象 
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ｂ F-REI のミッション、役割の達成について特に考慮すべき事項 

ｃ  中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応など） 

・ その他特記事項 

 

ⅱ 評語による評定 

ア 評語による評定は、項目別評定及び記述による全体評定を総合的に勘案して行

う。 

イ 評定は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものとす

る。 

・各評価項目と評定区分の関係は、以下のとおりとする。 

Ｓ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組等

について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開発の

成果の最大化」に向けて特に顕著な成果の創出や将来的な特別な成果の創出の

期待等が認められる。 

Ａ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組等

について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開発の

成果の最大化」に向けて顕著な成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認

められる。 

Ｂ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組等

について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開発の

成果の最大化」に向けて成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認めら

れ、着実な業務運営がなされている。 

Ｃ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組等

について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開発の

成果の最大化」に向けてより一層の工夫、改善等が期待される。 

Ｄ：F-REI の目的・業務、中期目標等に照らし、F-REI の活動による成果、取組等

について諸事情を踏まえて総合的に勘案した結果、「新産業創出等研究開発の

成果の最大化」に向けて抜本的な見直しを含め特段の工夫、改善等を求める。 

 

ⅲ 総合評定の留意事項 

ア F-REI のミッション等を踏まえ、質的・量的、経済的・社会的・科学技術的、

国際的・国内的、短期的・中長期的な観点等から、F-REI の業務全体について総

合的に評価する。 

イ その際、業務の実績についての評価(evaluation)を踏まえて適切に指摘・助

言・警告等を行うとともに、優れた取組・成果等に対する積極的な評価

(appreciation)、将来性について先を見通した評価(assessment)等についても織

り込むなど、「新産業創出等研究開発の成果の最大化」に向けて、好循環の創出を

促す評価を行う。 

ウ F-REI 全体として期待される成果が乏しい又は見込み難く、その原因として理

事長のマネジメントにも課題があると判断される場合は、理事長のマネジメント

についての改善策の提出を求め、それでもなお改善が見込み難い場合は、具体的

13



10 
 

な指摘、助言、警告等を行う。 

エ 見込評価においては、評定のほか、以下の事項を記載する。 

・ 業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目標策定に関する留意事項 

・ 次期中期目標期間に係る予算要求に関する留意事項 

オ 期間実績評価においては、評定のほか、以下の事項を記載する。 

・ 見込評価時に予期しなかった事項で次期中期目標の変更等の対応が必要な事      

 項 

   カ F-REI 全体の信用を失墜させる事象について、F-REI の組織全体のマネジメント

の改善を求める場合には、他の項目別評定にかかわらず是正措置が実施されるま

での期間は「Ａ」以上の評定は行わない。 

キ 見込評価においては、評価単位の設定、評価軸、評価指標、総合評定の方法等

について改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。 

 

５ 主務大臣評価書の作成 

主務大臣評価書は、別添の様式に基づき作成するものとする。  

 

６ 評価結果の反映状況の公表 

福島特措法第 115 条第９項に定める、F-REI による評価結果の業務運営の改善等への

反映の取組の公表について、以下の点に留意してチェックする。  

① 過去の事業年度、中期目標期間に係る評価結果を踏まえ、中期計画及び年度計画へ

の反映、事務及び事業の改廃、予算要求への反映、組織及び人事その他業務改善への

反映等、事業年度内に実施した措置状況を具体的に記載する。  

② 評価結果との対応関係を、いつの事業年度の業務実績評価に係るものかも含め明ら

かにする。 

③ 将来に措置することが予定されている事項についても記載する。 
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和
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年

度
 
研

究
開

発
等

業
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己
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価

報
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書
 

福
島

国
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研
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教
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1 
 I

 
評

価
の

概
要

 

 

１
．

評
価

対
象

に
関

す
る

事
項

 

評
価

対
象

事
業

年
度

 
年

度
評

価
 

令
和

６
年

度
 

中
期

目
標

期
間

 
令

和
５

～
１

１
年

度
（

第
１

期
）

 

 

２
．

主
務

大
臣

 

内
閣

総
理

大
臣

 

文
部

科
学

大
臣

 

厚
生

労
働

大
臣

 

農
林

水
産

大
臣

 

経
済

産
業

大
臣

 

環
境

大
臣

 

  

（
復

興
推

進
委

員
会

及
び

総
合

科
学

技
術

・イ
ノ
ベ

ー
シ

ョン
会

議
に

お
け

る
審

議
な

ど
、
評

価
の

た
め

に
実

施
し

た
手

続
等

を
記

載
）

 

３
．

評
価

の
実

施
に

関
す

る
事

項
 

（
目

標
・計

画
の

変
更

、
法

人
に

係
る

重
要

な
変

化
な

ど
特

筆
す

べ
き

事
項

を
記

載
）

 

４
．

そ
の

他
評

価
に

関
す

る
重

要
事

項
 

16



2 
 I
I
 
総

合
評

定
 

 

１
．

全
体

の
評

定
 

評
定

 

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 
令

和
 5

 年
度

 
令

和
６

年
度

 
令

和
７

年
度

 
令

和
８

年
度

 
令

和
９

年
度

 
令

和
１

０
年

度
 

令
和

１
１

年
度

 

 
 

 
 

 
 

 

評
定

に
至

っ
た

理
由

 
 

   

４
．

そ
の

他
事

項
 

復
興

推
進

委
員

会
及

び

総
合

科
学

技
術

・イ
ノ
ベ

ー

シ
ョン

会
議

の
主

な
意

見
 

復
興

推
進

委
員

会
 

総
合

科
学

技
術

・イ
ノ
ベ

ー
シ

ョン
会

議
 

 
 

そ
の

他
 

 

２
．

法
人

全
体

に
対

す
る

評
価

 

３
．

項
目

別
評

価
の

主
な

課
題

、
改

善
事

項
等
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3 
 I
I
I
 項

目
別

評
定

総
括

表
 

  
年

度
評

価
 

項
目

別

調
書

№
 

備
考

 
 

 
年

度
評

価
 

項
目

別

調
書

№
 

備
考

 

令 和
 

５ 年 度
 

令 和
 

６ 年 度
 

令 和
 

７ 年 度
 

令 和
 

８ 年 度
 

令 和
 

９ 年 度
 

令 和
 

1
0
 

年 度
 

令 和
 

1
1
 

年 度
 

令 和
 

５ 年 度
 

令 和
 

６ 年 度
 

令 和
 

７ 年 度
 

令 和
 

８ 年 度
 

令 和
 

９ 年 度
 

令 和
 

1
0
 

年 度
 

令 和
 

1
1
 

年 度
 

（
１

）
政

策
体

系
に

お
け

る
法

人
の

位
置

付
け

及
び

役
割

等
 

A
 

(A
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.１

 
 

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 
（

２
）

新
産

業
創

出
等

研
究

開
発

の
成

果
の

最
大

化
そ

の
他

の
研

究
開

発
等

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
事

項
 

 
➀

研
究

開
発

に
関

す
る

事
項

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
②

産
業

化
に

関
す

る
事

項
 

A
 

(B
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.1

0
 

 

③
人

材
育

成
・確

保
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
ⅰ

 研
究

開
発

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ⅰ

 人
材

育
成

 
A
 

(A
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.1

1
 

 

ア
 ロ

ボ
ッ
ト

 
A
 

(B
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.２

 
 

ⅱ
 人

材
確

保
 

A
 

(B
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.1

2
 

 

イ
 農

林
水

産
業

 
A
 

(B
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.３

 
 

（
３

）
研

究
開

発
等

業
務

の
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
 

S
 

(A
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.1

3
 

 

ウ
 エ

ネ
ル

ギ
ー

 
A
 

(B
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.４

 
 

（
４

）
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

 
B
 

(B
) 

B
 

 
 

 
 

 
N

O
.1

4
 

 

エ
 

放
射

線
科

学
・
創

薬
医

療
 

A
 

(B
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.５

 
 

（
５

）
そ

の
他

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

に
 

関
す

る
重

要
事

項
 

A
 

(A
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.1

5
 

 

オ
 放

射
線

の
産

業
利

用
 

A
 

(B
) 

B
 

 
 

 
 

 
N

O
.６

 
 

 

カ
 
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
 

A
 

(B
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.７

 
 

ⅱ
 

研
究

開
発

環
境

の
整

備
 

B
 

(B
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.８

 
 

ⅲ
 

研
究

開
発

に
係

る
情

報
収

集
等

 
A
 

(A
) 

A
 

 
 

 
 

 
N

O
.９

 
 

※
下

段
( 

)書
き

は
主

務
大

臣
評

価
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4 
 I
V

 項
目

別
評

定
 

（
１

）
政

策
体

系
に

お
け

る
法

人
の

位
置

付
け

及
び

役
割

等
 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.1

 
政

策
体

系
に

お
け

る
法

人
の

位
置

付
け

及
び

役
割

等
 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
 年

 

度
 

R
6

 年
 度

 
R

7
 年

 度
 

R
8

 年
 度

 
R

9
 年

 度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
R

5
 年

度
 

R
6

 年
 度

 
R

7
 年

 度
 

R
8

 年
 度

 
R

9
 年

 度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

 究

テ
 ー

 

マ
 の

設
 

定
 ・

継
 続

の
 適

切
性

 

 
「
 
骨

太
 

の
 

方

針
」
 
を

定
め

る

等
 

適

切
に

実

施
 
し

、

公
 

募

研
究

に
 

着
手

 

「
 
骨

太
の

方
 針

」
 を

も
と
に

、
公

募
研

究
を

実
施

 

 
 

 
 

 
予

算
額

（
千

円
）

 
1
4
,2

0
1
,6

3
8
 

1
1
,9

1
7
,1

3
0
 

 
 

 
 

 

産
 業

界
 
、

県
 内

外
 
の

企
 業

等
 と

 

の
 広

 

 
市
 

町
 

村
 座

談
会

で

約
 

2
5
0
 

名
と

意
 

見
 

交
 

市
町

村
座

談
会

で
約

 

1
1
8
1
 名

 

の
参

加
者

を
 集

 め
 、

産
学

官
ネ

 

ッ
 ト

 ワ
 ー

 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
2
,6

8
1
,6

5
1
 

7
,3

6
2
,0

9
6
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5 
  

域
 連

携
 
の

状
況

 

 
換

、
産

学
官

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
セ

ミ

ナ
ー

で

は
、

7
6

社
が

参

加
す

る

な
ど

適

切
に

実
 

施
 

ク
・
セ

ミ
ナ

ー
で

は
 、

 

9
6
 

社
が

参
加

す
る

な
ど

適
切

 

に
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

F
- 

R
E
I 

の
 
研

究
 分

野
 ご

 

と
 

の

人
 材

育
 成

の
 取

 

り
 
組

み
 状

 

況
 

 
連

 
携

講
座

の

設
 

置
 

等
 

適

切
に

実

施
 

連
携

講
座

の
開

催
等

適
切

に
実

施
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
,5

9
3
,2

4
1
 

7
,8

1
5
,6

3
7
 

 
 

 
 

 

大
 

学
 、

研
 究

機
 

関
 、

 

 
M

O
U

 

等
の

件

数
 

9

件
 

M
O

U
 等

 

の
 件

 数
  

1
0
 件

 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

9
0
5
 

1
,4

2
3
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6 
  

教
 育

機
 

関
 、

企
 業

等
 と

 

の
 
広

域
 連

携
 の

 

実
績

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
,5

9
3
,3

1
3
 

7
,8

1
5
,7

0
9
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 

1
0
5
 

 
 

 
 

 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

機
構

の
取

組
は

、
機

構
の

本
施

設
の

立
地

近
接

地
域

だ
け

で
な

く、
復

興
に

取
り
組

む
地

域
全

体
に

と
っ
て

「創
造

的
復

興
の

中
核

拠
点

」と
し

て
実

感
さ
れ

、
福

島
を

は
じ

め

東
北

の
復

興
を

実
現

す
る

た
め

の
夢

や
希

望
と
な

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
そ

の
た

め
に

、
機

構
は

、
国

及
び

福
島

県
・市

町
村

並
び

に
大

学
そ

の
他

の
研

究
機

  
  
関

、
企

業
、
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
、
機

構
設

置
の

効
果

が
広

域
的

に
波

及
し

、
地

域
の

復

興
・再

生
に

裨
益

す
る

よ
う
取

組
を

進
め

る
も

の
と
す

る
。
同

時
に

、
機

構
の

効
果

は
地

域
の

垣
根

を
越

え
て

波
及

し
、
オ

ー
ル

ジ
ャ
パ

ン
で

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
の

創
出

、
科

学
技

術
力

・産
業

競
争

力
の

強
化

、
経

済
成

長
、
さ
ら
に

は
国

民
生

活
の

向
上

に
貢

献
す

る

こ
と
が

期
待

さ
れ

る
。
 

こ
れ

ら
の

使
命

を
全

う
す

べ
く
、

機
構

は
、
省

庁
の

縦
割

り
を

排
し

た
総

合
的

か
つ

安

定
的

な
支

援
体

制
や

理
事

長
の

明
確

な
ビ
ジ

ョン
と
強

い
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

の
下

で
、
福

島

の
優

位
性

を
発

揮
で

き
る

、
①

ロ
ボ

ッ
ト

、
②

農
林

水
産

業
③

エ
ネ

ル
ギ

ー
、
④

放
射

線

科
学

・創
薬

医
療

、
放

射
線

の
産

業
利

用
、
⑤

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タ
 

や
知

見
の

集
積

・発
信

の
５

分
野

を
基

本
と
し

た
研

究
開

発
に

取
り
組

む
と
と
も

に
、
研

 

機
構

は
、
原

子
力

災
害

か
ら
の

福
島

の
復

興
及

び
再

生
に

寄
与

す
る

た
め

、
新

産
業

創

出
等

研
究

開
発

基
本

計
画

（
令

和
４

年
８

月
 2

6
 日

内
閣

総
理

大
臣

決
定

）
に

基
づ

き
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

の
創

出
及

び
産

業
の

国
際

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

研
究

開
発

、
研

究
開

発
環

境
の

整
備

、
研

究
開

発
成

果
の

普
及

、
研

究
開

発
人

材
の

育
 成

・

確
保

等
の

業
務

を
総

合
的

に
行

う
こ
と
を

目
的

と
し

て
い

る
。
ま

た
、
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ 
ン

・コ
ー

ス
ト
構

想
に

よ
る

先
行

的
な

取
組

の
蓄

積
を

い
か

し
、
福

島
県

は
も

と
よ

り
構

想
を

担
う
多

様
な

主
体

と
の

連
携

を
強

化
し

な
が

ら
、
構

想
を

更
に

発
展

さ
せ

る
役

割
を

担
う
も

の
で

あ
る

。
さ
ら

に
、
機

構
の

取
組

は
、
機

構
の

本
施

設
の

立
地

近
接

地
域

だ
け

で
な

く、
復

興
に

取
り
組

む

地
域

全
体

に
と
っ
て

「創
造

的
復

興
の

中
核

拠
点

」と
し

て
実

感
さ
れ

、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

復
興

を
実

現
す

る
た

め
の

夢
や

希
望

と
な

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
そ

の
た

め
に

、
機

構

は
、
国

及
び

福
島

県
・市

町
村

並
び

に
大

学
そ

の
他

の
研

究
機

関
、
企

業
、
関

係
機

関
等

と

連
携

し
、
機

構
設

置
の

効
果

が
広

域
的

に
波

及
し

、
地

域
の

復
興

・再
生

に
裨

益
す

る
よ

う

取
組

を
進

め
る

も
の

と
さ
れ

て
い

る
。
同

時
に

、
機

構
の

効
果

は
地

域
の

垣
 

根
を

越
え

て
全

国
に

波
及

し
、
オ

ー
ル

ジ
ャ
パ

ン
で

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
の

創
出

、
科

学
技

術
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究
開

発
成

果
の

産
業

化
・
社

会
実

装
や

人
材

育
成

・
確

保
等

に
つ

い
て

も
、

そ
の

主

要
な

業
務

と
し

て
行

う
も

の
と
す

る
。
さ

ら
に

、
機

構
は

、
福

島
に

既
に

立
地

し
て

い
る

研

究
施

設
等

の
取

組
に

つ
い

て
横

串
を

刺
す

調
整

機
能

を
持

っ
た

司
令

塔
と
し

て
の

役

割
を

持
つ

も
の

と
す

る
。
 

な
お

、
第

一
期

と
な

る
本

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

は
、
「
基

盤
作

り
と
存

在
感

の

提
示

」に
重

点
を

置
く
こ

と
と
し

、
機

構
の

施
設

が
整

備
さ

れ
、
そ

の
活

動
が

本
格

的
に

軌
道

に
乗

る
こ
と
が

見
込

ま
れ

る
第

二
期

中
期

目
標

期
間

（
令

和
 1

2
 年

４
月

～
 

令
和

 1
9
 年

３
月

）
を

見
据

え
な

が
ら
、
第

一
期

に
あ

っ
て

も
、
た

ゆ
む

こ
と
な

く復
興

に
貢

献
で

き
る

よ
う
、
取

組
を

進
め

る
も

の
と
す

る
。
 

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
、
経

済
成

長
、
さ
ら
に

は
国

民
生

活
の

向
上

に
貢

献
す

る
こ
と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。
 

こ
れ

ら
の

使
命

を
全

う
す

べ
く、

機
構

は
、
理

事
長

の
明

確
な

ビ
ジ

ョン
と
強

い
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

の
下

で
、
福

島
の

優
位

性
が

発
揮

で
き

る
、
①

ロ
ボ

ッ
ト
、
②

農
林

水
産

業
、
③

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

④
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

、
放

射
線

の
産

業
利

用
、
⑤

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タ

や
知

見
の

集
積

・発
信

の
５

分
野

を
基

本
と
し

た
研

究
開

発
に

取
り
組

む
と
と
も

に
、
研

究
開

発
成

果
の

産
業

化
・社

会
実

装
や

人
材

育
成

・確
保

等
に

つ
い

て
も

、
そ

の
主

要
な

業
務

と
し

て
行

う
。
さ
ら
に

、
機

構
は

、
研

究
開

発
に

お
け

る
役

割
分

担
の

明
確

化
や

重
複

 の
排

除
等

に

よ
り
、
福

島
全

体
で

最
適

な
研

究
開

発
体

制
を

構
築

す
る

な
ど
、
福

島
に

既
に

立
地

し
て

い
る

研
究

施
設

等
の

取
組

に
つ

い
て

横
串

を
刺

す
調

整
機

能
を

持
っ
た

司
令

塔
と
し

て
の

役
割

を

最
大

限
に

発
揮

す
る

。
 

第
一

期
と
な

る
本

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

は
、
「基

盤
作

り
と
存

在
感

の
提

示
」に

重

点
を

置
くこ

と
と
し

、
機

構
の

施
設

が
整

備
さ
れ

、
そ

の
活

動
が

本
格

的
に

軌
道

に
乗

る
こ
と
が

見
込

ま
れ

る
第

二
期

中
期

目
標

期
間

（
令

和
 1

2
 年

４
月

～
令

和
 1

9
 年

３
月

）
を

見
据

え
な

が
ら
、
第

一
期

に
あ

っ
て

も
、
た

ゆ
む

こ
と
な

く復
興

に
貢

献
で

き
る

よ
う
、
取

組
を

進
 

め
る

。
 

 
評

価
軸

・評
価

指
標

等
 

法
人

の
業

務
実

績
等

 

 

福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
以

下
「
F
-R

E
I」

と
い

う
。
）

の
ミ
ッ
シ

ョン
は

、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

復
興

を
実

現
す

る
た

め
の

夢
や

希
望

と
な

る

も
の

で
あ

る
と
と
も

に
、
我

が
国

の
科

学
技

術
力

・産
業

競
争

力
の

強
化

を
牽

引
し

、
経

済
成

長
や

国
民

生
活

の
向

上
に

貢
献

す
る

、
世

界
に

冠
た

る
「創

造
的

復
興

の
中

核
拠

点
」を

目
指

す
こ
と
で

あ
る

。
令

和
６

年
度

は
、
F
-R

E
I 
の

持
つ

べ
き

機
能

を
発

揮
で

き
る

よ
う
な

体
制

の
強

化
に

注

力
し

た
。
 

F
-R

E
I 

の
機

能
の

中
心

で
あ

る
研

究
開

発
で

は
、
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

分
野

及
び

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タ
や

知
見

の
収

集
・発

信
分

野
に

お
い

て
、
専

門
的

知
見

を
有

す
る

有
識

者
を

副
分

野
長

と
し

て
そ

れ
ぞ

れ
新

た
に

１
名

任
命

し
、
研

究
課

題
の

調
整

・管
理

体
制

の
強

化
を

図
っ
た

。
ま

た
、
令

和
 6

 年
度

中
に

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

設
置

、
準

備
を

進
め

、
令

和
 7

 年
度

当
初

ま
で

に
計

 1
1
 の

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

を
立

ち
 

上
げ

た
。
委

託
研

究
に

お
い

て
も

研
究

開
発

が
進

み
、
各

研
究

分
野

で
合

わ
せ

て
計

 3
4
 報

の
論

文
が

発
表

さ
れ

る
な

ど
実

績
が

出
始

め
て

い

る
。
さ

ら
に

は
、
農

林
水

産
業

や
放

射
線

科
学

・
創

薬
医

療
、
放

射
線

の
産

業
利

用
、
ま

ち
づ

く
り
に

関
す

る
 R

V
S
（

リ
サ

ー
チ

ビ
ジ

ョ
ン

セ
ッ
シ

ョ
 

ン
︓

専
門

家
を

招
へ

い
し

た
先

端
研

究
動

向
調

査
、
ミ
ニ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

）
等

を
実

施
し

た
ほ

か
、
研

究
者

の
確

保
に

向
け

て
、
公

募
に

よ
る

ユ
ニ

 

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

や
 R

A
（

リ
サ

ー
チ

・ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

）
等

の
採

用
を

行
う
な

ど
研

究
支

援
体

制
の

構
築

を
図

り
、
第

 1
 期

中
期

目
標

期
間

に
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 お
け

る
研

究
開

発
活

動
の

基
盤

整
備

を
着

実
に

進
め

た
。
 

産
業

化
で

は
、
研

究
開

発
の

成
果

を
産

業
振

興
や

新
産

業
創

出
に

つ
な

げ
て

い
くた

め
の

産
学

官
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
研

究
開

発
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

こ
と
を

目
的

に
企

業
・団

体
等

へ
の

現
地

視
察

や
意

見
交

換
を

行
う
市

町
村

座
談

会
を

こ
れ

ま
で

の
浜

通
り
地

域
等

に

加
え

、
中

通
り
、
会

津
地

域
に

お
い

て
も

実
施

す
る

な
ど
、
大

学
や

他
の

研
究

機
関

、
企

業
等

と
の

対
話

を
強

化
し

、
産

学
官

連
携

体
制

、
ネ

ッ
 

ト
ワ

ー
ク
の

構
築

を
さ

ら
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。
ま

た
、
そ

の
前

提
と
な

る
認

知
度

向
上

に
向

け
て

、
F
-R

E
I 

の
活

動
を

紹
介

す
る

地
元

紙
２

 

紙
、
全

国
紙

１
紙

へ
の

広
告

の
掲

載
、
国

内
外

の
優

秀
な

研
究

者
を

訴
求

す
る

た
め

、
世

界
最

高
峰

の
総

合
科

学
誌

で
あ

る
「
N

a
tu

re
」
に

広

告
記

事
を

掲
載

し
た

ほ
か

、
積

極
的

な
講

演
へ

の
参

加
等

を
実

施
し

、
広

報
、
情

報
の

発
信

等
に

注
力

し
た

。
引

き
続

き
、
広

く企
業

や
関

係
機

関
を

巻
き

込
み

な
が

ら
、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

実
現

に
向

け
て

、
分

野
横

断
的

に
技

術
や

手
法

の
連

携
・融

合
を

進
め

、
研

究
開

発
成

果
の

社
会

実
装

・産
業

化
に

つ
な

げ
て

い
く。

 

人
材

育
成

で
は

、
福

島
県

内
を

中
心

に
 F

-R
E
I 
の

役
員

に
よ

る
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
や

 F
-R

E
I 
の

研
究

者
に

よ
る

出
前

授
業

を
実

施
し

、
最

先
端

の
科

学
技

術
の

魅
力

や
可

能
性

を
学

生
、
生

徒
な

ど
に

伝
え

る
活

動
を

行
っ
た

ほ
か

、
小

学
生

を
対

象
と
し

た
科

学
実

験
教

室
等

も
実

施
  
 し

、

地
域

の
未

来
を

担
う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
を

中
心

に
取

り
組

む
こ
と
が

で
き

た
。
ま

た
、
新

た
に

学
校

法
人

昌
平

黌
（

東
日

本
国

際
大

学
な

ど
）

、
東

大
カ

ブ
リ
数

物
連

携
宇

宙
研

究
機

構
、
筑

波
大

学
と
基

本
合

意
書

（
M

O
U

）
を

締
結

す
る

な
ど
、
人

材
育

成
に

向
け

た

取
組

を
進

め
て

い
る

。
 

司
令

塔
機

能
に

つ
い

て
は

、
既

存
施

設
等

の
取

組
に

横
串

を
刺

す
「司

令
塔

」と
し

て
の

機
能

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
た

め
に

組
織

し
て

い
る

新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
協

議
会

を
１

回
開

催
し

た
。
ま

た
、
F
-R

E
I 
設

置
の

効
果

を
広

域
的

に
波

及
さ
せ

る
た

め
、
自

治
体

・大
学

・企
業

な
ど

国
内

の
多

様
な

機
関

に
加

え
、
国

際
的

な
人

的
交

流
・研

究
者

獲
得

を
視

野
に

、
米

国
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・ノ

ー
ス

ウ
エ

ス
ト
国

立
研

究
所

 

（
P
N

N
L
）

や
英

国
原

子
力

公
社

（
U

K
A
E
A
）

と
協

力
覚

書
を

締
結

す
る

な
ど
、
連

携
協

力
に

関
す

る
基

本
合

意
書

（
M

O
U

）
等

を
令

 

和
６

年
度

は
 1

0
 件

締
結

し
、
各

機
関

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
る

。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

設
立

２
年

目
で

あ
る

 F
-R

E
I 

の
最

重
要

課
題

は
、
第

１
期

中
期

目
標

期
間

の
重

点
を

踏
ま

え
た

「基
盤

作
り
と
存

在
感

の
提

示
」で

あ
る

。
F
-R

E
I 

の
活

動
拠

点
と
な

る
研

究
施

設
の

整
備

と
相

俟
っ
て

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

の
創

出
及

び
産

業
の

国
際

競
争

力
の

強
化

に

資
す

る
研

究
開

発
、
研

究
開

発
環

境
の

整
備

、
研

究
開

発
成

果
の

普
及

、
研

究
開

発
人

材
の

育
成

・確
保

等
の

業
務

を
本

格
化

さ
せ

、
そ

の
活

動
を

軌
道

に
乗

せ
て

い
くた

め
に

は
、
第

１
期

中
期

目
標

期
間

の
段

階
で

研
究

開
発

体
制

や
組

織
等

に
お

け
る

基
盤

作
り
に

傾
注

す
る

こ
と
が

重
要

で
あ

る
。
研

究
施

設
の

整
備

が
こ
れ

か
ら
の

段
階

で
、
都

市
圏

か
ら
の

交
通

手
段

を
は

じ
め

、
教

育
、
医

療
、
住

居
等

の
生

活
環

境
が

十
分

で
な

い
中

で
組

織
の

立
ち

上
げ

を
進

め
る

と
い

う
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
の

中
で

、
理

事
長

の
明

確
な

ビ
ジ

ョン
と
強

い
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

の
も

と
基

盤
作

り
に

関
す

る
取

組
を

実
施

し
、
計

画
以

上
の

実
績

を
出

せ
る

よ
う
取

り
組

ん
で

き
た

。
 

特
に

研
究

開
発

の
機

能
に

お
い

て
は

、
 福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
に

よ
る

成
果

の
創

出
を

実
現

で
き

る
よ

う
、
ユ

ニ
ッ
ト

の
創

設
の

た
め

の
準

備
に

注
力

し
、
令

和
 7

 年
度

当
初

に
 1

1
 の

研
究

 

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

を
立

ち
上

げ
る

な
ど
、
目

標
の

 1
0
 グ

ル
ー

プ
を

上
回

る
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト
を

創
設

し
た

。
加

え
て

、
分

野
長

の
任

命
や

公
募

に
よ

る
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

や
 R

A
（

リ
サ

ー
チ

・ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

）
等

の
採

用
を

行
う
な

ど
研

究
開

発
活

動
の

基
盤

整
備

を
進

め
た

ほ
か

、
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委
託

研
究

に
お

い
て

も
、
未

公
表

で
は

あ
る

が
、
各

研
究

分
野

の
ユ

ニ
ッ
ト

形
成

計
画

（
研

究
分

野
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ
オ

）
に

つ
い

て
、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
で

の
意

見
聴

取
を

踏
ま

え
な

が
ら
、
分

野
長

、
副

分
野

長
を

中
心

と
す

る
「
研

究
開

発
推

進
・
調

整
会

議
」及

び
「
分

野
長

等
会

議
」で

素
案

を
作

成
・議

論
を

行
い

、
具

体
化

し
た

。
各

研
究

分
野

で
合

わ
せ

て
 

3
4
 

報
の

論
文

が
発

表
さ
れ

る
な

ど
実

績
が

出
始

め
て

い
る

。
特

に
、
ユ

ニ
ッ
ト
の

創
設

に
お

い
て

は
、
研

究
施

設
が

な
く、

生
活

環
境

の
復

興
が

途
上

で
あ

る
状

況
で

、
目

標
を

上
回

る
研

究
グ

ル
ー

プ
を

創

設
し

た
こ
と
は

、
単

な
る

目
標

値
の

達
成

と
い

う
結

果
に

と
ど
ま

ら
な

い
、
意

義
の

あ
る

成
果

の
１

つ
と
な

っ
た

。
ま

た
、
機

構
全

体
の

組
織

基
盤

づ
くり

と
し

て
、
職

制
の

整
備

、
運

営
管

理
部

門
の

中
長

期
的

な
組

織
構

成
を

策
定

し
、
バ

ッ
ク
キ

ャ
ス

ト
で

組
織

・人
員

の
整

備
を

進
め

た
。
さ
ら
に

、

運
営

面
で

の
基

盤
作

り
に

お
い

て
、
予

算
調

整
会

議
の

創
設

に
よ

り
、
予

算
要

求
、
配

分
等

を
計

画
的

か
つ

戦
略

的
に

調
整

す
る

ガ
バ

ナ
ン

ス
体

制
を

構
築

し
た

。
こ
の

よ
う
に

、
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
に

お
い

て
、
第

１
期

中
期

目
標

期
間

の
重

点
を

踏
ま

え
た

基
盤

作
り
に

関
す

る
取

組

を
展

開
で

き
た

こ
と
は

、
将

来
的

な
研

究
成

果
の

創
出

の
ベ

ー
ス

と
な

り
う
る

重
要

な
成

果
と
な

っ
た

。
 

そ
の

他
、
産

業
化

、
人

材
育

成
、
司

令
塔

の
３

つ
の

機
能

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

を
十

分
に

発
揮

す
る

た
め

、
計

画
に

基
づ

き
取

組
を

着
実

に
実

施
し

、
計

画
以

上
の

実
績

を
出

せ
る

よ
う
取

り
組

ん
で

き
た

。
特

に
、
人

材
育

成
で

は
福

島
の

創
造

的
復

興
と
発

展
を

中
長

期
的

に
支

え
る

研
究

開
発

に
係

る
人

材
育

成
の

第
一

歩
と
な

る
取

組
を

行
っ
た

ほ
か

、
司

令
塔

機
能

に
つ

い
て

、
国

内
の

自
治

体
・大

学
・企

業
等

多
様

な
機

関
に

加
え

、
国

際
的

な
人

的
交

流
・研

究
者

獲
得

を
視

野
に

、
米

国
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ー

ス
ウ

エ
ス

ト
国

立
研

究
所

 

（
P
N

N
L
）

や
英

国
原

子
力

公
社

（
U

K
A
E
A
）

と
協

力
覚

書
（

M
O

C
）

を
締

結
す

る
な

ど
、
1
0
 件

の
基

本
合

意
書

（
M

O
U

）
等

の
締

結
に

至
り
、
機

構
設

置
の

効
果

を
広

域
的

に
波

及
さ
せ

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
取

組
を

展
開

し
た

。
 

以
上

よ
り
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
で

の
基

盤
作

り
や

限
ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と

等
の

諸
事

情
を

踏
ま

え
て

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「
A
」と

し
た

。
 

＜
課

題
＞

 

ユ
ニ

ッ
ト

形
成

に
係

る
研

究
分

野
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ
オ

の
精

緻
化

、
公

表
に

向
け

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、
「
基

盤
作

り
と
存

在
感

の
提

示
」を

目
指

し
、
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

の
創

設
や

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

の
雇

用
等

に
よ

り
研

究
体

制
を

構
築

し
、

F
-R

E
I 

と
し

て
の

研
究

を
進

め

る
必

要
が

あ
る

と
と
も

に
、
F
-R

E
I 

の
認

知
度

向
上

に
向

け
た

取
組

や
研

究
開

発
の

進
捗

に
応

じ
た

研
究

開
発

内
容

等
の

わ
か

り
や

す
い

発
信

に
引

き
続

き
力

を
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

   

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
世

界
に

冠
た

る
「
創

造
的

復
興

の
中

核
拠

点
」を

目
指

す
に

当
た

り
、
F
-R

E
I 

の
魅

力
を

高
め

る
た

め
、
 引

き
続

き
、
研

究
者

に
と
っ
て

 
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト
の

形
成

や
職

制
の

整
備

、
運

営
管

理
部

門
の

中
長

期
的

な
組

織
構

成
の

策
定

等
の

取
組

を
通

じ
て

、
研

究
者

に
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よ

り
魅

力
的

な
研

究
開

発
体

制
及

び
研

究
支

援
体

制
の

整
備

、
人

事
制

度
等

の
構

築
・
運

用
、

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
基

盤
の

構
 

築
を

推
進

し
て

い
くこ

と
。
 

と
っ
て

よ
り
魅

力
的

な
研

究
開

発
体

制
の

整
備

、
人

事
制

度
等

の
構

築
・運

用
、
F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
基

盤
の

構
築

を
推

進
し

た
。
 

 

 
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
に

つ
い

て
は

、
自

然
科

学
の

み
な

ら
ず

、
社

会
科

学
の

要
素

も
含

ま
れ

て
い

る
と
こ
ろ

、
こ

れ
ら
の

研
究

の
成

果
が

原
子

力
災

害
被

災
地

に
お

け
る

活
力

あ
る

地
域

づ
くり

な
ど
今

後
の

復
興

に
生

か
さ
れ

る
こ

と
が

 

重
要

で
あ

る
こ
と
。
 

当
該

分
野

の
研

究
に

お
い

て
は

、
自

然
科

学
及

び
社

会
科

学
の

要
素

も
含

ま
れ

る
こ
と
を

踏
ま

え
、
原

子
力

災
害

被
災

地
に

お
け

る
活

力
あ

る
地

域
づ

くり
な

ど
今

後
の

復
興

に
生

か
さ
れ

る
よ

う
、
ま

ち
づ

くり
研

究
、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
・実

践
な

ど
を

含
む

人
材

育
成

、
 

交
流

ス
ペ

ー
ス

の
整

備
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

。
 

 

 
産

業
化

や
 F

-R
E
I 

の
認

知
度

向
上

に
関

す
る

項
目

に
つ

い
て

も
ア

ウ
ト
カ

ム
の

設
定

に
努

め
る

こ
と
。
 

研
究

成
果

の
状

況
や

認
知

度
向

上
に

関
す

る
取

組
状

況
を

踏
ま

え
、
ア

ウ
ト
カ

ム
の

設
定

に
向

け
て

検
討

し
た

。
 

 

 
令

和
６

年
度

か
ら
研

究
開

発
が

本
格

化
す

る
こ

と
か

ら
、
多

様
な

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

の
活

用
を

含
め

、
県

内
で

の
具

体
的

な
活

動
が

よ
り
 

一
層

推
進

す
る

こ
と
で

、
産

業
化

に
結

び
付

け
て

い
くこ

と
。
 

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
成

果
の

産
業

化
に

向
け

、
産

学
官

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
・セ

ミ
ナ

ー
や

市
町

村
座

談
会

を
通

じ
て

、
当

機
構

の
研

究
開

 

発
ユ

ニ
ッ
ト
の

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

な
ど
か

ら
直

接
研

究
内

容
を

紹
介

す
る

こ
と
に

加
え

、
地

元
企

業
と
の

デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョン
を

行
っ
た

。
 

 

 
今

後
、
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

を
は

じ
め

と
す

る
、

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
等

に
関

す
る

情
報

発
信

を
担

う
人

材
が

着
実

に
確

保
さ
 

れ
、
情

報
発

信
が

充
実

し
て

い
くこ

と
。
 

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
等

に
関

す
る

情
報

発
信

の
充

実
に

も
つ

な
が

る
よ

う
、
令

和
６

年
度

は
、
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

の
採

用
に

 

向
け

て
公

募
を

行
い

、
令

和
７

年
度

当
初

か
ら
 1

 名
の

雇
用

を
実

現
し

た
。
 

 

 
F
-R

E
I 

の
認

知
度

向
上

を
図

る
に

あ
た

り
、
福

島
県

内
は

も
と
よ

り
、
全

国
、
全

世
界

で
の

認
知

度
向

上
を

図
る

こ
と
が

肝
要

で
あ

り
、
全

国
、
全

世
界

に
お

け
る

認
知

度
が

向
上

す
る

こ
と
に

よ
り
福

島
県

内
に

お
け

る
認

知
度

も
向

上
す

る
と
い

う
好

循
環

を
生

み
出

し
て

い
く
こ
と
。

そ
の

た
め

に
も

、
F
-R

E
I 
と
し

て
の

広
報

戦
略

を
早

急
に

策
定

す
る

こ
と
。
 

F
-R

E
I 

の
認

知
度

向
上

を
図

る
た

め
、
対

象
と
な

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

（
海

外
の

研
究

者
を

含
む

。
）

ご
と
に

広
報

活
動

の
優

先
順

位
や

手

法
を

ま
と
め

た
広

報
戦

略
を

策
定

し
た

。
ま

た
、
国

際
学

会
で

の
 
F
-R

E
I 

特
別

セ
ッ
シ

ョン
（

ロ
ボ

ッ
ト

分
野

）
の

開
催

や
、
福

島
県

主

催
の

チ
ャ
レ

ン
ジ

ふ
く
し

ま
フ
ォ
ー

ラ
ム

 i
n
 熊

本
へ

の
参

画
な

ど
全

国
、
全

世
界

の
認

知
度

向
上

に
向

け
た

取
組

を
実

施
し

た
。
 

 

 
「
創

造
的

復
興

の
中

核
拠

点
」
と
な

る
こ

と
を

目
指

し
、
 「

基
盤

作
り
と
存

在
感

の
提

示
」に

重
点

を
置

き
な

が
ら

、
研

究
開

発
・産

業

化
・
人

材
育

成
・
司

令
塔

の
各

機
能

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
よ

う
、

N
o
.２

以
降

で
指

摘
し

た
課

題
へ

の
対

応
を

含
め

、
F
-R

E
I 

の
総

 

力
を

挙
げ

て
取

組
が

進
め

ら
れ

る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

昨
年

度
指

摘
さ

れ
た

課
題

へ
の

対
応

を
通

じ
て

、
研

究
開

発
・産

業
化

・人
材

育
成

・司
令

塔
の

各
機

能
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

よ
う
 

F
-R

E
I 

の
総

力
を

挙
げ

て
様

々
な

取
組

を
推

進
し

た
。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項
 

ⅰ
 

研
究

開
発

 

ア
 

ロ
ボ

ッ
ト

 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.２

 
ロ

ボ
ッ
ト

 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

  
主

な
参

考
指

標
情

報
 

 
②

  
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5

 年
 度

 
R

6
 年

 度
 

R
7

 年
 度

 
R

8
 年

 度
 

R
9

 年
 度

 
R

10
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6

 年
 度

 
R

7
 年

 度
 

R
8

 年
 度

 
R

9
 年

 度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

 
究

テ
ー

マ
 

の
 

設

定
・

継

続
 

の
 

適
 
切

性
 

 
「
 
骨

太
の

方
 針

」 
を

定
め

る
等

適
切

に
実

施
 
し

、
 
9

件
の

公
募

研
究

に
着

手
 

「
 

骨
太

の

方
針

」
 

の

も
と

適
切

 

に
 

実
 

施
 

し
、

 令
和

  

5
 
年

度
に

引
 
き

 
続

き
、
1
0
 件

の
公

募
研

 

究
を

実
施

 

 
 

 
 

 
予

算
額

（
千

円
）

 
3
,9

6
6
,6

6
9
 

2
,4

0
2
,7

6
1
 

 
 

 
 

 

進
 捗

 

管
 理

 

の
 状

況
 

 
採

択
条

件

を
付

す
等

管
理

を
適

切
に

実
施

 

サ
イ

ト
ビ

ジ

ッ
ト

で
の

意

見
交

換
や

事
業

評
価

 

等
 に

よ
 り

 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
2
4
2
,1

7
6
 

1
,1

6
9
,9

4
1
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進
捗

管
理

を
適

切
に

 

実
施

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
2
4
,7

0
5
 

1
,1

9
9
,8

6
6
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

―
 

―
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
2
4
,7

0
5
 

1
,1

9
9
,8

6
6
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

(1
)ロ

ボ
ッ
ト

 

福
島

ロ
ボ

ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

等
を

活
用

し
て

、
廃

炉
に

資
す

る
高

度
な

遠
隔

技

術
や

、
災

害
現

場
や

宇
宙

な
ど
の

過
酷

環
境

を
含

め
た

様
々

な
環

境
下

で
の

使
用

、

情
報

技
術

と
の

融
合

を
想

定
し

た
ロ

ボ
ッ
ト

・ド
ロ

ー
ン

に
関

す
る

研
究

開
発

、
さ
ら
に

、

水
素

を
活

用
し

て
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ
ル

を
達

成
し

な
が

ら
、
ド

ロ
ー

ン
を

は
じ

め
と
す

る

次
世

代
空

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

高
性

能
化

を
目

指
す

研
究

開
発

に
取

り
組

む
。
ま

た
、
市

場

化
・産

業
化

を
意

識
し

た
性

能
評

価
手

法
の

標
準

化
等

に
関

す
る

検
討

や
普

及
活

動
な

ど
に

取
り
組

む
。
 

(1
)ロ

ボ
ッ
ト

 

廃
炉

を
着

実
に

進
め

る
た

め
に

は
、
高

放
射

線
下

や
狭

隘
な

空
間

で
人

に
代

わ
っ
て

精
密

か
つ

タ
フ
な

作
業

が
で

き
る

ロ
ボ

ッ
ト
の

開
発

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。
ま

た
、
災

害
が

多
 発

す

る
我

が
国

に
お

い
て

は
、
災

害
現

場
や

イ
ン

フ
ラ
点

検
で

活
躍

す
る

ロ
ボ

ッ
ト
・ド

ロ
ー

ン
の

開
発

と

と
も

に
、
ロ

ボ
ッ
ト
・ド

ロ
ー

ン
が

効
率

的
に

動
作

し
て

い
くた

め
の

シ
ス

テ
ム

な
ど
の

開
発

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
こ
れ

ら
の

技
術

は
、
過

酷
環

境
に

お
い

て
高

精
度

・高
信

頼
性

が
求

め
ら
れ

る
様

々

な
分

野
へ

の
展

開
が

期
待

さ
れ

る
。
さ
ら
に

、
我

が
国

全
体

で
人

口
減

少
時

代
に

突
入

し
、
生

産
性

向
上

が
求

め
ら
れ

る
中

、
人

手
不

足
は

大
き

な
課

題
と
な

っ
て

お
り
、
今

後
、
ロ

ボ
ッ
ト
活

用
の

ニ
ー

ズ
は

物
流

、
医

療
・介

護
な

ど
の

生
活

に
身

近
な

場
面

を
含

む
 様

々
な

現
場

に
お

い

て
極

め
て

高
くな

る
こ
と
が

見
込

ま
れ

る
。
こ
の

よ
う
な

ロ
ボ

ッ
ト
の

最
先

端
技

術
は

、
自

動
化

技

術
や

遠
隔

技
術

等
の

そ
れ

ら
を

支
え

る
個

々
の

要
素

技
術

も
非

常
に

広
範

に
及

ぶ
こ
と
か

ら
、

ロ
ボ

ッ
ト
の

研
究

開
発

を
進

め
る

こ
と
を

通
じ

て
、
様

々
な

先
端

技
術

の
高

度
化

や
、
大

き
な

イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
に

つ
な

が
る

こ
と
が

期
待

さ
れ

る
。
 

こ
う
し

た
観

点
か

ら
、
福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

等
を

活
用

し
て

、
廃

炉
に

資
す

る
高

度
な

遠
隔

技
術

や
、
災

害
現

場
や

宇
宙

な
ど
過

酷
環

境
を

含
め

た
様

々
な

環
境

下
で

の
使

用
、
情

報
技

術
と
の

融
合

を
想

定
し

た
ロ

ボ
ッ
ト
・ド

ロ
ー

ン
に

関
す

る
研

究
開

発
、
さ
ら
  
  
に

、

水
素

を
活

用
し

て
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ
ル

を
達

成
し

な
が

ら
、
ド

ロ
ー

ン
を

は
じ

め
と
す

る
次

 

世
代

空
モ

ビ
リ
テ

ィ
の

高
性

能
化

を
目

指
す

研
究

開
発

、
人

材
育

成
に

取
り
組

み
、
世

界
の

 

(1
)ロ

ボ
ッ
ト

 

廃
炉

に
資

す
る

高
度

な
遠

隔
技

術
や

、
災

害
現

場
や

宇
宙

な
ど
過

酷
環

境
を

含
め

た

様
々

な
環

境
下

で
の

使
用

、
情

報
技

術
と
の

融
合

を
想

定
し

た
ロ

ボ
ッ
ト

・
ド

ロ
ー

ン
に

関
す

る
研

究
開

発
、
さ

ら
に

、
飛

行
時

間
・
ペ

イ
ロ

ー
ド

の
大

幅
増

加
を

実
現

す
る

高
機

能
ド

ロ
ー

ン
の

開
発

、
人

材
育

成
に

取
り
組

み
、
世

界
の

課
題

解
決

に
つ

な
げ

て
い

く。
 

令
和

６
年

度
は

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

1
）

 廃
炉

な
ど
の

困
難

環
境

で
の

動
作

に
資

す
る

技
術

の
研

究
開

発
と
そ

の
応

用
の

検
討

 

・
福

島
第

一
原

発
な

ど
原

子
力

施
設

の
廃

炉
や

廃
止

措
置

に
資

す
る

よ
う
、
作

業
効

率
と

信
頼

性
を

高
め

た
廃

炉
向

け
ロ

ボ
ッ
ト

の
開

発
に

向
け

て
、
遠

隔
操

作
技

術
や

耐
放

射
線

半
導

体
デ

バ
イ

ス
開

発
に

つ
い

て
、
研

究
を

推
進

す
る

。
 

・当
該

技
術

を
災

害
対

応
や

宇
宙

開
発

な
ど
の

他
分

野
に

展
開

す
る

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

・将
来

の
廃

炉
を

担
う
人

材
を

育
成

す
る

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
を

進
め

、
試

行

す
る

。
 

2
）

 過
酷

環
境

下
で

機
動

性
を

発
揮

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

の
研

究
開

発
 

・
過

酷
環

境
下

で
の

ロ
ボ

ッ
ト

・
ド

ロ
ー

ン
の

活
用

を
可

能
と
す

る
耐

水
性

や
耐

熱
性

な
ど
の

強
靭

性
強

化
や

、
機

動
性

や
通

信
性

能
の

向
上

等
に

関
す

る
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。
 

3
）

先
端

Ｉ
Ｃ

Ｔ
技

術
と
ロ

ボ
ッ
ト

技
術

を
融

合
し

た
自

律
知

能
・群

知
能

の
研

究
開

発
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課

題
解

決
に

つ
な

げ
て

い
く。

 

機
構

に
お

け
る

ロ
ボ

ッ
ト

分
野

の
研

究
開

発
と
し

て
、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

1
)廃

炉
向

け
遠

隔
技

術
高

度
化

及
び

宇
宙

分
野

へ
の

応
用

 

福
島

第
一

原
発

を
は

じ
め

と
し

た
原

子
力

施
設

の
廃

炉
や

廃
止

措
置

に
資

す
る

よ
う
、
こ
れ

ま
で

の
遠

隔
技

術
に

対
し

て
、
触

覚
フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
（

ハ
プ

テ
ィ
ク

ス
）

技
術

や
バ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
ー

、
自

律
協

調
制

御
、
通

信
制

約
下

で
の

制
御

手
法

、
Ａ

Ｉ
、
耐

環
境

ロ
バ

ス
ト
 

（
頑

健
）

性
技

術
な

ど
を

導
入

し
て

、
令

和
９

年
度

頃
を

目
途

に
、
作

業
効

率
と
信

頼
性

を
高

め
た

廃
炉

向
け

ロ
ボ

ッ
ト

の
シ

ス
テ

ム
概

念
実

証
を

実
施

し
、
そ

の
後

、
実

用
化

に
向

け
た

試
作

機
開

発
を

目
指

す
。
 

ま
た

、
当

該
技

術
の

応
用

分
野

と
し

て
宇

宙
開

発
分

野
に

着
目

し
、
宇

宙
開

発
向

け
の

シ
ス

テ
ム

の
概

念
実

証
を

実
施

し
、
よ

り
詳

細
な

環
境

設
定

に
基

づ
い

た
試

作
機

ロ
ボ

ッ
ト

の

開
発

を
目

指
す

こ
と
で

、
福

島
に

お
い

て
先

端
的

な
ロ

ボ
ッ
ト

技
術

の
開

発
・
実

証
を

推
進

す

る
。
 

さ
ら

に
、
将

来
の

廃
炉

に
資

す
る

よ
う
、
放

射
性

物
質

の
分

析
に

関
す

る
手

法
の

標
準

化
や

効
率

化
に

つ
い

て
の

研
究

を
実

施
す

る
と
と
も

に
、
そ

れ
を

担
う
人

材
や

、
国

際
的

な
研

究
者

等
の

育
成

を
図

る
。
 

2
）

 防
災

な
ど
困

難
環

境
で

の
活

用
が

見
込

ま
れ

る
強

靭
な

ロ
ボ

ッ
ト

・ド
ロ

ー
ン

技
術

の
研

究
開

発
 

自
然

災
害

時
に

お
け

る
作

業
や

イ
ン

フ
ラ
設

備
の

点
検

・整
備

な
ど
の

作
業

の
中

で
、
従

来

の
方

法
で

は
対

応
が

困
難

だ
っ
た

豪
雨

災
害

・土
砂

災
害

の
よ

う
な

環
境

下
で

の
重

要
作

業

に
つ

い
て

、
最

先
端

の
ロ

ボ
ッ
ト

・
ド

ロ
ー

ン
技

術
を

活
用

し
、
耐

水
性

や
耐

風
性

な
ど
環

境
の

特
性

に
応

じ
た

強
靭

性
の

強
化

、
瓦

礫
内

等
の

困
難

環
境

で
の

使
用

な
ど
、
人

的
な

危
険

性
の

少
な

い
解

決
手

段
を

実
用

化
す

る
。
ま

た
、
こ

の
解

決
手

法
を

普
及

す
る

た
め

の
実

践

的
で

高
度

な
人

材
育

成
を

並
行

し
て

実
施

す
る

。
 

3
）

 先
端

Ｉ
Ｃ

Ｔ
技

術
と
ロ

ボ
ッ
ト

技
術

が
融

合
し

た
ク
ラ
ウ

ド
ロ

ボ
テ

ィ
ッ
ク
ス

の
研

究
開

発

異
種

複
数

の
ロ

ボ
ッ
ト

シ
ス

テ
ム

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

結
合

し
、
ロ

ボ
ッ
ト

が
高

度
か

つ
自

律
 

的
に

活
動

す
る

た
め

の
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

整
備

と
ク
ラ
ウ

ド
ロ

ボ
テ

ィ
ッ
ク
ス

の
研

究
を

推
進

し
、
災

害
対

応
ロ

ボ
ッ
ト
や

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど
に

お
い

て
実

用
化

さ
れ

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

。
 

ま
た

、
こ
の

研
究

開
発

に
併

せ
て

、
ク
ラ
ウ

ド
ロ

ボ
テ

ィ
ッ
ク
ス

分
野

の
若

手
人

材
育

成
の

た
め

 

・異
種

複
数

の
ロ

ボ
ッ
ト

や
ド

ロ
ー

ン
が

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で

結
合

し
、
高

度
か

つ
自

律
的

に
活

動

す
る

た
め

の
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。
 

4
）

高
性

能
ド

ロ
ー

ン
の

研
究

開
発

 

・飛
行

時
間

･ペ
イ

ロ
ー

ド
の

大
幅

増
加

を
実

現
す

る
高

機
能

ド
ロ

ー
ン

の
開

発
を

検
討

す

る
。
 

・
災

害
時

等
に

お
け

る
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

状
況

把
握

を
可

能
に

す
る

高
性

能
セ

ン
サ

技
術

の

開
発

を
推

進
す

る
。
ま

た
、
国

際
的

な
動

向
を

把
握

す
る

と
と
も

に
、
関

係
機

関
と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
そ

の
性

能
評

価
手

法
の

開
発

・
標

準
化

を
行

う
た

め
の

検
討

を
進

め
る

。
 

5
）

市
場

化
・産

業
化

に
向

け
た

性
能

評
価

手
法

の
標

準
化

に
向

け
た

研
究

開
発

 

・災
害

対
応

・イ
ン

フ
ラ
点

検
ロ

ボ
ッ
ト

等
に

対
す

る
性

能
評

価
手

法
の

検
討

を
進

め
る

。
 

・そ
の

性
能

評
価

手
法

に
関

し
、
国

際
的

な
普

及
や

標
準

化
の

た
め

、
福

島
ロ

ボ
ッ
ト
テ

ス
ト

フ

ィ
ー

ル
ド
に

お
け

る
国

際
競

技
大

会
（

ワ
ー

ル
ド

ロ
ボ

ッ
ト
サ

ミ
ッ
ト
  

過
酷

環
境

チ
ャ
レ

ン
ジ

）

に
つ

い
て

、
令

和
 6

 年
度

に
準

備
大

会
を

実
施

す
る

な
ど
、
令

和
 7

 年
度

に
開

催
す

る
た

め

の
準

備
を

推
進

す
る

。
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14
 

  
の

プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン

グ
教

育
基

盤
の

研
究

開
発

を
行

う
。
 

4
）

 長
時

間
飛

行
・高

ペ
イ

ロ
ー

ド
を

実
現

し
、
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ
ル

を
達

成
す

る
水

素
ド

ロ

ー
ン

の
研

究
開

発
 

ド
ロ

ー
ン

に
搭

載
可

能
な

小
型

の
水

素
ガ

ス
タ
ー

ビ
ン

や
推

進
装

置
、
機

体
、
水

素
供

給

イ
ン

フ
ラ
に

係
る

研
究

開
発

を
行

う
と
と
も

に
、
福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

等
を

活
用

し
て

そ
れ

ら
を

統
合

し
た

シ
ス

テ
ム

の
実

証
を

行
い

、
令

和
 9

 年
度

頃
を

目
途

に
水

素
ド

ロ
ー

ン
の

実
証

機
体

の
詳

細
設

計
を

行
う
。
ま

た
、
小

型
ス

ケ
ー

ル
モ

デ
ル

の
飛

行
実

証
に

向
け

て
水

素
ガ

ス
タ
ー

ビ
ン

や
推

進
シ

ス
テ

ム
の

製
作

・試
験

を
実

施
す

る
。
 

5
）

 防
災

・災
害

の
た

め
の

ド
ロ

ー
ン

の
セ

ン
サ

技
術

研
究

開
発

 

災
害

時
に

お
け

る
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

状
況

把
握

等
の

実
現

の
た

め
、
雨

天
等

の
悪

天
候

下

や
橋

梁
の

下
、
屋

内
環

境
等

の
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
（

Ｇ
Ｐ

Ｓ
信

号
等

）
途

絶
時

等
の

状
況

下
で

も
正

常
に

制
御

さ
れ

る
セ

ン
サ

デ
バ

イ
ス

や
セ

ン
サ

処
理

技
術

、
飛

行
制

御
技

術
に

つ
い

て
研

究
開

発
を

実
施

す
る

と
と
も

に
、
そ

の
性

能
を

適
切

に
評

価
す

る
手

法
の

開
発

を
実

施
す

る
。

国
際

的
な

評
価

法
の

研
究

及
び

標
準

化
の

実
施

に
向

け
、
悪

天
候

環
境

試
験

場
の

整
備

な
ど
、
セ

ン
サ

の
試

験
方

法
に

関
し

て
標

準
化

活
動

を
実

施
す

る
た

め
の

環
境

の
構

築
を

検

討
す

る
。
 

6
）

 市
場

化
・産

業
化

に
向

け
た

性
能

評
価

手
法

の
標

準
化

に
向

け
た

研
究

開
発

 

次
世

代
空

モ
ビ
リ
テ

ィ
や

災
害

対
応

・イ
ン

フ
ラ
点

検
ロ

ボ
ッ
ト
等

に
関

し
て

、
市

場
化

・産
業

化
を

意
識

し
た

性
能

評
価

手
法

の
標

準
化

へ
の

取
組

や
法

制
度

整
備

に
貢

献
す

る
評

価
手

法
の

検
討

・開
発

を
行

う
と
と
も

に
、
こ
れ

ら
の

評
価

手
法

に
関

す
る

成
果

を
活

か
し

て
、
福

島
ロ

ボ
ッ
ト
テ

ス
ト

フ
ィ
ー

ル
ド
に

お
い

て
ワ

ー
ル

ド
ロ

ボ
ッ
ト
サ

ミ
ッ
ト
等

の
競

技
大

会
を

開
催

す
る

な
ど
に

よ
り
、
国

際
的

な
普

及
や

標
準

化
と
と
も

に
人

材
育

成
を

図
る

。
 

 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

<
評

価
軸

>
 

○
 ロ

ボ
ッ
ト

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
観

点
か

ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
等

の
活

用
な

ど
福

島
に

お
け

る
優

位
性

を
生

か
し

、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

被
災

地
、
ひ

い
て

は
日

本
や

世
界

 

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
研

究
開

発
成

果
を

創
出

で
き

て
い

る
か

。
 

・ロ
ボ

ッ
ト

分
野

に
係

る
研

究
開

発
で

は
、
令

和
５

年
度

に
任

命
し

た
分

野
長

、
副

分
野

長
の

も
と
、
研

究
開

発
体

制
整

備
と
し

て
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ

ー
の

公
募

や
個

別
選

考
等

を
積

極
的

に
行

い
、
令

和
６

年
度

は
 
3
 
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

（
遠

隔
操

作
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

、
自

律
化

・
知

能
化

・

群
制

御
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
、
燃

料
電

池
シ

ス
テ

ム
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

）
を

、
さ
ら
に

令
和

７
年

４
月

１
日

付
け

で
パ

ワ
ー

ソ
フ
ト

ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス

ユ
ニ

ッ
ト

を
新

た

に
設

置
す

る
と
と
も

に
、
令

和
５

年
度

に
引

き
続

き
、
1
0
 件

の
委

託
研

究
を

実
施

す
る

な
ど
、
以

下
の

取
組

を
行

っ
た

。
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15
 

 

＜
評

価
指

標
＞

 

（
成

果
指

標
）

 

○
 ロ

ボ
ッ
ト

分
野

に
係

る
研

究
開

発
成

果
の

内
容

 

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

標
）

 

○
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
・継

続
の

適
切

性
 

○
進

捗
管

理
の

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
県

内
外

の
外

部
機

関
と
の

広
域

連
携

の
状

況
 

〇
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

等
の

状
況

 

１
）

「
廃

炉
な

ど
の

困
難

環
境

で
の

動
作

に
資

す
る

技
術

の
研

究
開

発
と
そ

の
応

用
の

検
討

」
に

つ
い

て
、

２
件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、

 

S
iC

 
半

導
体

の
集

積
回

路
の

開
発

と
イ

メ
ー

ジ
セ

ン
サ

回
路

の
設

計
に

着
手

し
た

。
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
半

導
体

上
に

集
積

回
路

の
基

本
要

素
で

あ
る

ト
ラ
ン

ジ
ス

タ
、
抵

抗
、
コ
ン

デ
ン

サ
等

と
そ

れ
ら
を

組
み

合
わ

せ
た

論
理

回
路

の
試

作
・評

価
を

行
っ
た

。
加

え
て

、
放

射
性

物
質

の
分

析

業
務

に
従

事
す

る
人

材
の

裾
野

を
広

げ
る

こ
と
を

目
的

と
し

て
、
令

和
７

年
 3

 月
 
2
6
 日

に
福

島
浜

通
り
地

域
に

立
地

す
る

廃
炉

関
連

の

分
析

施
設

で
の

現
地

訪
問

型
研

修
を

実
施

し
、
1
6
 

名
が

参
加

す
る

等
分

析
人

材
を

擁
す

る
地

元
企

業
等

に
対

す
る

専
門

教
育

・リ
カ

レ

ン
ト
教

育
を

展
開

し
た

。
 

２
）

「過
酷

環
境

下
で

機
動

性
を

発
揮

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

の
研

究
開

発
」に

お
い

て
は

、
「湖

沼
、
森

林
内

な
ど
で

の
調

査
に

対
応

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

・
ド

ロ
ー

ン
の

研
究

開
発

」と
し

て
２

件
、
「災

害
現

場
等

困
難

環
境

で
の

活
用

が
見

込
ま

れ
る

強
靱

な
ロ

ボ
ッ
ト

・ド
ロ

ー
ン

技
術

の
研

究
開

発
」

と
し

て
 2

 件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

た
。
特

に
、
森

林
内

飛
行

ド
ロ

ー
ン

の
技

術
開

発
に

お
い

て
、
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

森
林

内
樹

木
の

幹
直

径

計
測

の
精

度
や

調
査

能
力

の
向

上
、
空

間
放

射
線

量
の

測
定

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

の
飛

行
影

響
の

評
価

を
行

っ
た

。
効

率
的

な
森

林
内

飛

行
実

現
の

た
め

の
森

林
内

飛
行

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

や
小

型
線

量
計

の
ド

ロ
ー

ン
搭

載
に

よ
り
、
森

林
内

線
量

マ
ッ
プ

の
作

成
を

可
能

と
し

た
。
 

３
）

「先
端

Ｉ
Ｃ

Ｔ
技

術
と
ロ

ボ
ッ
ト

技
術

を
融

合
し

た
自

律
知

能
・群

知
能

の
研

究
開

発
」に

つ
い

て
、
１

件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
ス

マ

ー
ト
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
環

境
と
ロ

ボ
ッ
ト
性

能
評

価
に

関
し

て
基

本
設

計
と
試

作
を

行
っ
た

。
 

４
）

「高
性

能
ド
ロ

ー
ン

の
研

究
開

発
」と

し
て

、
2
 

件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
要

救
助

者
探

査
の

た
め

に
実

用
に

供
さ
れ

る
開

発
目

標
に

つ

い
て

、
有

識
者

の
ヒ
ア

リ
ン

グ
を

通
し

て
検

討
を

行
う
と
と
も

に
、
ヒ
ト

臭
検

出
セ

ン
サ

に
よ

る
被

災
者

検
知

、
煙

中
で

の
三

次
元

地
図

生
成

手

法
と
い

っ
た

シ
ー

ズ
技

術
に

つ
い

て
の

評
価

を
行

っ
た

。
 

５
）

「
フ
ィ
ー

ル
ド

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

市
場

化
・産

業
化

に
向

け
た

性
能

評
価

手
法

の
標

準
化

事
業

」と
し

て
、
１

件
の

委
託

事
業

を
実

施
し

た
。
 

「
W

o
rl
d
 R

o
b
o
t 
S
u
m

m
it
 2

0
2
5
（

W
R

S
2
0
2
5
）

 過
酷

環
境

 F
-R

E
I 

チ
ャ
レ

ン
ジ

」の
開

催
に

向
け

た
準

備
と
し

て
、
新

競
技

と
な

る
過

酷
環

境
ド

ロ
ー

ン
チ

ャ
レ

ン
ジ

等
の

競
技

ル
ー

ル
策

定
を

行
い

、
そ

の
検

証
を

目
的

と
し

て
４

種
の

競
技

と
全

 1
6
 チ

ー
ム

の
参

加
に

よ

る
プ

レ
大

会
を

実
施

し
た

。
 

６
）

委
託

研
究

に
つ

い
て

年
度

末
ま

で
に

事
業

評
価

を
行

い
、
順

調
に

推
移

し
た

も
の

 4
 件

、
条

件
付

け
を

行
っ
た

も
の

 2
 件

、
終

了
し

た
 

も
の

 3
 件

と
い

っ
た

評
価

と
す

る
な

ど
、
厳

正
に

評
価

を
実

施
し

た
。
 

７
）

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト
と
し

て
、
遠

隔
操

作
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
で

は
、
ユ

ニ
ッ
ト
の

構
築

に
努

め
る

と
と
も

に
、
高

放
射

線
環

境
下

で
も

リ
ア

ル
ハ

プ
テ

ィ
ク

ス
技

術
を

実
現

す
る

セ
ン

サ
の

開
発

に
着

手
し

た
。
廃

炉
以

外
の

民
生

技
術

へ
の

応
用

を
図

る
取

組
と
し

て
、
復

興
庁

の
 F

S
 

調
査

費
も

活
用

し
て

、
リ
ア

ル
ハ

プ
テ

ィ
ク
ス

技
術

を
福

島
県

の
特

産
で

あ
る

桃
収

穫
に

応
用

す
る

ロ
ボ

ッ
ト
の

試
作

に
着

手
し

た
。
自

律
化

・知

能
化

・群
制

御
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

で
は

、
ユ

ニ
ッ
ト

の
構

築
に

努
め

る
と
と
も

に
、

U
A
V
/U

G
V
 

に
関

す
る

海
外

機
関

に
よ

る
最

先
端

の
研

究
開

発
動

向
を

調
査

し
た

。
燃

料
電

池
シ

ス
テ

ム
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

で
は

、
ユ

ニ
ッ
ト

の
構

築
に

努
め

る
と
と
も

に
、
ラ

ボ
環

境
の

構
築

及
び

研
究

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
検

討
を

進
め

た
。
令

和
７

年
４

月
に

設
置

し
た

パ
ワ

ー
ソ

フ
ト

ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス

ユ
ニ

ッ
ト

で
は

、
今

後
ユ

ニ
ッ
ト

構
築

等
を
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進

め
て

い
る

。
 

 

以
上

の
取

組
を

通
し

、
分

野
全

体
と
し

て
、
委

託
事

業
で

５
報

の
論

文
掲

載
が

行
わ

れ
た

他
、

In
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
C
o
n
fe

re
n
c
e
 o

n
 

In
te

ll
ig

e
n
t 
R

o
b
o
ts

 a
n
d
 S

y
st

e
m

s 
等

の
主

要
国

際
学

会
や

 I
E
E
E
（

米
国

電
子

電
気

学
会

）
（

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
分

野
）

に
お

い
て

も
発

表
を

行
っ
た

。
さ
ら
に

、
５

つ
の

分
野

の
分

野
長

・副
分

野
長

を
集

め
て

当
面

の
課

題
や

研
究

内
容

、
分

野
融

合
等

に
つ

い
て

議
論

す
る

分

野
長

等
会

議
に

よ
る

議
論

や
、
分

野
内

・分
野

横
断

的
な

勉
強

会
、
R
V
S
（

リ
サ

ー
チ

ビ
ジ

ョン
セ

ッ
シ

ョン
）

を
適

宜
開

催
・参

加
す

る
こ
と
で

、

他
分

野
と
の

研
究

の
連

携
の

可
能

性
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

政
府

文
書

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
研

究
課

題
の

設
定

に
当

た
っ
て

の
方

針
を

定
め

た
「骨

太
の

方
針

」を
も

と
に

専
門

的
知

見
を

有
す

る
有

識
者

で
あ

る
ロ

ボ
ッ
ト
分

野
の

分
野

長
等

に
研

究
課

題
の

調
整

・管
理

を
担

わ
せ

る
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
を

実
施

で
き

る
よ

う
、
注

力
し

た
。
 

研
究

委
託

先
へ

の
サ

イ
ト
ビ
ジ

ッ
ト
で

の
意

見
交

換
に

よ
る

進
捗

管
理

を
８

件
行

う
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
が

着
実

に
行

わ
れ

る
よ

う
に

委
託

先
に

対
す

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
加

え

て
、
本

分
野

で
は

「W
o
rl
d
 R

o
b
o
t 

S
u
m

m
it
 2

0
2
5
 過

酷
環

境
 F

-R
E
I 
チ

ャ
レ

ン
ジ

」に
向

け
た

プ
レ

大
会

の
実

施
な

ど
、
成

果
の

創
出

に
向

け
、
具

体
的

な
取

組
が

進
ん

で
い

る
も

の
も

あ
る

。
 

研
究

施
設

の
整

備
が

こ
れ

か
ら
の

段
階

で
、
都

市
圏

か
ら
の

交
通

手
段

を
は

じ
め

、
教

育
、
医

療
、
住

居
等

の
生

活
環

境
が

十
分

で
な

い
中

で
組

織
の

立
ち

上
げ

を
進

め
る

と
い

う
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
の

中
で

、
新

た
に

４
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

（
遠

隔
操

作
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

（
慶

應
義

塾
大

学
内

、
長

岡
技

術
科

学
大

学
内

）
、
自

律
化

・知
能

化
・群

制
御

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

（
カ

リ
フ
ォ
ル

ニ
ア

大
学

バ
ー

ク
レ

ー
校

内
、
千

葉
大

学
内

）
、
燃

料
電

池
シ

ス
テ

ム
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

（
山

梨
大

学
内

）
、
パ

ワ
ー

ソ
フ
ト

ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス

ユ
ニ

ッ
ト
（

F
-R

E
I 

東
京

事
務

所

内
）

）
を

設
置

す
る

な
ど
、
直

営
研

究
実

施
に

向
け

た
体

制
の

強
化

を
進

め
た

。
ま

た
、
福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

の
統

合
に

向
け

た
準

備
を

進
め

、
二

つ
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

が
福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

の
研

究
室

の
利

用
を

開
始

す
る

な
ど
、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド
等

の
活

用
を

図
っ
た

。
 

さ
ら
に

、
分

野
全

体
と
し

て
、
委

託
事

業
で

５
本

の
論

文
掲

載
が

行
わ

れ
た

他
、
主

要
国

際
学

会
に

お
い

て
も

発
表

を
行

う
な

ど
、
研

究
開

発
成

果
の

創
出

に
つ

な
が

る
実

績
を

出
し

て
い

る
。
分

野
長

等
会

議
等

で
他

分
野

と
の

連
携

の
可

能
性

を
検

討
す

る
な

ど
、
分

野
融

合
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

る
。
 

以
上

よ
り
、
本

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
は

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
観

点
か

ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
綿

密
な

取
組

を
実

施
し

、
研

究
開

発
を

進
め

て
い

くこ
と
が

出
来

て
お

り
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「
A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

ユ
ニ

ッ
ト

形
成

に
係

る
研

究
分

野
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ
オ

の
さ

ら
な

る
精

緻
化

を
進

め
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

の
雇

用
を

推
進

し
、

F
-R

E
I 

と
し

て
の

研
究

を
進

め
て

い
く
取

組
が

必
要

で
あ

る
。
ま

た
、
委

託
研

究
の

進
捗

管
理

を
適

切
に

行
う
た

め
の

取
組

、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
な

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
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主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
設

立
初

年
度

で
あ

り
、
委

託
研

究
の

公
募

・選
定

に
時

間
を

要
し

た
こ
と
か

ら
、
大

半
の

予
算

を
繰

り
越

し
、
特

に
１

件
の

委
託

研
究

に
つ

い
て

は
令

和
６

年
度

に
入

っ
て

か
ら
着

手
し

た
と
こ

ろ
で

あ
り
、
令

和
５

年
度

予
算

に
基

づ
く
研

究
開

発
の

取
組

が
継

続
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
適

切
な

研
究

開
発

の
進

捗
管

理
及

び
予

算
執

行
の

適
正

化
を

 

図
る

こ
と
が

必
要

。
 

委
託

事
業

の
受

託
者

に
対

し
、
サ

イ
ト

ビ
ジ

ッ
ト

に
よ

る
意

見
交

換
や

事
業

評
価

を
適

切
に

実
施

し
た

。
ま

た
、
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

に
対

し

て
は

、
普

段
か

ら
の

緊
密

な
連

絡
と
共

に
定

期
的

な
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
こ
と
で

、
研

究
開

発
の

進
捗

管
理

及
び

予
算

執
行

の
適

正
化

を
図

っ
た

。
 

 

 
F
-R

E
I 

の
取

組
に

対
す

る
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
し

た
国

民
の

理
解

を
醸

成
し

て
い

く
よ

う
、
実

施
し

て
い

る
研

究
開

発
の

内
容

及
び

そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、
分

か
り
や

す
く情

報
発

信
を

行
う
こ
と
が

必
要

。
 

機
構

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
や

 S
N

S
 等

を
通

じ
て

の
情

報
発

信
の

他
、
マ

ス
コ
ミ
・学

会
を

通
じ

た
分

野
長

、
副

分
野

長
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

等
に

よ
る

広
報

・ア
ウ

ト
リ
ー

チ
活

動
に

よ
り
、
研

究
開

発
内

容
及

び
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
精

力
的

に
実

施
し

た
。

加
え

て
、

地
域

住
民

を
は

じ
め

と
し

た
国

民
の

理
解

の
醸

成
の

観
点

か
ら

、
ロ

ボ
ッ
ト

分
野

の
研

究
開

発
の

取
組

を
、

 

W
o
rl
d
 R

o
b
o
t 

S
u
m

m
it
 2

0
2
5
 過

酷
環

境
 F

-R
E
I 
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
プ

レ
大

会
、
市

町
村

座
談

会
や

産
学

官
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
 

ナ
ー

に
お

い
て

紹
介

し
た

。
 

 

 
F
-R

E
I 

と
し

て
研

究
を

進
め

て
い

くた
め

、
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

も
含

め
研

究
グ

ル
ー

プ
体

制
整

備
を

進
め

て
い

くこ
と
が

必
要

。
 

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト
と
し

て
、
令

和
７

年
４

月
時

点
で

４
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト
（

遠
隔

操
作

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

、
自

律
化

・
知

能
化

・群
制

御
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
、
燃

料
電

池
シ

ス
テ

ム
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
、
パ

ワ
ー

ソ
フ
ト

ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス

ユ
ニ

ッ
ト

）
を

設
置

し
、
ユ

ニ
ッ
ト

に
お

け
 

る
研

究
計

画
や

研
究

体
制

の
検

討
を

行
っ
た

。
 

 

 
研

究
開

発
の

進
捗

状
況

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

が
図

ら
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
具

体
的

に
は

、
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・コ

ー
ス

ト
構

想
の

中
核

拠
点

と
し

て
整

備
さ
れ

、
令

和
７

年
４

月
に

 
F
-R

E
I 

に
統

合
さ
れ

る
「福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

」の
活

用
を

通
じ

て
、
世

界
水

準
の

研
究

と
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

・
産

業
化

を
進

め
、
当

設
備

を
利

用
す

る
 

他
の

企
業

・研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

等
に

よ
り
そ

の
成

果
の

最
大

化
を

目
指

す
こ
と
が

必
要

。
 

県
内

で
の

活
動

や
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

を
図

る
た

め
、
福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

を
、

W
o
rl
d
 R

o
b
o
t 

S
u
m

m
it
 2

0
2
5

過
酷

環
境

 F
-R

E
I 

チ
ャ
レ

ン
ジ

の
プ

レ
大

会
の

開
催

場
所

と
し

て
活

用
し

た
。
ま

た
、
２

つ
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト
が

福
島

ロ
ボ

ッ
ト
テ

ス
ト

フ
ィ

ー
ル

ド
の

研
究

室
の

利
用

を
開

始
し

た
。
加

え
て

、
ロ

ボ
ッ
ト

分
野

の
市

町
村

座
談

会
を

福
島

ロ
ボ

ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド
で

開
催

し
た

 

ほ
か

、
実

験
実

証
棟

の
整

備
計

画
に

協
力

す
る

等
、
活

用
を

図
る

た
め

の
取

組
を

展
開

し
た

。
 

 

 
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
は

、
業

務
実

績
に

よ
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
 

F
-R

E
I 

は
ま

だ
設

立
さ
れ

て
２

年
で

あ
り
、
研

究
開

発
の

具
体

的
成

果
が

表
れ

る
の

は
こ
れ

か
ら
で

あ
る

が
、
研

究
開

発
の

本
格

化
を

見
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ア

ウ
ト

カ
ム

・イ
ン

パ
ク
ト
を

含
め

た
自

己
評

価
が

行
わ

れ
る

こ
と
を

期
待

す
る

。
 

据
え

、
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・
イ

ン
パ

ク
ト

を
含

め
た

自
己

評
価

を
行

え
る

よ
う
、
引

き
続

き
検

討
を

進
め

て
い

く。
ま

た
、
 

各
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
の

到
達

目
標

の
明

確
化

、
社

会
的

イ
ン

パ
ク
ト
創

出
目

標
設

定
を

今
後

進
め

て
い

く。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項
 

ⅰ
 

研
究

開
発

 

イ
 

農
林

水
産

業
 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.３

 
農

林
水

産
業

 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5

 年
 度

 
R

6
 年

 度
 

R
7

 年
 度

 
R

8
 年

 度
 

R
9

 年
 度

 
R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6

 年
 度

 
R

7
 年

 度
 

R
8

 年
 度

 
R

9
 年

 度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

 
究

テ
ー

マ
 

の
 

設

定
・

継

続
 

の
 

適
 
切

性
 

 
「
 
骨

太
の

方
 針

」
 を

定
め

る
等

適
切

に
実

施
し

、
１

 

４
件

の
公

募
研

究
に

着
手

 

「
 骨

太
の

方
針

」
 の

も
と

適
切

 

に
 実

 施
 

し
、

 令
和

 

5
 年

度
公

募
分

も
含

め
、
1
7
 件

の
公

募
研

 

究
を

実
施

 

 
 

 
 

 
予

算
額

（
千

円
）

 
1
,4

0
4
,2

5
9
 

1
,9

1
7
,5

2
4
 

 
 

 
 

 

進
 捗

 

管
 理

 

の
 状

況
 

 
採

択
条

件

を
付

す
等

管
理

を
適

切
に

実
施

 

サ
イ

ト
ビ

ジ

ッ
ト

で
の

意

見
交

換
や

事
業

評
価

 

等
 に

よ
 り

 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
6
5
1
,4

1
5
 

1
,4

2
2
,2

2
0
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進
捗

管
理

を
適

切
に

 

実
施

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

5
5
1
,5

9
3
 

1
,5

2
1
,4

0
9
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

―
 

―
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
5
5
1
,5

9
3
 

1
,5

2
1
,4

0
9
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

(2
)農

林
水

産
業

 

労
働

力
不

足
や

高
度

な
資

源
循

環
の

実
現

と
い

っ
た

福
島

や
我

が
国

に
共

通
す

る
課

題
解

決
に

向
け

、
被

災
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

実
証

研
究

を
進

め
る

。
さ
ら

に
、
生

産
現

場
レ

ベ
ル

で
の

実
証

を
実

施
す

る
こ
と
で

、
短

期
的

に
も

営
農

再
開

等

の
課

題
解

決
に

貢
献

す
る

よ
う
取

り
組

む
と
と
も

に
、
更

な
る

発
展

に
向

け
、
異

分
野

と
連

携
し

た
研

究
開

発
に

取
り
組

む
。
 

こ
の

た
め

、
農

林
漁

業
者

や
民

間
企

業
、
大

学
等

の
参

画
の

下
で

、
誰

も
が

取
り

組
み

や
す

くか
つ

効
率

的
な

営
農

を
可

能
と
す

る
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

実
証

研
究

や
、
農

山
漁

村
に

賦
存

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

活
用

し
た

地
産

地
消

型
の

エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、
農

林
水

産
資

源
を

用
い

た
新

素
材

・製
品

の
産

業
化

に
向

け
た

技
術

開
発

等
に

取
り
組

み
、
農

林
水

産
資

源
の

超
省

力
生

産
・活

用
を

核
と
し

た
全

国
展

開
可

能
な

地
域

循
環

型
経

済
モ

デ
ル

の
プ

ロ
ト
タ
イ

プ
の

構
築

を

目
指

す
。
 

(2
)農

林
水

産
業

 

労
働

力
不

足
や

高
度

な
資

源
循

環
の

実
現

と
い

っ
た

福
島

や
我

が
国

に
共

通
す

る

課
題

解
決

に
向

け
、
被

災
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

実
証

研
究

を
進

め
る

。
さ
ら
に

、

生
産

現
場

レ
ベ

ル
で

の
実

証
を

実
施

す
る

こ
と
で

、
短

期
的

に
も

福
島

浜
通

り
地

域
の

営

農
再

開
等

の
課

題
解

決
に

貢
献

す
る

よ
う
取

り
組

む
と
と
も

に
、
更

な
る

発
展

に
向

け
、

異
分

野
と
連

携
し

た
研

究
開

発
に

取
り
組

む
。
 

こ
の

た
め

、
農

林
漁

業
者

や
民

間
企

業
、
大

学
等

の
参

画
の

下
で

、
誰

も
が

取
り
組

み

や
す

くか
つ

効
率

的
な

営
農

を
可

能
と
す

る
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

実
証

研
究

や
、
農

山

漁
村

に
賦

存
す

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
活

用
し

た
地

産
地

消
型

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、
農

林
水

産
資

源
を

用
い

た
新

素
材

・製
品

の
産

業
化

に
向

け
た

技
術

開

発
等

に
取

り
組

み
、
農

林
水

産
資

源
の

超
省

力
生

産
・活

用
を

核
と
し

た
全

国
展

開
可

能
な

地
域

循
環

型
経

済
モ

デ
ル

の
プ

ロ
ト
タ
イ

プ
の

構
築

を
目

指
す

。
 

被
災

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
福

島
県

や
被

災
市

町
村

、
農

林
漁

業
者

、
民

間

企
業

、
大

学
等

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
等

を
通

じ
て

連
携

し
、
地

域
循

環
型

経
済

モ
デ

ル

の
構

築
に

向
け

、
機

構
に

お
け

る
農

林
水

産
業

分
野

の
研

究
開

発
と
し

て
、
短

期
的

な

営
農

再
開

に
も

資
す

る
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

1
）

先
端

技
術

を
活

用
し

た
超

省
力

・効
率

的
な

生
産

技
術

体
系

の
確

立
 

誰
も

が
取

り
組

め
る

高
品

質
・多

収
穫

・低
コ
ス

ト
な

農
林

水
産

業
の

実
現

す
る

た
め

の
、
農

機
が

複
数

ほ
場

を
自

律
的

に
移

動
、
作

業
す

る
こ
と
を

可
能

と
す

る
地

理
的

空
 

(2
)農

林
水

産
業

 

労
働

力
不

足
や

高
度

な
資

源
循

環
の

実
現

と
い

っ
た

福
島

や
我

が
国

に
共

通
す

る
課

題
解

決

に
向

け
、

被
災

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
技

術
開

発
及

び
実

証
研

究
を

進
め

る
。

さ
ら

に
、

生
産

現
場

レ
ベ

ル
で

の
実

証
を

実
施

す
る

こ
と
で

、
短

期
的

に
も

福
島

浜
通

り
地

域
の

営
農

再
開

等
の

課
題

解
決

に
貢

献
す

る
よ

う
取

り
組

む
。
 

令
和

６
年

度
は

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

1
）

 先
端

技
術

を
活

用
し

た
超

省
力

・効
率

的
な

生
産

技
術

体
系

の
確

立
 

・農
機

が
複

数
ほ

場
を

自
律

的
に

移
動

、
作

業
す

る
こ
と
を

可
能

と
す

る
地

理
的

空
間

情
報

を
用

い
た

農
機

制
御

シ
ス

テ
ム

や
産

地
化

に
資

す
る

農
作

物
の

生
産

力
・
競

争
力

強
化

に
資

す
る

自
動

化
・

機
械

化
栽

培
体

系
の

確
立

に
向

け
た

技
術

開
発

及
び

実
証

研
究

を
推

進
す

る
。
ま

た
、
林

業
の

ス
マ

ー
ト
化

に
関

す
る

研
究

に
着

手
す

る
。
 

・営
農

意
欲

の
減

退
や

作
業

負
担

の
増

加
に

つ
な

が
る

鳥
獣

・病
害

被
害

の
低

減
に

向
け

た
防

除

技
術

の
開

発
及

び
有

効
性

・安
全

性
等

の
実

証
を

推
進

す
る

。
 

2
）

 農
山

漁
村

エ
ネ

ル
ギ

ー
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

構
築

 

・農
山

漁
村

に
賦

存
す

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
活

用
し

た
地

産
地

消
型

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

た
技

術
開

発
及

び
実

証
研

究
を

推
進

す
る

。
 

・農
林

水
産

資
源

の
循

環
利

用
を

可
能

と
す

る
技

術
体

系
等

の
経

済
性

・生
産

性
等

の
技

術
開

発
を

推
進

す
る

。
 

3
）

 新
た

な
農

林
水

産
資

源
の

生
産

・活
用
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間

情
報

を
用

い
た

農
機

制
御

シ
ス

テ
ム

や
産

地
化

に
資

す
る

農
作

物
の

生
産

力
・
競

争
力

強
化

に
資

す
る

自
動

化
・
機

械
化

栽
培

体
系

の
確

立
、

営
農

意
欲

の
減

退
や

作
業

負
担

の
増

加
に

つ
な

が
る

鳥
獣

・
病

害
虫

被
害

の
低

減
に

向
け

た
防

除
技

術
の

有
効

性
・安

全
性

等
の

実
証

研
究

 

2
）

 農
山

漁
村

エ
ネ

ル
ギ

ー
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

構
築

 

将
来

に
わ

た
る

農
林

水
産

業
の

発
展

と
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
の

実
現

を
両

立
さ

せ

る
た

め
の

、
農

山
漁

村
に

賦
存

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

活
用

し
た

地
産

地
消

型

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
や

、
農

林
水

産
資

源
の

循
環

利
用

を
可

能
と
す

る
技

術
体

系
等

の
経

済
性

・生
産

性
等

の
実

証
研

究
 

3
）

 新
た

な
農

林
水

産
資

源
の

生
産

・活
用

 

産
業

競
争

力
の

向
上

や
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
る

農
林

水
産

資
源

の
活

用
を

促
進

す
る

た
め

の
、
地

域
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

や
新

機
能

素
材

、
漢

方
薬

原
料

な
ど
の

産

業
化

に
向

け
た

有
用

性
の

評
価

等
の

デ
ー

タ
収

集
・
分

析
、
栽

培
体

系
等

の
技

術
開

発
 こ

れ
ら
の

実
証

研
究

等
を

進
め

る
と
と
も

に
、
更

な
る

省
力

化
、
効

率
化

へ
の

実
現

に
 

向
け

、
分

野
間

の
連

携
等

を
通

じ
た

研
究

開
発

に
取

り
組

む
。
 

・地
域

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
や

新
機

能
素

材
な

ど
の

産
業

化
に

向
け

た
有

用
性

の
評

価
等

の
デ

ー
タ
収

集
・分

析
、
栽

培
体

系
等

の
技

術
開

発
を

推
進

す
る

。
 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

○
農

林
水

産
業

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
観

点
か

ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

な
ど
福

島
に

お
け

る
優

位
性

を
生

か
し

、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

被
災

地
、
ひ

い
て

は
日

本
や

世
界

の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

研
究

開
発

成
果

を
創

出
で

き
て

い
る

か
。
 

 

＜
評

価
指

標
＞

 

（
成

果
指

標
）

 

○
農

林
水

産
業

分
野

に
係

る
研

究
開

発
成

果
の

内
容

 

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

標
）

 

○
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
・継

続
の

適
切

性
 

農
林

水
産

業
分

野
に

係
る

研
究

開
発

で
は

、
令

和
５

年
度

に
任

命
し

た
分

野
長

、
副

分
野

長
の

も
と
、
研

究
開

発
体

制
整

備
と
し

て
、
ユ

ニ
ッ

ト
リ
ー

ダ
ー

の
公

募
や

個
別

選
考

等
を

積
極

的
に

行
い

、
令

和
６

年
度

は
２

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

（
土

壌
・植

物
マ

ル
チ

ダ
イ

ナ
ミ
ク

ス
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
、
土

壌
ホ

メ
オ

ス
タ
シ

ス
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
）

を
新

た
に

設
置

す
る

と
と
も

に
、
令

和
５

年
度

に
引

き
続

き
、
1
6
 件

の
委

託
研

究
を

実
施

し
た

。
加

え
て

、

福
島

に
お

い
て

重
要

な
果

菜
類

の
露

地
栽

培
に

お
け

る
担

い
手

不
足

を
解

消
す

る
省

力
化

技
術

開
発

に
対

す
る

高
い

地
域

ニ
ー

ズ
に

応
え

、
令

和
６

年
度

に
も

公
募

を
実

施
し

、
１

件
の

委
託

研
究

を
新

規
に

ス
タ
ー

ト
す

る
等

、
以

下
の

取
組

を
行

っ
た

。
 

 

１
）

「土
地

利
用

型
農

業
に

お
け

る
超

省
力

生
産

技
術

の
技

術
開

発
・実

証
」と

し
て

 1
 件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、
ロ

ボ
ッ
ト

農
機

が
農

道

上
に

繫
茂

し
た

草
む

ら
等

の
障

害
物

を
検

知
し

て
走

行
可

能
な

農
道

領
域

を
検

知
す

る
技

術
、
障

害
物

を
回

避
し

な
が

ら
走

行
す

る
技

術

及
び

衛
星

測
位

が
困

難
な

林
の

影
の

よ
う
な

エ
リ
ア

で
も

、
樹

木
の

幹
等

を
ラ

ン
ド

マ
ー

ク
に

正
確

に
経

路
を

決
定

す
る

技
術

の
開

発
等

を
実

施
し

、
複

数
の

ロ
ボ

ッ
ト

農
機

が
複

数
の

ほ
場

間
を

移
動

し
な

が
ら
、
自

動
で

農
作

業
を

行
う
シ

ス
テ

ム
の

完
成

に
向

け
て

研
究

を
推

進
し

た
。

ま
た

、
令

和
６

年
度

委
託

研
究

と
し

て
、
土

地
利

用
型

農
業

に
お

け
る

超
省

力
生

産
技

術
の

実
用

化
の

う
ち

、
特

に
野

菜
ま

た
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○
進

捗
管

理
の

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
県

内
外

の
外

部
機

関
と
の

広
域

連
携

の
状

況
 

〇
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

等
の

状
況

 

は
果

物
の

収
穫

自
動

化
に

関
す

る
技

術
開

発
及

び
実

証
に

つ
い

て
公

募
し

、
審

査
を

経
て

、
福

島
県

で
盛

ん
な

夏
秋

ピ
ー

マ
ン

の
露

地
栽

培
に

お
け

る
収

穫
を

想
定

し
た

果
菜

類
収

穫
作

業
の

軽
労

化
に

つ
な

が
る

協
働

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
及

び
新

た
な

協
調

作
業

体
系

の
構

築
に

関
す

る
研

究
を

開
始

し
た

。
 

２
）

「輸
出

対
応

型
果

樹
生

産
技

術
の

開
発

・実
証

」と
し

て
３

件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
福

島
県

の
重

要
作

目
の

一
つ

で
あ

る
モ

モ
の

香

り
成

分
を

検
出

で
き

る
セ

ン
サ

ー
や

食
べ

ご
ろ

を
予

測
す

る
た

め
の

口
当

た
り
に

影
響

す
る

内
部

構
造

を
評

価
す

る
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

の
開

発
を

進
め

、
香

り
や

口
当

た
り
の

数
値

化
に

よ
る

ブ
ラ

ン
ド

価
値

の
向

上
と
、

タ
イ

等
に

お
け

る
モ

モ
の

嗜
好

性
調

査
等

、
福

島
の

果
物

の
輸

出
拡

大
に

寄
与

す
る

技
術

の
開

発
を

推
進

し
た

。
 

３
）

「先
端

技
術

を
活

用
し

た
鳥

獣
被

害
対

策
シ

ス
テ

ム
の

構
築

・実
証

」と
し

て
 
2
 
件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、
イ

ノ
シ

シ
を

対
象

と
し

た
箱

ワ

ナ
の

捕
獲

状
況

等
を

遠
隔

で
監

視
可

能
な

シ
ス

テ
ム

や
出

没
し

た
野

生
動

物
の

検
知

機
能

や
動

物
種

の
識

別
機

能
を

備
え

た
捕

獲
監

視
シ

ス
テ

ム
等

を
開

発
し

た
他

、
浜

通
り
の

ほ
場

付
近

を
含

む
４

カ
所

で
実

施
し

た
現

地
試

験
等

に
よ

り
、
営

農
再

開
の

障
壁

に
な

っ
て

い
る

獣
害

の
対

策
技

術
の

開
発

を
推

進
し

た
。
 

４
）

「施
設

園
芸

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
循

環
利

用
技

術
体

系
の

構
築

と
実

証
」と

し
て

 
2
 
件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、
施

設
園

芸
で

必
要

な

熱
と
二

酸
化

炭
素

を
結

合
す

る
資

材
の

開
発

・
機

能
向

上
に

関
す

る
研

究
開

発
を

実
施

し
た

他
、

同
資

材
に

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
所

で
生

じ
る

熱
と
二

酸
化

炭
素

を
結

合
し

、
近

傍
の

施
設

園
芸

に
運

搬
し

て
活

用
す

る
際

の
経

済
モ

デ
ル

を
構

築
し

、
好

適
作

目
や

栽
培

規
模

を
試

算
す

る
等

、
福

島
で

盛
ん

な
施

設
園

芸
で

必
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
効

率
的

供
給

を
目

指
し

た
研

究
を

推
進

し
た

。
 

５
）

「
化

学
肥

料
・化

学
農

薬
に

頼
ら

な
い

耕
畜

連
携

に
資

す
る

技
術

の
開

発
・実

証
」と

し
て

２
件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、
イ

ネ
を

用
い

た

試
験

で
、
土

壌
の

低
分

子
有

機
物

が
曇

天
等

で
日

照
量

が
少

な
い

環
境

等
で

生
じ

る
作

物
の

生
育

低
下

を
改

善
す

る
効

果
を

持
つ

可
能

性
を

示
し

た
他

、
低

分
子

有
機

物
の

一
種

で
あ

る
ア

ミ
ノ
酸

に
つ

い
て

作
物

へ
の

取
り
込

み
機

構
を

明
ら
か

に
す

る
研

究
等

を
推

進
し

た
。
 

６
）

「
未

利
用

農
林

水
産

業
資

源
を

活
用

し
た

新
素

材
の

開
発

」
と
し

て
 1

 
件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、
地

域
で

生
じ

る
野

菜
く
ず

や
も

み

殻
を

材
料

に
し

て
、
水

と
熱

の
み

を
使

用
す

る
環

境
配

慮
型

の
プ

ロ
セ

ス
で

セ
ル

ロ
ー

ス
を

抽
出

す
る

装
置

の
効

率
性

を
向

上
さ

せ
る

開
発

を

進
め

た
他

、
同

方
法

で
抽

出
し

た
セ

ル
ロ

ー
ス

の
高

付
加

価
値

化
の

た
め

、
吸

湿
性

素
材

や
医

療
用

素
材

等
の

機
能

性
セ

ル
ロ

ー
ス

素
材

開
発

に
向

け
て

の
基

礎
研

究
を

実
施

し
た

。
 

７
）

「福
島

浜
通

り
地

域
等

の
農

林
水

産
業

復
興

の
将

来
方

向
性

に
関

す
る

研
究

」と
し

て
 1

 件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
震

災
後

に
帰

還

し
た

地
域

の
農

業
構

造
の

実
態

分
析

、
震

災
後

に
経

営
を

高
度

化
し

て
い

る
経

営
体

の
実

態
調

査
、
農

業
の

う
ち

特
に

水
稲

生
産

・
米

販

売
、
果

樹
の

う
ち

モ
モ

の
生

産
を

対
象

と
し

た
現

段
階

の
課

題
と
将

来
予

測
に

向
け

た
需

給
構

造
の

分
析

を
行

う
等

、
2
0
～

3
0
 
年

後
に

活

用
・
普

及
が

見
込

ま
れ

る
技

術
シ

ー
ズ

(ニ
ー

ズ
)と

福
島

浜
通

り
地

域
へ

の
先

進
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

等
の

適
否

を
評

価
す

る
た

め
の

調
査

・研
究

を
実

施
し

た
。
 

８
）

「福
島

浜
通

り
地

域
等

の
農

林
水

産
業

復
興

に
資

す
る

研
究

事
業

」
と
し

て
 4

 件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
福

島
浜

通
り
に

お
い

て
一
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大

産
地

が
形

成
さ
れ

て
い

る
ト

ル
コ
ギ

キ
ョウ

の
施

設
栽

培
で

問
題

と
な

っ
て

い
る

立
ち

枯
れ

病
の

防
除

に
先

進
的

な
プ

ラ
ズ

マ
技

術
を

活
用

す

る
た

め
の

研
究

開
発

や
、
酪

農
に

お
け

る
最

大
の

生
乳

生
産

阻
害

要
因

で
あ

る
乳

房
炎

の
被

害
を

、
省

力
的

か
つ

効
果

的
に

抑
え

る
た

め
の

新
規

牛
乳

房
炎

ワ
ク
チ

ン
開

発
の

た
め

の
評

価
技

術
の

開
発

を
実

施
し

た
。
 

９
）

委
託

研
究

に
つ

い
て

年
度

末
ま

で
に

事
業

評
価

を
行

い
、
十

分
な

成
果

を
収

め
、
事

業
が

完
了

し
た

も
の

 1
 件

、
条

件
付

け
を

行
っ
た

 

も
の

 1
1
 件

、
再

評
価

を
し

た
も

の
４

件
と
い

っ
た

評
価

と
す

る
な

ど
、
厳

正
に

評
価

を
実

施
し

た
。
 

1
0
）

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

と
し

て
、
土

壌
・
植

物
マ

ル
チ

ダ
イ

ナ
ミ
ク

ス
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

、
土

壌
ホ

メ
オ

ス
タ

シ
ス

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

を
新

た
に

設
置

し
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
採

用
し

、
ユ

ニ
ッ
ト

に
お

け
る

研
究

計
画

や
研

究
体

制
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

 

以
上

の
取

組
を

通
し

、
分

野
全

体
と
し

て
、
委

託
事

業
で

９
報

の
論

文
が

 A
C
S
 A

p
p
lie

d
 M

a
te

ri
a
ls

 &
 I

n
te

rf
a
c
e
s 

誌
等

の
学

術
雑

誌
に

掲
載

さ
れ

た
他

、
In

te
rn

a
ti
o
n
a
l 

C
o
n
fe

re
n
c
e
 
o
f 

A
si

a
-P

a
c
if
ic

 
F
e
d
e
ra

ti
o
n
 
fo

r 
In

fo
rm

a
ti
o
n
 
T
e
c
h
n
o
lo

g
y
 
in

 

A
g
ri
cu

lt
u
re

、
日

本
土

壌
肥

料
科

学
会

、
日

本
農

芸
化

学
会

等
多

数
の

学
会

に
お

い
て

も
発

表
を

行
っ
た

。
 

そ
の

他
、
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・コ

ー
ス

ト
構

想
に

基
づ

き
、
農

林
水

産
分

野
の

先
端

技
術

展
開

事
業

を
令

和
６

年
度

は
７

件
実

施
し

、
IC

T
な

ど
を

活
用

し
た

農
林

水
産

分
野

の
先

端
技

術
や

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

作
物

へ
の

移
行

リ
ス

ク
低

減
技

術
の

開
発

等
を

行
う
と
と
も

に
、
状

況
変

化
等

に
起

因
し

て
新

た
に

福
島

の
現

場
が

直
面

し
て

い
る

課
題

の
解

消
に

資
す

る
現

地
実

証
や

社
会

実
装

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
た

。
こ
の

事
業

に
よ

り
、

論
文

６
報

が
 P

re
ci

si
o
n
 A

g
ri
cu

lt
u
re

 誌
等

に
掲

載
さ
れ

た
他

、
学

会
等

に
お

い
て

発
表

を
行

っ
た

。
 

さ
ら
に

、
５

つ
の

分
野

の
分

野
長

・副
分

野
長

を
集

め
て

当
面

の
課

題
や

研
究

内
容

、
分

野
融

合
等

に
つ

い
て

議
論

す
る

分
野

長
等

会
議

に
よ

る
議

論
や

、
分

野
内

・分
野

横
断

的
な

勉
強

会
を

適
宜

開
催

・参
加

す
る

こ
と
で

、
他

分
野

と
の

研
究

の
連

携
の

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
を

行
 

っ
た

。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

政
府

文
書

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
研

究
課

題
の

設
定

に
当

た
っ
て

の
方

針
を

定
め

た
「骨

太
の

方
針

」を
も

と
に

、
専

門
的

知
見

を
有

す
る

有
識

者
で

あ
る

分
野

長
等

に
研

究
課

題
の

調
整

・管
理

を
担

わ
せ

る
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
を

実
施

で
き

る
よ

う
注

力
し

た
。
 

実
施

中
の

委
託

研
究

で
は

サ
イ

ト
ビ

ジ
ッ
ト

で
の

意
見

交
換

に
よ

る
進

捗
管

理
を

 1
5
 件

行
っ
た

。
ま

た
、
新

規
の

委
託

研
究

の
公

募
で

は
選

定
に

当
た

り
外

部
有

識
者

も
交

え
た

審
査

委
員

会
を

開
催

し
た

ほ
か

、
さ
ら
に

役
員

会
で

審
議

を
行

い
、
F
-R

E
I 

の
研

究
に

ふ
さ
わ

し
い

、
よ

り

優
れ

た
研

究
に

す
る

た
め

に
採

択
条

件
を

付
す

な
ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
が

着
実

に
行

わ
れ

る
よ

う
委

託
先

に
対

す
る

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
 

研
究

施
設

の
整

備
が

こ
れ

か
ら
の

段
階

で
、
都

市
圏

か
ら
の

交
通

手
段

を
は

じ
め

、
教

育
、
医

療
、
住

居
等

の
生

活
環

境
が

十
分

で
な

い
中

で
組

織
の

立
ち

上
げ

を
進

め
る

と
い

う
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
の

中
で

、
新

た
に

２
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

（
土

壌
・
植

物
マ

ル
チ

ダ
イ

ナ
ミ
ク

ス
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
（

福
島

大
学

内
）

、
土

壌
ホ

メ
オ

ス
タ
シ

ス
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

（
宇

都
宮

大
学

内
）

を
設

置
し

、
直

営
研

究
実

施
に

向
け

た
体

制
の

強
化

を
進

め
た

。
 

ま
た

、
委

託
事

業
と
し

て
分

野
全

体
で

 9
 報

の
論

文
が

発
表

さ
れ

た
ほ

か
、
農

林
水

産
分

野
の

先
端

技
術

展
開

事
業

に
お

い
て

は
 I

C
T
 な

ど
を

活
用

し
て

農
林

水
産

分
野

の
先

端
技

術
の

開
発

等
を

実
施

し
論

文
 6

 報
が

発
表

さ
れ

る
等

の
実

績
を

出
す

こ
と
が

出
来

て
い

る
。
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分
野

長
等

会
議

等
で

他
分

野
と
の

連
携

の
可

能
性

を
検

討
す

る
な

ど
、
分

野
融

合
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

る
。
 

以
上

よ
り
、
本

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
は

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
観

点
か

ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
綿

密
な

取
組

を
実

施
し

、
研

究
開

発
を

進
め

て
い

くこ
と
が

出
来

て
お

り
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「
A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

ユ
ニ

ッ
ト

形
成

に
係

る
研

究
分

野
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ
オ

を
さ
ら
に

精
緻

化
し

て
、
新

た
な

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
雇

用
し

 F
-R

E
I 

と
し

て
の

研
究

体
制

を
さ
ら
に

整
備

す
る

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、
委

託
研

究
の

進
捗

管
理

を
適

切
に

行
う
た

め
の

取
組

、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等

の
活

用
が

図
ら
れ

る
よ

う
な

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
設

立
初

年
度

で
あ

り
、
委

託
研

究
の

公
募

・選
定

に
時

間
を

要
し

た
こ
と
か

ら
、
大

半
の

予
算

を
繰

り
越

し
、
特

に
２

件
の

委
託

研
究

に
つ

い
て

は
令

和
６

年
度

に
入

っ
て

か
ら
着

手
し

た
と
こ

ろ
で

あ
り
、
令

和
５

年
度

予
算

に
基

づ
く
研

究
開

発
の

取
組

が
継

続
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
適

切
な

研
究

開
発

の
進

捗
管

理
及

び
予

算
執

行
の

適
正

化
を

 

図
る

こ
と
が

必
要

。
 

委
託

事
業

の
受

託
者

に
対

し
、
サ

イ
ト

ビ
ジ

ッ
ト

に
よ

る
意

見
交

換
や

事
業

評
価

を
行

う
等

、
適

切
な

研
究

開
発

の
進

捗
管

理
の

改
善

及
び

予
算

執
行

の
適

正
化

を
進

め
た

。
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

に
対

し
て

は
、
普

段
か

ら
の

緊
密

な
連

絡
と
共

に
定

期
的

な
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
こ
と
で

、
進

捗
管

理
及

び
予

算
執

行
の

適
正

化
を

図
っ
た

。
今

後
さ
ら
な

る
予

算
執

行
の

適
正

化
を

図
る

べ
く注

力
す

る
。
 

 

 
本

分
野

の
研

究
開

発
に

お
い

て
は

、
気

候
や

土
壌

条
件

等
、
地

域
に

よ
っ
て

生
産

環
境

が
異

な
る

こ
と
を

踏
ま

え
、
研

究
期

間
中

か
ら

現

場
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
と
り
、
研

究
の

成
果

が
被

災
地

域
に

速
や

か
に

実
装

さ
れ

る
よ

う
取

り
組

む
こ
と
が

必
要

。
 

自
治

体
や

農
林

水
産

関
連

組
合

と
の

意
見

交
換

や
ス

マ
ー

ト
農

業
を

テ
ー

マ
と
し

た
浪

江
町

で
の

市
町

村
座

談
会

の
開

催
等

を
通

し

て
、
現

場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

を
と
り
、
研

究
の

情
報

発
信

に
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、
農

林
水

産
分

野
の

先
端

技
術

展
開

事
業

に
お

い

て
、
技

術
を

速
や

か
に

実
装

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

と
し

て
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

や
講

習
会

を
実

施
し

た
他

、
社

会
実

装
課

題
に

お
け

る
技

術

指
導

等
の

活
動

を
通

じ
て

被
災

地
に

先
端

技
術

を
実

装
し

た
。
加

え
て

、
表

土
剥

ぎ
に

よ
る

除
染

に
よ

り
、
地

力
が

低
下

し
た

ほ
場

の
 

地
力

回
復

を
目

指
し

、
土

壌
ホ

メ
オ

ス
タ
シ

ス
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
が

浜
通

り
の

ほ
場

の
土

壌
の

調
査

を
開

始
す

る
等

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト
に

よ
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る
活

動
を

開
始

し
た

。
 

 

 
F
-R

E
I 

の
取

組
に

対
す

る
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
し

た
国

民
の

理
解

を
醸

成
し

て
い

く
よ

う
、
実

施
し

て
い

る
研

究
開

発
の

内
容

及
び

そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、
分

か
り
や

す
く情

報
発

信
を

行
う
こ
と
が

必
要

。
 

機
構

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
や

 
S
N

S
 
等

を
通

じ
て

の
情

報
発

信
の

他
、
マ

ス
コ
ミ
を

通
じ

た
分

野
長

、
副

分
野

長
、
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

等
に

よ
る

広

報
・ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
に

よ
り
、
研

究
開

発
内

容
及

び
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
精

力
的

に
実

施
し

た
。
ま

た
、
浪

江
町

で
の

市
町

村
座

談
会

で
は

、
地

域
の

農
業

者
、
自

治
体

、
研

究
者

間
で

の
意

見
交

換
を

介
し

て
研

究
成

果
 

の
社

会
実

装
の

イ
メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、
情

報
発

信
・議

論
を

行
っ
た

。
 

 

 
F
-R

E
I 

と
し

て
研

究
を

進
め

て
い

くた
め

、
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

も
含

め
研

究
グ

ル
ー

プ
体

制
整

備
を

進
め

て
い

くこ
と
が

必
要

。
 

委
託

研
究

か
ら
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
移

行
す

る
こ

と
に

よ
り
、
土

壌
・
植

物
マ

ル
チ

ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

を
設

置
し

、
レ

ン
タ
ル

ラ
ボ

に
研

究
を

開
始

で
き

る
環

境
を

整
備

し
た

。
ま

た
、

公
募

に
よ

る
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

の
採

用
に

よ
り
土

壌
ホ

メ
オ

ス
タ

シ
ス

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

を
設

置

し
、
レ

ン
タ
ル

ラ
ボ

の
整

備
及

び
研

究
者

の
雇

用
を

実
施

し
た

。
両

ユ
ニ

ッ
ト

と
も

、
今

後
、
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

も
含

め
た

研
究

者
 

の
確

保
活

動
を

進
め

、
本

格
的

に
研

究
を

実
施

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

る
。
 

 

 
研

究
開

発
の

進
捗

状
況

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド
等

の
活

用
が

図
ら
れ

て
い

くこ
と
を

期
待

す
る

。
 

委
託

研
究

「
土

地
利

用
型

農
業

に
お

け
る

超
省

力
生

産
技

術
の

技
術

開
発

・実
証

」に
お

い
て

、
令

和
７

年
度

か
ら
の

ロ
ボ

ッ
ト

農
機

の

実
証

試
験

実
施

の
た

め
に

、
令

和
６

年
度

は
浜

通
り
地

域
で

、
ロ

ボ
ッ
ト

農
機

運
行

マ
ッ
プ

の
構

築
の

た
め

の
セ

ン
シ

ン
グ

を
実

施
し

た
他

、

委
託

研
究

の
大

部
分

及
び

農
林

水
産

分
野

の
先

端
技

術
展

開
事

業
の

す
べ

て
で

、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

の
活

用
を

含
む

福
島

県
内

で
の

活

動
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
設

置
し

た
ば

か
り
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト
に

お
い

て
も

、
表

土
剥

ぎ
に

よ
る

除
染

に
よ

り
、
地

力
が

低
下

し
 

た
ほ

場
の

地
力

回
復

を
目

指
し

、
浜

通
り
の

農
地

の
調

査
を

開
始

す
る

等
、
県

内
で

の
研

究
活

動
を

開
始

し
た

。
 

 

 
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
は

、
業

務
実

績
に

よ
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・イ
ン

パ
ク
ト
を

含
め

た
自

己
評

価
が

行
わ

れ
る

こ
と
を

期
待

す
る

。
 

F
-R

E
I 

は
ま

だ
設

立
さ
れ

て
２

年
で

あ
り
、
研

究
開

発
の

具
体

的
成

果
が

表
れ

る
の

は
こ
れ

か
ら
で

あ
る

が
、
研

究
開

発
の

本
格

化
を

見
据

え
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
に

と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・イ
ン

パ
ク
ト
を

含
め

た
自

己
評

価
を

行
え

る
よ

う
引

き
続

き
検

討
を

進
め

て
い

く。
ま

た
、
各

 

研
究

ユ
ニ

ッ
ト
の

到
達

目
標

の
明

確
化

、
社

会
的

イ
ン

パ
ク
ト

創
出

目
標

設
定

を
今

後
進

め
て

い
く。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項
 

ⅰ
 

研
究

開
発

 

ウ
 

エ
ネ

ル
ギ

ー
 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.４

 
エ

ネ
ル

ギ
ー

 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
②

  
主

な
参

考
指

標
情

報
 

 
②

主
要

な
イ

ン
プ

ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5

 年
 度

 
R

6
 年

 度
 

R
7

 年
 度

 
R

8
 年

 度
 

R
9

 年
 度

 
R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6

 年
 度

 
R

7
 年

 度
 

R
8

 年
 度

 
R

9
 年

 度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

 
究

 

テ
ー

マ

の
 設

 

定
 ・

継
 

続
 

の
 

適
切

性
 

 
「
骨

 
太

 
の

方
針

」
を

定

め
る

等
適

 

切
に

実
施

し
 
、

１
 
１

件
の

公
募

研
究

に
着

手
 

「
 

骨
太

の

方
針

」
 

の

も
と

適
切

 

に
 

実
 

施
 

し
、

 令
和

  

5
 
年

度
に

引
 
き

 
続

き
、

 
１

１
 

件
の

公
募

研
究

を
実

 

施
 

 
 

 
 

 
予

算
額

（
千

円
）

 
2
,9

6
3
,9

7
2
 

3
,1

6
1
,1

9
9
 

 
 

 
 

 

進
 
捗

 

管
 
理

 

の
 状

 

況
 

 
採

択
条

件

を
付

す
等

管
理

を
適

 

切
に

実
施

 

サ
イ

ト
ビ

ジ

ッ
ト

で
の

意

見
交

換
や

 

事
業

評
価

 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
3
0
9
,4

2
9
 

1
,5

6
9
,3

5
8
 

 
 

 
 

 

41



27
 

  
 

 
 

等
 に

よ
 り

進
捗

管
理

を
適

切
に

 

実
施

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
1
1
,6

6
9
 

1
,7

2
3
,3

2
7
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

―
 

―
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
1
1
,6

6
9
 

1
,7

2
3
,3

2
7
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

(3
)エ

ネ
ル

ギ
ー

 

福
島

新
エ

ネ
社

会
構

想
の

推
進

を
図

る
観

点
も

踏
ま

え
、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

 や

水
素

を
地

産
地

消
で

面
的

に
最

大
限

活
用

す
る

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の

形
成

、
バ

イ
オ

統
合

型

グ
リ
ー

ン
ケ

ミ
カ

ル
技

術
、
未

利
用

地
等

を
有

効
活

用
し

た
大

規
模

な
二

酸
化

炭
素

吸

収
に

資
す

る
植

物
・藻

類
等

の
ポ

テ
ン

シ
ャ
ル

評
価

や
性

能
・生

産
性

向
上

と
い

っ
た

ネ
ガ

テ
ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン
の

コ
ア

と
な

る
技

術
の

研
究

開
発

等
に

取
り
組

む
。
 

(3
)エ

ネ
ル

ギ
ー

 

我
が

国
に

お
い

て
、
2
0
5
0
 年

ま
で

に
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
水

素
を

最
大

限
に

導
入

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
そ

の
際

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
水

素
を

一
つ

の
セ

ク
タ

ー
だ

け
で

使
用

す
る

の
で

は
な

く
、

Ｉ
Ｔ

技
術

も
駆

使
し

て
、
複

数
の

セ
ク

タ
ー

で
、
最

適
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

電
気

や
熱

）
に

変
換

し
、
使

用
す

る

こ
と
が

肝
要

で
あ

る
。
 

し
か

し
な

が
ら
、
二

酸
化

炭
素

の
排

出
を

完
全

に
ゼ

ロ
に

す
る

こ
と
は

不
可

能
で

あ
る

。
こ
の

た
め

、
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン
技

術
の

実
用

化
も

求
め

ら
れ

て
お

り
、
植

物
等

に
よ

る
二

酸
化

炭
素

の
固

定
化

を
図

る
。
さ
ら
に

、
バ

イ
オ

・ケ
ミ
カ

ル
プ

ロ
セ

ス
に

よ
る

化
学

製
品

等
の

製
造

 

に
つ

な
げ

て
い

く。
 

福
島

新
エ

ネ
社

会
構

想
の

推
進

を
図

る
観

点
も

踏
ま

え
、
福

島
浜

通
り
地

域
等

に
お

い
て

進
む

創
造

的
復

興
に

向
け

た
ま

ち
づ

くり
に

お
い

て
、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
水

素
を

地
産

地
消

で
面

的
に

最
大

限
活

用
す

る
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

形
成

、
バ

イ
オ

統
合

型
グ

リ
ー

ン
ケ

ミ
カ

ル
技

術
、
未

利
用

地
等

を
有

効
活

用
し

た
大

規
模

な
二

酸
化

炭
素

吸
収

に
資

す
る

植
 

物
・藻

類
等

の
ポ

テ
ン

シ
ャ
ル

評
価

や
性

能
・生

産
性

向
上

と
い

っ
た

、
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョ

ン
の

コ
ア

と
な

る
技

術
の

研
究

開
発

等
に

取
り
組

む
。
 

機
構

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
の

研
究

開
発

と
し

て
、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

(3
)エ

ネ
ル

ギ
ー

 

福
島

浜
通

り
地

域
等

を
世

界
に

お
け

る
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
の

先
駆

け
の

地
と
す

る
た

め
、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
水

素
を

地
産

地
消

で
面

的
に

最
大

限
活

用
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

等
に

取
り
組

み
、
水

素
製

造
及

び
利

用
に

関
す

る
技

術
、
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン

の
コ
ア

と
な

る
技

術
の

研
究

開
発

等
を

行
う
。
 

令
和

６
年

度
は

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

５
）

 ネ
ガ

テ
ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン
の

コ
ア

技
術

の
研

究
開

発
・実

証
（

Ｂ
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
、
ブ

ル
ー

カ

ー
ボ

ン
等

）
 

・ネ
ガ

テ
ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン
技

術
に

関
す

る
国

内
外

の
動

向
等

を
調

査
す

る
。
 

・実
証

候
補

と
す

べ
き

早
生

か
つ

 C
O

2
 大

量
吸

収
特

性
を

備
え

、
強

度
増

・利
用

し
や

す

さ
等

の
付

加
機

能
を

付
与

し
た

植
物

を
生

産
す

る
た

め
の

基
礎

研
究

を
推

進
し

、
技

術
課

題
を

抽
出

す
る

。
ま

た
、
海

藻
類

の
 
C
O

2
 固

定
機

能
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
を

進
め

、
ゲ

ノ
ム

編
集

/交
配

技
術

/育
種

技
術

等
を

適
用

し
て

、
C
O

2
 固

定
速

度
の

向
上

や
育

成
技

術

に
つ

い
て

基
礎

研
究

を
推

進
し

、
課

題
を

抽
出

す
る

。
 

2
）

バ
イ

オ
統

合
型

グ
リ
ー

ン
ケ

ミ
カ

ル
技

術
の

研
究

開
発

 

・C
O

2
 吸

収
分

を
含

め
た

プ
ロ

セ
ス

全
体

の
物

質
収

支
の

評
価

等
を

推
進

す
る

。
 

・先
進

的
フ
ィ
シ

ャ
ー

・ト
ロ

プ
ッ
シ

ュ
（

F
T
）

プ
ロ

セ
ス

を
実

現
す

る
た

め
反

応
の

解
明

に
取
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５

）
 ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン
の

コ
ア

技
術

の
研

究
開

発
・実

証
（

Ｂ
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
、
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

等
）

 

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ
ー

ト
ラ

ル
の

実
現

を
目

指
す

に
当

た
っ
て

、
二

酸
化

炭
素

排
出

を
完

全
に

ゼ

ロ
に

す
る

こ
と
は

困
難

で
あ

り
、
「
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン

技
術

」
に

よ
る

対
応

が
不

可
欠

か
つ

重
要

で
あ

る
。
 

そ
の

た
め

、
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン
の

コ
ア

技
術

と
な

る
、
大

規
模

な
二

酸
化

炭
素

吸
収

に
資

す

る
植

物
・藻

類
等

の
ポ

テ
ン

シ
ャ
ル

評
価

、
性

能
・生

産
性

向
上

（
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

  
  
  

等
）

及
び

利
用

技
術

（
エ

タ
ノ
ー

ル
／

デ
ィ
ー

ゼ
ル

燃
料

製
造

等
・炭

化
直

接
埋

設
等

）
の

研
究

開
発

・実
証

を
通

じ
、
産

業
化

へ
向

け
た

課
題

抽
出

・解
決

を
目

指
す

。
 

2
）

 バ
イ

オ
統

合
型

グ
リ
ー

ン
ケ

ミ
カ

ル
技

術
の

研
究

開
発

 

未
利

用
地

等
に

お
い

て
大

気
中

の
二

酸
化

炭
素

を
多

収
性

植
物

で
高

効
率

に
回

収
  
 

し
、
エ

タ
ノ
ー

ル
等

の
化

学
品

原
料

を
製

造
す

る
バ

イ
オ

プ
ロ

セ
ス

と
、
そ

こ
か

ら
発

生
し

た
二

酸

化
炭

素
を

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

製
造

し
た

水
素

を
用

い
て

化
学

品
原

料
へ

転
換

す
る

統
合

し
た

グ
リ
ー

ン
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
 

具
体

的
に

は
、
令

和
 9

 年
度

頃
を

目
途

に
、
国

内
外

の
未

利
用

地
に

食
料

生
産

と
競

合

せ
ず

に
実

装
可

能
で

、
大

気
中

の
二

酸
化

炭
素

を
原

料
と
す

る
ラ
イ

フ
サ

イ
ク
ル

全
体

で
カ

ー
ボ

ン
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
「グ

リ
ー

ン
ケ

ミ
カ

ル
技

術
」の

要
素

技
術

の
確

立
と
こ
れ

ら
を

統
合

し
た

先
端

的

な
グ

リ
ー

ン
化

学
品

製
造

シ
ス

テ
ム

構
築

技
術

を
開

発
す

る
。
 

3
）

 水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

構
築

 

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル

社
会

実
現

の
た

め
、
分

散
型

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
を

基
軸

と

し
た

未
来

型
社

会
構

築
を

目
指

す
。
そ

の
た

め
、
令

和
９

年
度

頃
を

目
途

に
、
電

力
を

水
素

と
し

て
高

効
率

に
貯

蔵
・利

用
す

る
「Ｐ

２
Ｇ

(P
o
w

e
r 

to
 G

a
s)

」シ
ス

テ
ム

の
開

発
  
  

や
、
熱

や
動

力
へ

の
高

効
率

な
変

換
技

術
を

開
発

す
る

。
こ
れ

に
加

え
て

、
地

域
内

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
最

適
化

を
図

る
た

め
、
情

報
通

信
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を

活
用

し
た

地
域

内
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

制
御

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

、
当

該
シ

ス
テ

ム
と
モ

ビ
リ
テ

ィ
を

組
み

合
わ

せ
、
脱

炭
素

で
災

害
に

強

い
「レ

ジ
リ
エ

ン
ト

な
次

世
代

ス
マ

ー
ト
シ

テ
ィ
」実

証
地

区
を

浜
通

り
に

構
築

す
る

。
こ
の

福
島

型
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ
モ

デ
ル

を
他

地
域

に
展

開
す

る
こ
と
で

、
我

が
国

全
体

の
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
社

会
実

現
を

目
指

す
。
 

世
界

に
冠

た
る

水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
開

発
環

境
基

盤
を

構
築

す
る

た
め

に
は

、
先

端
 

り
組

み
、
革

新
的

な
プ

ロ
セ

ス
の

設
計

・開
発

を
進

め
る

。
得

ら
れ

た
知

見
に

よ
り
、
バ

イ
オ

統

合
型

グ
リ
ー

ン
ケ

ミ
カ

ル
技

術
プ

ロ
セ

ス
の

概
念

設
計

を
実

施
す

る
。
 

3
）

 水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

構
築

 

・再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

電
力

源
と
し

て
利

用
す

る
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

を
電

力
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

適
合

さ
せ

る
た

め
、
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
の

要
素

技
術

開
発

を
推

進
す

る
。
 

・
電

気
系

統
と
熱

ラ
イ

ン
の

相
互

融
合

を
目

指
し

、
電

力
を

水
素

と
し

て
高

効
率

に
貯

蔵
・

利
用

す
る

 P
o
w

e
r 

to
 G

a
s（

P
2
G

）
を

実
現

す
る

電
力

・
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

連
携

シ
ス

テ
ム

の
設

計
を

行
う
。
 

・最
先

端
材

料
開

発
技

術
を

駆
使

し
た

デ
ー

タ
駆

動
型

材
料

開
発

手
法

の
調

査
、
開

発

環
境

の
構

築
に

必
要

な
装

置
の

検
討

等
を

進
め

る
。
 

4
）

 被
災

地
企

業
等

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
シ

ー
ズ

開
発

・事
業

化
支

援
 

・福
島

浜
通

り
地

域
等

１
５

市
町

村
に

所
在

す
る

企
業

等
が

保
有

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル

ギ
ー

に
関

連
し

た
技

術
に

対
し

、
国

立
研

究
開

発
法

人
産

業
技

術
総

合
研

究
所

（
産

総

研
）

福
島

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
所

（
Ｆ

Ｒ
Ｅ

Ａ
）

の
研

究
設

備
や

知
見

等
を

活
用

し
て

性
能

評
価

等
の

技
術

支
援

を
進

め
る

。
 

・外
部

機
関

と
連

携
し

、
事

業
化

に
向

け
た

中
長

期
的

な
事

業
計

画
の

策
定

や
販

路
拡

大
等

の
た

め
の

支
援

を
行

う
。
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技

術
開

発
の

核
と
な

る
材

料
の

開
発

・評
価

を
迅

速
化

か
つ

効
率

化
し

、
材

料
開

発
競

争

を
先

導
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、
Ａ

Ｉ
に

よ
る

最
適

化
手

法
を

用
い

て
、
材

料
合

成
法

及
び

そ
の

構
造

分
析

や
性

能
評

価
手

法
の

合
理

化
を

進
め

る
。
 

具
体

的
に

は
、
迅

速
材

料
合

成
装

置
を

開
発

し
、
新

た
な

水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
材

料
合

成
手

法
を

開
発

す
る

と
と
も

に
、
当

該
合

成
法

及
び

過
去

の
実

験
等

で
得

ら
れ

た
合

成
物

質
の

構

造
・機

能
に

関
す

る
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

を
構

築
し
て

、
評

価
を

行
う
。
ま

た
、
量

子
ビ
ー

ム
高

度
解

析

や
電

気
化

学
性

能
評

価
等

の
物

性
評

価
の

高
効

率
化

を
行

う
た

め
、
ロ

ボ
ッ
ト
を

用
い

た
自

動
高

速
化

合
物

評
価

シ
ス

テ
ム

を
開

発
す

る
。
こ
れ

に
よ

り
、
水

素
の

製
造

・貯
蔵

・輸
送

・利

用
の

性
能

や
効

率
を

格
段

に
高

め
る

こ
と
が

で
き

る
新

規
機

能
性

材
料

の
社

会
実

装
ま

で
の

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
タ
イ

ム
を

劇
的

に
短

縮
し

て
、
世

界
最

高
速

の
先

端
材

料
の

開
発

環
境

構
築

を

実
現

す
る

。
 

4
）

被
災

地
企

業
等

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
シ

ー
ズ

開
発

・事
業

化
支

援
 

福
島

県
浜

通
り
地

域
等

 1
5
 市

町
村

を
含

む
県

内
各

市
町

村
に

所
在

す
る

企
業

等
が

保
有

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
連

し
た

技
術

に
対

し
、
国

立
研

究
開

発
法

人
産

業

技
術

総
合

研
究

所
（

産
総

研
）

福
島

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
所

（
Ｆ

Ｒ
Ｅ

Ａ
）

の
研

究
設

備
や

知
見

等
を

活
用

し
て

性
能

評
価

等
の

技
術

支
援

を
行

う
と
と
も

に
、
外

部
機

関
と
連

携
し

て
知

財
や

標
準

化
戦

略
等

の
事

業
化

支
援

を
行

う
。
 

 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

○
 エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争

力
の

強
化

に
資

す
る

観
点

か
ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
 実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

な
ど
福

島
に

お
け

る
優

位
性

を
生

か
し

、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

被
災

地
、
ひ

い
て

は
日

本
や

世
界

の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

研
究

開
発

成
果

を
創

出
で

き
て

い
る

か
。
 

＜
評

価
指

標
＞

 

（
成

果
指

標
）

 

○
 エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

に
係

る
研

究
開

発
成

果
の

内
容

 

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

標
）

 

○
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
・継

続
の

適
切

性
 

・エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
に

係
る

研
究

開
発

で
は

、
令

和
５

年
度

に
任

命
し

た
分

野
長

、
副

分
野

長
の

も
と
、
研

究
開

発
体

制
整

備
と
し

て
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ

ー
ダ

ー
の

公
募

を
行

い
、
令

和
６

年
度

は
１

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

（
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

安
全

科
学

ユ
ニ

ッ
ト

）
を

新
た

に
設

置
す

る
と
と

も
に

、
委

託
に

よ
る

研
究

と
し

て
、
令

和
５

年
度

に
引

き
続

き
、
1
1
 件

の
事

業
を

実
施

す
る

な
ど
、
以

下
の

取
組

を
行

っ
た

。
 

 

１
）

「植
物

の
 C

O
2
 固

定
及

び
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン
へ

の
利

用
に

関
す

る
研

究
開

発
と
実

証
」と

し
て

 4
 件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、
木

質

バ
イ

オ
マ

ス
の

効
率

的
な

炭
化

条
件

の
検

証
、
生

育
が

早
く有

機
物

の
生

産
量

が
多

い
ソ

ル
ガ

ム
の

成
分

分
析

、
ソ

ル
ガ

ム
の

配
偶

子
の

単

離
及

び
交

雑
受

精
卵

の
作

成
、
光

合
成

速
度

の
測

定
装

置
の

改
良

に
よ

る
測

定
効

率
の

向
上

、
定

験
室

規
模

で
の

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
の

炭
化

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

生
成

す
る

可
燃

ガ
ス

量
の

評
価

等
を

行
っ
た

。
 

２
）

「藻
類

の
 C

O
2
 固

定
及

び
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ

ョン
へ

の
利

用
に

関
す

る
研

究
開

発
と
実

証
」と

し
て

 4
 件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、
海

 

藻
が

吸
収

す
る

 C
O

2
 の

定
量

評
価

に
必

要
な

分
析

、
大

型
藻

類
の

ク
ロ

ロ
フ
ィ
ル

蛍
光

パ
ラ
メ
ー

タ
ー

の
測

定
、
マ

コ
ン

ブ
か

ら
の

メ
タ
ン

発
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○
進

捗
管

理
の

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
県

内
外

の
外

部
機

関
と
の

広
域

連
携

の
状

況
 

〇
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

等
の

状
況

 

酵
等

の
高

効
率

化
、
コ
ン

ブ
の

炭
化

挙
動

や
基

本
性

状
の

把
握

等
の

調
査

・開
発

を
行

っ
た

。
 

３
）

「バ
イ

オ
統

合
型

グ
リ
ー

ン
ケ

ミ
カ

ル
技

術
の

研
究

開
発

」と
し

て
１

件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
熱

分
解

反
応

や
ガ

ス
化

反
応

か
ら

、
液

体
燃

料
等

の
合

成
に

必
要

な
ガ

ス
(C

O
,H

2
)を

高
効

率
に

生
産

す
る

シ
ス

テ
ム

等
を

開
発

す
る

と
と
も

に
、
 C

O
 と

 

H
2
 の

反
応

の
過

程
で

比
較

的
低

圧
に

も
か

か
わ

ら
ず

メ
タ
ン

や
二

酸
化

炭
素

を
ほ

と
ん

ど
生

成
せ

ず
、
S
A
F
（

持
続

可
能

な
航

空
燃

 

料
）

に
な

り
う
る

炭
化

水
素

の
選

択
率

を
向

上
さ
せ

る
こ
と
が

で
き

る
多

孔
質

コ
バ

ル
ト

触
媒

を
開

発
し

た
。
 

４
）

「水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
構

築
に

関
す

る
研

究
開

発
」と

し
て

 2
 件

の
研

究
開

発
を

実
施

し
、
水

電
解

装
置

や
燃

料
電

池
の

触
媒

等
の

材
料

開
発

に
必

要
な

性
能

評
価

装
置

の
導

入
、

性
能

評
価

条
件

の
検

討
を

行
う
と
と
も

に
、

反
応

活
性

の
高

い
触

媒
材

料
の

開

発
、
触

媒
の

活
性

評
価

の
た

め
の

電
気

化
学

測
定

手
法

の
確

立
等

を
行

っ
た

。
 

５
）

委
託

研
究

に
つ

い
て

年
度

末
ま

で
に

事
業

評
価

を
行

い
、
円

滑
な

遂
行

と
機

構
の

方
針

に
準

拠
し

た
研

究
方

向
と
す

る
た

め
に

、
1
1
件

全
て

に
対

し
て

助
言

と
提

案
を

行
っ
た

評
価

と
し

、
厳

正
に

実
施

し
た

。
 

６
）

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

と
し

て
、
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

安
全

科
学

ユ
ニ

ッ
ト

で
は

、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
採

用
し

、
ユ

ニ
ッ
ト

に

お
け

る
研

究
計

画
や

研
究

体
制

の
検

討
を

行
っ
た

。
 

７
）

被
災

地
企

業
等

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
シ

ー
ズ

開
発

・
事

業
化

支
援

事
業

と
し

て
国

立
研

究
開

発
法

人
産

業
技

術
総

合
研

究
所

に
委

託
を

行
い

、
福

島
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

研
究

所
（

F
R
E
A

）
に

お
い

て
技

術
支

援
先

の
公

募
を

実
施

し
た

。
公

募
の

結

果
、
1
2
 件

の
応

募
が

あ
り
、
副

分
野

長
も

審
査

に
加

わ
っ
た

う
え

で
1
2
 件

の
支

援
先

を
採

択
し

た
。
同

事
業

を
通

じ
て

、
浜

通
り
地

域
等

 

1
5
 

市
町

村
に

所
在

す
る

企
業

等
が

保
有

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
連

し
た

技
術

に
対

し
、
性

能
評

価
等

の
技

術
支

援
を

行
っ

た
。
 

 

以
上

の
取

組
を

通
し

、
分

野
全

体
と
し

て
、
委

託
事

業
で

４
報

の
論

文
が

掲
載

さ
れ

た
他

、
電

気
学

会
等

の
学

会
に

お
い

て
も

発
表

を
行

っ

た
。
 さ
ら
に

、
５

つ
の

分
野

の
分

野
長

・副
分

野
長

を
集

め
て

当
面

の
課

題
や

研
究

内
容

、
分

野
融

合
等

に
つ

い
て

議
論

す
る

分
野

長
等

会
議

に
 

よ
る

議
論

や
、
分

野
内

・分
野

横
断

的
な

勉
強

会
を

適
宜

開
催

・参
加

す
る

こ
と
で

、
他

分
野

と
の

研
究

の
連

携
の

可
能

性
等

に
つ

い
て

検
討

を

行
っ
た

。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

政
府

文
書

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
研

究
課

題
の

設
定

に
当

た
っ
て

の
方

針
を

定
め

た
「骨

太
の

方
針

」の
も

と
、
専

門
的

知
見

を
有

す
る

有
識

者
で

あ
る

分
野

長
等

に
研

究
課

題
の

調
整

・管
理

を
担

わ
せ

る
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・
産

業

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

研
究

開
発

を
実

施
で

き
る

よ
う
注

力
し

た
。
 

45



31
 

 

サ
イ

ト
ビ

ジ
ッ
ト

で
の

意
見

交
換

に
よ

る
進

捗
管

理
を

 1
1
 件

行
う
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
が

着
実

に
行

わ
れ

る
よ

う
委

託
先

に
対

す
る

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
 

ま
た

、
被

災
地

企
業

等
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

シ
ー

ズ
開

発
・事

業
化

支
援

事
業

に
つ

い
て

も
、
浜

通
り
地

域
等

 1
5
 市

町
村

に
所

在
す

る
企

業
等

が
保

有
す

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

連
し

た
技

術
に

対
し

、
性

能
評

価
等

の
技

術
支

援
を

行
う
な

ど
、
具

体
的

な
実

績
も

あ
げ

た
。
 

研
究

施
設

の
整

備
が

こ
れ

か
ら
の

段
階

で
、
都

市
圏

か
ら
の

交
通

手
段

を
は

じ
め

、
教

育
、
医

療
、
住

居
等

の
生

活
環

境
が

十
分

で
な

い
中

で
組

織
の

立
ち

上
げ

を
進

め
る

と
い

う
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
の

中
で

、
新

た
に

１
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

（
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

安

全
科

学
ユ

ニ
ッ
ト

（
九

州
大

学
内

）
）

を
設

置
し

、
直

営
研

究
実

施
に

向
け

た
体

制
の

強
化

を
進

め
た

。
 

さ
ら
に

、
分

野
全

体
で

、
論

文
４

報
が

発
表

さ
れ

る
等

の
実

績
を

出
す

こ
と
が

出
来

て
い

る
。
分

野
長

等
会

議
等

で
他

分
野

と
の

連
携

の
可

能
性

を
検

討
す

る
な

ど
、
分

野
融

合
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

る
。
以

上
よ

り
、
本

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
は

、
福

島
に

お
け

る
新

た

な
産

業
創

出
及

び
我

が
国

の
科

学
技

術
力

・産
業

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

観
点

か
ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
綿

密
な

取
組

を
実

施
し

、
研

究
開

発
を

進
め

て
い

くこ
と
が

出
来

て
お

り
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「
A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

ユ
ニ

ッ
ト

形
成

に
係

る
研

究
分

野
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ
オ

を
さ
ら
に

精
緻

化
し

て
、
新

た
な

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
雇

用
し

 F
-R

E
I 

と
し

て
の

研
究

体
制

を
さ
ら
に

整
備

す
る

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、
委

託
研

究
の

進
捗

管
理

を
適

切
に

行
う
た

め
の

取
組

、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等

の
活

用
が

図
ら
れ

る
よ

う
な

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
設

立
初

年
度

で
あ

り
、
委

託
研

究
の

公
募

・選
定

に
時

間
を

要
し

た
こ

と
か

ら
、
大

半
の

予
算

を
繰

り
越

し
て

お
り
、
令

和
５

年
度

予
算

 

に
基

づ
く研

究
開

発
の

取
組

が
継

続
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
適

切
な

研
究

開

発
の

進
捗

管
理

及
び

予
算

執
行

の
適

正
化

を
図

る
こ
と
が

必
要

。
 

委
託

事
業

の
受

託
者

に
対

し
、
サ

イ
ト

ビ
ジ

ッ
ト

に
よ

る
意

見
交

換
や

事
業

評
価

を
適

切
に

実
施

し
た

。
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

に
対

し
て

は
、
普

段
か

ら
の

緊
密

な
連

絡
と
共

に
定

期
的

な
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
こ

と
で

、
研

究
開

発
の

進
捗

管
理

及
び

予
算

執
行

の
適

 

正
化

を
図

っ
た

。
 

 

 
F
-R

E
I 

の
取

組
に

対
す

る
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
し

た
国

民
の

理
解

を
醸

成
し

て
い

くよ
う
、
実

施
し

て
い

る
研

究
開

発
の

内
容

及
び

そ
 

機
構

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
や

 S
N

S
 等

を
通

じ
て

の
情

報
発

信
の

他
、
マ

ス
コ
ミ
を

通
じ

た
分

野
長

、
副

分
野

長
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

等
に

よ
る
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の

成
果

の
社

会
実

装
の

イ
メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、
分

か
り
や

す
く情

報
発

信
を

行
う
こ
と
が

必
要

。
 

広
報

・ア
ウ

ト
リ
ー

チ
活

動
に

よ
り
、
研

究
開

発
内

容
及

び
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
精

力
的

に
実

 

施
し

た
。
 

 

 
F
-R

E
I 

と
し

て
研

究
を

進
め

て
い

くた
め

、
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

も
含

め
研

究
グ

ル
ー

プ
体

制
整

備
を

進
め

て
い

くこ
と
が

必
要

。
 

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

と
し

て
、
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

安
全

科
学

ユ
ニ

ッ
ト

を
設

置
し

、
ユ

ニ
ッ
ト

に
お

け
る

研
究

計
画

や
研

 

究
体

制
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

 

 
研

究
開

発
の

進
捗

状
況

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

が
図

ら
れ

て
い

く
こ
と
を

期
待

す
る

。
具

体
 

的
に

は
、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
水

素
を

地
産

地
消

で
面

的
に

最
大

限
活

用
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

に
係

る
研

究
開

発
・
社

会
実

装
を

進
め

る
た

め
に

、
福

島
県

に
拠

点
を

構
え

る
 F

R
E
A
 等

の
関

係
機

関
と
の

連
携

強
化

を
期

待
す

る
。
 

被
災

地
企

業
等

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
シ

ー
ズ

開
発

・事
業

化
支

援
事

業
と
し

て
 F

R
E
A
 に

委
託

を
行

い
、
技

術
支

援
先

の
公

募
を

実
施

し
た

。
副

分
野

長
も

審
査

に
加

わ
っ
た

う
え

で
支

援
先

を
採

択
し

、
企

業
等

が
保

有
す

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

連
し

た
 

技
術

に
対

し
、
性

能
評

価
等

の
技

術
支

援
を

行
っ
た

。
 

 

 
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
は

、
業

務
実

績
に

よ
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・イ
ン

パ
ク
ト
を

含
め

た
自

己
評

価
が

行
わ

れ
る

こ
と
を

期
待

す
る

。
 

F
-R

E
I 

は
ま

だ
設

立
さ

れ
て

２
年

で
あ

り
、
研

究
開

発
の

具
体

的
成

果
が

表
れ

る
の

は
こ

れ
か

ら
で

あ
る

が
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
、
研

究
開

発
の

本
格

化
を

見
据

え
、
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・
イ

ン
パ

ク
ト

を
含

め
た

自
己

評
価

を
行

え
る

よ
う
、
引

き
続

き
検

討
を

進
め

て
い

く。
ま

た
、
各

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

の
到

達
目

標
の

明
確

化
、
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト
創

出
目

標
設

定
を

今
後

進
め

て
い

 

く。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項
 

ⅰ
 

研
究

開
発

 

エ
 

放
射

線
科

学
・
創

薬
医

療
 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.５

 
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
  

年
 

度
 

R
6
  

年
 

度
 

R
7
  

年
 

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
  

年
 

度
 

R
8
  

年
 

度
 

R
9
  

年
 

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

究
テ

ー
マ

 
 

「骨
太

の
 

「骨
太

の
 

 
 

 
 

 
 

予
算

額
（

千
円

）
 

1
,9

6
1
,9

6
3
 

1
,6

1
1
,9

6
3
 

 
 

 
 

 

の
設

定
・
継

 
方

針
」を

 
方

針
」の

 
 

 
 

続
 の

 適
切

  
定

 め
 る

 
も

と
適

切
 

 
 

 

性
 

等
適

切
 

に
 実

 施
 

 
 

 

 
に

 実
施

  
し

、
令

和
 

 
 

 

 
し

、
１

件
 

5
 
年

度
 

 
 

 

 
の

 公
 募

 
公

募
分

  
 

 
 

 
研

究
 に

 
も

含
め

、
 

 
 

 

 
着

手
 

6
 
件

の
 

 
 

 

 
 

公
募

研
  

 
 

 

 
 

究
 を

 実
 

 
 

 

 
 

施
 

 
 

 

進
捗

管
 理

 
 

採
択

条
 

サ
イ

ト
ビ

 
 

 
 

 
 

決
算

額
（

千
円

）
 

3
5
,1

1
6
 

8
4
6
,4

5
1
 

 
 

 
 

 

の
状

況
 

件
 を

 付
 

ジ
ッ
ト

で
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す

 等
管

  
の

 意
見

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
 を

 適
 

交
換

 や
 

切
 に

 実
 

事
業

評
  

施
 

価
 等

 に
 

 
よ

り
進

捗
 

 
管

理
 を

 

 
適

 切
 に

 

 
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

3
3
,5

8
7
 

8
9
6
,3

3
1
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

―
 

―
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
3
3
,5

8
7
 

8
9
6
,3

3
1
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

  

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

(4
)放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

、
放

射
線

の
産

業
利

用
 

放
射

線
及

び
放

射
性

同
位

元
素

（
ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
、
R

I）
の

利
用

に
関

す
る

基
礎

基
盤

研
究

を
軸

と
し

て
、
医

療
分

野
は

も
と
よ

り
、
工

業
・農

業
を

含
む

多
様

な
 分

野
へ

の
成

果
の

応
用

を
見

据
え

、
一

体
的

に
研

究
開

発
を

進
め

る
。
具

体
的

な
内

容
と

し
て

は
、
放

射
線

イ
メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

研
究

開
発

や
放

射
化

学
、
宇

宙
放

射
線

科
学

等
放

射
線

基
礎

科
学

の
研

究
、
放

射
線

の
影

響
解

明
に

資
す

る
基

礎
基

盤
研

究
等

の
推

進
を

図
る

。
 

ま
た

、
創

薬
医

療
分

野
に

お
い

て
は

、
が

ん
治

療
へ

の
応

用
を

は
じ

め
と
す

る
放

射
線

の

先
端

的
医

学
利

用
や

先
端

的
な

創
薬

技
術

開
発

等
に

取
り
組

む
。
具

体
的

な
内

容
と

し
て

は
、
標

的
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
治

療
（

放
射

性
薬

剤
を

が
ん

に
特

異
的

に
集

積
さ
せ

る
治

療
法

）
の

医
薬

品
等

の
研

究
開

発
に

関
す

る
先

行
的

な
取

組
が

加
速

さ
れ

 

る
よ

う
に

実
施

し
な

が
ら
、
新

た
な

 R
I 

医
薬

品
の

開
発

等
の

 R
I 

の
医

療
利

用
の

た
め

 

(4
)-

①
 放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

 

放
射

線
及

び
放

射
性

同
位

元
素

（
ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
、
Ｒ

Ｉ
）

は
、
医

療
、
工

業
、

農
業

を
は

じ
め

と
す

る
幅

広
い

分
野

で
利

用
さ
れ

、
社

会
を

支
え

る
重

要
基

盤
と
な

っ
て

い
  
  

る
。
ま

た
、
放

射
線

に
対

す
る

科
学

的
な

基
盤

強
化

は
、
原

子
力

災
害

に
見

舞
わ

れ
た

地
域

で
の

不
安

を
解

消
し

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
環

境
の

実
現

や
、
廃

炉
や

放
射

性
物

質
に

よ
る

汚
染

な
ど
中

長
期

的
な

課
題

解
決

に
貢

献
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

こ
の

た
め

、
機

構
に

お
い

て
は

、
放

射
線

及
び

Ｒ
Ｉ

利
用

に
関

す
る

基
礎

基
盤

研
究

を
軸

と
し

て
、
医

療
分

野
は

も
と
よ

り
、
工

業
・農

業
を

含
む

多
様

な
分

野
へ

の
成

果
の

応
用

を
見

据
え

て
取

組
を

行
う
。
 

ま
た

、
創

薬
医

療
分

野
で

は
、
福

島
県

立
医

科
大

学
な

ど
に

お
け

る
特

徴
あ

る
先

行
研

 

究
等

の
展

開
を

踏
ま

え
、
が

ん
治

療
へ

の
応

用
を

は
じ

め
と
す

る
放

射
線

の
先

端
的

医
学

利

用
や

先
端

的
な

創
薬

技
術

開
発

等
に

よ
り
、
原

子
力

災
害

を
乗

り
越

え
た

被
災

地
の

新
た

 

(4
)-

①
 放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

 

放
射

線
及

び
放

射
性

同
位

元
素

（
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

、
Ｒ

Ｉ
）

利
用

に
関

す
る

基

礎
基

盤
研

究
を

軸
と
し

て
、
医

療
分

野
は

も
と
よ

り
、
工

業
・
農

業
を

含
む

多
様

な
分

野
へ

の
成

果
の

応
用

を
見

据
え

て
研

究
開

発
を

進
め

る
。

特
に

、
創

薬
医

療
分

野
で

は
、
が

ん

治
療

へ
の

応
用

を
は

じ
め

と
す

る
放

射
線

の
先

端
的

医
学

利
用

や
先

端
的

な
創

薬
技

術

開
発

等
に

取
り
組

む
。
 

令
和

６
年

度
は

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

５
）

 創
薬

医
療

分
野

の
研

究
開

発
の

一
体

的
推

進
 

・
標

的
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
治

療
（

放
射

性
薬

剤
を

疾
患

部
位

に
特

異
的

に
集

積
さ
せ

る
治

療

法
）

に
係

る
研

究
開

発
と
し

て
、
ア

ル
フ
ァ
線

放
出

核
種

等
を

用
い

た
新

規
放

射
性

薬
剤

の
開

発
に

向
け

た
基

礎
的

研
究

や
非

臨
床

試
験

等
を

推
進

す
る

。
 

・加
速

器
を

利
用

し
た

Ｒ
Ｉ

の
製

造
技

術
、
標

的
照

射
後

処
理

と
薬

剤
合

成
技

術
、
ド
ラ
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の
研

究
開

発
等

を
行

う
。
 

な
将

来
像

へ
と
つ

な
げ

る
こ
と
を

目
指

す
。
 

機
構

に
お

け
る

放
射

線
科

学
・
創

薬
医

療
分

野
の

研
究

開
発

と
し

て
、
以

下
の

取
組

を

進
め

る
。
そ

の
際

、
他

の
大

学
・研

究
機

関
等

と
の

連
携

の
下

、
オ

ー
ル

ジ
ャ
パ

ン
の

研
究

推

進
体

制
や

、
放

射
線

科
学

・
創

薬
医

療
分

野
の

長
期

的
な

人
材

・
技

術
基

盤
の

構
築

を

図
り
、
国

際
的

な
研

究
拠

点
の

形
成

を
目

指
す

。
 

５
）

 創
薬

医
療

分
野

の
研

究
開

発
の

一
体

的
推

進
 

Ｒ
Ｉ

の
医

療
利

用
の

一
つ

で
あ

る
標

的
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
治

療
（

放
射

性
薬

剤
を

が
ん

に
特

異
的

に
集

積
さ
せ

る
治

療
法

）
に

係
る

研
究

開
発

と
し

て
、
ア

ル
フ
ァ
線

放
出

核
種

等
を

用
い

た
新

規
放

射
性

薬
剤

の
開

発
に

向
け

た
基

礎
研

究
や

非
臨

床
試

験
、
臨

床
試

験
等

を
実

施
す

る
。
ま

た
、
機

構
を

核
と
し

て
、
関

係
大

学
・研

究
機

関
等

と
の

効
果

的
な

連
携

・協
力

関
係

を
構

築
し

、
様

々
な

内
用

療
法

用
核

種
の

製
造

や
、
そ

の
た

め
の

創
薬

の
研

究
を

す
る

こ
と
で

、
成

果
の

最
大

化
を

図
る

。
そ

の
際

に
は

、
加

速
器

を
利

用
し

た
Ｒ

Ｉ
の

製
造

技
術

、

標
的

照
射

後
処

理
と
薬

剤
合

成
技

術
、
ド
ラ
ッ
グ

デ
リ
バ

リ
ー

（
薬

剤
送

達
）

技
 術

、
生

命

科
学

・情
報

科
学

技
術

等
の

開
発

と
い

っ
た

創
薬

医
療

分
野

に
お

け
る

世
界

最
先

端
の

研

究
開

発
を

一
体

的
に

推
進

す
る

。
 

臨
床

試
験

は
、
ヒ
ト
へ

の
投

与
に

先
立

っ
て

行
わ

れ
る

非
臨

床
試

験
に

よ
り
安

全
性

が
一

定
程

度
確

認
さ
れ

た
上

で
実

施
さ
れ

、
非

臨
床

試
験

段
階

で
安

全
性

の
懸

念
が

あ
れ

ば
更

な
る

非
臨

床
試

験
に

よ
る

検
討

の
実

施
や

開
発

の
中

止
等

も
想

定
さ
れ

る
こ
と
か

ら
、
各

年
度

の
計

画
に

お
い

て
進

捗
を

確
認

し
、
必

要
に

応
じ

て
計

画
の

見
直

し
を

検
討

す
る

。
 2

）
放

射

線
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

研
究

開
発

の
推

進
 

測
定

対
象

の
内

部
構

造
や

内
部

機
能

を
非

破
壊

的
に

描
出

で
き

る
放

射
線

イ
メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
は

、
医

療
、
研

究
開

発
等

の
現

場
で

様
々

な
応

用
が

考
え

ら
れ

る
技

術
で

あ
る

。
 薬

剤
開

発
等

に
お

い
て

大
き

な
効

果
が

期
待

で
き

る
水

準
へ

の
高

分
解

能
化

や
、
構

造
物

内
部

や
空

間
の

状
況

把
握

に
適

し
た

大
視

野
３

Ｄ
化

、
様

々
な

Ｒ
Ｉ

や
線

源
に

対
応

し
た

新
た

な
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
な

ど
革

新
的

な
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。
 

3
）

放
射

化
学

、
宇

宙
放

射
線

科
学

等
放

射
線

基
礎

科
学

の
推

進
 

成
果

を
応

用
す

る
裾

野
が

広
い

放
射

線
基

礎
科

学
の

集
積

に
よ

り
、
放

射
化

学
や

核
化

学
・核

物
理

の
分

野
の

基
礎

研
究

は
も

と
よ

り
、
放

射
線

や
Ｒ

Ｉ
を

積
極

的
に

利
用

し
た

材

料
や

生
命

科
学

の
研

究
、
宇

宙
放

射
線

科
学

、
地

球
科

学
、
環

境
科

学
、
先

端
分

析
 

ッ
グ

デ
リ
バ

リ
ー

（
薬

剤
送

達
）

技
術

等
を

例
と
し

た
創

薬
医

療
分

野
の

研
究

開
発

を
推

進
す

る
。
 

2
）

放
射

線
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

研
究

開
発

の
推

進
 

・放
射

線
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

高
分

解
能

化
、
構

造
物

内
部

や
空

間
の

状
況

把
握

に
適

し
た

大
視

野
３

Ｄ
化

、
様

々
な

Ｒ
Ｉ

や
線

源
に

対
応

し
た

新
た

な
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

開

発
な

ど
を

例
と
し

た
放

射
線

イ
メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。
 3

）
放

射
化

学
等

放
射

線
基

礎
科

学
の

推
進

 

・電
子

デ
バ

イ
ス

の
信

頼
性

の
向

上
、
新

た
な

材
料

の
開

発
、
生

物
研

究
の

高
度

化
、
農

業
技

術
の

高
度

化
、
新

た
な

分
離

や
分

析
の

技
術

な
ど
の

高
度

化
、
ミ
ク
ロ

な
物

理
現

象

の
解

明
な

ど
に

資
す

る
よ

う
な

、
放

射
線

利
用

に
関

す
る

研
究

開
発

に
つ

い
て

、
既

存
研

究

機
関

の
取

組
も

踏
ま

え
、
機

構
が

実
施

す
る

こ
と
へ

の
ニ

ー
ズ

を
調

査
す

る
と
と
も

に
、
目

的

志
向

の
フ
ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
ス

タ
デ

ィ
を

推
進

す
る

。
 

4
）

 放
射

線
に

関
す

る
研

究
に

従
事

す
る

人
材

育
成

 

・放
射

線
に

関
す

る
研

究
を

実
施

す
る

に
あ

た
っ
て

、
放

射
線

の
安

全
利

用
を

考
慮

し
た

上

で
必

要
な

人
材

（
医

学
物

理
士

等
）

の
育

成
に

着
手

す
る

。
 

5
）

 中
核

的
な

放
射

線
発

生
装

置
等

の
開

発
・整

備
 

・放
射

線
発

生
装

置
（

加
速

器
）

等
の

施
設

・設
備

等
の

整
備

に
あ

た
っ
て

は
、
令

和
５

年
度

に
と
り
ま

と
め

ら
れ

た
施

設
基

本
計

画
や

そ
れ

に
基

づ
く整

備
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

を
踏

ま
え

つ
つ

、
既

存
設

備
を

持
つ

大
学

や
研

究
機

関
等

の
リ
ソ

ー
ス

や
ポ

テ
ン

シ
ャ
ル

も
活

か
し

な
が

ら

効
果

的
・効

率
的

に
進

め
て

い
くと

い
う
方

針
の

下
、
検

討
を

進
め

る
。
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科

学
な

ど
様

々
な

研
究

分
野

に
お

い
て

革
新

的
成

果
の

創
出

に
貢

献
す

る
。
例

え
ば

、
高

集

積
度

・高
性

能
の

半
導

体
機

器
の

大
規

模
な

導
入

が
見

込
ま

れ
る

Ｉ
o
Ｔ

や
Ａ

Ｉ
が

イ
ン

フ

ラ
基

盤
と
な

る
ス

マ
ー

ト
社

会
に

お
い

て
必

要
と
な

る
宇

宙
や

地
上

で
発

生
す

る
放

射
線

の
電

子
素

子
へ

の
影

響
（

ソ
フ
ト

エ
ラ
ー

）
を

低
減

す
る

技
術

の
構

築
を

行
う
。
ま

た
、
放

射
線

や

Ｒ
Ｉ

を
積

極
的

に
利

用
す

る
こ
と
に

よ
り
、
例

え
ば

、
電

子
デ

バ
イ

ス
の

信
頼

性
の

向
  
  
上

、

新
た

な
材

料
の

開
発

、
生

物
研

究
の

高
度

化
、
農

業
技

術
の

高
度

化
、
新

た
な

分
離

や
分

析
の

技
術

な
ど
の

高
度

化
、
ミ
ク
ロ

な
物

理
現

象
の

解
明

な
ど
の

科
学

的
な

ブ
レ

ー
ク
ス

ル
ー

な

ど
を

図
る

研
究

開
発

を
推

進
す

る
。
 

 

4
）

 放
射

線
の

影
響

解
明

に
資

す
る

基
礎

基
盤

研
究

・人
材

育
成

 

放
射

線
に

関
わ

る
現

象
の

解
明

や
、
放

射
線

の
安

全
利

用
に

関
す

る
科

学
的

知
見

を

強
化

す
る

た
め

の
基

礎
的

・
基

盤
的

な
研

究
開

発
（

例
︓

放
射

線
影

響
評

価
、
食

品
中

の
放

射
性

核
種

に
よ

る
健

康
リ
ス

ク
評

価
、
安

全
規

制
に

関
す

る
研

究
等

）
や

人
材

育
成

を
推

進
す

る
。
 

5
）

 中
核

的
な

放
射

線
発

生
装

置
等

の
開

発
・整

備
 

こ
れ

ら
の

取
組

を
進

め
る

上
で

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

放
射

線
発

生
装

置
（

加
速

器
）

等
の

施
設

・設
備

等
の

整
備

に
あ

た
っ
て

は
、
令

和
５

年
度

ま
で

に
と
り
ま

と
め

ら
れ

る
施

設
基

本
計

画
や

そ
れ

に
基

づ
く整

備
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

を
踏

ま
え

つ
つ

、
既

存
設

備
を

持
つ

大

学
や

研
究

機
関

等
の

リ
ソ

ー
ス

や
ポ

テ
ン

シ
ャ
ル

も
活

か
し

な
が

ら
効

果
的

・効
率

的
に

進
め

て

い
く。

 

 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

○
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

、
放

射
線

の
産

業
利

用
に

係
る

研
究

開
発

に
お

い
て

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我

が
国

の
科

学
技

術
力

・産
業

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

観
点

か
ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
 実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

な
ど
福

島
に

お
け

る
優

位
性

を
生

か
し

、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

被
災

地
、
ひ

い
て

は
日

本
や

世
界

の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

研
究

開
発

成
果

を
創

出
で

き
て

い
る

か
。
 

＜
評

価
指

標
＞

 

（
成

果
指

標
）

 

・
放

射
線

科
学

・
創

薬
医

療
分

野
に

係
る

研
究

開
発

で
は

、
令

和
５

年
度

に
任

命
し

た
分

野
長

、
副

分
野

長
に

加
え

、
新

た
に

副
分

野
長

を
 

２
名

任
命

し
た

。
当

該
分

野
長

・
副

分
野

長
の

も
と
、
研

究
開

発
体

制
整

備
と
し

て
、
個

別
選

考
等

を
積

極
的

に
行

い
、
令

和
６

年
度

は
２

の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

（
植

物
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

、
放

射
線

基
盤

技
術

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

）
を

新
た

に
設

置
す

る
と
と
も

に
、
令

和
５

年
度

に

開
始

し
た

事
業

を
含

め
、
6
 件

の
委

託
事

業
を

実
施

す
る

な
ど
、
以

下
の

取
組

を
行

っ
た

。
 

 

１
）

「農
作

物
の

生
産

性
向

上
や

持
続

可
能

な
作

物
生

産
に

資
す

る
Ｒ

Ｉ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

開
発

及
び

導
き

出
さ
れ

る
生

産
方

法
の

実
証

」と
し

て
１

件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
以

下
の

成
果

を
得

た
。
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○
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

、
放

射
線

の
産

業
利

用
分

野
に

係
る

研
究

開
発

成
果

の
内

容
 

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

標
）

 

○
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
・継

続
の

適
切

性
 

○
進

捗
管

理
の

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
県

内
外

の
外

部
機

関
と
の

広
域

連
携

の
状

況
 

〇
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

等
の

状
況

 

・植
物

の
栄

養
動

態
把

握
に

向
け

、
Ｒ

Ｉ
を

含
ん

だ
必

須
栄

養
元

素
（

炭
素

、
ナ

ト
リ
ウ

ム
、
カ

リ
ウ

ム
等

）
の

実
験

・測
定

環
境

を
整

備
し

た
。
 

・Ｒ
Ｉ

含
む

二
酸

化
炭

素
ガ

ス
や

糖
分

の
植

物
へ

の
投

与
技

術
を

開
発

し
、
大

型
空

調
機

と
オ

ー
プ

ン
型

栽
培

ベ
ン

チ
を

導
入

し
て

果

樹
等

大
型

植
物

を
対

象
と
し

た
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
実

験
と
実

験
後

の
生

育
デ

ー
タ
の

取
得

を
可

能
に

し
た

。
 

・
溶

質
系

桃
 “

白
鳳

”の
果

実
発

育
・
成

熟
過

程
の

内
部

構
造

を
 X

 線
 C

T
 撮

像
し

、
デ

ー
タ

解
析

に
着

手
し

た
。
 

２
）

「Ｒ
Ｉ

で
標

識
し

た
診

断
・治

療
薬

に
関

す
る

研
究

開
発

」と
し

て
２

件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
以

下
の

成
果

を
得

た
。
 

・既
存

の
治

療
で

は
制

圧
で

き
な

い
膵

臓
が

ん
、
大

腸
が

ん
、
肺

が
ん

な
ど
に

対
す

る
新

し
い

治
療

薬
を

開
発

す
る

た
め

、
最

新
の

手
法

で
あ

る
「化

合
物

ア
レ

イ
」用

い
、
膵

が
ん

な
ど
難

治
が

ん
で

発
生

す
る

こ
と
が

あ
る

 K
R

A
S
 G

1
2
V

（
膵

臓
が

ん
な

ど
で

み
ら
れ

る
遺

伝
子

変
異

）

な
ど
数

種
の

物
質

に
対

し
て

結
合

す
る

候
補

化
合

物
を

選
定

し
た

。
 

・従
来

の
治

療
法

で
は

完
治

せ
ず

再
発

を
防

げ
な

い
急

性
骨

髄
性

白
血

病
に

対
し

て
、
治

療
抵

抗
性

や
再

発
の

カ
ギ

と
な

る
幹

細
胞

が
発

現
し

て
い

る
 C

D
8
2
 と

い
う
タ
ン

パ
ク
質

に
結

合
す

る
抗

 C
D

8
2
 ヒ

ト
化

抗
体

を
開

発
し

た
。
こ
の

抗
体

に
 α

 線
核

種
ア

ス
タ
チ

ン
を

結
合

さ

せ
た

治
療

薬
候

補
を

作
成

し
、
動

物
実

験
で

腫
瘍

の
縮

小
と
生

存
期

間
の

延
長

を
確

認
し

た
。
 

・ア
ス

タ
チ

ン
 2

1
1
 や

ア
ク
チ

ニ
ウ

ム
 2

2
5
 な

ど
の

Ｒ
Ｉ

を
用

い
た

が
ん

治
療

の
開

発
に

資
す

る
研

究
開

発
に

着
手

す
る

と
と
も

に
、
新

た
な

診

断
・
治

療
用

の
 R

I 
候

補
と
し

て
テ

ル
ル

の
有

用
性

評
価

を
開

始
し

た
。
 

３
）

「
加

速
器

を
活

用
し

た
Ｒ

Ｉ
の

安
定

的
か

つ
効

率
的

な
製

造
技

術
の

開
発

」
と
し

て
 3

 件
の

研
究

開
発

を
実

施
し

、
R

Ｉ
に

よ
る

診
 

断
・
治

療
で

重
要

と
な

る
ア

ス
タ

チ
ン

 2
1
1
 及

び
ア

ク
チ

ニ
ウ

ム
 2

2
5
 の

製
造

技
術

の
開

発
を

行
う
と
と
も

に
、
将

来
機

構
に

お
い

て
Ｒ

Ｉ

製
造

を
担

う
人

材
の

育
成

に
着

手
し

た
。
 

４
）

委
託

研
究

に
つ

い
て

年
度

末
ま

で
に

事
業

評
価

を
行

い
、
順

調
に

推
移

し
た

も
の

 1
 件

、
条

件
付

け
を

行
っ
た

も
の

 5
 件

と
い

っ
た

評
価

と
す

る
な

ど
、
厳

正
に

評
価

を
実

施
し

た
。
 

５
）

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

と
し

て
、
植

物
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
ユ

ニ
ッ
ト

及
び

放
射

線
基

盤
技

術
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

の
構

築
に

努
め

る
と
と
も

に
、
ラ
ボ

環
境

の
整

備
及

び
研

究
ロ

ー
ド

マ
ッ
プ

の
検

討
を

進
め

た
。
 

６
）

放
射

線
科

学
・創

薬
医

療
分

野
の

研
究

開
発

を
、
分

野
横

断
的

な
取

組
に

発
展

さ
せ

る
な

ど
、
新

た
な

視
点

で
挑

戦
的

な
研

究
開

発

を
拡

充
し

て
い

くた
め

、
可

能
性

調
査

の
公

募
を

行
い

、
５

件
を

採
択

し
て

調
査

事
業

に
着

手
し

た
。
 

 

以
上

の
取

組
を

通
し

、
分

野
全

体
と
し

て
、
委

託
事

業
で

 1
 報

の
論

文
が

掲
載

さ
れ

た
他

、
日

本
薬

学
会

等
に

お
い

て
も

発
表

を
行

っ
た

。
 

さ
ら
に

、
５

つ
の

分
野

の
分

野
長

・副
分

野
長

を
集

め
て

当
面

の
課

題
や

研
究

内
容

、
分

野
融

合
等

に
つ

い
て

議
論

す
る

分
野

長
等

会
議

 

に
よ

る
議

論
や

、
分

野
内

・分
野

横
断

的
な

勉
強

会
を

適
宜

開
催

・参
加

す
る

こ
と
で

、
他

分
野

と
の

研
究

の
連

携
の

可
能

性
等

に
つ

い
て

検
討

 

を
行

っ
た

。
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法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

研
究

課
題

の
設

定
に

あ
た

っ
て

は
、
政

府
文

書
等

を
踏

ま
え

つ
つ

、
研

究
課

題
の

設
定

に
当

た
っ
て

の
方

針
を

定
め

た
「骨

太
の

方
針

」を
も

と
に

、
専

門
的

知
見

を
有

す
る

有
識

者
で

あ
る

分
野

長
等

に
研

究
課

題
の

調
整

・管
理

を
担

わ
せ

る
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
を

実
施

で
き

る
よ

う
注

力
し

た
。
 

委
託

研
究

先
と
の

意
見

交
換

に
よ

る
進

捗
管

理
を

６
件

行
う
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
が

着
実

に
行

わ
れ

る
よ

う
委

託
先

に
対

す
る

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
 

研
究

施
設

の
整

備
が

こ
れ

か
ら
の

段
階

で
、
都

市
圏

か
ら
の

交
通

手
段

を
は

じ
め

、
教

育
、
医

療
、
住

居
等

の
生

活
環

境
が

十
分

で
な

い
中

で
組

織
の

立
ち

上
げ

を
進

め
る

と
い

う
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
の

中
で

、
２

の
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

（
植

物
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
ユ

ニ
ッ
ト
 

（
量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構
内

）
、
放

射
線

基
盤

技
術

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

（
東

京
大

学
内

）
）

を
整

備
し

、
直

営
研

究
実

施
に

向
け

た
体

制
の

強
化

を
進

め
た

。
 

ま
た

、
分

野
全

体
と
し

て
、
１

報
の

論
文

が
発

表
さ
れ

る
な

ど
の

実
績

を
出

し
て

い
る

。
分

野
長

等
会

議
等

で
他

分
野

と
の

連
携

の
可

能
性

を
検

討
す

る
な

ど
、
分

野
融

合
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

る
。
 

以
上

よ
り
、
本

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
は

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
観

点
か

ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
綿

密
な

取
組

を
実

施
し

、
研

究
開

発
を

進
め

て
い

くこ

と
が

出
来

て
お

り
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

ユ
ニ

ッ
ト

形
成

に
係

る
研

究
分

野
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ
オ

を
さ

ら
に

精
緻

化
し

て
、
未

着
手

で
あ

る
創

薬
分

野
に

関
し

て
新

た
な

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
雇

用
し

 F
-R

E
I 

と
し

て
の

研
究

体
制

を
さ

ら
に

整
備

す
る

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、
委

託
研

究
の

進
捗

管
理

を
適

切
に

行
う
た

め
の

取

組
、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
な

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
設

立
初

年
度

で
あ

り
、
委

託
研

究
の

公
募

・選
定

に
時

間
を

要
し

た
こ
と
及

び
放

射
線

発
生

装
置

（
加

速
器

）
等

の
施

設
・設

備
等

 

に
係

る
検

討
を

行
っ
て

い
る

こ
と
か

ら
、
大

半
の

予
算

を
繰

り
越

し
、
特

に
５

件
の

委
託

研
究

に
つ

い
て

は
令

和
６

年
度

に
入

っ
て

か
ら
着

 

委
託

事
業

の
受

託
者

に
対

し
、
意

見
交

換
や

事
業

評
価

を
適

切
に

実
施

し
た

。
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

に
対

し
て

は
、
普

段
か

ら
の

緊
密

 

な
連

絡
と
共

に
定

期
的

な
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
こ
と
で

、
研

究
開

発
の

進
捗

管
理

及
び

予
算

執
行

の
適

正
化

を
図

っ
た

。
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手

し
た

と
こ
ろ

で
あ

り
、
令

和
５

年
度

予
算

に
基

づ
く研

究
開

発
の

取
組

が
継

続
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
 

に
進

め
ら
れ

る
に

当
た

り
、
適

切
な

研
究

開
発

の
進

捗
管

理
及

び
予

算
執

行
の

適
正

化
を

図
る

こ
と
が

必
要

。
 

 
 

 
F
-R

E
I 

の
取

組
に

対
す

る
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
し

た
国

民
の

理
解

を
醸

成
し

て
い

く
よ

う
、
実

施
し

て
い

る
研

究
開

発
の

内
容

及
び

そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、
分

か
り
や

す
く情

報
発

信
を

行
う
こ
と
が

必
要

。
 

機
構

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
や

 S
N

S
 等

を
通

じ
て

の
情

報
発

信
の

他
、
マ

ス
コ
ミ
を

通
じ

た
分

野
長

、
副

分
野

長
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

等
に

よ
る

広
報

・ア
ウ

ト
リ
ー

チ
活

動
に

よ
り
、
研

究
開

発
内

容
及

び
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
精

力
的

に
実

 

施
し

た
。
 

 

 
F
-R

E
I 

と
し

て
研

究
を

進
め

て
い

くた
め

、
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

も
含

め
研

究
グ

ル
ー

プ
体

制
整

備
を

進
め

て
い

くこ
と
が

必
要

。
 

令
和

６
年

度
は

２
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

（
植

物
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

、
放

射
線

基
盤

技
術

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

）
を

整
備

し
た

。
 

次
年

度
以

降
、
順

次
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。
 

 

 
本

分
野

の
研

究
開

発
を

持
続

的
に

進
め

る
た

め
の

将
来

を
担

う
学

生
や

若
手

研
究

者
を

育
成

す
る

体
制

の
整

備
を

進
め

て
い

く
こ
と
が

 

必
要

。
 

各
委

託
研

究
に

お
い

て
人

材
育

成
を

念
頭

に
置

い
た

計
画

を
立

案
し

て
い

る
ほ

か
、
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

に
お

い
て

も
人

材
確

保
・育

成
を

含
 

め
た

体
制

整
備

に
着

手
し

て
い

る
。
 

 

 
放

射
線

発
生

装
置

（
加

速
器

）
等

の
施

設
・
設

備
等

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、
研

究
開

発
の

進
捗

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

、
完

成
後

の

維
持

費
用

、
運

転
人

員
の

確
保

等
も

考
慮

の
上

、
検

討
を

進
め

る
こ

と
が

必
要

。
ま

た
、

そ
の

他
の

施
設

・
設

備
の

整
備

に
当

た
っ
て

は
、
本

分
野

の
特

性
を

踏
ま

え
、
研

究
開

発
の

社
会

実
装

を
見

据
え

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

を
含

む
企

業
と
の

連
携

に
よ

る
新

産
業

創
出

等
を

 

念
頭

に
置

い
て

検
討

す
る

こ
と
が

必
要

。
 

F
-R

E
I 

に
設

置
す

る
加

速
器

施
設

・
設

備
等

の
整

備
に

向
け

、
施

設
の

概
念

図
や

加
速

器
を

含
め

た
設

備
の

仕
様

、
維

持
費

用
や

運
転

人
員

の
確

保
に

向
け

て
検

討
す

る
た

め
、
加

速
器

や
 R

I 
の

利
用

に
知

見
の

あ
る

有
識

者
に

よ
る

検
討

チ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

た
。
 

 

 
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
は

、
業

務
実

績
に

よ
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・イ
ン

パ
ク
ト
を

含
め

た
自

己
評

価
が

行
わ

れ
る

こ
と
を

期
待

す
る

。
 

F
-R

E
I 

は
ま

だ
設

立
さ

れ
て

２
年

で
あ

り
、
研

究
開

発
の

具
体

的
成

果
が

表
れ

る
の

は
こ

れ
か

ら
で

あ
る

が
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
、
研

究
開

発
の

本
格

化
を

見
据

え
、
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・
イ

ン
パ

ク
ト

を
含

め
た

自
己

評
価

を
行

え
る

よ
う
、
引

き
続

き
検

討
を

進
め

て
い

く。
ま

た
、
各

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

の
到

達
目

標
の

明
確

化
、
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト
創

出
目

標
設

定
を

今
後

進
め

て
い

 

く。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項
 

ⅰ
 

研
究

開
発

 

オ
 

放
射

線
の

産
業

利
用

 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.６

 
放

射
線

の
産

業
利

用
 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 年

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 年

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

究
テ

ー
マ

 
 

「
骨

太
の

 
研

 究
課

  
 

 
 

 
 

 
予

算
額

（
千

円
）

 
1
,4

0
8
,6

6
0
 

0
 

 
 

 
 

 

の
設

定
・
継

 
方

針
」
を

 
題

 の
 立

 
 

 
 

続
の

適
切

性
 

定
 め

 る
  

案
の

た
め

 
 

 
 

 
等

適
切

  
有

 識
者

  
 

 
 

 
に

 実
 施

  
へ

の
ヒ

ア
 

 
 

 

 
し

、
１

件
 

リ
ン

グ
や

 
 

 
 

 
の

 公
 募

  
勉

 強
会

  
 

 
 

 
研

 究
 に

 
等

 を
 開

 
 

 
 

 
着

手
 

催
 

 
 

 

進
捗

管
理

の
 

 
採

択
条

  
有

 識
者

  
 

 
 

 
 

決
算

額
（

千
円

）
 

9
9
,9

9
9
 

0
 

 
 

 
 

 

状
況

 
件

 を
 付

 
へ

の
ヒ

ア
 

 
 

 

 
す

 等
 管

  
リ

ン
グ

や
 

 
 

 

 
理

 を
 適

 
勉

 強
会

  
 

 
 

 
切

 に
 実

 
等

 を
 開

 
 

 
 

 
施

 
催

 す
 る
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等
 管

理
 

を
 適

 切
  

に
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

9
9
,1

3
3
 

0
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

―
 

―
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
9
9
,1

3
3
 

0
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 
の

 

内
数

 

 
 

 
 

 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

産
業

用
の

超
大

型
Ｘ

線
Ｃ

Ｔ
装

置
（

Ｃ
Ｔ

︓
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
断

層
撮

影
）

及
び

画

像
処

理
基

盤
技

術
の

研
究

開
発

を
行

い
、
そ

れ
ら
に

よ
る

現
物

デ
ー

タ
を

利
活

用
す

る

技
術

に
基

づ
き

、
我

が
国

の
新

た
な

も
の

づ
くり

の
情

報
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
の

形
成

に
 貢

献

す
る

。
 

(4
)-

②
 放

射
線

の
産

業
利

用
 

各
国

が
製

造
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

等
に

よ
り
産

業
競

争
力

の
向

上
を

図
っ
て

い
る

中
で

、
高

品
質

な
も

の
づ

くり
を

現
場

で
支

え
て

き
た

熟
練

技
術

者
等

の
高

齢
化

・引
退

が
進

む
日

本
に

お
い

て
は

、
デ

ジ
タ

ル
と
実

製
品

を
仮

想
空

間
で

融
合

す
る

も
の

づ
く
り
産

業
技

術
で

あ
る

サ
イ

バ
ー

・
フ
ィ
ジ

カ
ル

・エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
（

Ｃ
Ｐ

Ｅ
）

技
術

を
活

用
し

て
、
設

計
か

ら
廃

棄
に

至

る
ラ
イ

フ
サ

イ
ク
ル

全
体

で
も

の
づ

くり
Ｄ

Ｘ
を

早
急

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
。
 

そ
う
し

た
中

、
産

業
用

の
超

大
型

Ｘ
線

Ｃ
Ｔ

装
置

（
Ｃ

Ｔ
︓

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
断

層
撮

 

影
）

及
び

画
像

処
理

基
盤

技
術

の
研

究
開

発
を

行
い

、
こ
れ

ま
で

熟
練

技
術

者
が

調
整

 

し
て

き
た

完
成

製
品

等
の

中
の

部
品

の
歪

み
な

ど
の

デ
ー

タ
を

設
計

段
階

に
フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
す

る
こ
と
に

よ
り
、
設

計
か

ら
製

造
ま

で
の

ス
ピ

ー
ド

と
効

率
を

飛
躍

的
に

向
上

さ
せ

る
こ
と
が

可
能

と
な

る
。
ま

た
、
消

費
者

ニ
ー

ズ
を

３
Ｄ

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
に

反
映

さ
せ

て
、
そ

れ
を

設
計

段
階

に

フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
し

て
完

成
製

品
等

の
パ

ー
ソ

ナ
ラ
イ

ズ
製

造
等

を
目

指
す

。
 

超
大

型
 X

 線
Ｃ

Ｔ
装

置
に

よ
る

大
型

機
械

製
品

等
の

計
測

デ
ー

タ
を

核
と
し

て
、
一

連
の

膨
大

な
３

Ｄ
デ

ジ
タ
ル

情
報

を
取

得
・蓄

積
し

、
統

合
的

活
用

を
推

進
し

続
け

る
こ
と
に

よ
り
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

、
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ
ル

等
の

社
会

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
高

品
質

な
も

の
づ

く
り
を

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
よ

り
支

援
す

る
拠

点
形

成
へ

の
一

翼
を

担
う
こ
と
を

目
指

す
。
 

機
構

に
お

け
る

放
射

線
の

産
業

利
用

分
野

の
研

究
開

発
と
し

て
、
以

下
の

取
組

を
進

め
 

(4
)-

②
 放

射
線

の
産

業
利

用
 

本
研

究
開

発
で

は
、
Ｘ

線
を

は
じ

め
と
す

る
放

射
線

を
利

用
し

た
非

破
壊

計
測

技
術

の
産

業
応

用
に

つ
い

て
検

討
を

行
う
。
非

破
壊

計
測

デ
ー

タ
と
高

画
質

化
等

の
画

像
処

理
基

盤

技
術

や
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョン
技

術
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と
で

サ
イ

バ
ー

・フ
ィ
ジ

カ
ル

・エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
技

術
（

仮
想

空
間

と
現

実
を

統
合

す
る

産
業

技
術

）
を

実
現

し
、

こ
れ

か
ら

の
産

業
の

 

D
X
 に

貢
献

す
る

。
 

令
和

６
年

度
は

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

1
）

放
射

線
の

産
業

利
用

分
野

の
技

術
課

題
の

検
討

 

・令
和

 5
 年

度
に

実
施

し
た

調
査

研
究

の
結

果
を

踏
ま

え
、
放

射
線

を
活

用
し

た
非

破
壊

計
測

が
こ
れ

か
ら
の

産
業

に
与

え
る

イ
ン

パ
ク
ト

に
つ

い
て

の
調

査
、
検

討
を

進
め

る
。
 

・X
 線

 C
T
 を

含
む

放
射

線
利

用
計

測
装

置
の

よ
り
広

範
な

産
業

分
野

へ
の

適
用

可
能

性
に

関
し

て
継

続
し

て
検

討
す

る
。
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る

。
 

1
）

 超
大

型
X
 線

Ｃ
Ｔ

シ
ス

テ
ム

技
術

の
研

究
開

発
 

国
内

自
動

車
メ

ー
カ

ー
や

、
シ

ス
テ

ム
の

運
用

及
び

デ
ー

タ
処

理
等

に
関

す
る

企
業

に
よ

る
、
 

３
Ｄ

デ
ジ

タ
ル

情
報

の
取

得
・
蓄

積
、
統

合
的

活
用

を
促

進
す

る
た

め
、
自

動
車

や
貨

物
コ

ン
テ

ナ
、
航

空
機

の
胴

体
等

の
大

型
機

械
部

品
を

丸
ご

と
ス

キ
ャ
ン

で
き

る
世

界
最

大
級

の

超
大

型
Ｘ

線
Ｃ

Ｔ
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

。
 

ま
た

、
世

界
最

先
端

と
さ
れ

る
国

内
の

要
素

技
術

（
Ｘ

線
源

技
術

・Ｘ
線

検
出

技
術

 

等
）

を
用

い
て

、
そ

れ
ら
を

最
適

に
シ

ス
テ

ム
化

す
る

こ
と
に

よ
り
、
撮

像
高

速
化

・画
像

高
画

質
化

を
実

現
し

、
超

大
型

 X
 線

Ｃ
Ｔ

装
置

の
運

用
開

始
を

目
指

す
。
 

2
）

 超
大

型
X
 線

Ｃ
Ｔ

の
た

め
の

画
像

処
理

基
盤

技
術

の
高

度
化

 

超
大

型
X
 線

Ｃ
Ｔ

に
適

用
す

る
画

像
処

理
基

盤
技

術
と
し

て
、
以

下
の

要
素

技
術

を
開

発
す

る
こ
と
に

よ
り
、
超

大
型

 X
 線

Ｃ
Ｔ

装
置

の
撮

像
デ

ー
タ
を

も
の

づ
くり

企
業

が
Ｄ

Ｘ
化

に

活
用

す
る

た
め

の
デ

ジ
タ
ル

ツ
ー

ル
の

基
盤

と
な

る
技

術
を

体
系

的
に

整
備

す
る

。
具

体
的

に

は
、
欠

陥
の

検
出

及
び

形
状

幾
何

的
に

測
定

す
る

た
め

の
画

像
解

析
技

術
や

境
界

検
出

・

区
分

・解
析

モ
デ

ル
自

動
生

成
等

の
た

め
の

要
素

技
術

な
ど
、
産

業
用

の
Ｘ

線
Ｃ

Ｔ
の

原
画

像
の

解
析

の
妨

げ
と
な

る
画

質
劣

化
（

ノ
イ

ズ
や

ア
ー

チ
フ
ァ
ク
ト

な
ど
）

の
改

善
、
再

構
成

計

算
の

効
率

化
な

ど
の

た
め

の
技

術
開

発
を

行
い

、
超

大
型

Ｘ
線

Ｃ
Ｔ

に
よ

る
計

測
デ

ー
タ
の

解
析

技
術

の
確

立
を

目
指

す
。
 

本
研

究
開

発
に

お
い

て
は

、
地

元
の

大
学

や
高

等
専

門
学

校
等

と
連

携
し

て
、
人

材
育

成

を
行

う
。
ま

た
、
世

界
唯

一
の

超
大

型
Ｘ

線
Ｃ

Ｔ
装

置
を

有
す

る
こ
と
を

活
か

し
、
国

内
外

の

研
究

者
等

が
集

ま
る

中
核

機
関

と
し

て
の

機
能

構
築

を
検

討
す

る
。
 

3
）

 現
物

デ
ー

タ
活

用
に

よ
る

も
の

づ
くり

の
精

緻
化

・効
率

化
 

Ｘ
線

Ｃ
Ｔ

等
に

よ
っ
て

製
品

の
３

Ｄ
画

像
を

主
と
す

る
計

測
デ

ー
タ

を
取

得
し

製
品

構
造

の

非
破

壊
検

査
・測

定
を

行
う
評

価
技

術
、
多

様
な

計
測

デ
ー

タ
も

統
合

し
た

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ

ョン

に
適

用
す

る
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

技
術

、
大

量
に

蓄
積

し
た

計
測

デ
ー

タ
や

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ

ョン
結

果
か

ら

製
品

の
安

全
性

・機
能

性
の

評
価

を
通

じ
て

、
将

来
の

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

、
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ
ル

等

の
社

会
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

高
品

質
な

も
の

づ
く
り
に

活
か

す
た

め
の

デ
ー

タ
活

用
技

術
を

開
発

す

る
。
 

さ
ら
に

、
計

測
デ

ー
タ
や

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ

ョン
結

果
を

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
と
し

て
蓄

積
し

、
A
I 

適
用

に
よ
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っ
て

、
製

品
の

構
造

と
機

能
効

果
や

設
計

意
図

の
類

推
を

可
能

と
す

る
技

術
を

開
発

す
る

。

本
開

発
で

は
、
高

等
専

門
学

校
等

と
の

連
携

に
よ

り
人

材
育

成
に

取
り
組

む
と
と
も

に
、
福

島

県
内

の
公

的
機

関
及

び
企

業
等

と
連

携
し

て
、
特

に
若

い
人

材
の

Ｄ
Ｘ

に
よ

る
産

業
展

開

意
識

を
活

性
化

さ
せ

る
こ
と
で

、
企

業
誘

致
、
事

業
化

な
ど
の

好
循

環
を

生
み

出
す

環
境

 

の
構

築
を

進
め

る
。
 

 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

○
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

、
放

射
線

の
産

業
利

用
に

係
る

研
究

開
発

に
お

い
て

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我

が
国

の
科

学
技

術
力

・産
業

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

観
点

か
ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
 実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

な
ど
福

島
に

お
け

る
優

位
性

を
生

か
し

、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

被
災

地
、
ひ

い
て

は
日

本
や

世
界

の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

研
究

開
発

成
果

を
創

出
で

き
て

い
る

か
。
 

＜
評

価
指

標
＞

 

（
成

果
指

標
）

 

○
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

、
放

射
線

の
産

業
利

用
分

野
に

係
る

研
究

開
発

成
果

の
内

容
 

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

標
）

 

○
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
・継

続
の

適
切

性
 

○
進

捗
管

理
の

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
県

内
外

の
外

部
機

関
と
の

広
域

連
携

の
状

況
 

〇
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

等
の

状
況

 

・令
和

５
年

度
に

実
施

し
た

「超
大

型
 X

 線
 C

T
 装

置
等

を
活

用
し

た
産

業
の

デ
ジ

タ
ル

化
技

術
の

開
発

等
に

関
す

る
調

査
研

究
事

業
」を

踏
ま

え
、
有

識
者

等
へ

の
ヒ
ア

リ
ン

グ
兼

勉
強

会
の

開
催

を
通

じ
、
放

射
線

を
活

用
し

た
非

破
壊

計
測

が
こ
れ

か
ら
の

産
業

に
与

え
る

イ
ン

パ
ク
ト

に
つ

い
て

の

調
査

、
検

討
を

進
め

た
が

、
超

大
型

 X
 線

 C
T
 装

置
に

つ
い

て
は

現
時

点
で

十
分

な
産

業
利

用
ニ

ー
ズ

が
把

握
さ
れ

て
お

ら
ず

、
慎

重
な

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
放

射
線

の
産

業
利

用
に

関
し

て
は

、
引

き
続

き
、
検

討
を

進
め

る
こ
と
と
し

て
い

る
。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

B
 

＜
根

拠
＞

 

有
識

者
へ

の
ヒ
ア

リ
ン

グ
や

勉
強

会
等

の
開

催
を

通
じ

て
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
課

題
を

立
案

で
き

る
よ

う
注

力
し

た
。
 

福
島

に
お

け
る

新
た

な
産

業
創

出
及

び
我

が
国

の
科

学
技

術
力

・産
業

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

研
究

開
発

が
着

実
に

行
わ

れ
る

よ
う
調

査
を

実
施

し
、
そ

れ
ぞ

れ
の

研
究

開
発

に
向

け
て

検
討

す
る

こ
と
が

出
来

て
い

る
。
 

以
上

よ
り
、
本

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
は

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・
産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
観

点
か

ら
の

立
案

・
検

討
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
綿

密
な

取
組

を
実

施
し

て
お

り
、

F
-R

E
I 

の
目

的
・
業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等

研
究

開
発

の
成

果
の

最
大

化
」に

向
け

て
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

、
着

実
な

業
務

運
営

が
な

さ
れ

て
い

る
た

め
、
評

価
を

「
B
」と

し
た

。
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＜
今

後
の

課
題

＞
 

放
射

線
の

産
業

利
用

に
お

い
て

、
F
-R

E
I 

に
優

位
性

の
認

め
ら
れ

る
研

究
開

発
テ

ー
マ

の
設

定
に

向
け

た
更

な
る

調
査

、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

B
 

   

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
放

射
線

の
産

業
利

用
分

野
に

お
い

て
、
F
-R

E
I 

と
し

て
取

り
組

む
べ

き
研

究
課

題
の

設
定

に
向

け
た

調
査

・検
討

を
速

や
か

に
進

め
る

こ
 

と
が

必
要

。
 

外
部

有
識

者
等

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

勉
強

会
の

開
催

を
通

じ
、
放

射
線

を
活

用
し

た
非

破
壊

計
測

が
こ

れ
か

ら
の

産
業

に
与

え
る

イ
ン

パ
 

ク
ト

に
つ

い
て

の
調

査
、
検

討
を

進
め

た
。
F
-R

E
I 

と
し

て
取

り
組

む
べ

き
課

題
設

定
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

検
討

を
進

め
て

い
く。

 

 

 
F
-R

E
I 

の
取

組
に

対
す

る
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
し

た
国

民
の

理
解

を
醸

成
し

て
い

くよ
う
、
今

後
実

施
し

て
い

く研
究

開
発

の
内

容
及

 

び
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、
分

か
り
や

す
く情

報
発

信
を

行
う
こ
と
が

必
要

。
 

本
分

野
に

つ
い

て
は

、
F
-R

E
I 

と
し

て
取

り
組

む
べ

き
課

題
設

定
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
い

る
段

階
の

た
め

、
情

報
発

信
に

つ
い

て
は

今
 

後
検

討
し

て
い

く。
 

 

 
F
-R

E
I 

と
し

て
研

究
を

進
め

て
い

くた
め

、
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

も
含

め
研

究
グ

ル
ー

プ
体

制
整

備
を

進
め

て
い

くこ
と
が

必
要

。
 

本
分

野
に

つ
い

て
は

、
F
-R

E
I 

と
し

て
取

り
組

む
べ

き
課

題
設

定
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
い

る
段

階
の

た
め

、
今

後
検

討
し

て
い

く。
 

 

 
今

後
、
研

究
開

発
が

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
は

、
業

務
実

績
に

よ
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
に

と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト
カ

ム
・
イ

ン
パ

ク
ト
を

含
め

た
自

己
評

価
が

行
わ

れ
る

こ
と
を

期
待

す
る

。
 

F
-R

E
I 

は
ま

だ
設

立
さ

れ
て

２
年

で
あ

り
、
研

究
開

発
の

具
体

的
成

果
が

表
れ

る
の

は
こ

れ
か

ら
で

あ
る

が
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
、
研

究
開

発
の

本
格

化
を

見
据

え
、
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・イ
ン

パ
ク
ト

を
含

め
た

自
己

評
価

を
行

え
る

よ
う
、
引

き
 

続
き

検
討

を
進

め
て

い
く。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項
 

ⅰ
 

研
究

開
発

 

カ
 

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タ

や
知

見
の

集
積

・
発

信
 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.７

 
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 年

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 年

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

究
テ

ー
マ

 
 

「
骨

太
の

 
「
骨

太
の

 
 

 
 

 
 

 
予

算
額

（
千

円
）

 
8
9
5
,9

4
2
 

8
1
6
,2

3
2
 

 
 

 
 

 

の
設

定
・
 継

 
方

針
」
を

 
方

針
」
の

 
 

 
 

続
の

適
切

性
 

定
 め

 る
  

も
と
適

切
 

 
 

 

 
等

適
切

  
に

 実
 施

  
 

 
 

 
に

 実
 施

  
し

、
令

和
 

 
 

 

 
し

 、
 1

1
 

5
 年

度
に

 
 

 
 

 
件

 の
 公

 
引

 き
 続

 
 

 
 

 
募

研
究

  
き

、
１

２
 

 
 

 

 
に

着
手

 
件

 の
 公

 
 

 
 

 
 

募
研

究
  

 
 

 

 
 

を
実

施
 

 
 

 

進
捗

管
理

の
 

 
採

択
条

  
サ

イ
ト

ビ
  

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
2
5
8
,7

5
3
 

7
8
2
,1

5
6
 

 
 

 
 

 

状
況

 
件

 を
 付

 
ジ

ッ
ト

で
 

 
 

 

 
す

 等
 管

  
の

 意
 見

  
 

 
 

 
理

 を
 適

 
交

 換
 や
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切

 に
 実

施
 

事
業

評
 

価
等

に
よ

り
 進

 捗
 

管
 理

 を

適
 切

 に
 

実
施

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
7
0
,2

5
3
 

7
9
3
,7

6
0
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
7
0
,2

5
3
 

7
9
3
,7

6
0
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
 

数
 

 
 

 
 

 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

(5
)原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
 

環
境

媒
体

を
通

じ
て

、
放

射
性

物
質

の
環

境
動

態
を

解
明

す
る

こ
と
で

、
福

島
を

 中

心
と
し

た
原

子
力

災
害

の
影

響
を

受
け

た
地

域
の

環
境

回
復

に
貢

献
す

る
。
具

体
的

な

内
容

と
し

て
は

、
生

態
系

の
長

期
環

境
ト
レ

ー
シ

ン
グ

研
究

や
放

射
性

物
質

の
環

境
動

態
評

価
に

よ
る

物
質

の
動

態
制

御
と
リ
ス

ク
評

価
の

研
究

、
将

来
の

原
子

力
災

害
に

備

え
た

流
域

環
境

管
理

研
究

、
自

然
資

源
へ

の
放

射
性

物
質

の
移

行
抑

制
に

関
す

る
研

究
等

環
境

回
復

手
法

の
開

発
並

び
に

国
際

機
関

と
も

連
携

し
た

情
報

発
信

等
を

行

う
。
 ま
た

、
原

子
力

災
害

に
お

け
る

被
災

対
応

及
び

復
興

対
応

の
検

証
に

つ
い

て
長

期

的
に

記
録

収
集

等
を

行
う
こ

と
に

よ
り
、
原

子
力

災
害

・
大

規
模

複
合

災
害

に
お

け
る

有
効

な
被

災
情

報
伝

達
に

関
す

る
研

究
等

に
取

り
組

む
。
 

さ
ら
に

、
当

該
地

域
の

生
活

環
境

や
、
帰

還
者

や
移

住
者

、
研

究
人

材
等

が
共

 

存
す

る
新

た
な

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形

成
に

関
す

る
実

態
把

握
、
ハ

ー
ド
・ソ

フ
ト
の

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト

プ
ラ
ン

の
作

成
・検

証
や

改
善

施
策

の
提

案
等

を
行

い
、
活

力
あ

る
地

域
づ

くり
に

貢
 

(5
)原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
 

原
子

力
災

害
に

見
舞

わ
れ

た
福

島
を

中
心

と
し

た
放

射
性

物
質

の
環

境
動

態
を

、
国

や

福
島

県
、
関

係
機

関
と
連

携
し

つ
つ

様
々

な
環

境
媒

体
を

通
じ

て
解

明
し

、
環

境
回

復
に

貢

献
す

る
。
ま

た
、
得

ら
れ

た
科

学
的

知
見

及
び

関
係

機
関

が
蓄

積
し

た
原

子
力

災
害

に
関

す

る
デ

ー
タ
や

知
見

を
収

集
・分

析
し

、
人

材
の

育
成

に
取

り
組

む
と
と
も

に
、
世

代
や

地
域

を
超

え
て

、
継

続
的

・効
果

的
に

情
報

発
信

す
る

。
こ
れ

ら
の

取
組

は
、
科

学
的

・客
観

的
デ

ー
タ
を

地
元

や
国

民
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

て
わ

か
り
や

す
く伝

達
す

る
こ
と
は

も
と
よ

り
、
原

子
力

災
害

に
対

す
る

備
え

と
し

て
の

国
際

貢
献

の
観

点
か

ら
も

重
要

で
あ

り
、
さ
ら
に

は
風

評
払

拭
等

に
も

貢
献

す
る

。
 

あ
わ

せ
て

、
原

子
力

災
害

の
影

響
を

受
け

た
地

域
の

生
活

環
境

や
、

帰
還

者
や

移
住

者
、
研

究
人

材
等

が
共

存
す

る
新

た
な

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形

成
に

関
す

る
実

態
把

握
等

を
通

じ

て
、
活

力
あ

る
地

域
づ

くり
に

つ
な

げ
る

。
 

さ
ら
に

、
こ
れ

ら
で

得
ら
れ

る
総

合
的

な
知

見
を

蓄
積

す
る

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
、
海

外
の

大
学

と
も

 

連
携

し
て

提
案

す
る

と
と
も

に
、
国

際
機

関
と
の

連
携

に
よ

り
高

度
な

研
究

能
力

を
有

す
る

研
 

(5
)原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
 

原
子

力
災

害
に

見
舞

わ
れ

た
福

島
を

中
心

と
し

た
放

射
性

物
質

の
環

境
動

態
を

、
国

や

福
島

県
、
関

係
機

関
と
連

携
し

つ
つ

様
々

な
環

境
媒

体
を

通
じ

て
解

明
し

、
環

境
回

復
に

貢
献

す
る

。
ま

た
、
得

ら
れ

た
科

学
的

知
見

及
び

関
係

機
関

が
蓄

積
し

た
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

を
収

集
・分

析
し

、
人

材
の

育
成

に
取

り
組

む
と
と
も

に
、
世

代
や

地
域

を

超
え

て
、
継

続
的

・効
果

的
に

情
報

発
信

す
る

。
 

さ
ら
に

、
こ
れ

ら
で

得
ら
れ

る
知

見
の

集
約

・蓄
積

を
検

討
す

る
と
と
も

に
、
国

際
機

関
と
の

連

携
に

よ
り
高

度
な

研
究

能
力

を
有

す
る

研
究

人
材

・実
践

人
材

の
育

成
を

進
め

る
。
 

令
和

６
年

度
は

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

1
）

放
射

能
汚

染
の

環
境

動
態

計
測

研
究

 

・
フ
ィ
ー

ル
ド

で
の

調
査

を
継

続
し

、
森

林
を

中
心

に
生

態
系

を
通

し
た

放
射

性
核

種
の

動

態
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
調

査
・
分

析
を

進
め

、
人

間
活

動
が

陸
域

の
放

射
性

物
質

移
行

に
与

え

る
影

響
や

移
行

抑
制

対
策

の
効

果
を

評
価

す
る

こ
と
に

よ
り
、
福

島
復

興
に

向
け

た
安

全

安
心

な
ま

ち
づ

くり
に

貢
献

す
る

取
組

を
目

指
す

。
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献
す

る
。
 

究
人

材
・実

践
人

材
の

育
成

を
進

め
る

。
 

こ
の

た
め

、
福

島
県

環
境

創
造

セ
ン

タ
ー

や
東

日
本

大
震

災
・原

子
力

災
害

伝
承

館
等

の
取

組
と
連

携
し

、
自

然
科

学
と
社

会
科

学
の

研
究

成
果

・知
見

の
融

合
を

図
り
、
原

子
力

災
害

に
よ

る
影

響
や

課
題

を
、
継

続
的

・包
括

的
か

つ
効

果
的

に
分

析
・研

究
・発

信
す

る

体
制

を
確

立
す

る
。
 

機
構

に
お

け
る

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
の

取
組

と
し

て
、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。
 

1
）

福
島

原
発

事
故

を
踏

ま
え

た
環

境
動

態
研

究
の

新
た

な
展

開
と
科

学
的

知
見

・経
験

の
国

際
発

信
 

福
島

原
発

事
故

の
経

験
を

踏
ま

え
、
原

子
力

災
害

に
対

す
る

環
境

面
か

ら
の

備
え

を
国

際

発
信

す
る

こ
と
で

世
界

を
リ
ー

ド
し

、
知

識
・経

験
の

伝
承

に
貢

献
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、
大

気
・水

・土
壌

等
の

環
境

媒
体

に
お

け
る

放
射

性
物

質
に

よ
る

環
境

汚
染

に
係

る
既

存
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
デ

ー
タ
の

集
積

・整
理

と
そ

の
解

析
に

基
づ

く統
合

的
か

つ
戦

略
的

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

実
施

し
、
そ

れ
を

活
用

し
た

放
射

性
核

種
の

原
発

事
故

直
後

か
ら
現

在
ま

で
の

移
行

拡

散
状

況
の

再
現

と
将

来
予

測
、
汚

染
低

減
対

策
等

の
シ

ナ
リ
オ

評
価

を
高

精
度

  
 に

実
施

し
う
る

数
値

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ

ョン
モ

デ
ル

の
開

発
を

行
う
。
ま

た
、
自

然
資

源
に

着
目

し
た

放
射

性

セ
シ

ウ
ム

の
移

行
抑

制
手

法
の

検
討

と
実

証
試

験
、
同

モ
デ

ル
を

用
い

た
中

長
期

的
効

果
予

測
等

を
実

施
す

る
。
 

こ
れ

ら
に

よ
り
、
原

発
事

故
後

初
期

の
陸

域
環

境
に

お
け

る
放

射
性

物
質

の
挙

動
に

関
す

る
詳

細
な

理
解

と
移

行
拡

散
抑

制
シ

ナ
リ
オ

の
作

成
・評

価
を

行
う
と
と
も

に
、
自

然
資

源
へ

の

放
射

性
物

質
移

行
抑

制
技

術
等

、
環

境
回

復
手

法
の

開
発

を
進

め
、
原

子
力

災
害

時
の

初
動

、
初

期
を

中
心

と
し

た
移

行
拡

散
抑

制
の

た
め

の
環

境
管

理
に

係
る

技
術

指
針

を
構

築

し
、
長

期
的

な
環

境
回

復
・保

全
策

を
提

示
す

る
。
こ
れ

ら
成

果
を

既
存

の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を

活
用

し
広

く周
知

を
進

め
る

こ
と
で

、
安

心
安

全
の

醸
成

に
資

す
る

対
話

の
創

出
や

地
域

協

働
の

推
進

を
図

る
と
と
も

に
、
国

際
機

関
と
も

連
携

し
て

情
報

発
信

を
行

う
。
 2

）
生

態
系

の

長
期

環
境

ト
レ

ー
シ

ン
グ

研
究

（
長

期
生

態
学

研
究

）
 

流
域

ス
ケ

ー
ル

で
設

定
す

る
複

数
の

研
究

フ
ィ
ー

ル
ド
に

お
い

て
、
福

島
の

環
境

中
に

存
在

す
る

同
位

体
を

環
境

ト
レ

ー
サ

ー
と
し

て
、
生

物
群

集
と
物

質
循

環
の

変
化

を
長

期
的

に
 

観
測

し
、
環

境
中

の
放

射
性

物
質

等
の

移
行

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

や
人

間
活

動
が

陸
域

生
 

・森
林

や
河

川
、
湖

沼
に

お
い

て
、
樹

木
、
キ

ノ
コ
、
山

菜
類

、
小

動
物

、
植

物
、
微

生
物

等

を
介

し
た

放
射

性
核

種
の

循
環

を
調

査
し

、
環

境
と
生

態
系

全
体

を
１

つ
の

シ
ス

テ
ム

と
し

て

捉
え

た
生

態
環

境
イ

ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス

へ
の

展
開

を
進

め
る

。
 

・環
境

動
態

研
究

に
よ

っ
て

得
ら
れ

た
科

学
的

知
見

の
国

際
社

会
へ

の
発

信
を

進
め

る
。
 

 

2
）

情
報

公
開

、
地

域
の

人
々

の
共

生
、
原

子
力

災
害

の
影

響
、
ま

ち
づ

くり
研

究
 

・放
射

線
影

響
、
避

難
生

活
に

よ
る

健
康

影
響

に
関

す
る

情
報

等
を

集
積

・蓄
積

す
る

と
と

も
に

、
こ
れ

ら
を

支
え

る
人

材
育

成
を

推
進

す
る

。
 

・
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り
に

貢
献

す
る

た
め

、
地

域
の

生
活

環
境

、
帰

還
者

・
移

住
者

、
研

究
人

材
等

が
共

存
・
共

生
す

る
新

た
な

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形

成
、
産

業
創

出
と
い

っ
た

観
点

で
の

施
策

の
提

案
等

を
実

施
す

る
。
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態

系
の

物
質

循
環

に
与

え
る

影
響

を
評

価
す

る
予

測
モ

デ
ル

を
開

発
す

る
こ
と
で

、
原

子
力

災

害
の

影
響

を
受

け
た

地
域

や
産

業
の

再
生

な
ど
の

地
域

課
題

だ
け

で
な

く、
気

候
変

動
に

よ
る

生
態

系
へ

の
影

響
評

価
な

ど
の

社
会

的
課

題
の

検
討

に
資

す
る

基
盤

的
な

デ
ー

タ
や

知
見

の

提
供

を
行

う
。
研

究
実

施
に

当
た

っ
て

は
、
国

内
外

の
長

期
生

態
学

に
係

る
研

究
ネ

ッ
ト
ワ

ー

ク
と
連

携
し

、
既

存
デ

ー
タ
の

分
析

や
既

存
研

究
フ
ィ
ー

ル
ド
で

の
観

測
を

通
じ

た
予

測
モ

デ
ル

の
開

発
に

取
り
組

み
、
関

係
機

関
の

状
況

を
踏

ま
え

、
研

究
フ
ィ
ー

ル
ド
を

拡
張

し
て

、
陸

域
環

境
で

の
総

合
的

な
環

境
影

響
の

評
価

が
可

能
な

予
測

モ
デ

ル
の

提
示

を
目

指
す

。
 

3
）

 放
射

性
物

質
の

環
境

動
態

評
価

に
よ

る
物

質
の

動
態

制
御

と
リ
ス

ク
評

価
の

研
究

生
活

圏
環

境
に

育
つ

植
物

へ
の

放
射

性
物

質
の

移
行

や
淡

水
魚

等
へ

の
放

射
性

物
 

質
の

取
り
込

み
と
周

辺
環

境
と
の

関
連

・影
響

を
解

析
し

、
生

活
圏

で
の

物
質

の
動

態
制

御
、
食

に
関

わ
る

生
物

種
へ

の
周

辺
環

境
か

ら
の

取
り
込

み
量

の
低

減
化

方
策

の
検

討
・リ

ス

ク
評

価
を

行
う
た

め
、
実

験
モ

デ
ル

の
確

立
と
同

モ
デ

ル
を

用
い

た
デ

ー
タ
収

集
・解

析
の

実
施

を
目

指
す

。
ま

た
、
同

技
術

を
用

い
た

他
分

野
研

究
機

関
と
の

技
術

連
携

や
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョン
を

通
じ

た
情

報
発

信
を

進
め

る
。
 

4
）

 原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
に

関
す

る
研

究
 

福
島

に
お

け
る

原
子

力
災

害
は

、
地

震
・津

波
同

時
発

生
に

よ
る

大
規

模
複

合
災

害
で

あ
り
、
そ

の
影

響
・課

題
を

継
続

的
か

つ
包

括
的

に
分

析
・研

究
し

、
今

後
の

対
策

の
検

討
や

将
来

の
大

規
模

複
合

災
害

へ
の

対
策

に
つ

な
げ

る
た

め
、
「福

島
の

経
験

」を
軸

に
し

た
 危

機

時
の

メ
デ

ィ
ア

・コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
研

究
の

深
掘

り
を

進
め

る
と
と
も

に
、
今

後
想

定
さ
れ

る
大

規
模

複
合

災
害

や
新

た
な

危
機

の
形

（
貧

困
・疫

病
・紛

争
等

）
に

も

視
野

を
拡

げ
な

が
ら
、
総

合
的

な
研

究
を

進
め

る
。
 

ま
た

、
環

境
放

射
線

・
被

ば
く
線

量
評

価
、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
放

射
線

リ
ス

ク
認

知
も

含
め

、

原
子

力
災

害
・
被

ば
く
医

療
科

学
分

野
に

お
け

る
福

島
で

の
知

見
を

集
積

し
、
得

ら
れ

た
知

見
、
教

訓
を

、
国

際
機

関
等

と
連

携
し

、
継

続
的

に
発

展
さ
せ

る
。
 

さ
ら
に

、
分

析
研

究
に

よ
り
得

ら
れ

る
総

合
的

な
知

見
を

蓄
積

す
る

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
、
海

外

の
大

学
と
も

連
携

し
て

提
案

す
る

。
 

5
）

 原
子

力
災

害
被

災
地

に
お

け
る

復
興

・再
生

ま
ち

づ
くり

の
実

践
と
効

果
検

証
研

究
 

原
子

力
災

害
被

災
地

に
お

け
る

復
興

・再
生

ま
ち

づ
くり

の
効

果
検

証
研

究
に

つ
い

て
、
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機

構
内

外
の

実
践

的
生

活
・産

業
・福

祉
の

ま
ち

づ
くり

活
動

と
一

体
的

に
実

施
す

る
。
そ

れ
に

よ
り
、
地

域
共

生
社

会
の

実
現

を
目

指
し

な
が

ら
、
人

・地
域

・コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・産

業
の

復
 興

・

再
生

、
新

た
な

価
値

の
創

出
及

び
そ

の
実

装
に

よ
る

自
走

可
能

な
地

域
の

確
立

を
目

指
す

。

特
に

機
構

内
各

分
野

の
研

究
の

被
災

地
で

の
実

装
の

基
盤

と
す

る
。
そ

の
際

に
は

、
地

域
と
連

携
し

た
ま

ち
づ

くり
人

材
の

育
成

・輩
出

の
み

な
ら
ず

、
海

外
の

大
学

等
と
連

携
し

た
国

際
的

研

究
や

国
際

的
人

材
交

流
・育

成
も

積
極

的
に

行
う
。
こ
れ

ら
に

よ
り
、
中

期
的

な
被

災
者

等
の

生
活

環
境

や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形

成
の

実
態

、
復

興
ま

ち
づ

くり
活

動
及

び
体

 制
、
空

間
利

用
の

実
態

や
先

進
事

例
の

把
握

を
行

う
と
と
も

に
、
原

子
力

災
害

被
災

地
域

の
ハ

ー
ド
・ソ

フ
ト
の

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
プ

ラ
ン

の
作

成
・検

証
や

生
活

環
境

・コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
そ

の
他

の
改

善
施

策
の

提
案

等

を
行

い
、
帰

還
・移

住
者

の
増

加
と
生

活
環

境
の

改
善

等
へ

の
貢

 

献
を

目
指

す
。
 

 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

○
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
に

係
る

研
究

開
発

に
お

い
て

、
研

究
テ

ー
マ

の
立

案
・検

討
・マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

な
ど
福

島
に

お
け

る
優

位
性

を
生

か
し

、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

被
災

地
、
ひ

い
て

は
日

本
や

世
界

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
研

究
開

発
成

果
を

創
出

で
き

て
い

る
か

。
 

 

＜
評

価
指

標
＞

 

（
成

果
指

標
）

 

○
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
に

係
る

研
究

開
発

成
果

の
内

容
 

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

標
）

 

○
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
・継

続
の

適
切

性
 

○
進

捗
管

理
の

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
県

内
外

の
外

部
機

関
と
の

広
域

連
携

の
状

況
 

〇
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

等
の

状
況

 

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
に

係
る

研
究

開
発

で
は

、
令

和
６

年
度

に
副

分
野

長
を

１
名

任
命

し
、
研

究
開

発
体

制
整

備
と
し

て
、
F
-R

E
I 

と
福

島
県

三
春

町
に

あ
る

国
立

環
境

研
究

所
及

び
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

の
環

境
動

態
に

係
る

研
究

部
分

の

統
合

に
よ

り
、
令

和
７

年
４

月
１

日
付

で
の

地
域

環
境

共
創

ユ
ニ

ッ
ト

の
新

た
な

設
置

に
向

け
準

備
を

進
め

た
こ

と
に

加
え

、
個

別
選

考
等

を
行

い
、
原

子
力

災
害

医
科

学
ユ

ニ
ッ
ト

の
令

和
７

年
４

月
１

日
付

で
設

置
に

向
け

取
り
組

ん
だ

。
さ

ら
に

、
委

託
に

よ
る

研
究

と
し

て
、
令

和
 
５

年

度
に

引
き

続
き

、
1
2
 件

の
事

業
を

実
施

す
る

な
ど
、
以

下
の

取
組

を
行

っ
た

。
 

 

１
）

環
境

動
態

研
究

（
「福

島
原

発
事

故
を

踏
ま

え
た

環
境

動
態

研
究

の
新

た
な

展
開

と
科

学
的

知
見

・経
験

の
国

際
発

信
」、

「生
態

系

の
長

期
環

境
ト
レ

ー
シ

ン
グ

研
究

（
長

期
生

態
学

研
究

）
」
）

と
し

て
 2

 件
の

委
託

研
究

を
実

施
し

、
国

立
環

境
研

究
所

で
は

、
山

林
や

陸
水

域
の

放
射

性
物

質
の

長
期

的
な

動
き

や
濃

度
変

化
に

つ
い

て
、
フ
ィ
ー

ル
ド

調
査

等
を

通
じ

、
山

林
や

陸
水

域
に

お
け

る
物

質
循

環
モ

デ
ル

の
精

緻
化

を
進

め
る

と
と
も

に
、
林

産
物

、
淡

水
魚

等
へ

の
移

行
抑

制
対

策
に

よ
り
環

境
回

復
を

図
る

手
法

開
発

を
進

め
て

い
る

。
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

で
は

、
物

質
循

環
モ

デ
ル

を
活

用
し

、
人

間
活

動
の

影
響

や
放

射
性

物
質

の
移

行
抑

制
対

策
に

よ
る

濃
度

低
減

の
効

果
を

含
め

て
評

価
す

る
た

め
の

総
合

的
評

価
手

法
の

構
築

を
進

め
た

。
 

２
）

「
福

島
浜

通
り
地

域
に

お
け

る
ま

ち
づ

くり
研

究
」
と
し

て
３

件
の

委
託

研
究

を
実

施
し

、
避

難
者

、
帰

還
者

、
移

住
者

、
滞

在
者

、
通

い

な
ど
多

様
な

住
民

の
生

活
実

態
の

調
査

や
発

災
か

ら
現

在
ま

で
の

商
業

復
興

過
程

を
時

系
列

的
に

把
握

し
、

個
別

の
商

業
事

業
者

の

再
開

の
経

緯
と
事

業
継

続
の

実
態

を
明

ら
か

に
す

る
等

、
浜

通
り
地

域
に

お
け

る
ま

ち
づ

くり
に

係
る

各
種

調
査

研
究

を
進

め
た

。
 

３
）

「
福

島
浜

通
り
地

域
に

お
け

る
ラ
ー

ニ
ン

グ
・コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ

ブ
の

整
備

」と
し

て
２

件
の

委
託

研
究

を
実

施
し

、
東

日
本

大
震

災
・原

子
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力

災
害

伝
承

館
に

来
館

者
と
研

究
者

と
が

交
流

で
き

る
ス

ペ
ー

ス
を

整
備

す
る

と
と
も

に
、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
を

進
め

た
。
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
一

つ
で

あ
る

「福
島

学
カ

レ
ッ
ジ

」で
は

、
延

べ
 1

0
0
 名

を
超

え
る

中
高

生
を

対
象

と
し

て
実

施
し

、
N

H
K
 ニ

ュ
ー

ス
 7

 や
朝

日
新

 

聞
全

国
版

「ひ
と
」欄

掲
載

を
含

む
計

 1
5
 媒

体
以

上
の

メ
デ

ィ
ア

で
報

じ
ら
れ

た
。
 

４
）

「
原

子
力

災
害

か
ら
の

復
興

に
向

け
た

課
題

の
解

決
に

資
す

る
施

策
立

案
研

究
」と

し
て

５
件

の
委

託
研

究
を

実
施

し
、
原

子
力

災
害

医
療

科
学

の
委

託
研

究
で

は
、
事

故
初

期
の

空
間

線
量

率
の

再
構

築
を

行
い

、
外

部
被

ば
く
線

量
の

シ
ナ

リ
オ

分
析

を
通

じ
て

、
原

子
力

災
害

後
、
比

較
的

空
間

線
量

率
が

高
い

地
域

で
あ

っ
て

も
、
適

切
な

防
護

措
置

を
行

え
ば

、
混

乱
し

た
状

況
の

中
で

速
や

か
に

避
難

す
る

こ
と
は

必
ず

し
も

必
要

な
い

こ
と
を

示
し

た
。
 

５
）

委
託

研
究

に
つ

い
て

年
度

末
ま

で
に

事
業

評
価

を
行

い
、
円

滑
な

遂
行

と
機

構
の

方
針

に
準

拠
し

た
研

究
方

向
と
す

る
た

め
に

、
1
2
件

全
て

に
対

し
て

助
言

と
提

案
を

行
っ
た

評
価

と
し

、
厳

正
に

実
施

し
た

。
 

６
）

F
-R

E
I 
の

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト
と
し

て
、
放

射
生

態
学

ユ
ニ

ッ
ト
で

は
、
ラ
ボ

ス
ケ

ー
ル

で
の

放
射

性
物

質
の

植
物

や
淡

水
魚

等
へ

の
移

行
や

蓄
積

に
関

す
る

実
証

実
験

に
よ

る
現

象
の

理
解

を
踏

ま
え

、
こ
れ

ら
に

関
与

す
る

因
子

の
探

索
か

ら
、
移

行
や

蓄
積

量
の

低
減

化
の

方
策

に

つ
い

て
検

討
を

行
っ
た

。
令

和
 6

 年
度

中
に

準
備

を
進

め
、
令

和
７

年
４

月
に

設
置

し
た

地
域

環
境

共
創

ユ
ニ

ッ
ト
で

は
、
放

射
生

態
学

ユ

ニ
ッ
ト

及
び

１
）

の
２

件
の

委
託

研
究

の
成

果
を

踏
ま

え
つ

つ
、
「環

境
中

の
放

射
性

物
質

の
移

行
メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

及
び

環
境

回
復

手

法
の

開
発

」、
「生

活
圏

で
の

被
ば

く線
量

に
係

る
リ
ス

ク
の

総
合

的
評

価
（

環
境

放
射

能
ア

セ
ス

メ
ン

ト
）

及
び

住
民

と
の

対
話

の
実

施
」を

行
う
こ
と
と
し

た
。
さ
ら
に

、
同

じ
く令

和
７

年
４

月
に

設
置

し
た

原
子

力
災

害
医

科
学

ユ
ニ

ッ
ト
に

お
い

て
は

、
研

究
体

制
の

構
築

等
を

進
め

る

こ
と
と
し

た
。
 

７
）

F
-R

E
I・

IC
R
P
 国

際
ワ

ー
ク
シ

ョッ
プ

「福
島

復
興

と
放

射
線

防
護

」を
国

際
放

射
線

防
護

委
員

会
（

IC
R
P
）

と
と
も

に
、
福

島
県

い
わ

き
市

で
開

催
し

、
当

日
は

 1
3
5
 名

の
参

加
者

を
集

め
、
復

興
研

究
の

推
進

や
国

際
人

材
交

流
を

図
っ
た

。
 

 

以
上

の
取

組
を

通
し

、
分

野
全

体
と

し
て

直
営

研
究

と
委

託
事

業
合

わ
せ

て
９

報
の

論
文

が
 
Jo

u
rn

a
l 

o
f 

E
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l 

R
a
d
io

a
c
ti
v
it
y
 誌

等
の

学
術

雑
誌

に
掲

載
さ
れ

た
他

、
東

日
本

大
震

災
・原

子
力

災
害

伝
承

館
 第

３
回

学
術

研
究

集
会

や
世

界
防

災
フ
ォ

ー
ラ

ム
 2

0
2
5
 等

に
お

い
て

も
発

表
を

行
っ
た

。
 

さ
ら
に

、
５

つ
の

分
野

の
分

野
長

・副
分

野
長

を
集

め
て

当
面

の
課

題
や

研
究

内
容

、
分

野
融

合
等

に
つ

い
て

議
論

す
る

分
野

長
等

会
議

に
よ

る
議

論
や

、
分

野
内

・分
野

横
断

的
な

勉
強

会
を

適
宜

開
催

・参
加

す
る

こ
と
で

、
他

分
野

と
の

研
究

の
連

携
の

可
能

性
等

に
つ

い
て

検
討

を
 

行
っ
た

。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

65



51
 

 

＜
根

拠
＞

 

政
府

文
書

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
研

究
課

題
の

設
定

に
当

た
っ
て

の
方

針
を

定
め

た
「骨

太
の

方
針

」を
も

と
に

専
門

的
知

見
を

有
す

る
有

識
者

と
し

て
任

命
し

た
副

分
野

長
等

に
研

究
課

題
の

調
整

・管
理

を
担

わ
せ

る
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
課

題
を

立
案

で
き

る
よ

う
注

力
し

た
。
 

研
究

施
設

の
整

備
が

こ
れ

か
ら
の

段
階

で
、
都

市
圏

か
ら
の

交
通

手
段

を
は

じ
め

、
教

育
、
医

療
、
住

居
等

の
生

活
環

境
が

十
分

で
な

い
中

で
組

織
の

立
ち

上
げ

を
進

め
る

と
い

う
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
の

中
で

、
令

和
７

年
４

月
時

点
で

原
子

力
災

害
医

科
学

ユ
ニ

ッ
ト

を
新

た

に
設

置
す

る
な

ど
、
直

営
研

究
実

施
に

向
け

た
体

制
の

強
化

を
進

め
た

。
 

ま
た

、
サ

イ
ト

ビ
ジ

ッ
ト

で
の

意
見

交
換

に
よ

る
進

捗
管

理
を

 1
2
 件

行
う
な

ど
、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
研

究
開

発
が

着
実

に
行

わ
れ

る
よ

う
委

託
先

に
対

す
る

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
 

さ
ら
に

、
放

射
生

態
学

ユ
ニ

ッ
ト

で
は

、
原

子
力

災
害

被
災

地
の

住
民

の
不

安
・懸

念
に

応
え

、
ま

ち
づ

くり
に

貢
献

す
る

成
果

を
出

せ
る

よ
う
、
計

画
に

基
づ

き
、
放

射
性

物
質

の
植

物
や

淡
水

魚
等

へ
の

移
行

や
蓄

積
量

の
低

減
化

の
方

策
に

つ
い

て
の

検
討

を
着

実
に

進
め

た
ほ

か
、

環
境

動
態

研
究

に
関

し
て

は
、
統

合
に

向
け

た
関

係
機

関
と
の

調
整

を
実

施
し

、
令

和
７

年
４

月
１

日
付

で
地

域
環

境
共

創
ユ

ニ
ッ
ト

（
福

島
県

環
境

創
造

セ
ン

タ
ー

内
）

を
設

置
し

た
。
本

統
合

に
よ

り
、
こ

れ
ま

で
の

放
射

生
態

学
ユ

ニ
ッ
ト

の
研

究
、
国

立
環

境
研

究
所

及
び

日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

が
実

施
し

て
い

た
研

究
を

踏
ま

え
、
放

射
性

物
質

の
環

境
動

態
に

関
す

る
研

究
の

一
体

的
、
総

合
的

推
進

を
図

っ
て

い
る

。
地

域
環

境
共

創
ユ

ニ
ッ
ト

で
は

、
「環

境
中

の
放

射
性

物
質

の
移

行
メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

及
び

環
境

回
復

手
法

の
開

発
」、

「生
活

圏

で
の

被
ば

く線
量

に
係

る
リ
ス

ク
の

総
合

的
評

価
（

環
境

放
射

能
ア

セ
ス

メ
ン

ト
）

及
び

住
民

と
の

対
話

の
実

施
」を

実
施

し
た

。
ま

た
、
分

野
長

等
会

議
等

で
他

分
野

と
の

連
携

の
可

能
性

を
検

討
す

る
な

ど
、
分

野
融

合
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

る
。
 

以
上

よ
り
、
本

分
野

に
係

る
研

究
開

発
に

お
い

て
は

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
観

点
か

ら
の

立
案

・検
討

・マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
綿

密
な

取
組

を
実

施
し

、
研

究
開

発
を

進
め

て
い

くこ

と
が

出
来

て
お

り
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

、
評

価
を

「A
」
と
し

た
。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

ユ
ニ

ッ
ト

形
成

に
係

る
研

究
分

野
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ
オ

を
さ

ら
に

精
緻

化
し

て
、
新

た
な

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
雇

用
し

 F
-R

E
I 

と
し

て
の

研
究

体
制

を
さ

ら
に

整
備

す
る

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
 ま

た
、
委

託
研

究
の

進
捗

管
理

を
適

切
に

行
う
た

め
の

取
組

、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
な

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
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評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
設

立
初

年
度

で
あ

り
、
委

託
研

究
の

公
募

・選
定

に
時

間
を

要
し

た
こ
と
か

ら
、
多

くの
予

算
を

繰
り
越

し
て

お
り
、
令

和
５

年
度

予
算

に
 

基
づ

く
研

究
開

発
の

取
組

が
継

続
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
適

切
な

研
究

開
発

の
進

捗
管

理
及

び
予

算
執

行
の

適
正

化
を

図
る

こ
と
が

必
要

。
 

研
究

開
発

の
進

捗
管

理
の

た
め

、
委

託
事

業
の

受
託

者
に

対
し

、
サ

イ
ト

ビ
ジ

ッ
ト

に
よ

る
意

見
交

換
や

事
業

評
価

を
適

切
に

実
施

し
 

た
。
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

に
対

し
て

は
、
普

段
か

ら
の

緊
密

な
連

絡
と
共

に
定

期
的

な
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
こ
と
で

、
研

究
開

発
の

進

捗
管

理
及

び
予

算
執

行
の

適
正

化
を

図
っ
た

。
 

 

 
当

該
分

野
は

、
原

子
力

災
害

か
ら
の

復
興

と
密

接
に

関
連

し
た

研
究

開
発

分
野

で
あ

り
、
自

然
科

学
の

み
な

ら
ず

社
会

科
学

の
要

素
も

含
ま

れ
て

い
る

と
こ
ろ

、
こ
れ

ら
の

研
究

の
成

果
が

今
後

の
復

興
に

生
か

さ
れ

て
い

くこ
と
を

期
待

す
る

。
 

当
該

分
野

の
研

究
に

お
い

て
は

、
自

然
科

学
及

び
社

会
科

学
の

要
素

も
含

ま
れ

る
こ
と
を

踏
ま

え
、
原

子
力

災
害

被
災

地
に

お
け

る
活

 

力
あ

る
地

域
づ

くり
な

ど
今

後
の

復
興

に
生

か
さ
れ

る
よ

う
、
ま

ち
づ

くり
研

究
、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
・実

践
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の

合
意

形
成

の
推

進
な

ど
を

含
む

人
材

育
成

、
交

流
ス

ペ
ー

ス
の

整
備

な
ど
を

実
施

し
て

い
る

。
 

 

 
F
-R

E
I 

の
取

組
に

対
す

る
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
し

た
国

民
の

理
解

を
醸

成
し

て
い

くよ
う
、
実

施
し

て
い

る
研

究
開

発
の

内
容

及
び

そ
 

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、
分

か
り
や

す
く情

報
発

信
を

行
う
こ
と
が

必
要

。
 

機
構

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
や

 S
N

S
 等

を
通

じ
て

の
情

報
発

信
の

他
、
マ

ス
コ
ミ
を

通
じ

た
副

分
野

長
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

等
に

よ
る

広
報

・ア
ウ

 

ト
リ
ー

チ
活

動
に

よ
り
、
研

究
開

発
内

容
及

び
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
精

力
的

に
実

施
し

た
。
 

 

 
F
-R

E
I 

と
し

て
研

究
を

進
め

て
い

くた
め

、
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

も
含

め
研

究
グ

ル
ー

プ
体

制
整

備
を

進
め

て
い

くこ
と
が

必
要

。
 

令
和

７
年

度
以

降
に

統
合

・設
置

す
る

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

の
準

備
を

行
い

、
令

和
７

年
４

月
に

地
域

環
境

共
創

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

原
 

子
力

災
害

医
科

学
ユ

ニ
ッ
ト
を

設
置

す
る

こ
と
と
な

っ
た

。
 

 

 
研

究
開

発
の

進
捗

状
況

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド
等

の
活

用
が

図
ら
れ

て
い

くこ
と
を

期
待

す
る

。
 

当
該

分
野

は
、
原

子
力

災
害

に
よ

る
影

響
を

研
究

・
調

査
対

象
と
し

て
お

り
、
例

え
ば

環
境

動
態

研
究

で
は

、
阿

武
隈

山
地

や
請

戸
 

川
・太

田
川

流
域

等
で

放
射

性
物

質
の

動
態

に
関

し
て

調
査

・研
究

を
行

っ
て

い
る

。
 

 

 
今

後
、
研

究
開

発
が

本
格

的
に

進
め

ら
れ

る
に

当
た

り
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
は

、
業

務
実

績
に

よ
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・イ
ン

パ
ク
ト
を

含
め

た
自

己
評

価
が

行
わ

れ
る

こ
と
を

期
待

す
る

。
 

F
-R

E
I 

は
ま

だ
設

立
さ

れ
て

２
年

で
あ

り
、
研

究
開

発
の

具
体

的
成

果
が

表
れ

る
の

は
こ

れ
か

ら
で

あ
る

が
、
研

究
開

発
成

果
に

つ
い

て
、
研

究
開

発
の

本
格

化
を

見
据

え
、
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

に
と
ど
ま

ら
ず

、
ア

ウ
ト

カ
ム

・
イ

ン
パ

ク
ト

を
含

め
た

自
己

評
価

を
行

え
る

よ
う
、
引

き
続

き
検

討
を

進
め

て
い

く。
ま

た
、
各

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

の
到

達
目

標
の

明
確

化
、
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト
創

出
目

標
設

定
を

今
後

進
め

て
い

 

く。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項
 

ii
 

研
究

開
発

環
境

の
整

備
 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.８

 
研

究
開

発
環

境
の

整
備

 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

  
主

な
参

考
指

標
情

報
 

 
②

  
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
 

年
 

度
 

R
6
 

年
 

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 

年
 

度
 

R
9
 

年
 

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

究
グ

ル
ー

 

プ
の

数
 

 
１

 
9
 

 
 

 
 

 
 

予
算

額
（

千
円

）
 

1
4
,2

0
1
,6

3
8
 

の
内

数
 

1
1
,9

1
7
,1

3
0
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
2
,6

8
1
,6

5
1
 

の
内

数
 

7
,3

6
2
,0

9
6
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
,5

9
3
,2

4
1
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,6

3
7
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

9
0
5
 の

内
数

 
1
,4

2
3
 の

 内
 

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
,5

9
3
,3

1
3
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,7

0
9
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数
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３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

（
ii）

研
究

開
発

環
境

の
整

備
 

福
島

の
優

位
性

を
発

揮
で

き
る

５
分

野
の

研
究

開
発

や
そ

れ
ら

を
発

展
さ

せ
た

機

構
な

ら
で

は
の

分
野

融
合

研
究

に
必

要
な

施
設

・
設

備
、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

整
備

を
進

め
、

そ
の

外
部

供
用

も
視

野
に

入
れ

な
が

ら
、

5
0
 程

度
の

研
究

グ
ル

ー
プ

に
よ

る

研
究

体
制

を
目

指
し

て
、
国

内
外

の
優

れ
た

研
究

者
や

企
業

等
の

集
積

に
つ

な
が

る

よ
う
な

魅
力

的
な

研
究

開
発

環
境

の
整

備
を

図
る

。
 

（
ii）

研
究

開
発

環
境

の
整

備
 

特
色

あ
る

異
分

野
の

研
究

開
発

が
共

存
す

る
と
い

う
機

構
の

独
自

性
は

、
国

内
外

の
研

究
者

に
と
っ
て

大
き

な
魅

力
と
な

る
可

能
性

を
秘

め
て

い
る

こ
と
か

ら
、
そ

の
強

み
を

最
大

限
に

活
か

せ
る

よ
う
な

施
設

・
設

備
等

の
研

究
開

発
基

盤
の

充
実

を
図

り
、
研

究
者

を
機

構
に

惹

き
つ

け
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ

と
す

る
こ
と
が

重
要

で
あ

る
。
 

機
構

の
当

初
の

施
設

整
備

に
つ

い
て

は
国

が
行

う
こ
と
と
さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
進

捗
に

合
わ

せ
て

、
機

構
自

ら
が

行
う
研

究
開

発
環

境
の

整
備

も
段

階
的

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、
福

島
の

優
位

性
を

発
揮

で
き

る
５

分
野

の
研

究
開

発
や

そ
れ

ら
を

発
展

さ
せ

た
機

構
な

ら

で
は

の
分

野
融

合
研

究
に

必
要

な
施

設
・設

備
、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
等

の
整

備
を

進
め

て
い

く。
 

ま
た

、
機

構
の

施
設

・設
備

、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
に

つ
い

て
は

、
内

部
の

研
究

者
だ

け
で

な

く、
外

部
機

関
の

研
究

者
や

企
業

を
含

む
幅

広
い

者
の

利
用

に
供

す
る

こ
と
も

視
野

に
入

れ
、

外
部

供
用

の
際

の
適

切
な

利
用

料
を

検
討

す
る

。
加

え
て

、
研

究
者

等
が

機
構

の
施

設
・

設
備

等
を

利
用

す
る

際
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
観

点
か

ら
、
共

同
利

用
機

器
等

の
予

約

シ
ス

テ
ム

を
検

討
・構

築
し

、
Ｄ

Ｘ
化

を
進

め
て

い
く。

 

併
せ

て
、
機

構
の

研
究

者
が

研
究

開
発

に
専

念
で

き
る

よ
う
、
当

該
者

を
支

え
る

研
究

補

助
員

や
リ
サ

ー
チ

・ア
ド

ミ
ニ

ス
ト
レ

ー
タ
ー

（
Ｕ

Ｒ
Ａ

）
等

の
ス

タ
ッ
フ
の

充
実

化
を

図
る

と
と
も

に
、
研

究
事

務
や

施
設

・設
備

等
の

運
転

・管
理

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
体

制
を

十
分

に
確

保
す

る
。
 上
記

の
取

組
を

通
じ

て
、
国

内
外

の
優

れ
た

研
究

者
や

企
業

等
の

集
積

に
つ

な
が

る
よ

う

な
魅

力
的

な
研

究
開

発
環

境
の

整
備

を
図

り
、
5
0
 程

度
の

研
究

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
研

究
体

制
の

構
築

に
つ

な
げ

て
い

く。
 

（
ii）

研
究

開
発

環
境

の
整

備
 

施
設

基
本

計
画

等
を

踏
ま

え
、
国

が
行

う
基

本
・
実

施
設

計
に

資
す

る
よ

う
、
研

究
・

実
験

施
設

の
フ
ロ

ア
レ

イ
ア

ウ
ト

の
検

討
に

参
画

す
る

。
そ

の
際

に
は

、
研

究
開

発
の

効
率

的
な

推
進

や
、
分

野
融

合
を

促
進

す
る

観
点

な
ど
も

考
慮

す
る

。
 

研
究

設
備

・機
器

に
つ

い
て

は
、
将

来
的

な
コ
ア

フ
ァ
シ

リ
テ

ィ
の

構
築

も
見

据
え

て
、
使

用

頻
度

や
設

置
環

境
、
汎

用
性

な
ど
の

様
々

な
要

素
を

勘
案

し
て

、
分

野
横

断
的

に
必

要
な

設
備

・
機

器
、
分

野
特

有
に

必
要

な
設

備
・
機

器
、
研

究
室

単
位

で
必

要
な

設
備

・
機

器

の
よ

う
に

複
数

の
階

層
に

分
類

し
て

整
理

を
進

め
る

。
 

機
構

は
研

究
施

設
を

有
し

て
い

な
い

た
め

、
研

究
人

材
の

確
保

と
並

行
し

て
、
研

究
内

容
に

応
じ

た
適

切
な

レ
ン

タ
ル

ラ
ボ

等
を

準
備

し
、
当

該
人

材
が

機
構

の
職

員
と
し

て
研

究

開
発

を
実

施
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
。
 

本
年

度
に

お
い

て
は

、
新

た
に

５
～

１
０

程
度

の
研

究
グ

ル
ー

プ
の

構
築

を
目

指
す

こ
と

と
し

、
リ
サ

ー
チ

・ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

等
の

専
門

人
材

を
確

保
す

る
こ
と
に

よ
り
研

究
支

援

体
制

の
充

実
を

図
る

。
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評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

○
外

部
供

用
も

視
野

に
入

れ
た

魅
力

的
な

研
究

開
発

環
境

を
整

備
で

き
て

い
る

か
。
 

○
 5

0
 程

度
の

研
究

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
研

究
体

制
を

整
備

で
き

て
い

る
か

。
 

 

＜
評

価
指

標
＞

 

○
研

究
機

器
等

の
整

備
状

況
 

○
研

究
開

発
体

制
・研

究
支

援
体

制
の

整
備

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
研

究
グ

ル
ー

プ
の

数
 

・必
要

な
施

設
・設

備
、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
に

つ
い

て
は

、
国

内
の

大
学

、
国

立
研

究
開

発
法

人
や

民
間

企
業

の
み

な
ら
ず

、
海

外
の

研
究

機
関

も
視

察
を

行
い

、
視

察
結

果
も

踏
ま

え
て

内
部

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ

ー
ム

を
編

成
し

、
引

き
続

き
、
検

討
を

進
め

て
い

る
。
 

・研
究

設
備

・機
器

に
つ

い
て

は
、
施

設
基

本
計

画
を

踏
ま

え
、
研

究
実

験
棟

や
固

有
実

験
棟

の
具

体
化

に
併

せ
て

、
各

分
野

で
必

要
な

研
究

設
備

・機
器

の
検

討
等

を
引

き
続

き
行

っ
た

。
 

・ま
た

、
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

の
発

足
に

伴
い

、
各

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

の
活

動
の

場
所

を
確

保
す

る
た

め
、
共

同
研

究
契

約
や

貸
借

契
約

等
に

よ

る
レ

ン
タ
ル

ラ
ボ

等
の

確
保

及
び

各
研

究
実

施
場

所
で

使
用

す
る

機
器

等
の

調
達

を
行

っ
た

。
 

・
研

究
開

発
体

制
の

整
備

に
つ

い
て

は
、
令

和
５

年
度

に
任

命
し

た
分

野
長

・
副

分
野

長
の

９
名

に
加

え
、
幅

広
い

分
野

の
専

門
性

に
対

応
す

る
た

め
、
令

和
６

年
度

は
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

分
野

で
２

名
の

副
分

野
長

、
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
分

野

に
お

い
て

１
名

の
副

分
野

長
を

任
命

し
、
研

究
課

題
の

具
体

化
や

実
施

状
況

の
把

握
・進

捗
管

理
、
研

究
グ

ル
ー

プ
の

確
保

に
向

け
た

調
整

な

ど
を

行
う
体

制
を

強
化

し
た

。
 

・研
究

グ
ル

ー
プ

に
つ

い
て

は
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

等
の

公
募

及
び

個
別

選
考

を
行

い
、
ロ

ボ
ッ
ト

分
野

で
３

ユ
ニ

ッ
ト

、
農

林
水

産
業

分
野

で
２

ユ
ニ

ッ
ト

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

で
１

ユ
ニ

ッ
ト

、
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

分
野

で
２

ユ
ニ

ッ
ト

を
立

ち
上

げ
た

。
こ
れ

に
よ

り
、
令

和
７

年
３

月
末

時
点

で

計
９

ユ
ニ

ッ
ト

の
研

究
体

制
を

構
築

し
、
イ

ン
ハ

ウ
ス

化
を

進
め

た
。
さ

ら
に

、
令

和
７

年
４

月
の

ユ
ニ

ッ
ト

発
足

及
び

環
境

動
態

研
究

の
統

合
に

よ

る
新

ユ
ニ

ッ
ト
発

足
に

向
け

た
調

整
を

行
い

、
令

和
 7

 年
 4

 月
時

点
で

計
 1

1
 ユ

ニ
ッ
ト
を

立
ち

上
げ

た
。
 

・加
え

て
、
研

究
開

発
体

制
の

整
備

と
並

行
し

て
研

究
支

援
体

制
の

更
な

る
強

化
に

向
け

、
令

和
５

年
度

に
引

き
続

き
 

R
A
（

リ
サ

ー
チ

・ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

）
の

公
募

を
行

い
採

用
す

る
と
と
も

に
、
R

A
 

に
お

い
て

は
、
R

A
 

協
議

会
の

年
次

大
会

等
へ

の
参

加
等

の
研

鑽
を

積
み

な
が

ら
、
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト
の

構
築

・研
究

に
お

い
て

、
施

設
利

用
や

共
同

研
究

契
約

等
の

契
約

締
結

等
に

お
い

て
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

の
研

究
を

支
援

し
た

。
ま

た
、
研

究
を

高
度

技
術

の
側

面
か

ら
支

え
る

リ
サ

ー
チ

エ
ン

ジ
ニ

ア
（

R
E
）

集
団

の
形

成
に

関
す

る
検

討
を

進
め

た
。
 

・専
門

人
材

と
し

て
、
知

財
担

当
の

専
門

人
材

や
エ

デ
ュ
ケ

ー
シ

ョン
・ア

ド
ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

（
E
A
）

、
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

（
S
C
）

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ
ス

ト
（

D
S
）

の
公

募
を

行
い

、
採

用
に

向
け

た
調

整
を

実
施

し
、
令

和
６

年
度

中
に

 E
A
1
 名

を
、
令

和
 7

 年
 5

 月
に

 E
A
 

１
名

及
び

S
C
1
 名

を
採

用
し

た
。
 

・職
制

の
整

備
、
運

営
管

理
部

門
の

中
長

期
的

な
組

織
構

成
の

策
定

に
よ

り
、
国

際
通

用
性

の
あ

る
研

究
環

境
、
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

の
整

備
を

行
っ
 

た
。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
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＜
根

拠
＞

 

令
和

６
年

度
に

お
い

て
は

合
計

９
ユ

ニ
ッ
ト

の
研

究
体

制
を

構
築

し
、
新

ユ
ニ

ッ
ト

構
築

に
向

け
た

準
備

を
進

め
、
合

計
 

1
1
 

ユ
ニ

ッ
ト
の

研
究

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
た

。
研

究
施

設
の

整
備

が
こ
れ

か
ら
の

段
階

で
、
都

市
圏

か
ら
の

交
通

手
段

を
は

じ
め

、
教

育
、
医

療
、
住

居
等

 

の
生

活
環

境
が

十
分

で
な

い
中

で
組

織
の

立
ち

上
げ

を
進

め
る

と
い

う
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
で

の
ユ

ニ
ッ
ト
整

備
に

も
関

わ
ら
ず

、
令

和
 7

 年
度

当
初

時
点

で
目

標
を

超
え

る
 1

1
 ユ

ニ
ッ
ト
を

立
ち

上
げ

た
と
い

う
こ
と
は

研
究

開
発

体
制

の
整

備
の

面
で

将
来

的
な

成
果

が
期

待
さ
れ

る

実
績

と
な

っ
た

。
ま

た
、
施

設
・設

備
、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
に

係
る

検
討

、
研

究
支

援
体

制
の

構
築

に
つ

い
て

も
着

実
に

進
め

た
ほ

か
、
職

制
の

整
備

に
よ

り
、
運

営
管

理
部

門
の

中
長

期
的

な
組

織
構

成
を

策
定

し
、
バ

ッ
ク
キ

ャ
ス

ト
で

組
織

・人
員

の
整

備
を

進
め

て
い

る
。
そ

の
た

め
、
F
-

R
E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

諸
事

情
を

踏
ま

え
て

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

、
評

価
を

「A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

令
和

 1
1
 年

度
ま

で
に

 5
0
 程

度
の

研
究

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
研

究
体

制
を

構
築

で
き

る
よ

う
、
体

制
整

備
を

着
実

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
設

立
初

年
度

は
、
１

つ
の

研
究

グ
ル

ー
プ

に
留

ま
っ
て

お
り
、
今

後
は

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

（
P
I）

の
公

募
も

進
め

つ
つ

、
更

な
る

国
内

外
の

優
秀

な
研

究
者

を
確

保
し

、
委

託
研

究
か

ら
の

移
行

も
含

め
、
中

期
目

標
期

間
中

の
 

5
0
 

研
究

グ
ル

ー
プ

体
制

の
構

築
に

向
け

た
取

組
を

よ
り
一

層
推

進
す

る
こ
と
が

必
要

。
 

研
究

施
設

の
整

備
が

こ
れ

か
ら
の

段
階

で
、
都

市
圏

か
ら
の

交
通

手
段

を
は

じ
め

、
教

育
、
医

療
、
住

居
等

の
生

活
環

境
が

十
分

で
な

い

中
で

組
織

の
立

ち
上

げ
を

進
め

る
と
い

う
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
の

中
で

、
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
、
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

等
の

公
募

及

び
個

別
選

考
を

行
い

、
ロ

ボ
ッ
ト

分
野

で
３

ユ
ニ

ッ
ト

、
農

林
水

産
業

分
野

で
２

ユ
ニ

ッ
ト

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

で
１

ユ
ニ

ッ
ト

、
放

射
線

科

学
・創

薬
医

療
分

野
で

２
ユ

ニ
ッ
ト

を
立

ち
上

げ
た

。
こ
れ

に
よ

り
、
令

和
７

年
３

月
末

時
点

で
計

９
ユ

ニ
ッ
ト

の
研

究
体

制
を

構
築

し
、
イ

ン
ハ

ウ
ス

化
を

進
め

た
。
さ

ら
に

、
令

和
７

年
４

月
の

ユ
ニ

ッ
ト

発
足

及
び

環
境

動
態

研
究

の
統

合
に

よ
る

新
ユ

ニ
ッ
ト

発
足

に
 

向
け

た
調

整
を

行
い

、
令

和
７

年
４

月
時

点
で

計
 1

1
 ユ

ニ
ッ
ト
を

立
ち

上
げ

た
。
 

 

 
分

野
長

が
不

在
と
な

っ
て

い
る

一
部

分
野

に
つ

い
て

は
、
研

究
課

題
の

具
体

化
や

研
究

の
進

め
方

等
に

係
る

調
整

・管
理

、
研

究
グ

ル
 

ー
プ

の
確

保
に

向
け

た
調

整
な

ど
を

行
う
た

め
の

体
制

の
構

築
に

向
け

て
取

り
組

む
こ
と
が

必
要

。
 

令
和

６
年

度
に

お
い

て
は

、
令

和
５

年
度

に
任

命
し

た
分

野
長

・副
分

野
長

の
９

名
に

加
え

、
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

分
野

で
２

 

名
の

副
分

野
長

、
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
に

お
い

て
１

名
の

副
分

野
長

を
任

命
し

、
研

究
課

題
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の
具

体
化

や
実

施
状

況
の

把
握

・進
捗

管
理

、
研

究
グ

ル
ー

プ
の

確
保

に
向

け
た

調
整

な
ど
を

行
う
体

制
を

強
化

し
た

。
 

 

 
F
-R

E
I 

自
ら
が

行
う
施

設
・設

備
及

び
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

整
備

に
つ

い
て

は
、
今

後
、
本

格
的

に
研

究
開

発
が

進
め

ら
れ

る
に

当
た

 

り
、
そ

の
進

捗
状

況
等

を
踏

ま
え

つ
つ

、
具

体
化

が
図

ら
れ

て
い

くこ
と
を

期
待

す
る

。
 

研
究

開
発

の
進

捗
状

況
に

応
じ

て
必

要
な

活
動

の
場

所
を

賃
貸

借
契

約
等

に
よ

る
レ

ン
タ
ル

ラ
ボ

等
で

確
保

し
た

。
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
等

 

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
検

討
を

進
め

て
い

く。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項
 

ii
i 

研
究

開
発

に
係

る
情

報
収

集
等

 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.９

 
研

究
開

発
に

係
る

情
報

収
集

等
 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
 

年
 

度
 

R
6
 

年
 

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 

年
 

度
 

R
9
 

年
 

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
福

島
 の

 復
 

 
市

町
村

 
市

町
村

 
 

 
 

 
 

 
予

算
額

（
千

円
）

 
1
4
,2

0
1
,6

3
8
 

1
1
,9

1
7
,1

3
0
 

 
 

 
 

 

興
・
再

生
に

 
座

談
会

 
座

談
会

 
 

の
内

数
 

の
内

数
 

貢
献

す
る

研
 

等
 を

 通
 

等
 を

 通
 

 
 

 

究
開

発
の

ニ
 

じ
 適

 切
 

じ
 適

 切
 

 
 

 

ー
ズ

や
科

学
 

に
 

実
 

に
 

実
 

 
 

 

技
術

 の
 進

 
施

 。
勉

  
施

。
 

 
 

 

展
、
世

界
の

 
強

会
 を

 
勉

強
会

 
 

 
 

研
究

開
発

 
1
0
  

回
 

を
1
0
 回

 
 

 
 

の
動

向
に

係
 

以
上

開
 

以
上

開
 

 
 

 

る
 情

報
収

  
催

。
 

催
。
 

 
 

 

集
の

状
況

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
2
,6

8
1
,6

5
1
 

7
,3

6
2
,0

9
6
 

 
 

 
 

 

 
の

内
数

 
の

内
数

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
,5

9
3
,2

4
1
 

7
,8

1
5
,6

3
7
 

 
 

 
 

 

 
の

内
数

 
の

内
数
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経

常
利

益
（

千
円

）
 

9
0
5
 の

内
数

 
1
,4

2
3
 の

 内
 

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
,5

9
3
,3

1
3
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,7

0
9
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

（
iii

）
研

究
開

発
に

係
る

情
報

収
集

等
 

研
究

開
発

を
行

う
に

あ
た

り
、
福

島
の

復
興

・
再

生
に

貢
献

す
る

研
究

開
発

の
ニ

ー
ズ

や
科

学
技

術
の

進
展

、
世

界
の

研
究

開
発

の
動

向
等

、
必

要
な

情
報

や
資

料
の

収

集
、
分

析
及

び
提

供
を

行
う
。
 

（
iii

）
研

究
開

発
に

係
る

情
報

収
集

等
 

福
島

県
・市

町
村

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
、
福

島
の

復
興

・再
生

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
の

ニ
ー

ズ
を

調
査

・分
析

す
る

と
と
も

に
、
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

・文
献

等
の

網
羅

的
な

調
査

や
外

部
有

識
者

と
の

意
見

交
換

等
を

通
じ

て
、
科

学
技

術
の

進
展

や
世

界
の

研
究

開
発

の
動

向
等

を

把
握

す
る

。
収

集
・分

析
し

た
情

報
や

資
料

に
つ

い
て

は
、
機

構
に

お
い

て
、
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
・継

続
の

適
否

を
検

討
す

る
際

に
有

効
に

活
用

す
る

と
と
も

に
、
外

部
機

関
の

求
め

に
応

じ

て
適

切
に

提
供

す
る

こ
と
に

よ
り
、
研

究
開

発
成

果
の

最
大

化
に

つ
な

げ
る

。
 

（
iii

）
研

究
開

発
に

係
る

情
報

収
集

等
 

福
島

の
復

興
・
再

生
に

貢
献

す
る

研
究

開
発

の
ニ

ー
ズ

な
ど
、
研

究
開

発
に

係
る

内
外

の
情

報
や

資
料

を
収

集
・
分

析
し

、
令

和
７

年
度

以
降

の
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
・
継

続
の

適
否

を
検

討
す

る
際

に
有

効
に

活
用

す
る

と
と
も

に
、
外

部
機

関
か

ら
の

求
め

に
応

じ
て

適

切
に

情
報

提
供

を
行

う
。
 

具
体

的
に

は
、
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
協

議
会

に
設

置
し

た
研

究
開

発
等

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
や

産
学

官
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
を

通
じ

て
、
こ
れ

ま
で

に
大

学
や

研
究

 機

関
、
企

業
等

が
実

施
し

て
き

た
取

組
を

整
理

し
、
今

後
の

連
携

の
可

能
性

に
つ

い
て

の
検

討

を
引

き
続

き
進

め
る

。
こ
れ

に
加

え
、
特

定
の

分
野

・領
域

ご
と
に

、
機

構
の

研
究

開
発

に
親

和
性

の
あ

る
研

究
開

発
を

実
施

し
て

い
る

研
究

者
を

集
め

、
よ

り
実

務
レ

ベ
ル

で
の

 

意
見

交
換

を
行

う
。
 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

○
福

島
の

復
興

・再
生

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
の

ニ
ー

ズ
や

国
内

外
の

技
術

開
発

の
動

向
等

に
係

る
情

報
収

集
の

結
果

を
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
に

フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
が

で
き

て
い

る
か

。
 

＜
評

価
指

標
＞

 

○
情

報
収

集
結

果
の

研
究

テ
ー

マ
設

定
へ

の
フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
の

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
福

島
の

復
興

・再
生

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
の

ニ
ー

ズ
や

科
学

技
術

の
進

展
、
世

界
の

研
究

開
発

の
動

向
に

係
る

情
報

収

集
の

状
況

 

・浜
通

り
地

域
等

で
は

、
広

域
連

携
体

制
の

構
築

と
地

域
に

お
け

る
研

究
開

発
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

・シ
ー

ズ
を

深
掘

り
す

る
た

め
 
F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
分

野
別

の
市

町
村

座
談

会
を

２
回

開
催

し
た

。
ロ

ボ
ッ
ト

分
野

の
座

談
会

は
、
南

相
馬

市
の

福
島

ロ
ボ

ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

で
、
農

林
水

産
業

分
野

の
座

談
会

は
浪

江
町

防
災

交
流

セ
ン

タ
ー

で
開

催
し

、
F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
の

状
況

に
つ

い
て

報
告

す
る

と
と
も

に
、
地

域
の

事
業

者
や

農

業
従

事
者

と
意

見
交

換
を

行
い

、
延

べ
 2

2
8
 名

の
参

加
者

を
集

め
た

。
ま

た
、
F
-R

E
I 

の
設

置
効

果
を

県
内

全
域

へ
波

及
さ
せ

、
広

域
連

携
体

制
を

強
固

な
も

の
と
す

る
た

め
、
中

通
り
、
会

津
地

域
に

お
い

て
福

島
県

及
び

公
益

財
団

法
人

福
島

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
コ

ー
ス

ト
構

想
推

進
機

構

（
以

下
「イ

ノ
ベ

機
構

」と
い

う
。
）

と
共

催
で

市
町

村
座

談
会

を
４

回
開

催
し

、
延

べ
 
9
5
3
 
名

の
参

加
者

を
集

め
た

。
市

町
村

座
談

会
で

把
握

し
た

ニ
ー

ズ
や

シ
ー

ズ
は

、
F
-R

E
I 

が
定

め
た

「骨
太

の
方

針
」の

内
容

と
一

致
す

る
も

の
も

多
く、

F
-R

E
I 

が
進

め
る

研
究

開
発

が
 

将
来

的
に

福
島

の
課

題
解

決
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と
を

改
め

て
確

認
で

き
た

。
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・産

学
官

の
連

携
体

制
構

築
の

機
会

と
す

る
た

め
、
令

和
 5

 年
度

に
包

括
連

携
協

力
協

定
書

を
締

結
し

た
株

式
会

社
東

邦
銀

行
と
の

共
催

に
 

よ
り
、
令

和
 7

 年
 3

 月
 1

7
 日

に
令

和
６

年
度

第
１

回
産

学
官

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
を

郡
山

市
で

開
催

し
、
東

北
地

方
の

企
業

を
中

心
に

 

9
6
 社

等
 1

8
8
 名

が
参

加
し

た
。
本

セ
ミ
ナ

ー
に

お
い

て
は

産
学

官
連

携
・産

業
化

を
テ

ー
マ

と
し

て
講

演
及

び
ト

ー
ク
セ

ッ
シ

ョン
を

行
っ
た

ほ
か

、
終

了
後

に
は

交
流

会
を

設
け

、
情

報
収

集
・ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

図
っ
た

。
 

・令
和

５
年

度
に

引
き

続
き

、
F
-R

E
I 

の
研

究
分

野
に

関
連

す
る

研
究

者
等

と
の

勉
強

会
等

を
開

催
す

る
こ
と
に

よ
り
、
情

報
収

集
・意

見
交

換
を

行
っ
た

。
ま

た
、

役
職

員
が

海
外

の
研

究
機

関
等

を
視

察
・
意

見
交

換
す

る
こ

と
に

よ
り
、
研

究
及

び
施

設
設

備
の

先
進

事
例

に
つ

い
て

の
情

報

収
集

を
行

っ
た

。
 

・研
究

開
発

等
 W

G
 を

開
催

し
、
県

内
の

研
究

機
関

、
大

学
等

構
成

員
の

研
究

開
発

状
況

等
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
う
と
と
も

に
、
意

見
交

換
を

行
っ
た

。
 

・
理

事
長

ほ
か

、
F
-R

E
I 

の
役

職
員

が
令

和
６

年
７

月
に

ア
メ

リ
カ

に
拠

点
を

置
く
 F

-R
E
I 

国
際

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
訪

問
し

た
。
ま

た
、
７

月
に

イ

ギ
リ
ス

在
住

の
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
１

名
、
1
1
 
月

に
ア

メ
リ
カ

在
住

の
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
及

び
ド

イ
ツ

在
住

の
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

福
島

浜
通

り

地
域

に
招

へ
い

し
て

、
こ
の

地
域

へ
の

理
解

を
深

め
て

も
ら
う
と
と
も

に
、
意

見
交

換
を

行
い

、
海

外
の

研
究

開
発

の
動

向
等

の
把

握
に

努
め

た
。
 

・有
識

者
 4

 名
か

ら
構

成
さ
れ

る
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
を

令
和

 6
 年

 7
 月

 2
3
 日

及
び

令
和

 7
 年

 1
 月

 1
5
 日

に
開

催
し

、
研

究
開

発
に

係

る
内

外
の

情
報

収
集

に
努

め
た

。
 

・研
究

開
発

情
報

収
集

の
た

め
、
1
9
 名

の
研

究
者

を
招

へ
い

し
、
F
-R

E
I 

内
部

で
実

施
し

た
勉

強
会

や
、
関

係
専

門
家

を
招

聘
し

て
の

 R
V
S
 

（
先

端
研

究
動

向
調

査
、
ミ
ニ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

）
等

を
計

 1
6
 回

実
施

し
た

。
 

以
上

の
よ

う
な

取
組

を
通

じ
、
得

ら
れ

た
情

報
等

を
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

や
施

設
整

備
に

向
け

た
検

討
等

に
お

い
て

活
用

し
た

ほ
か

、
今

後
の

研
究

テ
ー

マ
の

設
定

や
委

託
研

究
事

業
の

継
続

の
適

否
等

を
検

討
す

る
際

に
参

考
と
し

て
い

る
。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

委
託

研
究

の
公

募
の

際
に

応
募

者
へ

の
ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

こ
と
に

よ
り
、
情

報
収

集
に

努
め

た
ほ

か
、
市

町
村

座
談

会
や

産
学

官
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
と
い

っ
た

イ
ベ

ン
ト
を

通
じ

、
地

域
の

共
通

課
題

等
の

積
極

的
な

情
報

収
集

を
図

る
こ
と
に

よ
り
、
福

島
の

復
興

・再
生

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
収

集
し

て
い

る
。
加

え
て

、
個

別
の

研
究

者
と
の

調
整

等
に

よ
り
 F

-R
E
I 
の

研
究

分
野

に
関

連
す

る
研

究
者

と
の

勉
強

会
等

の
開

催
や

海
外

、
国

内
の

有
識

者
と
の

意
見

交
換

に
よ

り
、
研

究
開

発
に

係
る

内
外

の
情

報
収

集
を

行
っ
た

。
 

以
上

よ
り
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
法

人
の

活
動

に
よ

る
成

果
、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
適

正
、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

業
務

運
営

の
下

で
「研

究
開

発
成

果
の

最
大

化
」に

向
け

て
顕

著
な

成
果

の
創

出
や

将
来

的
な

成
果

の
創

出
の

期
待

等
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「
A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

得
ら
れ

た
情

報
を

整
理

し
、
研

究
開

発
の

取
組

に
反

映
し

て
い

くこ
と
が

必
要

で
あ

る
。
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主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
市

町
村

座
談

会
を

は
じ

め
と
し

た
各

種
の

施
策

に
つ

い
て

、
令

和
 5

 年
度

の
成

果
・
課

題
を

踏
ま

え
て

実
施

方
法

の
工

夫
・
改

善
を

行

い
、
よ

り
具

体
的

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

の
把

握
等

が
効

果
的

・効
率

的
に

進
め

ら
れ

て
い

くこ
と
を

期
待

す
る

。
 

令
和

６
年

度
は

、
浜

通
り
地

域
等

に
つ

い
て

は
、

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
分

野
別

に
ロ

ボ
ッ
ト

、
農

林
水

産
業

の
市

町
村

座
談

会
を

２

回
開

催
し

、
F
-R

E
I 

の
具

体
的

な
研

究
開

発
の

状
況

を
伝

え
る

と
と
も

に
、
地

域
の

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

の
深

掘
り
を

行
う
と
と
も

に
、
F
-R

E
Iの

設
置

効
果

を
県

内
全

域
へ

波
及

さ
せ

、
広

域
連

携
体

制
を

強
固

な
も

の
と
す

る
た

め
、
中

通
り
、
会

津
地

域
に

お
い

て
も

福
島

県
及

び
イ

ノ
ベ

機
構

と
共

催
で

市
町

村
座

談
会

を
４

回
開

催
す

る
な

ど
、
実

施
方

法
の

工
夫

、
改

善
を

行
い

、
よ

り
具

体
的

な
ニ

ー
ズ

・シ
ー

 

ズ
の

把
握

を
進

め
た

。
 

 

 
様

々
な

機
会

を
通

じ
て

把
握

さ
れ

た
福

島
の

復
興

・再
生

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
の

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

や
国

内
外

の
技

術
開

発
の

動
向

等
を

分
か

り
や

す
く整

理
・分

析
し

、
F
-R

E
I 

内
（

分
野

長
・副

分
野

長
等

の
研

究
者

や
 R

A
 等

を
含

む
）

で
共

有
す

る
と
と
も

に
、
外

 

部
の

研
究

機
関

や
研

究
者

等
が

必
要

な
情

報
を

入
手

で
き

る
よ

う
、
適

切
に

周
知

等
を

行
う
こ
と
が

必
要

。
 

市
町

村
座

談
会

や
産

学
官

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ

ミ
ナ

ー
、
農

林
水

産
業

や
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

、
放

射
線

の
産

業
利

用
、
ま

ち
づ

くり
に

関
す

る
 R

V
S
 等

を
通

じ
て

把
握

さ
れ

た
福

島
の

復
興

・再
生

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
の

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

や
国

内
外

の
技

術
開

発
の

 

動
向

等
を

整
理

・分
析

し
、
機

構
内

で
共

有
し

た
。
 

 

 
把

握
し

た
ニ

ー
ズ

・シ
ー

ズ
の

施
策

へ
の

反
映

等
を

継
続

的
か

つ
的

確
に

実
施

す
る

こ
と
が

で
き

る
よ

う
、
F
-R

E
I 

内
の

体
制

を
整

備
す

る
 

と
と
も

に
、
関

係
部

署
間

に
お

け
る

情
報

共
有

・コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
き

め
細

か
く行

う
こ
と
が

必
要

。
 

把
握

し
た

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

に
つ

い
て

、
施

策
へ

の
反

映
等

を
継

続
的

か
つ

的
確

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
座

談
会

等
の

情
報

を
 

機
構

内
で

共
有

し
、
施

策
に

反
映

で
き

る
よ

う
努

め
た

。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

②
産

業
化

に
関

す
る

事
項

 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.1

0
 

産
業

化
に

関
す

る
事

項
 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
  

年
 

度
 

R
6
  

年
 

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 

年
 

度
 

R
9
 

年
 

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
産

 業
 界

 、

県
内

外
の

企
業

等
と
の

広
域

連
携

の
状

況
 

 
市

町
村

座
談

会

で
 

約
 

2
5
0
 名

 

と
 
意

 
見

 

交
換

、
 

産
学

官

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
 
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

 
7
6

社
 が

 参

加
 
す

 
る

 

な
 
ど

 
適

切
 に

 実
 

施
 

市
町

村
 

座
談

会
 

で
 

約
 

1
1
8
1
 

名
 
の

 
参

加
者

 
を

集
 
め

 
、

産
学

官
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
セ

ミ

ナ
 
ー

 
で

は
、

 
9
6

社
 
が

 
参

加
 
す

 
る

 

な
 ど

 適
 

切
 に

 実
 

 
 

 
 

 
 

予
算

額
（

千
円

）
 

1
4
,2

0
1
,6

3
8
 

の
内

数
 

1
1
,9

1
7
,1

3
0
 

の
内

数
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施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
内

 
で

の
 

活
動

や
実

証
フ

ィ
ー

ル

ド
等

の
活

用

等
の

状
況

 

 
県

内
 
の

経
済

団

体
等

 
に

講
演

 を
 

1
8
 

回

実
施

す

る
な

ど
適

切
 に

 実
 

施
 

県
 内

 の

経
済

団
 

体
等

 に

講
演

 を
 

1
0
 回

実

施
 す

 る
 

な
 ど

 適

切
 に

 実
 

施
 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
2
,6

8
1
,6

5
1
 

の
内

数
 

7
,3

6
2
,0

9
6
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
,5

9
3
,2

4
1
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,6

3
7
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

9
0
5
 の

内
数

 
1
,4

2
3
 の

 内
 

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
,5

9
3
,3

1
3
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,7

0
9
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

2
.産

業
化

に
関

す
る

事
項

 

国
や

地
方

公
共

団
体

等
の

産
業

化
施

策
と
緊

密
に

連
携

を
図

り
な

が
ら
、
機

構
に

お

け
る

研
究

開
発

の
成

果
を

円
滑

に
社

会
実

装
へ

と
つ

な
げ

て
い

くた
め

に
は

、
機

構
と
産

業
界

と
の

間
で

、
人

材
・研

究
開

発
・資

金
の

好
循

環
を

支
え

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
そ

の
た

め
、
産

学
連

携
を

推
進

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ

付
与

の
仕

組
み

や

共
同

研
究

な
ど
県

内
外

の
企

業
が

積
極

的
か

つ
柔

軟
に

機
構

の
活

動
に

参
画

で
き

る

産
学

連
携

体
制

を
構

築
し

、
産

業
集

積
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
ま

  
  
た

、
機

構

の
活

動
や

研
究

成
果

等
に

つ
い

て
、
国

民
に

向
け

て
わ

か
り
や

す
く広

報
活

 

2
.産

業
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と
る

べ
き

措
置

 

機
構

に
お

け
る

研
究

開
発

を
、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

復
興

に
結

び
付

け
る

た
め

に
は

、
広

く企
業

や
関

係
機

関
を

巻
き

込
み

な
が

ら
、
実

用
化

や
新

産
業

創
出

に
着

実
に

つ
な

げ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
こ
の

た
め

、
産

業
化

を
機

構
の

ミ
ッ
シ

ョン
と
し

て
明

確
に

位
置

付
け

、
産

業
化

の

た
め

に
必

要
な

内
部

体
制

及
び

機
能

を
整

備
す

る
。
ま

た
、
国

や
地

方
公

共
団

体
が

取
り
組

む
産

業
化

施
策

と
緊

密
に

連
携

を
図

る
ほ

か
、
産

業
創

出
の

分
野

で
活

動
す

る
外

部
の

機

関
・関

係
者

の
知

見
を

活
用

す
る

た
め

の
連

携
等

を
積

極
的

に
行

う
。
 

具
体

的
に

は
、
以

下
の

よ
う
に

取
り
組

む
。
 

2
.産

業
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と
る

べ
き

措
置

 

機
構

に
お

け
る

研
究

開
発

を
、
福

島
を

は
じ

め
東

北
の

復
興

に
結

び
付

け
る

た
め

に
は

、

広
く
企

業
や

関
係

機
関

を
巻

き
込

み
な

が
ら

、
実

用
化

や
新

産
業

創
出

に
着

実
に

つ
な

げ

て
い

く必
要

が
あ

る
。
 

そ
の

た
め

、
以

下
の

よ
う
に

取
り
組

む
。
 

 

(1
)産

学
連

携
体

制
の

構
築

 

機
構

に
お

い
て

世
界

水
準

の
研

究
開

発
の

実
施

及
び

そ
の

社
会

実
装

を
実

現
し

て
い

く 
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動
を

行
う
こ
と
に

よ
り
、
機

構
の

取
組

に
対

す
る

理
解

の
醸

成
を

促
す

。
 

加
え

て
、
研

究
成

果
の

価
値

や
そ

の
活

用
を

最
大

化
す

る
た

め
、
戦

略
的

な
知

的

財
産

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
先

端
技

術
の

事
業

化
経

験
等

を
有

す
る

専
門

人
材

の
確

保
に

取
り
組

む
。
 

な
お

、
研

究
開

発
の

進
捗

等
次

第
で

は
、
機

構
の

研
究

開
発

の
成

果
の

活
用

を
促

進

す
る

事
業

を
実

施
す

る
者

（
機

構
発

ベ
ン

チ
ャ
ー

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ
ピ

タ
ル

（
フ
ァ
ン

ド
含

む
。
）

、
成

果
活

用
等

支
援

法
人

）
に

対
し

て
出

資
や

人
的

・技
術

的
援

助
を

行
う
。
 

(1
) 
産

学
連

携
体

制
の

構
築

 

機
構

に
お

い
て

世
界

水
準

の
研

究
開

発
の

実
施

及
び

そ
の

社
会

実
装

を
実

現
し

て
い

く

た
め

に
は

、
機

構
と
産

業
界

と
の

間
で

、
人

材
・
研

究
開

発
・
資

金
の

好
循

環
を

支
え

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
そ

の
た

め
、
産

学
連

携
を

推
進

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ

付
与

の
仕

組
み

や
共

同
研

究
な

ど
県

内
外

の
企

業
が

積
極

的
か

つ
柔

軟
に

機
構

の
活

動

に
参

画
で

き
る

産
学

連
携

体
制

を
構

築
し

、
産

業
集

積
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
 

ま
た

、
研

究
者

へ
の

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

教
育

を
早

期
か

ら
実

施
し

、
産

業
化

に
向

け
た

素
地

を

養
う
と
と
も

に
、
研

究
開

発
の

進
捗

等
次

第
で

は
、
機

構
の

研
究

開
発

成
果

の
活

用
を

促
進

す
る

事
業

を
実

施
す

る
者

（
機

構
発

ベ
ン

チ
ャ
ー

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ
ピ

タ
ル

（
フ
ァ
ン

ド
含

 

む
。
）

、
成

果
活

用
等

支
援

法
人

）
に

対
し

て
、
出

資
や

人
的

・技
術

的
援

助
を

行
う
。
さ
ら

に
、
公

益
財

団
法

人
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・コ

ー
ス

ト
構

想
推

進
機

構
が

行
っ
て

い
る

企
業

誘

致
や

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ
チ

ン
グ

、
起

業
・創

業
支

援
な

ど
の

取
組

と
も

連
携

し
て

、
事

業
プ

ラ
ン

提
案

型
営

業
に

よ
る

研
究

開
発

成
果

の
技

術
移

転
を

行
う
等

、
企

業
等

と
の

共
同

研
究

や
技

術

移
転

等
を

実
施

し
、
産

業
集

積
の

形
成

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

て
い

く。
 

あ
わ

せ
て

、
機

構
に

お
い

て
福

島
の

優
位

性
を

発
揮

で
き

る
産

学
連

携
テ

ー
マ

の
設

定
や

、

実
用

化
・
事

業
化

を
効

果
的

に
推

進
す

る
た

め
、
先

端
技

術
の

事
業

化
経

験
等

を
有

す
る

専
門

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。
 

ま
た

、
福

島
県

内
の

も
の

づ
くり

産
業

の
技

術
基

盤
を

支
え

て
き

て
い

る
福

島
県

ハ
イ

テ
ク

プ

ラ
ザ

と
連

携
し

て
、
地

元
企

業
の

研
究

開
発

能
力

や
産

業
競

争
力

の
強

化
に

必
要

な
取

組

の
検

討
を

進
め

る
。
 

(2
) 
広

報
・情

報
の

発
信

等
 

地
域

住
民

を
は

じ
め

と
し

た
国

民
の

広
範

な
支

持
・理

解
が

得
ら
れ

る
よ

う
、
機

構
の

活
 動

や
研

究
成

果
に

つ
い

て
、
プ

レ
ス

発
表

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、
セ

ミ
ナ

ー
等

に
よ

り
、
分

か
り
や

す
く情

報
発

信
を

行
う
。
具

体
的

に
は

、
産

学
官

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
研

究
者

と
地

元
企

業
、

産
業

界
と
の

交
流

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

す
る

。
 

情
報

発
信

を
通

じ
て

機
構

の
存

在
感

を
提

示
し

、
大

学
や

他
の

研
究

機
関

、
企

業
等

と

の
連

携
や

研
究

人
材

の
確

保
を

図
る

。
 

(3
) 
戦

略
的

な
知

的
財

産
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

機
構

の
研

究
シ

ー
ズ

・技
術

シ
ー

ズ
を

新
製

品
や

新
市

場
の

創
出

に
つ

な
げ

て
い

くた
め

、
 

た
め

に
は

、
機

構
と
産

業
界

と
の

間
で

、
人

材
・研

究
開

発
・資

金
の

好
循

環
を

支
え

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
こ
と
が

重
要

で
あ

る
。
 

令
和

６
年

度
に

お
い

て
は

、
公

益
財

団
法

人
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・
コ
ー

ス
ト

構
想

推
進

機
構

が
企

業
誘

致
や

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ
チ

ン
グ

、
起

業
・創

業
支

援
な

ど
の

取
組

の
中

で
培

 っ
て

き

た
企

業
と
の

つ
な

が
り
を

活
か

し
、
企

業
と
交

流
し

、
福

島
県

内
外

の
企

業
や

事
業

環
境

な
ど

に
つ

い
て

の
知

見
を

深
め

て
い

く。
ま

た
、
事

業
プ

ラ
ン

提
案

型
営

業
に

よ
る

研
究

開
発

成
果

の
技

術
移

転
や

地
元

企
業

と
の

共
同

研
究

を
目

指
し

、
機

構
の

研
究

開
発

の
成

果
の

事

業
プ

ラ
ン

（
製

品
・サ

ー
ビ
ス

化
）

を
念

頭
に

置
い

た
連

携
体

制
等

を
検

討
し

て
い

く。
 

併
せ

て
、
こ
れ

ら
の

検
討

に
あ

た
っ
て

、
先

端
技

術
の

事
業

化
経

験
等

を
有

す
る

専
門

人

材
の

確
保

に
努

め
る

。
 

ま
た

、
福

島
県

内
の

も
の

づ
くり

産
業

の
技

術
基

盤
を

支
え

て
き

て
い

る
福

島
県

ハ
イ

テ
ク

プ
ラ
ザ

と
連

携
し

て
、
地

元
企

業
の

研
究

開
発

能
力

や
産

業
競

争
力

の
強

化
に

必
要

な
取

組
の

検
討

を
進

め
る

。
 

(2
) 
広

報
・情

報
の

発
信

等
 

地
域

住
民

を
は

じ
め

と
し

た
国

民
の

広
範

な
支

持
・理

解
が

得
ら
れ

る
よ

う
、
機

構
の

活
動

や
研

究
成

果
に

つ
い

て
、
プ

レ
ス

発
表

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、
セ

ミ
ナ

ー
、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、
S
N

S
等

に

よ
り
、
分

か
り
や

す
く
情

報
発

信
を

行
う
。
具

体
的

に
は

、
産

学
官

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

ミ
ナ

ー
な

ど

研
究

者
と
地

元
企

業
、
産

業
界

と
の

交
流

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
企

業
等

が
多

く集
ま

る
イ

ベ
ン

ト
で

の
ブ

ー
ス

出
展

等
を

通
し

て
機

構
の

情
報

発

信
を

行
う
。
 

こ
れ

ら
の

情
報

発
信

を
通

じ
て

機
構

の
存

在
感

を
提

示
し

、
大

学
や

他
の

研
究

機
関

、

企
業

等
と
の

連
携

や
研

究
人

材
の

確
保

を
図

る
。
 

 

(3
) 
戦

略
的

な
知

的
財

産
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

機
構

の
研

究
シ

ー
ズ

・技
術

シ
ー

ズ
を

新
製

品
や

新
市

場
の

創
出

に
つ

な
げ

て
い

くた
 

め
、
機

構
と
し

て
戦

略
的

に
知

的
財

産
の

取
得

・保
護

を
行

う
と
と
も

に
、
専

門
人

材
の

確

保
や

仕
組

み
の

構
築

等
を

着
実

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
。
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
、
専

門
人

材
の

確
保

に
努

め
る

と
と
も

に
、
オ

ー
プ

ン
・ク

ロ
ー

ズ
戦

略
、
標

準
化

戦
略

、
共

同
研
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機

構
と
し

て
戦

略
的

に
知

的
財

産
の

取
得

・
保

護
を

行
う
と
と
も

に
、

専
門

人
材

の
確

保
や

仕
組

み
の

構
築

等
を

着
実

に
進

め
る

。
具

体
的

に
は

、
需

要
先

、
競

合
先

、
協

働
先

及
び

周
辺

特
許

も
踏

ま
え

た
先

行
技

術
（

特
許

）
調

査
の

実
施

、
オ

ー
プ

ン
・
ク

ロ
ー

ズ
戦

略
、

標
準

化
戦

略
、
共

同
研

究
に

お
け

る
独

占
・
非

独
占

実
施

な
ど
の

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト

方
針

の
策

定
を

行
っ
て

い
く。

 

知
的

財
産

等
の

研
究

成
果

の
帰

属
に

つ
い

て
は

、
研

究
成

果
の

価
値

や
活

用
の

最
大

化
が

図
ら
れ

る
よ

う
留

意
し

、
個

々
の

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

の
性

質
等

に
も

応
じ

つ
つ

、
ま

 

た
、
研

究
者

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
確

保
さ
れ

る
仕

組
み

と
す

る
。
 

究
に

お
け

る
独

占
・非

独
占

実
施

な
ど
の

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
方

針
に

つ
い

て
の

検
討

を
行

っ
て

い
く。

 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

>
 

○
福

島
の

復
興

再
生

及
び

我
が

国
の

産
業

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

産
業

化
に

向
け

た
取

組
が

進
め

ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
研

究
開

発
成

果
の

わ
か

り
や

す
い

普
及

及
び

そ
の

活
用

が
促

進
で

き
て

い
る

か
。
 

○
知

財
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
・産

業
化

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
構

築
が

で
き

て
い

る
か

。
 

 

＜
評

価
指

標
＞

 

〇
産

学
連

携
体

制
の

構
築

に
向

け
た

取
組

の
実

績
 

○
研

究
開

発
成

果
の

わ
か

り
や

す
い

普
及

及
び

活
用

促
進

に
係

る
取

組
プ

レ
ス

発
表

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、
セ

ミ
ナ

ー
等

）
の

実
績

 

○
知

財
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
・産

業
化

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
構

築
、
整

備
状

況
 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
産

業
界

、
県

内
外

の
企

業
等

と
の

広
域

連
携

の
状

況
 

○
県

内
外

の
公

的
機

関
、
大

学
、
研

究
機

関
等

の
産

官
学

連
携

部
門

と
の

協
議

の
状

況

〇
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

等
の

状
況

 

(1
) 
産

学
連

携
体

制
の

構
築

 

・浜
通

り
地

域
等

で
は

、
広

域
連

携
体

制
の

構
築

と
地

域
に

お
け

る
研

究
開

発
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

・シ
ー

ズ
を

深
掘

り
す

る
た

め
 F

-R
E
I 
の

研
究

開

発
分

野
別

の
市

町
村

座
談

会
を

２
回

開
催

し
た

。
ロ

ボ
ッ
ト
分

野
の

座
談

会
は

、
南

相
馬

市
の

福
島

ロ
ボ

ッ
ト
テ

ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
で

、
農

林
水

産
業

分
野

の
座

談
会

は
浪

江
町

防
災

交
流

セ
ン

タ
ー

で
開

催
し

、
F
-R

E
I 
の

研
究

開
発

の
状

況
に

つ
い

て
報

告
す

る
と
と
も

に
、
地

域
の

事
業

者
や

農

業
従

事
者

と
意

見
交

換
を

行
い

、
延

べ
 2

2
8
 名

の
参

加
者

を
集

め
た

。
ま

た
、
F
-R

E
I 
の

設
置

効
果

を
県

内
全

域
へ

波
及

さ
せ

、
広

域
連

携
体

制
を

強
固

な
も

の
と
す

る
た

め
、
中

通
り
、
会

津
地

域
に

お
い

て
も

福
島

県
及

び
イ

ノ
ベ

機
構

と
共

催
で

市
町

村
座

談
会

を
４

回
開

催
し

、
延

べ
 

9
5
3
 名

の
参

加
者

を
集

め
た

。
 

・ま
た

、
福

島
県

ハ
イ

テ
ク
プ

ラ
ザ

と
令

和
 6

 年
 6

 月
 2

6
 日

の
ハ

イ
テ

ク
プ

ラ
ザ

主
催

の
成

果
展

示
会

に
出

展
す

る
な

ど
、
今

後
の

連
携

に
向

け
た

調
整

を
実

施
し

た
。
 

・東
京

海
上

日
動

火
災

保
険

株
式

会
社

と
令

和
 7

 年
 2

 月
 4

 日
に

包
括

連
携

協
力

協
定

書
を

締
結

し
、
研

究
開

発
か

ら
産

業
化

ま
で

の
県

内
企

業
と
の

連
携

を
進

め
る

う
え

で
の

協
力

体
制

を
強

化
し

た
。
 

・
F
-R

E
I 

の
認

知
度

向
上

及
び

地
元

へ
の

経
済

波
及

効
果

の
向

上
等

に
つ

な
が

る
取

組
を

検
討

す
る

た
め

、
ブ

ラ
ン

デ
ィ
ン

グ
の

知
見

が
あ

る
人

材
１

名
を

特
任

プ
ラ
ン

ナ
ー

と
し

て
任

命
し

た
。
 

(2
) 
広

報
・情

報
の

発
信

等
 

・委
託

研
究

の
公

募
及

び
委

託
研

究
事

業
の

開
始

の
際

の
プ

レ
ス

リ
リ
ー

ス
を

は
じ

め
、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

つ
い

て
令

和
 6

 年
度

に
お

い
て

は
 5

3
回

プ
レ

ス
リ
リ
ー

ス
を

行
い

、
地

元
紙

を
中

心
に

 F
-R

E
I 
に

関
す

る
記

事
が

随
時

掲
載

等
さ
れ

、
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
す

る
一

般
に

向
け

た
知

名
度

の

向
上

に
努

め
た

。
ま

た
、
F
-R

E
I 

の
活

動
を

広
く一

般
に

周
知

す
る

た
め

地
元

紙
 
2
 
紙

及
び

全
国

紙
１

紙
に

広
告

記
事

を
掲

載
し

た
。
あ

わ
せ

て
、
国

内
外

の
優

秀
な

研
究

者
に

訴
求

す
る

た
め

、
世

界
最

高
峰

の
総

合
科

学
誌

で
あ

る
「
N

a
tu

re
」に

広
告

記
事

を
掲

載
し

た
。
加

え
て

、
メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
で

も
随

時
イ

ベ
ン

ト
開

催
な

ど
の

情
報

発
信

を
行

い
、
定

期
的

に
 1

,1
0
0
 件

以
上

の
送

付
先

に
メ
ー

ル
を

発
出

し
た

。
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・令

和
７

年
３

月
１

７
日

に
開

催
し

た
「令

和
 6

 年
度

第
 1

 回
産

学
官

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
」に

お
い

て
は

、
東

北
地

方
の

企
業

を
中

心
に

 

9
6
 社

等
 1

8
8
 名

が
参

加
し

、
産

学
官

連
携

・産
業

化
を

テ
ー

マ
と
し

て
講

演
及

び
ト

ー
ク

セ
ッ
シ

ョン
を

行
っ
た

こ
と
に

よ
り
、
産

学
連

携
体

制
の

構
築

・ネ
ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
に

努
め

た
。
さ

ら
に

、
産

学
官

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
・セ

ミ
ナ

ー
内

で
、
フ
ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
や

令
和

７
年

度
に

開
催

予
定

の
 W

o
rl
d
 R

o
b
o
t 

S
u
m

m
it
 2

0
2
5
 過

酷
環

境
 F

-R
E
I 

チ
ャ
レ

ン
ジ

の
説

明
等

を
行

い
、
更

に
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

に
も

講
演

い
た

だ
く
な

ど
、
F
-R

E
I 

の
研

究
活

動
に

つ
い

て
の

周
知

と
理

解
増

進
を

積
極

的
に

行
っ
た

。
 

・そ
の

他
、
随

時
、
県

内
の

商
工

会
議

所
、
商

工
会

や
そ

の
他

経
済

団
体

等
や

海
外

機
関

へ
合

計
 1

0
 回

講
演

を
行

う
な

ど
の

情
報

発
信

を

行
っ
た

。
 

(3
)戦

略
的

な
知

的
財

産
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

・知
的

財
産

を
取

り
扱

う
弁

護
士

か
ら
助

言
を

受
け

、
委

託
研

究
に

お
け

る
知

的
財

産
に

関
す

る
覚

書
の

締
結

に
向

け
て

、
各

委
託

研
究

先
と
の

調

整
を

し
た

。
専

門
人

材
の

確
保

に
向

け
て

公
募

を
行

っ
た

が
採

用
に

は
至

ら
な

か
っ
た

た
め

、
現

在
も

調
整

中
で

あ
る

。
外

部
有

識
者

に
ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
な

ど
し

て
、
オ

ー
プ

ン
・ク

ロ
ー

ズ
戦

略
、
標

準
化

戦
略

、
共

同
研

究
に

お
け

る
独

占
・非

独
占

実
施

な
ど
の

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

方
針

に
つ

い

て
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

F
-R

E
I 

に
お

け
る

研
究

開
発

の
成

果
を

円
滑

に
社

会
実

装
へ

と
つ

な
げ

て
い

くた
め

に
は

、
F
-R

E
I 

と
産

業
界

と
の

間
で

人
材

・研
究

開
発

・資
金

の
好

循
環

を
支

え
る

と
と
も

に
、
地

元
自

治
体

や
地

元
企

業
等

の
ニ

ー
ズ

・シ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

、
そ

れ
を

研
究

開
発

等
に

繋
げ

て
い

く

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、
令

和
 6

 
年

度
に

お
い

て
は

、
特

に
産

学
連

携
体

制
の

構
築

に
向

け
た

企
業

等
と
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り
や

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

の
丁

寧
な

把
握

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り
の

前
提

と
な

る
認

知
度

向
上

に
向

け
た

広
報

、
情

報

の
発

信
等

に
注

力
し

た
。
 

(1
) 
産

学
連

携
体

制
の

構
築

 

産
学

連
携

体
制

の
構

築
に

お
い

て
は

、
福

島
県

及
び

イ
ノ
ベ

機
構

と
連

携
し

、
浜

通
り
地

域
等

で
研

究
分

野
別

の
市

町
村

座
談

会
を

開
催

し
、
延

べ
約

 2
2
8
 
名

の
参

加
者

を
集

め
た

ほ
か

、
中

通
り
、
会

津
地

域
に

お
い

て
も

県
及

び
イ

ノ
ベ

機
構

と
共

催
で

市
町

村
座

談
会

を
 

４
回

開
催

し
、
延

べ
 
9
5
3
 名

の
参

加
者

を
集

め
た

。
特

に
、
浜

通
り
地

域
で

の
研

究
分

野
別

座
談

会
で

は
ロ

ボ
ッ
ト

分
野

は
福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

で
、
農

林
水

産
業

分
野

は
浪

江
町

防
災

交
流

セ
ン

タ
ー

で
開

催
し

、
F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
状

況
の

報
告

や
、
地

域
事

業

者
、
農

業
従

事
者

と
の

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
ま

た
、
9
6
 社

が
参

加
し

た
郡

山
市

で
の

産
学

官
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

、
損

害
保

険
会

社
と
の

協
定

の
締

結
を

行
う
な

ど
、

F
-R

E
I 

の
研

究
成

果
を

社
会

実
装

に
繋

げ
る

た
め

の
土

台
と
な

り
う
る

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り
に

つ
い

て

着
実

な
実

績
を

上
げ

て
い

る
。
 

(2
) 
広

報
・情

報
の

発
信

等
 

地
域

住
民

を
は

じ
め

と
し

た
国

民
の

広
範

な
支

持
・理

解
が

得
ら

れ
る

よ
う
、
積

極
的

な
プ

レ
ス

リ
リ
ー

ス
を

行
う
こ

と
に

と
ど
ま

ら
ず

、
地

元
紙

 2
 紙

及
び

全
国

紙
 1

 紙
に

 F
-R

E
I 

の
活

動
を

紹
介

す
る

広
告

を
掲

載
し

、
知

名
度

の
向

上
に

向
け

て
精

力
的

に
取

り
組

む
と
と
も

に
、
国

内

外
の

優
秀

な
研

究
者

に
訴

求
す

る
た

め
、
世

界
最

高
峰

の
総

合
科

学
誌

で
あ

る
「
N

a
tu

re
」
に

広
告

記
事

を
掲

載
し

た
。
ま

た
、
F
-R

E
I 

主
催

の
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

、
外

部
か

ら
の

講
演

依
頼

へ
の

積
極

的
な

対
応

を
行

う
こ
と
に

よ
り
、
情

報
の

発
信

に
努

め
て

お
り
、
こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

る

認
知

度
・
理

解
度

の
向

上
は

、
機

構
の

存
在

感
を

提
示

す
る

こ
と
で

、
企

業
等

と
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り
に

資
す

る
も

の
で

あ
り
、

F
-R

E
I 

と
し

て
精

力
的

に
取

り
組

ん
だ

。
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(3
)戦

略
的

な
知

的
財

産
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

戦
略

的
な

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を

行
う
た

め
の

調
整

、
検

討
を

実
施

す
る

こ
と
が

で
き

て
い

る
。
 

上
記

の
と
お

り
、
産

学
連

携
体

制
の

構
築

や
、
地

元
の

ニ
ー

ズ
・
シ

ー
ズ

の
丁

寧
な

把
握

等
、
企

業
等

と
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り
に

も
資

す
る

広
報

・
情

報
発

信
等

の
取

組
を

精
力

的
に

実
施

し
て

お
り
、
将

来
的

に
更

な
る

成
果

の
創

出
に

つ
な

が
る

こ
と
も

期
待

さ
れ

る
。
こ

れ
ら

を
踏

ま

え
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

「新
産

業
創

出
等

研
究

開
発

の
成

果
の

最
大

化
」に

向
け

て
顕

著
な

成
果

の
創

出
や

将
来

的
な

成
果

の
創

出
の

期
待

等
が

認
め

ら
れ

、
評

価
を

「A
」
と
し

た
。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

知
名

度
の

向
上

に
向

け
、
広

報
・情

報
の

発
信

に
力

を
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
市

町
村

座
談

会
に

つ
い

て
、
令

和
 5

 年
度

の
成

果
・課

題
を

踏
ま

え
て

実
施

方
法

の
工

夫
・改

善
を

行
い

、
よ

り
具

体
的

な
ニ

ー
ズ

・シ
ー

ズ
の

把
握

や
、
浜

通
り
地

域
等

以
外

を
含

め
た

幅
広

い
地

域
と
の

連
携

が
効

果
的

・効
率

的
に

進
め

ら
れ

て
い

くこ
と
を

期
待

す
る

。
 

令
和

６
年

度
は

、
浜

通
り
地

域
に

つ
い

て
は

、
F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
分

野
別

に
市

町
村

座
談

会
を

２
回

開
催

し
、
F
-R

E
I 

の
具

体

的
な

研
究

開
発

の
状

況
を

伝
え

る
と
と
も

に
、
地

域
の

ニ
ー

ズ
・
シ

ー
ズ

の
深

掘
り
を

行
う
と
と
も

に
、

F
-R

E
I 

の
設

置
効

果
を

県
内

全
域

へ
波

及
さ
せ

、
広

域
連

携
体

制
を

強
固

な
も

の
と
す

る
た

め
、
中

通
り
、
会

津
地

域
に

お
い

て
も

福
島

県
及

び
イ

ノ
ベ

機
構

と
共

催
で

市
 

町
村

座
談

会
を

４
回

開
催

す
る

な
ど
、
実

施
方

法
の

工
夫

、
改

善
を

行
い

、
よ

り
具

体
的

な
ニ

ー
ズ

・シ
ー

ズ
の

把
握

を
進

め
た

。
 

 

 
地

元
金

融
機

関
と
の

包
括

連
携

協
定

に
基

づ
き

、
金

融
機

関
の

有
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
つ

つ
、

F
-R

E
I 

の
認

知
度

向
上

、
地

元
企

業
と
の

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構

築
等

に
つ

な
が

る
、
具

体
的

な
取

組
が

実
施

さ
れ

る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

産
学

官
の

連
携

体
制

構
築

の
機

会
と
す

る
た

め
、
株

式
会

社
東

邦
銀

行
と
の

共
催

に
よ

り
、
令

和
 7

 年
 3

 月
 1

7
 日

に
令

和
６

年
度

 

第
１

回
産

学
官

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
・セ

ミ
ナ

ー
を

郡
山

市
で

開
催

し
、
東

北
地

方
の

企
業

を
中

心
に

 9
6
 社

等
 1

8
8
 名

が
参

加
し

た
。
本

セ

ミ
ナ

ー
に

お
い

て
は

産
学

官
連

携
・
産

業
化

を
テ

ー
マ

と
し

て
講

演
及

び
ト

ー
ク

セ
ッ
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

ほ
か

、
終

了
後

に
は

交
流

会
を

設
け

、

情
報

収
集

・ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

図
っ
た

。
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令

和
６

年
度

か
ら
研

究
開

発
が

本
格

化
し

て
い

く
こ
と
か

ら
、
多

様
な

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

の
活

用
を

含
め

、
県

内
で

の
具

体
的

な
活

動
が

 

よ
り
一

層
推

進
す

る
こ
と
で

、
産

業
化

に
結

び
付

け
て

い
くこ

と
を

期
待

す
る

。
 

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
成

果
の

産
業

化
に

向
け

、
産

学
官

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
・セ

ミ
ナ

ー
や

市
町

村
座

談
会

を
通

じ
て

、
当

機
構

の
研

究
開

 

発
ユ

ニ
ッ
ト
の

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

な
ど
か

ら
直

接
研

究
内

容
を

紹
介

す
る

こ
と
に

加
え

、
地

元
企

業
と
の

デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョン
を

行
っ
た

。
 

 

 
戦

略
的

な
知

的
財

産
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

向
け

、
研

究
開

発
の

進
捗

状
況

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、
具

体
的

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
方

針
の

検
討

及
 

び
体

制
の

整
備

を
進

め
る

こ
と
が

必
要

。
 

外
部

有
識

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
な

ど
し

て
、
オ

ー
プ

ン
・
ク

ロ
ー

ズ
戦

略
、
標

準
化

戦
略

、
共

同
研

究
に

お
け

る
独

占
・非

独
占

実
施

な
ど
 

の
知

的
財

産
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
方

針
に

つ
い

て
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

 

 
広

報
・情

報
の

発
信

等
に

つ
い

て
は

、
こ
れ

ま
で

実
施

し
た

取
組

の
効

果
等

を
把

握
し

な
が

ら
、
よ

り
効

果
的

・効
率

的
な

手
段

を
検

討
 

す
る

と
と
も

に
、
体

制
の

整
備

を
進

め
る

こ
と
が

必
要

。
特

に
、
幅

広
い

企
業

等
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら
え

る
よ

う
、
実

施
し

て
い

る
研

究
開

発

の
内

容
及

び
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、
分

か
り
や

す
く情

報
発

信
を

行
う
こ
と
が

必
要

。
 

よ
り
効

果
的

・効
率

的
な

広
報

を
行

う
た

め
に

策
定

し
た

広
報

戦
略

に
基

づ
き

、
F
-R

E
I 

が
行

っ
て

い
る

研
究

内
容

を
よ

り
分

か
り
や

す
く 

具
体

的
に

紹
介

す
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
や

、
各

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

及
び

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
内

容
を

紹
介

す
る

動
画

を
制

作
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

な
ど
、
分

か
り
や

す
い

情
報

発
信

に
努

め
て

い
る

。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

③
人

材
育

成
・
確

保
に

関
す

る
事

項
 

ⅰ
 

人
材

育
成

 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.1

1
 

人
材

育
成

 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
 

年
 

度
 

R
6
 

年
 

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 

年
 

度
 

R
9
 

年
 

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
F
-R

E
I 

 の
 

研
究

分
野

ご
と

の
人

材

育
成

の
取

り

組
み

状
況

 

 
連

携
講

座
の

設

置
等

適

切
に

実
 

施
 

連
携

講

座
の

 
開

催
等

適

切
 に

 実
 

施
 

 
 

 
 

 
 

予
算

額
（

千
円

）
 

1
4
,2

0
1
,6

3
8
 

の
内

数
 

1
1
,9

1
7
,1

3
0
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

県
内

外
 
の

大
学

、
 

高

等
専

門
学

校
、

 
小

中
 

高
校

と
の

広

域
連

携
 の

 

状
況

 

 
5
 

つ
の

 

教
育

機

機
関

 
と

基
本

合

意
書

 
を

締
結

 

3
 
つ

 
の

大
学

、
 

研
究

機

構
 
と
 
基

本
合

意

書
 を

 締
 

結
委

 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
2
,6

8
1
,6

5
1
 

の
内

数
 

7
,3

6
2
,0

9
6
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

県
内

 で
の

  

活
動

 や
 実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
 

 
県

 
内

 

1
6
 校

で

ト
ッ
プ

セ
 

県
内

４
 

校
で

ト
ッ
 

プ
セ

ミ
ナ

 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
,5

9
3
,2

4
1
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,6

3
7
 

の
内

数
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等

 の
 活

用
 

等
の

状
況

 

 
ミ
ナ

ー
を

実
施

 

ー
、

9
 校

で
出

前
 

授
業

 を
 

実
施

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

9
0
5
 の

内
数

 
1
,4

2
3
 の

 内
 

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
,5

9
3
,3

1
3
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,7

0
9
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

3
.人

材
育

成
・確

保
に

関
す

る
事

項
 

（
i）

人
材

育
成

 

機
構

が
担

う
人

材
育

成
は

、
研

究
開

発
に

係
る

人
材

の
育

成
を

目
的

と
し

て
い

る
。

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョン
を

創
出

し
、
新

た
な

産
業

基
盤

の
構

築
を

通
じ

て
、
福

島
や

東
北

の
創

造
的

復
興

を
実

現
し

、
ひ

い
て

は
世

界
の

課
題

解
決

を
目

指
す

た
め

に
は

、
ま

ず
は

、
機

構
に

お
い

て
様

々
な

分
野

の
研

究
者

や
技

術
者

を
育

成
し

、
多

くの
人

材
が

長
期

に
わ

た
り
復

興
を

リ
ー

ド
し

、
技

術
革

新
を

通
じ

て
社

会
変

革
を

成
し

遂
げ

て
い

くこ
と
が

重
要

で
あ

る
。
 

そ
の

た
め

、
先

端
的

な
研

究
開

発
の

実
施

に
不

可
欠

な
研

究
人

材
の

育
成

を
図

る

観
点

か
ら
、
我

が
国

が
強

み
を

も
つ

研
究

分
野

を
リ
ー

ド
す

る
大

学
と
の

連
携

大
学

院
制

度
等

に
よ

り
、
機

構
の

研
究

者
に

よ
る

研
究

指
導

な
ど
、
大

学
院

生
や

大
学

、
高

等
専

門
学

校
の

学
生

等
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
を

進
め

る
。
あ

わ
せ

て
、
機

構
が

地
域

に
密

着
し

長
期

的
に

発
展

し
て

い
くた

め
に

、
小

中
高

校
生

等
が

先
端

的
な

研
究

・学
術

分

野
に

触
れ

る
多

様
な

機
会

を
設

け
、
地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
連

続
的

な
人

材
育

成
を

進
め

る
。
 

ま
た

、
企

業
人

材
・社

会
人

向
け

の
専

門
教

育
や

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

用
意

し
、
研

 

3
.人

材
育

成
・確

保
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

 

（
i）

人
材

育
成

 

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョン
を

創
出

し
、
新

た
な

産
業

基
盤

の
構

築
を

通
じ

て
、
福

島
や

東
北

の
創

造

的
復

興
を

実
現

し
、
ひ

い
て

は
世

界
の

課
題

解
決

を
目

指
す

た
め

に
は

、
ま

ず
は

、
地

域
に

 

お
い

て
様

々
な

分
野

の
研

究
者

や
技

術
者

を
育

成
す

る
体

制
を

構
築

し
、
輩

出
さ
れ

た
多

く

の
人

材
が

長
期

に
渡

り
復

興
を

リ
ー

ド
し

て
い

くこ
と
が

重
要

で
あ

る
。
 

そ
の

た
め

、
研

究
開

発
活

動
を

人
材

育
成

に
つ

な
げ

る
よ

う
、
「１

．
（

i）
研

究
開

発
」に

記

載
の

各
研

究
開

発
テ

ー
マ

等
に

お
い

て
、
産

官
学

一
体

と
な

っ
て

以
下

の
よ

う
に

取
り
組

む
と
と

も
に

、
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
協

議
会

を
は

じ
め

と
し

た
対

話
の

場
を

設
定

し
、
関

係
機

関
と
の

連
携

や
役

割
分

担
、
人

材
育

成
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
取

 組
の

検

討
・具

体
化

を
進

め
る

。
 

(1
)大

学
院

生
等

を
対

象
と
し

た
人

材
育

成
 

先
端

的
な

研
究

開
発

の
実

施
に

不
可

欠
な

研
究

人
材

の
育

成
を

図
る

観
点

か
ら

、
我

が
国

が
強

み
を

も
つ

研
究

分
野

を
リ
ー

ド
す

る
大

学
と
の

連
携

大
学

院
制

度
等

に
よ

り
、
機

構
の

研
究

者
に

よ
る

大
学

院
生

等
へ

の
研

究
指

導
な

ど
、
学

生
が

機
構

に
お

け
る

先
端

科

学
の

研
究

開
発

機
能

を
活

用
し

な
が

ら
研

究
に

取
り
組

む
こ
と
が

で
き

る
、
大

学
院

生
等

を
 

3
.人

材
育

成
・確

保
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

 

（
i）

人
材

育
成

 

(1
) 
大

学
院

生
等

を
対

象
と
し

た
人

材
育

成
 

・先
端

的
な

研
究

開
発

の
実

施
に

不
可

欠
な

研
究

人
材

の
育

成
を

図
る

観
点

か
ら
、
令

和

６
年

度
に

設
置

す
る

連
携

大
学

院
講

座
に

お
い

て
、
大

学
院

生
の

研
究

指
導

を
開

始
す

る
。
ま

た
、
機

構
の

研
究

者
に

よ
る

大
学

院
生

等
へ

の
研

究
指

導
な

ど
に

つ
い

て
、
今

  
  
  

後
、
学

生
が

機
構

に
お

け
る

先
端

科
学

の
研

究
開

発
機

能
を

活
用

し
な

が
ら
研

究
に

取
り
組

む
こ
と
が

で
き

る
よ

う
、
検

討
を

進
め

る
。
加

え
て

、
地

元
の

大
学

等
と
連

携
し

、
地

域
で

学
部

生
も

含
め

た
人

材
育

成
を

推
進

す
る

。
 

 

(2
) 
地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
 

・研
究

に
必

要
な

技
術

者
等

の
長

期
的

な
育

成
等

を
効

果
的

に
推

進
す

る
観

点
か

ら
、
 地

元
の

高
等

専
門

学
校

と
の

連
携

を
深

め
る

。
ま

た
、
初

等
教

育
、
中

等
教

育
、
そ

し
て

高
等

教
育

に
つ

な
が

る
連

続
的

な
人

材
育

成
を

行
う
観

点
か

ら
、
機

構
や

連
携

す
る

大
学

・研
究

機
関

等
の

研
究

者
に

よ
る

地
元

の
高

等
学

校
等

へ
の

出
前

授
業

を
関

係
機

関
と
協

力
し

て

進
め

る
。
さ
ら
に

、
小

中
学

生
等

に
つ

い
て

は
科

学
技

術
に

触
れ

る
多

様
な

機
会

を
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究
開

発
の

様
々

な
シ

ー
ズ

を
ビ

ジ
ネ

ス
と
し

て
事

業
利

用
で

き
る

人
材

の
育

成
に

取
り

組
む

。
 

対
象

と
し

た
人

材
育

成
を

推
進

す
る

。
 

加
え

て
、
博

士
号

を
持

つ
若

手
研

究
者

や
大

学
院

生
等

を
対

象
と
し

て
、
分

野
横

断
的

に
地

域
再

生
・社

会
課

題
解

決
や

研
究

成
果

の
事

業
化

に
必

要
な

知
識

を
与

え
る

人
材

育
成

や
、
地

元
の

大
学

等
と
連

携
し

、
地

域
で

学
部

生
も

含
め

た
人

材
育

成
を

推
進

す
 

る
。
 

(2
)地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
 

機
構

が
地

域
に

定
着

し
、
長

期
的

に
発

展
す

る
た

め
に

も
、
未

来
を

担
う
若

者
世

代
に

対

す
る

人
材

育
成

の
取

組
が

重
要

で
あ

る
。
こ
の

際
、
公

益
財

団
法

人
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・コ

ー
ス

ト
構

想
推

進
機

構
が

実
施

す
る

大
学

等
と
連

携
し

た
人

材
育

成
や

小
中

高
校

生
向

け

の
特

色
あ

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
等

の
取

組
や

地
元

の
高

等
専

門
学

校
と
の

連
携

 を
深

め
る

こ
と
に

よ
り
、
研

究
に

必
要

な
技

術
者

等
の

長
期

的
な

育
成

等
を

効
果

的
に

推
進

す
る

。
 

初
等

教
育

、
中

等
教

育
、
そ

し
て

高
等

教
育

に
つ

な
が

る
連

続
的

な
人

材
育

成
を

行
う
観

点
か

ら
、
機

構
や

連
携

す
る

大
学

・研
究

機
関

等
の

研
究

者
に

よ
る

地
元

の
小

中
学

校
や

高

校
等

へ
の

出
前

授
業

等
を

行
う
と
と
も

に
、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
を

活
用

し
た

体
験

学
習

会
や

競
技

会
等

を
行

う
こ
と
で

、
小

中
高

校
生

等
が

先
端

的
な

研
究

・学
術

分
野

に
触

れ
る

多
様

な
機

会
を

設
け

る
と
と
も

に
、
地

元
の

高
校

生
等

を
対

象
と
し

た
研

究
助

手
制

度
の

導
入

や
サ

マ
ー

ス
ク
ー

ル
等

、
全

国
の

高
校

生
等

と
の

人
的

交
流

の
場

の
構

築
等

を
検

討
す

る
な

ど
、
地

域

の
未

来
を

担
う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
を

推
進

す
る

。
 

ま
た

、
科

学
教

育
や

防
災

教
育

に
関

す
る

人
材

育
成

の
基

盤
構

築
に

資
す

る
と
と
も

に
、

機
構

の
取

組
に

対
す

る
小

中
高

校
生

等
の

関
心

の
醸

成
と
参

加
の

促
進

を
図

る
観

点
か

ら
、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
の

視
察

や
伝

承
館

と
連

携
し

た
研

修
等

を
含

む
、
学

校
教

員
や

教
員

志

望
学

生
向

け
の

実
地

研
修

等
の

実
施

に
協

力
す

る
。
 

(3
)企

業
の

専
門

人
材

等
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
 

機
構

の
研

究
成

果
を

広
く波

及
さ
せ

る
に

は
、
企

業
等

に
お

い
て

も
、
機

構
の

研
究

開
発

成
果

を
産

業
化

に
結

び
付

け
る

こ
と
が

で
き

る
十

分
な

技
術

水
準

を
有

す
る

こ
と
が

必
要

で
あ

る
。
そ

の
た

め
、
機

構
は

、
そ

の
幅

広
い

研
究

開
発

分
野

に
対

応
し

た
、
企

業
人

材
・社

会
 

人
向

け
の

専
門

教
育

や
リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

用
意

し
、
研

究
開

発
の

様
々

な
シ

ー
ズ

を
、
ビ

ジ

ネ
ス

と
し

て
事

業
利

用
で

き
る

人
材

の
育

成
に

取
り
組

む
。
具

体
的

に
は

、
研

究
成

果
の

製
 

設
け

る
取

組
を

推
進

す
る

。
 

・
福

島
県

内
の

大
学

、
高

等
専

門
学

校
の

学
生

・
生

徒
を

対
象

に
、
最

先
端

の
科

学
技

術
の

魅
力

と
可

能
性

等
に

関
し

、
理

事
長

等
の

機
構

の
ト

ッ
プ

陣
に

よ
る

セ
ミ
ナ

ー
（

Ｆ
－

 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
ト

ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
）

を
昨

年
度

に
引

き
続

き
開

催
す

る
。
 

 

(3
)企

業
の

専
門

人
材

等
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
 

・機
構

の
研

究
成

果
を

広
く波

及
さ
せ

る
に

は
、
企

業
等

に
お

い
て

も
、
機

構
の

研
究

開
発

成

果
を

産
業

化
に

結
び

付
け

る
こ
と
が

で
き

る
十

分
な

技
術

水
準

を
有

す
る

こ
と
が

必
要

で
あ

る
。
そ

の
た

め
、
機

構
は

、
そ

の
幅

広
い

研
究

開
発

分
野

に
対

応
し

た
、
企

業
人

材
・社

会
人

向
け

の
専

門
教

育
や

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

用
意

し
、
研

究
開

発
の

様
々

な
シ

ー
ズ

を
、
ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
事

業
利

用
で

き
る

人
材

の
育

成
に

取
り
組

む
。
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
、
研

究
成

果
の

製
品

化
や

サ
ー

ビ
ス

化
に

取
り
組

む
こ
と
が

で
き

る
専

門
人

材
の

育
成

方
法

 に
つ

い
て

、

大
学

Ｔ
Ｌ

Ｏ
（

T
e
c
h
n
o
lo

g
y
 L

ic
e
n
si

n
g
 O

rg
a
n
iz

a
ti
o
n
、
技

術
移

転
機

関
）

な

ど
か

ら
情

報
収

集
す

る
。
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品

化
や

サ
ー

ビ
ス

化
に

取
り
組

む
こ
と
が

で
き

る
専

門
人

材
の

育
成

方
法

に
つ

い
て

、
大

学
Ｔ

 

Ｌ
Ｏ

（
T
e
c
h
n
o
lo

g
y
 L

ic
e
n
si

n
g
 O

rg
a
n
iz

a
ti
o
n
、
技

術
移

転
機

関
）

な
ど
か

ら
 

情
報

収
集

す
る

。
そ

の
結

果
を

参
考

に
、
企

業
等

の
人

材
が

研
究

成
果

の
製

品
化

や
サ

ー
ビ

ス
化

を
進

め
る

上
で

機
構

の
研

究
者

に
よ

り
指

導
で

き
る

事
項

の
抽

出
な

ど
を

進
め

、
機

構
で

の
リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

仕
組

み
を

組
み

立
て

て
い

く。
 

ま
た

、
機

構
の

施
設

・設
備

の
利

用
や

、
共

同
研

究
・研

修
等

を
通

じ
て

、
企

業
等

が
機

構
の

「知
」を

活
用

で
き

る
環

境
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

<
評

価
軸

＞
 

○
大

学
院

生
等

を
対

象
と
し

た
人

材
の

育
成

が
適

切
に

進
め

ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
の

育
成

が
適

切
に

進
め

ら
れ

て
い

る
か

。
 

○
企

業
の

専
門

人
材

等
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
が

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

＜
評

価
指

標
＞

 

○
機

構
の

各
研

究
テ

ー
マ

等
に

お
け

る
大

学
院

生
等

を
対

象
と
し

た
人

材
育

成
の

推
進

状
況

 

○
機

構
の

各
研

究
テ

ー
マ

等
に

お
け

る
地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
の

推
進

状
況

 

○
機

構
の

各
研

究
テ

ー
マ

等
に

お
け

る
企

業
の

専
門

人
材

等
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
の

推
進

状
況

 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
機

構
の

研
究

分
野

ご
と
の

人
材

育
成

の
取

り
組

み
状

況
 

○
県

内
外

の
大

学
、
高

等
専

門
学

校
、
小

中
高

校
と
の

広
域

連
携

の
状

況

〇
県

内
で

の
活

動
や

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

活
用

等
の

状
況

 

・
令

和
６

年
度

に
新

た
に

学
校

法
人

昌
平

黌
（

東
日

本
国

際
大

学
な

ど
）

、
東

京
大

学
カ

ブ
リ
数

物
連

携
宇

宙
研

究
機

構
、
筑

波
大

学
と

基
本

合
意

書
を

締
結

し
、
そ

れ
ぞ

れ
連

携
協

力
を

進
め

て
い

る
。
 

・
F
-R

E
I 
の

役
員

等
が

講
師

と
な

る
、
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
を

県
内

の
大

学
で

 3
 回

、
工

業
高

等
専

門
学

校
で

２
回

、
ま

た
県

外
版

の
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー

（
F
-R

E
I”

春
風

秋
霜

”次
世

代
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
）

を
大

学
で

 2
 回

行
い

合
計

約
 9

0
0
 名

が
受

講
し

、
最

先
端

の
科

学
技

術
の

魅
力

と
可

能
性

等
を

学
生

へ
伝

え
た

。
 

・出
前

授
業

に
つ

い
て

、
イ

ノ
ベ

機
構

と
連

携
し

、
地

元
の

高
校

に
お

い
て

 9
 回

行
い

、
合

計
約

 3
6
0
 名

が
受

講
し

た
。
 

・そ
の

他
各

種
依

頼
に

基
づ

く講
演

、
出

前
講

義
等

を
 8

 回
行

い
合

計
約

 7
0
0
 名

（
e
-l
e
a
rn

in
g
 科

目
受

講
者

除
く）

が
受

講
し

た
。
 

・会
津

大
学

と
共

催
で

復
興

の
現

状
を

学
ぶ

と
と
も

に
福

島
の

一
層

の
発

展
に

つ
な

が
る

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

考
え

る
ふ

くし
ま

未
来

創
造

プ
ロ

グ
ラ
ム

を

実
施

し
、
会

津
大

学
、
福

島
県

立
医

科
大

学
、
福

島
大

学
、
東

日
本

国
際

大
学

、
福

島
工

業
高

等
専

門
学

校
、
ふ

た
ば

未
来

学
園

高
等

学

校
の

学
生

・
生

徒
・
留

学
生

（
1
2
 

か
国

）
の

５
１

名
が

参
加

し
た

。
（

将
来

の
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

実
施

に
む

け
た

パ
イ

ロ
ッ
ト

事
業

と
し

て
実

施
。
）

 

・小
学

生
と
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

、
科

学
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら
う
こ
と
を

目
的

と
し

た
実

験
教

室
を

 2
 回

開
催

し
た

。
 

・
福

島
民

報
の

子
供

向
け

紙
面

（
み

ん
ぽ

う
ジ

ュ
ニ

ア
新

聞
）

に
「エ

フ
レ

イ
こ

ど
も

サ
イ

エ
ン

ス
」
各

研
究

分
野

の
研

究
紹

介
を

 1
0
 回

行
い

、
若

年
層

へ
の

理
解

促
進

を
図

っ
た

。
 

・福
島

県
の

各
高

校
の

探
究

学
習

で
指

導
的

役
割

を
果

た
す

教
員

が
参

加
す

る
県

教
育

委
員

会
主

催
の

研
修

会
に

お
い

て
 F

-R
E
I 

の
取

組

を
伝

え
る

取
組

を
行

っ
た

。
 

・放
射

性
物

質
の

分
析

業
務

に
従

事
す

る
人

材
の

裾
野

を
広

げ
る

こ
と
を

目
的

と
し

て
、
令

和
７

年
 3

 月
２

６
日

に
福

島
浜

通
り
地

域
に

立
地

す
る

廃
炉

関
連

の
分

析
施

設
で

の
現

地
訪

問
型

研
修

を
実

施
し

、
分

析
人

材
を

擁
す

る
地

元
企

業
等

に
対

す
る

専
門

教
育

・リ
カ

レ
ン

ト
教

育
 

を
展

開
し

た
。
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法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

設
立

初
年

度
に

引
き

続
き

、
様

々
な

教
育

機
関

と
積

極
的

に
連

携
協

力
体

制
を

構
築

し
、
そ

れ
を

基
盤

と
し

て
、
大

学
院

生
等

を
対

象
と
し

た
人

材
の

育
成

、
地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
の

育
成

、
企

業
の

専
門

人
材

等
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
の

い
ず

れ
に

つ
い

て
も

計
画

に
沿

っ
て

取
組

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。
地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
の

育
成

に
お

い
て

は
、
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
や

出
前

授
業

、
実

験
教

室
、
小

中
学

生
向

け
の

学
び

の
場

の
開

催
に

よ
り
科

学
技

術
の

魅
力

と
可

能
性

等
に

つ
い

て
地

域
の

若
者

世
代

に
伝

え
る

こ
と
で

広
く研

究
者

・技
術

者
育

成
の

裾
野

を
広

げ
る

と
と
も

に
、
更

に
福

島
や

東
北

復
興

に
お

け
る

課
題

等
を

知
る

き
っ
か

け
と
な

り
、
F
-R

E
I 

が
将

来
進

路
の

選
択

肢
の

一
つ

と
な

る
こ
と
を

含
め

、
福

島
の

創
造

的
復

興
と
発

展
を

中
長

期
的

に
支

え
る

研
究

開
発

に
係

る

人
材

育
成

の
第

一
歩

と
な

る
取

組
を

行
う
こ
と
が

出
来

た
。
 

ま
た

、
新

た
に

学
校

法
人

昌
平

黌
（

東
日

本
国

際
大

学
な

ど
）

、
東

大
カ

ブ
リ
数

物
連

携
宇

宙
研

究
機

構
、
筑

波
大

学
と
基

本
合

意
書

を
締

結
す

る
な

ど
、
大

学
、
研

究
機

関
と
連

携
し

た
人

材
育

成
の

推
進

が
見

込
ま

れ
る

。
 

以
上

よ
り
、
F
-R

E
I 
の

目
的

・業
務

、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 
の

活
動

に
よ

る
成

果
、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 
の

ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

様
々

な
機

関
と
も

連
携

し
な

が
ら
、
研

究
開

発
の

進
捗

に
併

せ
て

、
各

研
究

テ
ー

マ
等

に
お

け
る

人
材

育
成

活
動

を
充

実
さ
せ

る
こ
と
が

必
要

で
あ

る
。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
初

年
度

か
ら

設
置

さ
れ

た
、
東

北
大

学
医

学
系

研
究

科
と
の

放
射

生
態

学
ユ

ニ
ッ
ト

内
へ

の
連

携
講

座
（

放
射

線
環

境
生

体
医

学
 

連
携

講
座

）
に

つ
い

て
、
さ
ら
な

る
充

実
を

図
り
、
今

後
の

同
種

の
取

組
の

モ
デ

ル
と
し

て
、
先

端
的

な
研

究
開

発
の

実
施

に
不

可
欠

な

研
究

人
材

の
育

成
が

継
続

的
に

推
進

さ
れ

る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

連
携

大
学

院
制

度
に

基
づ

く連
携

講
座

へ
の

大
学

院
生

の
受

入
の

た
め

の
規

程
等

を
整

備
す

る
と
と
も

に
、
更

に
指

導
受

託
な

ど
外

部

研
修

生
の

制
度

も
整

え
る

こ
と
で

、
若

手
研

究
者

を
様

々
な

形
で

 F
-R

E
I 

に
受

け
入

れ
る

体
制

を
整

え
て

い
る

。
 

 

 
人

材
育

成
の

組
織

的
か

つ
継

続
的

な
実

施
に

向
け

、
教

育
機

関
等

と
の

基
本

合
意

書
等

に
つ

い
て

、
既

に
締

結
し

た
教

育
機

関
等

と
 

教
育

機
関

と
の

連
携

協
力

を
一

層
推

進
す

る
た

め
、
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
、
学

校
法

人
昌

平
黌

（
東

日
本

国
際

大
学

な
ど
）

、
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連

携
し

て
取

組
の

具
体

化
を

図
る

と
と
も

に
、
更

に
新

た
な

教
育

機
関

等
と
の

締
結

を
図

る
こ
と
で

、
連

携
協

力
が

一
層

推
進

さ
れ

る
こ
と
 

を
期

待
す

る
。
 

東
大

カ
ブ

リ
数

物
連

携
宇

宙
研

究
機

構
、
筑

波
大

学
と
新

た
に

基
本

合
意

書
を

締
結

し
て

い
る

。
 

 

 
出

前
授

業
や

、
ト

ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
、
科

学
実

験
教

室
な

ど
の

計
画

的
な

実
施

を
図

る
と
と
も

に
、
関

係
機

関
と
の

連
携

の
も

と
、
多

種
多

様
な

学
び

の
場

を
設

け
る

こ
と
を

通
じ

て
、
地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
の

育
成

に
係

る
エ

フ
レ

イ
の

寄
与

が
対

外
的

に

明
確

に
な

る
こ
と
を

期
待

す
る

。
そ

の
際

は
、
特

に
こ
れ

か
ら
の

地
域

の
復

興
の

主
た

る
担

い
手

と
な

っ
て

い
くこ

と
が

期
待

さ
れ

る
 
2
0
 

～
3
0
 代

を
対

象
と
し

た
取

組
の

充
実

を
期

待
す

る
。
 

令
和

６
年

度
に

お
い

て
は

、
出

前
授

業
に

つ
い

て
は

イ
ノ
ベ

機
構

と
連

携
し

、
9
 件

の
出

前
授

業
を

行
っ
た

。
ト

ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
も

県

内
の

４
機

関
（

福
島

大
学

、
会

津
大

学
、
福

島
県

立
医

科
大

学
、
福

島
工

業
高

等
専

門
学

校
）

で
実

施
す

る
と
と
も

に
、
新

た
に

県

外
版

ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
（

F
-R

E
I”

春
風

秋
霜

”次
世

代
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
）

と
し

て
山

形
大

学
、
弘

前
大

学
で

実
施

し
た

。
こ

れ
ら

の
他

、
各

種
依

頼
に

基
づ

い
た

講
演

を
実

施
し

て
い

る
。
ま

た
、
実

験
教

室
に

つ
い

て
も

、
新

た
に

Ｑ
Ｓ

Ｔ
と
連

携
し

て
実

施
し

、
新

た
に

会
津

大
学

と
の

共
催

で
ふ

くし
ま

未
来

創
造

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
実

施
し

た
。
更

に
、
県

教
委

主
催

の
教

員
研

修
会

で
も

 F
-R

E
I 
の

取
組

の
周

知

を
図

っ
て

お
り
、
生

徒
に

身
近

で
影

響
力

の
あ

る
教

員
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
し

て
い

る
。
こ
れ

ら
を

通
し

て
地

元
等

に
対

す
る

 F
-R

E
I 

の
寄

与
の

明
確

化
を

図
っ
て

い
る

。
 

こ
れ

ら
の

取
組

は
、
将

来
地

域
の

担
い

手
と
な

る
 2

0
 代

を
対

象
に

し
て

い
る

。
 

 

 
企

業
の

専
門

人
材

等
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
に

つ
い

て
は

、
福

島
浜

通
り
地

域
に

立
地

す
る

廃
炉

関
連

の
分

析
施

設
で

の
現

地
訪

問
型

研
修

の
よ

う
に

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
更

な
る

専
門

教
育

・リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

展
開

に
期

待
す

る
。
 

令
和

５
年

度
に

引
き

続
き

、
放

射
性

物
質

の
分

析
業

務
に

従
事

す
る

人
材

の
裾

野
を

広
げ

る
こ
と
を

目
的

と
し

た
福

島
浜

通
り
地

域
に

立
地

す
る

廃
炉

関
連

の
分

析
施

設
で

の
現

地
訪

問
型

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。
今

後
施

設
・設

備
や

ユ
ニ

ッ
ト

の
体

制
等

の
進

捗
に

 

応
じ

て
、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
専

門
教

育
・リ

カ
レ

ン
ト
教

育
の

検
討

を
進

め
る

。
 

 

89



75
 

 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

そ
の

他
の

研
究

開
発

等
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

 

③
人

材
育

成
・
確

保
に

関
す

る
事

項
 

ⅱ
 

人
材

確
保

 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.1

2
 

人
材

確
保

 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

  
主

な
参

考
指

標
情

報
 

 
②

主
要

な
イ

ン
プ

ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
  

年
 

度
 

R
6
  

年
 

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 

年
 

度
 

R
9
 

年
 

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
研

究
人

材
  

 
R

A
 、

P
I 

R
A
 、

 ユ
 

 
 

 
 

 
 

予
算

額
（

千
円

）
 

1
4
,2

0
1
,6

3
8
 

1
1
,9

1
7
,1

3
0
 

 
 

 
 

 

の
雇

用
（

ク
 

の
 公

募
  

ニ
ッ

ト
リ

  
 

の
内

数
 

の
内

数
 

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

 
等

適
切

  
ー

ダ
ー

の
 

 
 

 

ト
メ

ン
ト

制
 

に
実

施
 

公
募

等
  

 
 

 

度
の

活
用

、
 

 
適

切
 に

 
 

 
 

リ
サ

ー
チ

ア
シ

 
 

実
施

 
 

 
 

ス
タ

ン
ト

制
 

 
 

 
 

 

度
の

活
用

を
 

 
 

 
 

 

含
む

）
に

向
 

 
 

 
 

 

け
た

取
組

の
 

 
 

 
 

 

状
況

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
決

算
額

（
千

円
）

 
2
,6

8
1
,6

5
1
 

7
,3

6
2
,0

9
6
 

 
 

 
 

 

 
の

内
数

 
の

内
数

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
,5

9
3
,2

4
1
 

7
,8

1
5
,6

3
7
 

 
 

 
 

 

 
の

内
数

 
の

内
数
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経

常
利

益
（

千
円

）
 

9
0
5
 の

内
数

 
1
,4

2
3
 の

 内
 

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
,5

9
3
,3

1
3
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,7

0
9
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

（
ii）

人
材

確
保

 

国
内

外
の

大
学

・研
究

機
関

等
と
連

携
体

制
を

構
築

し
、
ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト

や
組

織
的

な
人

材
交

流
等

を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ
と
に

よ
り
、
優

れ
た

研
究

人
材

の

確
保

を
図

る
。
特

に
、
卓

越
し

た
能

力
を

有
す

る
海

外
の

研
究

者
の

招
へ

い
・集

積
を

求
心

力
と
し

て
、
更

な
る

人
材

確
保

の
好

循
環

を
生

み
出

す
。
 

（
ii）

人
材

確
保

 

機
構

の
研

究
開

発
基

盤
を

構
築

す
る

上
で

は
、
戦

略
的

に
研

究
人

材
を

確
保

す
る

こ
と

が
と
り
わ

け
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

セ
ミ
ナ

ー
等

の
開

催
、

国
際

学
会

や

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
へ

の
参

加
、

国
内

外
の

大
学

、
研

究
機

関
、
企

業
等

と
の

共
同

研

究
の

実
施

な
ど
を

足
掛

か
り
と
し

つ
つ

、
外

部
の

専
門

家
・
有

識
者

か
ら

の
助

言
も

参
考

に
し

な
が

ら
、
多

様
な

研
究

人
材

の
確

保
に

取
り
組

む
。
 

公
的

機
関

た
る

機
構

に
お

い
て

は
、
公

正
性

の
観

点
か

ら
公

募
に

よ
る

人
材

確
保

を
基

本
と

す
る

が
、
国

内
外

の
優

れ
た

研
究

者
、
特

に
、
卓

越
し

た
能

力
を

有
す

る
海

外
の

研
究

者
の

確
保

に
あ

た
っ
て

は
、
公

募
に

よ
る

プ
ル

型
の

取
組

で
は

困
難

な
側

面
が

強
い

こ
と
か

ら
、
特

定

の
研

究
者

に
対

し
て

機
構

が
直

接
ア

プ
ロ

ー
チ

を
行

う
よ

う
な

プ
ッ
シ

ュ
型

の
人

材
確

保
を

進
め

る
。
 ま
た

、
研

究
者

の
招

へ
い

・集
積

に
あ

た
っ
て

は
、
特

定
の

手
段

に
固

執
す

る
こ
と
な

く、
研

究

者
の

事
情

に
応

じ
て

多
様

な
手

段
を

柔
軟

に
選

択
で

き
る

よ
う
な

仕
組

み
と
す

る
。
具

体
的

に

は
、
正

規
雇

用
は

も
と
よ

り
、
ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
制

度
や

兼
業

、
転

籍
型

出
向

、
組

織
的

な
人

材
交

流
な

ど
も

適
切

に
活

用
し

、
他

の
研

究
機

関
等

に
所

属
す

る
優

れ
た

研
究

者
の

参

画
も

得
る

と
と
も

に
、
ポ

ス
ド

ク
や

若
手

研
究

者
に

対
し

て
は

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ
ッ
ク
制

度
を

、
大

学
院

生
等

に
対

し
て

は
リ
サ

ー
チ

ア
シ

ス
タ
ン

ト
制

度
を

適
用

す
る

な
ど
、
研

究
者

の
特

性
に

応
じ

た
制

度
運

用
を

行
う
。
 

（
ii）

人
材

確
保

 

令
和

５
年

度
に

委
託

事
業

と
し

て
開

始
し

た
研

究
開

発
を

段
階

的
に

イ
ン

ハ
ウ

ス
研

究

へ
と
移

行
さ

せ
て

い
く
た

め
、
委

託
先

と
協

議
を

重
ね

な
が

ら
、
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

な
ど
の

形
で

委
託

先
の

研
究

者
が

機
構

の
研

究
者

と
し

て
参

画
す

る
よ

う
調

整
を

進
め

る
。
 

ま
た

、
当

初
か

ら
イ

ン
ハ

ウ
ス

研
究

と
し

て
開

始
す

る
研

究
開

発
に

つ
い

て
は

、
公

募
に

よ
 

り
研

究
人

材
の

確
保

に
取

り
組

む
。
公

募
を

行
う
に

あ
た

っ
て

は
、

機
構

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
公

表
に

加
え

て
、
国

立
研

究
開

発
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
が

運
営

す
る

 
JR

E
C
- 

IN
 P

o
rt

a
l 

な
ど
の

既
存

の
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
も

効
果

的
に

活
用

し
て

、
関

係
機

関
や

関
係

者
に

幅
広

く
周

知
す

る
。
さ

ら
に

、
国

内
の

研
究

者
だ

け
で

な
く、

海
外

の
研

究
者

の
招

へ
い

に
向

け
た

検
討

を
行

う
。
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評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

○
国

内
外

の
研

究
人

材
を

確
保

で
き

て
い

る
か

。
 

○
国

内
外

の
有

力
な

大
学

や
研

究
機

関
等

と
の

連
携

体
制

を
構

築
で

き
て

い
る

か
。
 

＜
評

価
指

標
＞

 

○
研

究
人

材
の

雇
用

（
ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
制

度
の

活
用

、
リ
サ

ー
チ

ア
シ

ス
タ
ン

ト
制

度
の

活
用

を
含

む
）

の
状

況
 

＜
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
指

標
＞

 

○
研

究
人

材
の

雇
用

（
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

の
活

用
、
リ
サ

ー
チ

ア
シ

ス
タ

ン
ト

制
度

の
活

用
を

含
む

）
に

向
け

た
取

組
の

状
況

 

・
令

和
５

年
度

に
任

命
し

た
分

野
長

・
副

分
野

長
の

９
名

に
加

え
、

幅
広

い
分

野
の

専
門

性
に

対
応

す
る

た
め

、
令

和
６

年
度

は
放

射
線

科

学
・
創

薬
医

療
分

野
で

２
名

の
副

分
野

長
、
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
に

お
い

て
１

名
の

副
分

野
長

を
任

命

し
た

。
 

・令
和

５
年

度
に

募
集

を
開

始
し

た
ロ

ボ
ッ
ト

分
野

及
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
に

加
え

、
令

和
６

年
度

に
は

農
林

水
産

業
分

野
で

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

の

公
募

を
行

っ
た

。
こ
れ

ら
の

公
募

や
個

別
選

考
を

行
い

、
ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
制

度
等

も
活

用
し

な
が

ら
、
新

規
に

９
名

の
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
採

用
す

る
と
と
も

に
、
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

に
所

属
す

る
研

究
者

や
技

術
者

も
雇

用
し

、
令

和
７

年
３

月
末

時
点

で
２

２
名

の
研

究
者

等
が

研
究

開

発
部

門
に

所
属

し
研

究
活

動
を

行
っ
て

い
る

。
 

・
ま

た
、
令

和
５

年
度

に
同

じ
く
公

募
を

実
施

し
た

 R
A
 
に

つ
い

て
は

、
令

和
６

年
度

も
引

き
続

き
公

募
を

実
施

し
、

R
A
 協

議
会

や
関

係
学

会

等
へ

の
周

知
、
国

立
研

究
開

発
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
が

運
営

す
る

 J
R

E
C
-I

N
 P

o
rt

a
l 
へ

の
掲

載
な

ど
を

通
じ
て

、
更

な
る

 R
A
 人

材
の

確
保

に
努

め
た

。
公

募
の

結
果

、
令

和
６

年
度

中
に

３
名

、
令

和
７

年
度

当
初

に
２

名
採

用
し

た
。
 

・令
和

 6
 年

度
に

 E
A
（

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョン
・ア

ド
ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

）
及

び
 S

C
（

サ
イ

エ
ン

ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

）
等

の
公

募
を

実
施

し
、
R
A
 協

議
会

や
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

協
会

を
通

し
た

周
知

、
国

立
研

究
開

発
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
が

運
営

す
る

 
JR

E
C
-I

N
 
P
o
rt

a
l

へ
の

掲
載

な
ど
を

通
じ

て
人

材
の

確
保

に
努

め
た

。
公

募
の

結
果

、
令

和
６

年
度

中
に

 E
A
1
 名

を
、
令

和
 7

 年
 5

 月
に

 E
A
１

名
及

び
 S

C
1

名
を

採
用

し
た

。
 

・ま
た

、
国

際
的

な
人

的
交

流
・研

究
者

獲
得

を
視

野
に

、
令

和
６

年
 1

0
 月

に
ロ

ボ
テ

ィ
ク
ス

及
び

自
動

化
、
持

続
可

能
な

農
林

水
産

、
ク
リ
 ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

、
放

射
線

科
学

及
び

そ
の

産
業

応
用

、
放

射
性

同
位

体
を

用
い

た
医

薬
品

開
発

、
原

子
力

災
害

対
応

へ
の

情
報

共
有

ア
プ

ロ
ー

チ
に

関
す

る
共

同
研

究
等

に
向

け
た

連
携

関
係

を
確

立
す

る
た

め
、
米

国
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・ノ

ー
ス

ウ
ェ
ス

ト
国

立
研

究
所

（
P
N

N
L
）

と
協

力
覚

書
（

M
O

C
）

を
締

結
し

、
さ
ら
に

令
和

７
年

３
月

に
廃

炉
分

野
を

含
む

災
害

現
場

等
の

過
酷

環
境

に
お

け
る

作
業

に
貢

献
す

る
ロ

ボ
ッ
ト
技

術
及

び
自

律
シ

ス
テ

ム
の

分
野

で
の

協
力

関
係

構
築

に
向

け
、
英

国
原

子
力

公
社

（
U

K
A
E
A
）

と
協

力
覚

書
（

M
O

C
）

を
締

結
し

た
。
 

・そ
の

他
、
令

和
６

年
度

は
国

内
の

研
究

機
関

と
の

 M
O

U
 は

６
件

締
結

し
た

。
 

・理
事

長
ほ

か
、
F
-R

E
I 

の
役

職
員

が
令

和
６

年
７

月
に

ア
メ
リ
カ

に
拠

点
を

置
く 

F
-R

E
I 

国
際

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
訪

問
し

た
。
ま

た
、
７

月
に

イ
ギ

リ
ス

在
住

の
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
１

名
、
1
1
 月

に
ア

メ
リ
カ

在
住

の
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
及

び
ド
イ

ツ
在

住
の

国
際

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
を

福
島

浜
通

り
地

域
に

招
へ

い
し

て
、
こ

の
地

域
へ

の
理

解
を

深
め

て
も

ら
う
と
と
も

に
、
意

見
交

換
を

行
い

、
海

外
か

ら
の

人
材

確
保

等
に

つ
い

て
助

言
を

得

た
。
 

・F
-R

E
I 

の
研

究
分

野
に

関
連

す
る

研
究

者
等

と
の

勉
強

会
を

 1
0
 回

以
上

開
催

し
、
意

見
交

換
を

行
う
こ
と
に

よ
っ
て

、
研

究
人

材
の

雇
用

等
 

に
向

け
た

検
討

に
活

か
す

こ
と
が

で
き

た
。
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・国

立
研

究
開

発
法

人
協

議
会

の
分

科
会

に
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
参

加
し

、
国

立
研

究
開

発
法

人
に

お
け

る
研

究
者

や
研

究
支

援
者

の
確

保
の

た
め

の
課

題
、
先

行
事

例
等

を
収

集
し

た
。
 

・職
制

の
整

備
、
運

営
管

理
部

門
の

中
長

期
的

な
組

織
構

成
の

策
定

に
よ

り
、
国

際
通

用
性

の
あ

る
研

究
環

境
、
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

の
整

備
を

行
っ

た
。
 

・事
務

職
員

の
選

考
採

用
に

よ
っ
て

、
1
1
 名

採
用

し
た

ほ
か

、
東

邦
銀

行
と
の

協
定

に
よ

る
職

員
派

遣
、
福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド
統

合
に

よ

る
福

島
県

か
ら
の

広
域

連
携

監
の

派
遣

や
、
県

派
遣

職
員

の
増

員
等

、
令

和
 7

 年
 4

 月
 1

 日
の

組
織

体
制

整
備

に
向

け
た

準
備

を
行

っ
 

た
。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

令
和

６
年

度
は

、
計

画
に

基
づ

き
、
段

階
的

な
イ

ン
ハ

ウ
ス

研
究

へ
の

移
行

を
見

据
え

、
ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

な
ど
の

形
で

委
託

先
の

研
究

者
の

参
画

を
図

る
と
と
も

に
、
公

募
に

よ
り
、
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

や
 R

A
 な

ど
の

研
究

人
材

、
専

門
人

材
の

確
保

を
行

っ
た

。
海

外
機

関
と
の

連
携

  
  
に

つ

い
て

は
、
国

際
的

な
人

的
交

流
・研

究
者

獲
得

を
視

野
に

米
国

パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・ノ

ー
ス

ウ
ェ
ス

ト
国

立
研

究
所

（
P
N

N
L
）

、
英

国
原

子
力

公
社

（
U

K
A
E
A
）

と
協

力
覚

書
（

M
O

C
）

を
締

結
し

た
。
こ
う
し

た
取

組
は

、
特

定
の

研
究

者
に

対
し

て
機

構
が

直
接

ア
プ

ロ
ー

チ
を

行
う
よ

う

な
プ

ッ
シ

ュ
型

の
人

材
確

保
を

進
め

る
た

め
の

足
掛

か
り
と
な

る
も

の
で

あ
り
、
今

後
、
優

れ
た

研
究

人
材

の
確

保
と
い

う
成

果
の

実
現

に
繋

が
る

こ
と
が

期
待

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
職

制
の

整
備

、
運

営
管

理
部

門
の

中
長

期
的

な
組

織
構

成
の

策
定

に
よ

り
、
バ

ッ
ク
キ

ャ
ス

ト
で

組
織

・人
員

の

整
備

を
進

め
る

な
ど
、
専

門
人

材
が

最
大

限
活

躍
で

き
る

体
制

の
構

築
を

図
っ
た

。
 

以
上

を
踏

ま
え

、
F
-R

E
I 

の
目

的
・
業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョ
ン

を
実

現
さ

せ
る

よ
う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「
A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

海
外

の
研

究
者

の
確

保
に

向
け

、
得

ら
れ

た
情

報
等

に
基

づ
き

、
必

要
な

取
組

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
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４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

の
開

催
や

 M
O

U
 等

の
締

結
な

ど
に

よ
り
構

築
さ
れ

た
国

内
外

の
機

関
と
の

連
携

体
制

を
活

か
し

つ
つ

、
人

材
確

保
に

 

向
け

た
取

組
を

具
体

化
す

る
こ
と
に

よ
り
、
国

内
外

の
優

秀
な

研
究

者
が

確
保

さ
れ

る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

国
際

的
な

人
的

交
流

・研
究

者
獲

得
を

視
野

に
、
米

国
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・ノ

ー
ス

ウ
ェ
ス

ト
国

立
研

究
所

（
P
N

N
L
）

及
び

英
国

原
子

力
 

公
社

（
U

K
A
E
A
）

と
協

力
覚

書
（

M
O

C
）

を
締

結
し

た
。
 

 

 
今

後
、
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

を
は

じ
め

と
す

る
、

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
等

に
関

す
る

情
報

発
信

を
担

う
人

材
が

着
実

に
確

保
さ
 

れ
、
情

報
発

信
が

充
実

し
て

い
くこ

と
を

期
待

す
る

。
 

F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
等

に
関

す
る

情
報

発
信

の
充

実
に

も
つ

な
が

る
よ

う
、
令

和
６

年
度

は
、
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

の
採

用
に

 

向
け

て
公

募
を

行
い

、
令

和
７

年
度

か
ら
 1

 名
の

雇
用

を
実

現
し

た
。
 

 

94



80
 

 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
３

）
研

究
開

発
等

業
務

の
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.1

3
 

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

事
項

 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
指

標
 

基
準

値
等

 
R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 年

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R1
0 

年
度
 

R
11

 年
度

 
（

参
考

情
報

）
 

当
該

年
度

ま
で

の
累

積
値

等
、
必

要
な

情
報

 

 
大

学
、

研
究

機
関

、

教
育

機
関

、
企

業

等
と
の

広
域

連
携

の
 

実
績

 

 
M

O
U

 等
の

件
数

 9
 

件
 

M
O

U
 
等

の
件

数
  

1
0
 件

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

II
I.

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

事
項

 

 

1
.大

学
や

他
の

研
究

機
関

等
と
の

連
携

 

国
や

地
方

公
共

団
体

等
の

施
策

と
緊

密
に

連
携

を
図

り
な

が
ら
、
最

先
端

の
研

究
 

II
I.

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と
る

べ
き

措

置
 

 

1
.大

学
や

他
の

研
究

機
関

等
と
の

連
携

 

II
I.

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と
る

べ
き

措

置
 

 

1
.大

学
や

他
の

研
究

機
関

等
と
の

連
携
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開
発

や
産

業
化

等
の

取
組

の
持

続
的

な
実

施
に

不
可

欠
な

次
世

代
人

材
の

育
成

・

確
保

だ
け

で
な

く
、
共

同
研

究
や

組
織

的
な

人
材

育
成

・
交

流
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と
し

て
、

福
島

や
全

国
の

大
学

、
教

育
機

関
、

研
究

機
関

、
企

業
等

と
の

効
果

的
な

広
域

連

携
を

進
め

る
。
 

 

2
.効

果
的

・効
率

的
な

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
体

制
の

確
立

 

理
事

長
を

中
心

と
し

た
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に

加
え

、
外

部
の

専
門

家
・有

識
者

か
ら

も
助

言
を

得
る

こ
と
に

よ
り
、
P
D

C
A
 サ

イ
ク
ル

に
基

づ
く効

果
的

・効
率

的
な

業
務

管
理

を
行

い
、
組

織
の

肥
大

化
に

留
意

し
つ

つ
、
戦

略
的

か
つ

柔
軟

に
研

究
開

発
等

並
び

に

福
島

の
課

題
把

握
及

び
地

域
と
の

協
働

等
を

進
め

る
こ
と
が

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

。
 

ま
た

、
我

が
国

が
今

後
優

位
性

を
発

揮
し

、
世

界
へ

の
貢

献
が

期
待

さ
れ

る
分

野
へ

の
研

究
資

源
の

配
分

、
経

済
安

全
保

障
の

概
念

も
踏

ま
え

た
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
の

実
施

等
に

つ
い

て
戦

略
的

か
つ

機
動

的
に

判
断

す
る

。
 

 

3
.経

費
等

の
合

理
化

・効
率

化
 

適
正

な
業

務
運

営
確

保
の

観
点

か
ら
、
経

費
の

合
理

化
・効

率
化

、
調

達
の

合
理

化
及

び
契

約
の

適
正

化
を

図
る

。
 

ま
た

、
人

件
費

に
つ

い
て

は
、
政

府
の

方
針

を
踏

ま
え

、
法

に
基

づ
く国

際
的

に
卓

越
し

た
人

材
確

保
の

必
要

性
と
い

っ
た

機
構

の
特

徴
に

応
じ

て
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。
給

与
水

準
に

つ
い

て
は

、
国

民
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
観

点
か

ら
、
ラ
ス

パ
イ

レ
ス

指

数
、
役

員
報

酬
、
給

与
規

程
（

俸
給

表
を

含
む

）
及

び
総

人
件

費
を

公
表

す
る

。
 

国
や

地
方

公
共

団
体

等
の

施
策

と
緊

密
に

連
携

を
図

り
な

が
ら
、
研

究
開

発
、
産

業
 

化
、
人

材
育

成
・確

保
等

の
機

構
の

ミ
ッ
シ

ョン
を

円
滑

に
進

め
る

と
と
も

に
、
立

地
近

接
地

域

だ
け

で
な

く機
構

設
置

の
効

果
を

広
域

的
に

波
及

さ
せ

る
た

め
、
福

島
や

全
国

の
大

学
、
教

育
機

関
、
研

究
機

関
、
企

業
、
市

町
村

等
と
の

効
果

的
な

広
域

連
携

を
進

め
る

こ
と
と
し

、

Ｍ
Ｏ

Ｕ
（

基
本

合
意

）
や

包
括

連
携

協
定

等
を

 3
0
 件

以
上

締
結

す
る

。
Ｍ

Ｏ
Ｕ

や
包

括
連

携
協

定
の

内
容

と
し

て
は

、
共

同
研

究
等

の
研

究
協

力
、
研

究
者

等
の

交
流

及
び

人

材
の

育
成

、
情

報
交

換
、
施

設
・設

備
・実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
の

相
互

利
用

な
ど
に

関
す

る
連

携

協
力

を
想

定
し

て
い

る
。
 

2
.効

果
的

・効
率

的
な

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
体

制
の

確
立

 

理
事

長
を

中
心

と
し

た
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
加

え
、
外

部
の

専
門

家
・有

識
者

か
ら

も
助

言
を

得
る

こ
と
に

よ
り
、

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
基

づ
く
効

果
的

・
効

率
的

な
業

務
管

理
を

行

う
。
 

具
体

的
な

体
制

と
し

て
、
機

構
の

社
会

的
認

知
度

の
向

上
や

機
構

の
活

動
の

各
方

面
へ

の

展
開

等
に

つ
な

げ
る

た
め

、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
を

設
け

、
運

営
全

般
に

わ
た

る
俯

瞰
的

な

視
点

か
ら
の

意
見

を
得

る
ほ

か
、
機

構
の

国
際

的
な

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

や
国

際
的

プ
レ

ゼ

ン
ス

の
向

上
の

方
策

に
つ

い
て

助
言

を
得

る
た

め
、
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
グ

ル
ー

プ
を

組
織

す
 

る
。
 ま
た

、
組

織
の

肥
大

化
に

留
意

し
つ

つ
、
戦

略
的

か
つ

柔
軟

に
研

究
開

発
等

並
び

に
福

島
の

課
題

把
握

及
び

地
域

と
の

協
働

等
を

進
め

る
。
 

さ
ら
に

、
我

が
国

が
今

後
優

位
性

を
発

揮
し

、
世

界
へ

の
貢

献
が

期
待

さ
れ

る
分

野
へ

の
研

究
資

源
の

配
分

、
経

済
安

全
保

障
の

概
念

も
踏

ま
え

た
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
の

実
施

等
に

つ
い

て

戦
略

的
か

つ
機

動
的

に
判

断
す

る
。
特

に
、
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
の

実
施

に
つ

い
て

は
、
講

習
会

の

実
施

や
業

務
マ

ニ
ュ
ア

ル
の

作
成

な
ど
を

行
う
。
 

3
.経

費
等

の
合

理
化

・効
率

化
 

経
費

の
合

理
化

・効
率

化
に

つ
い

て
は

、
機

構
の

財
源

の
多

くが
国

か
ら
の

補
助

金
で

あ
る

こ
と
に

鑑
み

、
国

民
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
た

め
、
実

績
を

点
検

し
、
合

理
的

か
つ

効

率
的

に
予

算
を

執
行

す
る

。
 

機
構

が
締

結
す

る
契

約
に

つ
い

て
は

、
研

究
成

果
の

最
大

化
を

目
指

す
た

め
に

、
一

般
 

競
争

を
原

則
と
し

つ
つ

も
、
真

に
や

む
を

え
な

い
場

合
に

お
い

て
は

、
機

構
の

事
業

・事
務

の
 

国
や

地
方

公
共

団
体

等
の

施
策

と
緊

密
に

連
携

を
図

り
な

が
ら
、
研

究
開

発
、
産

業

化
、
人

材
育

成
・確

保
等

の
機

構
の

ミ
ッ
シ

ョン
を

円
滑

に
進

め
る

と
と
も

に
、
立

地
近

接
地

域
だ

け
で

な
く機

構
設

置
の

効
果

を
広

域
的

に
波

及
さ
せ

る
た

め
、
産

学
官

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ

ミ

ナ
ー

や
 F

-R
E
I 
座

談
会

な
ど
を

通
じ

て
、
福

島
や

全
国

の
大

学
、
教

育
機

関
、
研

究
機

関
、
企

業
、
市

町
村

等
と
の

効
果

的
な

広
域

連
携

を
進

め
る

。
F
-R

E
I 
座

談
会

に
つ

い
て

は
、
機

構
設

置
の

効
果

を
福

島
県

内
全

体
に

広
域

的
に

波
及

さ
せ

る
た

め
、
浜

通
り
地

域

に
加

え
、
中

通
り
、
会

津
地

域
で

も
実

施
す

る
。
 

こ
う
し

た
取

組
か

ら
、
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
、
Ｍ

Ｏ
Ｕ

（
基

本
合

意
）

や
包

括
連

携
協

定
等

に
つ

い
て

、
東

北
を

は
じ

め
広

く国
内

や
海

外
の

機
関

も
含

め
て

新
た

に
５

件
 以

上
締

結
す

る
こ
と
を

目
指

し
、
積

極
的

な
活

動
を

実
施

し
て

い
く。

Ｍ
Ｏ

Ｕ
や

包
括

連
携

協

定
の

内
容

と
し

て
は

、
共

同
研

究
等

の
研

究
協

力
、
研

究
者

等
の

交
流

及
び

人
材

の
育

成
、
情

報
交

換
、
施

設
・設

備
・実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
の

相
互

利
用

な
ど
に

関
す

る
連

携
協

力
を

想
定

し
て

い
る

。
 

 

2
.効

果
的

・効
率

的
な

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
体

制
の

確
立

 

理
事

長
を

中
心

と
し

た
ト
ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に

加
え

、
外

部
の

専
門

家
・有

識
者

か
ら
も

助

言
を

得
る

こ
と
に

よ
り
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク
ル

に
基

づ
く効

果
的

・効
率

的
な

業
務

管
理

を
行

う
。
 具

体
的

な
体

制
と
し

て
、
機

構
の

社
会

的
認

知
度

の
向

上
や

機
構

の
活

動
の

各
方

面

へ
の

展
開

等
に

つ
な

げ
る

た
め

、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
を

開
催

し
、
運

営
全

般
に

わ
た

る
俯

瞰
的

な
視

点
か

ら
の

意
見

を
得

る
ほ

か
、
機

構
の

国
際

的
な

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

や
国

際

的
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
の

方
策

に
つ

い
て

助
言

を
得

る
た

め
、
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と
の

意
見

交
換

を
行

う
。
 

ま
た

、
組

織
の

肥
大

化
に

留
意

し
つ

つ
、
戦

略
的

か
つ

柔
軟

に
研

究
開

発
等

並
び

に
福

島
の

課
題

把
握

及
び

地
域

と
の

協
働

等
を

進
め

る
。
 

さ
ら

に
、
我

が
国

が
今

後
優

位
性

を
発

揮
し

、
世

界
へ

の
貢

献
が

期
待

さ
れ

る
分

野
へ

の

研
究

資
源

の
配

分
、
経

済
安

全
保

障
の

概
念

も
踏

ま
え

た
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
の

実
施

等
に

つ
い

て
戦

略
的

か
つ

機
動

的
に

判
断

す
る

。
特

に
、
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
の

実
施

に
つ

い
て

は
、
講

習
会

 

の
実

施
や

業
務

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

に
向

け
て

取
り
組

む
。
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特

性
も

踏
ま

え
、
そ

の
他

合
理

的
な

調
達

を
検

討
す

る
。
そ

の
際

、
随

意
契

約
を

行
う
場

合

に
あ

っ
て

も
、
公

表
の

徹
底

等
に

よ
り
透

明
性

、
公

正
性

を
図

る
。
 

ま
た

、
人

件
費

に
つ

い
て

は
、
政

府
の

方
針

を
踏

ま
え

、
法

に
基

づ
く国

際
的

に
卓

越
し

た

人
材

確
保

の
必

要
性

と
い

っ
た

機
構

の
特

徴
に

応
じ

て
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。
給

与
水

準
に

つ
い

て
は

、
国

民
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
観

点
か

ら
、
ラ
ス

パ
イ

レ
ス

指
数

、
役

員
報

酬
、
給

与
規

程
（

俸
給

表
を

含
む

）
及

び
総

人
件

費
を

公
表

す
る

。
 

 

3
.経

費
等

の
合

理
化

・効
率

化
 

経
費

の
合

理
化

・効
率

化
に

つ
い

て
は

、
機

構
の

財
源

の
多

くが
国

か
ら
の

補
助

金
で

あ
る

こ
と
に

鑑
み

、
国

民
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
た

め
、
実

績
を

点
検

し
、
合

理
的

か
つ

効

率
的

に
予

算
を

執
行

す
る

。
 

機
構

が
締

結
す

る
契

約
に

つ
い

て
は

、
研

究
成

果
の

最
大

化
を

目
指

す
た

め
に

、
一

般

競
争

を
原

則
と
し

つ
つ

も
、
真

に
や

む
を

え
な

い
場

合
に

お
い

て
は

、
機

構
の

事
業

・
事

務
の

特
性

も
踏

ま
え

、
そ

の
他

合
理

的
な

調
達

を
検

討
す

る
。
そ

の
際

、
随

意
契

約
を

行
う
場

合

に
あ

っ
て

も
、
公

表
の

徹
底

等
に

よ
り
透

明
性

、
公

正
性

を
図

る
。
 

ま
た

、
人

件
費

に
つ

い
て

は
、
政

府
の

方
針

を
踏

ま
え

、
法

に
基

づ
く国

際
的

に
卓

越
し

た

人
材

確
保

の
必

要
性

と
い

っ
た

機
構

の
特

徴
に

応
じ

て
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。
給

与
水

準

に
つ

い
て

は
、
国

民
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
観

点
か

ら
、
ラ
ス

パ
イ

レ
ス

指
数

、
役

員

報
酬

、
給

与
規

程
（

俸
給

表
を

含
む

）
及

び
総

人
件

費
を

公
表

す
る

。
 

以
上

を
実

現
す

る
た

め
、
設

立
２

年
目

で
あ

る
令

和
６

年
度

は
、
初

年
度

で
あ

る
令

和
 

5
 年

度
同

様
、
適

正
な

予
算

執
行

、
適

切
な

契
約

締
結

を
は

じ
め

必
要

な
措

置
を

実
施

し

て
い

く。
 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

<
評

価
軸

＞
 

「基
盤

作
り
と
存

在
感

の
提

示
」に

資
す

る
取

組
が

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

＜
評

価
軸

＞
 

〇
大

学
、
研

究
機

関
、
教

育
機

関
、
企

業
等

と
の

広
域

連
携

の
実

績
 

＜
主

要
な

業
務

実
績

＞
 

・令
和

 6
 年

度
第

 1
 回

産
学

官
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
に

お
い

て
は

、
東

北
地

方
の

企
業

を
中

心
に

 9
6
 社

等
 1

8
8
 名

が
参

加
し

、
産

学
官

連

携
・産

業
化

を
テ

ー
マ

と
し

て
講

演
及

び
ト

ー
ク
セ

ッ
シ

ョン
を

行
っ
た

こ
と
に

よ
り
、
産

学
連

携
体

制
の

構
築

・ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ

ン
グ

に
努

め
た

。
 

・浜
通

り
地

域
等

で
は

、
広

域
連

携
体

制
の

構
築

と
地

域
に

お
け

る
研

究
開

発
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

・シ
ー

ズ
を

深
掘

り
す

る
た

め
 
F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
分

野
別

の
市

町
村

座
談

会
を

２
回

開
催

し
た

。
ロ

ボ
ッ
ト

分
野

の
座

談
会

は
、
南

相
馬

市
の

福
島

ロ
ボ

ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

で
、
農

林
水

産
業

分
野

の
座

談
会

は
浪

江
町

防
災

交
流

セ
ン

タ
ー

で
開

催
し

、
F
-R

E
I 

の
研

究
開

発
の

状
況

に
つ

い
て

報
告

す
る

と
と
も

に
、
地

域
の

事
業

者
や

農

業
従

事
者

と
意

見
交

換
を

行
い

、
延

べ
 2

2
8
 名

の
参

加
者

を
集

め
た

。
ま

た
、
F
-R

E
I 

の
設

置
効

果
を

県
内

全
域

へ
波

及
さ
せ

、
広

域
連

携
体

制
を

強
固

な
も

の
と
す

る
た

め
、
中

通
り
、
会

津
地

域
で

も
福

島
県

及
び

イ
ノ
ベ

機
構

と
共

催
で

市
町

村
座

談
会

を
４

回
開

催
し

、
延

べ
 9

5
3
 名

の
参

加
者

を
集

め
た

。
 

・産
学

官
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・セ

ミ
ナ

ー
や

市
町

村
座

談
会

と
い

っ
た

取
組

等
を

踏
ま

え
、
令

和
 6

 年
度

に
お

い
て

は
自

治
体

、
大

学
、
高

等
専

門
学

 

校
、
企

業
と
研

究
開

発
・人

材
育

成
等

に
お

け
る

連
携

、
双

方
の

資
源

を
有

効
的

に
活

用
し

た
協

働
活

動
等

、
国

内
の

多
様

な
機

関
に

加
え

、
 

97



83
 

 

国
際

的
な

人
的

交
流

・
研

究
者

獲
得

を
視

野
に

、
米

国
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ー

ス
ウ

エ
ス

ト
国

立
研

究
所

（
P
N

N
L
）

や
英

国
原

子
力

公
社

 

（
U

K
A
E
A
）

と
協

力
覚

書
（

M
O

C
）

を
締

結
す

る
な

ど
、
締

結
先

に
応

じ
た

 M
O

U
（

基
本

合
意

）
や

包
括

連
携

協
定

等
を

 1
0
 件

締
結

し
た

。
ま

た
、
令

和
 7

 年
度

に
お

い
て

も
新

た
に

 M
O

U
 等

を
締

結
で

き
る

よ
う
、
具

体
的

な
調

整
を

複
数

の
機

関
と
進

め
て

い
る

。
 

・令
和

７
年

 
4
 
月

１
日

の
福

島
ロ

ボ
ッ
ト
テ

ス
ト

フ
ィ
ー

ル
ド
の

統
合

を
見

据
え

、
福

島
県

と
福

島
ロ

ボ
ッ
ト
テ

ス
ト

フ
ィ
ー

ル
ド
統

合
に

関
す

る
基

本
合

意
書

を
締

結
し

た
ほ

か
、
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・コ

ー
ス

ト
構

想
推

進
機

構
、
福

島
県

と
の

包
括

連
携

協
定

や
、
三

春
施

設
で

実
施

し
て

い
る

環
境

動
態

研
究

の
令

和
７

年
４

月
１

日
の

統
合

を
見

据
え

、
福

島
県

、
国

立
研

究
開

発
法

人
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

 

（
JA

E
A
）

、
国

立
研

究
開

発
法

人
国

立
環

境
研

究
所

（
N

IE
S
）

と
環

境
創

造
セ

ン
タ
ー

に
お

け
る

連
携

協
力

に
関

す
る

基
本

協
定

及
び

実
施

協
定

を
締

結
し

た
。
 

・理
事

長
ほ

か
、
F
-R

E
I 

の
役

職
員

が
令

和
６

年
７

月
に

ア
メ
リ
カ

に
拠

点
を

置
く 

F
-R

E
I 

国
際

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
を

訪
問

し
た

。
ま

た
、
７

月
に

イ
ギ

リ
ス

在
住

の
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
１

名
、
1
1
 
月

に
ア

メ
リ
カ

在
住

の
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
及

び
ド

イ
ツ

在
住

の
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

福
島

浜
通

り
地

域

に
招

へ
い

し
て

、
こ
の

地
域

へ
の

理
解

を
深

め
て

も
ら
う
と
と
も

に
、
意

見
交

換
を

行
い

、
国

際
的

な
研

究
拠

点
に

す
る

た
め

の
方

途
等

に
つ

い
て

活
発

に
意

見
交

換
を

行
っ
た

。
 

・令
和

 6
 年

 7
 月

 2
3
 日

及
び

令
和

 7
 年

 1
 月

 1
5
 日

に
、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
を

開
催

し
、
運

営
全

般
に

わ
た

る
俯

瞰
的

な
視

点
か

ら
の

意

見
を

得
た

。
 

・セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に

つ
い

て
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
協

議
会

の
分

科
会

に
お

い
て

情
報

収
集

を
行

っ
た

ほ
か

、
全

職
員

に
対

し
て

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
教

育

を
行

っ
た

。
 

・契
約

に
関

す
る

重
要

な
事

項
を

審
査

す
る

た
め

、
契

約
審

査
委

員
会

を
設

置
し

、
随

意
契

約
に

関
す

る
審

査
等

を
行

っ
た

。
特

に
契

約
額

の
多

く

を
占

め
た

委
託

研
究

の
契

約
締

結
に

あ
た

っ
て

は
、
外

部
の

専
門

家
も

交
え

た
委

託
研

究
契

約
審

査
委

員
会

を
開

催
す

る
と
と
も

に
、
役

員
会

に
お

い
て

も
審

査
等

を
行

い
、
適

正
性

の
確

保
に

努
め

た
。
 

・
福

島
特

措
法

等
に

基
づ

き
、
国

際
的

に
卓

越
し

た
人

材
確

保
の

必
要

性
を

踏
ま

え
て

制
定

し
た

、
役

員
報

酬
規

程
、
給

与
規

程
（

俸
給

表

を
含

む
）

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト
を

通
じ

て
公

表
し

て
い

る
。
 

・ラ
ス

パ
イ

レ
ス

指
数

及
び

総
人

件
費

に
つ

い
て

は
、
令

和
５

年
度

の
実

績
を

公
表

し
た

。
 

・福
島

ロ
ボ

ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

統
合

に
向

け
た

執
行

体
制

整
備

と
し

て
、
新

た
に

広
域

連
携

監
と
い

う
役

職
を

作
り
、
令

和
 7

 年
 4

 月
 1

 日

の
任

命
に

向
け

、
準

備
を

進
め

た
。
 

・副
分

野
長

の
任

命
を

進
め

、
分

野
長

等
会

議
や

研
究

開
発

推
進

・調
整

会
議

な
ど
の

定
期

開
催

に
よ

り
、
研

究
開

発
の

効
果

的
な

推
進

を

図
っ
た

。
 

・分
野

別
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
策

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
、
戦

略
的

に
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト
の

設
立

を
進

め
る

と
と
も

に
、
研

究
者

、
専

門
人

材
 

（
R
A
、
E
A
 な

ど
）

の
雇

用
促

進
、
一

般
事

務
職

員
の

採
用

な
ど
研

究
開

発
支

援
体

制
の

強
化

を
行

っ
た

。
 

・復
興

庁
と
の

連
絡

会
の

定
期

開
催

に
よ

る
情

報
共

有
等

、
効

率
的

な
業

務
運

営
に

向
け

た
取

組
を

行
っ
た

。
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法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

大
学

や
他

の
研

究
機

関
等

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
、
計

画
に

基
づ

き
、
産

学
官

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
や

浜
通

り
地

域
等

や
中

通
り
、
会

津
地

域
で

市
町

村
座

談
会

を
実

施
し

、
こ
れ

ら
の

イ
ベ

ン
ト
で

多
くの

企
業

・団
体

等
と
交

流
を

図
り
、
連

携
体

制
の

構
築

に
繋

げ
る

こ
と
が

で
き

た
。
 

関
係

機
関

と
の

 
M

O
U

 
等

の
締

結
に

つ
い

て
、
５

件
以

上
と
い

う
計

画
に

対
し

て
、
自

治
体

・
大

学
・企

業
な

ど
国

内
の

多
様

な
機

関
に

加
え

、
国

際
的

な
人

的
交

流
・
研

究
者

獲
得

を
視

野
に

、
米

国
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ー

ス
ウ

エ
ス

ト
国

立
研

究
所

（
P
N

N
L
）

や
英

国
原

子
力

公
社

（
U

K
A
E
A
）

と
協

力
覚

書
（

M
O

C
）

を
締

結
す

る
な

ど
、
1
0
 件

の
締

結
に

至
っ
た

こ
と
は

、
今

後
、
研

究
開

発
・産

業
化

・人
材

育
成

等
の

取
組

を
よ

り
充

実
さ
せ

る
と
と
も

に
、
機

構
設

置
の

効
果

を
広

域
的

に
波

及
さ
せ

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
重

要
な

成
果

で
あ

り
、
計

画
を

顕

著
に

上
回

る
実

績
で

あ
る

。
 

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
体

制
の

確
立

に
つ

い
て

は
、
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と
の

意
見

交
換

や
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
で

助
言

を
得

た
ほ

か
、
福

島
ロ

ボ
ッ
ト

テ
ス

ト
フ
ィ
ー

ル
ド

統
合

に
向

け
た

執
行

体
制

の
準

備
や

策
定

し
た

研
究

分
野

ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ

に
基

づ
く研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

を
設

立
す

る
等

、

戦
略

的
か

つ
柔

軟
に

取
組

を
進

め
る

こ
と
が

で
き

る
よ

う
業

務
管

理
を

行
っ
た

。
ま

た
、
給

与
水

準
に

つ
い

て
、
国

民
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
観

点
か

ら
、
ラ
ス

パ
イ

レ
ス

指
数

、
総

人
件

費
に

つ
い

て
令

和
 5

 年
度

の
実

績
を

公
表

す
る

な
ど
、
適

正
な

業
務

運
営

確
保

の
た

め
の

取
組

も

計
画

に
基

づ
き

着
実

に
実

施
し

て
い

る
。
 

以
上

を
踏

ま
え

、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

 F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「
A
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

大
学

や
他

の
研

究
機

関
等

と
の

連
携

に
あ

た
っ
て

は
、
福

島
県

内
の

み
な

ら
ず

、
東

北
を

は
じ

め
全

国
、
更

に
は

海
外

と
の

機
関

と
の

連
携

も
進

め
て

い
く必

要
が

あ
る

。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

、
Ｄ

）
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４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
予

算
と
決

算
の

差
額

分
析

、
「財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

」の
評

価
に

際
し

て
行

う
財

務
分

析
な

ど
を

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
こ
れ

ま
で

の
取

組
に

よ
り
、
産

学
連

携
体

制
の

構
築

・ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ

ン
グ

、
広

域
連

携
が

図
ら
れ

つ
つ

あ
る

と
こ
ろ

、
世

界
に

冠
た

る
「創

造
 

的
復

興
の

中
核

拠
点

」と
し

て
、
福

島
県

内
機

関
と
の

更
な

る
連

携
促

進
と
あ

わ
せ

て
、
東

北
の

み
な

ら
ず

全
国

、
さ
ら
に

は
海

外
の

機
関

と
の

連
携

を
並

行
し

て
進

め
て

い
くこ

と
を

期
待

す
る

。
 

国
外

 2
 機

関
と
の

協
力

覚
書

（
M

O
C
）

締
結

、
米

・英
・
ス

イ
ス

・
仏

・
豪

等
の

大
学

・研
究

機
関

と
の

交
流

、
駐

日
各

国
大

使
へ

の

事
業

紹
介

、
国

際
学

会
等

で
の

出
講

等
を

通
じ

、
国

外
連

携
を

展
開

中
で

あ
る

。
 

 

 
効

率
的

・効
果

的
な

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
体

制
に

つ
い

て
は

、
P
D

C
A
 
サ

イ
ク
ル

に
基

づ
く効

果
的

・効
率

的
な

業
務

管
理

の
推

進
を

引
き

続
き

徹
底

す
る

必
要

が
あ

る
。
ま

た
、
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
助

言
等

が
機

構
の

社
会

的
認

知
度

の
向

上
や

機
構

の
活

動
の

各
方

面
へ

の
展

開
等

に
ど
の

よ
う
な

形
で

貢
献

し
て

い
る

か
可

視
化

を
図

る
と
と
も

に
、
機

構
が

抱
え

る
様

々
な

具
体

的
課

題
に

対
し

 

て
、
よ

り
具

体
的

な
形

で
助

言
を

求
め

る
な

ど
、
国

際
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
や

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
の

よ
り
積

極
的

な
活

用
を

期
待

す
る

。
 

P
D

C
A
 
サ

イ
ク

ル
に

基
づ

く
効

果
的

・
効

率
的

な
業

務
管

理
の

推
進

を
引

き
続

き
徹

底
す

る
た

め
、
外

部
の

専
門

家
・
有

識
者

で
構

成

さ
れ

る
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
や

国
際

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
活

用
し

、
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

の
創

成
や

組
織

、
人

材
基

盤
の

整
備

、
F
-R

E
I 

を

国
際

的
な

研
究

拠
点

に
す

る
た

め
の

方
途

等
に

つ
い

て
、
よ

り
具

体
的

な
助

言
を

得
た

上
で

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
体

制
の

強
化

を
図

っ
た

。
 

 

 
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
に

つ
い

て
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
協

議
会

の
分

科
会

に
お

け
る

情
報

収
集

や
講

習
会

の
実

施
等

を
踏

ま
え

、
業

務
マ

ニ
 

ュ
ア

ル
の

作
成

に
向

け
て

取
り
組

む
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

国
立

研
究

開
発

法
人

協
議

会
の

分
科

会
に

お
け

る
情

報
収

集
等

を
踏

ま
え

て
、
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
教

育
資

料
を

作
成

し
た

。
 

 

 
経

費
の

合
理

化
・効

率
化

に
つ

い
て

は
、
国

民
に

対
す

る
説

明
責

任
の

観
点

か
ら
、
実

績
を

点
検

す
る

と
と
も

に
、
本

評
価

結
果

を
踏

ま
え

て
、
引

き
続

き
適

切
な

予
算

執
行

体
制

の
構

築
や

合
理

的
か

つ
効

率
的

な
予

算
の

執
行

に
努

め
る

こ
と
を

期
待

す
る

。
ま

た
、
契

約
に

関

し
、
契

約
審

査
委

員
会

や
委

託
研

究
契

約
審

査
委

員
会

の
開

催
な

ど
を

通
じ

て
、

引
き

続
き

適
正

性
の

確
保

に
努

め
る

と
と
も

に
、
随

意
契

約
の

公
表

の
徹

底
等

を
通

じ
、
透

明
性

や
公

正
性

の
確

保
を

図
り
、
適

切
な

契
約

締
結

体
制

の
構

築
を

進
め

る
こ
と
を

期
 

待
す

る
。
 

経
費

の
実

績
に

つ
い

て
継

続
し

て
点

検
を

行
う
と
と
も

に
、
評

価
結

果
を

踏
ま

え
て

適
切

な
予

算
執

行
体

制
の

構
築

や
合

理
的

か
つ

効
率

的
な

予
算

の
執

行
に

努
め

た
。
ま

た
、
契

約
審

査
委

員
会

や
委

託
研

究
契

約
審

査
委

員
会

を
開

催
し

、
契

約
に

お
け

る
適

正
性

の
確

保

に
努

め
る

と
と
も

に
、
随

意
契

約
に

係
る

情
報

の
公

表
の

徹
底

等
を

通
じ

、
透

明
性

や
公

正
性

の
確

保
を

図
り
、
適

切
な

契
約

締
結

体

制
の

構
築

を
進

め
た

。
 

 

 
人

件
費

に
つ

い
て

は
、
法

に
基

づ
く国

際
的

に
卓

越
し

た
人

材
確

保
の

必
要

性
と
い

っ
た

機
構

の
特

徴
に

応
じ

て
必

要
な

措
置

を
講

じ
て

い
る

こ
と
に

鑑
み

、
諸

規
程

や
給

与
水

準
、
人

件
費

等
の

各
種

情
報

の
公

開
を

通
じ

た
国

民
に

対
す

る
説

明
責

任
の

徹
底

を
期

待
す

 

る
。
 

福
島

特
措

法
等

に
基

づ
き

、
国

際
的

に
卓

越
し

た
人

材
確

保
の

必
要

性
を

踏
ま

え
て

制
定

し
た

、
役

員
報

酬
規

程
、
給

与
規

程
 

（
俸

給
表

を
含

む
）

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

通
じ
て

公
表

し
て

い
る

。
ま

た
、
ラ
ス

パ
イ

レ
ス

指
数

及
び

総
人

件
費

に
つ

い
て

は
、
令

和
５

年
度

の
実

績
を

公
表

し
た

。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
４

）
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

 

 

１
．

項
目

別
調

書
 N

o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.1

4
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
事

項
 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
指

標
 

基
準

値
等

 
R

5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 年

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
1
1
 年

度
 

（
参

考
情

報
）

 

当
該

年
度

ま
で

の
累

積
値

等
、
必

要
な

情
報

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

IV
.財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

 

外
部

資
金

の
獲

得
な

ど
も

段
階

的
・計

画
的

に
進

め
な

が
ら
、
世

界
水

準
の

研
究

を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

研
究

資
金

を
確

保
す

る
。
 

IV
.予

算
（

人
件

費
の

見
積

り
を

含
む

。
）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
 

 

1
. 
予

算
 

別
紙

の
と
お

り
 

2
. 
収

支
計

画

別
紙

の
と
お

り
 

IV
.予

算
（

人
件

費
の

見
積

り
を

含
む

。
）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
 

 

1
. 
予

算
 

別
紙

の
と
お

り
 

 

2
. 
収

支
計

画
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3
. 
資

金
計

画

別
紙

の
と
お

り
 

4
. 
財

源
の

確
保

 

外
部

資
金

の
獲

得
な

ど
も

段
階

的
・計

画
的

に
進

め
な

が
ら
、
世

界
水

準
の

研
究

を
実

施

す
る

た
め

に
必

要
な

研
究

資
金

を
確

保
す

る
。
 

特
に

、
競

争
的

研
究

費
に

つ
い

て
は

、
国

や
地

方
公

共
団

体
等

と
緊

密
に

連
携

を
図

り
、

機
構

内
で

公
募

情
報

を
共

有
し

て
積

極
的

・戦
略

的
な

応
募

を
促

進
し

、
目

標
を

定
め

て

外
部

資
金

の
獲

得
に

つ
な

げ
る

。
応

募
に

当
た

っ
て

は
採

択
実

績
豊

富
な

研
究

者
の

協
力

を
得

て
書

類
作

成
を

支
援

す
る

。
 

こ
の

ほ
か

、
研

究
成

果
の

活
用

実
績

や
地

域
再

生
へ

の
貢

献
等

を
わ

か
り
や

す
く
説

明
す

る
こ

と
等

を
通

じ
て

、
地

域
の

幅
広

い
主

体
と
連

携
し

、
受

託
研

究
・共

同
研

究
を

推
進

す
る

と
と
も

に
、
寄

附
金

の
獲

得
を

目
指

す
。
 

V
. 短

期
借

入
金

の
限

度
額

 

短
期

借
入

限
度

額
は

 3
6
 億

円
と
す

る
。
 

短
期

借
入

が
想

定
さ
れ

る
事

態
と
し

て
は

、
補

助
金

の
受

入
の

遅
延

等
が

あ
る

。
 

V
I. 

不
要

財
産

又
は

不
要

財
産

と
な

る
こ
と
が

見
込

ま
れ

る
財

産
が

あ
る

場
合

に
は

、
当

該

財
産

の
処

分
に

関
す

る
計

画
 

な
し

。
 

V
II.

 
財

産
以

外
の

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、
又

は
担

保
に

供
し

よ
う
と
す

る
と
き

は
、
そ

の
計

画
 

な
し

。
 

V
III

. 
剰

余
金

の
使

途
 

剰
余

金
が

発
生

し
た

と
き

の
使

途
は

以
下

の
と
お

り
と
す

る
。
 

・重
点

的
に

実
施

す
べ

き
研

究
開

発
に

係
る

経
費

 

・共
同

利
用

機
器

の
整

備
に

係
る

経
費

 

・機
構

の
研

究
開

発
成

果
の

活
用

を
促

進
す

る
事

業
を

実
施

す
る

者
（

機
構

発
ベ

ン
チ

ャ

ー
、
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ
ピ

タ
ル

（
フ
ァ
ン

ド
含

む
。
）

、
成

果
活

用
等

支
援

法
人

）
に

対
す

る
出

資
に

係
る

経
費

 

別
紙

の
と
お

り
 

 

3
. 資

金
計

画

別
紙

の
と
お

り
 

 

4
. 財

源
の

確
保

 

競
争

的
研

究
費

に
つ

い
て

は
、
国

や
地

方
公

共
団

体
等

と
緊

密
に

連
携

を
図

り
、
機

構
内

で
公

募
情

報
を

共
有

し
て

積
極

的
・戦

略
的

な
応

募
を

促
進

す
る

。
ま

た
、
企

業
等

と
の

 

受
託

研
究

・共
同

研
究

の
実

施
や

寄
附

金
の

獲
得

を
念

頭
に

、
機

構
の

活
動

紹
介

や
関

係
機

関
等

と
の

情
報

交
換

、
意

見
交

換
等

を
進

め
る

。
 

 

V
. 短

期
借

入
金

の
限

度
額

 

短
期

借
入

限
度

額
は

 3
0
 億

円
と
す

る
。
 

短
期

借
入

が
想

定
さ
れ

る
事

態
と
し

て
は

、
補

助
金

の
受

入
の

遅
延

等
が

あ
る

。
 

 

V
I. 

不
要

財
産

又
は

不
要

財
産

と
な

る
こ
と
が

見
込

ま
れ

る
財

産
が

あ
る

場
合

に
は

、
当

該

財
産

の
処

分
に

関
す

る
計

画
 

な
し

。
 

 

V
II.

 
財

産
以

外
の

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、
又

は
担

保
に

供
し

よ
う
と
す

る
と
き

は
、
そ

の

計
画

 

な
し

。
 

 

V
III

. 
剰

余
金

の
使

途

な
し

。
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評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

「基
盤

作
り
と
存

在
感

の
提

示
」に

資
す

る
取

組
が

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

＜
評

価
指

標
＞

 

〇
大

学
、
研

究
機

関
、
教

育
機

関
、
企

業
等

と
の

広
域

連
携

の
実

績
 

＜
主

要
な

業
務

実
績

＞
 

・令
和

 6
 年

度
第

 1
 回

産
学

官
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、
東

北
地

方
の

企
業

を
中

心
に

 9
6
 社

等
 1

8
8
 名

が
参

加
し
た

。
産

学
官

連

携
・産

業
化

を
テ

ー
マ

と
し

て
講

演
及

び
ト

ー
ク
セ

ッ
シ

ョン
を

行
っ
た

。
 

・
そ

の
他

、
県

内
の

商
工

会
議

所
、
商

工
会

や
そ

の
他

経
済

団
体

等
や

海
外

機
関

へ
合

計
 1

0
 回

講
演

を
行

う
な

ど
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

以
上

の
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
将

来
の

研
究

資
金

の
確

保
に

向
け

て
、

F
-R

E
I 

の
活

動
紹

介
や

関
係

機
関

等
と
の

情
報

交
換

、
 

意
見

交
換

等
を

進
め

、
企

業
等

と
の

関
係

の
構

築
を

図
っ
た

。
 

・外
部

資
金

と
し

て
、
放

射
生

態
学

ユ
ニ

ッ
ト
が

令
和

６
年

度
食

品
衛

生
基

準
科

学
研

究
費

補
助

金
に

応
募

・採
択

さ
れ

、
研

究
を

実
施

し

た
。
さ
ら
に

、
研

究
者

の
獲

得
に

伴
い

、
令

和
７

年
４

月
以

降
に

外
部

か
ら
移

管
さ
れ

て
くる

外
部

資
金

等
の

調
整

等
を

実
施

し
た

。
 

・役
員

等
を

構
成

員
と
す

る
予

算
調

整
会

議
の

創
設

に
よ

り
予

算
要

求
、
配

分
に

関
す

る
ガ

バ
ナ

ン
ス

体
制

を
強

化
し

た
。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

，
Ｄ

）
 

B
 

＜
根

拠
＞

 

県
内

の
経

済
団

体
等

の
講

演
に

積
極

的
に

参
加

し
、
年

間
で

 1
0
 回

も
講

演
を

実
施

す
る

な
ど
、
F
-R

E
I 

の
活

動
紹

介
や

関
係

機
関

等
と
の

情
報

交
換

、
意

見
交

換
等

を
積

極
的

に
進

め
、
企

業
等

と
の

関
係

の
構

築
を

図
る

こ
と
が

で
き

て
お

り
、
こ
う
し

た
企

業
等

と
の

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

づ
くり

は
、
将

来
的

な
企

業
等

と
の

受
託

研
究

・共
同

研
究

の
実

施
や

寄
附

金
の

獲
得

に
繋

が
る

基
盤

と
な

る
も

の
で

あ
る

。
 

ま
た

、
役

員
等

を
構

成
員

と
す

る
予

算
調

整
会

議
の

創
設

に
よ

り
、
予

算
要

求
、
配

分
等

を
計

画
的

か
つ

戦
略

的
に

調
整

す
る

ガ
バ

ナ
ン

ス
体

制
を

構
築

し
た

。
 

こ
う
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

諸
事

情
を

踏
ま

え
て

総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

成
果

の
創

出
や

将
来

的
な

成
果

の
創

出
の

期
待

等
が

認
め

ら
れ

、
着

実
な

業
務

運
営

が
な

さ
れ

て
い

る
た

め
、
評

価
を

「
B
」と

し
た

。
 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

研
究

開
発

の
進

捗
に

応
じ

、
外

部
資

金
の

獲
得

な
ど
も

段
階

的
・計

画
的

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

，
Ｄ

）
 

 

 

103



89
 

 

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
地

元
金

融
機

関
と
の

包
括

連
携

協
定

に
基

づ
き

、
金

融
機

関
の

有
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
つ

つ
、

F
-R

E
I 

の
認

知
度

向
上

、
地

元
企

業
と
の

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構

築
等

に
つ

な
が

る
、
具

体
的

な
取

組
が

実
施

さ
れ

る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

産
学

官
の

連
携

体
制

構
築

の
機

会
と
す

る
た

め
、
株

式
会

社
東

邦
銀

行
と
の

共
催

に
よ

り
、
令

和
 7

 年
 3

 月
 1

7
 日

に
令

和
６

年
度

 

第
１

回
産

学
官

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
・セ

ミ
ナ

ー
を

郡
山

市
で

開
催

し
、
東

北
地

方
の

企
業

を
中

心
に

 9
6
 社

等
 1

8
8
 名

が
参

加
し

た
。
本

セ

ミ
ナ

ー
に

お
い

て
は

産
学

官
連

携
・
産

業
化

を
テ

ー
マ

と
し

て
講

演
及

び
ト

ー
ク

セ
ッ
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

ほ
か

、
終

了
後

に
は

交
流

会
を

設
け

、

情
報

収
集

・ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

図
っ
た

。
 

 

 
産

学
官

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

ミ
ナ

ー
、
地

元
の

商
工

会
議

所
、
商

工
会

や
そ

の
他

経
済

団
体

で
の

講
演

で
構

築
さ
れ

た
地

元
企

業
と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を

活
用

し
、
さ
ら
に

 F
-R

E
I 

の
活

動
紹

介
や

情
報

交
換

を
進

め
、
研

究
資

金
の

確
保

に
向

け
た

具
体

的
な

道
筋

が
で

き
る

こ
 

と
を

期
待

す
る

。
 

産
学

官
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

の
他

、
県

内
の

商
工

会
議

所
、
商

工
会

や
そ

の
他

経
済

団
体

等
や

海
外

機
関

へ
合

計
 1

0
 

回
講

演
を

行
う
な

ど
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、
研

究
資

金
の

確
保

に
向

け
た

具
体

的
な

道
筋

は
立

て
ら
れ

な
か

っ
た

。
 

 

 
放

射
生

態
学

ユ
ニ

ッ
ト
に

お
い

て
令

和
６

年
度

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

の
応

募
を

行
っ
て

い
る

が
、
そ

の
他

の
分

野
も

含
め

、
 

引
き

続
き

、
研

究
資

金
の

確
保

に
向

け
た

具
体

的
な

取
組

が
実

施
さ
れ

る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

放
射

生
態

学
ユ

ニ
ッ
ト

が
応

募
し

た
令

和
６

年
度

食
品

衛
生

基
準

科
学

研
究

費
補

助
金

に
つ

い
て

は
採

択
さ

れ
、
研

究
を

実
施

し
 

た
。
さ
ら
に

、
研

究
者

の
獲

得
に

伴
い

、
令

和
７

年
４

月
以

降
に

外
部

か
ら
移

管
さ
れ

て
くる

外
部

資
金

等
の

調
整

等
を

実
施

し
た

。
 

 

 
外

部
資

金
の

獲
得

な
ど
を

段
階

的
・計

画
的

に
進

め
る

た
め

に
も

、
研

究
開

発
分

野
で

着
実

に
成

果
が

挙
げ

ら
れ

る
こ
と
が

必
要

。
 

令
和

５
年

度
に

募
集

を
開

始
し

た
ロ

ボ
ッ
ト
分

野
及

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

に
加

え
、
令

和
６

年
度

に
は

農
林

水
産

業
分

野
で

ユ
ニ

ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

の
公

募
を

行
っ
た

。
こ

れ
ら
の

公
募

や
個

別
選

考
を

行
い

、
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

等
も

活
用

し
な

が
ら
、
新

規
に

９
名

の
ユ

ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

を
採

用
す

る
と
と
も

に
、
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ
ト

に
所

属
す

る
研

究
者

や
技

術
者

も
雇

用
し

、
研

究
開

発
で

着
実

に
成

果
を

あ
げ

ら
れ

る
よ

う
、
研

究
体

制
を

構
築

し
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。
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 Ⅳ
 項

目
別

評
価

 

（
５

）
そ

の
他

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

 

 

１
．

項
目

 N
o
.及

び
項

目
名

 

N
o
.1

5
 

そ
の

他
研

究
開

発
等

業
務

の
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
 

 

２
．

主
要

な
経

年
デ

ー
タ
 

 
①

主
な

参
考

指
標

情
報

 
 

②
主

要
な

イ
ン

プ
ッ
ト

情
報

（
財

務
情

報
及

び
人

員
に

関
す

る
情

報
）

 

 
基

準
値

等
 

R
5
 

年
 

度
 

R
6
 

年
 

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 年

度
 

R
9
 年

度
 

R
1
0
 年

度
 

R
11

 年
度

 
 

R
5
 年

度
 

R
6
 年

度
 

R
7
 

年
 

度
 

R
8
 

年
 

度
 

R
9
 

年
 

度
 

R
10

 年
度

 
R

11
 年

度
 

 
大

学
、

研
究

機
関

、
教

育

機
関

、
企

業

等
と

の
広

域

連
携

 の
 実

績
 

 
地

域
 イ

ベ
ン

ト
に

 

9
 

回
ブ

ー
ス

 
出

展
 
す

る
 

等
広

報

活
動

等

に
お

い
て

連
携

を

適
切

に
 

実
施

 

地
域

 
イ

ベ
ン

ト
に

 

1
5
 
回

ブ

ー
ス

 
出

展
 
す

る
 

等
広

報

活
動

等

に
お

い
て

連
携

を

適
切

に
 

実
施

 

 
 

 
 

 
 

予
算

額
（

千
円

）
 

1
4
,2

0
1
,6

3
8
 

の
内

数
 

1
1
,9

1
7
,1

3
0
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

研
究

開
発

 

成
果

の
わ

か

り
や

す
い

普

及
及

 び
 活

用
 促

 進
 に

 

係
 る

 取
 組

 

 
シ

ン
ポ

ジ

ウ
ム

 
2

回
 

他
団

体
 

主
催

の

講
 

演
 

 
 

 
 

 
 

決
算

額
（

千
円

）
 

2
,6

8
1
,6

5
1
 

の
内

数
 

7
,3

6
2
,0

9
6
 

の
内

数
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（

 プ
レ

ス
発

表
、

シ
ン

ポ

ジ
ウ

ム
、

セ
ミ

ナ
ー

等
）

の
 

実
績

 

 
3
0
 
回

以
上

 

等
適

切

に
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
費

用
（

千
円

）
 

2
,5

9
3
,2

4
1
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,6

3
7
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
経

常
利

益
（

千
円

）
 

9
0
5
 の

内
数

 
1
,4

2
3
 の

 内
 

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

政
コ

ス
ト

（
千

円
 ）

 
2
,5

9
3
,3

1
3
 

の
内

数
 

7
,8

1
5
,7

0
9
 

の
内

数
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
従

事
人

員
数

 
7
0
 の

内
数

 
1
0
5
 の

内
数

 
 

 
 

 
 

 

３
．

各
事

業
年

度
の

業
務

に
係

る
目

標
、
計

画
、
業

務
実

績
、
年

度
評

価
に

係
る

自
己

評
価

及
び

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

中
期

目
標

 
中

期
計

画
 

年
度

計
画

 

V
.そ

の
他

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

 

1
. 施

設
及

び
設

備
に

関
す

る
事

項
 

国
が

行
う
機

構
の

当
初

の
施

設
整

備
と
緊

密
に

連
携

し
な

が
ら
、
そ

の
進

捗
に

合
わ

せ
、
研

究
機

器
な

ど
設

備
面

に
お

け
る

研
究

開
発

環
境

の
整

備
を

図
る

。
 

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

そ
の

他
施

設
に

つ
い

て
は

、
研

究
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
、
よ

り
よ

い

研
究

成
果

が
得

ら
れ

る
よ

う
、
そ

の
検

討
・整

備
に

必
要

な
体

制
を

構
築

す
る

。
 

 

2
. 人

事
に

関
す

る
事

項
 

若
手

や
女

性
な

ど
の

多
様

な
人

材
の

確
保

を
図

る
と
と
も

に
、
成

果
や

能
力

に
応

じ
た

柔
軟

な
給

与
水

準
等

を
設

定
す

る
。
 

 

3
. 認

知
度

の
向

上
や

多
様

な
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
に

関
す

る
事

項
 

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

通
じ

た
情

報
発

信
や

機
構

の
取

組
に

関
す

る
 

IX
.そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

に
関

す
る

事
項

 

 

1
. 
施

設
及

び
設

備
に

関
す

る
計

画
 

国
が

行
う
機

構
の

当
初

の
施

設
整

備
と
緊

密
に

連
携

し
な

が
ら
、
そ

の
進

捗
に

合
わ

せ
、
研

究
機

器
な

ど
設

備
面

に
お

け
る

研
究

開
発

環
境

の
整

備
を

図
る

。
 

実
証

フ
ィ
ー

ル
ド

等
の

そ
の

他
施

設
に

つ
い

て
は

、
研

究
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
、
よ

り
よ

い
研

究

成
果

が
得

ら
れ

る
よ

う
、
そ

の
検

討
・整

備
に

必
要

な
体

制
を

構
築

す
る

。
 

2
. 
人

事
に

関
す

る
計

画
 

機
構

は
、
人

事
に

関
す

る
事

項
と
し

て
、
以

下
の

取
組

を
行

う
。
 

・給
与

に
つ

い
て

、
成

果
や

能
力

に
応

じ
て

柔
軟

に
設

定
す

る
 

・職
員

（
研

究
職

、
事

務
職

等
）

に
つ

い
て

は
、
当

初
は

有
期

雇
用

を
活

用
す

る
こ
と
を

基

本
と
す

る
が

、
優

れ
た

研
究

者
に

つ
い

て
は

、
早

い
段

階
か

ら
無

期
雇

用
に

移
行

す
る

 

・新
設

組
織

で
あ

る
メ
リ
ッ
ト
や

業
績

評
価

の
仕

組
み

等
を

活
用

し
て

、
研

究
職

等
に

お
い

 

IX
.そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

に
関

す
る

事
項

 

 

1
. 
施

設
及

び
設

備
に

関
す

る
計

画
 

令
和

５
年

度
に

国
に

よ
り
と
り
ま

と
め

ら
れ

た
施

設
基

本
計

画
に

基
づ

き
進

め
ら

れ
る

施

設
の

設
計

に
つ

い
て

、
機

構
の

研
究

開
発

等
の

機
能

が
十

分
に

発
揮

さ
れ

る
魅

力
的

な

研
究

開
発

等
環

境
が

整
備

さ
れ

る
よ

う
、
主

体
性

を
も

っ
て

そ
の

検
討

に
参

画
す

る
。
 

 

2
. 
人

事
に

関
す

る
計

画
 

機
構

は
、
人

事
に

関
す

る
事

項
と
し

て
、
以

下
の

取
組

を
行

う
。
 

・給
与

に
つ

い
て

、
成

果
や

能
力

に
応

じ
て

柔
軟

に
設

定
す

る
。
 

・職
員

（
研

究
職

、
事

務
職

等
）

に
つ

い
て

は
、
当

初
は

有
期

雇
用

を
活

用
す

る
こ
と
を

基
本

と
す

る
が

、
優

れ
た

研
究

者
に

つ
い

て
は

、
早

い
段

階
か

ら
無

期
雇

用
に

移
行

す
る

。
 

・新
設

組
織

で
あ

る
メ
リ
ッ
ト
や

業
績

評
価

の
仕

組
み

等
を

活
用

し
て

、
研

究
職

等
に

お
い
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広
報

活
動

、
地

元
か

ら
海

外
ま

で
を

俯
瞰

し
た

戦
略

的
な

ア
ウ

ト
リ
ー

チ
活

動
等

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り
、
機

構
の

認
知

度
の

向
上

や
多

様
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
に

努
め

る
。
 

 

4
. 規

制
緩

和
に

向
け

た
取

組
に

関
す

る
事

項
 

福
島

に
お

い
て

他
の

地
域

で
は

で
き

な
い

実
証

等
を

可
能

と
す

る
た

め
、
研

究
開

発
の

進
捗

に
応

じ
て

、
実

地
に

即
し

た
規

制
緩

和
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
。
 

 

5
. 情

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

及
び

管
理

に
関

す
る

事
項

 

「
情

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

及
び

管
理

の
基

本
的

な
方

針
」
（

令
和

３
年

 1
2
 月

 2
4

日
デ

ジ
タ
ル

大
臣

決
定

）
を

踏
ま

え
、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

適
切

な
整

備
及

び
管

理
を

行

う
。
 

て
、
先

例
に

と
ら
わ

れ
ず

、
若

手
や

女
性

の
積

極
的

な
登

用
を

図
る

 

3
. 中

期
目

標
の

期
間

を
超

え
る

債
務

負
担

 

中
期

目
標

期
間

を
超

え
る

債
務

負
担

に
つ

い
て

は
、
当

該
債

務
負

担
行

為
の

必
要

性
及

び
資

金
計

画
へ

の
影

響
を

勘
案

し
、
合

理
的

と
判

断
さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
行

う
。
 

4
. 積

立
金

の
使

途

な
し

。
 

5
. 情

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

及
び

管
理

に
関

す
る

計
画

 

「
情

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

及
び

管
理

の
基

本
的

な
方

針
」
（

令
和

３
年

 1
2
 月

 2
4
 日

デ

ジ
タ
ル

大
臣

決
定

）
を

踏
ま

え
、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

適
切

な
整

備
及

び
管

理
に

向
け

た
講

習

会
の

実
施

や
業

務
マ

ニ
ュ
ア

ル
の

作
成

を
行

う
。
 

6
. 
認

知
度

の
向

上
や

多
様

な
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
に

関
す

る
計

画
 

本
中

期
目

標
期

間
に

お
い

て
は

、
「
基

盤
作

り
と
存

在
感

の
提

示
」に

重
点

を
置

く
こ

と
と
さ

れ

て
い

る
た

め
、
機

構
の

認
知

度
の

向
上

や
多

様
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
に

向
け

て
、
以

下
の

と
お

り
取

り
組

む
。
 

・シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

通
じ

て
、
機

構
の

研
究

開
発

の
狙

い
や

意
義

、
効

果
等

を
わ

か
り
や

す
く発

信
し

、
機

構
の

取
組

に
対

す
る

認
知

度
の

向
上

、
理

解
の

醸
成

を

図
る

と
と
も

に
、
機

構
の

研
究

開
発

の
進

捗
や

成
果

に
関

す
る

情
報

を
発

信
し

、
国

内
外

の

大
学

、
研

究
機

関
、
企

業
等

と
の

共
同

研
究

の
実

施
を

促
進

す
る

。
ま

た
、
機

構
の

研
究

開
発

の
成

果
に

関
し

て
は

、
年

１
回

以
上

の
成

果
報

告
会

を
実

施
す

る
。
 

・機
構

の
取

組
に

対
す

る
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
し

た
国

民
の

理
解

を
醸

成
し

、
海

外
に

も

目
を

向
け

た
幅

広
い

広
報

活
動

を
行

う
観

点
か

ら
、
複

数
の

言
語

に
対

応
し

た
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

整
備

を
進

め
る

と
と
も

に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

も
積

極
的

に
活

用
し

て
プ

レ
ス

リ
リ
ー

ス
の

作
成

・配

信
や

イ
ベ

ン
ト

開
催

等
の

情
報

発
信

を
行

う
。
 

・機
構

が
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・コ

ー
ス

ト
構

想
を

更
に

発
展

さ
せ

、
福

島
の

復
興

・再
生

に
貢

献
し

、
地

元
に

定
着

し
て

親
し

ま
れ

る
存

在
に

な
る

た
め

、
福

島
県

や
公

益
財

団
法

人
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・コ

ー
ス

ト
構

想
推

進
機

構
等

と
協

力
し

な
が

ら
、
構

想
に

よ
る

先
行

的
な

取
組

と

緊
密

に
連

携
し

、
施

設
整

備
前

に
あ

っ
て

も
、
可

能
な

限
り
県

内
で

研
究

開
発

や
産

業
化

・

社
会

実
装

、
人

材
育

成
等

に
取

り
組

み
、
福

島
県

内
の

多
様

な
主

体
と
の

パ
ー

ト
ナ

 

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
を

進
め

る
。
ま

た
、
機

構
の

活
動

や
研

究
開

発
の

成
果

が
ど
の

よ
う
な

形
で

 

て
、
先

例
に

と
ら
わ

れ
ず

、
若

手
や

女
性

の
積

極
的

な
登

用
を

図
る

。
 

 

3
 中

期
目

標
の

期
間

を
超

え
る

債
務

負
担

 

中
期

目
標

期
間

を
超

え
る

債
務

負
担

に
つ

い
て

は
、
当

該
債

務
負

担
行

為
の

必
要

性
及

び
資

金
計

画
へ

の
影

響
を

勘
案

し
、
合

理
的

と
判

断
さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
行

う
。
 

 

4
. 積

立
金

の
使

途

な
し

。
 

 

5
. 情

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

及
び

管
理

に
関

す
る

計
画

 

「情
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
及

び
管

理
の

基
本

的
な

方
針

」（
令

和
３

年
 1

2
 月

 2
4
 日

デ

ジ
タ
ル

大
臣

決
定

）
を

踏
ま

え
、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

適
切

な
整

備
及

び
管

理
に

向
け

た
講

習
会

の
実

施
や

業
務

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

を
行

う
。
 

 

6
. 認

知
度

の
向

上
や

多
様

な
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
に

関
す

る
計

画
 

本
中

期
目

標
期

間
に

お
い

て
は

、
「基

盤
作

り
と
存

在
感

の
提

示
」に

重
点

を
置

くこ
と
と

さ
れ

て
い

る
た

め
、
機

構
の

認
知

度
の

向
上

や
多

様
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
に

向
け

 

て
、
以

下
の

と
お

り
取

り
組

む
。
 

・シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

通
じ

て
、
機

構
の

研
究

開
発

の
狙

い
や

意
義

、
効

果

等
を

わ
か

り
や

す
く発

信
し

、
機

構
の

取
組

に
対

す
る

認
知

度
の

向
上

、
理

解
の

醸
成

を
図

る

と
と
も

に
、
機

構
の

研
究

開
発

の
進

捗
や

成
果

に
関

す
る

情
報

を
発

信
し

、
国

内
外

の
大

学
、
研

究
機

関
、
企

業
等

と
の

共
同

研
究

の
実

施
が

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

て
  
 い

く。
ま

た
、
機

構
の

研
究

開
発

の
成

果
に

関
し
て

、
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
、
１

回
以

上
の

成
果

報
告

会
を

実
施

す
る

。
 

・機
構

の
取

組
に

対
す

る
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
し

た
国

民
の

理
解

を
醸

成
し

、
海

外
に

も
目

を
向

け
た

幅
広

い
広

報
活

動
を

行
う
観

点
か

ら
、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

掲
載

内
容

の
充

実
強

化
と

英
語

ペ
ー

ジ
の

拡
充

を
行

う
と
と
も

に
、
メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
積

極
的

に
活

用
し

て
活

動
の

状
況

や
イ

ベ
ン

ト
開

催
等

の
情

報
発

信
を

行
う
。
 

・令
和

７
年

の
大

阪
・関

西
万

博
に

向
け

て
国

際
的

な
広

報
効

果
も

視
野

に
入

れ
た

体
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地

域
に

還
元

さ
れ

る
の

か
、
わ

か
り
や

す
く伝

え
る

必
要

が
あ

る
こ
と
か

ら
、
福

島
県

民
向

け
の

公
開

講
座

の
開

設
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
は

も
と
よ

り
、
国

、
福

島
県

・市
町

村
等

が
主

 

催
す

る
講

演
会

、
展

示
会

、
セ

ミ
ナ

ー
、
そ

の
他

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
等

へ
の

参
加

等
に

積
極

的

に
取

り
組

む
。
ま

た
、
国

際
学

会
や

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
に

も
積

極
的

に
参

加
す

る
こ
と
に

よ

り
、
戦

略
的

に
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
を

実
施

す
る

。
 

7
.規

制
緩

和
に

向
け

た
取

組
に

関
す

る
計

画
 

福
島

に
お

い
て

他
の

地
域

で
は

で
き

な
い

実
証

等
を

可
能

と
す

る
た

め
、
研

究
開

発
の

中
で

障

害
と
な

る
規

制
に

対
し

、
研

究
者

や
企

業
等

か
ら
の

要
望

を
集

約
し

国
等

に
提

案
す

る
な

ど
、

実
地

に
即

し
た

規
制

緩
和

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。
特

に
、
機

構
な

ら
で

は
の

分
野

 融
合

研
究

に
お

い
て

は
、
複

数
の

規
制

が
複

雑
に

関
係

す
る

こ
と
も

想
定

さ
れ

る
こ
と
か

ら
、
十

分
に

整
理

・検
討

を
行

い
、
関

係
省

庁
と
も

綿
密

な
調

整
を

図
り
な

が
ら
進

め
る

よ
う
留

意
す

る
。
 

験
型

の
会

場
展

示
の

検
討

を
進

め
る

。
 

・
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

を
よ

り
わ

か
り
や

す
い

形
に

更
新

す
る

と
と
も

に
、
子

ど
も

た
ち

や
研

究
者

向
け

の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

も
新

た
に

作
成

、
配

布
す

る
な

ど
、
機

構
の

活
動

を
幅

広
く
浸

透
さ

せ
る

よ
う
な

情
報

発
信

に
取

り
組

む
。
 

・機
構

が
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョン
・コ

ー
ス

ト
構

想
を

更
に

発
展

さ
せ

、
福

島
の

復
興

・再
生

に

貢
献

し
、
地

元
に

定
着

し
て

親
し

ま
れ

る
存

在
に

な
る

た
め

、
可

能
な

限
り
県

内
で

研
究

開
発

や
産

業
化

・社
会

実
装

、
人

材
育

成
等

に
取

り
組

み
、
福

島
県

内
の

多
様

な
主

体
と
の

パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
を

進
め

る
。
ま

た
、
機

構
の

活
動

や
研

究
開

発
の

成
果

が
ど
の

よ
う
な

形
で

地
域

に
還

元
さ
れ

る
の

か
、
わ

か
り
や

す
く伝

え
る

必
要

が
あ

る
こ
と
か

ら
、
福

島
県

民
を

は
じ

め
一

般
向

け
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
は

も
と
よ

り
、
国

、
福

島
県

・市
町

村
等

が
主

催

す
る

講
演

会
、
展

示
会

、
セ

ミ
ナ

ー
、
そ

の
他

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
等

へ
の

参
加

等
に

積
極

的
に

取
り
組

む
。
ま

た
、
国

際
学

会
や

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
に

も
積

極
的

に
参

加
す

る
こ
と
に

よ

り
、
戦

略
的

に
ア

ウ
ト
リ
ー

チ
活

動
を

実
施

す
る

。
 

 

7
.規

制
緩

和
に

向
け

た
取

組
に

関
す

る
計

画
 

福
島

に
お

い
て

他
の

地
域

で
は

で
き

な
い

実
証

等
を

可
能

と
す

る
た

め
、
研

究
開

発
の

中
で

障
害

と
な

る
規

制
に

対
し

、
研

究
者

や
企

業
等

か
ら
の

要
望

を
集

約
し

国
等

に
提

案
で

き
る

よ

う
、
研

究
開

発
の

進
捗

を
踏

ま
え

な
が

ら
、
実

地
に

即
し

た
規

制
緩

和
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
。
 

評
価

軸
・評

価
指

標
等

 
法

人
の

業
務

実
績

等
 

＜
評

価
軸

＞
 

「基
盤

作
り
と
存

在
感

の
提

示
」に

資
す

る
取

組
が

適
切

に
進

め
ら
れ

て
い

る
か

。
 

＜
評

価
指

標
＞

 

〇
大

学
、
研

究
機

関
、
教

育
機

関
、
企

業
等

と
の

広
域

連
携

の
実

績
 

○
研

究
開

発
成

果
の

わ
か

り
や

す
い

普
及

及
び

活
用

促
進

に
係

る
取

組
（

プ
レ

ス
発

表
、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、
セ

ミ
ナ

ー
等

）
の

実
績

 

＜
主

要
な

業
務

実
績

＞
 

1
.施

設
及

び
設

備
に

関
す

る
計

画
 

・施
設

基
本

計
画

に
基

づ
き

進
め

ら
れ

る
施

設
の

設
計

に
つ

い
て

、
機

構
の

研
究

開
発

等
の

機
能

が
十

分
に

発
揮

さ
れ

る
魅

力
的

な
研

究
開

発

等
環

境
が

整
備

さ
れ

る
よ

う
専

門
的

知
識

を
持

っ
た

職
員

を
採

用
す

る
な

ど
体

制
を

構
築

し
、
主

体
性

を
も

っ
て

検
討

に
参

画
し

た
。
 

 
2
.人

事
に

関
す

る
計

画
 

・F
-R

E
I 

研
究

体
制

を
支

え
る

組
織

づ
くり

と
し

て
、
研

究
人

材
、
専

門
人

材
、
事

務
職

に
関

す
る

職
制

を
整

備
し

た
ほ

か
、
機

構
と
し

て
段

階
的
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な
組

織
整

備
を

行
う
こ
と
を

見
越

し
て

採
用

活
動

を
展

開
し

た
。
 

・採
用

し
た

職
員

の
給

与
に

つ
い

て
は

、
能

力
や

成
果

に
応

じ
て

設
定

し
た

。
 

・優
れ

た
研

究
人

材
を

確
保

で
き

る
よ

う
、
研

究
職

等
の

公
募

要
領

に
お

い
て

、
テ

ニ
ュ
ア

ト
ラ
ッ
ク
（

任
期

中
に

テ
ニ

ュ
ア

審
査

を
行

い
、
条

件
を

満

た
す

と
任

期
の

定
め

が
無

い
雇

用
契

約
に

移
行

で
き

る
有

期
雇

用
）

に
よ

る
雇

用
や

、
高

い
給

与
水

準
な

ど
魅

力
的

な
処

遇
を

明
示

し
た

。
 

・将
来

性
の

あ
る

若
手

・女
性

研
究

者
が

活
躍

し
や

す
い

魅
力

あ
る

研
究

環
境

の
整

備
に

向
け

て
、
F
-R

E
I 

が
、
委

託
研

究
先

を
公

募
す

る
に

あ

た
っ
て

は
、
女

性
の

職
業

生
活

に
お

け
る

活
躍

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

女
性

活
躍

推
進

法
）

に
基

づ
く
認

定
や

青
少

年
の

雇
用

の
推

進
等

に

関
す

る
法

律
（

若
年

雇
用

促
進

法
）

に
基

づ
く認

定
の

状
況

等
を

確
認

し
た

。
 

・職
制

の
整

備
、
運

営
管

理
部

門
の

中
長

期
的

な
組

織
構

成
の

策
定

に
よ

り
、
国

際
通

用
性

の
あ

る
研

究
環

境
、
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

の
整

備
を

行
っ

た
。
 

 

３
．

中
期

目
標

の
期

間
を

超
え

る
債

務
負

担

該
当

な
し

。
 

 

4
. 

積
立

金
の

使
途

該
当

な
し

。
 

 

5
. 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
及

び
管

理
に

関
す

る
計

画
 

・
研

究
者

が
利

用
す

る
 L

A
N

 を
整

備
す

る
に

当
た

っ
て

、
ゼ

ロ
ト

ラ
ス

ト
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ
を

実
装

す
る

こ
と
で

、
従

来
の

境
界

型
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
よ

り
も

高
度

な
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
を

確
保

し
た

。
 

・ク
ラ
ウ

ド
・バ

イ
・デ

フ
ォ
ル

ト
原

則
に

基
づ

き
、
大

半
の

業
務

に
 S

a
a
S
 を

導
入

す
る

こ
と
で

、
コ
ス

ト
の

削
減

を
行

っ
た

。
 

・情
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・運

用
の

業
務

経
験

が
あ

る
民

間
人

材
を

令
和

７
年

４
月

よ
り
採

用
す

る
こ
と
で

、
体

制
の

強
化

を
進

め
た

。
 

 

６
.認

知
度

の
向

上
や

多
様

な
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
に

関
す

る
計

画
 

・令
和

 6
 年

度
第

 1
 回

産
学

官
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、
東

北
地

方
の

企
業

を
中

心
に

 9
6
 社

等
 1

8
8
 名

が
参

加
し

た
。
産

学
官

連

携
・産

業
化

を
テ

ー
マ

と
し

て
講

演
及

び
ト

ー
ク
セ

ッ
シ

ョン
を

行
っ
た

。
 

・
委

託
研

究
の

公
募

及
び

委
託

研
究

事
業

の
開

始
の

際
の

プ
レ

ス
リ
リ
ー

ス
を

は
じ

め
、

F
-R

E
I 

の
活

動
に

つ
い

て
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
 5

3

回
プ

レ
ス

リ
リ
ー

ス
を

行
い

、
地

元
紙

を
中

心
に

 F
-R

E
I 

に
関

す
る

記
事

が
随

時
掲

載
等

さ
れ

、
地

域
住

民
を

は
じ

め
と
す

る
一

般
に

向
け

た
知

名

度
の

向
上

に
努

め
た

。
ま

た
、
F
-R

E
I 

の
活

動
を

広
く
一

般
に

周
知

す
る

た
め

地
元

紙
 2

 
紙

及
び

全
国

紙
１

紙
に

広
告

を
掲

載
し

た
。
あ

わ
せ

て
、
国

内
外

の
優

秀
な

研
究

者
に

訴
求

す
る

た
め

、
世

界
最

高
峰

の
総

合
科

学
誌

で
あ

る
「
N

a
tu

re
」に

広
告

記
事

を
掲

載
し

た
。
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・一

般
向

け
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
よ

り
分

か
り
や

す
い

内
容

に
刷

新
し

た
ほ

か
、
子

供
向

け
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

及
び

研
究

紹
介

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
新

た
に

作
成

し
、
福

島
県

内
の

自
治

体
や

関
係

機
関

、
福

島
県

外
の

関
係

機
関

な
ど
に

対
し

、
約

 2
5
,0

0
0
 部

を
配

布
し

た
。
ま

た
、
研

究
紹

介
パ

ン
フ
 

レ
ッ
ト

は
、
令

和
 7

 年
 4

 月
以

降
の

 2
 周

年
記

念
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

は
じ

め
、
各

種
イ

ベ
ン

ト
等

で
活

用
し

た
。
ま

た
、
地

域
住

民
に

 F
-R

E
I 

の
こ
 

と
を

知
っ
て

も
ら
う
た

め
、
こ
れ

ま
で

の
活

動
内

容
を

ま
と
め

た
チ

ラ
シ

を
作

成
し

て
浜

通
り
地

域
等

 1
5
 市

町
村

の
全

世
帯

に
対

し
て

配
布

し
た

。
 

・
F
-R

E
I 

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
を

改
善

す
る

た
め

に
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
を

含
め

て
大

幅
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、
掲

載
内

容
も

よ
り
充

実
さ

せ
る

な
ど
、
情

報
発

信
の

強
化

を
図

る
と
と
も

に
、
公

式
 S

N
S
 及

び
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

に
お

い
て

も
随

時
イ

ベ
ン

ト
開

催
な

ど
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
よ

り
令

和
 7

 年
度

当
初

（
4
 月

、
5
 月

）
の

い
ず

れ
の

月
も

令
和

 6
 年

度
の

 1
 か

月
あ

た
り
の

ア
ク
セ

ス
数

（
約

 

4
1
,0

0
0
 回

）
と
比

較
し

て
約

 1
1
％

以
上

増
加

し
て

い
る

。
 

・
F
-R

E
I 

の
紹

介
動

画
を

作
成

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ト

ッ
プ

に
掲

載
し

た
ほ

か
、
研

究
の

取
組

を
よ

り
分

か
り
や

す
く伝

え
る

た
め

、
研

究
ユ

ニ
ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

及
び

研
究

内
容

を
紹

介
す

る
動

画
を

作
成

す
る

な
ど
、
動

画
コ
ン

テ
ン

ツ
に

よ
る

情
報

発
信

を
充

実
さ
せ

た
。
動

画
コ
ン

テ
ン

ツ
は

、
公

開
か

ら
令

和
 7

 年
 5

 月
ま

で
の

ア
ク
セ

ス
件

数
の

総
数

は
約

 4
2
,0

0
0
 回

で
あ

る
。
 

・
令

和
７

年
の

大
阪

・
関

西
万

博
に

向
け

て
、
国

際
的

な
広

報
効

果
も

視
野

に
入

れ
、

F
-R

E
I 

の
研

究
が

も
た

ら
す

未
来

の
社

会
に

期
待

を
抱

か
せ

る
よ

う
な

臨
場

感
あ

ふ
れ

る
コ
ン

テ
ン

ツ
（

イ
マ

ー
シ

ブ
空

間
）

や
ア

ニ
メ
ー

シ
ョン

動
画

を
作

成
す

る
な

ど
、
出

展
準

備
を

進
め

た
。
 

 

７
．

規
制

緩
和

に
向

け
た

取
組

に
関

す
る

計
画

 

規
制

緩
和

の
検

討
に

向
け

た
情

報
収

集
、
意

見
交

換
等

を
行

っ
た

。
 

法
人

の
自

己
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

，
Ｄ

）
 

A
 

＜
根

拠
＞

 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
及

び
管

理
に

関
す

る
計

画
、
規

制
緩

和
に

向
け

た
取

組
に

つ
い

て
は

そ
れ

ぞ
れ

計
画

に
沿

っ
た

取
組

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。
「基

盤
作

り
と
存

在
感

の
提

示
」に

重
点

を
置

くと
の

方
針

の
下

、
特

に
、
認

知
度

の
向

上
や

多
様

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ
プ

の
構

築
に

注

力
す

る
こ
と
と
し

、
上

記
の

各
項

目
で

記
載

し
た

と
お

り
、
関

係
機

関
と
の

連
携

体
制

の
構

築
や

産
業

化
に

資
す

る
広

報
・情

報
発

信
等

に
精

力
的

に
取

り
組

ん
だ

ほ
か

、
広

く一
般

に
 
F
-R

E
I 

の
存

在
や

研
究

開
発

等
の

取
組

を
認

知
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

ト
ッ
プ

ペ
ー

ジ
の

大

幅
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

や
研

究
者

等
を

紹
介

す
る

動
画

の
作

成
、
S
N

S
 の

日
常

的
な

更
新

な
ど
を

行
い

、
ま

ず
は

 F
-R

E
I 
の

存
在

を
認

知
し

て
も

ら
う
よ

う
な

取
組

を
実

施
し

た
。
特

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

大
幅

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
よ

り
、
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

後
の

令
和

 7
 年

 4
 月

 5
 月

の
い

ず
れ

の
月

の
ア

ク
セ

ス
数

も
、
令

和
 6

 年
度

の
 1

 か
月

あ
た

り
の

ア
ク
セ

ス
数

（
約

 4
1
,0

0
0
 回

）
と
比

較
し

て
約

 1
1
％

以
上

増
加

す
る

な
ど
、
認

知
度

向
上

に
向

け
た

実
績

が
出

て
い

る
。
 

ま
た

、
地

域
に

対
し

て
も

、
こ
れ

ま
で

の
活

動
内

容
を

ま
と
め

た
チ

ラ
シ

を
浜

通
り
地

域
等

 1
5
 市

町
村

の
全

世
帯

に
配

布
し

た
ほ

か
、
プ

レ
ス

リ
リ
ー

ス
を

き
っ
か

け
と
し

た
地

元
紙

へ
の

掲
載

に
よ

り
、
認

知
度

向
上

に
取

り
組

ん
だ

。
 

さ
ら

に
令

和
 7

 年
の

大
阪

・
関

西
万

博
に

向
け

て
コ

ン
テ

ン
ツ

、
動

画
作

成
を

行
い

、
国

際
的

な
広

報
効

果
を

見
据

え
た

取
り
組

み
を

行
っ
た

。
そ

の
結

果
、
「基

盤
作

り
と
存

在
感

の
提

示
」に

向
け

て
十

分
な

取
組

を
行

う
こ

と
が

出
来

た
も

の
と
考

え
て

お
り
、
こ

れ
は

、
令

和
 7

 年

度
以

降
、
研

究
開

発
・産

業
化

・人
材

育
成

等
の

各
分

野
に

お
け

る
取

組
を

更
に

発
展

・深
化

さ
せ

て
い

くた
め

の
基

礎
と
な

る
重

要
な

成
果

で
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
。
 

加
え

て
、
人

事
に

関
す

る
基

盤
作

り
と
い

う
点

で
も

、
職

制
の

整
備

、
運

営
管

理
部

門
の

中
長

期
的

な
組

織
構

成
の

策
定

に
よ

り
、
バ

ッ
ク
キ

ャ
ス

ト
で

組
織

・人
員

の
整

備
を

進
め

た
。
 

以
上

を
踏

ま
え

、
F
-R

E
I 

の
目

的
・業

務
、
中

期
目

標
等

に
照

ら
し

、
F
-R

E
I 

の
活

動
に

よ
る

成
果

、
取

組
等

に
つ

い
て

、
F
-R

E
I 

の
ミ
ッ
シ

ョン
を

実
現

さ
せ

る
よ

う
な

取
組

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
限

ら
れ

た
従

事
人

員
数

で
創

出
で

き
て

い
る

こ
と
等

の
諸

事
情

を
踏

ま
え

て
総

合
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的
に

勘
案

し
た

結
果

、
「新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

」に
向

け
て

顕
著

な
成

果
の

創
出

や
将

来
的

な
成

果
の

創
出

の
期

待
等

が
認

め
ら
れ

る
た

め
、
評

価
を

「
A
」と

し
た

。
 

 

＜
今

後
の

課
題

＞
 

F
-R

E
I 

の
認

知
度

向
上

に
向

け
て

更
な

る
取

組
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、
研

究
開

発
の

進
捗

に
応

じ
て

、
引

き
続

き
研

究
開

発
内

容
等

の
わ

か
り
や

す
い

発
信

が
必

要
で

あ
る

。
 

主
務

大
臣

に
よ

る
評

価
 

評
定

（
Ｓ

、
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ

，
Ｄ

）
 

 

  

４
．

そ
の

他
参

考
情

報
 

（
諸

事
情

の
変

化
等

評
価

に
関

連
し

て
参

考
と
な

る
よ

う
な

情
報

に
つ

い
て

記
載

）
 

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

 1
1
5
 条

第
９

項
の

規
定

に
基

づ
く評

価
結

果
の

反
映

状
況

 

 
評

価
結

果
 

令
和

 6
 年

度
の

対
応

状
況

 
 

 
施

設
基

本
計

画
を

踏
ま

え
て

今
後

進
め

ら
れ

て
い

く各
種

施
設

・整
備

の
整

備
に

関
し

、
機

構
内

で
適

切
な

推
進

体
制

が
構

築
さ
れ

る
 

こ
と
を

期
待

す
る

。
 

基
本

計
画

を
踏

ま
え

て
進

め
て

い
る

各
種

施
設

・整
備

に
対

し
て

、
適

切
に

機
構

の
意

向
を

反
映

で
き

る
よ

う
、
設

計
な

ど
専

門
的

知
見

 

を
持

っ
た

職
員

を
採

用
す

る
な

ど
、
体

制
を

構
築

し
た

。
 

 

 
人

事
に

関
し

、
引

き
続

き
、
優

れ
た

研
究

人
材

確
保

を
可

能
と
す

る
柔

軟
な

人
事

制
度

の
構

築
及

び
運

用
に

努
め

る
こ

と
を

期
待

す

る
。
 

採
用

し
た

職
員

の
給

与
に

つ
い

て
は

、
能

力
や

成
果

に
応

じ
て

設
定

し
た

。
ま

た
、
優

れ
た

研
究

人
材

を
確

保
で

き
る

よ
う
、
研

究
職

等
の

公
募

要
領

に
お

い
て

、
任

期
無

し
に

移
行

で
き

る
有

期
雇

用
と
す

る
こ
と
や

、
高

い
給

与
水

準
な

ど
魅

力
的

な
処

遇
を

明
示

し
た

。
さ

ら
に

、

将
来

性
の

あ
る

若
手

・女
性

研
究

者
が

活
躍

し
や

す
い

魅
力

あ
る

研
究

環
境

の
整

備
に

向
け

て
、
F
-R

E
I 

が
、
委

託
研

究
先

を
公

募
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、
女

性
の

職
業

生
活

に
お

け
る

活
躍

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

女
性

活
躍

推
進

法
）

に
基

づ
く認

定
や

青
 

少
年

の
雇

用
の

推
進

等
に

関
す

る
法

律
（

若
年

雇
用

促
進

法
）

に
基

づ
く認

定
の

状
況

等
を

確
認

し
た

。
 

 

 
認

知
度

向
上

や
多

様
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
構

築
な

ど
の

広
報

活
動

の
強

化
に

関
し

て
は

、
そ

の
前

提
と
し

て
機

構
に

お
け

る
持

続
的

な

推
進

体
制

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。
ま

た
、
機

構
そ

の
も

の
の

認
知

度
向

上
に

と
ど
ま

ら
ず

、
今

後
の

研
究

開
発

の
進

展
に

応
じ

て
、
研

究
開

発
内

容
等

の
分

か
り
や

す
い

発
信

に
心

が
け

る
と
と
も

に
、
具

体
に

多
様

な
主

体
に

よ
る

研
究

開
発

へ
の

参
画

や
産

業
化

に
向

 

け
た

連
携

に
つ

な
が

る
よ

う
な

効
果

的
・効

率
的

な
情

報
発

信
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。
関

連
し

て
、
実

証
フ
ィ
ー

ル
ド
を

提
供

す
る

自
 

機
構

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
や

 
S
N

S
 
等

を
通

じ
て

の
情

報
発

信
の

他
、
マ

ス
コ
ミ
を

通
じ

た
分

野
長

、
副

分
野

長
、
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

等
に

よ
る

広

報
・ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
に

よ
り
、
研

究
開

発
内

容
及

び
そ

の
成

果
の

社
会

実
装

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
精

力
的

に
実

施
し

た
。
 

ま
た

、
産

学
官

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

の
他

、
県

内
の

商
工

会
議

所
、
商

工
会

や
そ

の
他

経
済

団
体

等
や

海
外

機
関

へ
合

計
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治

体
等

に
対

し
て

、
研

究
開

発
の

状
況

に
つ

い
て

分
か

り
や

す
い

情
報

発
信

に
努

め
る

と
と
も

に
、
今

後
の

研
究

開
発

の
シ

ー
ズ

や
ニ

ー
 

ズ
と
の

マ
ッ
チ

ン
グ

に
つ

な
が

る
こ
と
を

意
識

し
た

取
り
組

み
と
な

る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

1
0
 回

講
演

を
行

う
な

ど
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
ま

た
、
産

学
官

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・セ

ミ
ナ

ー
町

村
座

談
会

を
通

じ
て

、
当

機
構

の
研

究
開

 

発
ユ

ニ
ッ
ト
の

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

な
ど
か

ら
直

接
研

究
内

容
を

紹
介

す
る

こ
と
に

加
え

、
地

元
企

業
と
の

デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョン
を

行
っ
た

。
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福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
F-

RE
I）

の
自

己
評

価
報

告
書

（
概

要
）

に
つ

い
て

令
和

7年
10

月
9日

取
扱

注
意

113



機
構
が
取
り組

む
テ
ー
マ

※
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
基

本
計

画
(R

4.
8.

26
策

定
)

産
業
化

•
産
学
連
携
体
制

の
構

築
•
実
証
フィ
ー
ル
ド

の
積

極
的

な
活

用
•

戦
略

的
な
知
的
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

•
研

究
者

に
とっ

て
魅
力
的
な
研
究
環
境

（
国
際
的
に
卓
越
し
た
人
材
確
保
の
必
要
性

を
考

慮
した

給
与

等
の

水
準

な
どを

整
備

）
•
若
手
・女
性
研
究
者

の
積

極
的

な
登

用

【①
ロ
ボ
ット
】

廃
炉

に
も

資
す

る
高

度
な

遠
隔

操
作

ロボ
ット

や
ドロ

ー
ン

等
の

開
発

、性
能

評
価

手
法

の
研

究
等

【④
放
射
線
科
学
・創
薬
医
療
、

 
放
射
線
の
産
業
利
用
】

放
射

線
科

学
に

関
す

る
基

礎
基

盤
研

究
や

Ｒ
Ｉ

の
先

端
的

な
医

療
利

用
・創

薬
技

術
開

発
及

び
、超

大
型

X線
CT

装
置

に
よ

る
放

射
線

産
業

利
用

等

【⑤
原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の

集
積
・発
信
】

自
然

科
学

と社
会

科
学

の
融

合
を

図
り、

原
子

力
災

害
か

らの
環

境
回

復
、原

子
力

災
害

に
対

す
る

備
え

とし
て

の
国

際
貢

献
、更

に
は

風
評

払
拭

等
に

も
貢

献
す

る
研

究
開

発
・情

報
発

信
等

将
来

的
に

は
数
百
名

が
参

画

司
令
塔

•
既

存
施

設
等

に
横

串
を刺

す
協
議
会

•
研

究
の

加
速

や
総

合
調

整
の

た
め

、
一

部
既
存
施
設
・既
存
予
算
を
機
構
へ

統
合
・集
約

＜
機
構
及
び
仮
事
務
所
の
立
地
＞

円
滑

な
施

設
整

備
、周

辺
環

境
、広

域
波

及
等

の
観

点
か

ら、
以

下
に

決
定

本
部
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
み
え
内

本
施
設
：
浪
江
町
川
添
地
区

人
材
育
成

•
大
学
院
生

等
•

地
域

の
未

来
を担

う若
者
世
代

•
企
業
の
専
門
人
材

等
に

対
す

る
人

材
育

成

国
内

外
の

優
秀

な
研

究
者

等

【③
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

福
島

を
世

界
に

お
け

る
カー

ボ
ンニ

ュー
トラ

ル
先

駆
け

の
地

に
す

る
た

め
の

技
術

実
証

等

研
究
開
発

•
福
島
で
の
研
究
開
発
に
優
位
性

が
あ

る
下

記
５

分
野

で
、被
災
地
や
世
界

の
課
題
解
決
に
資
す
る
国
内
外
に
誇

れ
る
研
究
開
発

を推
進

福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
以

下
「機

構
」）

は
、福
島
を
は
じめ
東
北
の
復
興
を
実
現
す
る
た
め
の
夢
や
希
望

とな
る

も
の

とす
る

とと
も

に
、我
が
国
の
科

学
技
術
力
・産
業
競
争
力
の
強
化
を
牽
引

し、
経
済
成
長
や
国
民
生
活
の
向
上

に
貢

献
す

る
、世
界
に
冠
た
る
「創
造
的
復
興
の
中
核
拠
点
」を

目
指

す
。

※
機

構
が

長
期

・安
定

的
に

運
営

で
き

る
よ

う必
要

な
予

算
を

確
保

【②
農
林
水
産
業
】

農
林

水
産

資
源

の
超

省
力

生
産

・活
用

に
よ

る
地

域
循

環
型

経
済

モ
デ

ル
の

実
現

に
向

け
た

実
証

研
究

等 福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
設
置
効
果
の
広
域
的
な
波
及
へ

・
機

構
を

核
と

し
て

、
市

町
村

、
大

学
・

研
究

機
関

、
企

業
・

団
体

等
と

多
様

な
連

携
を

推
進

・
浜

通
り

地
域

を
中

心
に

「
世

界
で

こ
こ

に
し

か
な

い
研

究
・

実
証

・
実

装
の

場
」

を
実

現
し

、
国

際
的

に
情

報
発

信

Fu
ku

sh
im

a 
In

st
itu

te
 fo

r 
Re

se
ar

ch
, E

du
ca

tio
n 

an
d 

In
no

va
tio

n
〔福

島
復

興
再

生
特

別
措

置
法

に
基

づ
く特

別
の

法
人

〕

理
事
長
の
リー
ダ
ー
シ
ップ

の
下

で
、研
究
開
発

、産
業
化

、
人
材
育
成

等
を一

体
的

に
推

進

理
事

長
：

山
崎

光
悦

（
前

金
沢

大
学

長
）

主
務
大
臣
とし
て
共
管

７
年
間
の
中
期
目
標
・

中
期
計
画

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（

F-
R

EI
）

（
令
和

5年
４
月

1日
設
立
）
の
概
要

ロ
ボ
ット
・ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

被
災
者
の
捜
索
・救
助

農
林
水
産
業
の
ス
マ
ー
ト
化

（
農
機
制
御
シ
ス
テ
ム
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュー
ト
ラ
ル
の
実
現

（
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
の
コア
技
術
の
開
発
）

放
射
線
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

技
術
の
研
究
開
発

復
興
・再
生
ま
ち
づ
くり
の
実
践
と

効
果
検
証
研
究

内
閣

総
理

大
臣

復
興

大
臣

文
部

科
学

大
臣

厚
生

労
働

大
臣

農
林

水
産

大
臣

経
済

産
業

大
臣

環
境

大
臣

2
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福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

の
研

究
開

発
等

業
務

の
実

績
等

に
関

す
る

評
価

に
つ

い
て


福

島
国

際
研

究
教

育
機

構
（

F-
RE

I）
は

、福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
第

11
5条

の
規

定
に

基
づ

き
、事

業
年

度
終

了
後

三
月

以
内

に
、毎

事
業

年
度

の
研

究
開

発
等

業
務

の
実

績
に

つ
い

て
自

ら評
価

を行
った

結
果

を明
らか

に
した

報
告

書
を主

務
大

臣
に

提
出

す
る

とと
も

に
公

表
す

る
。


主

務
大

臣
は

、評
価

を
行

うと
き

は
、あ

らか
じめ

復
興

推
進

委
員

会
及

び
総

合
科

学
技

術
・イ

ノベ
ー

シ
ョン

会
議

の
意

見
を

聴
い

て
、そ

の
評

価
の

結
果

を
F-

RE
I及

び
福

島
県

知
事

に
通

知
す

る
とと

も
に

公
表

す
る

。

概
要

3

以
下

の
項

目
ご

とに
研

究
開

発
等

業
務

の
実

績
に

お
け

る
自

己
評

価
を実

施
した

。
評
価
の
項
目

自
己

評
価

（
１

）
政

策
体

系
に

お
け

る
法

人
の

位
置

付
け

及
び

役
割

等
A

（
２

）
新

産
業

創
出

等
研

究
開

発
の

成
果

の
最

大
化

その
他

の
研

究
開

発
等

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
事

項

➀
研

究
開

発
に

関
す

る
事

項

ⅰ
研

究
開

発
ア

ロボ
ット

A
イ

農
林

水
産

業
A

ウ
エネ

ル
ギ

ー
A

エ
放

射
線

科
学

・創
薬

医
療

A
オ

放
射

線
の

産
業

利
用

B
カ

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
A

ⅱ
研

究
開

発
環

境
の

整
備

A
ⅲ

研
究

開
発

に
係

る
情

報
収

集
等

A
②

産
業

化
に

関
す

る
事

項
A

③
人

材
育

成
・確

保
に

関
す

る
事

項
ⅰ

人
材

育
成

A
ⅱ

人
材

確
保

A
（

３
）

研
究

開
発

等
業

務
の

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

事
項

A
（

４
）

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
事

項
B

（
５

）
その

他
研

究
開

発
等

業
務

の
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
A
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福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
F-

RE
I）

の
自

己
評

価
報

告
書

の
概

要
①

自
己

評
価

＜
A＞

第
１

期
中

期
目

標
期

間
の

重
点

で
あ

る
「

基
盤

作
り

と
存

在
感

の
提

示
」

を
踏

ま
え

、
前

例
の

な
い

困
難

な
状

況
の

中
で

、
理

事
長

の
明

確
な

ビ
ジ

ョ
ン

と
強

い
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
基

盤
作

り
に

関
す

る
取

組
を

実
施

し
、

計
画

以
上

の
実

績
を

出
せ

る
よ

う
取

り
組

ん
で

き
た

。

ア
【

ロ
ボ

ッ
ト

】
イ

【
農

林
水

産
業

】
ウ

【
エ

ネ
ル

ギ
ー

】
エ

【
放

射
線

科
学

・
創

薬
医

療
】

カ
【

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タ

や
知

見
の

集
積

・
発

信
】

自
己

評
価

＜
A＞

F-
RE

I独
自

で
定

め
た

「
骨

太
の

方
針

」
を

も
と

に
専

門
的

知
見

を
有

す
る

有
識

者
で

あ
る

分
野

長
等

に
研

究
課

題
の

調
整

・
管

理
を

担
わ

せ
る

な
ど

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・

産
業

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

研
究

開
発

を
実

施
で

き
る

よ
う

注
力

し
、

研
究

委
託

先
へ

の
サ

イ
ト

ビ
ジ

ッ
ト

で
の

意
見

交
換

に
よ

る
進

捗
管

理
を

行
う

な
ど

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
主

な
業

務
実

績
等

・
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ

ト
の

創
設

、
準

備
・

委
託

研
究

を
進

め
、

論
文

の
発

表
を

行
っ

た
。

ま
た

委
託

研
究

の
事

業
評

価
を

行
い

、
各

分
野

に
お

い
て

厳
正

に
評

価
を

実
施

し
た

。
・

福
島

ロ
ボ

ッ
ト

テ
ス

ト
フ

ィ
ー

ル
ド

で
の

W
or

ld
 R

ob
ot

 S
um

m
it 

20
25

 過
酷

環
境

F-
RE

Iチ
ャ

レ
ン

ジ
の

プ
レ

大
会

の
開

催
や

農
業

分
野

で
の

委
託

研
究

等
で

県
内

の
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

で
の

活
動

を
実

施
し

た
。

以
上

の
よ

う
な

取
組

を
通

じ
、

福
島

に
お

け
る

新
た

な
産

業
創

出
及

び
我

が
国

の
科

学
技

術
力

・
産

業
競

争
力

の
強

化
に

資
す

る
観

点
か

ら
の

立
案

・
検

討
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
適

切
に

進
め

た
。

オ
【

放
射

線
の

産
業

利
用

】

自
己

評
価

＜
B＞

有
識

者
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
勉

強
会

等
の

開
催

を
通

じ
て

、
福

島
に

お
け

る
新

た
な

産
業

創
出

及
び

我
が

国
の

科
学

技
術

力
・

産
業

競
争

力
の

強
化

に
資

す
る

研
究

課
題

を
立

案
で

き
る

よ
う

注
力

し
、

研
究

開
発

に
向

け
た

検
討

を
進

め
た

。
主

な
業

務
実

績
等

・
有

識
者

等
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

兼
勉

強
会

の
開

催
を

通
じ

、
放

射
線

を
活

用
し

た
非

破
壊

計
測

が
こ

れ
か

ら
の

産
業

に
与

え
る

イ
ン

パ
ク

ト
に

つ
い

て
の

調
査

、
検

討
を

進
め

た
。

（
２
）
①
ⅰ
ア
～
カ

研
究
開
発
（
※
各
分
野
ご
と
に
評
価
を
実
施
）

（
１
）
政
策
体
系
に
お
け
る
法
人
の
位
置
付
け
及
び
役
割
等

4
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福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
F-

RE
I）

の
自

己
評

価
報

告
書

の
概

要
②

5

自
己

評
価

＜
A＞

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

イ
ベ

ン
ト

を
通

じ
、

地
域

の
共

通
課

題
等

の
情

報
収

集
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

福
島

の
復

興
・

再
生

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
収

集
し

た
ほ

か
、

F-
RE

Iの
研

究
分

野
に

関
連

す
る

研
究

者
と

の
勉

強
会

等
の

開
催

や
、

国
内

外
の

有
識

者
と

の
意

見
交

換
に

よ
り

、
研

究
開

発
に

係
る

内
外

の
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

主
な

業
務

実
績

等
市

町
村

座
談

会
、

産
学

官
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

ミ
ナ

ー
、

研
究

開
発

等
W

G、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
、

研
究

者
と

の
勉

強
会

等
を

開
催

し
、

得
ら

れ
た

情
報

等
を

研
究

開
発

ユ
ニ

ッ
ト

や
施

設
整

備
に

向
け

た
検

討
等

に
お

い
て

活
用

す
る

ほ
か

、
今

後
の

研
究

テ
ー

マ
の

設
定

や
委

託
研

究
事

業
の

継
続

の
適

否
等

を
検

討
す

る
際

に
参

考
と

し
て

い
る

。

（
２
）
①
ⅲ

研
究
開
発
に
係
る
情
報
収
集
等

自
己

評
価

＜
A＞

研
究

施
設

の
整

備
が

こ
れ

か
ら

で
、

周
辺

の
生

活
環

境
も

十
分

で
は

な
い

困
難

な
状

況
に

も
関

わ
ら

ず
、

令
和

7年
度

当
初

時
点

で
目

標
を

超
え

る
11

ユ
ニ

ッ
ト

の
研

究
グ

ル
ー

プ
の

体
制

と
し

た
。

ま
た

、
「

新
産

業
創

出
等

研
究

開
発

の
成

果
の

最
大

化
」

に
向

け
て

、
施

設
・

設
備

、
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

等
の

研
究

環
境

の
整

備
に

係
る

検
討

を
進

め
る

と
と

も
に

、
研

究
支

援
体

制
の

構
築

に
向

け
て

、
職

制
を

整
備

し
、

専
門

人
材

等
の

採
用

拡
大

を
着

実
に

進
め

て
い

る
。

主
な

業
務

実
績

等
新

ユ
ニ

ッ
ト

構
築

に
向

け
た

準
備

を
進

め
、

令
和

６
年

度
に

お
い

て
は

8ユ
ニ

ッ
ト

を
立

ち
上

げ
、

令
和

7年
4月

に
2ユ

ニ
ッ

ト
を

立
ち

上
げ

、
合

計
11

ユ
ニ

ッ
ト

の
研

究
グ

ル
ー

プ
の

体
制

と
し

た
。

ま
た

、
副

分
野

長
３

名
を

任
命

す
る

な
ど

体
制

の
強

化
に

努
め

た
。

加
え

て
専

門
人

材
と

し
て

、
知

財
担

当
の

専
門

人
材

や
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

（
EA

）
、

サ
イ

エ
ン

ス
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
タ

ー
（

SC
）

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

（
D

S）
の

公
募

を
行

い
、

採
用

に
向

け
た

調
整

を
実

施
し

、
令

和
６

年
度

中
に

EA
1名

を
、

令
和

7年
5月

に
EA

１
名

及
び

SC
1名

を
採

用
し

た
。

（
２
）
①
ⅱ

研
究
開
発
環
境
の
整
備
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福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
F-

RE
I）

の
自

己
評

価
報

告
書

の
概

要
③

6

自
己

評
価

＜
A＞

F-
RE

Iの
研

究
成

果
を

社
会

実
装

に
繋

げ
る

た
め

の
土

台
と

な
り

う
る

産
学

連
携

体
制

の
構

築
に

向
け

た
企

業
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
や

、
地

域
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

の
丁

寧
な

把
握

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

の
前

提
と

な
る

認
知

度
向

上
に

向
け

た
広

報
、

情
報

の
発

信
等

に
注

力
し

た
。

主
な

実
績

(1
)産

学
連

携
体

制
の

構
築

・
地

域
の

事
業

者
や

農
業

従
事

者
と

意
見

交
換

を
行

う
研

究
分

野
別

（
ロ

ボ
ッ

ト
分

野
、

農
林

水
産

業
分

野
）

の
市

町
村

座
談

会
を

2回
開

催
し

、
延

べ
22

8名
の

参
加

者
を

集
め

た
。

・
東

京
海

上
日

動
火

災
保

険
株

式
会

社
と

包
括

連
携

協
力

協
定

書
を

締
結

し
、

県
内

企
業

と
の

連
携

を
進

め
る

う
え

で
の

協
力

体
制

を
構

築
し

た
。

(2
)広

報
・

情
報

の
発

信
等

・
機

構
の

活
動

に
つ

い
て

、
53

回
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

地
元

紙
を

中
心

に
F-

RE
Iに

関
す

る
記

事
が

随
時

掲
載

等
さ

れ
、

一
般

に
向

け
た

知
名

度
の

向
上

の
一

助
と

な
っ

た
。

ま
た

国
内

外
の

優
秀

な
研

究
者

に
訴

求
す

る
た

め
、

世
界

最
高

峰
の

総
合

科
学

誌
で

あ
る

「
N

at
ur

e」
に

広
告

記
事

を
掲

載
し

た
。

・
産

学
官

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

、
東

北
地

方
の

企
業

を
中

心
に

96
社

18
8名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

・
随

時
、

県
内

の
商

工
会

議
所

、
商

工
会

や
そ

の
他

経
済

団
体

等
へ

合
計

10
回

講
演

を
行

う
な

ど
、

産
業

界
へ

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
(3

)戦
略

的
な

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
知

的
財

産
を

取
り

扱
う

弁
護

士
か

ら
助

言
を

受
け

、
委

託
研

究
に

お
け

る
知

的
財

産
に

関
す

る
覚

書
の

締
結

に
向

け
て

、
各

委
託

研
究

先
と

の
調

整
を

実
施

し
た

。
・

外
部

有
識

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
な

ど
し

て
、

オ
ー

プ
ン

・
ク

ロ
ー

ズ
戦

略
、

標
準

化
戦

略
、

共
同

研
究

に
お

け
る

独
占

・
非

独
占

実
施

な
ど

の
知

的
財

産
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
方

針
に

つ
い

て
の

検
討

を
行

っ
た

。

（
２
）
②

産
業
化
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福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
F-

RE
I）

の
自

己
評

価
報

告
書

の
概

要
④

7

自
己

評
価

＜
A＞

ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

な
ど

の
形

で
委

託
先

の
研

究
者

の
参

画
を

図
る

と
と

も
に

、
公

募
に

よ
り

、
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
や

RA
な

ど
の

研
究

人
材

、
専

門
人

材
の

確
保

を
行

っ
た

。
海

外
機

関
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
国

際
的

な
人

的
交

流
・

研
究

者
獲

得
を

視
野

に
米

国
パ

シ
フ

ィ
ッ

ク
・

ノ
ー

ス
ウ

ェ
ス

ト
国

立
研

究
所

（
PN

N
L）

、
英

国
原

子
力

公
社

（
UK

AE
A）

と
協

力
覚

書
（

M
O

C）
を

締
結

し
た

。
こ

う
し

た
取

組
で

、
今

後
、

優
れ

た
研

究
人

材
の

確
保

と
い

う
成

果
の

実
現

に
繋

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

主
な

実
績

・
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

等
も

活
用

し
な

が
ら

、
新

規
に

９
名

の
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
を

採
用

す
る

と
と

も
に

、
研

究
開

発
ユ

ニ
ッ

ト
に

所
属

す
る

研
究

者
や

技
術

者
も

雇
用

し
、

令
和

７
年

３
月

末
時

点
で

２
２

名
の

研
究

者
等

が
研

究
開

発
部

門
に

所
属

し
研

究
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

・
RA

（
リ

サ
ー

チ
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
）

に
つ

い
て

、
令

和
６

年
度

中
に

３
名

、
令

和
７

年
度

当
初

に
２

名
採

用
し

た
。

・
EA

（
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

）
及

び
SC

（
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

）
等

の
公

募
を

実
施

し
、

令
和

６
年

度
中

に
EA

1名
を

、
令

和
7年

5月
に

EA
１

名
及

び
SC

1名
を

採
用

し
た

。

（
２
）
③
ⅱ

人
材
確
保

自
己

評
価

＜
A＞

様
々

な
教

育
機

関
と

積
極

的
に

連
携

協
力

体
制

を
構

築
し

、
そ

れ
を

基
盤

と
し

て
、

大
学

院
生

等
を

対
象

と
し

た
人

材
の

育
成

、
地

域
の

未
来

を
担

う
若

者
世

代
を

対
象

と
し

た
人

材
の

育
成

、
企

業
の

専
門

人
材

等
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
の

い
ず

れ
に

つ
い

て
も

計
画

に
沿

っ
て

取
組

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。

主
な

実
績

・
学

校
法

人
昌

平
黌

（
東

日
本

国
際

大
学

な
ど

）
、

東
京

大
学

カ
ブ

リ
数

物
連

携
宇

宙
研

究
機

構
、

筑
波

大
学

と
基

本
合

意
書

を
締

結
し

た
。

・
ト

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

を
県

内
の

大
学

で
3回

、
工

業
高

等
専

門
学

校
で

２
回

、
ま

た
県

外
版

の
ト

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

を
大

学
で

2回
行

い
合

計
約

90
0名

が
受

講
し

た
。

・
会

津
大

学
と

共
催

で
復

興
の

現
状

を
学

ぶ
と

と
も

に
福

島
の

一
層

の
発

展
に

つ
な

が
る

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

考
え

る
ふ

く
し

ま
未

来
創

造
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
県

内
の

高
専

、
高

校
及

び
４

つ
の

大
学

か
ら

51
名

が
参

加
し

た
。

・
福

島
民

報
の

子
供

向
け

紙
面

（
み

ん
ぽ

う
ジ

ュ
ニ

ア
新

聞
）

に
「

エ
フ

レ
イ

こ
ど

も
サ

イ
エ

ン
ス

」
各

研
究

分
野

の
研

究
紹

介
を

10
回

行
い

、
若

年
層

へ
の

理
解

促
進

を
図

っ
た

。
・

地
元

企
業

等
に

対
す

る
専

門
教

育
・

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

展
開

す
る

た
め

、
廃

炉
関

連
の

分
析

施
設

で
の

現
地

訪
問

型
研

修
を

実
施

し
、

16
名

が
参

加
し

た
。

（
２
）
③
ⅰ
人
材
育
成
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福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
F-

RE
I）

の
自

己
評

価
報

告
書

の
概

要
④

8

自
己

評
価

＜
B＞

企
業

等
と

の
受

託
研

究
・

共
同

研
究

の
実

施
や

寄
附

金
の

獲
得

を
念

頭
に

、
県

内
の

経
済

団
体

等
の

講
演

に
積

極
的

に
参

加
し

、
年

間
で

10
回

も
講

演
を

実
施

す
る

な
ど

、
機

構
の

活
動

紹
介

や
関

係
機

関
等

と
の

情
報

交
換

、
意

見
交

換
等

を
積

極
的

に
進

め
、

企
業

等
と

の
関

係
の

構
築

を
図

る
こ

と
が

出
来

た
。

こ
う

し
た

企
業

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

は
、

将
来

的
な

企
業

等
と

の
受

託
研

究
・

共
同

研
究

の
実

施
や

寄
附

金
の

獲
得

に
繋

が
る

基
盤

と
な

る
も

の
で

あ
る

。
主

な
業

務
実

績
等

・
外

部
資

金
と

し
て

、
放

射
生

態
学

ユ
ニ

ッ
ト

が
令

和
６

年
度

食
品

衛
生

基
準

科
学

研
究

費
補

助
金

に
応

募
・

採
択

さ
れ

、
研

究
を

実
施

し
た

。
（

配
分

額
：

3,
71

2,
00

0円
）

・
産

学
官

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
や

地
元

の
商

工
会

議
所

、
商

工
会

や
そ

の
他

経
済

団
体

で
も

講
演

を
行

う
な

ど
、

産
業

界
へ

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

（
４
）
財
務
内
容
の
改
善

自
己

評
価

＜
A＞

関
係

機
関

と
の

M
O

U等
の

締
結

に
つ

い
て

、
５

件
以

上
と

い
う

計
画

に
対

し
て

、
自

治
体

・
大

学
・

企
業

な
ど

国
内

の
多

様
な

機
関

に
加

え
、

国
際

的
な

人
的

交
流

・
研

究
者

獲
得

を
視

野
に

、
海

外
の

機
関

と
協

力
覚

書
（

M
O

C）
を

締
結

す
る

な
ど

、
10

件
の

締
結

に
至

っ
た

こ
と

は
、

今
後

、
研

究
開

発
・

産
業

化
・

人
材

育
成

等
の

取
組

を
よ

り
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
機

構
設

置
の

効
果

を
広

域
的

に
波

及
さ

せ
る

た
め

の
基

盤
と

な
る

重
要

な
成

果
で

あ
り

、
計

画
を

顕
著

に
上

回
る

実
績

で
あ

る
。

主
な

業
務

実
績

等
・

産
学

官
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

東
北

地
方

の
企

業
を

中
心

に
96

社
18

8名
が

参
加

し
た

。
・

市
町

村
座

談
会

を
実

施
し、

研
究

分
野

別
の

座
談

会
で

は
22

8名
、福

島
県

、イ
ノベ

機
構

との
共

催
で

実
施

した
 市

町
村

座
談

会
で

は
95

3名
の

参
加

者
を集

め
る

な
ど、

広
域

連
携

体
制

の
構

築
を図

った
。

・
市

町
村

、
大

学
、

高
等

専
門

学
校

、
企

業
と

M
O

U（
基

本
合

意
）

や
包

括
連

携
協

定
等

を
10

件
締

結
し

た
。

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
に

つ
い

て
、

国
際

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
招

へ
い

や
訪

問
に

よ
る

意
見

交
換

や
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
を

2回
開

催
し

、
運

営
全

般
に

わ
た

る
俯

瞰
的

な
視

点
か

ら
の

意
見

を
得

た
。

・
福

島
ロ

ボ
ッ

ト
テ

ス
ト

フ
ィ

ー
ル

ド
統

合
に

向
け

た
執

行
体

制
整

備
と

し
て

、
新

た
に

広
域

連
携

監
と

い
う

役
職

を
作

り
、

令
和

7年
4月

1日
の

任
命

に
向

け
、

準
備

を
進

め
た

。

（
３
）

研
究
開
発
等
業
務
の
運
営
の
効
率
化

〇
締

結
先

一
覧
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福
島

国
際

研
究

教
育

機
構

（
F-

RE
I）

の
自

己
評

価
報

告
書

の
概

要
④

（
５
）

そ
の
他
研
究
開
発
等
業
務
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

自
己

評
価

＜
A＞

情
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
及

び
管

理
に

関
す

る
計

画
、

規
制

緩
和

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

は
そ

れ
ぞ

れ
計

画
に

沿
っ

た
取

組
を

着
実

に
実

施
し

て
い

る
。

「
基

盤
作

り
と

存
在

感
の

提
示

」
に

重
点

を
置

く
と

の
方

針
の

下
、

特
に

、
認

知
度

の
向

上
や

多
様

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

構
築

に
注

力
す

る
こ

と
と

し
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

の
構

築
や

産
業

化
に

資
す

る
広

報
・

情
報

発
信

等
に

精
力

的
に

取
り

組
ん

だ
ほ

か
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
の

大
幅

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

等
を

行
い

、
ま

ず
は

F-
RE

Iの
存

在
を

認
知

し
て

も
ら

う
よ

う
な

取
組

を
実

施
し

た
。

主
な

業
務

実
績

等
○

施
設

及
び

設
備

に
関

す
る

計
画

・
機

構
の

研
究

開
発

等
の

機
能

が
十

分
に

発
揮

さ
れ

る
魅

力
的

な
研

究
開

発
等

環
境

が
整

備
さ

れ
る

よ
う

、
専

門
的

知
識

を
持

っ
た

職
員

を
採

用
す

る
な

ど
体

制
を

構
築

し
、

主
体

性
を

も
っ

て
施

設
設

計
の

検
討

に
参

画
し

た
。

○
人

事
に

関
す

る
計

画
・

優
れ

た
研

究
人

材
を

確
保

で
き

る
よ

う
、

研
究

職
等

の
公

募
要

領
に

お
い

て
、

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

（
任

期
中

に
テ

ニ
ュ

ア
審

査
を

行
い

、
条

件
を

満
た

す
と

任
期

の
定

め
が

無
い

雇
用

契
約

に
移

行
で

き
る

有
期

雇
用

）
に

よ
る

雇
用

や
、

高
い

給
与

水
準

な
ど

魅
力

的
な

処
遇

を
明

示
し

た
。

○
情

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

及
び

管
理

に
関

す
る

計
画

・
研

究
者

が
利

用
す

る
LA

N
を

整
備

す
る

に
当

た
っ

て
、

ゼ
ロ

ト
ラ

ス
ト

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
を

実
装

す
る

こ
と

で
、

従
来

の
境

界
型

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

よ
り

も
高

度
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
確

保
し

た
。

○
認

知
度

の
向

上
や

多
様

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

構
築

に
関

す
る

計
画

・
産

学
官

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

東
北

地
方

の
企

業
を

中
心

に
参

加
し

た
96

社
等

18
8名

に
対

し
、

産
学

官
連

携
・

産
業

化
を

テ
ー

マ
と

し
て

講
演

及
び

ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

る
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

・
委

託
研

究
の

公
募

及
び

委
託

研
究

事
業

の
開

始
の

際
の

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
を

は
じ

め
、

F-
RE

Iの
活

動
に

つ
い

て
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
53

回
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

地
元

紙
を

中
心

に
F-

RE
Iに

関
す

る
記

事
が

随
時

掲
載

等
さ

れ
、

地
域

住
民

を
は

じ
め

と
す

る
一

般
に

向
け

た
知

名
度

向
上

の
一

助
と

な
っ

た
。

・
国

内
外

の
優

秀
な

研
究

者
に

訴
求

す
る

た
め

、
世

界
最

高
峰

の
総

合
科

学
誌

で
あ

る
「

N
at

ur
e」

に
広

告
記

事
を

掲
載

し
た

。
・

一
般

向
け

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

よ
り

分
か

り
や

す
い

内
容

に
刷

新
し

た
ほ

か
、

子
供

向
け

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
及

び
研

究
紹

介
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

新
た

に
作

成
し

、
福

島
県

内
の

自
治

体
や

関
係

機
関

、
福

島
県

外
の

関
係

機
関

な
ど

に
対

し
、

約
25

,0
00

部
を

配
布

し
た

。
ま

た
、

研
究

紹
介

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

は
、

令
和

7年
4月

以
降

の
2周

年
記

念
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

は
じ

め
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

等
で

活
用

し
た

。
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

よ
り

令
和

7年
度

当
初

（
4月

、
5月

）
の

い
ず

れ
の

月
も

令
和

6年
度

の
1か

月
あ

た
り

の
ア

ク
セ

ス
数

（
約

41
,0

00
回

）
と

比
較

し
て

約
11

％
以

上
増

加
し

た
。

・
F-

RE
Iの

紹
介

動
画

を
作

成
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ト
ッ

プ
に

掲
載

し
た

ほ
か

、
研

究
の

取
組

を
よ

り
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

た
め

、
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
及

び
研

究
内

容
を

紹
介

す
る

動
画

を
作

成
す

る
な

ど
、

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
に

よ
る

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
た

。
（

公
開

か
ら

令
和

7年
5月

ま
で

の
ア

ク
セ

ス
件

数
の

総
数

は
約

42
,0

00
回

）
○

規
制

緩
和

に
向

け
た

取
組

に
関

す
る

計
画

・
規

制
緩

和
の

検
討

に
向

け
た

情
報

収
集

、
意

見
交

換
等

を
行

っ
た

。
9
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参
考
資
料

※
本

参
考

資
料

は
令

和
７

年
度

以
降

に
関

す
る

記
載

も
含

む
10
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ロ
ボ
ット

遠
隔

操
作

研
究

ユ
ニッ

ト

自
律

化
・知

能
化

・群
制

御
研

究
ユ

ニッ
ト

燃
料

電
池

シ
ス

テ
ム

研
究

ユ
ニッ

ト

パ
ワー

ソフ
トロ

ボ
テ

ィク
ス

ユ
ニッ

ト

農
林
水
産
業

土
壌

・植
物

マル
チ

ダイ
ナ

ミク
ス

研
究

ユ
ニッ

ト
土

壌
ホ

メオ
ス

タシ
ス

研
究

ユ
ニッ

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

水
素

エネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

安
全

科
学

ユ
ニッ

ト

放
射
線
科
学
・創
薬
医
療

植
物

イメ
ー

ジ
ング

研
究

ユ
ニッ

ト

放
射

線
基

盤
技

術
開

発
ユ

ニッ
ト

原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発

信
地

域
環

境
共

創
ユ

ニッ
ト

※

原
子

力
災

害
医

科
学

ユ
ニッ

ト

F-
R

EI
の
研
究
開
発
部
門
に
つ
い
て
（
令
和

7年
4月

時
点
）

ロ
ボ
ット

野
波

分
野

長
松

野
副

分
野

長

農
林
水
産
業

佐
々

木
分

野
長

荒
尾

副
分

野
長

エ
ネ
ル
ギ
ー

矢
部

分
野

長
秋

田
副

分
野

長
錦

谷
副

分
野

長

放
射
線
科
学
・創
薬
医
療

片
岡

分
野

長
山

下
副

分
野

長
茅

野
副

分
野

長
絹

谷
副

分
野

長
原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発

信
大

原
副

分
野

長

分
野

長
等


専

門
的

知
見

を活
か

し、
各

分
野

に
お

け
る

研
究

開
発

を戦
略

的
に

推
進

研
究

開
発

ユ
ニッ

ト

※
こ

れ
ま

で
の

放
射

生
態

学
ユ

ニ
ッ

ト
の

研
究

と
JA

EA
及

び
NI

ES
が

実
施

し
て

い
た

放
射

性
物

質
の

環
境

動
態

研
究

を
踏

ま
え

、
地

域
環

境
共

創
ユ

ニ
ッ

ト
と

し
て

再
編

（
令

和
７

年
４

月
）


５

分
野

に
お

い
て

、そ
れ

ぞ
れ

研
究

を
実

施
。

11

（
１
）
、（

２
）
①
ⅱ
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・
今
後
、
外

部
委

託
等

に
よ
る
研

究
開
発

に
つ
い
て
、
そ
の

進
捗

状
況

及
び
成

果
を
踏

ま
え
て
統
廃
合
し
つ
つ
、
段
階
的
に
直
営

の
研

究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研

究
体

制
に
移

行
。

・
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
積

極
的

に
活

用
し
つ
つ
、
国

内
外

の
優

秀
な
研

究
者

を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
選
考

又
は
公
募
に
よ
り

採
用
。

・
令
和
７
年

度
の

採
用

も
順

次
開

始
（
R

A
等

の
専

門
人

材
）

・
本
施
設
が

整
備

さ
れ

る
ま
で
は

、
R

T
F
含

む
福

島
県

内
外

の
施

設
等

を
活

用
し
て
研

究
開

発
を
推

進
。

【
今

後
の

見
通

し
】

＜
研
究
実
施
体
制
＞

R5
年

度
（

2
0
2
3
）

R
6
年

度
（
2
0
2
4
）

R
7
年

度
（
2
0
2
5
）

R8
年

度
（

2
0
2
6
）

R
9
年

度
（
2
0
2
7
）

R
1
0
年

度
（
2
0
2
8
）

R1
1年

度
（

2
0
2
9
）

R
1
2
年
度

（
2
0
3
0
）

R
1
3
年
度

（
2
0
3
1
）

・ ・ ・

第
１
期
中
期
目
標
期
間

第
２
期
中
期
目
標
期
間

外
部

委
託

等
に
よ
る
研
究

実
施

1
グ
ル
ー
プ

９グ
ル
ー
プ

直
接

雇
用

・
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
研
究

開
発

さ
ら
な
る
発

展
・
実

施

※
中

期
目

標
期

間
中

（
７
年
間
）
の
事
業
規
模
と
し
て

1
,0

0
0
億
円
程
度
を
想
定

1
5
グ
ル
ー
プ

2
0
グ
ル
ー
プ

3
0
グ
ル
ー
プ

4
0
グ
ル
ー
プ

5
0
グ
ル
ー
プ
程
度

12

研
究
開
発
の
進
捗
状
況
と
見
通
し

（
１
）
、（

２
）
①
ⅱ

12
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ロ
ボ
ット
分
野

【骨
太

の
方

針
】

耐
放

射
線

性
、耐

水
性

、耐
熱

性
な

どを
備

え
た
高
機
動
性

を有
す

る
ロボ

ット
の

開
発

、自
律
制
御
、群
制
御

な
どを

実
現

す
る

た
め

の
知
能
研
究

、生
物

が
も

つ
感

覚
機

能
な

ど
を高

め
る

機
能

拡
張

研
究

な
どを

行
う。

それ
らの

成
果

を活
用

して
、廃

炉
や

災
害

時
、宇

宙
空

間
な

どの
過

酷
環

境
下

で
稼

働
で

きる
高
機
動
性
ロ
ボ
ット

の
開

発
、高

ペ
イロ

ー
ドで

長
時

間
飛

行
が

可
能

な
高
機
能
ド
ロ
ー
ン

の
開

発
、自
律
移
動
型
ロ
ボ
ット

の
開

発
な

どを
推

進
す

る
。

福
島
で
研
究
開
発
を
行
う視

点


複
合

災
害

を経
験

した
福

島
で

、廃
炉

や
自

然
災

害
時

に
起

因
す

る
過

酷
環

境
で

機
能

を発
揮

す
る

ロボ
ット

・ド
ロー

ンの
研

究
開

発
を行

う。
（

過
酷

環
境

ロボ
テ

ィク
ス

の
研

究
開

発
） 

福
島

第
一

原
発

の
廃

炉
に

貢
献

す
るロ

ボ
ット

研
究


複

合
災

害
を経

験
した

福
島

だ
か

らこ
そ、

災
害

時
に

機
能

を発
揮

で
きる

ロボ
ット

研
究


阿

武
隈

山
地

な
ど森

林
資

源
を有

す
る

福
島

で
の

林
業

の
自

動
化

に
資

す
る

ロボ
ット

研
究


過

酷
環

境
ロボ

テ
ィク

ス
の

実
現

に
必

須
とな

る基
盤

技
術

を確
立

す
る


耐

環
境

・高
機

動
化

技
術


高

度
知

能
化

技
術


機

能
拡

張
技

術


性
能

基
準

、標
準

化
、認

証
公
募
に
よ
り採

択
さ
れ
た
委
託
事
業
一
覧

（
２
）
①
ⅰ
ア
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研
究
実
施
期
間

令
和
６
年
３
月
２
８
日
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

研
究
代
表
者
：
田
所

諭
（
東
北
大
学

タ
フ・
サ
イ
バ
ー
フィ
ジ
カ
ル

A
I研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）

実
施
体
制
：
空
間
エ
ー
ジ
ェン
ト
網
研
究
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
東
北
大
学
（
代
表
機
関
）
、情

報
通
信
研
究
機
構
、広

島
大
学
、筑

波
大
学
、制

御
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュリ
テ
ィー
セ
ン
タ
ー
、

大
阪
大
学
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


ソ
フト
索
状
体
ロ
ボ
ット

SN
A

K
Eの
開
発


電
波
伝
搬
位
相
マ
ップ
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発


遠
隔
狭
隘
空
間
・通
信
困
難
空
間
に
お
け
る
情
報
収
集
・通
信
機
能
の
困
難
解
消
へ
の
寄
与

困
難
環
境
の
課
題
を
解
決
す
る
「空
間
エ
ー
ジ
ェン
ト
網
」の
研
究
教
育

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


ソ
フ
ト
索
状
体
ロ
ボ
ッ
ト

(S
N

A
K

E)
の
開
発
：

TH
W
・

ET
H
・

EU
 H

O
R

IZ
O

N
 S

YN
ER

G
IS

Eと
の
国
際
共
同
研
究
と
し
て
，

U
G

Vに
搭
載
し
，
数
十

cm
幅
の
狭
隘
空
間
の
映
像
・
ガ

ス
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
ソ
フ
ト
索
状
体
ロ
ボ
ッ
ト

SN
A

K
Eを
研
究
開
発
し
た
．
搭
載
し
た
リ
ー
ル
か
ら
索
状
体
を
伸
ば
し
，
セ

ン
シ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
，
長
さ
・
方
向
を
遠
隔
制
御
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
．

ET
H
で
の

In
te

gr
at

io
n 

W
or

ks
ho

pで
，
４
脚
ロ
ボ
ッ

ト
A

N
Ym

al
に
搭
載
し
，
遠
隔
操
作
に
て
柱
と
壁
の
隙
間
，
引
き
戸
内
，
柱
構
造
物
の
下
に
お
け
る
映
像
情
報
収
集
が
で
き
る
こ
と
，
ガ
ス
セ
ン

シ
ン
グ
の
た
め
の
エ
ア
吸
引
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
．


電
波
伝
搬
位
相
マ
ッ
プ
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
：

通
信
困
難
空
間
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
遠
隔
自
律
知
能
と
，
安
定
し
た
情
報
通
信
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
電
波
搬
送
波
の
伝
搬

位
相
マ
ッ
プ
を
計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
研
究
開
発
し
た
．
高
精
度
時
刻
同
期

W
i W

iの
ア
ン
テ
ナ
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
，
位
相
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
方
式
を
開
発
し
た
．
電
波
暗
室
実
験
に
よ
り
，
平
面
マ
ッ
プ
に
お
け
る
計
測
結
果
が
理
論
と
定
量
的
に
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
．

一
般
環
境
に
お
い
て
は
，
物
体
に
よ
る
反
射
・
回
折
等
の
影
響
に
よ
り
位
相
マ
ッ
プ
が
乱
れ
る
こ
と
を
示
し
た
．

今
後

の
展

望
検
討
し
た
方
式
の
実
装
を
行
い
，

実
証
的
に
改
良
を
進
め
る
こと
に

よ
り，

各
種
エ
ー
ジ
ェン
ト
が
空

間
が
持
つ
困
難
性
を
克
服
し，

そ
の
協
力
に
よ
って
災
害
対
応
等
の

活
動
の
高
度
化
に
寄
与
す
る
．

【事
業
の
背
景
・目
的
】 
被
災
し
た
プ
ラ
ン
ト
等
の
困
難
空
間
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
，
ヘ
テ
ロ
ジ
ニ
ア

ス
な
多
数
の
エ
ー
ジ
ェン
ト
機
能
が
協
力
し
，
物
理
的
及
び
情
報
的
な
困
難
性
を
解
消
す
る
こと
に
よ
って
，

困
難
空
間
に
隠
さ
れ
た
情
報
を
検
索
し
，
災
害
対
応
等
の
活
動
を
実
施
す
る
こと
を
可
能
に
す
る
．

【令
和
６
年
度
の
目
的
】
狭
隘
空
間
極
限
作
業
の
方
式
検
討
，
遠
隔
自
律
知
能
サ
イ
バ
ー
フィ
ジ
カ
ル

エ
ー
ジ
ェン
ト
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
情
報
集
約
の
方
式
検
討
，
空
間
理
解
の
た
め
の
ド
メ
イ
ン
デ
ー
タ
収
集
，

電
波
伝
搬
位
相
マ
ップ
作
成
法
の
開
発
，
通
信
品
質
予
測
手
法
検
討
，
研
究
環
境
整
備

（
２
）
①
ⅰ
ア
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困
難
環
境
の
課
題
を
解
決
す
る
「空
間
エ
ー
ジ
ェン
ト
網
」の
研
究
教
育

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
ソ
フト
索
状
体
ロ
ボ
ット

SN
AK

Eの
開
発

•
TH

W
・

ET
H

・
EU

 H
O

RI
ZO

N
 S

YN
ER

G
IS

E
と

の
国

際
共

同
研

究
と

し
て

，
地

上
走

行
ロ

ボ
ッ

ト
に

搭
載

し
，

数
十

cm
幅

の
狭

隘
空

間
の

映
像

・
ガ

ス
を

調
査

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

，
ソ

フ
ト

索
状

体
ロ

ボ
ッ

ト
SN

AK
Eを

開
発

し
た

•
４

脚
ロ

ボ
ッ

ト
AN

Ym
al

と
統

合
し

た
．

A N
Ym

al
に

よ
り

挿
入

箇
所

へ
の

位
置

決
め

を
行

い
，

搭
載

し
た

リ
ー

ル
か

ら
索

状
体

を
伸

ば
し

，
映

像
撮

影
と

ガ
ス

吸
引

を
行

い
な

が
ら

，
索

状
体

の
長

さ
．

方
向

を
遠

隔
操

作
す

る
こ

と
を

可
能

に
し

た
．

•
実

験
に

よ
り

，
柱

と
壁

の
隙

間
，

引
き

戸
内

，
柱

構
造

物
の

下
に

お
け

る
映

像
情

報
収

集
が

で
き

る
こ

と
を

示
し

た
．

•
ガ

ス
セ

ン
シ

ン
グ

の
た

め
の

エ
ア

吸
引

が
で

き
る

こ
と

を
示

し
た

．

•
TH

W
の

協
力

に
よ

り
，

都
市

型
災

害
救

助
に

お
い

て
災

害
対

応
者

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
ロ

ボ
ッ

ト
に

求
め

ら
れ

る
機

能
・

性
能

や
制

約
条

件
を

調
査

し
た

．
柱

と壁
の

隙
間

の
映

像
情

報
収

集
実

験

ソフ
ト索

状
体

SN
AK

Eの
CA

D
モデ

ル

AN
Ym

al
との

統
合

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

- 
Sa

to
sh

i T
ad

ok
or

o,
 R

es
cu

e 
ro

bo
tic

s 
ch

al
le

ng
e 

fo
r 

20
50

, I
CR

A@
40

 K
ey

no
te

 S
pe

ec
h,

 2
02

4.
- 

Sa
to

sh
i T
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ok

or
o,

 S
ea

rc
h 

an
d 

re
sc

ue
 in

 r
ub

bl
e 

pi
le

s,
 T

SM
E-

IC
oM

E 
Ke

yn
ot

e 
Sp

ee
ch

, 2
02

4.
- 

Sa
to
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i T
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or
o,

 R
es

cu
e 

ro
bo

tic
s,

 T
ex

as
 P

ub
lic

 S
af

et
y 

Ro
bo

tic
s 

Su
m

m
it,

 In
vi

te
d 

Sp
ee

ch
, 2

02
5.

- 
M

as
ah

iro
 W

at
an

ab
e 

et
 a

l.,
 P

ne
um

at
ic

 a
rt

ifi
ci

al
 m
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cl

e 
w

ith
 b

ra
ile

d 
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ra
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ht
 fi

be
rs

, R
ob

ot
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s 
an

d 
Au

to
m

at
io

n 
Le

tt
er

s,
 9

-5
, 2

02
4.

- 
M

as
ah

iro
 W

at
an

ab
e 

et
 a

l.,
 H

yp
er

bo
lo

id
al

 p
ne

um
at

ic
 a

rt
ifi

ci
al

 m
us

cl
e 

w
ith

 b
ra

ile
d 

st
ra

ig
ht

 fi
be

rs
, I

RO
S2

02
4,

 2
02

4.
- 

Ch
ris

rt
op

h 
Li

eb
en

de
r e

t a
l.,

 R
eg

io
n 

of
 in

te
re

st
 lo

ss
 fo

r 
an

on
ym

iz
in

g 
le

ar
ne

d 
im

ag
e 

co
m

pr
es

si
on

, C
AS

E2
02

4,
 2

02
4.

ソフ
ト索

状
体

SN
AK

Eの
シ

ス
テ

ム
構

成

（
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

研
究
代
表
者
：
大
竹

真
紀
子
（
会
津
大
学

復
興
創
生
支
援
セ
ン
タ
ー
教
授
）

実
施
体
制
：
会
津
大
学

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
R

SP
Eの
基
本
設
計
と技

術
実
証
の
た
め
の
試
作
及
び
デ
モ
展
示


（
研
究
成
果

2）
リフ
ァレ
ン
ス
用
実
機
ロ
ボ
ット
の
作
成
と実

機
デ
ー
タ
利
用
手
法
の
検
討
・開
発


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
ロ
ボ
ット
開
発
及
び
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
技
術
開
発
と教

育
環
境
へ
の
提
供

CP
S技

術
に
基
づ
くロ
ボ
ット
・ス
マ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミン
グ
環
境
（

R
SP

E）
に
関
す
る
研
究

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


（
成
果
１

:R
SP

Eの
基
本
設
計
と
技
術
実
証
の
た
め
の
試
作
及
び
デ
モ
展
示
）
：

ロ
ボ

ッ
ト

・
ス

マ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

環
境

（
RS

PE
: 

Ro
bo

t 
Sm

ar
t 

Pr
og

ra
m

m
in

g 
En

vi
ro

nm
en

t）
の

技
術

開
発

に
つ

い
て

は
、

UI
フ

ロ
ン

ト
エ

ン
ド

部
で

記
述

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
、

総
合

判
定

を
司

る
Gr

ad
er

部
を

介
し

て
バ

ッ
ク

エ
ン

ド
部

に
配

置
さ

れ
た

ロ
ボ

ッ
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

と
連

動
さ

せ
、

ロ
ボ

ッ
ト

の
挙

動
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

で
計

測
し

そ
の

結
果

を
フ

ロ
ン

ト
エ

ン
ド

部
に

返
却

す
る

、
と

い
っ

た
一

連
の

処
理

を
実

現
す

る
基

本
的

な
連

携
機

構
を

開
発

し
た

。
ま

た
、

入
門

レ
ベ

ル
の

タ
ス

ク
を

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
と

し
て

開
発

し
、

上
記

の
連

携
が

実
現

で
き

る
こ

と
を

実
証

し
た

。
こ

の
試

作
版

は
10

月
に

行
わ

れ
た

W
RS

20
25

プ
レ

大
会

の
会

場
に

お
い

て
展

示
さ

れ
た

。


（
成
果
２
：
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
用
実
機
ロ
ボ
ッ
ト
の
作
成
と
実
機
デ
ー
タ
利
用
手
法
の
検
討
・
開
発
）
：

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

環
境

に
お

け
る

ロ
ボ

ッ
ト

の
挙

動
を

実
環

境
の

も
の

に
近

づ
け

デ
ー

タ
の

相
互

利
用

を
可

能
に

す
る

た
め

の
性

能
評

価
用

計
測

シ
ス

テ
ム

と
し

て
、

実
機

ロ
ボ

ッ
ト

の
モ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

プ
チ

ャ
3次

元
計

測
結

果
を

用
い

て
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
上

に
ロ

ボ
ッ

ト
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
再

現
・

表
示

す
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
開

発
し

た
。

ま
た

こ
れ

と
並

行
し

て
、

今
後

の
実

機
検

証
等

で
使

用
す

る
ク

ロ
ー

ラ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

を
作

成
し

、
基

本
走

行
及

び
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

の
機

能
検

証
を

行
っ

た
。

そ
の

他
に

実
空

間
で

の
計

測
結

果
を

用
い

た
自

律
ロ

ボ
ッ

ト
制

御
シ

ス
テ

ム
の

開
発

と
し

て
、

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
の

自
律

把
持

シ
ス

テ
ム

の
研

究
開

発
を

行
っ

た
。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

R
SP

Eの
実
用
性
検
証
と実

利
用
・及
び

R
SP

Eを
活
用
し
た
ロ
ボ
ット
ソ
フト
ウ
ェア

人
材
育
成
エ
コシ
ス
テ
ム
確
立

【事
業
の
背
景
・目
的
】

◆
ソ
フト
ウ
ェア
の
重
要
性
が
高
ま
る
ロ
ボ
ット
分
野
及
び
人
材
育
成
へ
の
技
術
貢
献

◆
R

SP
Eに
よ
る

IC
T教
育
を
継
続
的
に
提
供
・展
開
可
能
とす
る
教
育
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
確
立

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

◆
R

SP
Eの
試
作
実
装
及
び
評
価
検
証
の
実
施
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
要
素
技
術
の
確
立

◆
教
育
展
開
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
探
索
と今

後
の
導
入
展
開
に
向
け
た
調
査
・情
報
収
集
の
実
施

◆
ロ
ボ
ット
シ
ス
テ
ム
性
能
評
価
の
た
め
の
実
機
ロ
ボ
ット
作
成
及
び
評
価
用
実
機
デ
ー
タ
取
得
ツ
ー
ル

等
の
技
術
開
発

（
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）
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CP
S技

術
に
基
づ
くロ
ボ
ット
・ス
マ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミン
グ
環
境
（

R
SP

E）
に
関
す
る
研
究

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
（

R
SP

E基
本
デ
ザ
イ
ン
と
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
）

開
発
を
通
し
て
全
体
設
計
の
詳
細
化
及
び
下
記
に
示
す

機
能
の
実
装
を
達
成
し
た
。

•（
基

盤
及

び
バ

ッ
ク

エ
ン

ド
開

発
）

サ
ー

バ
ー

の
増

設
、

ロ
ボ

ッ
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

と
連

携
す

る
ジ

ャ
ッ

ジ
サ

ー
バ

及
び

性
能

評
価

デ
ー

タ
を

管
理

す
る

デ
ー

タ
サ

ー
バ

等
を

中
心

に
性

能
評

価
用

の
AP

Iに
加

え
ジ

ャ
ッ

ジ
シ

ス
テ

ム
AP

I群
の

設
計

及
び

実
装

を
実

施
し

た
。

•（
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

UI
開

発
）

RS
PE

上
で

実
行

さ
れ

る
性

能
評

価
活

動
を

支
援

・
可

視
化

す
る

性
能

評
価

・
比

較
ビ

ュ
ー

と
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
環

境
や

性
能

評
価

ビ
ュ

ー
等

を
含

む
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

の
設

計
、

及
び

人
材

育
成

や
教

育
活

動
に

有
効

な
機

能
を

包
括

す
る

ユ
ー

ザ
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

の
設

計
と

を
行

い
、

試
作

版
W

EB
UI

の
実

装
を

行
っ

た
。

•（
性

能
評

価
シ

ス
テ

ム
開

発
）

ジ
ャ

ッ
ジ

サ
ー

バ
内

の
Gr

ad
er

部
と

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

部
と

を
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
結

合
さ

せ
る

こ
と

で
、

Ch
or

eo
no

id
※

上
の

ロ
ボ

ッ
ト

の
動

作
結

果
を

UI
上

に
可

視
化

す
る

と
と

も
に

、
定

量
的

な
評

価
用

基
礎

デ
ー

タ
の

収
集

・
表

示
を

行
う

技
術

に
つ

い
て

試
作

・
評

価
を

実
施

し
た

。
（

※
「

Ch
or

eo
no

id
」

は
産

業
技

術
総

合
研

究
所

が
開

発
し

た
動

力
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

で
す

。
）

ワー
クス

ペ
ー

ス
UI

RS
PE

概
要

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
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デ
モ

（
10

月
3～

5日
，

RT
F）

.
併

設
ロボ

テ
ス

フェ
ス

タの
会

津
大

学
ブー

ス
に

お
い

て
20

24
年

度
に

作
成

した
リフ

ァレ
ンス

用
実

機
ロボ

ット
の

展
示

性
能
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シ
ス

テ
ム
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

研
究
代
表
者
：
加
藤

顕
（
千
葉
大
学

園
芸
学
研
究
院

准
教
授
）

実
施
体
制
：

D
Xを
加
速
さ
せ
る
革
新
的
森
林
内
飛
行
と３

次
元
解
析
技
術
の
確
立
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
千
葉
大
学
（
代
表
機
関
）
、日

本
分
析
セ
ン
タ
ー
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


森
林
内
飛
行
の
最
適
な
ル
ー
ト
を
把
握
で
き
た
。飛
行
安
定
化
の
た
め
に
衝
突
防
止
機
能
を
向
上
さ
せ
た
。


小
型
線
量
計
を
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
、飛
行
し
な
が
ら
線
量
計
測
が
で
き
る
よ
うに
な
った
。


福
島
の
森
林
で
、森

林
内
を
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
で
の
調
査
技
術
を
確
立
し
た
。

D
Xを
加
速
さ
せ
る
革
新
的
森
林
内
飛
行
と3

 次
元
解
析
技
術
の
確
立

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


森
林
内
を
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
：
森
林
内
を
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
を
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
行
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
の
開

発
と
し
て
飛
行
安
定
化
の
た
め
に
、
衝
突
防
止
機
能
を
向
上
さ
せ
た
。
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
、
大
型
障
害
物
（
幹
な
ど
）
を
検
知
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
森
林
内
で
の
小
型
障
害
物
に
関
し
て
は
、
気
流
セ
ン
サ
に
よ
っ
て
検
知
し
、
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
て
、
気
流
の
変
化
を
検
知
し
て

障
害
物
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ソ
フ
ト
面
で
の
開
発
と
し
て
は
、
森
林
内
を
飛
行
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
、
幹
を
避
け
な
が

ら
、
目
標
地
点
に
向
け
て
森
林
内
飛
行
の
ル
ー
ト
を
予
め
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
で
飛
行
し
た
際
の
ド
ロ
ー

ン
が
計
測
で
き
る
範
囲
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
森
林
内
を
飛
行
し
な
が
ら
、
樹
木
の

3次
元
デ
ー
タ
収
集

を
行
い
、
飛
行
ノ
イ
ズ
が
あ
る
状
態
で
幹
計
測
を
誤
差

5%
程
度
で
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
開
発
を
同
時
に
進
め
、
森
林
内
と
い
う
特
殊
空
間
に
対
応
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。


森
林
内
の
線
量
を
活
用
し

3次
元
で
地
図
化
：
小
型
線
量
計
を
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
、
様
々
な
高
さ
で
飛
行
実
験
を
行
い
、
線
量
を
計
測
し
た
。

こ
れ
ま
で
使
用
し
た
線
量
計
と
比
較
し
、
ど
れ
だ
け
正
確
に
飛
行
し
な
が
ら
計
測
で
き
る
か
把
握
し
た
。
福
島
の
浪
江
の
高
線
量
地
域
で
、
実
際

に
森
林
内
で
歩
行
実
験
を
行
い
、
線
量
と

3次
元
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
解
析
を
行
っ
た
。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

森
林
内
を
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
を
開

発
し
、樹

木
計
測
の
た
め
の

3次
元

デ
ー
タ
収
集
と線

量
計
測
を
、ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
調
査
で
実
現
す
る
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】
福
島
県
の
森
林
は
、除
染
対
象
とな
って
い
な
い
た
め
、高
線
量
の
ま
ま
管
理
が

行
き
届
い
て
お
ら
ず
、森
林
内
の
現
況
が
わ
か
ら
な
い
。森
林
火
災
の
災
害
リス
ク
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、

森
林
内
を
ド
ロ
ー
ン
に
よ
って
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。本
研
究
で
は
、森
林
内
を
ド
ロ
ー
ン
が
自
律
飛
行
し
、

樹
木
の

3次
元
計
測
を
行
い
、さ
ら
に
線
量
も
計
測
す
る
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
を
行
う。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】
森
林
内
を
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
に
お
い
て
、飛
行
の
安
定
化
と飛

行
シ

ミュ
レ
ー
シ
ョン
の
開
発
を
行
い
、ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
す
る
線
量
計
の
軽
量
化
を
行
う。
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D
Xを
加
速
さ
せ
る
革
新
的
森
林
内
飛
行
と3

 次
元
解
析
技
術
の
確
立

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
（
成
果
タ
イ
ト
ル
）

•
（

成
果

詳
細

）
森

林
内

を
安

定
飛

行
す

る
ド

ロ
ー

ン
の

開
発

と
し

て
、

ミ
リ

波
レ

ー
ダ

ー
を

用
い

て
、

照
度

1l
x以

下
の

環
境

(研
究

室
環

境
)に

お
け

る
自

律
飛

行
に

成
功

し
、

さ
ら

に
高

度
誤

差
や

ス
キ

ャ
ン

マ
ッ

チ
ン

グ
の

位
置

推
定

誤
差

の
補

正
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

（
図

1)
。

森
林

内
で

の
大

型
障

害
物

（
幹

な
ど

）
は

、
ミ

リ
波

レ
ー

ダ
ー

に
よ

っ
て

障
害

物
検

知
で

き
た

。
•

（
成

果
詳

細
）

森
林

内
の

小
型

障
害

物
検

知
と

し
て

、
気

流
セ

ン
サ

ー
の

開
発

を
行

い
、

小
型

対
象

物
も

検
知

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
気

流
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

、
事

前
に

障
害

物
を

検
知

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

（
図

2)
。

•
（

成
果

詳
細

）
広

域
の

デ
ー

タ
を

用
い

、
森

林
内

の
ド

ロ
ー

ン
飛

行
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

開
発

し
た

。
森

林
内

の
障

害
物

を
回

避
し

て
飛

行
で

き
る

た
め

、
事

前
に

ど
こ

ま
で

の
範

囲
の

調
査

を
森

林
内

飛
行

で
で

き
る

か
？

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

（
図

3)
。

ま
た

、
森

林
内

を
ド

ロ
ー

ン
で

飛
行

さ
せ

、
3次

元
デ

ー
タ

を
収

集
し

、
飛

行
に

よ
る

振
動

ノ
イ

ズ
を

含
ん

だ
と

し
て

も
誤

差
5%

の
正

確
性

で
、

3次
元

デ
ー

タ
か

ら
胸

高
直

径
の

計
測

が
で

き
た

。
•

（
成

果
詳

細
）

小
型

線
量

計
を

搭
載

し
た

ド
ロ

ー
ン

を
飛

行
さ

せ
て

、
小

型
線

量
計

の
検

知
力

を
様

々
な

状
況

で
テ

ス
ト

し
た

。
飛

行
し

な
が

ら
線

量
を

計
測

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
計

測
で

き
る

条
件

は
、

地
上

高
1m

の
飛

行
が

最
適

で
あ

っ
た

。
線

量
と

3次
元

デ
ー

タ
を

組
み

合
わ

せ
た

解
析

を
行

っ
た

。
図

3.
 飛

行
シ

ミュ
レー

シ
ョン

の
結

果

図
1.

 水
平

位
置

誤
差

の
改

善

図
4.

 飛
行

に
よる

線
量

計
測

結
果

【研
究
の
成
果
の
発
信
】
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文
発
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w
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e社
HP

、「
千

葉
大

学
より

森
林

内
飛

行
及

び
放

射
線

量
測

定
ドロ

ー
ンの

開
発

を再
委

託
森

林
等

の
困

難
環

境
下

に
お

け
る

ドロ
ー

ン
活

用
範

囲
を拡

大
させ

災
害

時
の

対
応

力
向

上
を目

指
す

」
」2

02
4年

12
月

12
月

3日
掲

載

図
2.

気
流

シ
ミュ

レー
シ

ョン
に

よる
効

果
検

証
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

研
究
代
表
者
：
高
橋

隆
行
（
福
島
大
学

共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類

教
授
）

実
施
体
制
：
福
島
大
学

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
水
深

10
0m

対
応
の
ベ
ロ
ー
ズ
型
浮
力
調
整
器
の
基
本
設
計
完
了


（
研
究
成
果

2）
最
終
成
果
に
向
け
た
基
礎
・要
素
技
術
検
討
の
進
展


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
淡
水
湖
に
お
け
る
環
境
放
射
能
調
査
用
ロ
ボ
ット
の
実
現
に
向
け
た
進
展

環
境
放
射
能
動
態
調
査
の
た
め
の
水
中
ロ
ボ
ット
の
開
発
とそ
の
応
用
に
関
す
る
研
究

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


（
水
深

10
0m

対
応
の
ベ
ロ
ー
ズ
型
浮
力
調
整
器
の
基
本
設
計
完
了
）
：
こ
れ
ま
で
，
浮
力
調
整
機
に
使
用
す
る

PT
FE
ベ
ロ
ー
ズ
の
耐
圧
性
能
が

不
十
分
で
，
水
深

10
0m

（
耐
圧
的
に
は
安
全
率
を
考
慮
し
て

1.
5M

Pa
）
へ
の
適
用
が
難
し
か
っ
た
。
今
年
度
は
，
ベ
ロ
ー
ズ
の
破
壊
過
程
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
行
っ
て
耐
圧

1.
5M

Pa
を
達
成
し
た
。
ま
た
，
こ
の
ベ
ロ
ー
ズ
を
用
い
た
実
機
サ
イ
ズ
試
作

機
の
設
計
を
進
め
，
最
終
的
に
制
作
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
重
量
（

30
kg
）
を
想
定
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
浮
力

4N
を
実
現
す
る
た
め
に
，
本
ベ

ロ
ー
ズ
を
計

8個
を
分
散
的
に
使
用
し
，
ワ
イ
ヤ
を
用
い
て
ベ
ロ
ー
ズ
の
伸
展
を
行
う
浮
力
調
整
器
を
設
計
し
た
。
そ
し
て
，
実
際
に
水
深

10
0m

に
相
当
す
る

1M
Pa
の
水
圧
環
境
下
で
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
験
に
よ
り
実
証
し
た
。


（
最
終
成
果
に
向
け
た
基
礎
・要
素
技
術
検
討
の
進
展
）
：
目
標
と
す
る
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
現
に
必
要
と
な
る
要
素
技
術
と
し
て
，
ベ
ロ
ー
ズ
の

加
工
方
法
，
使
用
す
る
翼
型
，
模
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
水
槽
実
験
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
自
己
位
置
推
定
法
，
水
中
な
ら
び
に
水
上
に
お
け
る

通
信
シ
ス
テ
ム
，
数
値
流
体
力
学
に
よ
る
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
周
り
の
流
れ
場
解
析
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。
例
え
ば
，
水
槽
に
お
け

る
自
己
位
置
推
定
法
で
は
，
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
と

Ar
U

co
 マ
ー
カ
ー
を
用
い
た
自
己
位
置
推
定
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
，
水
平
方

向
の
位
置
精
度
と
し
て
数

[m
m

]程
度
，
奥
行
き
方
向
精
度
と
し
て

10
数

[m
m

]程
度
の
計
測
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

今
後

の
展

望
直
近
の
成
果
とし
て
は
，

3次
元

航
行
可
能
な
水
中
機
の
基
礎
技

術
の
確
立
を
行
う。
最
終
的
は
，

猪
苗
代
湖
並
び
に
大
柿
ダ
ム
で

の
環
境
放
射
能
調
査
を
行
う。

【事
業
の
背
景
・目
的
】

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
起
因
す
る
環
境
放
射
能
の
動
態
調
査
に
使
用
す
る
こと

を
想
定
し
た
，
水
深

10
0m

 程
度
の
淡
水
域
で
底
質
コ
ア
採
取
が
可
能
な
水
中
ロ
ボ
ット
を
開
発
し
，

正
確
な
放
射
能
分
布
の
継
続
的
な
調
査
を
行
う。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

3次
元
航
行
可
能
な
水
中
機
実
現
に
必
要
な
基
礎
技
術
確
立
に
向
け
た
各
要
素
技
術
の
開
発
を
進
め
る

（
２
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環
境
放
射
能
動
態
調
査
の
た
め
の
水
中
ロ
ボ
ット
の
開
発
とそ
の
応
用
に
関
す
る
研
究

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
（
水
深

10
0m

対
応
の
ベ
ロ
ー
ズ
型
浮
力
調
整
器
の
基
本
設
計
完
了
）

•
（

ベ
ロ

ー
ズ

の
破

壊
過

程
の

解
明

）
こ

れ
ま

で
軸

方
向

に
引

っ
張

ら
れ

て
破

壊
さ

れ
る

と
考

え
て

き
た

が
，

実
際

に
は

直
径

方
向

に
潰

れ
て

い
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
。

•
（

ベ
ロ

ー
ズ

の
耐

圧
性

能
の

向
上

）
破

壊
過

程
の

解
明

を
受

け
て

，
ベ

ロ
ー

ズ
の

底
部

を
支

持
す

る
サ

ポ
ー

ト
材

を
追

加
し

，
耐

圧
1.

5M
Pa

を
実

現
し

た
。

•
（

4N
浮

力
を

実
現

す
る

設
計

）
水

深
10

0m
の

水
圧

化
で

4N
の

浮
力

変
化

を
実

現
す

る
た

め
に

，
採

用
可

能
な

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ
の

性
能

な
ど

を
考

慮
し

て
，

計
8個

の
ベ

ロ
ー

ズ
を

使
う

設
計

を
提

案
し

た
。

•
（

ベ
ロ

ー
ズ

の
伸

展
を

実
現

す
る

引
っ

張
り

機
構

）
水

深
1 0

0m
で

ベ
ロ

ー
ズ

に
か

か
る

10
00

N
を

超
え

る
力

を
水

中
で

発
生

さ
せ

る
コ

ン
パ

ク
ト

な
機

構
と

し
て

ワ
イ

ヤ
を

用
い

る
方

法
を

提
案

し
，

そ
の

実
用

性
を

実
験

に
よ

り
実

証
し

た
。

•
（

浮
力

調
整

と
姿

勢
制

御
を

同
時

に
行

う
方

式
）

ベ
ロ

ー
ズ

を
計

8個
使

用
し

た
設

計
と

す
る

こ
と

で
，

そ
れ

ら
を

個
別

に
制

御
す

る
こ

と
で

姿
勢

制
御

装
置

を
兼

ね
る

設
計

を
提

案
し

た
。

水
深

10
0m

に
対

応
す

る
，

ワイ
ヤ

を用
い

た
コン

パ
クト

な
浮

力
調

整
機

構
の

概
要

設
計

ベ
ロー

ズ
の

破
壊

の
様

子
（

超
高

速
度

カメ
ラに

よる
撮

影
）

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
Ke

yn
ot

e
Le

ct
ur

e）
Ta

ka
yu

ki
 T

AK
AH

AS
H

I,
 I

de
as

 in
 im

pl
em

en
tin

g 
fu

nc
tio

ns
 o

f r
ob

ot
, R

ob
ot

ic
s 

an
d 

Au
to

m
at

io
n 

Co
nf

er
en

ce
, 

O
ra

l, 
Ju

ly
 1

8-
21

, 2
02

4,
 P

hi
lip

pi
ne

s.
・（

国
内

学
会

発
表

）
中

田
航

輔
，

高
橋

隆
行

，
湖

沼
調

査
用

水
中

ロボ
ット

の
た

め
の

PT
FE

 ベ
ロー

ズ
を用

い
た

浮
力

調
整

器
の

開
発

－
ベ

ロー
ズ

の
耐

圧
性

能
の

向
上

と大
浮

力
化

に
向

け
た

基
礎

的
検

討
－

，
計

測
自

動
制

御
学

会
東

北
支

部
60

 周
年

記
念

学
術

講
演

会
，

S6
0-

10
，

20
24

・（
講

演
）

高
橋

隆
行

，
水

中
お

よ
び

森
林

に
お

け
る

環
境

放
射

能
調

査
用

ロボ
ット

の
開

発
，

福
島

県
廃

炉
・災

害
対

応
ロボ

ット
研

究
会

令
和

６
年

度
第

２
回

技
術

セ
ミ

ナ
ー

，
20

25
.1

.1
6

サ
ポ

ー
トに

よる
耐

圧
性

能
の

向
上

（
２
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】
※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

金
子
純
一
（
廃
炉
ロ
ボ
ット
・宇
宙
用
耐
放
射
線
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
デ
ジ
タ
ル
集
積
回
路
の
要
素
技
術
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
国
立
大
学
法
人
北
海
道

大
学
（
代
表
機
関
）
、国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、大
熊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
デ
バ
イ
ス
株
式
会
社
、国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
福

島
工
業
高
等
専
門
学
校
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


耐
放
射
線
性
ノー
マ
リー
オ
フp
チ
ャネ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発


ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
基
板
上
に
お
け
る
モ
ノリ
シ
ック
抵
抗
及
び
モ
ノリ
シ
ック
コン
デ
ン
サ
の
開
発


極
限
環
境
対
応
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
実
現
の
足
掛
か
りに
！

廃
炉
向
け
耐
放
射
線
性
に
優
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
半
導
体
の
要
素
技
術
開
発

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


耐
放
射
線
性
ノ
ー
マ
リ
ー
オ
フ

pチ
ャ
ネ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発
：

極
め

て
高

い
放

射
線

耐
性

を
有

す
る

ノ
ー

マ
リ

ー
オ

フ
pチ

ャ
ネ

ル
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
ト

ラ
ン

ジ
ス

タ
の

室
温

か
ら

高
温

(3
00

℃
以

上
)で

の
動

作
特

性
評

価
を

行
っ

た
。

ノ
ー

マ
リ

ー
オ

フ
pチ

ャ
ネ

ル
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
ト

ラ
ン

ジ
ス

タ
の

開
発

に
よ

り
、

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

デ
ジ

タ
ル

回
路

の
設

計
自

由
度

が
格

段
に

上
が

っ
た

。


ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
基
板
上
に
お
け
る
モ
ノ
リ
シ
ッ
ク
抵
抗
及
び
モ
ノ
リ
シ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
の
開
発
：

デ
ジ

タ
ル

回
路

を
構

築
す

る
う

え
で

、
耐

放
射

線
照

射
性

及
び

耐
熱

サ
イ

ク
ル

性
を

持
つ

モ
ノ

リ
シ

ッ
ク

抵
抗

及
び

モ
ノ

リ
シ

ッ
ク

コ
ン

デ
ン

サ
を

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

基
板

上
へ

形
成

す
る

必
要

が
あ

り
、

概
念

実
証

と
し

て
実

際
に

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

基
板

上
へ

こ
れ

ら
を

形
成

し
、

室
温

か
ら

高
温

( 3
00

℃
以

上
)で

の
特

性
評

価
を

行
っ

た
。

今
後

の
展

望 抵
抗
、コ
ン
デ
ン
サ
、ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を

組
み
合
わ
せ
た
デ
ジ
タ
ル
回
路
を
構
築
す
る

【事
業
の
背
景
・目
的
】

•
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

廃
炉

作
業

→
無

人
で

作
業

す
る

た
め

の
高

度
な

遠
隔

技
術

が
必

要
•

廃
炉

用
ロボ

ット
の

制
御

に
は

高
放

射
線

下
に

お
い

て
も

安
定

的
に

動
作

す
る

半
導

体
デ

バ
イス

が
必

要
・廃

炉
作

業
へ

の
新

た
な

遠
隔

技
術

を探
り、

効
率

・信
頼

性
を高

め
た

廃
炉

遠
隔

技
術

の
研

究
開

発
す

る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

廃
炉

や
宇

宙
で

使
用

可
能

な
ダイ

ヤ
モン

ドデ
ジ

タル
集

積
回

路
の

要
素

技
術

の
開

発

（
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廃
炉
向
け
耐
放
射
線
性
に
優
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
半
導
体
の
要
素
技
術
開
発

ロボ
ット

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
耐
放
射
線
性
ノ
ー
マ
リ
ー
オ
フ

p-
ch
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発

•
図

1の
よ

う
な

、
水

素
終

端
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
を

pチ
ャ

ネ
ル

と
し

た
ノ
ー
マ
リ
ー
オ
フ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

M
et

al
 

Se
m

ic
on

du
ct

or
 F

ET
(M

ES
FE

T)
を

作
製

。
デ

バ
イ

ス
を

加
熱

・
冷

却
し

た
時

の
動

作
特

性
の

評
価

を
行

っ
た

。

•
作

製
し

た
ノ

ー
マ

リ
ー

オ
フ

FE
Tに

つ
い

て
、

30
0℃

ま
で
の

温
度
耐
性
が
確
認
で
き
た
。

•
閾

値
電

圧
の

変
化

は
図

３
に

示
す

よ
う

な
、

バ
ン

ド
ギ

ャ
ッ

プ
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
減

少
に

よ
る

、
金

属
–半

導
体

界
面

の
正

孔
の

蓄
積

に
よ

っ
て

起
こ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・奥
野

朝
陽

et
 a

l.,
 「

耐
放

射
線

性
・高

温
動

作
デ

ジ
タル

回
路

開
発

に
向

け
た

ノー
マリ

ー
オ

フダ
イヤ

モン
ドM

ES
FE

Tの
作

製
と評

価
」,

第
85

回
応

用
物

理
学

会
秋

季
講

演
会

.
・A

. O
ku

no
 e

t a
l.,

 “
Fa

br
ic

at
io

n 
an

d 
Ev

al
ua

tio
n 

of
 N

or
m

al
ly

-O
ff 

D
ia

m
on

d 
M

ES
FE

Ts
 to

w
ar

d 
th

e 
D

ev
el

op
m

en
t o

f R
ad

ia
tio

n-
Re

si
st

an
t 

an
d 

H
ig

h-
Te

m
pe

ra
tu

re
 O

pe
ra

tin
g 

D
ig

ita
l C

irc
ui

ts
”、

第
43

 回
電

子
材

料
シ

ンポ
ジ

ウム
.

・H
. F

uk
us

hi
m

a 
et

 a
l.,

 “
Pr

ot
ot

yp
in

g 
an

d 
ev

al
ua

tio
n 

of
 e

le
ct

ro
ni

c 
co

m
po

ne
nt

s 
w

ith
 r

ad
ia

tio
n 

re
si

st
an

ce
 a

nd
 h

ig
h 

te
m

pe
ra

tu
re

 
op

er
at

io
n 

fo
r 

se
ve

re
 a

cc
id

en
ts

”,
 2

02
4 

IE
EE

 N
uc

le
ar

 S
ci

en
ce

 S
ym

po
si

um
 (

N
SS

).

図
1 

作
製

した
ダイ

ヤ
モン

ドM
ES

FE
Tの

光
学

顕
微

鏡
像

(a
)及

び
断

面
模

式
図

(b
)

(a
)

(b
)

図
2 

ノー
マリ

ー
オ

フp
チ

ャネ
ル

M
ES

FE
Tの

V t
h動

作
温

度
依

存
性

図
3 

加
熱

に
よる

バ
ンド

構
造

の
変

化

（
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農
林
水
産
業
分
野

【骨
太

の
方

針
】

農
林

漁
業
作
業
の
完
全
自
動
化
・ロ
ボ
ット
化
・ス
マ
ー
ト
化

な
どに

よ
る

超
省

力
化

・超
効

率
化

と、
森

林
資

源
の

有
効

活
用

な
どに

よ
り多
収
益
・大
規
模
モ
デ
ル
確
立

に
よ

って
地

域
循

環
型

経
済

モ
デ

ル
の

構
築

を
目

指
す

。一
方

で
、R

Iト
レ

ー
サ

ー
活

用
に

よ
る
品

種
改
良

、有
機
栽
培

、土
壌
改
良

に
関

す
る

基
礎

研
究

を
推

進
す

る
。

福
島
で
研
究
開
発
を
行
う視

点


震
災

に
よ

り大
規

模
な

休
耕

地
や

山
林

を有
す

る
地

域
特

性
を

考
慮

し、
従

来
発

想
を

超
え

た
次

世
代

農
林

水
産

業
に

挑
戦

す
る

。


全
自

動
化

を
見

据
え

た
次

世
代

の
ス

マ
ー

ト農
業

・林
業

・漁
業

の
研

究


福
島

の
農

林
水

産
現

場
を

実
証

地
とす

る
こと

で
、早

期
実

用
化

と優
位

性
確

保
が

可
能

な
研

究
の

推
進


モ

モ
・ナ

シ
等

の
果

物
等

の
高

付
加

価
値

化
、大

規
模

牧
場

と連
携

した
耕

畜
連

携
、鳥

獣
害

対
策

等


次

世
代

の
農

林
水

産
に

お
い

て
核

とな
る

基
盤

技
術

を
確

立
す

る


高
度

ス
マ

ー
ト化

を
支

え
る

セ
ンシ

ング
技

術
、A

I、
自

動
化

技
術


土

壌
｜

化
学

性
、物

性
、微

生
物

等
の

個
別

研
究

の
み

な
らず

、マ
ル

チ
オ

ミク
ス

解
析

機
能

を武
器

とす
る


生

物
機

能
研

究
｜

光
合

成
や

有
用

物
質

生
産

に
関

す
る

研
究


農

林
水

産
経

済
学

（
２
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農
林
水
産
業
分
野

公
募
に
よ
り採

択
さ
れ
た
委
託
事
業
一
覧

（
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～

【
第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

八
谷
満
（
超
省
力
型
ス
マ
ー
ト
稲
作
体
系
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
：
農
研
機
構
（
代
表
機
関
）
，
東
京
大
学
，
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ株

式
会
社
，
株
式

会
社

M
2M
ク
ラ
フト
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト

食
糧
安
全
保
障
の
た
め
の
ロ
ボ
ット
農
機
に
適
した
農
地
整
備
に
必
要
な
基
盤
技
術
の
確
立


農
地
整
備
に
特
化
し
た
超
効
率

3次
元

CA
D
ソ
フト
ウ
ェア
の
開
発


農
機
走
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
自
動
走
行
用
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
自
動
生
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

超
省
力
的
な

PD
CA
型
ス
マ
ー
ト
稲
作
の
体
系
化

農
林

水
産

業
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・産
業
化
の
主
要
成
果
】

今
後

の
展

望
開

発
した

シ
ス

テ
ム

の
実

用
化

に
向

け
て

実
証

試
験

な
どを

進
め

る
【事
業
の
背
景
・目
的
】

将
来

的
に

著
しく

減
少

す
る

農
業

者
数

で
も

飛
躍

的
な

生
産

性
を実

現
し、

食
の

安
全

を確
保

す
る

新
た

な
生

産
方

式
に

転
換

す
る

必
要

が
あ

る
。こ

の
た

め
、完

全
無

人
で

作
業

可
能

な
ロボ

ット
農

機
に

よる
効

率
的

で
安

全
な

農
地

整
備

と自
動

走
行

用
デ

ジ
タル

マッ
プを

整
備

す
る

手
法

を構
築

す
る

。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

農
地

整
備

に
適

した
3次

元
CA

D
や

それ
を用

い
た

農
機

の
走

行
シ

ミュ
レー

シ
ョン

、農
機

の
自

動
走

行
用

デ
ジ

タル
マッ

プな
ど、

ロボ
ット

農
機

を運
用

す
る

農
地

整
備

に
向

け
た

基
盤

技
術

を開
発

・実
証

す
る

。

•
農
地
整
備
に
特
化
し
た
超
効
率

3次
元

CA
D
ソ
フト
ウ
ェア
の
開
発
：

2次
元

図
面

を
も

とに
自

動
的

に
3次

元
モデ

ル
を生

成
す

る
超

効
率

CA
D

ソフ
トウ

ェア
を開

発
した

。3
次

元
モデ

ル
は

直
感

的
な

理
解

が
可

能
で

あ
る

た
め

農
地

整
備

に
お

い
て

有
用

で
あ

る
が

、高
度

な
技

術
を

要
し煩

雑
で

あ
る

た
め

、事
業

を
主

に
担

う中
小

規
模

の
設

計
コン

サ
ル

に
とっ

て
は

導
入

の
ハ

ー
ドル

が
高

か
った

。本
ソ

フト
ウェ

ア
で

は
従

来
の

1/
10

以
下

の
時

間
で

3次
元

モ
デ

ル
を

生
成

す
る

こと
を

可
能

とし
、人

的
リソ

ー
ス

が
限

られ
る

中
小

企
業

で
あ

って
も

導
入

しや
す

い
3次

元
CA

D
を

実
現

した
。ま

た
、生

成
した

3次
元

モ
デ

ル
を

用
い

て
IC

T建
機

に
よ

る
農

地
施

工
試

験
と実

演
会

を
行

い
、そ

の
成

果
を参

加
者

（
土

木
建

築
業

者
、自

治
体

等
）

に
公

開
した

。
•

農
機
走
行
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
に
よ
る
自
動
走
行
用
デ
ジ
タ
ル
マ
ップ
自
動
生
成
ソ
フト
ウ
ェア
の
開
発
：

上
述

の
3次

元
CA

D
で

作
成

した
モ

デ
ル

上
で

走
行

シ
ミュ

レー
シ

ョン
を

実
行

し、
農

道
や

ほ
場

進
入

路
な

どで
農

機
が

安
全

に
走

行
す

る
上

で
支

障
と

な
る

箇
所

を
自

動
検

出
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

した
。さ

らに
支

障
箇

所
に

対
して

3次
元

CA
D

上
で

モ
デ

ル
を

改
修

す
る

こと
で

、農
機

が
安

全
か

つ
効

率
的

に
走

行
で

き
る

農
地

を
設

計
す

る
こと

が
で

き
る

。R
6年

度
は

、本
ソ

フト
ウェ

ア
を

活
用

して
実

証
試

験
工

区
を対

象
に

ロボ
ット

農
機

の
自

動
走

行
用

デ
ジ

タル
マッ

プを
作

成
した

。
これ

らの
一

連
の

取
組

に
より

、ロ
ボ

ット
農

機
に

適
した

農
地

整
備

に
向

け
た

基
盤

技
術

を構
築

す
る

こと
が

で
きた

。

（
２
）
①
ⅰ
イ

26

138



超
省
力
的
な

PD
CA
型
ス
マ
ー
ト
稲
作
の
体
系
化

農
林

水
産

業
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
に
適
し
た
農
地
整
備
に
必
要
な
基
盤
技
術
の
確
立

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・ス
マー

ト農
機

に
適

した
農

地
の

3次
元

ソフ
トウ

ェア
実

演
会

（
20

24
.1

2.
17

）
お

よび
説

明
会

（
延

べ
30

0名
）

・ほ
場

整
備

事
業

向
け

超
効

率
3次

元
CA

D
ソフ

トウ
ェア

の
社

会
実

装
（

国
・地

方
自

治
体

・設
計

コン
サ

ル
タン

トの
ユ

ー
ザ

ー
10

0名
以

上
）

・F
-R

EI
市

町
村

座
談

会
浜

通
り地

域
等

・農
林

水
産

分
野

（
20

25
.3

.1
2）

•
研
究
成
果

将
来

の
食

糧
安

全
保

障
を

確
保

す
る

上
で

、完
全

無
人

で
作

業
可

能
な

ロボ
ッ

ト農
機

に
よる

超
省

力
的

生
産

方
式

へ
の

転
換

が
求

め
られ

る
。こ

の
新

た
な

生
産

方
式

に
転

換
す

る
た

め
、ロ

ボ
ット

農
機

に
適

した
農

地
とデ

ジ
タル

マ
ップ

を
整

備
す

る
基

盤
技

術
を確

立
した

（
図

1）
。

•
農
地
整
備
の
た
め
の
ソ
リュ
ー
シ
ョン

図
2に

完
全

無
人

農
業

を実
現

す
る

新
た

な
農

地
整

備
フロ

ー
を

示
す

。ス
テ

ップ
①

～
②

で
は

、超
効

率
３

次
元

CA
D

ソ
フト

ウェ
ア

に
よ

る
農

地
の

３
次

元
モ

デ
ル

生
成

と走
行

シ
ミュ

レ
ー

シ
ョン

を
行

い
、ロ

ボ
ット

農
機

の
導

入
を

予
定

す
る

農
地

モ
デ

ル
の

設
計

を
行

う。
ス

テ
ップ

③
で

は
、３

次
元

モ
デ

ル
デ

ー
タを

活
用

した
情

報
化

施
工

（
IC

T建
機

に
よ

る
施

工
等

）
を

行
い

、ロ
ボ

ット
農

機
が

安
全

か
つ

効
率

的
に

運
用

可
能

な
農

地
を

整
備

す
る

。ス
テ

ップ
④

～
⑤

で
は

、デ
ジ

タル
マ

ップ
自

動
生

成
ソ

フト
ウェ

ア
を

用
い

て
、自

動
走

行
用

デ
ジ

タル
マ

ップ
を

作
成

し、
そ

れ
を

も
とに

ロボ
ット

農
機

に
よる

運
用

を行
う。

•
達
成
内
容

令
和

６
年

度
は

、ス
テ

ップ
①

に
お

け
る

「ロ
ボ

ット
農

機
に

適
した

農
地

の
３

次
元

モデ
ル

設
計

を
行

うデ
ジ

タル
技

術
」を

開
発

した
。ま

た
、ス

テ
ップ

②
お

よび
④

に
あ

け
る

「３
次

元
モ

デ
ル

上
で

の
ロボ

ット
農

機
走

行
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
か

ら危
険

箇
所

の
検

出
、自

動
走

行
用

デ
ジ

タル
マッ

プ作
成

に
関

す
る

デ
ジ

タル
技

術
」を

開
発

した
。ス

テ
ップ

③
で

は
3次

元
モ

デ
ル

を
活

用
した

IC
T建

機
に

よ
る

施
工

試
験

を
行

った
。

図
1：

ロボ
ット

農
機

に
よ

る
完

全
無

人
農

業
の

た
め

の
農

地
整

備
イメ

ー
ジ

①
3次

元
設
計

超
効

率
3次

元
CA

D
ソ

フト
ウ

ェ
ア

に
よ

る
農

地
の

３
次

元
モ

デ
ル

設
計

②
走
行
シミ
ュレ
ー
ショ
ン

3次
元

モ
デ

ル
に

お
け

る
農

地
の

危
険

箇
所

を
検

出
。シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
で

効
率

か
つ

安
全

な
農

場
の

検
討

③
情
報
化
施
工

国
土

交
通

省
の

J-
La

nd
XM

Lに
準

拠
し

た
3次

元
設

計
デ

ー
タに

よ
る

IC
T建

機
の

活
用

。ロ
ボ

ット
農

機
の

た
め

の
農

地
整

備
を行

う

④
デジ
タル
マッ
プ
生
成

自
動

走
行

用
デ

ジ
タ

ル
マ

ップ
を

作
成

⑤
ロ
ボ
ット
農
機
運
用

農
機

メー
カ

ー
等

へ
マ

ップ
を

提
供

し、
自

動
走

行
農

機
の

運
用

開
始

完
全
無
人
農
業
を
実
現
す
る
新
た
な
農
地
整
備
フロ
ー

図
2：

完
全

無
人

農
業

を
実

現
す

る
新

た
な

農
地

整
備

フロ
ー

（
２
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

岩
波
宏
（
果
樹
福
島
実
証
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
：
農
研
機
構
（
代
表
機
関
）
、福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、福
島
大
学
、神
奈
川
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
、京
都
大
学
、筑
波
大
学

)

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト

モ
モ
及
び
ナ
シ
に
関
す
る
輸
出
対
応
型
果
樹
生
産
技
術
の
開
発
及
び
実
証

農
林

水
産

業
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


福
島
県
産
硬
肉
モ
モ
品
種
「
お
ど
ろ
き
」
「
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
」
は
、
輸
送
時
の
温
度
環
境
下
で
４
週
間
の
貯
蔵
が
可
能
で
あ
る
：

植
物

ホ
ル

モ
ン

で
あ

る
エ

チ
レ

ン
の

発
生

に
伴

っ
て

急
激

に
軟

化
す

る
一

般
的

な
モ

モ
品

種
に

対
し

て
、

遺
伝

的
に

エ
チ

レ
ン

生
成

が
抑

制
さ

れ
、

急
激

な
軟

化
が

起
こ

ら
な

い
硬

肉
モ

モ
と

呼
ば

れ
る

品
種

が
あ

る
。

硬
肉

モ
モ

品
種

は
、

果
肉

が
硬

い
た

め
に

収
穫

や
輸

送
中

の
傷

み
が

少
な

い
だ

け
で

な
く

、
長

期
貯

蔵
も

で
き

る
と

期
待

さ
れ

て
い

る
。

福
島

県
産

の
硬

肉
モ

モ
品

種
「

お
ど

ろ
き

」
と

「
シ

ー
エ

ッ
ク

ス
」

は
、

船
便

輸
送

時
の

コ
ン

テ
ナ

内
の

温
度

（
７

～
８

℃
）

で
貯

蔵
し

た
と

こ
ろ

、
４

週
間

た
っ

て
も

商
品

性
の

あ
る

歯
触

り
・

食
味

を
維

持
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
の

品
種

は
長

期
間

の
販

売
が

可
能

で
あ

り
、

輸
出

品
種

と
し

て
有

望
で

あ
る

。


ナ
シ
晩
生
品
種
「
王
秋
」
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
本
人
よ
り
高
価
格
で
も
購
入
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
外
観
の
評
価
も
高
い
：

福
島

県
で

11
月

上
旬

に
収

穫
さ

れ
る

ナ
シ

「
王

秋
」

は
、

貯
蔵

性
が

高
い

。
福

島
県

産
の

み
な

ら
ず

、
ナ

シ
は

、
10

月
中

下
旬

の
「

新
高

」
を

最
後

に
輸

出
量

が
大

き
く

減
少

す
る

。
「

王
秋

」
の

高
い

貯
蔵

性
を

活
か

せ
ば

、
ア

ジ
ア

各
国

の
重

要
な

祝
祭

日
で

あ
る

旧
正

月
（

１
月

下
旬

～
２

月
中

旬
）

ま
で

出
荷

可
能

で
あ

り
、

こ
れ

ま
で

福
島

県
産

の
ナ

シ
の

輸
出

が
な

い
時

期
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

新
た

な
需

要
が

期
待

で
き

る
。

在
日

ベ
ト

ナ
ム

人
に

対
し

て
行

っ
た

嗜
好

性
調

査
で

は
、

日
本

人
よ

り
も

外
観

の
評

価
が

高
く

、
特

に
贈

答
用

と
し

て
の

価
値

（
商

品
評

価
・

価
格

評
価

）
が

高
か

っ
た

。
現

地
で

の
果

物
に

か
け

る
金

額
割

合
、

贈
答

用
と

し
て

の
果

物
の

価
値

観
な

ど
を

鑑
み

て
も

、
輸

出
品

種
と

し
て

有
望

で
あ

る
。

今
後

の
展

望


輸
出

を
実

証
して

現
地

で
の

嗜
好

性
を

調
査

→
福

島
県

産
果

実
の

品
質

の
良

さが
認

識
され

、
輸

出
品

種
とし

て
生

産
拡

大


省
力

・減
農

薬
栽

培
の

確
立

→
低

コス
ト安

定
生

産
の

実
現

【事
業
の
背
景
・目
的
】

モモ
お

よび
ナ

シ
に

つ
い

て
、輸

送
適

性
の

高
い

品
種

を選
定

し、
果

実
の

貯
蔵

性
や

ハ
ンド

リン
グ

特
性

等
を

明
らか

に
す

ると
とも

に
、輸

出
実

証
と嗜

好
性

調
査

を実
施

し、
福

島
県

産
果

実
の

販
売

戦
略

を策
定

す
る。

さら
に

、省
力

樹
形

と農
薬

削
減

防
除

技
術

を組
み

合
わ

せ
た

生
産

方
式

を確
立

・実
証

す
る

。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

モモ
お

よび
ナ

シ
に

つ
い

て
在

日
外

国
人

に
嗜

好
性

調
査

を実
施

し、
福

島
県

産
果

実
の

海
外

で
の

の
受

容
性

を検
証

す
る

。ま
た

、輸
出

用
果

実
生

産
の

た
め

に
省

力
樹

形
で

の
栽

培
を

始
め

る
とと

も
に

、輸
出

相
手

国
の

残
留

農
薬

基
準

に
適

合
した

防
除

暦
を作

成
す

る
。


福
島
県
産
硬
肉
モ
モ
品
種
「お
どろ
き
」「
シ
ー
エ
ック
ス
」は
、輸
送
時
の
温
度
環
境
下
で
４
週
間
の
貯
蔵
が
可
能


ナ
シ
晩
生
品
種
「王
秋
」は
、ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
本
人
よ
り高

価
格
で
も
購
入
す
る
可
能
性
が
あ
り、
外
観
の
評
価
も
高
い


これ
ま
で
福
島
県
産
の
果
実
の
販
売
の
な
か
った
時
期
に
販
売
可
能
な
新
た
な
輸
出
品
種
とし
て
期
待
で
き
る

（
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モ
モ
及
び
ナ
シ
に
関
す
る
輸
出
対
応
型
果
樹
生
産
技
術
の
開
発
及
び
実
証

農
林

水
産

業
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

ナ
シ
晩
生
品
種
「
王
秋
」
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
本
人
よ
り
高
価
格
で
も
購
入
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
外
観
の
評
価
も
高
い

・
ベ

ト
ナ

ム
人

、
日

本
人

に
対

し
て

ナ
シ

「
王

秋
」

（
「

写
真

１
）

の
試

食
を

伴
う

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
っ

た
（

写
真

2）
。 ・
ナ

シ
「

王
秋

」
の

試
食

後
の

納
得

価
格

は
ベ

ト
ナ

ム
人

で
は

、
1k

g
あ

た
り

90
0

円
（

調
査

時
は

ド
ン

に
換

算
）

～
27

00
円

に
分

布
し

て
い

る
。

日
本

人
で

は
、

15
00

円
を

選
択

す
る

者
が

多
く

、
90

0円
以

下
か

ら
21

00
円

に
分

布
が

多
い

。
平

均
で

見
る

と
、

ベ
ト

ナ
ム

人
は

日
本

人
よ

り
も

高
い

納
得

価
格

を
選

ぶ
結

果
と

な
っ

た
。

・
ナ

シ
「

王
秋

」
を

自
家

用
と

し
て

用
い

る
こ

と
を

想
定

し
た

場
合

の
平

均
評

価
点

（
商

品
性

）
は

、
ベ

ト
ナ

ム
人

で
は

、
男

性
が

女
性

よ
り

も
高

い
。

日
本

人
で

は
男

女
差

は
大

き
く

異
な

ら
な

い
。

男
女

平
均

で
み

る
と

、
自

家
用

で
は

ベ
ト

ナ
ム

人
と

日
本

人
で

大
き

く
変

わ
ら

な
い

。
写

真
3，

4は
ベ

ト
ナ

ム
に

お
け

る
ナ

シ
の

販
売

の
様

子
を

示
し

て
い

る
。

日
本

産
の

ナ
シ

は
韓

国
産

と
比

較
し

て
、

価
格

が
高

く
、

糖
度

が
1.

5度
程

度
韓

国
産

よ
り

も
高

か
っ

た
。

・
一

方
で

、
ベ

ト
ナ

ム
人

が
ナ

シ
「

王
秋

」
を

贈
答

用
と

し
て

用
い

る
こ

と
を

想
定

し
た

場
合

の
平

均
評

価
点

（
商

品
性

）
は

、
自

家
用

に
比

べ
て

女
性

の
評

価
が

上
昇

し
、

男
女

差
が

な
く

な
っ

た
。

日
本

人
で

は
、

男
性

が
や

や
評

価
が

下
が

る
も

の
の

、
大

き
く

変
わ

ら
な

い
。

男
女

平
均

で
両

国
で

比
較

す
る

と
、

ベ
ト

ナ
ム

人
で

日
本

人
よ

り
も

評
価

が
高

い
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
ナ

シ
「

王
秋

」
の

贈
答

用
と

し
て

の
需

要
が

ベ
ト

ナ
ム

に
お

い
て

存
在

し
て

い
る

可
能

性
が

高
い

。

写
真

3
ベ

トナ
ム

に
お

け
る

日
本

産
（

福
島

県
産

）
ナ

シ
の

販
売

状
況

34
9,

00
0ド

ン
/k

g（
≒

 1
90

0円
）

写
真

1
ナ

シ
「王

秋
」写

真
写

真
2

ベ
トナ

ム
人

に
対

す
る

試
食

ア
ンケ

ー
トの

様
子

（
11

月
10

日
）

写
真

4
ベ

トナ
ム

で
の

他
国

産
（

韓
国

産
）

ナ
シ

の
販

売
状

況
19

9,
00

0ド
ン/

kg
（

≒
11

00
円

）

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・食
料

生
産

技
術

研
究

会
等

で
発

表

（
２
）
①
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

竹
内
正
彦
（
先
端
技
術
を
活
用
し
た
鳥
獣
害
対
策
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
：
農
研
機
構
（
代
表
機
関
）
、兵
庫
県
立
大
学
、鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
、

（
株
）
ア
イ
エ
ス
イ
ー
、東
京
科
学
大
学
、（
株
）
ト
レ
ス
バ
イ
オ
研
究
所
、三
重
県
、福
島
県
、岐
阜
大
学
、千
葉
大
学
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


自
動
撮
影
カ
メ
ラ
画
像
に
お
け
る
成
幼
獣
イ
ノシ
シ
の
検
出
率
向
上
と獣

害
N

AV
Iの
基
盤
技
術
の
開
発


超
音
波
を
用
い
た
サ
ル
の
撃
退
シ
ス
テ
ム
と検

知
シ
ス
テ
ム
の
開
発
お
よ
び
実
験
動
物
試
験
の
着
手


総
合
的
対
策
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の
活
⽤
に
よ
り、
イ
ノシ
シ
に
よ
る
獣
害
対
策
の
労
⼒
削
減
と捕

獲
効
率
の
向
上

イ
ノシ
シ
捕
獲
を
先
端
技
術
で
効
率
化
す
る
被
害
対
策
シ
ス
テ
ム
及
び
超
指
向
性
超
音
波
に
よ
る
野
生
動
物
の
検
知
・サ
ル
撃
退
技
術
の
構
築
・実
証

農
林

水
産

業
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


自
動
撮
影
カ
メ
ラ
画
像
に
お
け
る
成
幼
獣
イ
ノ
シ
シ
の
検
出
率
向
上
と
獣
害

N
AV

Iの
基
盤
技
術
の
開
発
：

イ
ノ

シ
シ

用
檻

罠
付

近
に

設
置

し
た

自
動

撮
影

カ
メ

ラ
の

画
像

か
ら

の
イ

ノ
シ

シ
検

出
用

へ
の

改
良

を
行

い
、

検
知

率
85

%
以

上
を

達
成

し
た

。
こ

れ
は

自
動

撮
影

カ
メ

ラ
に

よ
る

画
角

を
指

定
し

な
い

設
置

に
お

け
る

成
獣

、
幼

獣
を

含
め

た
検

出
率

で
あ

り
、

高
い

実
用

性
と

精
度

を
実

現
で

き
た

。
こ

れ
ら

の
技

術
を

活
用

し
た

野
生

動
物

出
没

の
自

動
判

別
と

地
図

化
に

よ
る

共
有

機
能

を
有

す
る

総
合

可
視

化
シ

ス
テ

ム
「

獣
害

N
AV

I（
仮

称
）

」
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

作
成

を
進

め
た

。


超
音
波
を
用
い
た
サ
ル
撃
退
シ
ス
テ
ム
と
検
知
シ
ス
テ
ム
の
開
発
お
よ
び
実
験
動
物
試
験
の
着
手
：

サ
ル

へ
の

利
用

を
想

定
し

た
音

場
発

生
機

能
と

し
て

動
物

近
傍

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

照
射

お
よ

び
追

随
照

射
が

で
き

る
技

術
を

開
発

・
改

良
し

た
。

ま
た

、
画

像
に

含
ま

れ
る

物
体

の
種

類
や

位
置

を
検

出
で

き
る

物
体

検
出

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
実

装
し

た
検

知
装

置
を

試
作

し
、

実
験

動
物

の
ラ

ッ
ト

お
よ

び
サ

ル
類

を
用

い
て

動
作

検
証

を
行

い
、

試
験

研
究

に
必

要
な

環
境

や
設

備
等

の
検

討
を

行
う

な
ど

準
備

を
行

な
っ

た
。

今
後

の
展

望

・イ
ノシ

シ
に

つ
い

て
、適

切
な

被
害

対
策

や
捕

獲
戦

略
の

構
築

、意
思

決
定

補
助

が
可

能
な

総
合

的
対

策
可

視
化

シ
ス

テ
ム

を
開

発
、遠

隔
操

作
や

自
動

化
が

可
能

な
複

数
の

捕
獲

シ
ス

テ
ム

及
び

住
民

、狩
猟

者
の

サ
ポ

ー
トシ

ス
テ

ム
を開

発
す

る
。

・サ
ル

に
つ

い
て

、追
い

払
い

対
策

課
題

の
解

決
を

目
指

した
撃

退
超

音
波

場
発

生
シ

ス
テ

ム
の

開
発

・動
物

検
知

シ
ス

テ
ム

を開
発

す
る

。

【事
業
の
背
景
・目
的
】

浜
通

り地
域

で
は

、震
災

後
、野

⽣
動

物
が

増
加

し、
農

作
物

の
獣

害
が

営
農

再
開

の
障

壁
とな

って
い

る。
また

、獣
害

対
策

に
あ

た
る

従
事

者
の

帰
還

が
進

ん
で

お
らず

、⾃
治

体
か

らの
要

請
等

に
応

じて
避

難
先

か
ら出

向
い

て
対

応
して

い
る

場
合

も多
い

。本
研

究
で

は
イノ

シ
シ

とサ
ル

を対
象

に
、

省
⼒

か
つ

効
果

的
な

獣
害

対
策

技
術

の
開

発
と実

証
を

⾏
う。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】イ

ノシ
シ

を対
象

に
、総

合
対

策
可

視
化

シ
ス

テム
（

獣
害

N
AV

I）
の

基
盤

シ
ス

テ
ム

とし
て

、Ａ
Iに

より
自

動
撮

影
カメ

ラに
よる

成
幼

獣
イノ

シ
シ

の
検

出
率

80
％

以
上

を達
成

す
る

。ま
た

、サ
ル

を対
象

に
、音

場
発

生
機

能
とし

て
動

物
近

傍
ピン

ポ
イン

ト照
射

お
よび

追
従

照
射

が
で

きる
技

術
、物

体
検

出
アル

ゴ
リズ

ム
を実

装
した

検
知

装
置

試
作

、実
験

動
物

試
験

の
着

手
準

備
を行

う。

（
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イ
ノシ
シ
捕
獲
を
先
端
技
術
で
効
率
化
す
る
被
害
対
策
シ
ス
テ
ム
及
び
超
指
向
性
超
音
波
に
よ
る
野
生
動
物
の
検
知
・サ
ル
撃
退
技
術
の
構
築
・実
証

農
林

水
産

業
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
に
よ
る
成
幼
獣
イ
ノ
シ
シ
の
検
出
率
向
上
と
獣
害

N
AV

Iの
基
盤
技
術
の
開
発

•
野

生
動

物
出

没
の

自
動

判
別

機
能

と
地

図
化

に
よ

る
共

有
機

能
を

有
す

る
総

合
可

視
化

シ
ス

テ
ム

（
獣

害
N

AV
I）

に
搭

載
す

る
自

動
撮

影
カ

メ
ラ

を
檻

・
ワ

ナ
周

辺
に

ラ
ン

ダ
ム

に
設

置
し

、
捕

獲
候

補
地

の
選

定
に

使
用

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
そ

の
よ

う
な

場
面

で
、

画
角

を
指

定
せ

ず
に

検
出

能
力

を
高

め
る

技
術

を
開

発
で

き
た

こ
と

で
、

高
い

実
用

性
と

精
度

を
獲

得
し

、
イ

ノ
シ

シ
の

検
知

率
は

85
％

以
上

と
な

っ
た

（
自

動
撮

影
カ

メ
ラ

に
よ

る
画

角
を

指
定

し
な

い
設

置
に

お
け

る
成

獣
、

幼
獣

を
含

め
た

検
出

率
）

。

•
獣

害
N

AV
I実

装
の

た
め

の
ユ

ー
ザ

ー
閲

覧
用

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

等
の

開
発

し
、

な
か

で
も

、
AI

に
よ

る
検

出
画

像
を

自
動

通
知

す
る

AI
機

能
（

jy
u-

bo
t）

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
を

開
発

し
た

。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・山
端

直
人

，
兵

庫
県

を中
心

とし
た

獣
害

対
策

に
関

す
る研

究
や

実
践

の
傾

向
と課

題
．

兵
庫

ワイ
ル

ドラ
イフ

モノ
グ

ラフ
，

17
:2

8-
39

（
20

25
）

・山
端

直
人

，
これ

か
らの

地
域

社
会

の
た

め
の

獣
害

対
策

-地
域

連
携

を政
策

とし
て

可
能

とす
る

に
は

-，
自

治
体

法
務

研
究

（
20

24
）

・竹
内

正
彦

，
先

端
技

術
を活

用
した

鳥
獣

害
対

策
シ

ス
テ

ム
（

F-
RE

I委
託

研
究

）
，

令
和

7年
度

畜
産

草
地

試
験

研
究

推
進

会
議

鳥
獣

害
分

科
会

，
（

20
25

）
・高

橋
秀

治
，

工
学

知
の

シ
ー

ズ
か

らな
る

超
ス

マ
ー

ト農
業

へ
の

挑
戦

，
第

25
回

計
測

自
動

制
御

学
会

シ
ス

テ
ム

イン
テ

グ
レー

シ
ョン

部
門

講
演

会
，

（
20

24
）

・中
川

竣
介

, 
廣

瀬
誠

, 
江

崎
修

央
，

深
層

学
習

を用
い

た
イ

ノシ
シ

検
出

精
度

向
上

～
親

子
分

類
の

有
効

性
～

，
令

和
6(

20
24

)年
度

電
子

情
報

通
信

学
会

東
海

支
部

卒
業

研
究

発
表

会
，

（
20

25
）

．
ほ

か

イ
ノ

シ
シ

映
り

込
み

あ
り

画
像

イ
ノ

シ
シ

→
イ

ノ
シ

シ
（

正
検

出
）

イ
ノ

シ
シ

→
検

出
せ

ず
（

未
検

出
）

他
の

何
か

→
イ

ノ
シ

シ
（

誤
検

出
）

画
像

画
像

画
像

AI
に

よ
る

自
動

撮
影

カ
メ

ラ
で

撮
影

さ
れ

た
イ

ノ
シ

シ
の

自
動

検
出

テ
ス

ト
の

状
況

自
動

通
知

ア
プ

リ
jy

u-
bo

t（
仮

称
）

と
獣

害
N

AV
I（

仮
称

）
の

開
発

目
標

イ
メ

ー
ジ

（
２
）
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

長
澤
裕
哉
（
新
コ
ン
セ
プ
ト
牛
乳
房
炎
ワ
ク
チ
ン
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
：
農
研
機
構
（
代
表
機
関
）
，
日
本
全
薬
工
業
株
式
会
社
，
福
島
県
農
業
総
合

セ
ン
タ
ー
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


搾
乳
牛
を
用
い
た
感
染
実
験
の
代
替
とな
る

in
 v

itr
o評
価
系
の
確
立


ワ
ク
チ
ン
の
形
態
や
剤
型
の
設
計


国
産
牛
乳
房
炎
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
加
速
化

福
島
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
牛
乳
房
炎
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

農
林

水
産

業
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


搾
乳
牛
を
用
い
た
感
染
実
験
の
代
替
と
な
る

in
 v

it
ro
評
価
系
の
確
立
：

ワ
ク

チ
ン

開
発

に
は

「
用

法
・

用
量

」
の

最
適

化
が

必
須

で
あ

る
が

、
牛

の
感

染
試

験
に

お
い

て
は

、
牛

が
高

価
な

こ
と

と
、

薬
事

未
承

認
の

試
作

ワ
ク

チ
ン

を
投

与
し

た
牛

の
乳

汁
は

廃
棄

と
な

る
こ

と
等

か
ら

、
試

作
ワ

ク
チ

ン
組

成
物

の
最

適
な

組
み

合
わ

せ
を

効
率

的
に

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
す

る
代

替
評

価
系

を
開

発
す

る
必

要
が

あ
る

。
R6

年
度

は
牛

乳
腺

上
皮

細
胞

株
を

用
い

た
in

 v
itr

oの
乳

房
内

感
染

モ
デ

ル
を

確
立

し
、

そ
れ

を
用

い
て

有
用

な
ワ

ク
チ

ン
抗

原
候

補
を

見
出

し
た

。


ワ
ク
チ
ン
形
態
・
剤
型
の
設
計
：

先
行

し
て

ケ
モ

カ
イ

ン
と

不
活

化
し

た
病

原
体

の
組

み
合

わ
せ

で
粘

膜
免

疫
と

全
身

免
疫

の
両

方
を

誘
導

で
き

る
試

作
ワ

ク
チ

ン
を

開
発

し
て

い
る

が
、

実
用

面
を

見
据

え
て

製
剤

・
投

与
コ

ス
ト

を
考

慮
し

つ
つ

、
よ

り
高

い
効

果
を

発
揮

す
る

ワ
ク

チ
ン

製
剤

を
設

計
す

る
必

要
が

あ
る

。
R6

年
度

は
不

活
化

し
た

ワ
ク

チ
ン

抗
原

以
外

の
抗

原
の

候
補

と
し

て
D

N
Aワ

ク
チ

ン
の

設
計

を
行

い
、

マ
ウ

ス
へ

の
投

与
実

験
に

よ
り

本
D

N
Aワ

ク
チ

ン
の

有
効

性
を

見
出

し
た

。

今
後

の
展

望

国
産

牛
乳

房
炎

ワ
クチ

ン開
発

を
加

速
化

させ
、牛

に
も

生
産

者
に

も
よ

り負
担

の
少

な
い

新
規

の
ワ

クチ
ン

接
種

法
を

構
築

し、
浜

通
りで

の
大

規
模

酪
農

の
経

営
安

定
を

後
押

し
す

る

【事
業
の
背
景
・目
的
】

福
島

県
内

の
酪

農
は

東
日

本
大

震
災

以
降

、大
きな

影
響

を受
け

、生
乳

生
産

量
は

約
7割

まで
減

少
した

。
乳

房
炎

は
最

大
の

生
乳

生
産

阻
害

要
因

で
あ

る
た

め
、本

事
業

で
は

牛
が

本
来

も
つ

免
疫

防
除

能
力

を利
用

し、
乳

房
炎

原
因

菌
に

効
果

的
な

新
規

ワク
チ

ンの
開

発
を目

指
す

。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

牛
乳

房
炎

ワク
チ

ン開
発

に
向

け
た

効
率

的
な

評
価

技
術

の
確

立
と最

適
化

（
２
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福
島
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
牛
乳
房
炎
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

農
林

水
産

業
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
搾
乳
牛
を
用
い
た
感
染
実
験
の
代
替
と
な
る

in
 v

itr
o評
価
系
の
確
立

•
牛
乳
腺
上
皮
細
胞
を
用
い
た
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
付
着
・
感

染
モ
デ
ル
の
確
立

牛
乳

腺
上

皮
細

胞
へ

黄
色

ブ
ド

ウ
球

菌
お

よ
び

大
腸

菌
の

添
加

試
験

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
添

加
し

た
菌

量
依

存
的

に
菌

体
の

付
着

量
が

増
加

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
（

図
１

）
。

同
様

の
結

果
は

大
腸

菌
に

対
し

て
も

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

お
よ

び
大

腸
菌

に
よ

る
牛

乳
腺

上
皮

細
胞

株
を

用
い

た
in

 v
itr

oの
乳

房
内

感
染

モ
デ

ル
を

確
立

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
※

牛
乳

房
炎

に
お

い
て

黄
色

ブ
ド

ウ
球

菌
が

細
胞

に
付

着
す

る
と

、
乳

腺
か

ら
細

胞
に

付
着

後
、

細
胞

内
に

侵
入

す
る

•
確
立
し
た

in
 v

i t
ro
評
価
系
に
よ
る
大
腸
菌
付
着
因
子
欠
損

株
を
用
い
た
ワ
ク
チ
ン
候
補
因
子
の
探
索

大
腸

菌
の

付
着

因
子

欠
損

株
を

作
製

し
、

確
立

し
た

牛
乳

腺
上

皮
細

胞
株

に
よ

る
in

 v
itr

o評
価

系
を

用
い

た
牛

乳
腺

上
皮

細
胞

へ
の

付
着

能
力

を
評

価
し

た
。

そ
の

結
果

、
付

着
因

子
（

fim
H

お
よ

び
fd

eC
）

を
欠

損
さ

せ
た

大
腸

菌
株

で
牛

乳
腺

上
皮

細
胞

へ
の

付
着

量
が

減
少

し
た

（
図

２
）

。
病

原
体

の
上

皮
細

胞
へ

の
付

着
は

感
染

の
初

期
の

ス
テ

ッ
プ

と
し

て
必

須
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
付

着
因

子
fim

H
お

よ
び

fd
eC

は
有

用
な

ワ
ク

チ
ン

抗
原

候
補

と
な

る
可

能
性

が
高

い
。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・
Yu

sa
ku

 T
su

ga
m

ie
ta

l. 
An

to
ni

e 
va

n 
Le

eu
w

en
ho

ek
. 1

18
(1

) 
14

. (
20

24
)

等
・「

福
島

発
新

技
術

目
指

す
F-

RE
I復

興
へ

先
端

研
究

」日
本

農
業

新
聞

20
24

年
7月

20
日

（
２
）
①
ⅰ
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エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

【骨
太

の
方

針
】

福
島

を日
本

の
カー

ボ
ンニ

ュー
トラ

ル
先

駆
け

の
地

とす
る

た
め

に
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を中
心

に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造

、貯
蔵

、輸
送

、利
用

に
関

わ
る

研
究

開
発

を行
い

、そ
の

な
か

で
社

会
実

装
を

目
指

して
の
リス
ク
評
価

、法
規
制

、技
術
基
準
の
策
定

な
ども

課
題

とす
る

。水
素
・ア
ン
モ
ニ
ア

な
どを

使
った

エネ
ル

ギ
ー

活
用

、C
O

2回
収

や
エネ

ル
ギ

ー
源

とし
て

の
利

用
な

どに
関

す
る

研
究

を推
進

す
る

。再
生

可
能

エネ
ル

ギ
ー

の
活

用
をベ

ー
ス

とす
る

こと
で

カー
ボ

ンニ
ュー

トラ
ル

、さ
らに

は
ネ

ガ
テ

ィブ
エミ

ッシ
ョン

が
実

現
可

能
な

こと
を実

証
し、

その
展

開
に

より
サ

ス
テ

ナ
ブル

な
社

会
の

実
現

に
貢

献
す

る
。

福
島
で
研
究
開
発
を
行
う視

点


福
島

を日
本

に
の

カー
ボ

ンニ
ュー

トラ
ル

先
駆

け
の

地
とす

る
た

め
の

研
究

を地
域

特
性

を考
慮

して
進

め
る


カー

ボ
ンニ

ュー
トラ

ル
実

現
の

た
め

の
藻

類
・植

物
に

よる
ネ

ガ
テ

ィブ
エミ

ッシ
ョン

の
研

究


バ
イオ

マス
か

らの
カー

ボ
ンフ

リー
燃

料
製

造
の

研
究


水

素
の

地
産

地
消

利
用

に
よる

水
素

エネ
ル

ギ
ー

ネ
ット

ワー
クシ

ス
テ

ム
の

研
究


カー

ボ
ンニ

ュー
トラ

ル
地

域
の

実
現

を支
え

る
基

盤
技

術
を確

立
す

る


大
型

藻
類

の
種

苗
生

成
・大

規
模

養
殖

方
法

の
開

発
とC

O
2固

定
能

評
価

技
術


小

型
FT

(フ
ィッ

シ
ャー

・ト
ロプ

シ
ュ)

合
成

技
術


水

素
製

造
、貯

蔵
の

た
め

の
電

極
、電

解
質

材
料

、水
素

吸
蔵

合
金

技
術


水

素
利

用
の

安
全

性
評

価
・国

際
標

準
化

公
募
に
よ
り採

択
さ
れ
た
委
託
事
業
一
覧

（
２
）
①
ⅰ
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

田
丸
浩
（
ソ
ル
ガ
ム
利
活
用
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
東
北
大
学
（
代
表
機
関
）
、三
重
大
学
、大
阪
公
立
大
学
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


20
種
類
の
ソ
ル
ガ
ム
の
カ
ル
ス
誘
導
に
成
功
し
、そ
れ
ら
搾
汁
液
中
の
ト
ラ
ン
ス
ア
コニ
ット
酸
含
量
を
定
量
・分
析
し
た
。


ソ
ル
ガ
ム
搾
汁
粕
の
微
生
物
分
解
・糖
化
に
つ
い
て
解
析
し
、高
ブ
タ
ノー
ル
発
酵
菌
を
取
得
し
た
。


ソ
ル
ガ
ム
を
活
用
し
た
グ
リー
ン
ケ
ミカ
ル
（
バ
イ
オ
燃
料
、バ
イ
オ
ポ
リマ
ー
）
製
造
の
可
能
性
を
見
出
す
こと
が
で
き
た
。

CO
2固

定
・吸
収
能
を
強
化
し
た
ソ
ル
ガ
ム
に
よ
る
持
続
可
能
な
グ
リー
ン
ケ
ミカ
ル
製
造
技
術
開
発

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


20
種
類
の
ソ
ル
ガ
ム
系
統
を
用
い
た
育
種
技
術
の
開
発
：

ソ
ル

ガ
ム

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

20
種

類
の

種
子

を
用

い
て

CI
T-

pC
l処

理
を

行
っ

た
結

果
、

カ
ル

ス
誘

導
率

が
10

0 
%

 で
あ

っ
た

。
ま

た
、

福
島

県
郡

山
市

田
母

神
地

区
の

圃
場

で
ソ

ル
ガ

ム
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
20

種
類

を
栽

培
し

、
搾

汁
液

を
調

製
し

て
LC

-M
Sを

用
い

た
ト

ラ
ン

ス
ア

コ
ニ

ッ
ト

酸
の

定
量

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

シ
ス

ア
コ

ニ
ッ

ト
酸

と
ト

ラ
ン

ス
ア

コ
ニ

ッ
ト

酸
の

比
が

ソ
ル

ガ
ム

系
統

に
よ

っ
て

異
な

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
さ

ら
に

、
次

世
代

放
射

光
施

設
N

an
oT

er
as

uを
利

用
し

て
、

軟
X線

に
よ

る
ソ

ル
ガ

ム
中

の
炭

素
・

酸
素

の
分

析
お

よ
び

細
胞

壁
の

炭
素

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

を
行

っ
た

。


ソ
ル
ガ
ム
搾
汁
粕
か
ら
の
バ
イ
オ
ブ
タ
ノ
ー
ル
製
造
技
術
の
開
発
：

ソ
ル

ガ
ム

搾
汁

液
を

取
得

し
た

後
の

搾
汁

粕
を

用
い

て
、

セ
ル

ロ
ソ

ー
ム

生
産

菌
Cl

os
tr

id
iu

m
 c

el
lu

lo
vo

ra
ns

を
用

い
た

分
解

・
糖

化
試

験
を

行
っ

た
。

ソ
ル

ガ
ム

搾
汁

粕
を

細
か

く
破

砕
し

、
C.

 
ce

llu
lo

vo
ra

ns
培

地
に

投
入

し
て

37
℃

で
培

養
を

行
っ

た
。

分
泌

酵
素

を
含

む
培

養
上

清
を

用
い

て
SD

S-
PA

GE
に

よ
る

タ
ン

パ
ク

質
バ

ン
ド

を
分

画
後

、
In

-g
el

 d
ig

es
tio

n処
理

の
の

ち
na

no
 L

C-
M

Sに
よ

る
酵

素
の

同
定

を
行

っ
た

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

ソ
ル

ガ
ム

搾
汁

粕
の

分
解

・
糖

化
に

有
効

な
酵

素
を

選
抜

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
一

方
、

高
収

率
ブ

タ
ノ

ー
ル

生
産

菌
C.

 s
ac

ch
ar

op
er

-
bu

ty
la

ce
to

ni
cu

m
 A

TC
C2

70
21

 C
4-

1株
を

入
手

し
た

。
す

な
わ

ち
、

本
菌

は
グ

ル
コ

ー
ス

を
炭

素
源

と
し

て
80

m
ol

%
ブ

タ
ノ

ー
ル

を
生

産
す

る
能

力
を

有
し

て
お

り
、

ソ
ル

ガ
ム

搾
汁

粕
を

分
解

・
糖

化
で

き
れ

ば
低

コ
ス

ト
で

ブ
タ

ノ
ー

ル
を

生
産

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

今
後

の
展

望
福
島
浜
通
りに
お
け
る
ソ
ル
ガ
ム
栽

培
品
種
の
選
定
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィブ

エ
ミッ
シ
ョン
技
術
開
発
お
よ
び
ソ
ル

ガ
ム
原
料
か
ら
の
グ
リー
ン
ケ
ミカ
ル

製
造
技
術
の
確
立

【事
業
の
背
景
・目
的
】バ
イ
オ
エ
コ
ノミ
ー
及
び
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
の
実
現
の
た
め
、ゲ
ノム
編
集
技
術

等
に
よ
りソ
ル
ガ
ム
に
高
糖
性
及
び
高
ト
ラ
ン
ス
ア
コニ
ット
酸
産
生
能
を
付
与
し
、バ
イ
オ
ポ
リマ
ー
とバ
イ
オ

ブ
タ
ノー
ル
を
低
コ
ス
ト
で
生
産
す
る
こと
に
よ
り、
ソ
ル
ガ
ム
栽
培
の
経
済
性
の
向
上
とC

O
2吸

収
能
の
向

上
を
両
立
で
き
る
作
物
の
作
出
を
行
い
、福
島
浜
通
りに
お
け
る
事
業
展
開
を
目
指
す
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

ソ
ル
ガ
ム
系
統
の
育
種
技
術
の
開
発
お
よ
び
ソ
ル
ガ
ム
搾
汁
液
と搾

汁
粕
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用

（
２
）
①
ⅰ
ウ
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CO
2固

定
・吸
収
能
を
強
化
し
た
ソ
ル
ガ
ム
に
よ
る
持
続
可
能
な
グ
リー
ン
ケ
ミカ
ル
製
造
技
術
開
発

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
ソ
ル
ガ
ム

20
系
統
か
ら
カ
ル
ス
誘
導
と
ソ
ル
ガ
ム
の
成
分
分
析

•
ソ

ル
ガ

ム
実

生
を

用
い

て
、

植
物

カ
ル

ス
誘

導
化

合
物

FP
X

お
よ

び
CI

T-
pC

lを
そ

れ
ぞ

れ
処

理
し

た
結

果
、

 C
IT

-p
Cl

に
お

い
て

優
位

な
カ

ル
ス

誘
導

能
が

観
察

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

ソ
ル

ガ
ム

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

20
系

統
に

つ
い

て
、

同
様

に
CI

T-
pC

l処
理

を
行

っ
た

結
果

、
す

べ
て

の
ソ

ル
ガ

ム
系

統
で

カ
ル

ス
誘

導
が

10
0％

確
認

さ
れ

た
。

•
ソ

ル
ガ

ム
搾

汁
液

に
含

有
す

る
ト

ラ
ン

ス
ア

コ
ニ

ッ
ト

酸
の

定
量

を
行

っ
た

。
ま

ず
、

H
PL

Cに
よ

る
定

量
を

行
っ

て
、

ア
コ

ニ
ッ

ト
酸

の
総

量
を

分
析

し
た

。
次

に
、

LC
-M

Sを
用

い
て

、
シ

ス
ア

コ
ニ

ッ
ト

酸
(C

AA
)お

よ
び

ト
ラ

ン
ス

ア
コ

ニ
ッ

ト
酸

（
TA

A）
の

量
比

を
比

較
し

た
。

以
上

の
結

果
、

今
後

は
４

種
類

の
ソ

ル
ガ

ム
系

統
に

注
目

し
て

ド
ラ

フ
ト

ゲ
ノ

ム
解

析
を

行
っ

て
、

TA
A合

成
の

代
謝

経
路

を
特

定
す

る
予

定
で

あ
る

。

•
次

世
代

放
射

光
施

設
N

an
oT

er
as

uを
用

い
て

、
軟

X線
に

よ
る

ソ
ル

ガ
ム

試
料

の
炭

素
・

酸
素

分
析

お
よ

び
炭

素
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
解

析
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
系

統
に

よ
る

違
い

が
見

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

汁
性

ソ
ル

ガ
ム

の
細

胞
壁

構
造

並
び

に
ト

ラ
ン

ス
ア

コ
ニ

ッ
ト

酸
生

成
に

関
連

す
る

要
素

と
の

関
連

を
明

ら
か

に
す

る
予

定
で

あ
る

。
LC

-M
Sに

よる
TA

A分
析

チ
ャー

ト

植
物

カル
ス

誘
導

剤
の

比
較

ソル
ガ

ム
コレ

クシ
ョン

か
らの

カル
ス

誘
導

軟
X線

に
よる

ソル
ガ

ム
試

料
の

炭
素

・酸
素

分
析

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

該
当

な
し

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

該
当

な
し

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29

Time,
 min

0.0e05.0e31.0e41.5e42.0e42.5e43.0e43.5e44.0e44.5e45.0e45.5e4

Intensity

12.38
0

12.43
0

11.37
2

Acon
itic ac

id XIC
 from 

07_Tr
ansA

c 693
2.5.w

iff (sa
mple 

1)  0
7_Tra

nsAc
 6932

.5, T
OF M

S (50
  500

): 173
.00 +/

 0.05 
Da

Gluco
se XIC

 from 
07_Tr

ans-A
c 693

2.5.w
iff (sa

mple 
1) - 0

7_Tra
ns-Ac

 6932
.5, -T

OF M
S (50

 - 500
): 179

.040 +
/- 0.02

5 Da

Sucro
se XIC

 from 
07_Tr

ans-A
c 693

2.5.w
iff (sa

mple 
1) - 0

7_Tra
ns-Ac

 6932
.5, -T

OF M
S (50

 - 500
): 341

.010 +
/- 0.02

5 Da

fructo
se XIC

 from 
07_Tr

ans-A
c 693

2.5.w
iff (sa

mple 
1) - 0

7_Tra
ns-Ac

 6932
.5, -T

OF M
S (50

 - 500
): 179

.040 +
/- 0.02

5 Da

xylos
e XIC

 from 
07_Tr

ans-A
c 693

2.5.w
iff (sa

mple 
1) - 0

7_Tra
ns-Ac

 6932
.5, -T

OF M
S (50

 - 500
): 149

.030 +
/- 0.02

5 Da

（
２
）
①
ⅰ
ウ

36

148



研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

岡
本
龍
史
（
交
雑
植
物
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
東
京
都
立
大
学
（
代
表
機
関
）
、鳥
取
大
学
、国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、国
立
遺
伝
学
研

究
所
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


ソ
ル
ガ
ム
配
偶
子
の
単
離
お
よ
び
交
雑
受
精
卵
の
作
成
に
成
功


各
種
交
雑
植
物
の
形
質
評
価
に
よ
り優

秀
な
交
雑
相
手
候
補
を
特
定


新
奇
交
雑
ソ
ル
ガ
ム
の
作
出
に
向
け
た
技
術
要
素
の
確
立
・整
備

顕
微
授
精
法
に
よ
る
高
効
率

CO
2資

源
化
植
物
の
開
発
と活

用
エネ

ル
ギ

ー
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


ソ
ル
ガ
ム
配
偶
子
の
単
離
お
よ
び
ソ
ル
ガ
ム
交
雑
受
精
卵
の
作
成
：

TX
-4

30
な

ど
の

複
数

の
ソ

ル
ガ

ム
系

統
の

子
房

か
ら

卵
細

胞
の

単
離

に
成

功
し

た
。

ま
た

、
そ

れ
ら

ソ
ル

ガ
ム

の
花

粉
か

ら
の

精
細

胞
単

離
を

可
能

に
し

た
。

こ
れ

ら
の

単
離

卵
細

胞
と

精
細

胞
の

顕
微

授
精

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

非
常

に
高

い
確

率
で

融
合

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

っ
た

。
野

生
サ

ト
ウ

キ
ビ

か
ら

単
離

し
た

配
偶

子
（

卵
細

胞
）

と
ソ

ル
ガ

ム
配

偶
子

（
精

細
胞

）
を

用
い

て
顕

微
授

精
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
ソ

ル
ガ

ム
-サ

ト
ウ

キ
ビ

交
雑

受
精

卵
の

旺
盛

な
分

裂
が

観
察

さ
れ

、
増

殖
細

胞
塊

に
ま

で
発

生
し

た
。

さ
ら

に
、

ソ
ル

ガ
ム

配
偶

子
と

イ
ネ

配
偶

子
の

組
み

合
わ

せ
の

交
雑

受
精

卵
の

作
出

に
も

成
功

し
、

初
期

細
胞

塊
の

ス
テ

ー
ジ

ま
で

の
発

生
が

確
認

さ
れ

た
。


交
雑
相
手
側
植
物
の
形
質
お
よ
び
機
能
の
評
価
：

日
本

で
保

有
す

る
遺

伝
資

源
52

1系
統

の
サ

ト
ウ

キ
ビ

野
生

種
に

つ
い

て
バ

イ
オ

マ
ス

生
産

性
や

糖
含

率
を

評
価

し
、

そ
れ

ら
特

性
が

優
れ

る
系

統
を

特
定

し
た

。
エ

リ
ア

ン
サ

ス
に

関
し

て
は

、
温

帯
域

に
お

け
る

株
出

し
お

よ
び

バ
イ

オ
マ

ス
生

産
能

の
評

価
を

進
め

た
。

ま
た

、
細

胞
質

雑
種

コ
ム

ギ
の

生
理

的
形

質
お

よ
び

農
業

形
質

の
評

価
を

進
め

、
光

合
成

速
度

が
高

く
種

子
幅

が
広

い
系

統
な

ど
多

様
な

形
質

を
細

胞
質

雑
種

コ
ム

ギ
が

保
持

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

、
加

え
て

、
高

い
バ

イ
オ

マ
ス

産
生

能
を

も
つ

コ
ム

ギ
系

統
も

特
定

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

非
常

に
高

い
耐

塩
性

を
も

つ
野

生
イ

ネ
（

57
系

統
）

を
特

定
し

た
。

今
後

の
展

望
これ
ま
で
の
交
配
技
術
で
は
導
入
が

出
来
な
か
った
遠
縁
植
物
の
遺
伝
資

源
を
顕
微
授
精
法
に
よ
りソ
ル
ガ
ム

等
に
導
入
し
、高

効
率
で

CO
2を
資

源
化
す
る
形
質
を
獲
得
し
た
新
奇
交

雑
作
物
･植
物
を
創
出
す
る
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】顕
微
授
精
法
の
改
良
及
び
顕
微
授
精
法
に
よ
る
交
雑
ソ
ル
ガ
ム
の
創
出
を
推
進
す

る
こと
で
、慣
行
の
交
配
技
術
で
は
導
入
が
出
来
な
か
った
遠
縁
植
物
の
遺
伝
形
質
を
ソ
ル
ガ
ム
に
導
入
す

る
。ま
た
、高
効
率
で

CO
2を
資
源
化
す
る
形
質
を
獲
得
し
た
新
奇
交
雑
植
物
の
選
抜
を
行
い
、さ
ら
に
安

全
性
及
び
社
会
受
容
性
な
どを
検
討
・検
証
し
た
上
で
国
内
外
へ
の
普
及
・展
開
を
行
う。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】ソ
ル
ガ
ム
か
ら
の
雌
雄
配
偶
子
の
単
離
手
法
を
確
立
す
る
とと
も
に
、そ
れ
ら

を
顕
微
授
精
に
用
い
る
こと
で
ソ
ル
ガ
ム
受
精
卵
お
よ
び
交
雑
ソ
ル
ガ
ム
受
精
卵
を
作
出
す
る
。さ
ら
に
、

交
雑
相
手
の
植
物
の
形
質
評
価
を
進
め
る
こと
で
、最
適
な
交
雑
組
み
合
わ
せ
を
見
い
出
す
。

（
２
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顕
微
授
精
法
に
よ
る
高
効
率

CO
2資

源
化
植
物
の
開
発
と活

用
エネ

ル
ギ

ー
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
ソ
ル
ガ
ム
配
偶
子
の
単
離
お
よ
び
交
雑
受
精
卵
の
作
成
に
成
功

•
ソ
ル
ガ
ム
か
ら
の
雌
雄
配
偶
子
の
単
離

ソ
ル

ガ
ム

系
統

TX
-4

30
を

含
む

複
数

の
系

統
か

ら
の

卵
細

胞
単

離
を

子
房

切
断

に
よ

る
物

理
的

手
法

で
試

み
た

と
こ

ろ
、

卵
細

胞
の

単
離

が
可

能
で

あ
っ

た
（

図
1）

。
た

だ
し

、
卵

細
胞

の
単

離
効

率
が

5％
程

度
と

低
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
細

胞
壁

分
解

酵
素

を
用

い
た

卵
細

胞
単

離
法

な
ど

の
試

み
を

進
め

て
い

る
。

精
細

胞
に

つ
い

て
は

、
成

熟
花

粉
か

ら
効

率
よ

く
単

離
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

っ
た

（
図

1）
。

•
交
雑
相
手
側
植
物
の
配
偶
子
の
単
離

ソ
ル

ガ
ム

と
交

雑
予

定
の

植
物

の
う

ち
、

配
偶

子
単

離
法

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
植

物
（

ス
ス

キ
お

よ
び

サ
ト

ウ
キ

ビ
）

に
関

し
て

、
配

偶
子

の
単

離
法

の
確

立
を

試
み

た
。

両
植

物
と

も
花

の
サ

イ
ズ

が
非

常
に

小
さ

か
っ

た
が

、
子

房
の

単
離

・
切

断
法

や
切

断
子

房
の

固
定

法
を

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
卵

細
胞

の
単

離
が

可
能

と
な

っ
た

。
•
顕
微
授
精
法
に
よ
る
ソ
ル
ガ
ム
受
精
卵
お
よ
び
交
雑
受
精
卵
の

作
出

ソ
ル

ガ
ム

卵
細

胞
と

精
細

胞
の

顕
微

授
精

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

非
常

に
高

い
確

率
で

融
合

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
っ

た
。

現
在

、
培

地
組

成
の

検
討

を
進

め
る

こ
と

で
受

精
卵

を
初

期
細

胞
塊

ま
で

発
生

さ
せ

る
こ

と
に

成
功

し
て

い
る

。
交

雑
受

精
卵

に
関

し
て

は
、

ソ
ル

ガ
ム

-サ
ト

ウ
キ

ビ
交

雑
受

精
卵

に
お

い
て

旺
盛

な
分

裂
が

観
察

さ
れ

、
増

殖
細

胞
塊

に
ま

で
発

生
し

た
（

図
2）

。
ま

た
、

ソ
ル

ガ
ム

-イ
ネ

交
雑

受
精

卵
の

作
出

に
も

成
功

し
、

増
殖

細
胞

塊
へ

の
発

生
が

確
認

さ
れ

た
（

図
3）

。
図

2．
ソル

ガ
ム

-サ
トウ

キ
ビ交

雑
受

精
卵

の
発

生
プロ

ファ
イル

図
1．

ソル
ガ

ム
卵

細
胞

お
よび

精
細

胞
の

単
離

図
3．

ソル
ガ

ム
-イ

ネ
異

質
倍

数
性

交
雑

受
精

卵
発

生
プロ

ファ
イル

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

To
da

 E
., 

Ko
sh

im
iz

u 
S.

, K
in

os
hi

ta
n 

A.
, H

ig
as

hi
ya

m
a 

T.
, I

za
w

a 
T.

, Y
an

o 
K.

, O
ka

m
ot

o 
T.

 (
20

25
) 

Tr
an

sc
rip

tio
na

l 
dy

na
m

ic
s 

du
rin

g 
ka

ry
og

am
y 

in
 r

ic
e 

zy
go

te
s.

 D
ev

el
op

m
en

t, 
in

 p
re

ss
他

３
件

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

イネ
コム

ギ
誕

生
植

物
交

配
の

不
可

能
を可

能
に

す
る

顕
微

授
精

技
術

、S
ci

en
ce

 P
or

ta
l 動

画
ニ

ュー
ス

（
20

24
 年

6 
月

28
 日

配
信

）

（
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

田
中
佑
（
福
島
発
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
農
業
実
現
に
向
け
た
水
稲
の

CO
2固
定
機
能
強
化
技
術
の
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
岡
山
大
学
（
代
表

機
関
）
、福
島
大
学
、東
京
農
工
大
学
、理
化
学
研
究
所
、山
形
大
学
、東
北
大
学
、名
古
屋
大
学
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
標
準
品
種
と比

較
し
て

CO
2固
定
機
能
が

24
〜

55
%
優
れ
る
水
稲
品
種
を
選
定


（
研
究
成
果

2）
水
田
か
ら
の
メ
タ
ン
排
出
を
慣
行
栽
培
法
の

40
%
に
削
減
す
る
栽
培
手
法
の
提
案


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
稲
作
の
温
室
効
果
ガ
ス
収
支
を
最
適
化
し
た
持
続
可
能
な
栽
培
体
系
の
構
築

福
島
発
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
農
業
実
現
に
向
け
た
水
稲
の

CO
2 
固
定
機
能
強
化
技
術
の
開
発

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


植
物
の

CO
2固
定
機
能
の
高
速
評
価
手
法
の
開
発
な
ら
び
に

CO
2固
定
機
能
に
優
れ
た
品
種
の
選
定
：

実
施

責
任

者
が

開
発

し
た

光
合

成
速

度
高

速
測

定
装

置
 (

M
IC

-1
00

X；
従

来
機

比
7倍

の
迅

速
性

) 
の

測
定

効
率

を
さ

ら
に

向
上

さ
せ

る
技

術
開

発
を

行
い

、
試

作
機

を
作

製
し

た
。

AI
 を

活
用

し
た

バ
イ

オ
マ

ス
推

定
画

像
診

断
技

術
 (

Ri
ce

 S
co

ut
er

)を
高

精
度

化
し

、
ド

ロ
ー

ン
技

術
と

組
み

合
わ

せ
て

使
用

で
き

る
基

盤
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
た

．
こ

れ
ら

開
発

中
の

技
術

を
活

用
し

、
福

島
・

東
京

・
岡

山
の

3か
所

の
圃

場
で

栽
培

し
た

48
8品

種
大

規
模

イ
ネ

パ
ネ

ル
を

対
象

と
し

て
CO

2固
定

機
能

の
評

価
を

行
っ

た
．

そ
の

結
果

、
標

準
品

種
で

あ
る

日
本

晴
と

比
較

し
約

20
～

35
%

優
れ

た
光

合
成

能
力

，
約

24
～

55
%

優
れ

た
バ

イ
オ

マ
ス

生
産

能
力

を
示

す
イ

ネ
を

各
10

品
種

ず
つ

選
定

し
た

．


水
田
か
ら
の
メ
タ
ン
排
出
を
削
減
す
る
栽
培
方
法
の
探
索
：

水
稲

に
よ

る
CO

2固
定

能
力

の
向

上
に

加
え

、
水

を
張

っ
て

還
元

状
態

と
な

っ
た

水
田

か
ら

排
出

さ
れ

る
メ

タ
ン

（
CO

2よ
り

も
温

室
効

果
が

高
い

）
の

削
減

が
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

農
業

を
実

現
す

る
た

め
の

鍵
で

あ
る

．
既

報
論

文
の

情
報

に
基

づ
い

て
作

成
し

た
深

層
学

習
モ

デ
ル

を
用

い
て

，
各

種
栽

培
条

件
と

メ
タ

ン
排

出
量

と
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

解
析

を
実

施
し

た
．

メ
タ

ン
排

出
量

を
抑

制
す

る
う

え
で

効
果

が
大

き
い

条
件

は
，

土
壌

有
機

物
の

低
減

，
間

断
灌

漑
（

水
田

状
態

と
畑

状
態

を
交

互
に

繰
り

返
す

：
中

干
し

延
長

を
さ

ら
に

拡
張

す
る

こ
と

に
相

当
）

，
お

よ
び

有
機

物
投

入
量

の
低

減
で

あ
り

、
最

適
な

栽
培

条
件

で
は

慣
行

栽
培

法
の

約
40

%
ま

で
メ

タ
ン

排
出

量
を

削
減

可
能

で
あ

る
こ

と
が

示
さ

れ
た

． 今
後

の
展

望
迅
速
光
合
成
測
定
装
置
、A

Iバ
イ

オ
マ
ス
画
像
診
断
技
術
の
特
許
化
、

製
品
化
、事

業
化
を
進
め
る
．

メ
タ
ン
排
出
を
削
減
す
る
栽
培
方
法

を
実
証
し
、ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン

農
業
の
栽
培
体
系
を
確
立
す
る
．

【事
業
の
背
景
・目
的
】本
研
究
は
、水
稲
に
よ
る

CO
2固
定
機
能
の
高
速
評
価
手
法
の
開
発
、水
田
由

来
の
メ
タ
ン
放
出
量
低
減
技
術
の
開
発
、低
メ
タ
ン
栽
培
条
件
に
お
い
て

CO
2固
定
機
能
・生
産
性
・品
質

の
維
持
に
資
す
る
有
用
遺
伝
子
の
探
索
等
に
よ
り、
水
稲
を
利
用
し
た
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
の
コ
ア
技
術

の
開
発
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】 

CO
2固
定
機
能
の
高
速
評
価
手
法
を
高
度
化
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
作

製
し
検
証
す
る
．
多
様
な
イ
ネ

48
8品

種
の

CO
2固
定
機
能
を
評
価
し
有
望
系
統
を
選
抜
す
る
．

メ
タ
ン
放
出
量
推
定
モ
デ
ル
か
ら
メ
タ
ン
放
出
量
を
大
幅
に
削
減
す
る
栽
培
条
件
を
探
索
す
る
．

（
２
）
①
ⅰ
ウ
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福
島
発
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
農
業
実
現
に
向
け
た
水
稲
の

CO
2 
固
定
機
能
強
化
技
術
の
開
発

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

植
物
の

CO
2 
固
定
機
能
の
高
速
評
価
手
法
の
開
発
な
ら
び
に

CO
2固
定
機
能
に
優
れ
た
品
種
の
選
定


実

施
責

任
者

が
開

発
し

た
光

合
成

速
度

高
速

測
定

装
置

(M
IC

-1
00

X)
は

従
来

機
比

7倍
の

迅
速

性
を

持
つ

植
物

の
CO

2 
固

定
機

能
の

評
価

技
術

で
あ

る
．

M
IC

-1
00

Xに
お

け
る

主
要

な
律

速
要

因
で

あ
っ

た
葉

面
積

計
測

に
関

し
て

、
自

動
化

す
る

技
術

を
開

発
・

搭
載

す
る

こ
と

で
、

さ
ら

に
2

倍
効

率
化

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
．

（
株

）
マ

サ
イ

ン
タ

ナ
シ

ョ
ナ

ル
と

連
携

し
、

測
定

チ
ャ

ン
バ

ー
内

に
葉

面
積

測
定

機
能

を
搭

載
し

た
試

作
機

を
作

製
し

た
(図

1)
．


実

施
責

任
者

が
開

発
し

た
AI

 バ
イ

オ
マ

ス
画

像
診

断
技

術
( R

ic
e 

Sc
ou

te
r)

は
非

破
壊

で
即

時
推

定
可

能
な

CO
2固

定
機

能
評

価
技

術
で

あ
る

。
Ri

ce
 S

co
ut

er
に

つ
い

て
、

学
習

デ
ー

タ
の

追
加

、
再

設
計

を
行

う
こ

と
で

、
精

度
と

安
定

性
を

向
上

さ
せ

た
．

生
育

評
価

に
必

要
な

画
像

取
得

も
効

率
化

す
る

た
め

、
ド

ロ
ー

ン
撮

影
技

術
と

組
み

合
わ

せ
て

使
用

で
き

る
基

盤
と

な
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

た
(図

2)
．


こ

れ
ら

の
技

術
を

活
用

し
、

多
様

な
48

8系
統

の
大

規
模

イ
ネ

パ
ネ

ル
を

福
島

、
東

京
、

岡
山

の
3か

所
の

圃
場

で
栽

培
し

、
CO

2固
定

機
能

の
評

価
を

行
っ

た
．

そ
の

結
果

、
標

準
品

種
で

あ
る

日
本

晴
と

比
較

し
約

20
～

35
%

優
れ

た
光

合
成

能
力

(図
3)

，
約

24
～

55
%

優
れ

た
バ

イ
オ

マ
ス

生
産

能
力

を
示

す
系

統
を

そ
れ

ぞ
れ

10
品

種
特

定
し

た
(図

4)
．


各

品
種

の
CO

2固
定

機
能

の
計

測
デ

ー
タ

と
ゲ

ノ
ム

解
析

に
よ

り
取

得
し

た
情

報
を

解
析

す
る

こ
と

で
、

高
い

CO
2固

定
機

能
を

も
た

ら
す

遺
伝

子
領

域
を

複
数

特
定

し
た

．
図

3.
イネ

48
8品

種
の

光
合

成
速

度
の

変
異

とそ
の

分
布

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

図
1.

 葉
面

積
自

動
測

定
機

能
を搭

載
した

M
IC

-1
00

X試
作

機
の

外
観

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

図
2.

 ド
ロー

ン撮
影

技
術

とA
Iバ

イオ
マ

ス
画

像
診

断
の

連
携

シ
ス

テ
ム

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

図
4.

Ri
ce

 S
co

ut
er

に
よる

48
8系

統
の

バ
イオ

マス
蓄

積
の

時
系

列
推

移
【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

H
id

ek
i Y
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da
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M

at
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 D
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ig

m
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ic
 s

pi
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le
t t
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its

: 
Re

so
lv

in
g 

tr
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e-
of
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 fo

r 
en

ha
nc

in
g 
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e 

yi
el

d,
 M

ol
ec

ul
ar

 P
la

nt
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7:
69

4-
69

5,
 2

02
4/

4/
11

, 2
02

4/
5/

6
他

３
件

 
・（

特
許

出
願

）
該

当
な

し
・（

プレ
ス

リリ
ー

ス
等

）
メタ

ン抑
制

稲
作

研
究

開
始

，
福

島
民

報
朝

刊
，

20
24

/5
/5

他
２

件
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μ
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2
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 s⁻
¹ ）
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本
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北
陸
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【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


実
験
室
規
模
の
炭
化
炉
を
用
い
た
炭
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
生
成
す
る
可
燃
ガ
ス
量
評
価
：

実
験

室
規

模
の

炭
化

炉
を

用
い

た
実

験
結

果
か

ら
実

証
試

験
の

規
模

（
1時

間
当

た
り

50
 k

g[
乾

燥
重

量
]の

バ
イ

オ
マ

ス
炭

化
を

想
定

）
の

炭
化

炉
で

は
、

炭
化

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

生
成

す
る

可
燃

ガ
ス

を
燃

料
と

し
て

約
50

 k
W

の
発

電
が

可
能

と
推

定


バ
イ
オ
炭
の
農
地
施
用
に
よ
る
炭
素
貯
留
量
推
定
：

実
験

室
規

模
の

炭
化

炉
を

用
い

た
実

験
結

果
か

ら
実

証
試

験
の

規
模

（
1時

間
当

た
り

50
 k

g[
乾

燥
重

量
]の

バ
イ

オ
マ

ス
炭

化
を

想
定

）
の

炭
化

炉
で

は
、

炭
化

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

生
成

す
る

バ
イ

オ
炭

を
全

量
農

地
に

施
用

し
た

場
合

約
30

 k
g-

CO
2/

hr
の

炭
素

貯
留

が
可

能
と

推
定

研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

浅
田
隆
志
（
浜
通
り地

域
の
資
源
を
利
活
用
し
た
高
効
率
・循
環
型
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
・地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
福
島
大
学

（
代
表
機
関
）
、常
磐
共
同
火
力
株
式
会
社
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
実
験
室
規
模
の
炭
化
炉
を
用
い
た
炭
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
生
成
す
る
可
燃
ガ
ス
量
評
価


（
研
究
成
果

2）
バ
イ
オ
炭
の
農
地
施
用
に
よ
る
炭
素
貯
留
量
推
定


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
炭
化
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と炭

素
貯
留
に
よ
る

CO
2削
減

浜
通
り地

域
の
資
源
を
利
活
用
し
た
高
効
率
・循
環
型
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
・地
産
地
消
シ
ス
テ
ム

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

実
証
規
模
の
炭
化
炉
を
用
い
た

試
験
に
お
い
て
生
成
し
た
可
燃
ガ
ス

に
よ
る
発
電
と炭

素
貯
留
の
実
証

【事
業
の
背
景
・目
的
】
本
研
究
で
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
炭
化
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生
成
す
る
可
燃
ガ
ス
を
用

い
た
発
電
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
とと
も
に
、炭
化
の
過
程
で
製
造
さ
れ
る
バ
イ
オ
炭
に
よ
る
炭
素
貯
留

技
術
の
実
用
化
を
図
り、
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
の
コ
ア
技
術
の
一
つ
とし
て
確
立
す
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
炭
化
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生
成
す
る
可
燃
ガ
ス
量
とバ
イ
オ
炭
の

固
定
炭
素
に
与
え
る
炭
化
温
度
の
影
響
に
つ
い
て
実
験
室
規
模
の
炭
化
炉
を
用
い
て
評
価
し
、炭
化
プ
ロ

セ
ス
で
生
成
す
る
可
燃
ガ
ス
に
よ
る
発
電
とバ
イ
オ
炭
の
農
地
施
用
に
よ
る
炭
素
貯
留
の
可
能
性
を
検
討

す
る
。
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浜
通
り地

域
の
資
源
を
利
活
用
し
た
高
効
率
・循
環
型
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
・地
産
地
消
シ
ス
テ
ム

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

実
験
室
規
模
の
炭
化
炉
を
用
い
た
炭
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
生
成
す
る
可
燃
ガ
ス
量
評
価

•
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
炭

化
プ

ロ
セ

ス
に

お
い

て
水

素
、

一
酸

化
炭

素
、

メ
タ

ン
等

の
可

燃
ガ

ス
と

バ
イ

オ
炭

が
同

時
に

生
成

•
炭

化
温

度
の

上
昇

に
伴

い
生

成
し

た
可

燃
ガ

ス
の

発
熱

量
は

増
大

•
ス

ギ
木

粉
か

ら
生

成
し

た
可

燃
ガ

ス
の

発
熱

量
は

1 
g（

乾
燥

重
量

）
当

た
り

約
12

 k
J（

H
H

V）

•
実

証
試

験
の

規
模

（
1時

間
当

た
り

50
 k

g[
乾

燥
重

量
]の

バ
イ

オ
マ

ス
炭

化
を

想
定

）
の

炭
化

炉
で

は
、

発
熱

量
（

H
HV

）
約

20
 M

J/
Nm

3 の
可

燃
ガ

ス
が

約
28

 N
m

3 /
hr

生
成

す
る

と
推

定

•
実

証
試

験
の

規
模

（
1時

間
当

た
り

50
 k

g[
乾

燥
重

量
]の

バ
イ

オ
マ

ス
炭

化
を

想
定

）
の

炭
化

炉
か

ら
得

ら
れ

る
可

燃
ガ

ス
を

燃
料

と
し

て
約

50
 

kW
の

発
電

が
可

能
と

推
定

（
発

電
効

率
32

％
の

場
合

）
炭

化
生

成
ガ

ス
の

発
熱

量
（

ガ
ス

濃
度

安
定

時
）

実
験

室
規

模
の

連
続

式
炭

化
炉

炭
化

炉
生

成
ガ

ス
の

分
析

装
置

実
験

結
果

か
ら推

定
され

る
発

電
時

の
出

力

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

該
当

な
し

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

該
当

な
し

（
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

佐
藤
陽
一
（
海
藻
類
の
大
量
養
殖
コ
ア
技
術
研
究
開
発
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
理
研
食
品
株
式
会
社
（
代
表
機
関
）
、理
化
学
研
究
所
、長
崎
大

学
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


コン
ブ
の
養
殖
生
産
性
が
従
来
の

5倍
以
上
とな
る
「３

D
養
殖
法
」を
開
発


海
藻
養
殖
に
よ
る

CO
2固

定
能
力
の
定
量
評
価
精
度
向
上
の
た
め
の
測
定
法
開
発
を
推
進


海
藻
類
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
能
力
を
最
大
化
す
る
た
め
の
大
量
養
殖
と評

価
法
開
発
が
期
待
で
き
る

バ
イ
オ
エ
コノ
ミー
に
対
応
し
た
海
藻
類
の
大
量
養
殖
コア
技
術
の
研
究
開
発
と福

島
県
沿
岸
に
お
け
る
生
産
拠
点
形
成
の
実
証
研
究

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


コ
ン
ブ
３

D
養
殖
法
の
開
発
：
従
来
の
コ
ン
ブ
養
殖
は
海
面
付
近
に
水
平
に
設
置
し
た
ロ
ー
プ
に
種
苗
を
設
置
す
る
の
で
、
そ
の
生
産
は

2次
元

的
な
も
の
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
３

D
養
殖
手
法
」
は
あ
ら
か
じ
め
種
苗
を
設
置
し
た
ロ
ー
プ
を
水
平
ロ
ー
プ
に
対
し
て
垂
直
方
向
に
設
置

す
る
た
め
に
漁
場
の

3次
元
的
な
活
用
が
可
能
と
な
り
、
単
位
養
殖
面
積
当
た
り
の
生
産
量
の
増
大
が
期
待
で
き
る
。
岩
手
県
大
船
渡
市
に
お
い

て
本
手
法
を
試
行
し
た
結
果
、
従
来
の
約

5倍
と
な
る

40
kg

/m
の
収
穫
に
達
し
た
。
ま
た
、
垂
直
ロ
ー
プ
の
設
置
間
隔
は

2m
が
適
正
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
得
ら
れ
た
コ
ン
ブ
は
食
品
、
エ
キ
ス
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
事
業
者
に
提
供
し
、
利
活
用
の
検
討
を
開
始
し
た
。


海
藻
類
養
殖
に
よ
る

CO
2固

定
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
生
態
系
純
一
次
生
産
量
（

N
EP
）
を
コ
ン
ブ
や
ヒ
ト
エ
グ
サ
な
ど
の
海
藻
種
別
・
養
殖

手
法
別
に
測
定
し
、
本
研
究
で
開
発
し
た
３

D
養
殖
で
あ
っ
て
も
養
殖
密
度
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま

た
、

CO
2固

定
の
結
果
と
し
て
宮
城
県
松
島
湾
の
海
底
か
ら
採
取
し
た
底
質
コ
ア
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
た
結
果
、
海
藻
養
殖
の
実
績
が
あ
る
場
所

か
ら
は
海
藻
由
来
の
炭
素
成
分
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
閉
鎖
系
水
槽
を
使
用
し
た
培
養
実
験
の
結
果
か
ら
、
コ
ン
ブ
を
養

殖
し
た
海
水
中
か
ら
難
分
解
性
多
糖
で
あ
る
フ
コ
イ
ダ
ン
の
定
量
化
に
成
功
し
た
。

今
後

の
展

望
３

D
養
殖
法
の
生
産
性
向
上
と

CO
2固

定
量
評
価
精
度
の
向
上
に

よ
り、
海
藻
類
の
大
量
養
殖
と多

面
的
利
活
用
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ

シ
ョン
推
進
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】高
い
バ
イ
オ
マ
ス
収
量
が
期
待
で
き
る
１
年
生
マ
コ
ン
ブ
と福

島
県
が
全
国
有
数
の

養
殖
産
地
で
あ
る
ヒロ
ハ
ノヒ
ト
エ
グ
サ
を
原
料
とし
て
、大
量
養
殖
生
産
コ
ア
技
術
開
発
と、
そ
れ
に
よ
る

CO
2固

定
量
の
定
量
評
価
（
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
効
果
）
に
関
す
る
研
究
を
推
進
す
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】マ
コ
ン
ブ
の
大
規
模
養
殖
を
実
現
す
る
た
め
に
、漁
場
を
三
次
元
的
に
活

用
し
た
「３

D
養
殖
法
」を
実
践
し
、そ
れ
に
対
応
し
た
種
苗
生
産
設
備
を
整
備
す
る
。マ
コ
ン
ブ
養

殖
に
よ
る

CO
2固

定
量
定
量
評
価
の
た
め
の
測
定
手
法
開
発
も
推
進
す
る
。

（
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バ
イ
オ
エ
コノ
ミー
に
対
応
し
た
海
藻
類
の
大
量
養
殖
コア
技
術
の
研
究
開
発
と福

島
県
沿
岸
に
お
け
る
生
産
拠
点
形
成
の
実
証
研
究

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
コ
ン
ブ
３

D
養
殖
法
の
開
発

•
大

量
養

殖
を

実
現

す
る

た
め

に
、

従
来

の
海

面
に

水
平

設
置

し
た

ロ
ー

プ
で

は
な

く
、

種
苗

を
設

置
し

た
ロ

ー
プ

を
垂

直
方

向
に

設
置

し
て

漁
場

を
3次

元
的

に
活

用
す

る
手

法
を

開
発

し
た

。
垂

直
ロ

ー
プ

の
長

さ
は

コ
ン

ブ
の

光
合

成
特

性
お

よ
び

作
業

性
の

面
か

ら
7m

が
適

正
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

ま
た

、
そ

の
設

置
間

隔
は

2m
で

あ
れ

ば
絡

ま
ら

ず
に

養
殖

で
き

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
岩

手
県

大
船

渡
市

で
養

殖
し

た
藻

体
は

20
24

年
5月

か
ら

7月
に

か
け

て
収

穫
し

、
食

品
、

エ
キ

ス
、

バ
イ

オ
マ

ス
等

に
使

用
す

る
事

業
者

に
提

供
し

、
利

活
用

の
検

討
を

開
始

し
た

。

•
３

D
養

殖
に

使
用

す
る

種
苗

の
生

産
手

法
を

開
発

す
る

た
め

に
、

岩
手

県
陸

前
高

田
市

に
試

験
設

備
を

整
備

し
た

。
垂

直
ロ

ー
プ

に
コ

ン
ブ

の
遊

走
子

を
直

接
付

着
さ

せ
て

、
あ

ら
か

じ
め

培
養

試
験

に
よ

り
明

ら
か

に
し

た
環

境
を

付
与

さ
せ

る
こ

と
で

幼
葉

が
高

密
度

に
発

芽
し

た
種

苗
の

生
産

に
至

っ
た

。

•
一

連
の

成
果

は
、

20
24

年
7月

に
大

船
渡

市
に

お
い

て
開

催
し

た
公

開
セ

ミ
ナ

ー
で

発
表

す
る

と
と

も
に

、
３

D
養

殖
の

現
場

視
察

会
を

開
催

し
た

。
当

日
は

海
藻

類
に

よ
る

ブ
ル

ー
カ

ー
ボ

ン
関

連
の

取
り

組
み

に
関

心
あ

る
企

業
・

団
体

等
約

80
名

が
参

加
し

、
実

際
に

養
殖

生
産

の
場

を
共

有
す

る
こ

と
で

相
互

に
理

解
が

深
ま

り
、

そ
の

後
の

共
同

研
究

や
共

同
開

発
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

Ca
rb

on
 a

nd
 n

itr
og

en
 c

on
te

nt
s 

de
pe

nd
s 

on
 m

ac
ro

al
ga

l s
pe

ci
es

, t
he

ir 
tis

su
e 

se
ct

io
n,

 a
nd

 d
ev

el
op

m
en

t s
ta

ge
, 

Sa
to

 e
t a

l. 
Ph

yc
ol

og
ic

al
 R

es
ea

rc
h 

(in
 p

re
ss

)（
他

２
報

投
稿

中
）

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

理
化

学
研

究
所

『漁
業

と環
境

に
貢

献
す

るコ
ンブ

の
研

究
開

発
事

業
』 

理
化

学
研

究
所

W
EB

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

20
24

/6
/1

8
他

13
件

岩
手

県
大

船
渡

市
綾

里
に

お
け

る
コ

ン
ブ

３
D

養
殖

の
実

証
試

験
。

垂
直

に
設

置
し

た
ロ

ー
プ

に
高

密
度

に
コ

ン
ブ

が
生

育
し

て
お

り
、

単
位

面
積

当
た

り
で

従
来

の
約

5倍
の

生
産

量
を

達
成

し
た

。
左

上
は

３
D養

殖
の

模
式

図
。

３
D

養
殖

に
使

用
す

る
種

苗
生

産
手

法
を

検
討

す
る

た
め

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

設
備

を
整

備
し

、
垂

直
ロ

ー
プ

に
遊

走
子

を
直

接
付

着
さ

せ
て

発
芽

さ
せ

る
手

法
を

開
発

し
た

。
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

柴
田
敏
行
（

R
eb

or
n 

Fu
ku

sh
im

a 
Se

aコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
三
重
大
学
（
代
表
機
関
）
、京
都
工
芸
繊
維
大
学
、京
都
大
学
、B

io
-

en
er

gy
株
式
会
社
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
大
型
藻
類
の
ク
ロ
ロ
フィ
ル
蛍
光
パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
測
定
を
開
始


（
研
究
成
果

2）
マ
リン
ポ
リフ
ェノ
ー
ル
の
生
産
と高

機
能
化
の
基
盤
とな
る
技
術
開
発
を
開
始


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
「ブ
ル
ー
・カ
ー
ボ
ン
リサ
イ
ク
ル
」の
社
会
実
装
の
基
盤
とな
る
技
術
開
発
を
開
始

大
型
藻
類
を
介
し
た
「C

CU
技
術
」の
開
発
と福

島
で
の
社
会
実
装
に
向
け
た
研
究

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


大
型
藻
類
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
蛍
光
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
測
定
を
開
始
：

本
事
業
で
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ア
技
術
と
し
て
大
型
藻
類
に
対
応
す
る
「

CO
2吸
収
・
固
定
能
の
新
し
い
評
価
法
」
を
開

発
し
，
国
際
標
準
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
拡
大
培
養
し
た
フ
リ
ー
配
偶
体
を
成
熟
さ
せ
受
精
に
よ
り
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
類
の
幼

体
を
生
産
し
、
藻
類
の
生
長
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
蛍
光
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
測
定
を
開
始
し
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
三
重
県
鳥
羽
市
国
崎
の
天
然
サ
ガ
ラ
メ
場
を
設
定
し
、
天
然
個
体
を
対
象
と
し
た
測
定
と
デ
ー
タ
集
積
も
開
始
し
ま
し
た
。


マ
リ
ン
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

®
生
産
と
高
機
能
化
の
た
め
の
基
盤
技
術
を
開
発
：

マ
リ
ン
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

®
の
フ
ロ
ロ
タ
ン
ニ
ン
類
は
，
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
類
と
い
っ
た
海
藻
類
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類

で
す
．
こ
れ
ら
は
，
抗
酸
化
性
，
抗
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
，
抗
糖
化
性
な
ど
多
彩
な
生
理
機
能
を
持
つ
こ
と
か
ら
，
海
藻
類
に
特
徴
的
な
有

用
二
次
代
謝
物
質
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
．
令
和

6年
度
は
，
マ
リ
ン
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

®
の
商
用
生
産
の
た
め
に
必
要
な
抽
出
法
を
検

討
し
，
藻
体
含
量
に
対
し
て
約

86
%
の
抽
出
が
可
能
な
条
件
を
確
立
し
ま
し
た
．
さ
ら
に
，
マ
リ
ン
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

®
の
生
体
利
用
性
の
向

上
を
目
的
に
そ
れ
ら
の
配
糖
体
調
製
の
た
め
の
試
験
を
開
始
し
，
配
糖
化
が
可
能
な
糖
質
加
水
分
解
酵
素
を
見
出
し
ま
し
た
．

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

大
型
藻
類
に
対
応
す
る
「C

O
2吸
収
・固
定

能
の
新
し
い
評
価
法
」を
開
発

福
島
の
地
に
世
界
初
の
「マ
リン
・フ
ァイ
ン

ケ
ミカ
ル
」産
業
を
創
成

【事
業
の
背
景
・目
的
】ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
の
コ
ア
技
術
とし
て
、大
型
藻
類
の

CO
2吸
収
・固
定
能
に

つ
い
て
新
し
い
評
価
法
を
開
発
す
る
。さ
ら
に
吸
収
し
た

CO
2を
貯
留
す
る
だ
け
で
な
く、
大
型
藻
類
の
完
全

利
用
技
術
「カ
ス
ケ
ー
ド
型
物
質
生
産
プ
ロ
セ
ス
」を
開
発
し
、物
質
生
産
と化

石
燃
料
の
削
減
を
両
立
さ
せ

た
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、「
福
島
モ
デ
ル
」の
世
界
発
信
と、
社
会
実
装
を
目
指
す
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

・ア
ラ
メ
・カ
ジ
メ
類
を
モ
デ
ル
藻
類
とし
て
ク
ロ
ロ
フィ
ル
蛍
光
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
測
定
の
開
始

・マ
リン
ポ
リフ
ェノ
ー
ル
の
抽
出
効
率
の
最
大
化
、リ
ー
ド
化
合
物
と配

当
化
酵
素
の
選
定

マ
リ
ン
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

®
は
，
国
立
大
学
法
人
三
重
大
学
の
登
録
商
標
で
す
．
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大
型
藻
類
を
介
し
た
「C

CU
技
術
」の
開
発
と福

島
で
の
社
会
実
装
に
向
け
た
研
究

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
大
型
藻
類
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
蛍
光
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
測
定
を
開
始

大
型

藻
類

は
、

陸
上

植
物

や
微

細
藻

類
を

上
回

る
CO

2吸
収

・
固

定
能

を
持

つ
と

さ
れ

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
そ

の
知

見
は

、
特

定
の

種
や

海
域

を
対

象
と

し
た

断
片

的
な

も
の

で
あ

り
統

一
さ

れ
た

測
定

方
法

が
用

い
ら

れ
て

い
な

い
た

め
、

現
時

点
で

は
「

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

な
デ

ー
タ

」
と

言
え

ま
す

。

こ
の

事
業

で
は

、
ア

ラ
メ

・
カ

ジ
メ

類
を

モ
デ

ル
海

藻
と

し
破

壊
分

析
（

元
素

分
析

、
重

量
・

固
形

分
・

有
機

物
含

量
測

定
）

と
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
蛍

光
パ

ラ
メ

ー
タ

ー
測

定
（

非
破

壊
分

析
）

の
相

関
関

係
を

解
析

し
な

が
ら

、
フ

ィ
ー

ル
ド

調
査

に
も

対
応

で
き

る
「

CO
2吸

収
・

固
定

能
の

新
し

い
評

価
法

の
開

発
」

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

令
和

6年
度

は
、

拡
大

培
養

し
た

フ
リ

ー
配

偶
体

を
成

熟
さ

せ
た

後
、

受
精

に
よ

り
ア

ラ
メ

・
カ

ジ
メ

類
の

幼
体

を
生

産
し

ま
し

た
。

こ
れ

ら
を

培
養

し
な

が
ら

大
型

藻
類

の
生

長
に

応
じ

た
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
蛍

光
パ

ラ
メ

ー
タ

ー
測

定
を

行
っ

て
い

ま
す

。

三
重

県
の

伊
勢

志
摩

地
域

に
は

、
ア

ラ
メ

・
カ

ジ
メ

類
の

藻
類

で
あ

る
サ

ガ
ラ

メ
が

群
生

し
て

い
ま

す
。

三
重

県
鳥

羽
市

国
崎

の
サ

ガ
ラ

メ
場

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

設
定

し
、

ラ
ン

ダ
ム

に
抽

出
し

た
藻

体
に

つ
い

て
、

光
化

学
系

II
で

の
電

子
伝

達
の

光
量

子
収

率
の

測
定

を
開

始
し

ま
し

た
。

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

フリ
ー

配
偶

体
か

ら発
生

させ
た

アラ
メ・

カジ
メ類

の
幼

体

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

Im
ag

in
g-

PA
M

を
用

い
た

クロ
ロフ

ィル
蛍

光
パ

ラメ
ー

ター
測

定

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

該
当

な
し

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

20
25

年
1月

3日
付

の
伊

勢
新

聞
で

「三
重

大
が

取
り組

む
新

しい
「も

の
づ

くり
」」

の
記

事
に

て
，

大
型

藻
類

バ
イオ

リフ
ァイ

ナ
リー

研
究

に
つ

い
て

紹
介

され
た

・学
会

賞
受

賞
3件

（
日

本
食

品
化

学
学

会
第

30
回

総
会

・学
術

大
会

若
手

優
秀

発
表

賞
，

日
本

農
芸

化
学

会
中

部
支

部
例

会
企

業
奨

励
賞

，
他

）

D
iv

in
g-

PA
M

を用
い

た
天

然
サ

ガ
ラメ

場
で

の
クロ

ロフ
ィル

蛍
光

パ
ラメ

ー
ター

の
測

定

（
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

小
杉
知
佳
（
「バ
イ
オ
エ
コ
ノミ
ー
創
出
を
狙
った
ゲ
ノム
編
集
に
よ
る
海
藻
エ
リー
ト
株
な
ら
び
に
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
利
用
に
お
け
る
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
相
当
技

術
の
開
発
」共
同
研
究
機
関
（
日
本
製
鉄
（
代
表
機
関
）
、金
属
系
材
料
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
ゲ
ノム
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
マ
コン
ブ
とそ
れ
に
近
縁
な
珪
藻
の
有
性
生
殖
因
子
候
補
を
ス
ク
リー
ニ
ン
グ


（
研
究
成
果

2）
マ
コン
ブ
の
炭
化
挙
動
、基
本
性
状
を
把
握


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
とカ
ー
ボ
ン
ニ
ュー
ト
ラ
ル
原
料
源
とし
て
産
業
利
用
も
対
象
とし
た
研
究
開
発

バ
イ
オ
エ
コノ
ミー
創
出
を
狙
った
ゲ
ノム
編
集
に
よ
る
海
藻
エ
リー
ト
株
な
ら
び
に
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
利
用
に
お
け
る

BE
CC

S相
当
技
術
の
開
発

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


（
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
マ
コ
ン
ブ
と
そ
れ
に
近
縁
な
珪
藻
の
有
性
生
殖
因
子
候
補
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
日
鉄
、
北
大
、
関
学
）
：

環
境

負
荷

を
低

減
し

た
ゲ

ノ
ム

編
集

を
実

現
す

る
た

め
、

海
藻

の
不

稔
化

を
検

討
し

た
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
遺

伝
子

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

に
際

し
て

は
、

マ
コ

ン
ブ

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

が
長

く
、

ゲ
ノ

ム
編

集
後

に
目

的
と

す
る

表
現

形
質

の
確

認
に

時
間

を
要

す
る

た
め

、
マ

コ
ン

ブ
に

近
縁

な
珪

藻
を

対
象

に
有

性
生

殖
に

関
す

る
候

補
遺

伝
子

を
探

索
し

た
。

2つ
の

候
補

遺
伝

子
に

つ
い

て
は

マ
コ

ン
ブ

と
の

相
同

性
が

高
い

こ
と

を
確

認
し

た
う

え
で

、
ガ

イ
ド

RN
Aを

設
計

し
、

珪
藻

に
対

し
て

ゲ
ノ

ム
編

集
を

行
っ

た
。

珪
藻

ゲ
ノ

ム
編

集
株

に
つ

い
て

、
増

殖
性

を
確

認
し

た
結

果
、

野
生

株
と

増
殖

性
に

大
き

く
変

化
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
体

細
胞

分
裂

に
影

響
が

な
く

、
他

形
質

の
変

化
が

予
想

さ
れ

た
た

め
、

マ
コ

ン
ブ

向
け

の
候

補
遺

伝
子

と
し

て
選

定
し

た
。


（
マ
コ
ン
ブ
の
炭
化
挙
動
、
基
本
性
状
を
把
握
、

JR
CM
、
九
大
、
日
鉄
）
：

マ
コ

ン
ブ

の
製

鉄
向

け
炭

材
と

し
て

の
利

用
に

向
け

、
炭

素
化

挙
動

の
把

握
、

な
ら

び
に

組
成

を
把

握
し

た
。

炭
素

化
温

度
10

00
℃

で
は

、
60

0℃
と

比
較

し
て

、
揮

発
分

が
減

少
す

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
ま

た
、

炭
素

化
温

度
が

高
い

方
が

炭
素

並
び

に
灰

分
が

増
加

す
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

揮
発

分
は

、
灰

分
の

除
去

に
よ

り
さ

ら
に

低
減

で
き

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

何
ら

か
の

方
法

に
よ

る
灰

分
の

低
減

の
必

要
性

が
示

さ
れ

た
。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

・環
境
負
荷
を
低
減
し
た
マ
コン
ブ
の

ゲ
ノム
編
集
株
の
獲
得

・海
藻
炭
材
の
利
用
プ
ロ
セ
ス
の
構

築

【事
業
の
背
景
・目
的
】本
研
究
で
は
、ゲ
ノム
編
集
技
術
に
よ
り、
マ
リン
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
有
利
な
形
質

を
も
つ
海
藻
株
を
作
出
し
、製
鉄
工
程
で
用
い
る
炭
素
材
料
とし
て
の
利
用
とブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ット

の
活
用
に
よ
りC

CS
相
当
技
術
の
開
発
と実

証
を
行
うこ
とを
目
的
とす
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

・環
境
負
荷
を
低
減
し
た
ゲ
ノム
編
集
を
実
現
す
る
た
め
、海
藻
の
不
稔
化
を
検
討
。

・海
藻
炭
材
の
基
本
性
状
を
把
握
。
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エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
マ
コ
ン
ブ
の
炭
化
挙
動
、
基
本
性
状
を
把
握
（

JR
CM
、
九
大
、
日
鉄
）

•
乾

燥
コ

ン
ブ

を
粉

砕
し

、
小

型
管

状
炉

で
炭

素
化

を
行

っ
た

。
炭

素
化

温
度

は
、

60
0、

10
00

℃
、

保
持

時
間

は
2時

間
と

し
た

。
炭

素
化

前
後

の
コ

ン
ブ

試
料

に
つ

い
て

は
、

熱
重

量
分

析
装

置
に

て
熱

分
解

挙
動

（
5℃

/分
、

10
00

℃
、

30
分

保
持

）
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
元

素
組

成
を

分
析

し
た

。

•
コ

ン
ブ

粉
末

は
20

0～
30

0℃
で

は
、

急
激

な
重

量
減

少
が

み
ら

れ
、

熱
分

解
が

起
こ

っ
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

一
方

、
炭

素
化

物
で

は
同

じ
温

度
帯

で
の

変
化

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

•
80

0℃
以

上
の

高
温

域
で

は
、

10
00

℃
炭

素
化

物
よ

り
も

60
0℃

炭
素

化
物

の
方

が
重

量
減

少
が

大
き

く
、

60
0℃

炭
素

化
物

に
残

留
し

た
揮

発
分

が
気

化
し

て
い

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

•
熱

重
量

変
化

か
ら

、
揮

発
分

を
試

算
し

た
結

果
、

10
00

℃
炭

素
化

物
で

は
約

36
w

t%
で

あ
っ

た
の

に
対

し
、

60
0℃

炭
素

化
物

で
は

約
54

w
t%

と
試

算
さ

れ
、

炭
素

化
温

度
に

よ
り

揮
発

分
の

制
御

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。

•
炭

素
化

物
の

元
素

組
成

の
結

果
か

ら
、

炭
素

化
処

理
に

よ
り

炭
素

含
有

量
な

ら
び

に
灰

分
が

増
加

す
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

製
鉄

プ
ロ

セ
ス

で
の

利
用

を
考

慮
し

て
、

灰
分

の
除

去
の

必
要

性
が

示
さ

れ
た

。
熱

分
解

挙
動

お
よび

揮
発

分
量

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

該
当

な
し

・（
特

許
出

願
）

日
鉄

ケ
ミカ

ル
アン

ドマ
テ

リア
ル

、静
岡

大
学

、出
願

済
み

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

七
條

保
治

「日
鉄

ケ
ミカ

ル
＆

マテ
リア

ル
株

式
会

社
環

境
報

告
書

20
24

、マ
リン

バ
イオ

マス
や

木
質

バ
イオ

マス
を利

用
した

カー
ボ

ン
ニュ

ー
トラ

ル
材

料
の

開
発

」（
20

24
年

10
月

1日
）

バ
イ
オ
エ
コノ
ミー
創
出
を
狙
った
ゲ
ノム
編
集
に
よ
る
海
藻
エ
リー
ト
株
な
ら
び
に
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
利
用
に
お
け
る

BE
CC

S相
当
技
術
の
開
発

コ
ン
ブ
粉
末60

0 ℃
炭
素
化
物

10
00
℃
炭
素
化
物
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

多
田
千
佳
（
東
北
大
学
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
マ
コン
ブ
か
ら
の
水
素
・メ
タ
ン
発
酵
の
高
効
率
化
とネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン


（
研
究
成
果

2）
メ
タ
ン
発
酵
消
化
液
の
海
藻
育
苗
の
栄
養
塩
利
用
が
可
能
で
あ
る
こと
が
判
明


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
マ
コン
ブ
を
循
環
利
用
しな
が
ら
、C

O
2削
減
に
大
き
く貢
献
で
き
る

浜
通
りブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
シ
ス
テ
ム
の
構
築

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


（
成
果
１

マ
コ
ン
ブ
か
ら
の
水
素
・メ
タ
ン
発
酵
の
高
効
率
化
とネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
）
：

マ
コ

ン
ブ

の
高

効
率

な
水

素
・

メ
タ

ン
発

酵
を

目
的

に
、

水
素

発
酵

で
は

pH
5が

最
適

条
件

で
あ

り
、

ア
ル

ギ
ン

酸
や

マ
ン

二
ト

ー
ル

か
ら

水
素

発
生

を
確

認
し

た
こ

と
、

ま
た

、
マ

コ
ン

ブ
か

ら
の

水
素

発
生

に
関

与
す

る
微

生
物

と
し

て
Fo

rm
os

a属
、

 O
sc

ill
os

pi
ra

属
、

Cl
os

tr
id

iu
m

属
や

La
ch

no
sp

ira
ce

ae
の

微
生

物
が

関
与

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
ま

た
、

マ
コ

ン
ブ

の
前

処
理

後
の

メ
タ

ン
発

酵
で

は
、

前
処

理
あ

り
の

方
が

前
処

理
な

し
に

比
較

し
て

メ
タ

ン
ガ

ス
変

換
が

約
2倍

高
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
前

処
理

＋
メ

タ
ン

発
酵

処
理

を
実

施
し

た
結

果
、

メ
タ

ン
変

換
効

率
が

既
往

研
究

と
同

等
レ

ベ
ル

に
な

っ
た

。
こ

れ
ま

で
の

既
往

研
究

で
は

、
「

乾
燥

」
→

「
粉

砕
」

→
「

前
処

理
」

→
「

メ
タ

ン
発

酵
」

で
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

本
研

究
で

は
乾

燥
工

程
が

な
く

、
前

処
理

技
術

も
そ

の
他

の
既

往
技

術
に

比
べ

て
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

低
コ

ス
ト

で
、

且
つ

、
高

い
メ

タ
ン

変
換

効
率

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

本
技

術
を

導
入

し
た

場
合

に
、

10
 h

aの
海

藻
養

殖
の

一
部

を
メ

タ
ン

発
酵

す
る

こ
と

で
、

育
苗

施
設

か
ら

排
出

さ
れ

る
CO

2
量

よ
り

も
多

く
の

CO
2量

を
削

減
す

る
効

果
が

あ
り

、
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
シ

ス
テ

ム
に

な
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。


（
成
果
２

メ
タ
ン
発
酵
消
化
液
の
海
藻
育
苗
の
栄
養
塩
利
用
）
：

マ
コ

ン
ブ

の
メ

タ
ン

発
酵

後
の

消
化

液
を

マ
コ

ン
ブ

の
育

苗
に

使
用

し
た

。
そ

の
結

果
、

配
偶

体
、

胞
子

体
と

も
に

消
化

液
の

適
切

な
添

加
量

に
よ

っ
て

培
養

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。
ま

た
、

消
化

液
に

よ
る

環
境

基
準

水
質

を
把

握
し

、
実

海
域

適
用

に
反

映
す

る
知

見
を

取
得

し
た

。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

分
解
不
十
分
の
海
藻
固
形
分
に
つ

い
て
有
用
微
生
物
に
よ
る
ガ
ス
化
を

促
進
さ
せ
る
こと
で
、さ
ら
に
効
率
を

向
上
さ
せ
、産

業
化
を
目
指
す
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】牛
の
第
一
胃
（
ル
ー
メ
ン
）
の
内
容
物
由
来
の
微
生
物
群
を
利
用
し
、海
藻
を
原

料
とす
る
メ
タ
ン
発
酵
を
高
効
率
化
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
行
うと
とも
に
、メ
タ
ン
発
酵
の
過
程
に
お
い
て

副
生
す
る
栄
養
塩
を
含
む
溶
液
を
海
藻
育
苗
に
活
用
す
る
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
取

得
す
る
こと
等
に
よ
り、
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
の
コ
ア
技
術
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】海

藻
を

原
料

と
し

た
嫌

気
性

発
酵

プ
ロ

セ
ス

(水
素

お
よ

び
メ

タ
ン

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

回
収

)と
、

発
酵

後
に

得
ら

れ
る

消
化

液
を

利
用

し
た

海
藻

育
苗

プ
ロ

セ
ス

の
有

効
性

を
検

討
す

る
。
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•
（

前
処

理
：

牛
ル

ー
メ

ン
由

来
微

生
物

群
を

用
い

た
海

藻
か

ら
の

水
素

生
産

）
前

処
理

工
程

で
、

牛
ル

ー
メ

ン
由

来
微

生
物

群
を

用
い

て
海

藻
の

可
溶

化
処

理
を

促
し

た
結

果
、

pH
５

で
水

素
発

生
が

最
も

高
く

、
海

藻
分

解
に

寄
与

す
る

微
生

物
群

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
こ

れ
ら

は
、

海
由

来
の

微
生

物
と

牛
ル

ー
メ

ン
由

来
微

生
物

が
そ

れ
ぞ

れ
の

働
き

に
よ

っ
て

、
可

溶
化

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

•
（

メ
タ

ン
発

酵
処

理
と

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
）

前
処

理
後

マ
コ

ン
ブ

溶
液

の
メ

タ
ン

発
酵

で
は

、
原

料
投

入
あ

た
り

の
理

論
値

に
対

し
て

高
い

メ
タ

ン
変

換
収

率
を

得
た

。
そ

の
結

果
、

本
技

術
を

導
入

し
た

場
合

、
10

 h
aの

海
藻

養
殖

の
一

部
を

メ
タ

ン
発

酵
す

る
こ

と
で

、
育

苗
施

設
か

ら
排

出
さ

れ
る

CO
2よ

り
も

大
き

な
CO

2削
減

効
果

が
あ

り
、

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

シ
ス

テ
ム

に
な

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

•
（

海
藻

の
メ

タ
ン

発
酵

消
化

液
の

海
藻

育
苗

へ
の

利
用

）
発

酵
消

化
液

に
お

け
る

環
境

基
準

水
質

お
よ

び
栄

養
塩

を
分

析
し

、
実

適
用

に
反

映
す

る
知

見
を

取
得

し
た

。
ま

た
、

当
該

消
化

液
の

成
分

は
、

マ
コ

ン
ブ

、
ア

ラ
メ

と
サ

ガ
ラ

メ
の

種
苗

胞
子

体
へ

の
生

長
促

進
と

健
全

性
（

色
彩

）
の

改
善

に
寄

与
し

た
こ

と
を

培
養

試
験

で
確

認
し

た
。

上
述

藻
類

の
種

類
に

よ
る

発
酵

消
化

液
の

適
正

添
加

濃
度

も
把

握
し

た
。

浜
通
りブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィブ
エ
ミッ
シ
ョン
シ
ス
テ
ム
の
構
築

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
学

会
発

表
）

H
yd

ro
ge

n 
Pr

od
uc

tio
n 

fr
om

 S
ea

w
ee

d 
by

 M
ic

ro
or

ga
ni

sm
s 

fr
om

 C
at

tle
 R

um
en

 F
lu

id
, W

ET
20

24
, 2

02
4.

7 
牛

の
 牛

ル
ー

メ
ン

液
由

来
の

微
生

物
を

用
い

た
海

藻
か

ら
の

水
素

・
メ

タ
ン

生
産

の
効

率
化

,日
本

水
環

境
学

会
、

20
25

.3
・（

プレ
ス

リリ
ー

ス
等

）
第

20
回

バ
イオ

マス
科

学
会

議
で

ポ
ス

ター
賞

を受
賞

しま
した

。2
02

5年
02

月
JA

N
US

消
化
液

5㎖
/ℓ

消
化
液

20
㎖
/ℓ

消
化
液

10
㎖
/ℓ

消
化
液
無
添
加

白
化

消
化

液
添

加
の

マコ
ンブ

胞
子

体
培

養

カ
ー

ボ
ン

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
を

実
現

で
き

る
海

藻
循

環
型

の
育

苗
シ

ス
テ

ム

（
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研
究
実
施
期
間

令
和

5年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

山
口
和
也
（
東
京
大
学
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
で
得
ら
れ
る
熱
分
解
油
の
脱
酸
素
化
に
有
効
な
触
媒
の
開
発


ガ
ス
ア
ト
マ
イ
ズ
法
に
よ
る

FT
に
有
効
な
多
孔
質
コバ
ル
ト
触
媒
の
開
発


福
島
に
お
け
る
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
と新

産
業
の
創
出

バ
イ
オ
統
合
型
グ
リー
ン
ケ
ミカ
ル
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る

CO
2資
源
化

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
で
得
ら
れ
る
熱
分
解
油
の
脱
酸
素
化
に
有
効
な
触
媒
の
開
発

バ
イ

オ
マ

ス
ガ

ス
化

の
際

に
副

産
物

と
し

て
得

ら
れ

る
酸

素
官

能
基

を
多

く
含

む
油

（
熱

分
解

油
）

を
有

効
活

用
す

る
た

め
に

は
、

水
素

化
脱

酸
素

が
有

効
な

手
段

で
あ

る
。

本
研

究
で

は
、

独
自

に
開

発
し

た
担

持
Pt

触
媒

が
水

素
化

脱
酸

素
に

極
め

て
有

効
で

あ
る

こ
と

を
見

出
し

た
。

本
触

媒
で

は
、

熱
分

解
油

の
モ

デ
ル

化
合

物
で

あ
る

グ
ア

イ
ヤ

コ
ー

ル
の

酸
素

官
能

基
を

極
め

て
温

和
な

条
件

で
す

べ
て

除
去

で
き

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

本
触

媒
は

実
際

の
熱

分
解

油
の

水
素

化
脱

酸
素

に
お

い
て

も
効

果
的

で
、

こ
の

成
果

を
ま

と
め

て
特

許
を

出
願

す
る

予
定

で
あ

る
。


ガ
ス
ア
ト
マ
イ
ズ
法
に
よ
る

FT
に
有
効
な
多
孔
質
コ
バ
ル
ト
触
媒
の
開
発

Al
を

犠
牲

金
属

と
し

て
用

い
、

ガ
ス

ア
ト

マ
イ

ズ
法

に
よ

る
Al

Fe
Co

、
Al

Fe
、

Al
Co

の
3種

類
の

合
金

微
粒

子
触

媒
を

開
発

し
た

。
ガ

ス
ア

ト
マ

イ
ズ

法
は

溶
融

金
属

を
滴

下
す

る
際

に
ガ

ス
を

噴
射

し
て

微
粒

子
化

す
る

手
法

で
あ

る
。

粒
径

に
分

布
が

で
き

る
こ

と
か

ら
ふ

る
い

分
け

に
よ

る
分

級
を

行
っ

た
。

酸
や

塩
基

で
エ

ッ
チ

ン
グ

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

Al
リ

ッ
チ

部
が

除
去

さ
れ

ス
ポ

ン
ジ

状
と

な
り

、
微

細
な

孔
を

有
す

る
多

孔
質

コ
バ

ル
ト

触
媒

の
開

発
に

成
功

し
た

。
こ

れ
ら

合
金

の
う

ち
Al

Co
を

N
aO

H
水

溶
液

で
エ

ッ
チ

ン
グ

処
理

し
た

多
孔

質
コ

バ
ル

ト
触

媒
を

用
い

て
、

シ
ン

グ
ル

マ
イ

ク
ロ

リ
ア

ク
タ

ー
に

お
い

て
0.

9 
M

Pa
、

H
2/

CO
比

=
2で

FT
反

応
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
比

較
的

低
圧

に
も

か
か

わ
ら

ず
28

0°
Cに

お
い

て
CH

4や
CO

2が
ほ

と
ん

ど
生

成
せ

ず
、

液
体

成
分

（
C 5

+
）

選
択

率
が

56
%

、
う

ち
SA

F 
と

な
り

得
る

C 8
～

C 1
6の

選
択

率
64

%
を

達
成

し
た

。
ま

た
、

一
般

的
な

AS
F分

布
か

ら
外

れ
る

挙
動

を
示

し
て

お
り

、
微

細
な

孔
に

よ
っ

て
FT

生
成

物
分

布
を

制
御

で
き

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

見
出

し
た

。

今
後

の
展

望

•
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュー
ト
ラ
ル
社
会
実
現
に

寄
与
す
る
先
端
的
な
グ
リー
ン
化
学

品
製
造
シ
ス
テ
ム
の
構
築

•
福
島
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効

利
用

•
福
島
で
の
新
産
業
の
創
出
・誘
致
・

集
積
・人
材
育
成

【事
業
の
背
景
・目
的
】福
島
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
の
原
料
ガ
ス
※
を
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュー
ト
ラ
ル
炭
素
の

原
料
とし
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
水
素
を
活
用
し
て
有
用
な
グ
リー
ン
化
学
品
（
主
に
液
体
燃

料
）
を
得
る
プ
ロ
セ
ス
の
統
合
化
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
う。

※
バ
イ
オ
マ
ス
を
ガ
ス
化
等
す
る
こと
に
よ
って
得
ら
れ
る

CO
/H

2,
CO

2

【令
和
６
年
度
の
目
的
】プ
ロ
セ
ス
シ
ス
テ
ム
概
念
設
計
の
た
め
の
情
報
収
集
等
を
実
施
す
る
。L

CA
算

定
ル
ー
ル
、S

AF
認
証
基
準
等
の
調
査
、社
会
実
装
に
向
け
た
戦
略
策
定
に
関
す
る
検
討
を
行
う。
ま
た
、

既
存

FT
シ
ス
テ
ム
等
に
関
す
る
調
査
、バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
に
関
す
る
検
討
、高
活
性
触
媒
の
開
発
、小

型
プ
ラ
ン
ト
に
関
す
る
基
本
設
計
等
を
行
う。
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BE
T比
表
面
積

: 
23

 m
2 /

g

バ
イ
オ
統
合
型
グ
リー
ン
ケ
ミカ
ル
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る

CO
2資
源
化

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
ガ
ス
ア
ト
マ
イ
ズ
法
に
よ
る

FT
に
有
効
な
多
孔
質
コ
バ
ル
ト
触
媒
の
開
発

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

CO
2 h

yd
ro

ge
na

tio
n 

ov
er

 F
e-

M
n-

Zn
 s

pi
ne

l o
xi

de
 n

an
oh

yb
rid

s
pr

ec
at

al
ys

ts
, Y

. L
iu

, F
. K

is
hi

m
ot

o,
 X

. L
u,

 J
. L

i, 
K.

 
Ta

ka
na

be
, A

pp
l. 

Ca
ta

l. 
B 

36
1 

(2
02

5)
 1

24
67

5.
・（

特
許

出
願

）
該

当
な

し
・（

プレ
ス

リリ
ー

ス
等

）
該

当
な

し

10
μm

図
1.

 ガ
ス
ア
ト
マ
イ
ズ
法
の
概
略

図
2.

 多
孔
質
コ
バ
ル
ト
触
媒
の

SE
M
像

図
3.

 多
孔
質
コ
バ
ル
ト
触
媒
の
吸
脱
着
曲
線

ガ
ス

ア
ト

マ
イ

ズ
法

(図
1)

に
よ

る
Al

Co
合

金
微

粒
子

に
つ

い
て

、
N

aO
H

水
溶

液
に

よ
る

エ
ッ

チ
ン

グ
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
Al

リ
ッ

チ
部

が
除

去
さ

れ
ス

ポ
ン

ジ
状

と
な

っ
た

こ
と

を
SE

M
像

か
ら

確
認

し
た

。
(図

2)
 A

lC
oで

は
エ

ッ
チ

ン
グ

後
に

吸
脱

着
等

温
線

で
ヒ

ス
テ

リ
シ

ス
が

確
認

さ
れ

、
微
細
な

孔
の
形
成

を
確

認
し

た
。

(図
3)

 ま
た

、
BE

T比
表
面
積
が
比
較
的
大
き
な
コ
バ
ル
ト
微
粒
子

が
形

成
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
Al

Co
を

エ
ッ

チ
ン

グ
処

理
し

た
多

孔
質

コ
バ

ル
ト

触
媒

を
用

い
て

、
シ

ン
グ

ル
マ

イ
ク

ロ
リ

ア
ク

タ
ー

に
お

い
て

0.
9 

M
Pa

、
H

2/
CO

比
=

2で
FT

反
応

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

比
較

的
低

圧
に

も
か

か
わ

ら
ず

28
0°

Cに
お

い
て

CH
4や

CO
2が

ほ
と

ん
ど

生
成

せ
ず

、
液

体
成

分
（

C 5
+
）

選
択

率
が

56
%

、
う
ち

SA
Fと
な
り
得
る

C 8
～

C 1
6の
選
択
率

64
%
を
達
成
し
た

。
(表

1,
 図

4)
 ま

た
、

一
般

的
な

AS
F分

布
か

ら
外

れ
る

挙
動

を
示

し
て

お
り

、
微
細
な
孔
に
よ
っ
て

FT
生
成
物

分
布
を
制
御
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と

を
見

出
し

た
。

(図
5)

表
1.

 多
孔
質
コ
バ
ル
ト
触
媒
の

FT
活
性
試
験
結
果

図
4.

 F
T反
応
の
生
成
物
分
布

図
5.

 A
SF
プ
ロ
ッ
ト

（
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
水
電
解
単
セ
ル
試
験
装
置

10
台
か
ら
成
る
並
列
試
験
装
置
の
設
計
・
構
築
：

低
コ

ス
ト

化
を

意
図

し
た

マ
イ

ク
ロ

コ
ン

バ
ー

タ
（

商
用

交
流

電
源

を
電

解
用

直
流

電
源

に
変

換
）

試
作

品
と

10
0W

級
固

体
高

分
子

（
PE

M
）

形
水

電
解

単
セ

ル
の

連
係

試
験

結
果

も
踏

ま
え

て
、

10
台

分
の

コ
ン

バ
ー

タ
回

路
を

設
計

・
製

作
し

、
10

台
並

列
運

転
が

可
能

な
10

0W
級

PE
M

形
水

電
解

単
セ

ル
試

験
装

置
を

構
築

し
た

。
マ

イ
ク

ロ
コ

ン
バ

ー
タ

製
作

後
、

動
作

確
認

を
行

う
た

め
、

マ
イ

ク
ロ

コ
ン

バ
ー

タ
1台

を
水

電
解

単
セ

ル
1台

に
、

残
り

の
9台

を
抵

抗
負

荷
（

水
電

解
単

セ
ル

を
模

擬
）

9台
に

接
続

し
、

並
列

運
転

に
よ

る
電

解
模

擬
試

験
を

実
施

し
た

。
電

解
（

直
流

）
側

で
の

電
圧

、
電

流
波

形
を

計
測

し
た

結
果

、
10

台
全

て
の

マ
イ

ク
ロ

コ
ン

バ
ー

タ
に

お
い

て
、

電
圧

、
電

流
値

が
設

計
範

囲
内

で
制

御
可

能
な

点
を

確
認

し
た

。


福
島
県
に
お
け
る
電
力
需
要
と
再
エ
ネ
導
入
量
か
ら
求
め
た
水
素
製
造
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
試
算
：

福
島

県
内

の
20

30
年

度
再

エ
ネ

導
入

目
標

量
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

、
そ

の
目

標
量

16
.0

8T
W

hか
ら

み
た

水
素

製
造

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
試

算
し

た
。

20
30

年
目

標
16

.0
8T

W
hが

達
成

さ
れ

る
こ

と
を

前
提

に
、

電
力

需
要

は
現

状
維

持
の

15
TW

h（
ケ

ー
ス

1）
、

5%
増

加
（

ケ
ー

ス
2）

、
5%

減
少

（
ケ

ー
ス

3）
に

つ
い

て
水

素
製

造
量

を
試

算
し

た
結

果
、

ケ
ー

ス
1で

は
年

間
2万

ト
ン

、
ケ

ー
ス

2で
は

年
間

6千
ト

ン
、

ケ
ー

ス
3で

は
年

間
3.

5万
ト

ン
の

水
素

製
造

量
と

な
っ

た
。

研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第

2年
度
】
※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

森
田
寛
（
一
般
財
団
法
人
電
力
中
央
研
究
所
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ス
フォ
ー
メ
ー
シ
ョン
研
究
本
部
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


福
島
県
に
お
け
る
電
力
需
要
と再

エ
ネ
導
入
量
か
ら
求
め
た
水
素
製
造
ポ
テ
ン
シ
ャル
の
試
算


水
電
解
単
セ
ル
試
験
装
置

10
台
か
ら
成
る
並
列
試
験
装
置
の
設
計
・構
築


地
産
地
消
型
水
素
に
よ
る
面
的
利
活
用
が
も
た
ら
す
地
域
の
活
性
化
・創
造
的
復
興
に
向
け
た
技
術
開
発

福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ット
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
構
築
とモ
デ
ル
実
現
に
向
け
た
水
電
解
水
素
製
造
シ
ス
テ
ム
開
発

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】

今
後

の
展

望

水
素
需
要
ポ
テ
ン
シ
ャル
の
試
算
、

経
済
波
及
効
果
を
明
ら
か
に
す
る

とと
も
に
、多

数
台
並
列
運
転
に
よ

る
電
解
セ
ル
の
動
作
検
証
を
行
い
、

モ
ジ
ュラ
ー
型
水
電
解
シ
ス
テ
ム
の

メ
リッ
ト
・デ
メ
リッ
ト
を
精
査
す
る
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
水
素
の
製
造
・供
給
ポ
テ
ン
シ
ャル
を
分
析
し
、水
素

利
用
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
実
現
可
能
性
を
調
査
す
る
とと
も
に
、水
素
の
地
産
地
消
に
適
し
た
低

コ
ス
ト
で
需
給
調
整
力
等
に
も
富
む
柔
軟
な
水
電
解
水
素
製
造
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】将
来
の
電
力
需
要
を
考
慮
し
た
水
電
解
に
利
用
で
き
る
正
味
電
力
量
か

ら
水
素
製
造
ポ
テ
ン
シ
ャル
を
試
算
す
る
とと
も
に
、地
産
地
消
に
適
し
た
モ
ジ
ュラ
ー
型
水
電
解
シ
ス

テ
ム
の
動
作
検
証
を
行
うた
め
、水
電
解
単
セ
ル

10
台
か
ら
成
る
並
列
試
験
装
置
を
完
成
さ
せ
る
。

ケ
ー

ス
1

ケ
ー

ス
2

ケ
ー

ス
3

再
エ

ネ
導

入
 (

TW
h)

16
.0

8
16

.0
8

16
.0

8
電

力
需

要
量

 (
TW

h)
15

15
.7

5
14

.2
5

水
電

解
使

用
可

能
量

 (
TW

h)
1.

08
0.

33
1.

83
電

力
原

単
位

 (
kW

h-
D

C/
m

3 )
4.

6
4.

6
4.

6
水

素
生

産
量

 (
千

N
m

3 /
年

)
23

3,
93

2
70

,8
89

39
6,

97
6

水
素
生
産
量
試
算

 (
ト
ン

/年
)

20
,8

87
6,

32
9

35
,4

44
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福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ット
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
構
築
とモ
デ
ル
実
現
に
向
け
た
水
電
解
水
素
製
造
シ
ス
テ
ム
開
発

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
水
電
解
単
セ
ル
試
験
装
置

10
台
か
ら
成
る
並
列
試
験
装
置
の
設
計
・
構
築

【研
究
の
成
果
の
発
信
】（

発
表

論
文

）
（

特
許

出
願

）
（

プレ
スリ

リー
ス

等
）

該
当

な
し

コ
ン
バ
ー
タ

N
o.

1（
水
電
解
単
セ
ル
と接

続
）

コ
ン
バ
ー
タ

N
o.

2（
抵
抗
負
荷
と接

続
）

各
マ
イ
ク
ロ
コン
バ
ー
タ
出
口
で
の
直
流
側
電
流
波
形
（
電
解
電
流
密
度
を

2A
/c

m
2 付
近
で
制
御
時
）

マ
イ
ク
ロ
コン
バ
ー
タ

10
台
の

並
列
動
作
試
験
に
お
け
る
結
線

抵
抗
負
荷

1台
の
外
観

水
電
解
単
セ
ル
の
外
観
お
よ
び
電
解
（
電
流
－
電
圧
）
特
性

水
電
解
単
セ
ル

1台
の
外
観

0
20

40
60

80
1.

2

1.
4

1.
6

1.
8

2.
00

1.
0

2.
0

3.
0

電
解
電
流

/ A

電
解
電
流
密
度

/ A
cm

-2

電圧/ V

セ
ル
電
圧

端
子
電
圧

•
10

台
の

マ
イ

ク
ロ

コ
ン

バ
ー

タ
製

作
後

、
PE

M
形

水
電

解
単

セ
ル

1台
、

抵
抗

負
荷

（
水

電
解

単
セ

ル
を

模
擬

）
9台

に
よ

る
マ

イ
ク

ロ
コ

ン
バ

ー
タ

の
電

解
模

擬
試

験
を

実
施

し
た

。
マ

イ
ク

ロ
コ

ン
バ

ー
タ

で
の

出
口

（
直

流
端

子
）

電
圧

を
1.

8V
前

後
に

設
定

し
た

際
の

直
流

電
流

は
、

10
台

全
て

の
マ

イ
ク

ロ
コ

ン
バ

ー
タ

に
お

い
て

水
電

解
単

セ
ル

の
電

解
特

性
か

ら
得

ら
れ

る
50

A（
電

解
電

流
密

度
2A

/c
m

2 ）
近

傍
で

制
御

さ
れ

て
お

り
、

設
計

範
囲

内
で

の
コ

ン
バ

ー
タ

動
作

を
確

認
し

た
。

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
バ
ー
タ

10
台
の
外
観
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

河
野
龍
興
（

CN
水
素
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
東
京
大
学
（
代
表
機
関
）
、東
北
大
学
、京
都
大
学
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


太
陽
光
発
電
の
出
力
変
動
を
相
対
誤
差

10
%
以
下
で
予
測
す
る
手
法
を
開
発


変
動
再
エ
ネ
に
対
す
る

SO
EC

/S
O

FC
シ
ス
テ
ム
の
効
率
を
試
算
し、
課
題
と対

策
を
明
確
化


A

EM
用
ア
ノー
ド
触
媒
で
目
標
性
能
を
上
回
る
複
数
の
触
媒
材
料
を
開
発

再
エ
ネ
を
利
用
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
高
効
率
化
に
貢
献

テ
ー
マ
（
１
）
電
力
・水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、テ
ー
マ
（
２
）
先
端
的
な
水
素
材
料
開
発
環
境
の
構
築

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


小
型
太
陽
光
発
電
に
お
け
る
発
電
量
の
出
力
変
動
に
対
す
る
高
精
度
予
測
手
法
を
開
発

風
向

と
一

致
し

た
方

角
に

設
置

し
た

小
型

太
陽

光
発

電
の

発
電

変
動

デ
ー

タ
を

利
用

し
、

10
秒

先
の

出
力

変
動

を
相

対
誤

差
10

%
以

下
で

予
測

す
る

こ
と

に
成

功
し

た
。

ま
た

、
風

速
や

雲
の

形
状

に
よ

り
予

測
精

度
や

猶
予

時
間

が
異

な
る

こ
と

を
課

題
と

し
て

特
定

し
、

パ
ネ

ル
台

数
の

増
加

と
と

も
に

移
動

式
パ

ネ
ル

の
併

用
に

よ
り

、
予

測
精

度
と

猶
予

時
間

の
向

上
を

推
進

し
た

。


SO
EC
に
よ
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
高
効
率
化
に
関
す
る
課
題
抽
出
と
解
決
方
針
策
定

変
動

性
再

エ
ネ

電
力

に
対

す
る

SO
EC

/S
O

FC
シ

ス
テ

ム
の

効
率

計
算

と
そ

の
結

果
か

ら
、

 ①
ホ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

の
放

熱
低

減
、

②
シ

ス
テ

ム
運

用
法

の
改

善
、

③
低

温
作

動
化

の
３

つ
を

最
重

要
課

題
と

し
て

特
定

し
た

。
こ

の
う

ち
①

に
対

し
て

は
ス

タ
ッ

ク
の

最
適

設
計

と
試

作
に

よ
り

10
kW

級
ス

タ
ッ

ク
製

作
の

見
通

し
を

得
た

。
ま

た
、

②
、

③
の

解
決

に
向

け
て

連
携

メ
ー

カ
の

選
定

と
基

礎
研

究
体

制
の

構
築

を
行

っ
た

。

先
端
的
な
水
素
材
料
開
発
環
境
の
構
築

AE
M

形
電

解
シ

ス
テ

ム
の

鍵
と

な
る

ア
ノ

ー
ド

触
媒

に
お

い
て

、
年

度
目

標
値

を
ク

リ
ア

す
る

高
活

性
触

媒
材

料
を

開
発

し
た

。
ま

た
触

媒
活

性
評

価
の

た
め

の
電

気
化

学
測

定
手

法
を

確
立

し
、

強
制

対
流

法
を

用
い

た
評

価
プ

ロ
ト

コ
ル

を
策

定
し

て
、

横
並

び
の

評
価

体
制

を
構

築
し

た
。

さ
ら

に
、

材
料

開
発

か
ら

シ
ス

テ
ム

実
証

ま
で

の
開

発
期

間
に

対
応

可
能

な
高

度
触

媒
解

析
ツ

ー
ル

を
整

備
し

た
。

（
ex

-s
itu

測
定

に
加

え
O

pe
ra

nd
o解

析
手

法
を

構
築

）

今
後

の
展

望
低
温
及
び
高
温
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
材
料
お
よ
び
装
置
開
発

を
進
め
、再
エ
ネ
を
組
み
合
わ
せ
た
実
証

シ
ス
テ
ム
を
令
和

11
年
度
ま
で
に
実
現

す
る

【事
業
の
背
景
・目
的
】2

05
0年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュー
ト
ラ
ル
とレ
ジ
リエ
ン
ス
な
社
会
構
築
を
実
現
す
る
た
め
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
水
素
を
製
造
・貯
蔵
・利
用
「P

2G
（

Po
w

er
 to

 G
as
）
」を
高
効
率
化
す

る
こと
が
必
要
。本
研
究
で
は

P2
G
の
高
効
率
化
を
目
指
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
研
究
開

発
を
行
う。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】水
電
解
装
置
（

A
EM
形
）
で
求
め
ら
れ
る
性
能
を
定
量
的
に
評
価
す
る
。

水
電
解
の
触
媒
材
料
を
選
定
し
、電

気
化
学
特
性
評
価
、放

射
光
計
測
な
どに
よ
り、
触
媒
の
解
析

を
行
う。
ま
た
、高

温
シ
ス
テ
ム
の
構
成
・熱
供
給
方
法
・実
現
可
能
性
を
定
量
評
価
す
る
。放

熱
ロ
ス

低
減
の
た
め
の
セ
ル
・ス
タ
ック
設
計
最
適
化
と変

動
電
力
対
応
検
討
の
た
め
の
信
頼
性
評
価
を
行
う。

（
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テ
ー
マ
（
１
）
電
力
・水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、テ
ー
マ
（
２
）
先
端
的
な
水
素
材
料
開
発
環
境
の
構
築

エネ
ル

ギ
ー

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

・
SO

EC
/S

O
FC

シ
ス

テ
ム

の
高

効
率

化
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
計

算
を

実
施

し
、

ホ
ッ

ト
ボ

ッ
ク

ス
か

ら
の

放
熱

低
減

を
重

要
課

題
の

一
つ

と
し

て
設

定
し

た
。

こ
の

解
決

に
向

け
て

メ
ー

カ
と

協
議

を
重

ね
、

熱
解

析
、

材
料

特
性

解
析

、
構

造
解

析
等

を
実

施
し

て
、

そ
の

結
果

を
総

合
し

、
多

段
積

層
化

ス
タ

ッ
ク

の
設

計
指

針
を

策
定

し
、

10
kW

級
ス

タ
ッ

ク
作

製
の

見
通

し
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

“I
nv
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at
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w
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 S
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on
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s 
41

7,
 1

16
72

4 
(2

02
4)

, 投
稿

日
21

 A
ug

us
t 2

02
4,

 
出

版
日

D
ec

em
be

r 
20

24
（

オ
ン

ライ
ン

1 
N

ov
. 2

02
4)

他
４

件
・（

特
許

出
願

）
該

当
な

し
・（

プレ
ス

リリ
ー

ス
等

）
該

当
な

し

参
考

：
森

村
SO

FC
製

SO
FC

セ
ル

／
ス

タ
ッ

ク

現
行

N
ite

rra
社
製

SO
EC
ス
タ
ッ
ク

10
kW
級

へ
の
多
層

化
に
目
処

変
動

再
エネ

で
の

SO
EC

シ
ス

テ
ム

計
算

と
高

効
率

化
の

た
め

の
大

容
量

ス
タッ

ク開
発

（
例

）
シ

ー
ル

材
の

圧
縮

特
性

・
気

泡
の

影
響

を
受

け
な

い
強

制
対

流
セ

ル
に

よ
る

電
気

化
学

測
定

法
と

op
er

an
do

硬
X

線
、

軟
X線

X線
吸

光
分

光
法

測
定

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
ア

ノ
ー

ド
触

媒
の

動
的

な
変

化
を

捉
え

る
こ

と
に

成
功

し
た

。
こ

の
手

法
を

典
型

的
な

AE
M

用
ア

ノ
ー

ド
触

媒
で

あ
る

ペ
ロ

ブ
ス

カ
イ

ト
形

酸
化

物
触

媒
（

Ba
aS

r b
Co

cF
e d

O
3

(B
SC

Fa
bc

d)
）

に
応

用
し

て
、

下
図

で
示

す
活

性
の

Fe
含

有
量

依
存

性
を

明
ら

か
に

し
た

。
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55
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14
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 V

 v
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R
H

E 
in

 fo
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ed
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ow
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el
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Current density / mA cm-2

・
風

向
と

一
致

し
た

方
角

に
設

置
し

た
小

型
太

陽
光

発
電

の
変

動
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
10

 秒
先

の
出

力
変

動
を

相
対

誤
差

10
%

以
下

で
予

測
す

る
こ

と
に

成
功

し
た

。
移

動
式

パ
ネ

ル
の

併
用

に
よ

る
予

測
精

度
・

猶
予

時
間

の
向

上
を

推
進

す
る

。

太
陽
光
発
電
の
高
精
度
変
動
予
測

10
kW

級
SO

EC
ス
タ
ッ
ク
製
作

A
EM
ア
ノ
ー
ド
触
媒
開
発
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放
射
線
科
学
・創
薬
医
療
、放
射
線
の
産
業
利
用
分
野

【骨
太

の
方

針
】

ウエ
ル

・ビ
ー

イン
グ

へ
の

貢
献

を目
指

して
、放
射
線
利
用

に
関

す
る

基
礎

研
究

に
加

え
て

、医
療

の
み

な
らず

農
業

、工
業

分
野

で
の
産
業
利
用

を見
据

え
た

技
術

開
発

を
推

進
す

る
。医

療
分

野
で

は
放

射
線

トレ
ー

サ
を

利
用

した
診
断
技
術
の
開
発

や
、放

射
線

標
識

化
合

物
に

よ
る
が
ん
標
的
薬
の
開

発
、農

業
お

よび
工

業
分

野
で

は
放

射
線

を利
用

した
計
測
科
学
研
究

と技
術

開
発

を
推

進
す

る
。

福
島
で
研
究
開
発
を
行
う視

点


他
分

野
との

連
携

に
よる

成
果

の
地

域
へ

の
展

開
を視

野
に

入
れ

、放
射

線
科

学
の

有
用

性
が

広
く認

知
され

る
研

究
開

発
を進

め
る

こと
で

、福
島

な
らで

は
の

拠
点

形
成

を目
指

す


RI
を活

用
した

が
ん

な
らび

に
その

他
疾

患
の

診
断

・治
療

薬
の

探
索

（
非

臨
床

試
験

）


RI
イメ

ー
ジ

ング
に

よる
モモ

な
どの

福
島

特
産

農
作

物
の

付
加

価
値

向
上


放

射
線

・R
I特

性
を活

用
した

ロボ
ット

や
エネ

ル
ギ

ー
等

の
産

業
分

野
へ

の
貢

献


福

島
な

らで
は

の
研

究
を推

進
す

る
た

め
の

施
設

整
備

と基
盤

技
術

の
確

立
を行

う


特
徴

あ
る

研
究

施
設

（
加

速
器

や
実

験
環

境
）

の
整

備


ナ
ノテ

ラス
等

他
の

研
究

施
設

との
連

携
に

よる
研

究
領

域
補

完


放
射

線
・R

I製
造

技
術

、品
質

標
準

化


品
質

標
準

化
、規

制
緩

和
の

検
討

公
募
に
よ
り採

択
さ
れ
た
委
託
事
業
一
覧

（
２
）
①
ⅰ
エ
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研
究
実
施
期
間

令
和
６
年
度
～
令
和

11
年
度
【第
１
年
度
】

研
究
実
施
者

中
野
貴
志

(F
-R

EI
で
の

R
I製
造
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
大
阪
大
学
（
代
表
機
関
）
、量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
、東
北
大
学
、東
京
大
学
、新

潟
大
学
）
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


国
際
標
準
化
へ
の
第
一
歩
とな
る

At
-2

11
品
質
評
価
法
の
統
一


F-

R
EI
拠
点
化
へ
向
け
た
基
盤
整
備
の
た
め
に
、ア
ク
チ
ニ
ウ
ム

22
5の
製
造
技
術
を
確
立


次
世
代
が
ん
治
療
薬
の
安
定
供
給
体
制
構
築
に
貢
献

大
学
・機
関
連
携
に
よ
る
有
用

R
I製
造
技
術
開
発

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


ア
ス
タ
チ
ン
の
品
質
評
価
手
順
の
統
一
プ
ロ
ト
コ
ル
策
定
：

全
国

5か
所

の
ア

ス
タ

チ
ン

-2
11

（
At

-2
11

）
原

料
製

造
施

設
か

ら
収

集
し

た
製

造
条

件
お

よ
び

品
質

デ
ー

タ
を

も
と

に
、

品
質

評
価

に
必

要
な

14
項

目
を

抽
出

し
た

。
特

に
、

At
-2

11
が

ど
の

よ
う

な
化

学
形

（
化

学
種

）
で

存
在

す
る

か
が

、
製

剤
原

料
と

し
て

の
安

定
性

や
標

識
反

応
の

再
現

性
に

大
き

く
影

響
す

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
り

、
そ

の
評

価
に

は
HP

LC
法

が
有

効
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

こ
れ

ら
の

結
果

に
基

づ
き

、
全

国
の

製
造

施
設

で
共

通
に

適
用

で
き

る
品

質
評

価
手

順
の

プ
ロ

ト
コ

ル
を

整
備

し
、

標
準

分
析

操
作

手
順

書
（

SO
P）

の
原

案
を

策
定

し
た

。
本

成
果

に
よ

り
、

製
造

拠
点

ご
と

の
品

質
評

価
の

ば
ら

つ
き

を
抑

え
、

信
頼

性
の

高
い

放
射

性
医

薬
品

の
安

定
供

給
に

向
け

た
共

通
基

盤
が

形
成

さ
れ

た
。

こ
れ

は
、

At
-2

11
を

用
い

た
が

ん
治

療
薬

の
実

用
化

と
国

際
標

準
化

に
向

け
た

重
要

な
第

一
歩

で
あ

る
。


ア
ク
チ
ニ
ウ
ム

22
5製

造
技
術
の
確
立
：

新
規

が
ん

治
療

と
し

て
期

待
が

高
ま

る
標

的
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
治

療
の

創
薬

・
非

臨
床

研
究

を
可

能
に

す
る

た
め

、
希

少
な

ア
ル

フ
ァ

線
放

出
核

種
ア

ク
チ

ニ
ウ

ム
22

5の
製

造
技

術
を

開
発

し
、

ラ
ジ

ウ
ム

22
6を

原
料

と
す

る
22

6R
a(

p,
2n

)法
に

よ
り
高
品
位
な
ア
ク
チ
ニ
ウ
ム

22
5が

得
ら
れ
る
こ
と
を
実
証
し
た

。
現

在
、

世
界

的
に

ア
ク

チ
ニ

ウ
ム

22
5の

需
要

が
高

ま
る

中
、

諸
外

国
の

研
究

機
関

や
企

業
が

製
造

体
制

の
強

化
を

進
め

て
お

り
、

我
が

国
に

お
い

て
も

F-
RE

Iを
ア

ル
フ

ァ
線

創
薬

の
中

核
拠

点
と

す
る

準
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
本

成
果

は
、

F-
RE

Iの
拠

点
化

を
支

え
る

基
盤

技
術

で
あ

り
、

次
年

度
以

降
も

製
造

量
の

拡
大

や
処

理
の

自
動

化
に

向
け

た
開

発
を

継
続

す
る

。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

•
Ac

-2
25

の
製

造
技

術
の

高
度

化
•

At
-2

11
の

品
質

管
理

の
確

立
•

即
戦

力
と

な
る

専
門

人
材

の
育

成
【事
業
の
背
景
・目
的
】

ア
ク

チ
ニ

ウ
ム

ー
22

5 
(A

c-
22

5)
や

ア
ス

タ
チ

ン
ー

21
1 

(A
t-

21
1)

と
い

っ
た

有
用

な
RI

の
安

定
的

か
つ

効
率

的
な

製
造

技
術

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

製
造

技
術

に
必

要
な

専
門

人
材

を
育

成
す

る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

・
希

少
な

Ra
-2

26
か

ら
の

安
全

・
効

率
的

な
Ac

-2
25

製
造

技
術

の
確

立
・

多
様

な
化

学
形

態
を

踏
ま

え
た

At
-2

11
の

品
質

標
準

化
と

分
析

手
法

の
整

備

（
２
）
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大
学
・機
関
連
携
に
よ
る
有
用

R
I製
造
技
術
開
発

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
ア
ス
タ
チ
ン
の
品
質
評
価
手
順
の
統
一
プ
ロ
ト
コ
ル
策
定

ア
ス

タ
チ

ン
-2

11
（

At
-2

11
）

は
、

が
ん

治
療

に
お

い
て

有
望

な
α線

放
出

核
種

で
あ

り
、

標
的

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

治
療

（
TA

T）
へ

の
応

用
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

一
方

で
、

At
-2

11
は

非
常

に
反

応
性

が
高

く
、

化
学

環
境

に
よ

っ
て

容
易

に
化

学
形

（
sp

ec
ie

s）
が

変
化

す
る

た
め

、
製

剤
原

料
と

し
て

の
安

定
性

や
標

識
反

応
の

再
現

性
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
。

従
っ

て
、

信
頼

性
の

高
い

利
用

に
は

、
化

学
的

性
状

を
含

め
た

品
質

評
価

の
標

準
化

が
不

可
欠

で
あ

る
。

本
事

業
で

は
、

国
内

5か
所

の
At

-2
11

製
造

施
設

か
ら

製
造

条
件

お
よ

び
品

質
デ

ー
タ

を
収

集
・

比
較

し
、

品
質

評
価

に
必

要
な

14
項

目
を

抽
出

し
た

。
特

に
化

学
形

が
品

質
に

与
え

る
影

響
が

大
き

い
こ

と
が

明
ら

か
と

な
り

、
こ

れ
を

定
量

的
に

評
価

す
る

方
法

と
し

て
H

PL
C（

高
速

液
体

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
）

法
の

有
効

性
を

確
認

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
従

来
は

十
分

に
定

義
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
At

-2
11

の
化

学
的

品
質

の
客

観
的

評
価

が
可

能
と

な
っ

た
。

こ
れ

ら
の

知
見

に
基

づ
き

、
複

数
の

製
造

施
設

で
共

通
に

適
用

で
き

る
品

質
評

価
手

順
の

プ
ロ

ト
コ

ル
を

整
備

し
、

標
準

分
析

操
作

手
順

書
（

SO
P）

の
原

案
を

策
定

し
た

。
ま

た
、

全
国

的
な

デ
ー

タ
共

有
を

可
能

に
す

る
品

質
管

理
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

も
始

動
し

て
お

り
、

製
造

拠
点

間
で

の
品

質
ば

ら
つ

き
を

抑
制

し
、

信
頼

性
の

高
い

供
給

体
制

の
構

築
に

向
け

た
基

盤
が

整
え

ら
れ

つ
つ

あ
る

。

さ
ら

に
、

本
プ

ロ
ト

コ
ル

は
国

際
原

子
力

機
関

（
IA

EA
）

を
含

む
国

際
的

な
標

準
化

動
向

と
も

整
合

性
を

も
っ

て
お

り
、

日
本

発
の

標
準

モ
デ

ル
と

し
て

国
際

標
準

化
に

貢
献

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
At

-2
11

を
用

い
た

が
ん

治
療

薬
の

実
用

化
と

国
際

展
開

に
向

け
、

本
成

果
は

極
め

て
重

要
な

第
一

歩
で

あ
る

。

異
な
る
移
動
相
で
の

 [
At

-2
11

]-
N

aA
tの
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
ム

At
-2

11
の

主
要

な
化

学
種

で
あ

る
N

aA
tを

対
象

に
、

異
な

る
移

動
相

条
件

下
で

取
得

し
た

H
PL

Cク
ロ

マ
ト

グ
ラ

ム
を

示
し

て
い

る
。

保
持

時
間

や
ピ

ー
ク

形
状

の
違

い
を

比
較

す
る

こ
と

で
、

At
の

化
学

種
が

ど
の

よ
う

に
分

離
・

識
別

さ
れ

る
か

を
視

覚
的

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

、
再

現
性

の
あ

る
分

析
条

件
の

確
立

に
貢

献
し

て
い

る
。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

21
1A

tの
品

質
標

準
化

に
向

け
た

溶
出

液
の

分
析

（
1）

21
1A

t-
メ

タ
ノ

ー
ル

溶
液

の
H

PL
C分

析
発

表
者

：
渡

辺
茂

樹
、

村
上

昌
史

、
佐

々
木

一
郎

他
日

本
放

射
化

学
会

第
68

回
討

論
会

（
20

24
年

9月
23

日
）

ポ
ス

タ
ー

発
表

21
1A

tの
品

質
標

準
化

に
向

け
た

溶
出

液
の

分
析

（
2）

21
1A

t水
溶

液
の

H
PL

C分
析

発
表

者
：

村
上

昌
史

、
渡

辺
茂

樹
、

佐
々

木
一

郎
他

日
本

放
射

化
学

会
第

68
回

討
論

会
（

20
24

年
9月

23
日

）
ポ

ス
タ

ー
発

表

（
２
）
①
ⅰ
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研
究
実
施
期
間

令
和
６
年
度
～
令
和
１
１
年
度
【第
１
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

研
究
代
表
者

高
橋
和
弘

福
島
県
立
医
科
大
学
ふ
くし
ま
国
際
医
療
科
学
セ
ン
タ
ー
先
端
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
M

P-
30
の
ビ
ー
ム
プ
ロ
ファ
イ
ル
の
測
定
及
び
調
整


（
研
究
成
果

2）
タ
ー
ゲ
ット
の
冷
却
強
化
の
検
討
（
水
冷
却
、お
よ
び

H
e冷
却
）


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
治
療
用
α核

種
とし
て
期
待
さ
れ
る
ア
ス
タ
チ
ン
ｰ2

11
製
造
の
効
率
化
を
実
現

ア
ス
タ
チ
ン
の
安
定
供
給
に
向
け
た
製
造
技
術
の
開
発

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


タ
ー
ゲ
ット
ビ
ー
ム
プ
ロ
ファ
イ
ル
の
測
定
（
調
整
）
：

F-
RE

Iの
仕

様
に

基
づ

き
、M

P-
30

サ
イク

ロト
ロン

の
αビ

ー
ム

の
プロ

ファ
イル

（
形

状
）

の
測

定
及

び
調

整
を

行
った

。こ
れ

は
EC

Rイ
オ

ン
源

の
導

入
の

た
め

だ
け

で
は

な
く、

現
行

の
PI

G
イオ

ン
源

に
お

い
て

も
重

要
な

測
定

で
あ

り、
核

反
応

の
効

率
化

と均
一

化
の

た
め

に
、タ

ー
ゲ

ット
に

当
た

る
ビー

ム
の

広
が

りが
円

形
で

密
度

が
均

一
とな

る
よう

調
整

を行
い

、良
好

な
ビー

ム
プロ

ファ
イル

を得
る

こと
が

で
きた

。


タ
ー
ゲ
ット
の
冷
却
強
化
の
検
討
（
水
冷
却
、お
よ
び

H
e冷
却
）
：

アス
タチ

ンｰ
21

1製
造

で
は

約
30

M
eV

の
α粒

子
を利

用
す

るた
め

、発
熱

量
も

大
き

い
。そ

こで
、タ

ー
ゲ

ット
の

ビー
ム

側
は

ヘ
リウ

ム
ガ

ス
で

冷
却

し、
ター

ゲ
ット

材
の

背
側

は
循

環
水

に
より

冷
却

して
い

る
。 

F-
RE

Iの
仕

様
に

基
づ

き
、こ

れ
ら

の
冷

却
効

率
を

上
げ

る
た

め
に

、現
状

の
冷

却
状

態
を

測
定

し、
さら

な
る

冷
却

効
率

の
向

上
の

た
め

の
方

法
を

検
討

した
。そ

の
結

果
、ヘ

リウ
ム

ガ
ス

冷
却

は
デ

グ
レ

ー
ダー

（
ア

ス
タチ

ンｰ
21

0の
生

成
を

抑
制

す
る

た
め

、ビ
ー

ム
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
28

.6
M

eV
 に

落
とす

フォ
イル

）
とし

て
設

置
され

た
ア

ル
ミ板

に
よ

って
遮

断
され

、ほ
とん

ど冷
却

で
き

て
い

な
い

こと
が

観
測

され
た

こと
か

ら、
デ

グ
レ

ー
ダー

機
能

を
真

空
フォ

イル
側

に
持

た
せ

る
改

造
が

必
要

で
あ

る
こと

が
明

らか
に

な
った

。ま
た

、背
面

の
水

冷
却

に
関

して
は

、こ
れ

ま
で

に
試

行
錯

誤
しな

が
ら実

施
した

ター
ゲ

ット
形

状
の

最
適

化
の

過
程

で
、冷

却
効

率
を

低
下

させ
て

い
る

と考
え

られ
る

水
冷

部
の

不
適

切
と予

想
され

る
形

状
の

変
化

が
確

認
され

た
た

め
、そ

の
最

適
化

の
た

め
令

和
７

年
度

は
ヘ

リウ
ム

や
水

の
冷

却
温

度
だ

け
で

は
な

く、
形

状
の

最
適

化
も

考
慮

して
改

造
を行

う。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

令
和

7年
度
は
水
冷
却
、令

和
8年

度
は
ヘ
リウ
ム
冷
却
の
効
率
化
を
実

施
し
、ビ
ー
ム
形
状
の
安
定
した
大

電
流
化
を
図
る

【事
業
の
背
景
・目
的
】

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

ビ
ー
ム
プ
ロ
ファ
イ
ル
の
測
定
と調

整
、お
よ
び
タ
ー
ゲ
ット
冷
却
系
の
強
化
に
つ
い
て
検
討
す
る

治
療
用
の
α核
種
とし
て
期
待
さ
れ
る
ア
ス
タ
チ
ン
ｰ2

11
を
安
定
し
て
製
造
・供
給
で
き
る
よ
うに
、

ビ
ー
ム
形
状
の
調
整
、お
よ
び
タ
ー
ゲ
ット
の
冷
却
を
強
化
す
る
測
定
及

び
調

整
ム
プ

ロ
フ
ァ

イ
ル

の
測

定
及

び
調
整
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ア
ス
タ
チ
ン
の
安
定
供
給
に
向
け
た
製
造
技
術
の
開
発

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
タ
ー
ゲ
ット
の
冷
却
強
化
の
検
討
（
水
冷
却
、お
よ
び

H
e冷
却
）


ア

ス
タチ

ンｰ
21

1製
造

で
は

約
30

M
eV

の
α粒

子
を

利
用

す
る

た
め

、発
熱

量
も

大
き

い
。そ

こで
、タ

ー
ゲ

ット
の

ビー
ム

側
は

ヘ
リウ

ム
ガ

ス
で

冷
却

し
、タ

ー
ゲ

ット
材

の
背

側
は

循
環

水
に

よ
り冷

却
して

い
る

。こ
れ

らの
冷

却
効

率
を

上
げ

る
た

め
に

、現
状

の
冷

却
状

態
を

測
定

し
、さ

らな
る

冷
却

効
率

向
上

の
た

め
の

方
策

を明
らか

に
した

。


ヘ

リウ
ム

ガ
ス

冷
却

は
デ

グ
レ

ー
ダー

（
ア

ス
タチ

ン
ｰ2

10
の

生
成

を
抑

制
す

る
た

め
、ビ

ー
ム

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

28
.6

M
eV

 
に

落
とす

フォ
イル

）
とし

て
設

置
され

た
ア

ル
ミ板

に
よ

って
遮

断
され

、ほ
とん

ど冷
却

で
き

て
い

な
い

こと
が

観
測

され
た

の
で

、タ
ー

ゲ
ット

に
密

着
して

い
る

デ
グ

レ
ー

ダー
機

能
を

真
空

フォ
イル

側
に

持
た

せ
る

改
造

が
必

要
と判

明
した

。
な

お
、こ

の
改

造
は

M
P-

30
を

ア
ス

タチ
ン

製
造

専
用

に
使

用
す

る
こと

で
可

能
とな

る
。


背

面
の

水
冷

却
に

関
して

は
、こ

れ
まで

に
試

行
錯

誤
しな

が
ら実

施
した

ター
ゲ

ット
形

状
の

最
適

化
の

過
程

で
、冷

却
効

率
を低

下
させ

て
い

る
と考

え
られ

る
水

冷
部

の
不

適
切

と予
想

され
る

形
状

の
変

化
が

確
認

され
た

た
め

、そ
の

最
適

化
が

必
要

と判
明

した
。


次

年
度

は
ヘ

リウ
ム

や
水

の
冷

却
温

度
の

最
適

化
だ

け
で

は
な

く、
現

行
の

形
状

の
最

適
化

も
考

慮
して

改
造

を行
う。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】
：
な
し

・（
発

表
論

文
）

・（
特

許
出

願
）

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
周
辺
の
模
式
図

水
冷
部
の
改
造
計
画

ヘ
リ
ウ
ム
冷
部
の
改
造
計
画

（
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
７
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

羽
場
宏
光
、上
垣
外
修
一
、坂
本
成
彦
、田
中
鐘
信
（
理
化
学
研
究
所
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


理
研
リン
グ
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
用
い
て
ヘ
リウ
ム

-4
イ
オ
ン
を
大
強
度
で
加
速


大
規
模
ア
ス
タ
チ
ン

-2
11
製
造
装
置
を
用
い
て
実
用
量
の
ア
ス
タ
チ
ン

-2
11
を
製
造


ア
ル
ファ
線
核
医
学
治
療
に
期
待
さ
れ
る
ア
ス
タ
チ
ン

-2
11
の
大
量
製
造
に
貢
献

加
速
器
を
活
用
し
た
有
用

R
Iの
製
造
技
術
開
発

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


イ
オ
ン
ビ
ー
ム
加
速
技
術
の
開
発
：

・
理

研
リ

ン
グ

サ
イ

ク
ロ

ト
ロ

ン
を

用
い

て
、

ア
ス

タ
チ

ン
-2

11
（

21
1 A

t）
の

製
造

に
必

要
な

ヘ
リ

ウ
ム

-4
（

4 H
e）

ビ
ー

ム
を

35
 p

μA
（

1 
pμ

A＝
6×

10
12

 粒
子

/秒
）

の
大

強
度

で
加

速
し

、
従

来
と

比
較

し
て

40
%

増
大

さ
せ

る
こ

と
に

成
功

・
理

研
超

伝
導

線
形

加
速

器
を

用
い

て
、

21
1 A

t製
造

に
必

要
な

4 H
eビ

ー
ム

を
29

 M
eV

ま
で

加
速

す
る

こ
と

に
成

功
・

大
強

度
イ

オ
ン

ビ
ー

ム
を

加
速

す
る

た
め

に
必

要
な

八
重

極
電

磁
石

と
八

極
ビ

ー
ム

モ
ニ

タ
ー

を
製

作


R
Iの
製
造
・
分
離
技
術
の
開
発
：

・
ス

ポ
ー

ク
レ

ス
回

転
式

真
空

隔
壁

を
開

発
し

、
大

規
模

21
1 A

t製
造

装
置

を
用

い
て

35
 p

μA
の

大
強

度
4 H

eビ
ー

ム
で

の
21

1 A
t製

造
に

成
功

・
ベ

リ
リ

ウ
ム

-7
、

亜
鉛

-6
5、

銅
-6

7、
ス

ト
ロ

ン
チ

ウ
ム

-8
5、

イ
ッ

テ
ル

ビ
ウ

ム
-1

69
等

、
創

薬
医

療
・

農
業

・
工

学
分

野
等

で
有

用
な

RI
の

製
造

・
化

学
精

製
技

術
を

高
度

化

今
後

の
展

望
創
薬
医
療
・農
業
・工
業
分

野
等
に
お
い
て
有
用
な

R
I

の
製
造
技
術
の
開
発
とR

I
製
造
を
担
う人

材
の
育
成

を
進
め
る
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】

理
化

学
研

究
所

RI
ビ

ー
ム

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

の
イ

オ
ン

加
速

器
と

非
密

封
RI

取
扱

施
設

を
活

用
し

、
創

薬
医

療
・

農
業

・
工

学
分

野
等

で
有

用
な

RI
の

製
造

技
術

開
発

を
行

う
と

と
も

に
、

将
来

、
F-

RE
Iに

お
い

て
RI

の
製

造
・

頒
布

事
業

を
展

開
す

る
た

め
に

必
要

な
人

材
の

育
成

を
行

う
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

・
イ

オ
ン

ビ
ー

ム
の

加
速

技
術

の
開

発
と

RI
製

造
の

た
め

の
安

定
ビ

ー
ム

供
給

を
実

施
す

る
。

・
21

1 At
の

他
、

創
薬

医
療

・
農

業
・

工
業

分
野

等
に

お
い

て
有

用
な

RI
の

製
造

・
分

離
技

術
の

開
発

を
行

う
。

・
将

来
、

F-
RE

Iの
加

速
器

の
運

転
・

保
守

、
RI

の
製

造
・

分
離

・
精

製
、

放
射

線
管

理
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
。
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加
速
器
を
活
用
し
た
有
用

R
Iの
製
造
技
術
開
発

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

大
規
模
ア
ス
タ
チ
ン

-2
11
製
造
装
置
を
用
い
て
実
用
量
の
ア
ス
タ
チ
ン

-2
11
を
製
造

•
理

研
リ

ン
グ

サ
イ

ク
ロ

ト
ロ

ン
を

用
い

て
、

ア
ス

タ
チ

ン
-2

11
（

21
1 A

t）
の

製
造

に
必

要
な

ヘ
リ

ウ
ム

-4
（

4 H
e）

ビ
ー

ム
を

35
 p

μA
（

1 
pμ

A＝
6×

10
12

 粒
子

/
秒

）
の

大
強

度
で

加
速

し
、

従
来

の
理

研
AV

Fサ
イ

ク
ロ

ト
ロ

ン
と

比
較

し
て

ビ
ー

ム
強

度
を

40
%

増
大

さ
せ

る
こ

と
に

成
功

•
大

規
模

21
1 A

t製
造

装
置

の
回

転
式

真
空

隔
壁

を
開

発
し

、
35

 p
μA

の
大

強
度

4 H
e

ビ
ー

ム
で

実
用

量
の

精
製

21
1 A

t製
造

に
成

功
•

ア
ル

フ
ァ

線
核

医
学

治
療

に
期

待
さ

れ
る

ア
ス

タ
チ

ン
-2

11
の

大
量

製
造

に
貢

献

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

（
学

会
発

表
）

・ 
安

良
田

寛
ほ

か
, 「

アル
ファ

線
核

医
学

治
療

用
アス

タチ
ン-

21
1の

大
規

模
製

造
装

置
の

開
発

」,
 第

2回
短

寿
命

RI
利

用
研

究
シ

ン
ポ

ジ
ウム

, ポ
ス

ター
発

表
, 大

阪
市

, 
20

24
年

12
月

13
日

．
・ 

羽
場

宏
光

, 「
理

研
に

お
け

る
アス

タチ
ン

-2
11

の
製

造
技

術
開

発
」,

 令
和

6年
原

子
力

委
員

会
定

例
会

議
, 「

医
療

用
等

ラジ
オ

アイ
ソト

ー
プ製

造
・利

用
推

進
，

アク
シ

ョン
プラ

ンの
フォ

ロー
アッ

プに
つ

い
て

」,
 依

頼
公

演
, 千

代
田

区
, 2

02
4年

7月
29

日
.

・ 
H

. H
ab

a,
 “

Pr
od

uc
tio

n 
an

d 
Ap

pl
ic

at
io

ns
 o

f R
ad

io
is

ot
op

es
 a

t R
IK

EN
 R

I B
ea

m
 F

ac
to

ry
 –

 S
ea

rc
h 

fo
r 

N
ew

 E
le

m
en

ts
 th

ro
ug

h 
Th

er
ap

y 
of

 C
an

ce
r –

,”
 X

It
h 

D
AE

-B
RN

S 
Sy

m
po

si
um

 o
n 

Em
er

gi
ng

 T
re

nd
s 

in
 S

ep
ar

at
io

n 
Sc

ie
nc

e 
an

d 
Te

ch
no

lo
gy

 (
SE

ST
EC

-
20

24
),

 招
待

講
演

, M
um

ba
i, 

In
di

a,
 J

ul
y 

11
, 2

02
4.

・ 
H

. H
ab

a,
 “

Pr
od

uc
tio

n 
of

 M
ed

ic
al

 R
ad

io
is

ot
op

es
 a

t R
IK

EN
 R

I B
ea

m
 F

ac
to

ry
,”

 S
ym

po
si

um
 o

n 
N

uc
le

ar
 D

at
a 

20
24

,
招

待
講

演
, 

Ku
m

at
or

i, 
Ja

pa
n,

 N
ov

em
be

r 1
5,

 2
02

4.
・ 

羽
場

宏
光

, 「
理

研
に

お
け

る
医

療
用

ラジ
オア

イソ
トー

プ
製

造
の

現
状

と今
後

」,
 招

待
講

演
, 日

本
薬

学
会

第
14

5年
会

, 福
岡

市
, 2

02
5年

3月
29

日
.

理
研

リン
グ

サ
イク

ロト
ロン

大
規

模
21

1 A
t製

造
の

写
真

He
 +

 21
1 A

t

遮
へ

い
(コ

ン
ク

リ
ー

ト
)

照
射
室

化
学
実
験
室

O
2

電
気

炉 石
英

ウ
ー

ル

排
気

液
体

窒
素

コ
ー

ル
ド

ト
ラ

ッ
プ

冷
却

水

モ
ー

タ
ロ

ー
タ

リ
ー

ジ
ョ

イ
ン

ト

磁
性

流
体

シ
ー

ル

搬
送

He

He
+ 

21
1 A

t

放
射

温
度

計

石
英

ふ
た

IH
コ

イ
ル

カ
ッ

プ

Bi

石
英

窓

冷
却

板

30
°

モ
ー

タ

He

回
転

窓

固
定

窓

Ta
ス

リ
ッ

ト

ベ
ア

リ
ン

グ

αビ
ー
ム

冷
却

板
磁

性
流

体
シ

ー
ル

大
規

模
21

1 A
t製

造
装

置
の

概
念

図

（
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研
究
実
施
期
間

令
和
６
年
度
～
令
和

11
年
度
【第

1年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

（
実
施
体
制

福
島
県
立
医
科
大
学
、大
阪
大
学
、量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
ほ
か
国
内
外
の
大
学
・研
究
機
関
等
）

研
究
代
表
者

織
内
昇
福
島
県
立
医
科
大
学
ふ
くし
ま
国
際
医
療
科
学
セ
ン
タ
ー
先
端
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イ
ン

ト


（
研
究
成
果

1）
が

ん
を

標
的

と
す

る
画

期
的

な
候

補
化

合
物

の
探

索
と

RI
標

識
応

用

（
研
究
成
果

2）
白

血
病

に
対

す
る

新
規

候
補

化
合

物
の

非
臨

床
試

験
の

実
施

と
実

用
化

へ
の

橋
渡

し

（
成
果
の
社
会
的
意
義
）

既
存

の
治

療
で

は
効

果
が

不
十

分
な

が
ん

や
白

血
病

を
制

圧
す

る
た

め
、

強
力

な
放

射
線

で
あ

る
α線

を
用

い
た

新
た

な
治

療
薬

を
開

発
し

て
ア

ン
メ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
に

応
え

る

福
島
復
興
を
加
速
す
る
多
機
関
連
携
に
よ
る
放
射
性
薬
剤
の
研
究
開
発

放
射

線
科

学
・

創
薬

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


１

が
ん
を
標
的
と
す
る
画
期
的
な
候
補
化
合
物
の
探
索
と

R
I標
識
応
用

既
存

の
治

療
で

は
制

圧
で

き
な

い
膵

臓
が

ん
、

大
腸

が
ん

、
肺

が
ん

な
ど

に
対

す
る

新
し

い
治

療
薬

を
開

発
す

る
た

め
、

化
合

物
ア

レ
イ

な
ど

最
新

の
手

法
を

駆
使

し
て

が
ん

に
特

有
な

遺
伝

子
産

物
や

受
容

体
を

標
的

と
す

る
治

療
薬

候
補

を
探

索
し

、
候

補
化

合
物

を
選

定
し

た
。

ま
た

、
化

合
物

に
効

果
を

高
め

る
分

子
構

造
を

導
入

し
た

候
補

化
合

物
を

設
計

し
、

診
断

用
RI

を
結

合
さ

せ
て

画
像

化
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
候

補
化

合
物

は
腫

瘍
に

特
異

的
か

つ
高

度
に

集
積

す
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
こ

の
成

果
を

用
い

て
、

強
力

な
放

射
線

で
あ

る
α線

を
放

出
す

る
RI

を
結

合
さ

せ
た

治
療

薬
を

開
発

す
る

こ
と

で
、

難
治

が
ん

に
対

す
る

新
た

な
セ

ラ
ノ

ス
テ

ィ
ク

ス
に

よ
る

治
療

開
発

に
繋

げ
る

。

２

白
血
病
に
対
す
る
新
規
候
補
化
合
物
の
非
臨
床
試
験
の
実
施
と
実
用
化
へ
の
橋
渡
し

従
来

の
治

療
法

で
は

完
治

せ
ず

再
発

を
防

げ
な

い
急

性
骨

髄
性

白
血

病
に

対
し

て
、

治
療

抵
抗

性
や

再
発

の
カ

ギ
と

な
る

幹
細

胞
が

発
現

し
て

い
る

CD
82

と
い

う
タ

ン
パ

ク
を

治
療

の
標

的
と

す
る

抗
CD

82
ヒ

ト
化

抗
体

を
開

発
し

た
。

こ
の

抗
体

に
α線

核
種

ア
ス

タ
チ

ン
を

結
合

さ
せ

た
治

療
薬

候
補

を
作

成
し

、
動

物
実

験
で

腫
瘍

の
縮

小
と

生
存

期
間

の
延

長
が

確
認

で
き

た
。

CD
82

は
急

性
骨

髄
性

白
血

病
だ

け
で

な
く

骨
髄

異
形

成
症

候
群

や
多

発
性

骨
髄

腫
な

ど
多

様
な

難
治

性
血

液
腫

瘍
に

発
現

し
、

ヒ
ト

化
抗

体
は

患
者

に
免

疫
反

応
を

惹
起

せ
ず

反
復

投
与

が
可

能
な

た
め

、
有

効
な

治
療

薬
と

し
て

の
実

用
化

に
繋

が
る

成
果

で
あ

る
。

今
後

の
展

望

従
来
の
治
療
で
は
効
果
が
不
十

分
な
が
ん
や
白
血
病
に
対
す
る

革
新
的
な
治
療
と
し
て
α線

核
種

標
識
薬
を
開
発
、
非
臨
床
試
験

に
よ
り
有
効
性
を
確
認
し
、
難

治
が
ん
治
療
の
実
用
化
に
寄
与

す
る
。

【
事
業
の
背
景
・
目
的
】

 革
新

的
な

が
ん

等
の

治
療

・
診

断
に

関
す

る
研

究
開

発
の

拠
点

と
し

て
産

業
創

出
に

寄
与

す
る

た
め

の
RI

医
薬

品
に

よ
る

画
期

的
な

診
断

・
治

療
に

開
発

並
び

に
機

構
の

将
来

を
担

う
人

材
育

成
を

行
う

こ
と

を
目

的
に

、
既

存
の

治
療

法
に

対
し

て
優

位
性

・
経

済
的

合
理

性
の

あ
る

が
ん

等
の

疾
患

の
診

断
･治

療
に

つ
な

が
る

RI
標

識
化

合
物

の
開

発
を

目
指

す
。

【
令
和
６
年
度
の
目
的
】

RI
に

よ
る

が
ん

治
療

に
資

す
る

変
異

遺
伝

子
産

物
な

ど
の

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
お

よ
び

治
療

薬
候

補
化

合
物

の
探

索
と

RI
標

識
応

用
、

標
識

法
の

高
収

率
化

な
ら

び
に

非
臨

床
試

験
を

行
い

、
そ

れ
ら

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

。
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福
島
復
興
を
加
速
す
る
多
機
関
連
携
に
よ
る
放
射
性
薬
剤
の
研
究
開
発

放
射

線
科

学
・

創
薬

分
野

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
構
造

-親
和
性

-動
態
相
関
に
よ
る
リ
ガ
ン
ド
探
索
と

R
I標
識
応
用

・
腫

瘍
特

異
的

な
分

子
に

放
射

性
プ

ロ
ー

ブ
を

血
中

で
安

定
に

保
持

し
て

放
射

性
核

種
の

腫
瘍

集
積

性
を

高
め

る
分

子
を

付
加

す
る

分
子

構
造

を
設

計
し

、
新

た
な

治
療

薬
候

補
化

合
物

を
合

成
し

て
RI

標
識

を
行

っ
た

。
AM

TG
-D

A1
は

GR
PR

リ
ガ

ン
ド

に
キ

レ
ー

ト
を

介
し

て
ア

ル
ブ

ミ
ン

バ
イ

ン
ダ

ー
を

付
加

し
た

新
規

化
合

物
で

あ
る

（
図

1）
。

・
 [

11
1 I

n]
In

-A
M

TG
-D

A1
は

、
ヒ

ト
血

液
と

等
濃

度
の

ヒ
ト

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
（

H
SA

）
に

著
明

か
つ

特
異

的
に

結
合

し
た

が
PB

Sに
は

結
合

し
な

か
っ

た
。

一
方

[1
11

In
]I

n-
AM

TG
2

は
い

ず
れ

に
も

結
合

し
な

か
っ

た
（

図
2）

。
・

前
立

腺
癌

PC
-3

移
植

マ
ウ

ス
に

静
脈

内
注

射
し

た
後

の
主

要
臓

器
お

よ
び

腫
瘍

に
お

け
る

[1
11

In
]I

n-
AM

TG
-D

A1
(図

3A
) 

、
[1

11
In

]I
n-

AM
TG

2(
図

3B
)の

放
射

能
分

布
、

血
中

放
射

能
(図

3C
)、

腫
瘍

集
積

(図
3D

)の
経

時
的

変
化

を
明

ら
か

に
し

た
。

・
 [

11
1 I

n]
In

-A
M

TG
-D

A1
(図

4A
)お

よ
び

[1
11

In
]I

n-
AM

TG
2(

図
4B

)投
与

後
24

、
48

時
間

の
PC

-3
移

植
マ

ウ
ス

の
SP

EC
T/

CT
画

像
で

、
前

者
は

腫
瘍

へ
の

高
集

積
が

48
時

間
後

ま
で

持
続

し
、

診
断

用
核

種
11

1 I
nか

ら
治

療
用

核
種

22
5 A

cへ
の

変
換

に
よ

る
セ

ラ
ス

テ
ィ

ク
ス

の
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

【
研
究
の
成
果
の
発
信
】

・
（

発
表

論
文

）
Ts

uc
hi

ha
sh

i S
, N

ak
as

hi
m

a 
K,

 T
ar

um
iz

u 
Y,

 Ic
hi

ka
w

a 
H

, J
in

da
 H

, W
at

an
ab

e 
H

, a
nd

 O
no

 M
. J

. M
ed

. C
he

m
. 6

6:
80

43
-5

3,
 2

02
3.

,
Ts

uc
hi

ha
sh

i S
, N

ak
as

hi
m

a 
K,

 W
at

an
ab

e 
H

, O
no

 M
. A

CS
 M

ed
. C

he
m

. L
et

t. 
16

:7
97

-8
03

, 2
02

5.
・

（
特

許
出

願
）

本
成

果
を

発
展

さ
せ

た
別

の
新

規
化

合
物

Aに
て

出
願

予
定

[1
11

In
]I

n標
識

リ
ガ

ン
ド

静
脈

内
投

与
後

の
SP

EC
T/

CT
画

像

11
1 I

n標
識

GR
PR

リ
ガ

ン
ド

の
腫

瘍
モ

デ
ル

画
像

化

11
1 I

n標
識

GR
PR

リ
ガ

ン
ド

の
H

SA
へ

の
結

合
GR

PR
特

異
的

リ
ガ

ン
ド

：
AM

TG
-D

A1

AC
S 

M
ed

. C
he

m
. L

et
t. 

16
: 

79
7-

80
3,

 2
02

5.

図
①

図
②

図
④

11
1 I

n標
識

GR
PR

リ
ガ

ン
ド

の
腫

瘍
モ

デ
ル

体
内

分
布

図
③

（
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研
究
実
施
期
間

令
和

5年
度
～
【第

12
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

研
究
代
表
者
（
実
施
体
制
）

高
橋
浩
之
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
セ
ラ
ノス
テ
ィク
ス
開
発
機
関
：
東
京
大
学
、東
京
科
学
大
学
、理
化
学
研
究
所
、千
代
田
テ
ク
ノル
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
新
核
種

Te
-1

18
の
合
成


（
研
究
成
果

2）
Te

-1
18
を
用
い
た

PE
Tの
原
理
実
証


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
個
人
の
特
性
に
合
わ
せ
た
治
療
の
実
現
に
寄
与

R
Iを
用
い
た
革
新
的
セ
ラ
ノス
テ
ィク
ス
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


（
新
核
種

Te
-1

18
の
合
成
）
：
こ
れ
ま
で

PE
Tに

用
い
ら
れ
る
核
種
の
半
減
期
は
数
時
間
程
度
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
、
理
化
学

研
究
所
に
お
い
て
、

AV
Fサ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
用
い
て
、
新
た
な
核
種
の
合
成
に
取
り
組
み
、

2段
階
の
反
応
で
陽
電
子
を
放
出
す
る

Te
-

11
8の

合
成
に
成
功
し
た
。
今
後
、
同
核
種
を
用
い
た
標
識
法
や
薬
剤
の
開
発
を
行
う
こ
と
で
、
長
期
間
に
渡
る
体
内
動
態
を
描
き
出
す
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
個
別
化
医
療
な
ど
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

F-
R

EI
で
研
究
の
進
め
ら
れ
て
い
る
α線

治
療
に
お
い
て
は
、
半
減
期
の
長
い

Ac
-2

25
の
利
用
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
核
種
と
組
み
合
わ
せ
た
セ
ラ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス

に
お
い
て
利
用
が
期
待
さ
れ
る
核
種
で
あ
る
。


（

Te
-1

18
を
用
い
た

PE
Tの

原
理
実
証
）
：

Te
-1

18
は
半
減
期
が

6日
間
と
長
く
、
そ
の
娘
核
種
で
あ
る

Sb
-1

18
か
ら
放
出
さ
れ
る
陽

電
子
を
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
高
い
感
度
を
も
つ

PE
T(
余
蘊
弟
子
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ

)に
よ
り
数
週
間
に
渡
る
薬
剤
の
体
内
動
態
が
得

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、

Te
-1

18
溶
液
を
用
い
て
フ
ァ
ン
ト
ム
の

PE
Tに

よ
る
測
定
を
行
い
、

2m
m
程
度
の
位

置
分
解
能
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、

Te
-1

18
を
マ
ウ
ス
に
投
与
し
た
結
果
、
投
与
か
ら

1週
間
後
に
お
い
て
も
、

PE
Tに

よ
る
撮
像
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
今
後
、
抗
体
医
薬
な
ど
を

Te
-1

18
で
標
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
間
に
渡
る
体
内
動
態

を
調
べ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

今
後
は
、T

e-
11

8の
純
度
を
高

め
、実

際
に
薬
剤
を
標
識
して
体
内

動
態
を
観
測
す
る
予
定
で
あ
る
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】

新
核
種
とナ
ノキ
ャリ
ア
・新
規
計
測
法
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
セ
ラ
ノス
テ
ィク
ス
を
実
現
す
る

こと
が
目
的
で
あ
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

Te
-1

18
を
用
い
た

PE
Tに
つ
い
て
の
基
礎
的
な
検
討
を
行
うこ
とを
目
的
とし
て
い
た
。
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R
Iを
用
い
た
革
新
的
セ
ラ
ノス
テ
ィク
ス
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
（

Te
-1

18
の
合
成
と
動
態
の
観
察
）

•
Te

-1
18

は
半

減
期

6.
0日

で
電

子
捕

獲
を

生
じ

、
Sb

-1
18

に
壊

変
し

ま
す

。
Sb

-1
18

は
安

定
核

種
で

は
な

く
、

更
に

3.
5分

の
半

減
期

で
Sn

-1
18

に
壊

変
し

、
そ

の
際

、
陽

電
子

を
放

出
し

ま
す

。
こ

の
ス

キ
ー

ム
を

用
い

て
、

実
質

的
に

長
半

減
期

の
陽

電
子

放
出

核
種

を
実

現
し

よ
う

と
い

う
ア

イ
デ

ア
を

も
と

に
研

究
を

開
始

し
ま

し
た

。

•
Sb

-1
18

は
陽

電
子

放
出

の
効

率
が

75
%

と
高

く
、

画
像

化
の

際
に

問
題

と
な

る
妨

害
と

な
る

γ線
も

放
出

し
ま

せ
ん

。
こ

の
た

め
、

1週
間

以
上

の
長

期
間

に
渡

る
薬

剤
の

体
内

動
態

を
感

度
の

高
い

PE
Tで

撮
像

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

特
に

半
減

期
が

10
日

と
長

い
Ac

-2
25

と
組

み
合

わ
せ

た
セ

ラ
ノ

ス
テ

ィ
ク

ス
な

ど
が

可
能

に
な

る
と

期
待

さ
れ

ま
す

。

•
本

研
究

の
結

果
、

初
年

度
に

も
関

わ
ら

ず
、

Te
-1

18
の

合
成

に
成

功
し

、
そ

れ
を

用
い

た
PE

Tの
特

性
を

調
べ

る
フ

ァ
ン

ト
ム

画
像

の
取

得
に

成
功

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
動

物
実

験
を

行
い

、
マ

ウ
ス

に
投

与
し

た
Te

-1
18

の
1週

間
に

渡
る

長
期

間
の

体
内

動
態

を
PE

T/
CT

を
用

い
て

観
察

す
る

こ
と

に
成

功
し

ま
し

た
。

•
今

後
、

Te
-1

18
の

標
識

法
を

確
立

し
、

薬
剤

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
セ

ラ
ノ

ス
テ

ィ
ク

ス
の

進
歩

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

Te
-1

18
を用

い
た

PE
Tの

計
測

原
理

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

D
em

on
st

ra
tio

n 
of

 in
-v

iv
o 

si
m

ul
ta

ne
ou

s 
3D

 im
ag

in
g 

w
ith

 18
F-

FD
G 

an
d 

N
a1

31
I u

si
ng

 C
om

pt
on

-P
ET

 s
ys

te
m

, S
ci

. R
ep

., 
14

, 1
. 

・（
特

許
出

願
）

準
備

中
・（

プレ
ス

リリ
ー

ス
等

）
第

72
回

応
用

物
理

学
会

春
季

学
術

講
演

会
注

目
講

演
プレ

ス
リリ

ー
ス

マウ
ス

に
投

与
後

1週
間

に
お

け
る

Te
-1

18
の

体
内

分
布

マウ
ス

に
投

与
後

1日
後

に
お

け
る

Te
-1

18
の

体
内

分
布

（
２
）
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研
究
実
施
期
間

令
和

5年
度
～
【第

11
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

河
地
有
木
（
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
、東
京
大
学
、筑
波
大
学
、東
北
大
学
、名
古
屋
大
学
、北
海
道
大
学
、東
京
農
業
大
学
、近
畿
大

学
、高
知
大
学
、株
式
会
社
プ
ラ
ン
テ
ック
ス
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


植
物

R
Iイ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
始
動


高
精
度
な
植
物
体
内
の
元
素
動
態
の
解
析
を
可
能
とす
る
環
境
整
備


F-

R
EI
に
お
け
る

R
Iイ
メ
ー
ジ
ン
グ
拠
点
の
形
成
と作

物
栽
培
技
術
開
発
に
向
け
た
基
盤
構
築

植
物

R
Iイ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
拠
点
の
形
成
と応

用
研
究
の
展
開

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


植
物

R
Iイ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
始
動
：

20
24

年
5月

13
日

に
東

京
に

て
、

大
学

、
国

研
、

民
間

企
業

を
含

め
た

10
組

織
に

よ
る

「
植

物
RI

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

研
究

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
」

の
キ

ッ
ク

オ
フ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

が
開

催
さ

れ
、

今
後

の
研

究
計

画
に

つ
い

て
活

発
な

議
論

が
行

わ
れ

た
。

 キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

つ
い

て
は

F-
RE

Iを
含

め
た

11
組

織
の

よ
る

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
が

お
こ

な
わ

れ
、

日
刊

工
業

新
聞

等
に

掲
載

さ
れ

る
な

ど
、

高
い

注
目

を
集

め
た

。


高
精
度
な
植
物
体
内
の
元
素
動
態
の
解
析
を
可
能
と
す
る
環
境
整
備
：

 様
々

な
研

究
環

境
整

備
の

中
で

も
、

炭
素

栄
養

の
動

態
解

明
を

目
的

と
し

た
放

射
性

同
位

体
C-

11
及

び
C-

14
、

安
定

同
位

体
C-

13
を

標
識

し
た

二
酸

化
炭

素
を

、
葉

の
光

合
成

で
植

物
体

内
へ

吸
収

さ
せ

る
技

術
、

塗
布

等
に

よ
る

投
与

技
術

、
そ

し
て

園
芸

施
設

の
温

度
・

湿
度

・
二

酸
化

炭
素

濃
度

を
模

擬
し

た
環

境
下

で
葉

に
吸

収
さ

せ
る

技
術

の
開

発
を

実
施

し
た

。
F-

RE
Iで

の
基

盤
構

築
に

向
け

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
の

み
な

ら
ず

、
ダ

イ
ズ

を
供

試
し

た
実

験
に

て
開

発
技

術
の

有
用

性
を

実
証

し
た

。

今
後

の
展

望
作
物
の
生
産
性
や
収
穫
物

   
 の
品
質
を
大
き
く左
右
す
る

   
炭
素
栄
養
の
動
態
把
握
に
よ
る

 新
た
な
栽
培
技
術
の
創
出

【事
業
の
背
景
・目
的
】

植
物

RI
イメ

ー
ジ

ング
技

術
に

よる
元

素
動

態
の

解
明

と、
これ

ら生
理

機
能

の
理

解
に

立
脚

した
、植

物
栄

養
学

的
アプ

ロー
チ

に
よる

農
法

を開
発

す
る

こと
に

よっ
て

、福
島

を始
め

とす
る

農
作

物
の

生
産

性
向

上
や

持
続

可
能

な
作

物
生

産
に

貢
献

す
る

こと
が

求
め

られ
て

い
る

。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

植
物

RI
イメ

ー
ジ

ング
技

術
・装

置
開

発
と応

用
研

究
の

た
め

の
研

究
環

境
整

備

（
２
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植
物

R
Iイ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
拠
点
の
形
成
と応

用
研
究
の
展
開

放
射

線
科

学
・創

薬
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
植
物

R
Iイ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
始
動

1.
本

研
究

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

参
画

し
て

い
る

産
官

学
10

組
織

（
Q

ST
, 東

大
, 筑

波
大

, 東
北

大
, 名

大
, 北

大
, 農

大
, 

近
大

, 
高

知
大

, 
プ

ラ
ン

テ
ッ

ク
ス

）
の

代
表

者
を

始
め

と
す

る
研

究
者

ら
が

集
い

、
今

後
の

研
究

計
画

に
つ

い
て

議
論

を
行

っ
た

。
会

議
の

冒
頭

は
メ

デ
ィ

ア
に

公
開

さ
れ

、
日

刊
工

業
新

聞
や

福
島

民
報

に
こ

の
取

り
組

み
が

紹
介

さ
れ

た
。

2.
本

研
究

の
特

色
で

あ
る

、
わ

か
り

や
す

い
画

像
デ

ー
タ

を
用

い
た

出
張

授
業

を
行

っ
て

い
る

。
右

の
写

真
は

仙
台

二
華

高
校

生
徒

活
動

の
一

環
で

あ
る

研
究

課
題

「
塩

害
グ

ル
ー

プ
」

と
の

研
究

交
流

。

3.
放

射
性

同
位

体
C-

14
の

植
物

実
験

技
術

開
発

。
気

体
の

14
C-

CO
2と

溶
液

の
14

C-
su

cr
os

eに
つ

い
て

植
物

投
与

等
の

実
験

技
術

を
確

立
し

た
。

概
ね

両
者

の
移

行
先

は
同

一
だ

っ
た

が
、

根
へ

の
輸

送
量

が
大

き
く

異
な

っ
た

。

4.
桃

が
柔

ら
か

く
な

る
仕

組
み

を
理

解
す

る
た

め
に

、
果

実
内

の
維

管
束

構
造

を
画

像
化

す
る

技
術

を
X線

-C
Tを

用
い

て
構

築
し

た
。

そ
の

他
、

桃
を

対
象

と
し

た
C-

13
実

験
技

術
、

C-
11

実
験

技
術

の
開

発
を

進
め

て
い

る
。

3.
 添

加
した

[1
4 C

]C
O

2の
体

内
移

行

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

1.
 キ

ック
オ

フミ
ー

テ
ィン

グ
2.

 高
校

へ
の

アウ
トリ

ー
チ

活
動

4.
 モ

モ‘
白

鳳
’果

実
の

X線
CT

撮
像

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

Y.
 N

od
a 

et
. a

l.,
 P

la
nt

, C
el

l &
 E

nv
iro

nm
en

t, 
48

, 3
92

5-
39

38
(2

02
5)

 D
O

I:
 1

0.
11

11
/p

ce
.1

54
02

・（
特

許
出

願
）

A.
 S

om
a 

et
. a

l.,
 R

AD
IO

IS
O

TO
PE

S,
 7

4,
 9

1–
10

(2
02

5)
 D

O
I:

 1
0.

37
69

/r
ad

io
is

ot
op

es
.7

40
11

6
・（

特
許

出
願

）
S.

 K
an

no
 e

t. 
al

., 
Fr

on
t. 

Pl
an

t S
ci

., 
15

, 1
47

72
23

(2
02

4)
 D

O
I:

 1
0.

33
89

/f
pl

s.
20

24
.1

47
72

23
・（

プレ
ス

リリ
ー

ス
等

）
「植

物
RI

イメ
ー

ジ
ング

コン
ソー

シ
アム

」研
究

が
キ

ック
オ

フ！
～

Q
ST

ら1
0機

関
に

よる
福

島
国

際
研

究
教

育
機

構
の

委
託

研
究

事
業

が
本

格
的

に
ス

ター
ト～

、日
刊

工
業

新
聞

等
、2

02
4年

5月
13

日

C
:子

葉
, 

PL
: 初

生
葉

,
L1

: 第
一

本
葉

, 
L2

: 第
二

本
葉

[1
4 C

]C
O

2を
与

え
た

葉

[1
4 C

]光
合

成
産

物
の

移
行

（
２
）
①
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原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
・知
見
の
集
積
・発
信
分
野

【骨
太

の
方

針
】

原
子

力
災

害
の

被
災

地
に

お
い

て
自
然
環
境
や
地
域
社
会
に
つ
い
て
調
査
と分

析
を行

い
、地

域
の

安
全

性
を高

め
る

た
め

の
科
学
的
知
見
の
蓄
積
と発

信
を行

う。
あ

わ
せ

て
F-

RE
Iの

研
究

成
果

を活
か

して
、地

域
の

活
性

化
とコ

ミュ
ニテ

ィの
合

意
形

成
を推

進
す

る
こと

で
、人
々
が
共
生
す
る
レ
ジ
リエ
ン
ト
な
ま
ち
づ
くり
に
貢
献

す
る

。

福
島
で
研
究
開
発
を
行
う視

点


複
合

災
害

を経
験

した
浜

通
りの

創
造

的
復

興
に

資
す

る
た

め
に

複
合

的
な

取
り組

み
を行

う


環
境

動
態

研
究

の
成

果
をも

とに
、な

りわ
い

の
回

復
の

た
め

の
安

全
性

に
つ

い
て

の
検

討
と発

信


F-
RE

Iの
活

動
成

果
を産

業
化

と地
域

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
研

究


コミ
ュニ

テ
ィの

合
意

形
成

とレ
ジ

リエ
ント

な
まち

づ
くり

の
た

め
の

研
究


新

た
な

地
域

創
成

に
資

す
る

自
然

科
学

と社
会

科
学

を研
究

の
基

盤
に

す
る


放

射
能

環
境

動
態

計
測

とア
セ

ス
メン

ト


浜
通

り地
域

の
社

会
構

造
や

地
域

特
性

の
分

析


デ
ー

タの
集

積
・ア

ー
カイ

ブ・
AI

を 活
用

した
分

析


交
流

の
た

め
の

ハ
ブの

整
備

と教
育

プロ
グ

ラム
の

開
発

公
募
に
よ
り採

択
さ
れ
た
委
託
事
業
一
覧

（
２
）
①
ⅰ
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

高
村
昇
（
長
崎
大
学
福
島
未
来
創
造
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー
・セ
ン
タ
ー
長
）

原
子
力
災
害
医
療
科
学
分
野
に
お
け
る
福
島
の
知
見
の
集
積
と国

内
外
へ
の
情
報
発
信
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
国
立
大
学
法
人
長
崎
大
学
（
代
表
機
関
）
、国
立
大
学
法
人
福
井
大
学
、国
立
大
学
法
人
福
島
大
学
、公
益
財
団
法
人
福
島
イ
ノベ
ー
シ
ョン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
東
日
本
大
震
災
・原
子
力
災
害
伝
承
館
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


複
合
災
害
避
難
区
域
線
量
推
定
研
究


特
定
帰
還
居
住
区
域
線
量
評
価


災
害
・被
ば
く医
療
科
学
分
野
に
お
け
る
福
島
の
知
見
の
集
積
と国

内
外
へ
の
情
報
発
信

原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
原
子
力
災
害
医
療
科
学
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


複
合
災
害
避
難
区
域
線
量
推
定
：

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

で
生

じ
た

避
難

は
、

避
難

に
伴

う
関

連
死

、
経

済
的

損
失

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

崩
壊

等
、

凄
惨

な
影

響
を

も
た

ら
し

た
。

本
研

究
で

は
将

来
的

な
複

合
災

害
時

の
避

難
へ

の
提

言
を

目
的

に
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

空
間

線
量

率
の

欠
損

値
を

数
量

モ
デ

ル
で

復
元

し
た

。
・

原
子

力
災

害
後

、
比

較
的

空
間

線
量

率
が

高
い

地
域

で
あ

っ
て

も
、

適
切

な
防

護
措

置
下

で
あ

れ
ば

、
必

ず
し

も
速

や
か

な
避

難
の

必
要

は
な

い
こ

と
を

示
し

た
。

本
成

果
は

「
よ

り
現

実
的

」
で

「
災

害
関

連
死

を
最

小
限

化
で

き
る

」
避

難
の

検
討

に
活

用
し

て
い

る
ほ

か
、

国
内

外
へ

の
原

子
力

防
災

対
策

に
関

す
る

貴
重

な
知

見
と

し
て

、
学

術
誌

で
の

知
見

共
有

・
学

会
等

で
の

情
報

発
信

に
活

用
し

て
い

る
。


特
定
帰
還
居
住
区
域
線
量
評
価
：

住
民

の
早

期
帰

還
を

目
的

と
し

て
令

和
5年

9月
よ

り
認

定
さ

れ
た

「
特

定
帰

還
居

住
区

域
」

に
つ

い
て

、
線

量
把

握
お

よ
び

住
民

が
当

該
区

域
に

居
住

し
た

際
の

実
効

線
量

を
推

計
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

大
熊

町
、

双
葉

町
の

空
間

線
量

測
定

を
実

施
し

た
。

•
走

行
サ

ー
ベ

イ
に

よ
る

公
道

上
の

空
間

線
量

率
に

よ
る

実
効

線
量

推
計

の
中

央
値

は
、

地
域

毎
に

1.
07

~
1.

45
m

Sv
/y

の
範

囲
で

あ
っ

た
。

•
宅

地
測

定
に

よ
る

居
住

空
間

の
空

間
線

量
率

に
よ

る
実

効
線

量
推

計
の

中
央

値
は

、
測

定
地

点
毎

に
1.

49
~

2.
71

m
Sv

/y
の

範
囲

で
あ

っ
た

。
本

成
果

は
大

熊
町

お
よ

び
双

葉
町

の
広

報
誌

に
て

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
資

料
と

し
て

活
用

し
て

い
る

。

今
後

の
展

望
国
際
機
関
と連

携
し
、研
究
、知
見

の
集
積
を
継
続
、発

展
さ
せ
る
こと

に
加
え
、国

内
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
を
行
うこ
とで
、新
拠
点
を

災
害
・被
ば
く医
療
科
学
の
世
界

的
一
大
拠
点
に
す
る

【事
業
の
背
景
・目
的
】福
島
県
に
は
原
子
力
災
害
を
含
む
複
合
災
害
の
経
験
を
通
じ
た
多
くの
知
見
が
あ
り、
こ

れ
ら
の
知
見
を
今
後
の
国
内
外
に
お
け
る
防
災
、減
災
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。本
事
業
は
、放
射
線
リス
ク

評
価
な
ど原

子
力
災
害
医
療
科
学
に
関
す
る
知
見
を
集
積
・分
析
し
、I

CR
P、

O
EC

D
等
の
国
際
機
関
を
は
じ

め
とす
る
国
内
外
の
関
連
研
究
機
関
と連

携
し
、国
際
的
な
防
災
・減
災
の
指
針
の
策
定
に
貢
献
す
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】
環
境
放
射
能
・被
ば
く線
量
評
価
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、放
射
線
リス
ク

認
知
も
含
め
、災
害
・被
ば
く医
療
科
学
分
野
に
お
け
る
福
島
で
の
知
見
を
集
積
し
、得
ら
れ
た
知

見
、教
訓
を
広
く発
信
す
る
。

（
２
）
①
ⅰ
カ
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(福
島

第
一

原
発

か
ら4

km
)

(福
島

第
一

原
発

か
ら4

.5
km

)

(福
島

第
一

原
発

か
ら4

km
)

←
山
田
地
区
の

モ
ニ
タ
リン
グ
ポ
ス
ト

原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
原
子
力
災
害
医
療
科
学
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
複
合
災
害
避
難
区
域
線
量
推
定
研
究

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

で
は

、
入

院
患

者
の

避
難

に
伴

う
死

亡
（

災
害

関
連

死
）

が
深

刻
な

社
会

問
題

と
な

っ
た

。
そ

こ
で

本
研

究
で

は
、

1.
福

島
第

一
原

発
近

郊
の

3病
院

に
最

も
近

い
双

葉
町

山
田

地
区

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

の
線

量
デ

ー
タ

（
図

1）
の

欠
損

値
を

数
量

モ
デ

ル
で

補
完

し
、

経
時

的
な

空
間

線
量

率
を

算
出

し
た

。
2.

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
上

に
ず

っ
と

い
た

場
合

；
遮

へ
い

が
な

い
状

態
（

M
od

el
0）

、
病

院
に

勤
務

す
る

看
護

師
（

1-
a.

b.
c.

d)
・

医
師

（
2-

a.
b.

c.
d)

・
入

院
患

者
（

M
od

el
3）

の
勤

務
や

生
活

に
応

じ
た

外
部

被
ば

く
線

量
の

シ
ナ

リ
オ

（
表

１
）

を
作

成
し

、
鉄

筋
/木

造
下

の
外

部
被

ば
く

線
量

を
算

出
し

た
（

図
2）

。
◎
結
果
◎

福
島

第
一

原
発

事
故

か
ら

10
日

後
の

3月
21

日
に

お
け

る
累

積
被

ば
く

線
量

は
2m

Sv
程

度
、

1か
月

後
の

線
量

も
10

m
Sv

を
大

き
く

下
回

る
こ

と
が

推
定

さ
れ

た
。

ま
た

、
病

院
職

員
が

病
院

と
自

宅
（

木
造

、
鉄

筋
）

に
い

た
場

合
に

お
い

て
も

、
1か

月
後

の
線

量
は

20
m

Sv
を

下
回

る
こ

と
が

推
定

さ
れ

た
（

図
２

）
。

つ
ま

り
、

原
子

力
災

害
後

、
比

較
的

空
間

線
量

率
が

高
い

地
域

で
あ

っ
て

も
、

適
切

な
防

護
措

置
を

行
え

ば
、

混
乱

し
た

状
況

の
中

で
速

や
か

に
避

難
す

る
こ

と
は

必
ず

し
も

必
要

な
い

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

図
2

双
葉

町
山

田
地

区
に

お
け

る
空

間
線

量
率

の
推

移
とそ

れ
ぞ

れ
の

シ
ナ

リオ
に

お
け

る
累

積
被

ば
く線

量

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
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文
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長
崎

新
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の
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ども

が
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構
見

学
長

崎
大

との
取
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他
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件

表
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更
研
究
実
施
者

内
山
登
紀
夫
（
福
島
学
院
大
学
福
祉
学
部
福
祉
心
理
学
科
教
授
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


被
災
地
域
及
び
比
較
対
照
地
域
に
て
、乳
幼
児
健
診
調
査
と小

中
学
生
定
量
調
査
を
実
施


支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と子

ども
と親

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
発
信


大
規
模
複
合
災
害
下
に
お
け
る
子
ども
の
親
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
中
長
期
的
変
化
が
明
ら
か
に
な
る

原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
子
ども
と親

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

今
後

の
展

望
原
発
事
故
後
の
子
ども
の
発
達
と

保
護
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
中
期
的
な
変
化
を
明
ら
か
に

す
る

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


被
災
地
域
を
中
心
に
乳
幼
児
健
診
調
査
と小

学
生
・中
学
生
定
量
調
査
を
実
施
：

福
島

県
浜

通
り

の
被

災
地

域
に

お
い

て
乳

幼
児

健
診

問
診

票
調

査
（

18
ヶ

月
・

36
ヶ

月
）

お
よ

び
、

小
学

生
の

保
護

者
、

中
学

生
の

子
ど

も
本

人
と

保
護

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

た
。

さ
ら

に
、

比
較

対
象

地
域

に
お

い
て

も
同

様
の

調
査

に
着

手
し

、
乳

幼
児

健
診

で
は

、
被

災
地

域
：

67
0例

、
比

較
対

象
地

域
59

例
、

小
学

生
調

査
で

は
、

被
災

地
域

：
31

0例
、

比
較

対
象

地
域

34
1例

、
中

学
生

調
査

で
は

、
被

災
地

域
親

子
10

3ペ
ア

、
比

較
対

象
地

域
親

子
11

7ペ
ア

か
ら

回
答

を
得

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

東
日

本
大

震
災

後
の

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

の
避

難
地

域
に

居
住

す
る

子
ど

も
の

発
達

と
保

護
者

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
中

期
的

経
過

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
に

必
要

な
基

礎
的

デ
ー

タ
を

収
集

し
た

。

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と子

ども
と親

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
発
信
：

昨
年

度
か

ら
継

続
し

て
、

発
達

障
害

ま
た

は
そ

の
疑

い
の

あ
る

子
ど

も
へ

の
支

援
を

目
的

と
し

た
、

国
際

的
な

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
保

護
者

向
け

お
よ

び
医

療
従

事
者

向
け

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

日
本

語
版

作
成

を
進

め
た

。
そ

の
う

ち
、

保
護

者
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

伝
達

講
習

形
式

を
試

行
し

有
用

性
を

確
認

し
た

。
医

療
従

事
者

向
け

の
診

断
ツ

ー
ル

お
よ

び
支

援
者

向
け

の
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

翻
訳

作
業

を
完

了
し

次
年

度
中

に
日

本
語

版
を

完
成

さ
せ

る
予

定
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
共

同
研

究
を

実
施

し
て

い
る

英
国

バ
ー

ス
大

学
の

教
授

ら
を

招
い

て
特

別
講

義
を

開
催

し
た

。
情

報
発

信
と

し
て

は
、

子
育

て
や

親
子

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
役

立
つ

正
確

な
情

報
の

普
及

を
目

的
と

し
て

12
回

に
わ

た
る

ラ
ジ

オ
番

組
を

制
作

・
放

送
し

た
。

放
送

内
容

の
う

ち
11

本
を

Yo
uT

ub
eに

、
12

本
を

Po
dc

as
tに

て
配

信
し

、
一

般
向

け
の

啓
発

を
行

っ
た

。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】従
前
の
調
査
の
継
続
に
加
え
、新
た
に
調
査
対
象
地
域
を
選
定
・依
頼
し
、

次
年
度
に
向
け
た
分
析
の
基
盤
を
構
築
す
る
。調
査
研
究
及
び
臨
床
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を

元
に
、当
該
地
域
に
お
け
る
子
ども
と保

護
者
の
支
援
に
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
う。

【事
業
の
背
景
・目
的
】東
日
本
大
震
災
お
よ
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
に
お
け
る
子
ど

も
の
発
達
お
よ
び
保
護
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
経
時
的
変
化
を
定
量
的
お
よ
び
定
性
的
手
法
を
用
い
て
明
ら
か

に
す
る
。得
ら
れ
た
知
見
を
も
とに
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
う。
以
って
、当
該
地
域
に
居
住
す
る
子
ども
の

健
全
な
発
達
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
立
案
に
資
す
る
こと
を
目
指
す
。

（
２
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原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
子
ども
と親

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

被
災
地
域
及
び
比
較
対
照
地
域
に
て
、
乳
幼
児
健
診
調
査
と
小
中
学
生
定
量
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
原
発
事

故
以
降
に
我
々
が
蓄
積
し
て
き
た
既
存
デ
ー
タ
と
統
合
し
、
縦
断
的
な
分
析
を
行
う
た
め
の
準
備
を
整
え
た

。

•
乳

幼
児

健
康

診
査

問
診

票
を

用
い

た
調

査
継

続
的

に
問

診
票

調
査

を
実

施
し

て
い

る
既

存
の

２
自

治
体

に
お

い
て

、
調

査
デ

ー
タ

を
収

集
し

（
被

災
地

域
41

3例
、

比
較

対
照

地
域

59
例

）
（

表
１

）
、

次
年

度
に

予
定

す
る

分
析

の
た

め
の

基
礎

的
資

料
を

整
備

し
た

。
併

せ
て

、
被

災
地

域
2自

治
体

お
よ

び
非

被
災

地
域

2地
域

に
お

け
る

調
査

実
施

に
向

け
て

関
係

機
関

と
の

協
議

を
行

い
、

研
究

契
約

締
結

に
向

け
た

準
備

を
完

了
し

た
。

•
小

中
学

生
定

量
調

査
（

資
料

１
）

上
記

調
査

同
様

、
こ

れ
ま

で
の

対
象

地
域

に
加

え
、

被
災

地
域

及
び

比
較

対
照

群
と

し
て

非
被

災
地

域
と

の
調

査
依

頼
の

交
渉

を
行

っ
た

。
契

約
を

締
結

し
た

自
治

体
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

し
、

小
学

生
調

査
で

は
、

被
災

地
域

：
31

0例
、

比
較

対
象

地
域

34
1例

、
中

学
生

調
査

で
は

、
被

災
地

域
親

子
10

3ペ
ア

、
比

較
対

象
地

域
親

子
11

7ペ
ア

か
ら

回
答

を
得

た
（

表
１

）
。

以
上

の
デ

ー
タ

を
収

集
を

完
了

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
原

発
事

故
以

降
に

我
々

が
蓄

積
し

て
き

た
既

存
デ

ー
タ

と
統

合
し

、
縦

断
的

な
分

析
を

行
う

た
め

の
準

備
を

整
え

た
。

（
表

１
）

本
年

度
に

実
施

した
調

査
（

回
収

数
／

回
収

率
）

（
資

料
1）

アン
ケ

ー
ト調

査

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

原
発

避
難

に
伴

う発
達

障
害

児
とそ

の
母

親
に

対
す

る
保

健
師

の
対

応
と課

題
，

柄
谷

友
香

，
内

山
登

紀
夫

，
川

島
慶

子
，

地
域

安
全

学
会

東
日

本
大

震
災

特
別

論
文

集
，

No
.1

3，
pp

.3
5-

38
，

(2
02

4.
9)

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

中
日

新
版

（
20

25
年

3月
11

日
付

）
「避

難
先

孤
立

防
ぐ支

援
をー

発
達

・知
的

障
害

は
『災

害
弱

者
』」

（
２
）
①
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

関
谷
直
也
（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
総
合
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

（
大
規
模
災
害
とデ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
（
代
表
機
関
）
、公
益
財
団
法
人
福
島
イ
ノベ
ー
シ
ョ

ン
・コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
東
日
本
大
震
災
・原
子
力
災
害
伝
承
館
、株
式
会
社
サ
ー
ベ
イ
リサ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


震
災
前
後
の
ソ
ー
シ
ャル
メ
デ
ィア
に
お
け
る
「福
島
」に
関
す
る
デ
ー
タ
の
集
積
・分
析


大
規
模
災
害
の
意
識
変
化
とし
て
の
「南
海
ト
ラ
フ地

震
臨
時
情
報
」の
デ
ー
タ
集
積


福
島
の
知
見
を
基
に
し
た
大
規
模
広
域
複
合
災
害
の
対
策
の
創
出

原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
大
規
模
災
害
とデ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


震
災
前
後
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
「
福
島
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
集
積
・
分
析
：

東
日

本
大

震
災

前
後

で
福

島
県

は
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

上
で

ど
の

よ
う

に
語

ら
れ

て
き

た
の

か
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

、
分

析
可

能
な

可
視

化
さ

れ
た

デ
ー

タ
と

し
て

の
、

X（
旧

tw
itt

er
）

デ
ー

タ
を

収
集

し
た

。
東

日
本

大
震

災
後

の
10

年
間

と
そ

の
前

後
1年

の
合

計
12

年
間

に
お

け
る

「
福

島
O

R 
ふ

く
し

ま
O

R 
フ

ク
シ

マ
」

と
い

う
キ

ー
ワ

ー
ド

が
含

ま
れ

る
投

稿
、

約
1.

94
億

件
を

取
得

し
た

。
こ

れ
ら

を
分

析
す

る
と

、
日

本
の

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

で
取

り
上

げ
ら

れ
た

ニ
ュ

ー
ス

が
話

題
に

な
る

ば
か

り
で

は
な

い
こ

と
や

、
汚

染
水

と
処

理
水

と
い

う
言

葉
が

20
20

年
を

契
機

と
し

て
、

使
わ

れ
方

が
大

き
く

変
化

し
て

い
た

こ
と

な
ど

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。

大
規
模
災
害
の
意
識
変
化
と
し
て
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
の
デ
ー
タ
集
積
：

東
日

本
本

大
震

災
の

教
訓

を
も

と
に

作
ら

れ
た

「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

臨
時

情
報

」
は

、
想

定
震

源
域

で
M

7ク
ラ

ス
以

上
の

地
震

が
発

生
し

た
際

に
そ

の
近

く
で

同
規

模
、

も
し

く
は

さ
ら

に
大

規
模

な
地

震
が

発
生

す
る

こ
と

を
伝

え
る

も
の

で
あ

る
。

東
日

本
大

震
災

の
経

験
を

活
用

す
る

た
め

に
も

、
こ

の
情

報
が

い
か

に
活

用
さ

れ
て

い
る

の
か

精
緻

に
分

析
し

た
。

20
24

年
8月

8日
に

運
用

さ
れ

て
以

来
初

め
て

「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

臨
時

情
報

（
巨

大
地

震
注

意
）

」
が

発
表

さ
れ

た
際

の
、

こ
の

情
報

に
対

す
る

住
民

の
反

応
を

調
査

し
た

。
そ

の
結

果
、

情
報

の
認

知
は

高
か

っ
た

も
の

の
、

呼
び

か
け

ら
れ

て
い

た
「

日
頃

か
ら

の
地

震
へ

の
備

え
の

再
確

認
」

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
一

方
で

、
海

に
行

く
予

定
を

変
更

・
キ

ャ
ン

セ
ル

し
た

人
が

多
か

っ
た

こ
と

も
明

ら
か

と
な

っ
た

。

今
後

の
展

望
実
証
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
研
究
成
果

を
大
規
模
広
域
複
合
対
策
・防
災

対
策
・風
評
対
策
に
実
装
す
る
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】原
子
力
災
害
に
伴
い
、マ
ス
メ
デ
ィア
、行
政
広
報
、ソ
ー
シ
ャル
メ
デ
ィア
等
に
よ
る
様
々
な
情
報
の

発
信
、提
供
が
行
わ
れ
た
。本
事
業
で
は
、原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
の
観
点
か
ら
、「
福
島
の
経
験
」

に
関
し
て
マ
ス
メ
デ
ィア
、行
政
広
報
、ソ
ー
シ
ャル
メ
デ
ィア
が
行
った
情
報
発
信
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
とと
も
に
、そ
れ
ら
の

情
報
が
人
の
行
動
・心
理
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
こと
で
、大
規
模
災
害
時
の
情
報
提
供
の
あ
り方

に
関
す
る
教
訓
を

抽
出
す
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】
行
政
広
報
、S

N
Sデ
ー
タ
とい
った
記
録
デ
ー
タ
の
収
集
を
概
ね
、完

了
さ
せ
る
。ま
た
、

「住
」「
食
」「
意
」を
軸
とし
た
調
査
（
ヒア
リン
グ
調
査
、国
際
比
較
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、大
規
模
災
害
時
の
災
害

意
識
の
長
期
的
変
化
の
分
析
等
）
を
行
い
、人
の
行
動
・心
理
の
集
積
を
行
う。

（
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原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
大
規
模
災
害
とデ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
震
災
前
後
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
「
福
島
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
の

集
積
・
分
析

•
「

福
島

」
に

関
す

る
デ

ー
タ

と
し

て
、

X（
旧

tw
itt

er
）

上
の

「
福

島
O

R 
ふ

く
し

ま
O

R 
フ

ク
シ

マ
」

と
い

う
キ

ー
ワ

ー
ド

が
含

ま
れ

る
も

の
を

収
集

・
分

析
し

た
。

対
象

期
間

は
東

日
本

大
震

災
前

後
12

年
間

で
、

約
1.

94
億

件
で

あ
っ

た
。

•
分
析
結
果
①

：
20

10
年

か
ら

20
11

年
に

か
け

て
、

「
福

島
」

が
含

ま
れ

る
ツ

イ
ー

ト
は

約
23

倍
に

、
「

フ
ク

シ
マ

」
は

約
13

3倍
に

急
増

し
て

い
た

。
•
分
析
結
果
②

：
「

放
射

能
」

「
フ

ク
シ

マ
」

「
ふ

く
し

ま
」

の
月

ご
と

の
出

現
回

数
が

図
1で

あ
る

。
「

放
射

能
」

に
関

し
て

突
出

し
て

い
た

の
が

20
19

年
9月

で
あ

っ
た

。
そ

の
内

容
は

韓
国

の
ニ

ュ
ー

ス
で

福
島

県
の

果
樹

園
が

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

た
件

で
あ

り
、

日
本

の
メ

デ
ィ

ア
で

取
り

上
げ

ら
れ

た
ニ

ュ
ー

ス
で

は
な

か
っ

た
。

•
分
析
結
果
③

：
頻

出
語

上
位

20
0語

を
抽

出
す

る
と

、
「

汚
染

水
」

は
20

11
年

に
約

21
万

件
（

16
2位

）
あ

っ
た

が
、

20
12

年
に

は
上

位
20

0語
に

含
ま

れ
な

か
っ

た
。

そ
の

後
、

20
19

年
に

は
約

41
万

件
（

38
位

）
で

あ
っ

た
が

、
20

20
年

に
は

約
22

万
件

（
72

位
）

と
半

減
、

20
21

年
に

は
上

位
20

0語
に

含
ま

れ
な

か
っ

た
。

•
今

後
は

こ
の

結
果

を
ふ

ま
え

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
デ

ー
タ

を
受

け
手

の
反

応
と

捉
え

、
テ

レ
ビ

・
新

聞
の

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

や
広

報
メ

デ
ィ

ア
か

ら
の

情
報

へ
の

対
応

を
精

緻
に

分
析

す
る

必
要

が
あ

る
。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

令
和

6 
年

能
登

半
島

地
震

とコ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

の
課

題
，

安
本

真
也

，
Ne

xt
co

m
，

vo
l.6

0，
KD

D
I 総

合
研

究
所

，
pp

.2
4-

33
(2

02
4)

他
１

０
件

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

東
京

大
学

大
学

院
情

報
学

環
総

合
防

災
情

報
研

究
セ

ンタ
ー

、【
東

大
調

査
】「

南
海

トラ
フ地

震
臨

時
情

報
（

巨
大

地
震

注
意

）
」に

関
す

る
調

査
結

果
20

24
/8

/1
4

図
1.

 各
キ

ー
ワー

ドの
月

ご
との

出
現

回
数

図
2.

 汚
染

水
と処

理
水

の
年

ご
との

出
現

回
数

（
２
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第

2年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

次
世
代
甲
状
腺
検
査
法
お
よ
び
人
材
育
成
法
の
開
発
コン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
福
島
県
立
医
科
大
学
（
代
表
機
関
）
、山
梨
大
学
、長
崎
大
学
）

研
究
代
表
者
志
村
浩
己
（
福
島
県
立
医
科
大
学
臨
床
検
査
医
学
講
座
教
授
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


穿
刺
吸
引
細
胞
診
に
よ
る
術
前
低
侵
襲
甲
状
腺
が
ん
予
後
予
測
方
法
の
開
発


A

Iを
用
い
た
甲
状
腺
超
音
波
検
査
の
自
動
診
断
法
の
開
発


県
民
健
康
調
査
「甲
状
腺
検
査
」の
課
題
解
決
お
よ
び
人
材
育
成
へ
の
貢
献

原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
次
世
代
甲
状
腺
検
査
法
お
よ
び
人
材
育
成
法
の
開
発
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


穿
刺
吸
引
細
胞
診
に
よ
る
術
前
低
侵
襲
甲
状
腺
が
ん
予
後
予
測
方
法
の
開
発
：

代
表

的
甲

状
腺

が
ん

の
遺

伝
子

変
異

を
D

ig
ita

l 
PC

R法
に

よ
り

野
生

型
と

変
異

遺
伝

子
を

同
時

に
検

出
で

き
る

検
査

系
を

開
発

し
、

そ
の

検
査

系
の

有
用

性
と

正
確

性
を

確
認

す
る

た
め

、
福

島
県

立
医

科
大

学
附

属
病

院
を

受
診

し
、

研
究

へ
の

参
加

に
同

意
し

た
患

者
の

穿
刺

吸
引

細
胞

診
時

に
取

得
さ

れ
た

臨
床

検
体

を
用

い
た

研
究

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
こ

れ
ま

で
実

現
し

て
い

な
か

っ
た

遺
伝

子
検

査
の

た
め

の
追

加
穿

刺
を

必
要

と
し

な
い

微
量

検
体

を
用

い
た

甲
状

腺
が

ん
の

低
侵

襲
術

前
遺

伝
子

検
査

方
法

を
確

立
し

た
。

今
後

は
、

後
述

の
AI

甲
状

腺
超

音
波

検
査

自
動

分
析

法
お

よ
び

従
来

の
臨

床
デ

ー
タ

等
を

統
合

す
る

こ
と

に
よ

る
AI

を
用

い
た

術
前

低
侵

襲
甲

状
腺

が
ん

予
後

予
測

方
法

を
確

立
し

、
甲

状
腺

が
ん

診
断

お
よ

び
福

島
県

「
県

民
健

康
調

査
」

甲
状

腺
検

査
に

お
け

る
重

要
な

課
題

で
あ

る
過

剰
診

断
の

リ
ス

ク
の

低
減

を
目

指
す

。


A
Iを
用
い
た
甲
状
腺
超
音
波
検
査
の
自
動
診
断
法
の
開
発
：

本
事

業
は

、
甲

状
腺

超
音

波
検

査
の

静
止

画
お

よ
び

動
画

に
お

け
る

AI
に

よ
る

超
音

波
画

像
内

の
部

位
診

断
な

ら
び

に
、

超
音

波
画

像
の

AI
評

価
に

よ
る

甲
状

腺
が

ん
の

自
動

診
断

法
、

す
な

わ
ち

、
医

師
の

診
断

プ
ロ

セ
ス

と
同

様
に

、
知

識
に

基
づ

く
推

論
を

行
う

Co
m

pu
te

r-
ai

de
d 

di
ag

no
si

s 
(C

AD
)の

作
成

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

福
島

県
立

医
科

大
学

附
属

病
院

に
て

病
理

診
断

が
確

定
し

た
症

例
の

超
音

波
画

像
約

15
00

枚
の

AI
に

よ
る

学
習

に
よ

り
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
表

示
が

可
能

な
AI

を
用

い
た

画
像

解
析

系
を

確
立

し
た

。
今

後
デ

ー
タ

数
を

増
や

す
と

と
も

に
、

縦
断

的
な

予
後

予
測

判
定

と
の

比
較

を
行

い
、

良
性

・
悪

性
の

判
別

精
度

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

育
成

に
時

間
を

要
す

る
超

音
波

検
査

者
の

育
成

の
た

め
の

本
技

術
を

応
用

し
た

育
成

支
援

デ
バ

イ
ス

の
開

発
を

目
指

す
。

今
後

の
展

望

ま
だ
確
立
し
て
い
な
い

A
Iに
よ
る
甲

状
腺
が
ん
リス
ク
評
価
シ
ス
テ
ム
と検

査
者
育
成
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

【事
業
の
背
景
・目
的
】原
子
力
災
害
を
経
験
し
た
福
島
県
に
お
い
て
は
、健
康
を
長
期
的
に
見
守
る
こと
を

目
的
に
甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
て
き
た
。こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
甲
状
腺
検
査
の
経
験
に
、人
工
知
能
技
術

を
活
用
す
る
こと
に
よ
り、
現
状
の
甲
状
腺
検
査
の
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、次
世
代
甲
状
腺
検
査
法
を
開

発
す
る
とと
も
に
、人
工
知
能
を
活
用
し
た
甲
状
腺
検
査
を
実
施
で
き
る
人
材
育
成
法
を
開
発
す
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】
甲
状
腺
検
査
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
うる

A
Iを
利
用
し
た
甲
状
腺
が
ん

の
術
前
診
断
お
よ
び
リス
ク
評
価
方
法
の
開
発
、医
療
従
事
者
の
人
材
育
成
法
の
開
発

（
２
）
①
ⅰ
カ
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原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
次
世
代
甲
状
腺
検
査
法
お
よ
び
人
材
育
成
法
の
開
発
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

 A
Iを
用
い
た
甲
状
腺
超
音
波
検
査
の
自
動
診
断
法
の
開
発

•
AI

診
断

サ
ポ

ー
ト

ツ
ー

ル
の

作
成

(1
,2

)
こ

れ
ま

で
福

島
県

立
医

科
大

学
附

属
病

院
甲

状
腺

・
内

分
泌

外
科

で
外

科
治

療
が

行
わ

れ
、

病
理

診
断

が
確

定
し

て
い

る
症

例
の

術
前

の
超

音
波

画
像

で
描

出
さ

れ
て

い
る

所
見

を
６

ク
ラ

ス
（

甲
状

腺
実

質
、

リ
ン

パ
節

、
血

管
、

の
う

胞
、

良
性

腫
瘍

、
悪

性
腫

瘍
）

に
分

類
し

、
Tr

ai
n 

/ 
va

lid
at

io
n 

/ 
te

st
を

行
う

こ
と

で
AI

診
断

補
助

ツ
ー

ル
を

作
成

し
て

い
る

。
診

断
サ

ポ
ー

ト
ツ

ー
ル

の
実

臨
床

へ
の

応
用

を
目

指
し

、
超

音
波

画
像

診
断

装
置

に
AI

診
断

サ
ポ

ー
ト

装
置

（
JE

TS
O

N
)

ツ
ー

ル
を

接
続

し
、

AI
の

診
断

結
果

を
モ

ニ
タ

ー
へ

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
表

示
す

る
検

証
を

行
っ

て
お

り
、

0.
1秒

未
満

の
速

度
で

の
表

示
が

可
能

と
な

っ
た

。

•
AI

診
断

サ
ポ

ー
ト

ツ
ー

ル
の

精
度

の
検

証
病

理
診

断
結

果
が

確
定

し
た

症
例

の
み

を
対

象
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
「

学
習

」
と

並
行

し
て

現
時

点
で

の
AI

診
断

補
助

ツ
ー

ル
の

診
断

精
度

の
検

証
を

行
っ

た
。

「
学

習
」

に
用

い
て

い
な

い
、

病
理

診
断

が
確

定
し

た
超

音
波

画
像

を
用

い
、

関
連

学
会

の
有

資
格

の
専

門
医

5名
、

研
修

医
・

医
学

部
6年

生
4名

に
よ

る
超

音
波

所
見

の
診

断
結

果
を

AI
の

診
断

結
果

と
比

較
し

た
結

果
、

AI
単

独
で

も
専

門
医

に
近

い
判

定
と

な
り

、
研

修
医

が
こ

の
AI

診
断

サ
ポ

ー
ト

ツ
ー

ル
を

併
用

し
て

判
定

を
行

う
と

そ
の

精
度

は
さ

ら
に

向
上

し
た

。

AI
診

断
サ

ポ
ー

トツ
ー

ル
の

作
成

1

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

該
当

な
し

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

該
当

な
し

AI
診

断
サ

ポ
ー

トツ
ー

ル
の

作
成

２
AI

診
断

サ
ポ

ー
トツ

ー
ル

の
精

度
の

検
証

（
２
）
①
ⅰ
カ
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

和
田
敏
裕
（
福
島
大
学
環
境
放
射
能
研
究
所
教
授
）

原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
放
射
性
物
質
の
魚
類
へ
の
取
込
・排
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
国
立
大
学
法
人
福
島
大
学
（
代
表
機
関
）
、国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
、福
島
県
（
水
産
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
、水
産
資
源
研
究
所
、

内
水
面
水
産
試
験
場
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


河
川
・ダ
ム
貯
水
池
に
生
息
す
る
魚
類
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
取
込
経
路
を
解
明


飼
育
試
験
に
よ
る
魚
介
類
等
の

13
7 C

sと
3 H
の
取
込
・排
出
を
評
価


震
災
後
、基

準
値
を
超
え
る
魚
類
の
影
響
に
よ
り、
活
動
休
止
を
余
儀
な
くさ
れ
て
い
る
帰
還
困
難
区
域
の

河
川
に
お
け
る
内
水
面
漁
業
の
再
開
や
、地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
情
報
とな
る

原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
放
射
性
物
質
の
魚
類
へ
の
取
込
・排
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】

今
後

の
展

望
魚
類
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の

季
節
変
動
や
将
来
予
測
に
基
づ
く

漁
業
活
動
の
再
開

【事
業
の
背
景
・目
的
】水
産
物
中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
は
、散
発
的
に
基
準
値
を
超
え
る
魚
類
に
つ
い
て
の
報

告
事
例
も
あ
る
も
の
の
、水
産
物
の
放
射
性
物
質
調
査
に
お
い
て
、基

準
値
（

10
0B

q/
kg
）
を
超
え
る
割
合
は
事

故
か
ら
の
時
間
の
経
過
とと
も
に
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
。本
事
業
で
は
、放

射
性
物
質
の
魚
類
へ
の
取
込
・排
出
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り解

明
す
る
こと
に
よ
り、
水
産
物
の
安
全
性
の
評
価
な
どに
必
要
とな
る
科
学

的
な
知
見
を
整
理
す
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】
帰
還
困
難
区
域
の
河
川
に
生
息
す
る
淡
水
魚
類
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

取
込
経
路
を
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り解

明
し
、将
来
的
な
内
水
面
漁
業
の
再
開
に
資
す
る
。


河
川
・ダ
ム
貯
水
池
に
生
息
す
る
魚
類
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
取
込
経
路
を
解
明
：

帰
還

困
難

区
域

を
流

れ
る

請
戸

川
水

系
の

森
林

河
川

お
よ

び
ダ

ム
貯

水
池

に
生

息
す

る
魚

類
の

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
（

13
7 C

s）
取

込
経

路
を

多
面

的
ア

プ
ロ

ー
チ

（
魚

体
や

胃
内

容
物

の
13

7 C
s分

析
、

炭
素

・
窒

素
安

定
同

位
体

比
分

析
）

に
よ

り
明

ら
か

に
し

た
（

W
ad

a 
et

 a
l. 

20
24

, J
ou

rn
al

 o
f E

nv
iro

nm
en

ta
l R

ad
io

ac
tiv

ity
誌

に
公

表
）

。
特

に
、

水
産

重
要

種
で

あ
る

ヤ
マ

メ
（

サ
ケ

科
魚

類
）

に
着

目
し

、
河

川
と

ダ
ム

に
お

け
る

食
物

連
鎖

構
造

の
違

い
と

、
そ

れ
に

伴
う

餌
生

物
を

介
し

た
13

7 C
s取

込
経

路
の

違
い

を
明

ら
か

に
し

た
。

河
川

で
は

、
森

林
か

ら
供

給
さ

れ
る

陸
生

昆
虫

等
の

寄
与

が
大

き
く

、
ダ

ム
で

は
、

貯
水

池
内

の
生

物
濃

縮
と

小
型

魚
類

か
ら

の
寄

与
が

大
き

い
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。
こ

れ
ら

の
研

究
成

果
は

、
将

来
的

な
内

水
面

漁
業

の
再

開
や

、地
域

の
活

性
化

に
資

す
る

。


飼
育
試
験
に
よ
る
魚
介
類
等
の

13
7 C

sと
3 H
の
取
込
・排
出
を
評
価
：

令
和

5年
度

事
業

で
実

施
し

た
ウ

ナ
ギ

の
飼

育
試

験
で

得
ら

れ
た

魚
体

や
環

境
水

中
の

13
7 C

s濃
度

の
測

定
・

解
析

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

環
境

水
中

に
含

ま
れ

る
13

7 C
sは

、
淡

水
よ

り
も

海
水

条
件

下
で

魚
体

に
取

り
込

ま
れ

易
い

こ
と

や
、

他
魚

種
に

比
べ

て
、

ウ
ナ

ギ
は

環
境

水
か

ら
の

13
7 C

sを
取

り
込

み
に

く
い

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。
今

後
、

ト
リ

チ
ウ

ム
（

3 H
）

濃
度

の
分

析
も

進
め

、
13

7 C
s 

と
の

取
込

・
排

出
過

程
の

違
い

を
明

ら
か

に
す

る
。

得
ら

れ
た

成
果

の
一

部
に

つ
い

て
は

、
令

和
6年

度
日

本
水

産
学

会
東

北
支

部
大

会
（

1 
件

）
お

よ
び

福
島

大
学

環
境

放
射

能
研

究
所

第
11

 回
成

果
報

告
会

(1
 件

)に
て

発
表

を
行

っ
た

。
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原
子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・発
信
（
放
射
性
物
質
の
魚
類
へ
の
取
込
・排
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
河
川
・ダ
ム
貯
水
池
に
生
息
す
る
魚
類
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
取
込
経
路
を
解
明

本
研

究
で

明
らか

に
され

た
森

林
河

川
・ダ

ム
貯

水
池

に
生

息
す

る
魚

類
の

放
射

性
セ

シ
ウム

（
13

7 C
s）

取
込

経
路

の
模

式
図

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

D
is

tin
ct

 fo
od

-w
eb

 tr
an

sf
er

s 
of

 1
37

Cs
 to

 fi
sh

 in
 r

iv
er

 a
nd

 la
ke

 e
co

sy
st

em
s:

 A
 c

as
e 

st
ud

y 
fo

cu
si

ng
 o

n 
m

as
u 

sa
lm

on
 in

 th
e 

Fu
ku

sh
im

a 
ev

ac
ua

tio
n 

zo
ne

.
W

ad
a,

 T
., 

Su
zu

ki
, S

., 
Ka

na
sa

sh
i, 

T.
, N

an
ba

, J
ou

rn
al

 o
f E

nv
iro

nm
en

ta
l 

Ra
di

oa
ct

iv
ity

, 2
80

, 1
07

54
1.

 (
20

24
/9

/2
3)

・（
特

許
出

願
）

該
当

な
し

・（
プレ

ス
リリ

ー
ス

等
）

該
当

な
し


帰

還
困

難
区

域
を

流
れ

る
複

数
の

河
川

水
域

で
は

、
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

の
基

準
値

を
超

え
る

魚
類

が
複

数
確

認
さ

れ
て

お
り

、
近

年
、

そ
の

影
響

が
長

期
化

す
る

傾
向

に
あ

る
。

こ
の

た
め

、
各

河
川

を
管

理
す

る
内

水
面

漁
業

協
同

組
合

の
漁

業
活

動
が

再
開

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
。

将
来

的
な

河
川

漁
業

や
遊

漁
の

再
開

や
、

周
辺

地
域

の
活

性
化

を
図

る
う

え
で

、
各

魚
種

の
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

取
込

・
排

出
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
に

基
づ

く
将

来
予

測
が

重
要

と
な

る
。

本
研

究
は

、
帰

還
困

難
区

域
を

流
れ

る
請

戸
川

水
系

の
森

林
河

川
お

よ
び

ダ
ム

貯
水

池
に

生
息

す
る

淡
水

魚
類

の
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

取
込

経
路

を
多

面
的

ア
プ

ロ
ー

チ
（

魚
体

や
胃

内
容

物
の

13
7 C

s分
析

、
炭

素
・

窒
素

安
定

同
位

体
比

分
析

）
に

よ
り

明
ら

か
に

し
、

研
究

成
果

を
国

際
誌

に
公

表
し

た
（

W
ad

a 
et

 a
l.,

 2
02

4,
 J

ou
rn

al
 o

f 
En

vi
ro

nm
en

ta
l R

ad
io

ac
tiv

ity
誌

）
。

特
に

、
水

産
重

要
種

で
あ

り
、

森
林

河
川

と
ダ

ム
貯

水
池

に
生

息
す

る
ヤ

マ
メ

（
サ

ケ
科

魚
類

）
に

着
目

し
、

河
川

と
ダ

ム
に

お
け

る
食

物
連

鎖
構

造
の

違
い

と
、

そ
れ

に
伴

う
餌

生
物

を
介

し
た

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
取

込
経

路
の

違
い

を
明

ら
か

に
し

た
。

具
体

的
に

は
、

河
川

で
は

、
森

林
か

ら
供

給
さ

れ
る

陸
生

昆
虫

等
の

寄
与

が
大

き
く

、
ダ

ム
で

は
、

貯
水

池
内

の
生

物
濃

縮
と

小
型

魚
類

か
ら

の
寄

与
が

大
き

い
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。
さ

ら
に

、
請

戸
川

水
系

の
複

数
の

地
点

に
お

け
る

ヤ
マ

メ
の

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
濃

度
を

比
較

し
、

体
サ

イ
ズ

や
空

間
線

量
率

に
応

じ
た

関
係

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

を
示

し
た

。
こ

れ
ら

の
研

究
成

果
は

、
将

来
的

な
内

水
面

漁
業

の
再

開
や

、地
域

の
活

性
化

に
資

す
る

重
要

な
情

報
とな

る
。
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
１
１
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
復
興
・再
生
ま
ち
づ
くり
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
東
北
大
学
、福
島
大
学
）

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


住
民
生
活
の
再
生
研
究
、
地
域
の
再
生
研
究
、
実
装
化
方
策
研
究
を
着
実
に
実
施
し
、
多
様
な
属
性
の
住
民
生
活
の
実
態
把
握
の
困
難
性
や

地
域
の
商
業
再
建
の
プ
ロ
セ
ス
、
自
治
体
運
営
の
現
状
等
を
明
ら
か
に
し
た


浜
通
りを
フィ
ー
ル
ド
に
大
学
院
生
を
対
象
とし
た
政
策
提
案
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
日
中
の
学
生
を
対
象
とし
た
ま
ち
づ
くり
提
案
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開

催
し
、 原
発
被
災
地
域
に
お
け
る
直
接
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
とと
も
に
、自
治
体
の
政
策
形
成
を
支
援
し
た


多
様
な
主
体
の
関
与
を
生
み
出
す
とい
う点

で
復
興
・再
生
の
鍵
とな
る
自
治
体
と民

間
セ
ク
タ
ー
との
良
好
な
連
携
に
寄
与
す
る
体
制
を
整
備

す
る
とと
も
に
、浜
通
りの
課
題
を
自
分
事
化
す
る
若
者
を
育
成
し
た

福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
くり
研
究
（
福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
復
興
・再
生
ま
ち
づ
くり
研
究
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


福
島
浜
通
り
地
域
に
お
け
る
復
興
・
再
生
ま
ち
づ
く
り
研
究
：

住
民

生
活

の
再

生
で

は
、

帰
還

者
・

移
住

者
・

滞
在

者
・

避
難

者
な

ど
多

様
な

属
性

の
住

民
の

実
態

把
握

の
難

し
さ

や
、

生
活

の
再

建
に

必
要

な
施

策
の

違
い

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。
ま

た
、

物
理

的
に

一
緒

に
暮

ら
さ

な
く

て
も

、
農

業
や

訴
訟

な
ど

の
「

場
」

を
通

じ
た

新
た

な
つ

な
が

り
の

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。
地

域
の

再
生

で
は

、
商

業
再

建
の

プ
ロ

セ
ス

や
住

民
生

活
と

商
業

機
能

の
関

係
、

さ
ら

に
は

30
年

後
を

見
据

え
た

「
原

発
廃

炉
と

共
存

共
栄

す
る

地
域

像
」

の
構

想
な

ど
が

検
討

さ
れ

た
。

実
装

方
策

で
は

、
社

会
的

弱
者

へ
の

配
慮

や
災

害
伝

承
施

設
の

役
割

、
自

治
体

運
営

の
現

状
、

そ
し

て
地

域
資

源
を

活
か

し
た

官
民

連
携

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

の
重

要
性

が
示

さ
れ

た
。


人
材
育
成
：

現
地

研
究

ス
ペ

ー
ス

に
常

駐
し

、
自

治
体

お
よ

び
ま

ち
づ

く
り

団
体

や
地

域
住

民
と

の
連

携
、

情
報

収
集

・
発

信
を

担
い

つ
つ

、
現

場
に

近
い

と
こ

ろ
か

ら
福

島
ま

ち
づ

く
り

研
究

を
遂

行
す

る
た

め
、

20
24

年
11

月
に

2名
の

研
究

者
を

採
用

し
た

。
ま

た
、

学
生

の
理

解
促

進
と

地
域

貢
献

意
識

の
醸

成
及

び
自

治
体

の
政

策
形

成
支

援
を

目
的

に
、

4つ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

「
東

北
大

学
公

共
政

策
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

×
エ

フ
レ

イ
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
、

「
学

生
・

研
究

者
等

を
対

象
と

し
た

浜
通

り
被

災
地

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

、
海

外
の

学
生

や
研

究
者

と
の

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

「
ベ

ル
リ

ン
自

由
大

学
と

の
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

」
、

「
華

中
科

技
大

学
と

の
日

中
共

同
ま

ち
づ

く
り

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」

）
を

実
施

し
た

。

今
後

の
展

望

研
究

成
果

及
び

現
地

研
究

ス
ペ

ー
ス

に
お

け
る

各
種

活
動

を、
今

後
の

まち
づ

くり
に

資
す

る
官

民
の

ネ
ット

ワー
ク構

築
や

他
分

野
の

研
究

成
果

の
実

装
化

の
基

盤
とし

、地
域

や
自

治
体

の
復

興
まち

づ
くり

の
伴

走
体

制
を構

築
す

る

【事
業
の
背
景
・目
的
】福

島
浜

通
り地

域
に

研
究

拠
点

を置
い

て
、自

治
体

等
と連

携
しつ

つ
、3

0年
後

の
社

会
を

見
据

え
た

未
来

課
題

の
解

決
及

び
地

域
の

魅
力

創
出

に
向

け
た

、創
造

的
復

興
に

資
す

る
まち

づ
くり

（
都

市
工

学
、都

市
計

画
、都

市
行

政
学

等
の

研
究

領
域

）
に

関
す

る研
究

を行
い

、福
島

を
は

じ
め

東
北

の
創

造
的

復
興

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】被

災
者

等
の

生
活

の
再

生
・創

生
研

究
、被

災
地

域
の

再
生

・創
生

研
究

、
実

装
化

方
策

研
究

を行
うと

とも
に

、現
地

研
究

ス
ペ

ー
スを

整
備

し、
地

域
をフ

ィー
ル

ドと
す

る
人

材
育

成
プロ

グ
ラム

を実
施

す
る

。
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福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
くり
研
究
（
福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
復
興
・再
生
ま
ち
づ
くり
研
究
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
論

文
・書

籍
）

松
下

朋
子

(2
02

4)
「1

2市
町

村
の

復
興

状
況

」、
20

24
年

度
日

本
建

築
学

会
大

会
（

関
東

）
研

究
協

議
会

資
料

「原
発

事
故

の
被

害
と復

興
政

策
に

関
す

る
建

築
学

研
究

の
到

達
点

と課
題

」日
本

建
築

学
会

原
発

長
期

災
害

対
応

特
別

研
究

委
員

会
他

5件
・（

講
演

、出
前

授
業

等
）

窪
田

亜
矢

「原
発

事
故

を考
え

る
た

め
に

は
？

」地
域

理
解

講
演

会
、対

象
：

福
島

県
立

原
町

高
校

他
10

件
・（

報
道

等
）

朝
日

新
聞

デ
ジ

タ
ル

『
「

選
ば

れ
る

小
高

」
馬

や
宇

宙
産

業
で

』
他

15
件

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
商
業
施
設
再
建
の
動
向
の
把
握
と
学
生
の
地
域
貢
献
意
識
の
醸
成

•
東

北
大

学
公

共
政

策
大

学
院

の
学

生
を

対
象

に
、

福
島

原
子

力
災

害
被

災
地

の
課

題
を

探
り

、
現

在
の

施
策

・
取

組
を

前
提

と
し

つ
つ

、
主

に
ま

ち
づ

く
り

の
視

点
か

ら
、

南
相

馬
市

に
対

し
て

政
策

提
言

を
ま

と
め

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

•
4月

か
ら

地
元

住
民

や
自

治
体

関
係

者
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
、

「
選

ば
れ

る
小

高
づ

く
り

」
を

目
標

に
設

定
し

、
子

育
て

支
援

や
高

齢
者

の
ケ

ア
、

新
規

ビ
ジ

ネ
ス

の
開

拓
な

ど
に

つ
い

て
提

言
を

取
り

ま
と

め
、

12
月

に
門

馬
和

夫
南

相
馬

市
長

へ
提

出
し

た
。

市
長

へ
の

最
終

報
告

書
の

手
交

提
言

の
目

標
と構

成

•
持

続
可

能
な

商
業

施
設

の
立

地
空

間
を

実
現

す
る

た
め

の
基

礎
的

資
料

と
し

て
、

楢
葉

町
及

び
富

岡
町

を
事

例
と

し
て

発
災

か
ら

現
在

ま
で

の
商

業
復

興
過

程
を

時
系

列
的

に
把

握
し

、
個

別
の

商
業

事
業

者
の

再
開

の
経

緯
と

事
業

継
続

の
実

態
を

明
ら

か
に

し
た

。
•

事
業

者
の

再
開

状
況

に
関

す
る

マ
ク

ロ
的

調
査

と
各

事
業

者
に

対
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

か
ら

、
両

町
に

お
い

て
震

災
後

、
需

要
変

化
に

対
応

し
た

再
開

が
進

む
一

方
、

地
元

再
開

の
促

進
に

は
通

い
営

業
や

仮
設

店
舗

な
ど

多
様

な
再

開
手

段
を

含
む

柔
軟

な
支

援
策

が
必

要
で

あ
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。

②
東
北
大
学
公
共
政
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

×
エ
フ
レ
イ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
原
発
被
災
地
に
お
け
る
商
業
店
舗
の
再
建
･新
設
動
向
に
関
す
る
研
究

楢
葉

町
の

店
舗

動
向

の
時

間
的

変
化

と
立

地
状

況

（
２
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
１
１
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

羽
藤
英
二
（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
社
会
基
盤
学
専
攻
教
授
）

東
京
大
学
日
本
女
子
大
学
豊
橋
技
術
科
学
大
学
東
北
大
学

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
浜
通
り等

に
お
け
る
移
動
や
暮
ら
し
の
実
態
の
解
明


（
研
究
成
果

2）
地
域
拠
点
も
活
用
し
た
多
世
代
を
対
象
に
し
た
人
材
育
成
・ま
ち
づ
くり
機
運
の
醸
成


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
災
害
後
の
移
動
・避
難
や
暮
ら
しの
あ
り方

の
情
報
・知
見
蓄
積
と横

展
開

福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
くり
研
究
（
世
界
の
地
域
像
を
リー
ド
す
る
福
島
浜
通
り地

域
の
ま
ち
づ
くり
実
践
研
究
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


浜
通
り
等
に
お
け
る
移
動
や
暮
ら
し
の
実
態
調
査
・
研
究
の
実
施
：

基
礎

研
究

と
し

て
、

原
発

立
地

前
後

期
・

原
発

災
害

前
後

期
の

土
地

所
有

と
生

活
風

習
・

生
業

と
地

域
社

会
の

動
的

か
つ

創
発

的
機

構
に

着
目

し
て

、
史

料
・

古
地

図
・

空
間

形
態

・
地

形
測

量
・

聞
き

取
り

な
ど

に
よ

っ
て

空
間

的
ス

ケ
ー

ル
を

変
え

な
が

ら
移

動
に

着
目

し
た

地
域

生
活

領
域

の
現

在
史

と
し

て
ま

ち
づ

く
り

制
度

の
運

用
実

態
と

併
せ

て
総

合
的

に
理

解
す

る
こ

と
を

試
み

た
。

デ
ー

タ
研

究
で

は
公

費
解

体
研

究
、

復
興

制
度

デ
ー

タ
研

究
、

被
災

地
帰

還
デ

ー
タ

研
究

、
拠

点
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
等

に
よ

り
今

後
の

復
興

ま
ち

づ
く

り
に

資
す

る
デ

ー
タ

収
集

・
研

究
を

行
い

、
応

用
研

究
で

は
、

立
地

適
正

化
研

究
、

CO
VI

D
-1

9時
の

テ
レ

ワ
ー

ク
活

動
場

所
研

究
、

駅
ま

ち
計

画
研

究
等

に
よ

り
、

復
興

の
実

装
も

想
定

し
た

成
果

を
得

ら
れ

た
。


地
域
拠
点
（
は
ま
セ
ン
）
も
活
用
し
た
多
世
代
を
対
象
に
し
た
人
材
育
成
・ま
ち
づ
くり
実
践
の
実
施
：

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

立
ち

上
げ

に
向

け
て

子
供

か
ら

大
人

ま
で

を
対

象
と

す
る

以
下

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
な

み
え

創
成

中
１

年
生

の
総

合
学

習
、

地
域

デ
ザ

イ
ン

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

を
つ

く
る

デ
ザ

イ
ン

ス
ク

ー
ル

研
修

会
を

開
催

し
た

。
浜

通
り

地
域

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

な
み

え
（

は
ま

セ
ン

）
を

拠
点

と
し

て
広

域
的

復
興

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
の

開
催

（
２

回
）

し
、

浜
通

り
の

ま
ち

づ
く

り
の

一
環

と
し

て
以

下
の

ま
ち

づ
く

り
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
、

応
用

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
地

域
復

興
ス

タ
ジ

オ
、

夜
市

・
十

日
市

へ
の

参
加

、
土

嚢
プ

ー
ル

な
ど

の
立

ち
上

げ
支

援
を

行
な

っ
た

。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

・各
研
究
の
進
捗
・深
化

・デ
ー
タ
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
の
構
築

・研
究
人
材
の
育
成

【事
業
の
背
景
・目
的
】
福
島
浜
通
り地

域
に
研
究
拠
点
を
置
い
て
、機
構
や
地
域
の
自
治
体
等
と連

携
し
つ

つ
、３
０
年
後
の
社
会
を
見
据
え
た
未
来
課
題
の
解
決
及
び
地
域
の
魅
力
創
出
に
向
け
た
、創
造
的
復
興
に

資
す
る
ま
ち
づ
くり
に
関
す
る
研
究
を
行
うと
とも
に
、大
学
院
生
等
を
、地
域
を
フィ
ー
ル
ド
とす
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
従
事
さ
せ
つ
つ
、大
学
院
生
等
を
対
象
とし
た
人
材
育
成
を
行
う

【令
和
６
年
度
の
目
的
】
浜
通
りの
広
域
流
動
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、基
礎
研
究
・デ
ー

タ
研
究
・応
用
研
究
の
着
手
と基

盤
形
成
、ま
ち
づ
くり
に
関
す
る
教
育
と仕

組
み
づ
くり

（
２
）
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福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
くり
研
究
（
世
界
の
地
域
像
を
リー
ド
す
る
福
島
浜
通
り地

域
の
ま
ち
づ
くり
実
践
研
究
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】

•
【
基
礎
研
究
】
ダ
ラ
ー
ヴ
ィ
自
律
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
イ
ン

フ
ラ
研
究

：
ム

ン
バ

イ
の

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
市

街
地

の
代

表
例

で
あ

る
ダ

ラ
ー

ヴ
ィ

（
10

0万
人

が
暮

ら
す

住
居

地
で

あ
り

、
1万

5千
も

の
工

場
が

稼
働

す
る

経
済

活
動

の
中

心
地

）
に

お
け

る
4つ

の
地

区
（

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

）
を

対
象

に
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

居
住

や
土

地
所

有
に

お
け

る
伝

統
的

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
影

響
の

大
き

さ
を

明
ら

か
に

し
た

。
•
【
デ
ー
タ
研
究
】
地
域
拠
点

(は
ま
セ
ン

) 利
用
映
像
分
析

：
内

外
多

く
の

方
に

利
用

さ
れ

る
「

は
ま

セ
ン

」
の

屋
内

環
境

に
お

け
る

歩
⾏

者
軌

跡
予

測
が

で
き

、
類

似
の

地
域

拠
点

で
の

交
流

促
進

に
活

用
可

能
な

モ
デ

ル
を

構
築

。
•
【
デ
ー
タ
研
究
】
公
費
解
体
研
究

：
浪

江
町

を
対

象
地

と
し

、
被

災
地

に
お

け
る

公
費

解
体

の
実

施
過

程
と

生
活

再
建

の
状

況
を

明
ら

か
に

し
、

復
興

促
進

の
成

果
や

更
地

管
理

の
課

題
等

を
指

摘
し

た
。

•
【
応
用
研
究
】
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究

：
拠

点
施

設
の

み
に

停
車

す
る

車
両

を
新

た
に

導
入

し
、

空
間

的
操

作
に

よ
り

拠
点

施
設

で
の

乗
り

降
り

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
利

便
性

と
事

業
者

収
益

の
両

者
の

向
上

可
能

性
を

検
証

し
、

適
正

拠
点

数
の

重
要

性
を

提
示

。
•
【
人
材
育
成
】
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
人
材
育
成

：
浜

通
り

地
域

を
対

象
と

し
た

将
来

都
市

計
画

プ
ラ

ン
の

作
成

を
目

的
と

す
る

学
部

生
向

け
ス

タ
ジ

オ
を

開
催

し
、

ま
ち

づ
く

り
人

材
を

育
成

。
▲

拠
点

の
数

を
操

作
した

際
の

事
業

者
の

運
賃

収
入

の
変

化
を

可
視

化

▲
被

災
前

と被
災

後
の

浪
江

町
の

比
較

図

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・学
会
誌
・雑
誌
等
に
お
け
る
論
文
一
覧
（
国
内
誌

3件
、国
際
誌

5件
）

例
）

松
永

隆
宏

，
羽

藤
英

二
，

JO
IN

T 
ES

TI
M

AT
IO

N
 O

F 
LA

TE
N

T 
O

D
 

M
AT

RI
X 

AN
D

 3
D

 R
O

UT
E 

CH
O

IC
E 

M
O

D
EL

 A
CR

O
SS

 R
AI

LW
AY

 S
TA

TI
O

N
 B

O
UN

D
AR

IE
S 

BA
SE

D
 O

N
 M

AN
IF

O
LD

 L
EA

RN
IN

G，
Pr

oc
ee

di
ng

s 
of

 th
e 

28
th

 I
nt

er
na

tio
na

l C
on

fe
re

nc
e 

of
 H

on
g 

Ko
ng

 S
oc

ie
ty

 fo
r 

Tr
an

sp
or

ta
tio

n 
St

ud
ie

s，
20

24
.1

2.
9

等
・学
会
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
お
け
る
口
頭
・ポ
ス
タ
ー
発
表
（
国
内

3件
、国
際

5件
）

例
）

Ry
uh

ei
 K

ur
as

aw
a,

 E
iji

 h
at

o,
 X

ia
o 

Fu
, C

AU
SA

L 
AN

AL
YS

IS
 

O
F 

TH
E 

IM
PA

CT
 O

F 
TE

LE
W

O
RK

 D
UR

IN
G 

CO
VI

D
-1

9 
O

N
 A

CT
IV

IT
Y 

CH
O

IC
E 

BE
H

AV
IO

R 
IN

 T
O

KY
O

, H
KS

TS
, 2

02
4.

等

▲
ダ

ラ
ー

ヴ
ィ

概
要

▲
YO

LO
v8

に
よ

る
ト

ラ
ッ

キ
ン

グ

▲
地

域
プ

ラ
ン

の
模

型
と

広
域

的
モ

ビ
リ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
発

表

（
２
）
①
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研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

齊
藤
充
弘
（
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
都
市
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授
）
事
業
実
施
管
理
者

李
暁
彤
（
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
都
市
シ
ス
テ
ム
工
学
科
特
命
助
教
）
事
業
従
事
者

芥
川
一
則
（
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ学
科
教
授
）
事
業
従
事
者

10
名
の
学
生
（
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校

3年
生
～

5年
生
）
研
究
補
助
員

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


ミク
ロ
視
点
か
ら
み
た
原
発
事
故
前
後
の
浜
通
り地

域
の
社
会
構
造
変
化
を
把
握


復
興
フェ
ー
ズ
の
違
い
に
よ
る
町
村
の
課
題
と必

要
事
項
の
多
様
性
を
解
明


地
域
特
性
を
捉
え
，
人
材
育
成
を
行
い
な
が
ら
，
浜
通
りの
創
造
的
復
興
に
む
け
た
ま
ち
づ
くり
に
寄
与
す
る

福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
くり
研
究
（
原
子
力
災
害
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
くり
の
課
題
と復

興
モ
デ
ル
に
関
す
る
研
究
）

福
島

浜
通

り地
域

に
お

け
る

まち
づ

くり
研

究
及

び
ラー

ニン
グ

・コ
ミュ

ニテ
ィハ

ブ事
業

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


ミ
ク
ロ
視
点
か
ら
み
た
原
発
事
故
前
後
の
浜
通
り
地
域
の
社
会
構
造
変
化
：

学
生

補
助

員
を

採
用

し
て

調
査

・
分

析
に

取
り

組
ん

で
お

り
，

浜
通

り
地

域
の

12
市

町
村

（
楢

葉
町

，
富

岡
町

，
大

熊
町

，
双

葉
町

，
浪

江
町

，
南

相
馬

市
，

相
馬

市
，

新
地

町
，

川
内

村
，

葛
尾

村
，

飯
館

村
，

い
わ

き
市

）
を

対
象

と
し

て
社

会
構

造
に

つ
い

て
の

調
査

を
行

い
，

原
発

事
故

発
生

前
後

の
20

00
年

～
20

20
年

に
か

け
て

の
人

口
構

造
（

総
数

，
性

別
，

年
齢

5歳
階

級
別

，
世

帯
数

）
と

産
業

構
造

（
産

業
大

分
類

別
就

業
者

数
，

事
業

所
数

，
従

業
者

数
）

に
関

す
る

デ
ー

タ
を

市
町

村
全

体
と

小
地

域
単

位
で

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
作

成
し

，
原

発
事

故
発

生
前

後
の

町
村

の
状

況
を

比
較

し
て

復
旧

・
復

興
の

実
態

を
把

握
し

た
。

ま
た

，
対

象
市

町
村

に
お

け
る

復
旧

・
復

興
計

画
を

収
集

し
て

同
じ

く
時

系
列

的
に

整
理

し
た

。
 


復
興
フ
ェ
ー
ズ
の
違
い
に
よ
る
町
村
の
課
題
と
対
応
の
多
様
性
：

ま
ち

づ
く

り
課

題
を

明
確

化
す

る
た

め
に

，
先

行
し

て
双

葉
八

町
村

の
復

興
ま

ち
づ

く
り

担
当

者
の

下
を

訪
問

し
て

，
復

興
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

資
料

収
集

と
そ

の
進

捗
状

況
等

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
，

町
村

ご
と

に
復

興
の

フ
ェ

ー
ズ

が
異

な
る

た
め

に
そ

の
担

当
者

の
思

い
や

悩
み

な
ど

み
る

課
題

や
必

要
事

項
も

異
な

る
状

況
に

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

避
難

状
況

や
復

興
の

進
捗

が
町

村
ご

と
に

異
な

る
中

で
，

そ
れ

ぞ
れ

が
直

面
す

る
課

題
や

復
興

へ
の

考
え

方
も

多
様

で
あ

り
，

空
地

・
空

家
の

増
加

や
事

業
者

の
確

保
と

土
地

利
用

な
ど

の
共

通
課

題
と

，
段

階
に

応
じ

た
対

応
の

必
要

性
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

空
間
構
造
の
調
査
・分
析
に
よ
り，

社
会
構
造
との
相
補
関
係
を
構
築
し

た
復
旧
・復
興
モ
デ
ル
を
提
示
す
る

【事
業
の
背
景
・目
的
】原
子
力
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
福
島
浜
通
り地
域
に
お
い
て
，
本
事
業
は
福
島

国
際
研
究
教
育
機
構
や
地
域
の
自
治
体
等
と連

携
し
な
が
ら
，

30
年
後
の
社
会
を
見
据
え
た
未
来
課
題
の
解

決
と地

域
の
魅
力
創
出
に
む
け
た
ま
ち
づ
くり
に
関
す
る
研
究
を
行
うと
とも
に
，
高
専
生
を
は
じ
め
とす
る
人
材
育

成
に
も
取
り組

む
。浜
通
り地

域
か
ら
福
島
を
は
じ
め
，
東
北
の
創
造
的
復
興
に
寄
与
す
る
こと
を
目
指
す
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

原
発
事
故
後
の
浜
通
り地

域
の
ま
ち
の
実
態
を
把
握
す
る

（
２
）
①
ⅰ
カ
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福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
くり
研
究
（
原
子
力
災
害
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
くり
の
課
題
と復

興
モ
デ
ル
に
関
す
る
研
究
）

福
島

浜
通

り地
域

に
お

け
る

まち
づ

くり
研

究
及

び
ラー

ニン
グ

・コ
ミュ

ニテ
ィハ

ブ事
業

令
和

６
年

度
委

託
事

業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
ミ
ク
ロ
視
点
か
ら
み
た
原
発
事
故
後
の
浜
通
り
地
域
の
社
会
構
造
変
化

•
総
人
口
変
化
と
回
復
状
況
の
地
域
差

（
図

1）
総

人
口

の
数

値
で

み
る

と
，

広
野

町
は

20
20

年
時

点
で

事
故

前
の

99
.9

％
ま

で
人

口
が

回
復

す
る

一
方

で
，

0％
の

双
葉

町
な

ど
一

部
町

村
で

は
回

復
が

進
ん

で
い

な
い

。
地

域
ご

と
に

復
興

進
度

が
異

な
り

，
人

口
に

も
表

れ
て

い
る

。
•
年
齢

5歳
階
級
別
に
み
る
人
口
変
化
の
特
徴

（
表

１
）

99
.9

％
の

人
口

回
復

率
を

示
す

広
野

町
で

は
20

10
～

20
15

年
の

期
間

に
40

～
59

歳
層

の
人

口
が

増
加

し
，

そ
の

後
に

他
の

年
齢

層
で

も
人

口
が

増
加

し
た

。
楢

葉
町

で
は

，
若

年
層

の
人

口
増

加
が

進
ま

ず
，

川
内

村
で

は
若

年
層

の
人

口
を

中
心

に
増

加
し

て
お

り
，

復
旧

・
復

興
の

過
程

に
あ

る
町

村
で

も
異

な
る

年
齢

階
級

の
人

口
変

化
を

示
し

て
い

る
。

•
性
別
・
世
帯
数
か
ら
み
る
人
口
変
化
の
特
徴

（
表

２
）

20
15

年
時

点
で

は
全

市
町

村
で

男
性

の
人

口
変

化
率

が
女

性
を

上
回

り
，

男
性

が
先

行
し

て
流

入
し

て
き

た
こ

と
が

わ
か

る
。

特
に

広
野

町
，

新
地

町
，

相
馬

市
で

は
男

性
人

口
や

世
帯

数
が

事
故

前
を

上
回

っ
て

い
る

。
20

20
年

に
か

け
て

女
性

人
口

の
変

化
率

も
上

昇
し

て
い

る
も

の
の

，
事

故
前

の
人

口
を

下
回

る
状

況
に

あ
る

。
・
事
業
所
数
・
就
業
者
数
に
み
る
産
業
構
造
変
化

（
図

2）
総

人
口

が
原

発
事

故
発

生
前

に
回

復
す

る
形

の
広

野
町

で
は

，
基

幹
産

業
で

あ
っ

た
卸

売
・

小
売

業
や

製
造

業
の

事
業

所
数

が
減

少
し

，
サ

ー
ビ

ス
業

が
増

加
し

て
い

る
。

こ
の

傾
向

は
隣

接
す

る
楢

葉
町

で
も

同
様

で
あ

り
，

復
旧

・
復

興
の

進
捗

に
伴

い
立

地
す

る
事

業
所

に
変

化
が

み
ら

れ
る

。
就

業
者

数
を

み
る

と
，

原
発

事
故

直
後

は
事

業
所

数
と

同
様

の
傾

向
を

示
し

た
の

ち
は

，
そ

の
変

化
が

一
時

的
な

も
の

と
な

り
，

周
辺

市
町

村
の

影
響

も
受

け
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

研
究

へ
の

着
手

・取
り組

み
に

つ
い

て
，

学
内

外
へ

発
信

し，
情

報
交

換
を

実
施

。
・「

原
子

力
災

害
か

ら
の

復
興

ま
ち

づ
く

り
～

原
形

と
現

形
に

至
る

ま
ち

づ
く

り
調

査
・

研
究

」
～

福
島

浜
通

り
地

域
に

お
け

る
ま

ち
づ

く
り

研
究

へ
の

着
手

と
将

来
展

望
～

［
ST

EA
M

カ
フ

ェ
20

24
年

11
月

13
日

（
水

）
福

島
高

専
ひ

だ
ま

り
カ

フ
ェ

に
て

］

表
2

性
別

人
口

と世
帯

数
の

変
化

表
1

年
齢

5歳
階

級
別

人
口

の
変

化

20
10

-

20
15

20
15

-

20
20

20
10

-

20
15

20
15

-

20
20

20
10

-

20
15

20
15

-

20
20

0～
4歳

0.
37

1.
06

0.
00

-
0.

29
1.

85

5～
9歳

0.
44

1.
54

0.
00

-
0.

42
2.

00

10
～
14
歳

0.
37

1.
97

0.
01

-
0.

26
1.

34

15
～
19
歳

0.
52

3.
07

0.
00

21
.6

7
0.

24
1.

04

20
～
24
歳

0.
50

0.
98

0.
06

-
0.

70
2.

78

25
～
29
歳

0.
87

1.
23

0.
12

6.
00

0.
95

1.
06

30
～
34
歳

0.
70

1.
08

0.
11

3.
78

0.
71

0.
76

35
～
39
歳

0.
80

1.
18

0.
10

3.
77

0.
65

0.
94

40
～
44
歳

1.
18

1.
18

0.
21

4.
24

0.
81

0.
80

45
～
49
歳

1.
12

0.
99

0.
30

2.
69

1.
03

0.
92

50
～
54
歳

1.
19

1.
11

0.
23

1.
99

0.
87

0.
85

55
～
59
歳

1.
16

1.
05

0.
24

2.
63

0.
95

0.
86

60
～
64
歳

0.
91

0.
99

0.
20

2.
71

0.
96

0.
92

65
～
69
歳

0.
81

1.
16

0.
12

2.
72

0.
78

0.
93

70
歳
以
上

0.
75

1.
39

0.
07

9.
20

0.
70

1.
26

階
級

広
野
町
変
化
率

楢
葉
町
変
化
率

川
内
村
変
化
率

図
2

産
業

大
分

類
別

事
業

所
数

変
化

図
1

原
発

事
故

前
後

の
総

人
口

変
化

男
女

世
帯

数
男

女
世

帯
数

広
野

町
1
0
2
.5

0
5
7
.3

7
1
3
4
.5

3
1
2
3
.4

1
7
6
.8

2
1
6
0
.1

7

楢
葉

町
2
2
.6

7
3
.2

5
3
2
.5

7
5
7
.5

3
3
9
.3

9
7
6
.7

5

富
岡

町
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
1
8
.7

2
7
.5

5
2
6
.7

1

大
熊

町
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
1
3
.1

3
1
.6

1
2
0
.2

3

双
葉

町
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

浪
江

町
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
1
3
.2

5
5
.3

5
1
9
.5

8

葛
尾

村
1
.4

9
0
.8

3
1
.9

1
2
9
.8

3
2
4
.7

6
4
3
.6

2

川
内

村
8
6
.4

2
5
6
.8

3
1
1
3
.8

9
7
3
.2

0
7
1
.7

6
9
8
.3

2

飯
舘

村
0
.2

3
1
.0

9
0
.0

6
2
1
.3

7
2
1
.0

9
3
6
.1

6

新
地

町
1
0
2
.8

9
9
7
.1

0
1
0
9
.6

7
9
8
.1

6
9
4
.1

7
1
1
1
.6

6

南
相

馬
市

9
0
.4

9
7
3
.0

8
1
0
9
.7

5
9
0
.0

3
7
6
.8

4
1
1
1
.4

6

相
馬

市
1
0
6
.7

5
9
7
.4

3
1
1
4
.9

8
9
5
.4

9
8
9
.0

8
1
0
4
.9

0

変
化

率
（
％

）

2
0
1
5
年

（
2
0
1
0
よ
り
）

2
0
2
0
年

（
2
0
1
0
よ
り
）

＊
黄
色
枠
：
2
0
1
0
年
よ
り
増
加
し
た
，
赤
色
枠
：
2
0
1
5
年
よ
り
増
加
し
た

1
9
.0

%

1
8
.6

%

2
0
.6

%

1
9
.7

%

8
.0

%

1
0
.3

%

1
1
.0

%

1
2
.0

%

1
3
.7

%

1
4
.2

%

1
5
.8

%

2
0
.1

%

1
9
.0

%

1
8
.6

%

1
4
.8

%

1
4
.8

%

9
.9

%

1
1
.8

%

1
0
.5

%

6
.7

%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

2
02

1

2
01

6

2
01

4

2
00

9

広
野
町
事
業
所
数

A
B

_農
林
漁
業

C
_鉱

業
，
採
石
業
，
砂
利
採
取
業

D
_建

設
業

E
_製

造
業

F
_電

気
・ガ

ス
・熱

供
給
・水

道
業

G
_情

報
通
信
業

H
_運

輸
業
，
郵
便
業

I_
卸
売
業
，
小
売
業

J
_金

融
業
，
保
険
業

K
_不

動
産
業
，
物
品
賃
貸
業

L_
学
術
研
究
，
専
門
・技

術
サ
ー

ビ
ス
業

M
_宿

泊
業
，
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業

N
_生

活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
，
娯
楽
業

O
_教

育
，
学
習
支
援
業

P
_医

療
，
福
祉

Q
_複

合
サ
ー

ビ
ス
事
業

R
_サ

ー
ビ
ス
業
（他

に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

2
1
.8

%

2
2
.6

%

0
.0

%

2
1
.0

%

1
0
.3

%

1
3
.2

%

0
.0

%

1
0
.1

%

1
5
.2

%

1
7
.0

%

0
.0

%

2
1
.6

%

9
.9

%

1
3
.2

%

0
.0

%

7
.1

%

1
1
.1

%

1
1
.3

%

0
.0

%

1
0
.4

%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

20
21

20
16

20
14

20
09

楢
葉
町
事
業
所
数

建
設
業

製
造
業

卸
売
業

宿
泊
、
飲
食

サ
ー
ビ
ス

建
設
業

製
造
業

卸
売
業

サ
ー
ビ
ス

宿
泊
、
飲
食

以
下
、
研
究
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
事
項

（
２
）
①
ⅰ
カ
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令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
C&

C 
ハ
ブ
の
整
備
と運

営
を
通
じた
地
域
交
流
基
盤
の
構
築


（
研
究
成
果

2）
中
高
生
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
と情

報
発
信
の
仕
組
み
の
確
立


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）
「知
」と
「経
験
」の
交
差
点
の
創
出

&
次
世
代
人
材
の
育
成
と地

域
活
性
化

福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・コ
ミュ
ニ
テ
ィハ
ブ
の
整
備
（
コミ
ュニ
テ
ィ&
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
場
の
創
出
に
関
わ
る
実
践
研
究
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


C&

C 
(コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

&
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

) 
ハ
ブ
の
整
備
と
運
営
を
通
じ
た
地
域
交
流
基
盤
の
構
築
：

福
島

浜
通

り
地

域
に

お
い

て
、

地
域

内
外

の
多

様
な

主
体

が
共

に
学

び
、

交
流

し
、

課
題

解
決

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
進

め
る

た
め

の
拠

点
と

し
て

「
C&

Cハ
ブ

」
を

構
築

し
た

。
東

日
本

大
震

災
・

原
子

力
災

害
伝

承
館

に
て

、
当

初
計

画
の

北
側

ス
ペ

ー
ス

に
加

え
、

南
側

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

周
辺

や
南

北
を

貫
く

空
間

も
総

合
的

に
設

計
・

整
備

を
行

っ
た

。
地

域
住

民
や

研
究

者
を

含
む

来
館

者
の

交
流

を
促

す
設

計
は

、
複

数
回

に
わ

た
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

て
行

わ
れ

、
具

体
的

な
要

望
や

構
想

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
整

備
に

よ
り

、
年

間
10

万
人

規
模

の
来

館
者

が
利

用
で

き
る

「
学

び
・

気
づ

き
、

研
究

活
動

が
活

発
化

し
つ

つ
あ

る
」

交
流

拠
点

の
基

盤
が

構
築

さ
れ

た
。


中
高
生
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
と
メ
デ
ィ
ア
発
信
に
よ
る
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
：

「
福

島
学

カ
レ

ッ
ジ

表
現

コ
ー

ス
&研

究
コ

ー
ス

」
を

通
じ

て
、

地
域

内
外

の
中

高
生

が
表

現
・

研
究

を
実

践
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
展

開
し

た
。

東
日

本
大

震
災

・
原

子
力

災
害

伝
承

館
を

拠
点

に
、

の
べ

10
0名

を
超

え
る

中
高

生
が

活
動

し
、

3回
の

展
示

会
や

研
究

発
表

会
を

開
催

、
計

20
0名

以
上

が
来

場
し

た
。

こ
の

取
り

組
み

は
、

こ
の

地
に

お
け

る
ST

EA
M

教
育

の
価

値
・

選
択

肢
・

実
績

を
拡

充
し

、
ア

ー
ト

と
サ

イ
エ

ン
ス

を
融

合
し

た
先

端
的

な
教

育
モ

デ
ル

の
創

出
を

目
指

し
て

い
る

。
具

体
的

に
は

、
表

現
コ

ー
ス

で
は

若
者

が
福

島
の

地
域

性
や

課
題

・
可

能
性

に
向

き
合

い
作

品
展

を
実

施
し

、
受

賞
歴

や
多

数
の

メ
デ

ィ
ア

掲
載

実
績

を
上

げ
た

。
研

究
コ

ー
ス

で
は

、
デ

ー
タ

収
集

や
分

析
を

通
じ

た
社

会
課

題
へ

の
取

り
組

み
、

学
会

発
表

や
中

央
省

庁
へ

の
政

策
提

言
の

機
会

も
生

ま
れ

た
。

さ
ら

に
、

参
加

者
が

NH
Kニ

ュ
ー

ス
7で

の
特

集
や

朝
日

新
聞

全
国

版
「

ひ
と

」
欄

に
掲

載
さ

れ
る

な
ど

、
大

き
な

社
会

的
イ

ン
パ

ク
ト

を
生

み
出

し
た

。
ま

た
、

機
構

内
外

を
つ

な
ぐ

メ
デ

ィ
ア

・
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

、
8b

itN
EW

Sと
連

携
し

「
福

島
の

い
ま

」
の

記
録

収
集

と
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

取
材

・
編

集
に

基
づ

く
映

像
作

成
に

加
え

、
東

京
大

学
で

連
続

講
義

「
福

島
・

課
題

打
開

の
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
た

ち
」

を
開

催
し

、
地

域
の

魅
力

と
課

題
を

共
有

す
る

場
を

構
築

し
た

。
3月

11
日

に
は

Yo
uT

ub
e番

組
「

福
島

会
議

20
25

春
: 

F-
BI

KE
 J

ou
rn

al
 I

gn
iti

on
」

を
6時

間
配

信
し

、
2万

回
を

超
え

る
視

聴
回

数
を

達
成

し
、

国
内

外
に

地
域

の
現

状
を

伝
え

た
。

こ
れ

ら
の

活
動

を
通

じ
て

、
福

島
の

多
様

な
課

題
と

そ
の

解
決

策
を

広
く

発
信

し
、

情
報

発
信

の
仕

組
み

を
確

立
し

た
。 今

後
の

展
望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

C&
Cハ
ブ
の
運
営
体
制
強
化

メ
デ
ィア
発
信
の
多
様
化

教
育

PJ
の
深
化
・横
展
開

研
究
に
よ
る
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
くり

【事
業
の
背
景
・目
的
】福
島
浜
通
り地

域
は
、復
興
と再

生
の
過
程
で
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。物
理
的
な
イ
ン
フラ
の
再
建
の
み
な
ら
ず
、コ
ミュ
ニ
テ
ィの
再
構
築
、住
民
の
精
神
的
な
回
復
、産
業

構
造
の
変
化
へ
の
対
応
な
ど、
社
会
的
・文
化
的
側
面
で
の
復
興
も
重
要
で
あ
り、
本
事
業
で
は
、こ
うし
た

複
雑
な
課
題
に
対
し
、コ
ミュ
ニ
テ
ィ＆

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
場
を
形
成
す
る
。

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

「学
び
」と
「交
流
」を
中
核
とし
た
コ
ミュ
ニ
テ
ィ形

成
を
通
じ
た
地
域
社
会
の
再
生
へ
の
貢
献

研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

開
沼
博
（
コ
ミュ
ニ
テ
ィ&
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
場
の
創
出
に
関
わ
る
実
践
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
（
東
京
大
学
（
代
表
機
関
）
、公
益
財
団
法
人

福
島
イ
ノベ
ー
シ
ョン
・コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
東
日
本
大
震
災
・原
子
力
災
害
伝
承
館
、株
式
会
社
ア
ー
ル
・エ
フ・
エ
ー
）

（
２
）
①
ⅰ
カ
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福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・コ
ミュ
ニ
テ
ィハ
ブ
の
整
備
（
コミ
ュニ
テ
ィ&
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
場
の
創
出
に
関
わ
る
実
践
研
究
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
中
高
生
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
動
し
た
「
知
の
交
流
拠
点
」
か
ら
の
多
角

的
な
情
報
発
信
に
よ
る
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
創
出

•
本

年
度

、
私

た
ち

は
福

島
浜

通
り

地
域

社
会

の
再

生
へ

貢
献

す
べ

く
、

中
高

生
向

け
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
福

島
学

カ
レ

ッ
ジ

」
を

核
に

、
C&

Cハ
ブ

の
整

備
と

連
携

し
た

多
角

的
な

情
報

発
信

を
通

じ
て

社
会

的
イ

ン
パ

ク
ト

を
創

出
し

ま
し

た
。

「
福

島
学

カ
レ

ッ
ジ

」
で

は
、

の
べ

10
0名

超
の

中
高

生
が

東
日

本
大

震
災

・
原

子
力

災
害

伝
承

館
を

拠
点

に
、

地
域

課
題

を
テ

ー
マ

に
表

現
や

研
究

を
実

践
し

、
学

会
発

表
や

受
賞

歴
を

積
む

な
ど

、
次

世
代

の
担

い
手

と
し

て
成

長
し

ま
し

た
。

•
こ

れ
ら

の
活

動
は

、
NH

Kニ
ュ

ー
ス

7や
朝

日
新

聞
全

国
版

「
ひ

と
」

欄
掲

載
を

含
む

計
15

媒
体

以
上

の
メ

デ
ィ

ア
で

報
じ

ら
れ

、
全

国
的

な
注

目
を

集
め

ま
し

た
。

•
こ

の
教

育
活

動
を

支
え

た
の

が
、

伝
承

館
の

改
修

・
整

備
を

と
お

し
て

形
成

さ
れ

た
C&

Cハ
ブ

で
す

。
来

館
者

が
交

流
し

、
学

び
、

研
究

活
動

が
活

発
化

す
る

「
知

の
交

流
拠

点
」

と
し

て
機

能
し

、
地

域
住

民
の

声
を

反
映

し
た

設
計

で
年

間
10

万
人

規
模

の
来

館
者

が
利

用
す

る
基

盤
が

構
築

さ
れ

ま
し

た
。

•
さ

ら
に

、
こ

れ
ら

の
成

果
を

国
内

外
に

発
信

す
る

た
め

、
メ

デ
ィ

ア
・

イ
ベ

ン
ト

事
業

「
福

島
会

議
」

を
展

開
。

8b
itN

EW
Sと

の
協

力
の

も
と

映
像

コ
ン

テ
ン

ツ
を

制
作

し
、

東
京

大
学

で
の

連
続

講
義

や
、

3月
11

日
の

Yo
uT

ub
e6

時
間

番
組

「
福

島
会

議
20

25
春

: 
F-

BI
KE

 J
ou

rn
al

 I
gn

iti
on

」
を

通
じ

て
、

福
島

の
現

状
と

未
来

を
世

界
に

発
信

し
ま

し
た

。
•

こ
の

番
組

は
配

信
開

始
か

ら
1ヶ

月
で

2万
回

超
の

視
聴

回
数

を
達

成
し

、
さ

ら
に

国
内

外
で

視
聴

者
を

増
や

し
続

け
て

い
ま

す
。

福
島

の
多

様
な

課
題

と
そ

の
解

決
へ

の
貢

献
の

必
要

性
。

中
高

生
の

成
長

と
、

C&
Cハ

ブ
と

い
う

「
場

」
、

そ
し

て
「

福
島

会
議

」
に

よ
る

「
発

信
」

が
一

体
と

な
る

こ
と

で
、

福
島

の
未

来
に

向
け

た
「

知
の

交
流

拠
点

」
と

し
て

の
確

固
た

る
存

在
感

を
確

立
し

た
点

が
、

本
年

度
の

最
も

注
目

す
べ

き
成

果
で

す
。

研
究

が
政

策
提

言
や

教
育

現
場

へ

伝
承

館
の

C&
Cハ

ブ化
の

設
計

W
S

福
島

学
カレ

ッジ
が

新
聞

・T
Vで

研
究

成
果

・社
会

実
装

取
組

図
表

・写
真

情
報

発
信

と地
域

の
まき

こみ

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・相
本

啓
太

・開
沼

博
, 「

福
島

差
別

の
ア

ンコ
ンシ

ャス
・バ

イア
ス

」,
 日

本
災

害
情

報
学

会
第

29
回

（
20

24
年

11
月

9日
, 

朱
鷺

メッ
セ

）
・花

岡
桃

可
ほ

か
, 「

処
理

水
海

洋
放

出
か

ら1
年

の
社

会
的

影
響

」,
 同

上
・藤

澤
実

波
ほ

か
, 「

原
子

力
災

害
被

災
地

に
お

け
る

地
域

医
療

の
現

状
と課

題
」,

 同
上

・田
中

千
福

ほ
か

, 「
福

島
県

浜
通

り地
域

の
子

ども
を

取
り巻

く環
境

に
つ

い
て

」,
 同

上
・吉

田
豊

ほ
か

, 「
福

島
復

興
を

再
興

す
る

：
チ

ャレ
ンジ

シ
ョッ

プ
制

度
に

つ
い

て
」,

 同
上

（
２
）
①
ⅰ
カ
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【
令
和
６
年
度
の
研
究
開
発
又
は
社
会
実
装
・
産
業
化
の
主
要
成
果
】


研

究
成

果
１

●
研

究
成

果
２

研
究
実
施
期
間

令
和
５
年
度
～
【第
２
年
度
】

※
終
了
年
度
は
実
施
期
間
中
の
各
種
評
価
等
に
よ
り変

更

研
究
実
施
者

石
井
大
一
朗
（
福
島
ラ
ー
ニ
ン
グ
・コ
ミュ
ニ
テ
ィハ
ブ
・コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
宇
都
宮
大
学
（
代
表
機
関
）
、福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
）
）

宇
都

宮
大

学
：

青
砥

和
希

・
前

野
有

咲
・

小
松

理
虔

・
野

原
康

弘
・

飯
塚

明
子

福
島

高
専

：
緑

川
猛

彦
・

小
出

瑞
康

・
植

英
規

・
菊

地
卓

郎

令
和

6年
度

研
究

成
果

の
ポ

イン
ト


（
研
究
成
果

1）
教

育
プ

ログ
ラム

実
践

の
結

果
、O

EC
D

が
人

材
育

成
目

標
とし

て
掲

げ
る

共
同

エー
ジ

ェン
シ

ー
能

力
を高

め
る

要
素

とし
て

、
共

事
者

性
、越

境
性

、協
働

性
の

獲
得

とプ
ロト

タイ
ピン

グ
の

必
要

性
を提

示


（
研
究
成
果

2）
地

域
と 向

き合
い

、研
究

機
関

の
リソ

ー
ス

を生
か

す
教

育
実

践
を支

え
るラ

ー
ニ

ング
コミ

ュニ
テ

ィリ
ー

ダー
の

資
質

を導
出


（
成
果
の
社
会
的
意
義
）

複
合

災
害

を経
験

した
「福

島
/浜

通
り」

な
らで

は
の

学
習

方
法

の
特

性
や

効
果

を把
握

す
る

こと
が

可
能

とな
る

と
とも

に
、そ

うし
た

学
習

を支
え

る
教

材
の

開
発

や
人

材
の

育
成

に
貢

献

福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・コ
ミュ
ニ
テ
ィハ
ブ
の
整
備
（
課
題
解
決
型
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
装
・発
信
に
関
わ
る
実
践
研
究
）
）

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

今
後

の
展

望
（
今
後
の
展
開
・

期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
）

O
EC

D
が

示
す

共
同

エ
ー

ジ
ェン

シ
ー

能
力

に
着

目
した

教
育

プ
ログ

ラム
の

企
画

・実
施

に
よ

り導
出

した
４

つ
の

要
素

の
検

証
を

通
して

、プ
ログ

ラム
の

効
果

を
高

め
、地

域
と協

働
す

る
F-

RE
I独

自
の

教
育

プ
ロ

グ
ラム

が
実

装
され

る
。

【事
業
の
背
景
・目
的
】

【令
和
６
年
度
の
目
的
】

教
育

プロ
グ

ラム
を

中
高

生
お

よび
、研

究
者

・ラ
ー

ニン
グ

コミ
ュニ

テ
ィリ

ー
ダー

の
参

画
を

得
て

開
発

す
る

原
子

力
災

害
を経

験
した

「福
島

/浜
通

りの
地

」な
らで

は
の

科
学

技
術

の
発

展
を目

指
し、

中
等

教
育

・
社

会
教

育
と

F-
RE

Iが
牽

引
す

る
高

い
専

門
性

を
有

す
る

研
究

リ
ソ

ー
ス

と
を

架
橋

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
デ

ザ
イ

ン
し

、
中

等
教

育
プロ

グ
ラム

の
開

発
・実

装
す

る

招
聘

研
究

者
、

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
リ

ー
ダ

ー
（

LC
L)

*お
よ

び
、

中
学

生
・

高
校

生
・

大
学

生
の

参
画

を
得

て
行

わ
れ

た
計

6回
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

ST
EA

M
カ

フ
ェ

」
の

企
画

・
実

施
・

検
証

プ
ロ

セ
ス

に
よ

り
、

以
下

の
教

育
的

要
素

を
導

出
。

共
事

者
性

**
︓

福
島

/浜
通

りの
記

憶
・伝

承
を自

らの
学

び
に

捉
え

直
し、

自
分

ご
と化

す
る

。補
助

教
材

を開
発

（
次

ペ
ー

ジ
）

。
 越

境
性

︓
共

同
エ

ー
ジ

ェン
シ

ー
の

獲
得

の
た

め
に

は
、異

質
な

人
・テ

ー
マ・

環
境

等
との

出
会

い
と適

切
な

コン
フリ

クト
が

不
可

欠
 協

働
性

︓
学

習
者

同
士

、地
域

住
民

・研
究

者
な

どの
多

様
な

アク
ター

との
協

働
に

より
納

得
で

きる
解

を探
究

 プ
ロ ト

タイ
ピン

グ
︓

共
同

エ ー
ジ

ェン
シ

ー
を高

め
、社

会
に

還
元

す
る

実
社

会
で

の
試

行
。ま

た
それ

を受
け

止
め

る
地

域
社

会
づ

くり

「中
等

教
育

と高
等

教
育

・社
会

教
育

を
架

橋
す

る
先

駆
事

例
を

学
ぶ

」テ
ー

マ
を中

心
に

据
え

た
研

究
会

お
よ

び
、現

地
視

察
会

（
鶴

岡
サ

イエ
ンス

パ
ー

ク
ほ

か
）

を
行

った
。

F-
RE

Iの
研

究
リソ

ー
ス

の
活

用
に

関
心

を
持

つ
教

育
関

係
者

との
ネ

ット
ワ

ー
ク基

盤
を

構
築

す
る

とと
も

に
、地

域
人

材
を

登
用

す
る

ラー
ニン

グ
コミ

ュニ
テ

ィリ
ー

ダー
の

資
質

等
を

導
出

した
。

▲
福

島
県

教
育

庁
の

参
加

に
よ

る
先

進
地

視
察

鶴
岡

サ
イエ

ンス
パ

ー
クに

お
け

る
研

究
リソ

ー
ス

と地
域

学
習

を
つ

な
ぐL

CL
の

み
な

さん

*教
育

を
コー

デ
ィネ

ー
ト・

伴
走

す
る

被
災

体
験

当
事

者
、社

会
教

育
実

務
者

**
 「

当
事

者
」と

「非
当

事
者

」に
二

分
す

る
事

な
く、

「事
を

共
に

す
る

＝
共

事
」こ

とを
重

視
し、

それ
ぞ

れ
の

視
点

や
立

場
か

ら様
々

な
社

会
問

題
に

関
わ

ろ
うと

す
る

考
え

方

「福
島

/浜
通

り」
で

宿
泊

型
で

学
ぶ

教
育

プ
ログ

ラム
「サ

マ
ー

ス
クー

ル
」、

「国
際

ユ
ー

ス
・ミ

ニ会
議

」を
企

画
・実

施
を

した
。

多
くの

申
し込

み
が

あ
りニ

ー
ズ

が
高

い
こと

、ま
た

、
参

加
者

の
声

か
らF

-R
EI

や
浜

通
りで

行
わ

れ
て

い
る

研
究

を
知

る
機

会
が

不
足

して
い

る
こと

、フ
ィー

ル
ドワ

ー
クや

生
活

者
との

対
話

が
求

め
られ

て
い

る
こと

が
示

され
た

。
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福
島
浜
通
り地

域
に
お
け
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・コ
ミュ
ニ
テ
ィハ
ブ
の
整
備
（
課
題
解
決
型
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
装
・発
信
に
関
わ
る
実
践
研
究
）
あ
９

原
子

力
災

害
に

関
す

る
デ

ー
タや

知
見

の
集

積
・発

信
分

野
令

和
６

年
度

委
託

事
業

【
令
和
６
年
度
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
】
ﾗｰ
ﾆﾝ
ｸﾞ
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰと
の
協
働
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
試
行

⒈
教

育
プロ

グ
ラム

に
求

め
られ

る
要

素
の

導
出

写
真

４
：

福
島

/浜
通

りで
学

ぶ
意

義
を

考
え

る
学

習
教

材
「と

い
カ」

の
制

作

写
真

１
︓

福
島

高
専

の
研

究
資

源
を

生
か

した
ST

EA
M

カフ
ェの

開
催

【研
究
の
成
果
の
発
信
】

・（
発

表
論

文
）

青
砥

和
希

・
前

野
有

咲
・

小
松

理
虔

・
野

原
康

弘
・

石
井

大
一

朗
「

原
子

力
災

害
被

災
地

域
で

の
地

域
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
-ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
に

向
け

て
-」

宇
都

宮
大

学
地

域
デ

ザ
イ

ン
科

学
部

研
究

紀
要

『
地

域
デ

ザ
イ

ン
科

学
』

第
16

 号
1-

15
 

(J
PF

R 
24

-0
5-

07
-0

2)
 

写
真

３
︓

ラー
ニン

グ
・コ

ミュ
ニテ

ィ・
リー

ダー
と

の
協

働
に

よ
る

国
際

ユ
ー

ス
・ミ

ニ会
議

の
開

催

中
高

生
等

か
ご

の
地

て
学゙

ふ
意゙

味
を

自
ら

考
え

る
こ

と
の

助
け

と
な

る
教

材
「

問
い

カ
ー

ト
（゙

ワ
ー

ク
ツ

ー
ル

）
」

（
写

真
４

）
を

中
高

生
等

の
参

画
を

得
て

制
作

し
た

。
ま

た
、

災
害

記
憶

を
持

ち
に

く
い

世
代

か
語゙

り
や

記
録

を
通

し
て

理
解

を
深

め
る

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ア
ー

カ
イ

ヒ
ン゙

ク
）゙

の
必

要
性

か
示゙

さ
れ

た
。

⒊
先

進
事

例
調

査
を通

した
ラー

ニン
グ

コミ
ュニ

テ
ィリ

ー
ダー

の
資

質
の

把
握

⒉
教

材
の

制
作

⑴
福

島
/浜

通
りで

学
ぶ

意
義

を考
え

る
学

習
教

材
「と

い
カ」

の
開

発

福
島

県
教

育
庁

等
と

連
携

し
、

「
中

等
教

育
と

高
等

教
育

・
社

会
教

育
を

架
橋

す
る

先
駆

事
例

を
学

ふ
」゙

テ
ー

マ
を

中
心

に
据

え
た

研
究

会
、

現
地

視
察

（
写

真
５

）
を

行
っ

た
。

地
域

人
材

を
登

用
す

る
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ー

ダ
ー

の
資

質
等

を
整

理
し

た
。

写
真

５
︓

先
進

事
例

調
査

(慶
應

大
学

鶴
岡

サ
イ エ

ンス
キ

ャン
パ

ス
)

複
合

災
害

被
災

地
特

有
の

地
域

課
題

を
題

材
に

、
科

学
技

術
に

よ
る

課
題

解
決

を
試

行
す

る
体

験
活

動
「

ST
EA

M
カ

フ
ェ

」
等

を
提

供
し

、
教

育
フ

ロ゚
ク

ラ゙
ム

等
に

対
す

る
検

証
を

行
っ

た
。

招
聘

研
究

者
ら

の
話

題
提

供
及

ひ
参゙

加
者

と
の

対
話

、
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

以
下

の
点

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
共

同
エ

ー
ジ

ェン
シ

ー
能

力
の

獲
得

︓
世

界
の

中
で

も
稀

有
な

社
会

的
環

境
を

抱
え

る
福

島
・浜

通
り地

域
で

行
う

教
育

プ
ログ

ラム
特

有
の

教
育

効
果

とし
て

、O
EC

D
 が

掲
げ

る
共

同
エ

ー
ジ

ェン
シ

ー
能

力
の

獲
得

を推
進

す
る必

要
性

【共
事

者
性

】【
協

働
性

】

学
校

教
育

以
外

の
学

び
の

場
︓

共
同

エー
ジ

ェン
シ

ー
の

育
成

プ
ロセ

ス
や

その
評

価
に

つ
い

て
、学

校
教

育
以

外
の

教
育

プ
ログ

ラム
実

践
の

必
要

性
【共

事
者

性
】【

協
働

性
】

福
島

・浜
通

りの
地

に
お

け
る

研
究

素
養

︓
「当

地
の

住
民

らと
の

共
通

体
験

を持
つ

共
事

者
性

」
、「

複
数

の
研

究
を

融
合

した
り、

異
な

る
立

場
へ

の
眼

差
しを

持
つ

こと
で

生
ま

れ
る

越
境

性
」

「失
敗

を
厭

わ
ず

に
実

践
を繰

り
替

え
す

プ
ロト

タイ
ピン

グ
の

マイ
ンド

セ
ット

」の
必

要
性

【共
事

者
性

】【
越

境
性

】【
プロ

トタ
イピ

ング
】

写
真

２
︓

ST
EA

M
カフ

ェに
お

け
る

参
加

者
と研

究
者

の
対

話
記

録

福
島

高
専

とF
-R

EI
との

接
続

︓
高

専
生

が
卒

業
後

も
、

科
学

技
術

の
学

び
を継

続
し、

よ
り高

度
な

研
究

に
つ

な
げ

る
た

め
に

、在
学

中
に

意
欲

を高
め

、具
体

的
な

F-
RE

I  
の

研
究

活
動

に
触

れ
る

機
会

を創
出

す
る

必
要

性
【協

働
性

】

科
学

技
術

関
心

層
との

接
点

づ
くり

と研
究

成
果

を地
域

に
還

す
視

点
の

獲
得

︓
地

域
キ

ー
パ

ー
ソン

と連
携

しつ
つ

、
これ

ま
で

に
接

点
の

な
か

った
中

高
生

や
地

域
キ

ー
パ

ー
ソ

ンら
が

科
学

技
術

に
関

心
を高

め
る

こと
、ま

た
既

に
科

学
技

術
研

究
に

取
り組

む
人

は
自

らの
研

究
の

新
た

な
視

点
を

得
た

り、
研

究
成

果
を地

域
に

どの
よう

に
還

元
す

る
の

か
を

考
え

る
機

会
や

場
を創

出
す

る
必

要
性

【協
働

性
】【

プ
ロト

タイ
ピン

グ
】

◆
複

数
の

属
性

の
学

習
者

同
士

や
地

域
住

民
との

関
係

性
を

仲
介

・促
進

す
る

コー
デ

ィネ
ー

ター
的

資
質

◆
研

究
領

域
と教

育
領

域
を横

断
す

る
サ

イエ
ンス

コミ
ュニ

ケ
ー

ター
的

資
質

◆
実

験
や

試
作

な
どを

参
加

者
と共

に
し、

実
践

を
通

じて
意

欲
の

伸
長

や
能

力
の

発
達

を支
援

す
る

ジ
ェネ

レー
ター

的
資

質

（
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国
際

ア
ドバ

イザ
ー

は
、理

事
長

の
求

め
に

応
じて

、機
構

の
業

務
に

つ
い

て
国

際
的

ネ
ット

ワー
ク形

成
、国

際
的

プレ
ゼ

ンス
向

上
、

その
他

の
国

際
的

観
点

か
ら助

言
す

る
も

の
。

国
際
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

４
名

の
国

際
的

な
知

見
を

有
す

る
有

識
者

に
就

任
い

た
だ

い
て

い
る

。

アド
バ
イザ
ー

F-
RE

Iを
国

際
的

な
研

究
拠

点
に

す
る

た
め

の
方

途
等

に
つ

い
て

、各
ア

ドバ
イザ

ー
と活

発
な

意
見

交
換

を
行

った
。さ

らに
来

日
した

ア
ドバ

イザ
ー

に
対

し
て

は
、浜

通
り地

域
の

施
設

等
視

察
を

行
い

、地
域

に
対

す
る

理
解

を
深

め
て

い
た

だ
い

た
。

意
見
交
換
の
状
況

ス
ヴ
ァン
テ
・リ
ン
ド
ク
ヴ
ィス
ト
博
士

（
D

r.
 S

va
nt

e 
Li

nd
qv

is
t）

ノー
ベ

ル
博

物
館

創
設

者

ラ
イ
ム
ン
ト
・ノ
イ
ゲ
バ
ウ
ア
ー
博
士

（
Pr

of
. D

r.
 R

ei
m

un
d 

N
eu

ge
ba

ue
r）

フラ
ウン

ホ
ー

ファ
ー

研
究

機
構

前
理

事
長

フィ
オ
ナ
・レ
イ
モ
ン
博
士

（
Pr

of
. F

io
na

 R
ay

m
en

t）
経

済
協

力
開

発
機

構
/原

子
力

機
関

運
営

委
員

会
副

議
長

ス
ブ
ラ
・ス
レ
ッシ
ュ博

士
（

D
r.

 S
ub

ra
 S

ur
es

h）
米

国
国

立
科

学
財

団
元

長
官

ス
ヴ

ァン
テ

・リ
ンド

クヴ
ィス

ト博
士

令
和

5年
11

月
ス

ウェ
ー

デ
ン

ライ
ム

ント
・ノ

イゲ
バ

ウア
ー

博
士

令
和

5年
11

月
ドイ

ツ
令

和
6年

11
月

浪
江

町
フィ

オ
ナ

・レ
イモ

ン博
士

令
和

5年
11

月
英

国
令

和
6年

7月
浪

江
町

ス
ブラ

・ス
レッ

シ
ュ博

士
令

和
6年

7月
米

国
令

和
6年

11
月

浪
江

町
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ア
ドバ

イザ
リー

ボ
ー

ドは
、F

-R
EI

が
委

嘱
した

アド
バ

イザ
ー

より
、大

所
・高

所
か

らの
助

言
等

をい
た

だ
き、

 F
-R

EI
の

運
営

や
各

研
究

開
発

等
の

参
考

とす
る

も
の

。

ア
ド
バ
イ
ザ
リー
ボ
ー
ド

4名
の

ア
ドバ

イザ
ー

を
令

和
５

年
7月

に
委

嘱
（

任
期

2年
）

アド
バ
イザ
ー

令
和

5年
10

月
13

日
第

1回
ア

ドバ
イザ

リー
ボ

ー
ド（

於
:東

京
）

令
和

6年
2月

21
日

第
2回

ア
ドバ

イザ
リー

ボ
ー

ド（
於

:浪
江

町
）

令
和

6年
7月

23
日

第
3回

ア
ドバ

イザ
リー

ボ
ー

ド（
於

:東
京

）
令

和
7年

1月
15

日
第

4回
ア

ドバ
イザ

リー
ボ

ー
ド（

於
:東

京
）

実
施
状
況

令
和

7年
1月

15
日

第
4回

ア
ドバ

イザ
リー

ボ
ー

ド（
於

:東
京

）


研
究

力
強

化
の

観
点

か
らの

組
織

構
成

・人
材

確
保

に
つ

い
て

、永
田

ア
ドバ

イザ
ー

か
らご

講
演

い
た

だ
い

た
の

ち
、F

-R
EI

の
現

行
の

取
組

と今
後

の
展

望
を

ご
説

明
し、

ア
ドバ

イザ
ー

か
らご

意
見

を
い

た
だ

い
た

。

直
近
の
概
要

石
村
和
彦
（
い
し
む
ら
か
ず
ひ
こ）

産
業

技
術

総
合

研
究

所
理

事
長

永
田
恭
介
（
な
が
た
き
ょう
す
け
）

筑
波

大
学

長

原
山
優
子
（
は
ら
や
ま
ゆ
うこ
）

東
北

大
学

名
誉

教
授

山
名
元

（
や
ま
な
は
じ
む
）
※

原
子

力
損

害
賠

償
・廃

炉
等

支
援

機
構

理
事

長

92
※
令
和
7年

6月
末
で
退
任
。
令
和
7年

7月
よ
り
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
理
事
長
の
小
安
重

夫
氏
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任

（
２
）
①
ⅲ
、（

３
）
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F-
R

EI
の
機
能
（
産
業
化
）

F-
R

EI
に
お
け
る
研
究
開
発
を
、福
島
を
は
じ
め
東
北
の
復
興
に
結
び
付
け
る
た
め
に
は
、広
く企
業
や
関
係
機
関
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、実
用
化
や
新
産
業
創
出
に
着
実
に
つ
な
げ
て
い
く。

【令
和

5年
度
の
取
組
】


東
邦
銀
行
との
包
括
連
携
協
力
（

R
6.

1.
25
）

・基
本

合
意

書
に

基
づ

い
て

、互
恵

的
な

連
携

協
力

を
進

め
、F

-R
EI

の
認

知
度

向
上

、地
元

企
業

との
ネ

ット
ワ

ー
ク構

築
、研

究
成

果
の

社
会

実
装

な
どを

推
進

す
る

。
・㈱

東
邦

銀
行

が
持

って
い

る
地

元
企

業
との

強
力

な
ネ

ット
ワ

ー
クを

活
か

し、
ま

ず
は

双
方

に
関

す
る

情
報

発
信

を
積

極
的

に
行

い
、長

期
的

な
観

点
で

は
研

究
成

果
を

踏
ま

え
た

事
業

化
を

進
め

て
い

くな
ど、

F-
RE

Iの
取

組
が

よ
り地

元
に

貢
献

で
き

る
よ

う
に

取
り組

む
。


産
学
官
ネ
ット
ワ
ー
ク
・セ
ミナ
ー
（

R
5.

10
.1

2）
東

北
の

復
興

を
見

据
え

、東
北

の
企

業
他

を
巻

き
込

ん
だ

産
学

官
の

連
携

体
制

構
築

の
機

会
とす

る
た

め
、F

-R
EI

との
連

携
を

含
め

た
産

学
官

連
携

や
産

業
化

に
つ

い
て

、ト
ー

クセ
ッシ

ョン
等

を
実

施
。


市
町
村
座
談
会

市
町

村
座

談
会

は
、研

究
開

発
・産

業
化

・人
材

育
成

の
取

組
に

お
け

る
広

域
連

携
体

制
の

構
築

を
図

る
た

め
、市

町
村

や
住

民
、企

業
・団

体
等

、多
様

な
主

体
と対

話
す

る
場

とし
て

実
施

して
い

る
も

の
。令

和
5年

度
は

浜
通

り地
域

等
15

市
町

村
に

お
い

て
実

施
。

【令
和

6年
度
の
取
組
】


産
学
官
ネ
ット
ワ
ー
ク
・セ
ミナ
ー

F-
RE

Iで
取

組
む

研
究

内
容

等
の

発
信

や
、企

業
か

らの
産

学
連

携
事

例
等

の
発

表
を

通
じて

産
学

連
携

に
向

け
た
企
業
等
との
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
構
築

。
（

令
和

7年
3月

17
日

開
催

）


市
町
村
座
談
会

〇
浜
通
り地

域
２
回

市
町

村
別

で
は

な
くテ
ー
マ
別
（
ロ
ボ
ット
・ド
ロ
ー
ン
、農
林
水
産
業
等
）

で
の

開
催

。
・令

和
6年

12
月

18
日

ロボ
ット

分
野

（
南

相
馬

市
）

・令
和

7年
3月

12
日

農
林

水
産

業
分

野
（

浪
江

町
）

〇
中
通
り・
会
津
地
方
４
回

・令
和

6年
7月

18
日

県
中

地
域

（
郡

山
市

）
・令

和
6年

10
月

15
日

県
北

地
域

（
福

島
市

）
・令

和
6年

11
月

18
日

会
津

地
域

（
会

津
若

松
市

）
   

   
・令

和
7年

2月
5日

県
南

地
域

（
白

河
市

）


研
究
実
証
フィ
ー
ル
ド
の
確
保
、地

域
企
業
との
マ
ッチ
ン
グ

・他
の

地
域

で
は

で
き

な
い

実
証

等
を

可
能

とす
る

た
め

、大
胆

な
規

制
緩

和
を

推
進

し未
利
用
地
等
も
活
用
し
な
が
ら
、実
証
フィ
ー
ル
ド
を
確
保

。

・企
業

誘
致

や
ビジ

ネ
ス

マ
ッチ

ング
、起

業
・創

業
支

援
な

どの
取

組
とも

連
携

して
機

構
発

ベ
ンチ

ャー
企

業
等

に
限

らず
企
業
等
と緊

密
に
連
携
し
て
共
同
研
究
や

技
術
移
転
等
を
実
施

し、
産
業
集
積
の
形
成
に
向
け
た
取
組
を
推
進

。
93

（
２
）
②
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F-
R

EI
 産
学
官
ネ
ット
ワ
ー
ク
・セ
ミナ
ー

産
学

官
ネ

ット
ワ

ー
クセ

ミナ
ー

は
、東

北
の

復
興

を見
据

え
、福

島
県

内
外

の
企

業
他

を
巻

き込
ん

だ
産

学
官

の
連

携
体

制
構

築
の

機
会

とす
る

た
め

、F
-

RE
Iと

の
連

携
を含

め
た

産
学

官
連

携
や

産
業

化
に

つ
い

て
、デ

ィス
カッ

シ
ョン

等
を

実
施

す
る

も
の

。

〇
主

催
：

F-
RE

I・
東

邦
銀

行
○

日
時

：
令

和
７

年
３

月
1７

日
（

月
）

13
:0

0～
17

:3
5

○
会

場
：

ホ
テ

ル
ハ

マ
ツ（

福
島

県
郡

山
市

）
○

参
加

者
：

民
間

企
業

、団
体

、大
学

、地
元

自
治

体
等

か
ら、

18
8名

(主
催

側
出

席
者

除
く)

〇
実

施
内

容
：

・第
一
部
フォ
ー
ラ
ム

（
１

）
F-

RE
I研

究
の

概
要

説
明

（
江

村
克

己
F-

RE
I理

事
）

（
２

）
20

25
年

W
RS

本
大

会
の

概
要

説
明

（
野

波
健

蔵
F-

RE
Iロ

ボ
ット

分
野

長
）

（
３

）
研

究
紹

介
①

「F
-R

EI
発

リア
ル

ハ
プテ

ィク
ス

技
術

が
拓

く産
学

連
携

」（
大

西
公

平
F-

RE
I遠

隔
操

作
研

究
UL

）
②

「新
しい

アク
チ

ュエ
ー

タの
開

発
とロ

ボ
ット

へ
の

応
用

」（
鈴

森
康

一
東

京
科

学
大

学
教

授
）

※
ビデ

オ
講

演
③

「水
中

ロボ
ット

技
術

の
社

会
実

装
に

向
け

た
取

り組
み

」（
石

井
和

男
九

州
工

業
大

学
教

授
）

・第
二
部
産
学
連
携
セ
ミナ
ー

(1
) 

F-
RE

Iが
目

指
す

産
学

連
携

(野
口

康
成

F-
RE

I執
行

役
)

(2
) 

国
内

の
産

学
連

携
事

例
①

「素
人

集
団

に
よる

あ
くな

き挑
戦

」
(佐

藤
順

英
(株

)ビ
ー

エイ
ブル

代
表

取
締

役
)

②
 「

繋
が

る
こと

で
加

速
す

る
産

学
連

携
」

(樽
川

千
香

子
アル

ファ
電

子
(株

)代
表

取
締

役
社

長
)

③
 「

リア
ル

ハ
プテ

ィク
ス

に
よる

プラ
ント

運
転

現
場

の
革

新
～

慶
應

義
塾

大
学

との
産

学
連

携
の

取
り組

み
～

」
(古

家
秀

彦
日

鉄
エン

ジ
ニア

リン
グ

(株
)執

行
役

員
)

④
 「

日
本

発
ドロ

ー
ンス

ター
トア

ップ
と産

学
官

連
携

に
つ

い
て

」
(鷲

谷
聡

之
(株

)A
CS

L 
代

表
取

締
役

CE
O

）

・第
三
部
デ
ィス
カ
ッシ
ョン

「最
先

端
技

術
が

支
え

る
日

本
・東

北
・福

島
の

未
来

」を
踏

まえ
、産

学
連

携
の

強
み

や
、ロ

ボ
ット

・ド
ロー

ン技
術

の
社

会
実

装
等

に
つ

い
て

、松
野

文
俊

F-
RE

Iロ
ボ

ット
分

野
副

分
野

長
が

モデ
レー

ター
を務

め
、第

一
部

、第
二

部
の

登
壇

者
と

とも
に

デ
ィス

カッ
シ

ョン
を実

施
した

。

令
和
６
年
度
第

1回
F-

RE
I産
学
官
ネッ
トワ
ー
クセ
ミナ
ー
の
概
要

令
和

4年
度

開
催

︓
令

和
５

年
１

月
13

日
令

和
5年

度
開

催
︓

令
和

５
年

10
月

12
日

令
和

6年
度

開
催

︓
令

和
７

年
３

月
17

日

開
催
実
績

山
崎

理
事

長
開

会
挨

拶

会
場

の
様

子

（
うち

79
名

は
オ

ンラ
イン

参
加

）

94

（
２
）
①
ⅲ
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２
）
②
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３
）
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５
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令
和

5年
6月

20
日

い
わ

き
市

7月
5日

南
相

馬
市

7月
27

日
葛

尾
村

8月
9日

浪
江

町
8月

29
日

田
村

市
9月

29
日

広
野

町
10

月
11

日
富

岡
町

10
月

17
日

川
内

村
10

月
23

日
新

地
町

市
町

村
座

談
会

は
、研

究
開

発
・産

業
化

・人
材

育
成

の
取

組
に

お
け

る
広

域
連

携
体

制
の

構
築

を
図

る
た

め
、市

町
村

や
住

民
、企

業
・団

体
等

、多
様

な
主

体
と対

話
す

る
場

とし
て

実
施

して
い

る
も

の
。

 令
和

6年
度

は
、F

-R
EI

設
置

の
効

果
を

浜
通

り地
域

等
だ

け
で

は
な

く、
復

興
に

取
り組

む
地

域
全

体
に

広
域

的
に

波
及

させ
る

た
め

、浜
通

り地
域

等
に

加
え

、中
通

り、
会

津
で

も
実

施
した

。

市
町
村
座
談
会
に
つ
い
て


市

町
村

長
の

ほ
か

、地
域

で
活

躍
す

る
人

材
や

企
業

等
との

直
接

対
話


多

様
な

シ
ー

ズ
や

ニー
ズ

を把
握

す
る

た
め

の
現

地
視

察
や

意
見

交
換

ー
座

談
会

の
プロ

グ
ラム

（
例

）
ー

・（
F-

RE
Iの

取
組

紹
介

を
含

め
た

）
講

演
・地

域
の

関
係

者
との

座
談

会
・地

域
の

先
進

的
な

企
業

等
を

現
地

視
察

、意
見

交
換

（
2～

3か
所

程
度

）

座
談
会
の
概
要

令
和
５
年
度
開
催
実
績

95


浜

通
り地

域
等

2回
程

度
市

町
村

別
で

は
な

くテ
ー

マ
別

で
の

開
催

を
予

定
・令

和
6年

12
月

18
日

ロボ
ット

分
野

（
南

相
馬

市
）

・令
和

7年
3月

12
日

農
林

水
産

業
分

野
（

浪
江

町
）


中

通
り・

会
津

4回
・令

和
6年

7月
18

日
県

中
地

域
（

郡
山

市
）

・令
和

6年
10

月
15

日
県

北
地

域
（

福
島

市
）

・令
和

6年
11

月
18

日
会

津
地

域
（

会
津

若
松

市
）

・令
和

7年
2月

5日
県

南
地

域
（

白
河

市
）

令
和

6年
度
開
催
実
績

令
和

5年
11

月
6日

飯
舘

村
11

月
17

日
楢

葉
町

   
   

   
 1

2月
4日

大
熊

町
12

月
19

日
相

馬
市

令
和

6年
  1

月
18

日
川

俣
町

   
   

   
   

1月
30

日
双

葉
町

（
２
）
①
ⅲ

,（
２
）
②

,（
３
）
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F-
R

EI
の
機
能
（
人
材
育
成
）

【令
和

5年
度
の
取
組
】


  F

-R
EI
ト
ップ
セ
ミナ
ー

福
島

県
内

の
大

学
、高

等
専

門
学

校
、高

等
学

校
の

学
生

・生
徒

を
対

象
に

、
最

先
端

の
科

学
技

術
の

魅
力

と可
能

性
、学

ぶ
こと

の
重

要
性

と未
来

を
どう

築
くか

、
F-

RE
Iの

役
割

と将
来

像
な

どを
テ

ー
マ

に
、F

-R
EI

トッ
プ

陣
に

よ
る

セ
ミナ

ー
を

開
催

。
令

和
5年

度
は

16
回

実
施

。


エ
フレ
イ
・サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ

  F
-R

EI
の

研
究

者
の

指
導

の
下

、高
専

生
の

企
画

に
よ

る
小

中
学

生
向

け
の

学
び

の
場

を
開

催
。（

霧
箱

に
よ

る
放

射
線

可
視

化
と身

の
回

りの
も

の
の

放
射

線
計

測
等

の
実

験
実

習
）

（
R6

.1
.8

）


東
北
大
学
との
連
携
大
学
院
（
連
携
講
座
）
の
設
置

東
北

大
学

医
学

系
研

究
科

と放
射

生
態

学
ユ

ニッ
ト内

へ
の

連
携

講
座

（
放

射
線

環
境

生
体

医
学

連
携

講
座

）
設

置
に

関
す

る
協

定
を

締
結

。
（

R6
.3

.8
）


そ
の
他

・体
験

学
習

会
（

科
学

実
験

教
室

（
R5

.1
0.

15
）

）
・専

門
教

育
・リ

カレ
ント

教
育

（
現

地
訪

問
型

研
修

（
R6

.3
.2

8）
）

・出
前

授
業

（
福

島
高

専
（

R5
.1

0.
26

）
、早

稲
田

大
学

（
R5

.1
1.

15
）

）
な

ど

【令
和

6年
度
の
取
組
】


F-

R
EI
ト
ップ
セ
ミナ
ー

・継
続
し
て
実
施
。（

福
島

大
学

（
R6

.5
.1

3）
、会

津
大

学
（

R6
.5

.2
8）

、福
島

工
業

高
等

専
門

学
校

（
R6

.6
.1

0、
11

）
、福

島
県

立
医

科
大

学
（

R6
.6

.1
9）

）
の

F-
RE

I協
議

会
の

構
成

機
関

に
つ

い
て

開
催

。
併

せ
て

県
外

版
トッ

プ
セ

ミナ
ー

とし
て

、山
形

大
学

（
R6

.1
0.

17
）

、弘
前

大
学

（
R7

.2
.1

8）
で

実
施

。
・県

内
高

校
向

け
に

は
、F

-R
EI

研
究

者
が

ST
EA

M
教
育
等
の
出
前
授
業

を
イノ

ベ
機

構
の

事
業

を通
じて

実
施

。（
相

馬
高

校
（

R6
.7

.2
, 2

件
）

、原
町

高
校

（
R6

.7
.5

）
、磐

城
高

校
（

R6
.8

.2
）

、
小

高
産

業
技

術
高

校
（

R6
.1

1.
18

、R
7.

1.
22

）
、会

津
学

鳳
高

校
（

R7
.2

.1
8）

、安
積

黎
明

高
校

（
R7

.2
.1

9）
、安

積
高

校
（

R7
.3

.1
9）

）
。（

10
回

程
度

）


連
携
大
学
院
制
度
の
拡
充

講
座

設
置

済
み

の
東
北
大
（
医
学
系
）
で
は
、学
生
受
け
入
れ
・指
導
に
向
け

募
集

中
。

今
後

、研
究

チ
ー

ム
の

編
成

状
況

に
併

せ
て

、近
隣

の
み

な
らず
様
々
な
大
学
との
連
携
を

目
指
し
検
討

。


F-

RE
Iサ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ

小
中
学
生
の
親
子
を
対
象

に
、「
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ミン
グ
教
室

（
W

RS
プレ

大
会

の
宣

伝
を兼

ね
る

）
」（

R6
.8

.9
）
と「
親
子
で
ワ
ク
ワ
ク
科
学
実
験
」（

R6
.8

.1
0）


サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

高
校

・大
学

生
を対

象
に

、将
来
の
研
究
者
とな
る
た
め
の
研
究
体
験

を行
うサ

マー
ス

クー
ル

に
つ

い
て

、今
年

度
は

、他
機

関
（

JA
XA

、A
IS

T、
Q

ST
、O

IS
T等

）
の

実
施

状
況

調
査

等
と一

部
試

行
（

ふ
くし

ま未
来

創
造

プロ
グ

ラム
（

R6
.1

2.
24

-2
5）

）
を実

施
。


そ
の
他

・専
門

人
材

教
育

：
地
元
企
業
の
技
術
実
装
の
た
め
の
専
門
人
材
教
育

を
実

施
。

・そ
の

他
、各

種
依

頼
に

基
づ

い
た

講
演

（
Jo

sh
ik

ai
(R

6.
7.

28
))

、出
前

授
業

等
を実

施
。

(福
島

医
大

（
R6

.7
.1

0）
、東

北
大

学
（

R6
.1

0.
24

）
、福

島
高

専
（

R6
.1

1.
7）

、弘
前

大
学

(R
6.

11
.1

2)
、

独
協

医
科

大
学

（
R6

.1
2.

10
）

、秋
田

大
学

（
R7

. 1
.2

3）
で

出
前

講
義

を実
施

）

イ
ノベ
ー
シ
ョン
を
創
出
し
、新
た
な
産
業
基
盤
の
構
築
を
通
じ
て
、立

地
地
域
等
を
は
じ
め
とす
る
福
島
や
東
北
の
創
造
的
復
興
を
実
現
し
、

ひ
い
て
は
世
界
の
課
題
解
決
を
目
指
す
た
め
に
、立
地
地
域
等
に
お
い
て
様
々
な
分
野
の
研
究
者
や
技
術
者
を
育
成
す
る
体
制
を
構
築

す
る
。
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F-
R

EI
 ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

○
開

催
時

期
：

令
和

６
年

５
月

～
６

月

○
講

師
：

山
崎

光
悦

理
事

長
ほ

か
F-

RE
Iの

役
員

〇
実

施
内

容
：

以
下

に
関

す
る

講
義

を
実

施
➢

自
身

の
経

験
を

通
じた

研
究

者
とし

て
の

や
りが

い
➢

最
先

端
の

科
学

技
術

の
魅

力
と可

能
性

➢
学

ぶ
こと

の
重

要
性

と未
来

を
どう

築
くか

➢
F-

RE
Iの

役
割

と将
来

像
等

〇
実

施
対

象
：

新
産

業
創

出
等

研
究

開
発

協
議

会
の

４
機

関

福
島

の
創

造
的

復
興

と発
展

を
中

長
期

的
に

支
え

る
地

域
の

未
来

を
担

う若
者

世
代

等
を

対
象

とし
た

人
材

育
成

の
取

組
の

一
環

とし
て

、新
産

業
創

出
等

研
究

開
発

協
議

会
の

４
機

関
を

対
象

に
、F

-R
EI

役
員

が
自

らの
経

験
を

通
じて

研
究

者
とし

て
の

や
りが

い
な

どを
伝

え
る

も
の

。
実
施
対
象

   
5月

13
日

福
島

大
学

（
江

村
理

事
）

5月
30

日
会

津
大

学
（

山
崎

理
事

長
）

6月
10

日
福

島
工

業
高

等
専

門
学

校
①

（
森

下
監

事
）

6月
11

日
福

島
工

業
高

等
専

門
学

校
②

（
森

下
監

事
）

6月
19

日
福

島
県

立
医

科
大

学
（

大
和

田
執

行
役

）

開
催
実
績

トッ
プ
セミ
ナー
の
概
要
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F-
R

EI
の
機
能
（
司
令
塔
）

F-
R

EI
の
リー
ダ
ー
シ
ップ
の
下
で
、既
存
施
設
や
大
学
等
の
各
機
関
が
福
島
に
お
い
て
取
り組

む
新
た
な
産
業
の
創
出
等
に
資
す

る
研
究
開
発
に
関
す
る
計
画
等
を
持
ち
寄
り、
協
議
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
、研
究
開
発
力
を
結
集
す
る
た
め
の
目
標
や
ビ
ジ
ョン
の

共
有
を
図
る
。

【令
和

5年
度
の
取
組
】


F-

R
EI
協
議
会
の
組
織
・運
営

各
W

Gで
の

議
論

・決
定

等
を

踏
ま

え
た

、新
産

業
創

出
等

研
究

開
発

施
策

の
実

施
に

関
す

る
司

令
塔

機
能

の
発

揮
を

図
る

。7
府

省
庁

、福
島

県
、浜

通
り地

域
等

15
市

町
村

、大
学

、研
究

機
関

等
の

35
の

構
成

員
が

参
画

。

・第
1回

協
議

会
於

:大
熊

町
（

R5
.5

.1
0）

・第
1回

広
域

連
携

W
G

於
:楢

葉
町

（
R5

.9
.2

7）
・第

1回
研

究
開

発
等

W
G（

オ
ンラ

イン
）

（
R5

.1
2.

8）
・第

2回
協

議
会

於
:富

岡
町

（
R6

.1
.1

2）


連
携
協
力
に
関
す
る
基
本
合
意
書
等
の
締
結

研
究

開
発

等
の

F-
RE

Iの
ミッ

シ
ョン

を
円

滑
に

進
め

る
とと

も
に

、F
-R

EI
設

置
の

効
果

を
広

域
的

に
波

及
させ

る
た

め
、研

究
開

発
・人

材
育

成
等

に
お

け
る

連
携

、双
方

の
資

源
を

有
効

的
に

活
用

した
協

働
活

動
等

、締
結

先
に

応
じた

協
定

を
締

結
。令

和
5

年
度

は
9つ

の
機

関
と締

結
。

福
島

高
専

（
R5

.4
.1

）
、福

島
県

立
医

大
（

R5
.4

.5
）

、 
い

わ
き

市
（

R5
.4

.1
5）

、
福

島
大

学
（

R5
.5

.1
7）

、浪
江

町
（

R5
.5

.2
9）

、会
津

大
学

（
R5

.5
.3

0）
、

南
相

馬
市

（
R5

.9
.1

）
、東

邦
銀

行
（

R6
.1

.2
5）

、
東

北
大

学
（

R6
.3

.8
）

【令
和

6年
度
の
取
組
】


F-

R
EI
協
議
会
の
組
織
・運
営

第
2回

広
域

連
携

W
G（

R6
.7

.2
）

、第
3回

協
議

会
（

R6
.8

.5
）

、第
2回

研
究

開
発

等
W

G
（

R7
.1

.9
)、

第
3回

広
域

連
携

W
G（

R7
.2

.1
7）

を
開

催
。


連
携
協
力
に
関
す
る
基
本
合
意
書
等
の
締
結

（
東

北
を

は
じめ

広
く国

内
や

海
外

の
機

関
も

含
む

）
・学

校
法

人
昌

平
黌

（
東

日
本

国
際

大
学

等
）

（
R6

.6
.7

）
と基

本
合

意
書

を
締

結
。

・福
島

県
・イ

ノベ
機

構
（

R6
.6

.1
4）

と三
者

包
括

連
携

協
定

を
それ

ぞ
れ

締
結

。
・量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構
（

Q
ST

）
（

R6
.7

.2
3）

と包
括

協
定

を
締

結
。

・米
国

パ
シ

フィ
ック

・ノ
ー

ス
ウェ

ス
ト国

立
研

究
所

（
PN

N
L）

（
R6

.1
0.

3）
と

連
携

及
び

協
力

に
係

る
覚

書
を

締
結

。
・東

京
海

上
日

動
火

災
保

険
株

式
会

社
（

R7
.2

.4
）

と基
本

合
意

書
を

締
結

。
・東

大
カブ

リ数
物

連
携

宇
宙

研
究

機
構

（
R7

.2
.2

7）
と研

究
協

力
に

関
す

る
協

定
書

を
締

結
。

・英
国

原
子

力
公

社
（

UK
AE

A）
（

R7
.3

.4
）

と連
携

及
び

協
力

に
係

る
覚

書
を

締
結

。
・筑

波
大

学
（

R7
.3

.2
7）

と基
本

合
意

書
を

締
結

。


放
射
性
物
質
の
環
境
動
態
研
究
に
関
す
る
統
合

・日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
（

JA
EA

）
廃

炉
環

境
国

際
共

同
研

究
セ

ンタ
ー

（
CL

AD
S）

・国
立

環
境

研
究

所
（

N
IE

S）
福

島
地

域
協

働
研

究
拠

点
⇒

R7
年

4月
の

統
合

にむ
け

て、
基

本
協

定
等

を締
結

。（
R6

.7
.8

）


福
島
ロ
ボ
ット
テ
ス
ト
フィ
ー
ル
ド
（

RT
F）
の
統
合

ロボ
ット

分
野

を
中

心
とす

る
F-

RE
Iの

研
究

開
発

、産
業

化
、人

材
育

成
に

関
す

る
機

能
を

RT
Fに

付
加

す
る

こと
に

よ
り、

RT
Fの

更
な

る
発

展
・活

用
を

目
指

す
。

⇒
基

本
合

意
書

を
締

結
し、

R7
年

4月
に

統
合

。
98
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研
究

開
発

等
の

機
構

の
ミッ

シ
ョン

を
円

滑
に

進
め

る
とと

も
に

、機
構

設
置

の
効

果
を広

域
的

に
波

及
させ

る
た

め
、福

島
や

全
国

の
大

学
、教

育
機

関
、

研
究

機
関

、企
業

、市
町

村
等

との
効

果
的

な
広

域
連

携
を

進
め

る
こと

とし
、基

本
合

意
書

（
M

O
U）

や
包

括
連

携
協

定
等

を
締

結
。

連
携
協
力
に
関
す
る
基
本
合
意
書
（

M
O

U
）
等
の
締
結

〇
内

容
：

研
究

開
発

・人
材

育
成

等
に

お
け

る
連

携
、双

方
の

資
源

を有
効

的
に

活
用

した
協

働
活

動
等

、
締

結
先

に
応

じた
協

定
を締

結
。

連
携
協
力
に関
す
る基
本
合
意
書
等
の
概
要

99

締
結

日
締

結
先

令
和

５
年

４
月

１
日

福
島

高
専

令
和

５
年

４
月

５
日

福
島

県
立

医
科

大
学

令
和

５
年

４
月

15
日

い
わ

き
市

令
和

５
年

５
月

17
日

福
島

大
学

令
和

５
年

５
月

29
日

浪
江

町
令

和
５

年
５

月
30

日
会

津
大

学
令

和
５

年
９

月
１

日
南

相
馬

市
令

和
６

年
１

月
25

日
株

式
会

社
東

邦
銀

行
令

和
６

年
３

月
８

日
東

北
大

学
令

和
６

年
６

月
７

日
学

校
法

人
昌

平
黌

（
東

日
本

国
際

大
学

な
ど）

令
和

６
年

６
月

14
日

福
島

県
（

福
島

ロボ
ット

テ
ス

トフ
ィー

ル
ドの

統
合

に
関

して
）

令
和

６
年

６
月

14
日

福
島

県
、福

島
イノ

ベ
ー

シ
ョン

・コ
ー

ス
ト構

想
推

進
機

構
令

和
６

年
７

月
８

日
福

島
県

、J
AE

A、
N

IE
S（

環
境

創
造

セ
ンタ

ー
に

お
け

る
連

携
協

力
に

関
して

）
令

和
６

年
７

月
23

日
量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構
令

和
６

年
10

月
３

日
米

国
パ

シ
フィ

ック
・ノ

ー
ス

ウェ
ス

ト国
立

研
究

所
（

PN
N

L）
令

和
7年

2月
4日

東
京

海
上

日
動

火
災

保
険

株
式

会
社

令
和

7年
2月

27
日

東
大

カブ
リ数

物
連

携
宇

宙
研

究
機

構
 (

Ka
vl

i I
PM

U,
 W

PI
)

令
和

7年
3月

4日
英

国
原

子
力

公
社

（
UK

AE
A）

令
和

7年
3月

27
日

筑
波

大
学

福
島

県
、イ

ノベ
機

構
との

連
携

協
力

PN
N

Lと
の

連
携

協
力

（
３
）

211



参
考
デ
ー
タ
集

10
0
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研
究
開
発

〇
発

表
論

文
数

を
下

記
に

示
す

。

R５
年

度
R６

年
度

論
文

発
表

数
５

報
第

２
分

野
：

５
報

34
報

第
１

分
野

：
５

報
第

２
分

野
：

15
報

第
３

分
野

：
４

報
第

４
分

野
：

１
報

第
５

分
野

：
９

報

発
表
論
文
数

〇
地

元
で

の
実

証
活

動
の

例
・

化
学

肥
料

・
化

学
農

薬
に

頼
ら

な
い

耕
畜

連
携

に
資

す
る

技
術

の
開

発
・

実
証

の
一

環
と

し
て

、
水

稲
の

苗
を

縦
横

2方
向

と
も

に
均

等
に

植
え

る
方

法
（

両
正

条
植

え
）

で
実

施
し

、
従

来
の

縦
方

向
だ

け
で

な
く

、
縦

横
両

方
向

か
ら

の
機

械
除

草
を

可
能

に
す

る
技

術
の

実
証

等
を

南
相

馬
市

、
浪

江
町

に
て

実
施

。
（

代
表

機
関

：
東

北
大

学
）

・
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

農
業

の
実

現
に

は
、

水
稲

に
よ

る
CO

2固
定

と
と

も
に

CO
2よ

り
も

温
室

効
果

が
高

い
メ

タ
ン

の
削

減
が

鍵
。

水
田

か
ら

の
メ

タ
ン

排
出

を
抑

え
る

栽
培

条
件

の
解

析
等

を
行

い
、

富
岡

町
の

ほ
場

で
実

証
を

実
施

。
（

代
表

機
関

：
岡

山
大

学
）

・
県

内
の

様
々

な
民

有
林

地
に

お
い

て
、

複
数

種
の

き
の

こ
菌

床
露

地
栽

培
を

実
施

し
、

幾
つ

か
の

種
で

は
避

難
指

示
解

除
区

域
の

未
除

染
林

地
に

お
い

て
、

適
切

な
管

理
に

よ
っ

て
出

荷
基

準
値

を
大

き
く

下
回

る
き

の
こ

が
で

き
る

こ
と

を
実

証
。

（
会

津
、

中
通

り
、

浜
通

り
各

地
域

に
お

け
る

民
有

林
地

計
15

地
点

）
（

地
域

環
境

共
創

ユ
ニ

ッ
ト

）
10

1

ⅰ
ア
～
カ
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研
究
開
発

〇
エ

フ
レ

イ
に

よ
る

委
託

研
究

に
つ

い
て

の
進

捗
評

価
結

果

順
調

に
推

移
条

件
付

け
／

助
言

と
提

案
終

了
／

完
了

再
評

価

第
１

分
野

４
２

３
第

２
分

野
１

１
１

４
第

３
分

野
１

１
第

４
分

野
１

５
第

５
分

野
１

２

10
2

ⅰ
ア
～
カ
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研
究
開
発
環
境
の
整
備

〇
分

野
長

・
副

分
野

長
・

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

数
を

下
記

に
示

す
。

R５
年

度
末

R６
年

度
末

分
野

長
４

名
４

名
副

分
野

長
５

名
８

名
放

射
線

科
学

・
創

薬
医

療
分

野
で

２
名

、
原

子
力

災
害

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

知
見

の
集

積
・

発
信

分
野

で
１

名
を

任
命

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

１
名

9名

分
野
長
・
副
分
野
長
・
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
数

10
3

ⅱ
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研
究
開
発
に
係
る
情
報
収
集
等

〇
市

町
村

座
談

会
の

関
係

会
議

の
回

数
、

参
加

者
数

を
下

記
に

示
す

。

R５
年

度
R６

年
度

市
町

村
座

談
会

の
開

催
回

数
15

回
６

回
参

加
者

数
25

0名
1,

18
1名

市
町
村
座
談
会
に
つ
い
て

N
o
. 

実
施
日
 

開
催
場
所
 

 

1
 

令
和
５
年
６
月

20
日
 

い
わ
き
市
 

 

2
 

令
和
５
年
７
月
５
日
 

南
相
馬
市
 

 

3
 

令
和
５
年
７
月

27
日
 

葛
尾
村
 

 

4
 

令
和
５
年
８
月
９
日
 

浪
江
町
 

 

5
 

令
和
５
年
８
月

29
日
 

田
村
市
 

 

6
 

令
和
５
年
９
月

29
日
 

広
野
町
 

 

7
 

令
和
５
年

10
月

1
1
日
 

富
岡
町
 

 

8
 

令
和
５
年

10
月

1
7
日
 

川
内
村
 

 

9
 

令
和
５
年

10
月

2
3
日
 

新
地
町
 

 

1
0
 

令
和
５
年

11
月
６
日
 

飯
館
村
 

 

1
1
 

令
和
５
年

11
月

1
7
日
 

楢
葉
町
 

 

1
2
 

令
和
５
年

12
月
４
日
 

大
熊
町
 

 

1
3
 

令
和
５
年

12
月

1
9
日
 

相
馬
市
 

 

1
4
 

令
和
６
年

1
月

18
日
 

川
俣
村
 

 

1
5
 

令
和
６
年

1
月

30
日
 

双
葉
町
 

 

 

N
o
. 

実
施
日
 

開
催
場
所
 

人
数
(概

算
) 

1
 

令
和
６
年
７
月

18
日
 

郡
山
市
 

2
4
0
名
(
現
地

1
95

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

4
5
名
) 

2
 

令
和
６
年

10
月

1
5
日
 

福
島
市
 

2
7
5
名
(
現
地

2
07

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

6
8
名
) 

3
 

令
和
６
年

11
月

1
8
日
 

会
津
若
松
市
 

2
0
9
名
(
現
地

14
6
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

6
3
名
) 

4
 

令
和
６
年

12
月

1
8
日
 

南
相
馬
市
 

1
0
8
名
(
現
地

6
8
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

4
0
名
) 

5
 

令
和
７
年
２
月
５
日
 

白
河
市
 

2
2
9
名
(
現
地

1
84

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

4
5
名
) 

6
 

令
和
７
年
３
月

12
日
 

浪
江
町
 

1
2
0
名
(
現
地

7
5
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

4
5
名
) 

 

R
５
年
度
の
詳
細

R
６
年
度
の
詳
細

＊
R５

年
度

は
浜

通
り

地
域

等
15

市
町

村
で

開
催

。
R６

年
度

は
、

浜
通

り
地

域
等

15
市

町
村

に
お

い
て

テ
ー

マ
別

（
ロ

ボ
ッ

ト
分

野
と

農
林

水
産

業
分

野
）

で
深

堀
り

を
目

指
し

２
回

開
催

す
る

と
と

も
に

、
新

た
に

中
通

り
や

会
津

地
域

に
お

い
て

４
回

開
催

。

10
4

ⅲ
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産
業
化

〇
産

学
官

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
セ

ミ
ナ

ー
の

参
加

企
業

数
、

参
加

者
数

を
下

記
に

示
す

。

R
５
年

度
R
６
年

度

参
加

企
業

数
7
6
社

9
6
社

参
加

者
数

1
5
6名

1
8
8名

産
学
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
企
業
数
、
参
加
者
数

会
場

日
付

参
加

TK
Pガ

ー
デ

ン
シ

テ
ィ

仙
台

ホ
ー

ル
（

宮
城

県
仙

台
市

）
R5

.1
0.

12
76

社
15

6名
(う

ち
11

3名
は

会
場

参
加

)

会
場

日
付

参
加

ホ
テ

ル
ハ

マ
ツ

（
福

島
県

郡
山

市
）

R7
.3

.1
7

96
社

18
8名

(う
ち

10
9名

は
会

場
参

加
)

R
５
年
度
の
開
催
詳
細

R
６
年
度
の
開
催
詳
細

10
5
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人
材
育
成

〇
講

演
の

実
施

校
数

、
回

数
、

参
加

者
数

を
下

記
に

示
す

。

講
演
に
つ
い
て

R５
年

度
R６

年
度

ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー

実
施

校
数

県
内

14
校

県
内

4校
・

県
外

2校

回
数

県
内

大
学

５
回

高
専

２
回

県
内

高
校

９
回

計
16

回

県
内

大
学

３
回

高
専

２
回

県
外

大
学

２
回

計
７

回
参

加
者

数
約

2,
76

0名
約

92
0名

出
前

授
業

等

実
施

校
数

ー
９

校
で

出
前

授
業

回
数

《
そ

の
他

》
各

種
依

頼
に

基
づ

く
講

演
、

出
前

講
義

等
６

回

《
出

前
授

業
》

地
元

の
高

校
９

回
《

そ
の

他
》

各
種

依
頼

に
基

づ
く

講
演

、
出

前
講

義
等

８
回

参
加

者
数

《
そ

の
他

》
約

37
0名

《
出

前
授

業
》

約
36

0名
《

そ
の

他
》

約
72

0名
合

計
22

回
約

3,
13

0名
24

回
約

2,
00

0名
＊

R５
年

度
は

主
に

ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
に

よ
り

大
勢

の
学

生
・

生
徒

を
対

象
に

一
般

的
な

内
容

を
講

演
R６

年
度

は
地

元
の

高
校

で
依

頼
に

応
じ

た
テ

ー
マ

で
比

較
的

少
人

数
を

対
象

と
し

て
出

前
授

業
を

開
始

10
6

ⅰ
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人
材
育
成
【
参
考
】

N
o
. 

実
施

場
所
 

日
付
 

講
師

等
 

人
数

(概
算

) 
備

考
 

1
 

東
日

本
国

際
大

学
 

―
 

山
崎

理
事

長
 

大
和

田
執

行
役
 

約
 

―
 
e
-
l
e
a
rn
i
ng

科
目

講
義
 

2
 

N
D
F
（

Jo
s
h
ik
a
i
 i
n
 

F
u
k
u
s
hi
m
a
 2
0
2
4 ）

 

R
6
.
7
.
27
 

～
2
8 

山
崎

理
事

長
 

小
林

研
究

員
(
※

) 
約

 
4
5
 
※

委
託
先

研
究

員
 

3
 

福
島

県
立

医
科

大
学
 

R
6
.
7
.
10
 

江
村

理
事
 

約
 

1
3
3 

(
授

業
科

目
「

医
療

入
門

A」
の
 

被
災

地
見

学
の

一
部

と
し

て
実

施
) 

4
 

福
島

高
専
 

R
6
.
1
1
.7
 

中
西

監
事
 

約
 

4
0
 
キ

ャ
リ
ア

教
育
 

5
 

弘
前

大
学
 

R
6
.
1
1
.1
9 

西
山

部
長
 

約
 

1
4
4 

弘
前

大
学

14
0
名
 

＋
青

森
県

立
田

名
部

高
校

4
人

 

6
 

東
北

大
学
 

R
6
.
1
0
.2
4 

大
和

田
執

行
役
 

約
 

8
0
 
 

 

7
 

獨
協

医
科

大
学
 

R
6
.
1
2
.1
0 

大
和

田
執

行
役
 

約
 

1
3
0 

 
 

8
 

秋
田

大
学
 

R
7
.
1
.
22
 

～
2
3 

大
和

田
執

行
役
 

約
 

1
5
0 

(
1
日
目
)
研
究

者
 
約

20
名
 

(
2
日
目
)
医
学

部
1
年
生
 約

1
3
0
名
 

合
計
 

約
 

7
2
2 

 
 

 

N
o
.  

実
施
場
所
 

日
付
 

講
師
等
 

人
数
(概

算
) 

備
考
 

1
 

相
馬
高
校
①
 

R
6
.
7
.
2 

荒
尾
副
分
野
長
 

約
 
 

2
5
 
 
 

2
 

相
馬
高
校
②
 

R
6
.
7
.
2 

金
子
純
―
 

（
北
大
准
教
授
）
 

約
 
 

2
2
 
委
託
研
究
先
代
表
者
 

3
 

原
町
高
校
 

R
6
.
7
.
5 

大
和
田
執
行
役
 

約
 
 

2
9
 
 
 

4
 

磐
城
高
校
 

R
6
.
8
.
2 

大
西

UL
 

約
 
 

9
 
 
 

5
 

小
高
産
業
技
術
高
校
①
 

R
6
.
1
1
.1
8 

矢
部
分
野
長
 

約
 
 

2
0
 
 
 

6
 

小
高
産
業
技
術
高
校
②
 

R
7
.
1
.
22
 

武
田
伸
一
郎
 

（
東
大
）
 

約
 
 
1
9
7 

委
託
研
究
先
代
表
者
 

7
 

会
津
学
鳳
高
校
 

R
7
.
2
.
18
 

矢
部
分
野
長
 

約
 
 

5
 
 
 

8
 

安
積
黎
明
高
校
 

R
7
.
2
.
19
 

大
和
田
執
行
役
 

約
 
 

4
2
 
 
 

9
 

安
積
高
校
 

R
7
.
3
.
19
 

秋
田
副
分
野
長
 

約
 
 

1
1
 
 
 

合
計
 

約
 

3
6
0 

 
 

 

R
６
年
度
出
前
授
業
開
催
詳
細

R
６
年
度
そ
の
他
講
演
開
催
詳
細

N
o
. 

区
分
等
 

実
施
場
所
 

日
付
 

講
師
等
 

人
数
(概

算
) 

1
 

県
内
・
大
学
 
福
島
大
学
 

R
5
.
5
.
17
 

山
崎
理
事
長
 

約
 

1
0
0 

2
 

県
内
・
大
学
 
会
津
大
学
 

R
5
.
5
.
30
 

山
崎
理
事
長
 

約
 

2
4
0 

3
 

県
内
・
高
校
 
相
馬
高
校
 

R
5
.
6
.
13
 

大
和
田
執
行
役
 

約
 

1
6
0 

4
 

県
内
・
高
校
 
会
津
学
鳳
高
校
・
中
学
校
 

R
5
.
6
.
30
 

大
和
田
執
行
役
 

約
 

6
8
0 

5
 

県
内
・
高
校
 
会
津
高
校
 

R
5
.
7
.
4 

中
西
監
事
 

約
 

2
4
0 

6
 

県
内
・
高
校
 
小
高
産
業
技
術
高
校
 

R
5
.
7
.
13
 

森
下
監
事
 

約
 

1
0
0 

7
 

県
内
・
高
校
 
安
積
高
校
 

R
5
.
8
.
31
 

大
和
田
執
行
役
 

約
 

4
0
 

8
 

県
内
・
高
校
 
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
 

R
5
.
9
.
12
 

山
崎
理
事
長
 

約
 

1
3
0 

9
 

県
内
・
高
専
 
福
島
高
専
 

R
5
.
9
.
25
 

森
下
監
事
 

約
 

7
0
 

1
0
 

県
内
・
高
専
 
福
島
高
専
 

R
5
.
9
.
26
 

山
崎
理
事
長
 

約
 

1
2
0 

1
1
 

県
内
・
大
学
 
福
島
県
立
医
科
大
学
 

R
5
.
1
0
.4
 

森
下
監
事
 

約
 

1
8
0 

1
2
 

県
内
・
高
校
 
福
島
高
校
 

R
5
.
1
0
.4
 

大
和
田
執
行
役
 

約
 

5
5
 

1
3
 

県
内
・
大
学
 
東
日
本
国
際
大
学
 

R
5
.
1
1
.7
 

山
崎
理
事
長
 

約
 

6
0
 

1
4
 

県
内
・
大
学
 
福
島
大
学
 

R
5
.
1
1
.2
4 

江
村
理
事
 

約
 

1
7
0 

1
5
 

県
内
・
高
校
 
磐
城
高
校
 

R
5
.
1
2
.1
 

 
約
 

2
8
0 

1
6
 

県
内
・
高
校
 
原
町
高
校
 

R
5
.
1
2
.7
 

 
約
 

1
4
0 

合
計
 

約
 

2
,
7
6
0 

 

N
o
. 

区
分
等
 

実
施
場
所
 

日
付
 

講
師
等
 

人
数
(概

算
) 

1
 

県
内
・
大
学
 
福
島
大
学
 

R
6
.
5
.
13
 

江
村
理
事
 

約
 

1
0
0 

2
 

県
内
・
大
学
 
会
津
大
学
 

R
6
.
5
.
28
 

山
崎
理
事
長
 

約
 

2
4
0 

3
 

県
内
・
大
学
 
福
島
県
立
医
科
大
学
 

R
6
.
6
.
19
 

大
和
田
執
行
役
 

約
 

1
4
0 

4
 

県
内
・
高
専
 
福
島
高
専
 

R
6
.
6
.
10
 

森
下
監
事
 

約
 

8
0
 

5
 

県
内
・
高
専
 
福
島
高
専
 

R
6
.
6
.
11
 

森
下
監
事
 

約
 

1
2
0 

6
 

県
外
・
大
学
 
山
形
大
学
 

R
6
.
1
0
.1
7 

山
崎
理
事
長
 

約
 

1
2
0 

7
 

県
外
・
大
学
 
弘
前
大
学
 

R
7
.
2
.
18
 

山
崎
理
事
長
 

約
 

1
2
0 

合
計
 

約
 

9
2
0 

 

R
５
年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
詳
細

R
６
年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
詳
細

10
7

ⅰ
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人
材
確
保

〇
職

種
ご

と
の

外
国

籍
と

女
性

の
数

を
下

記
に

示
す

。

研
究
職
員
の
数

R
A
等
専
門
職
員
の
数

事
務
職
員
の
数

R６
年

度
当

初
R７

年
度

当
初

RA
等

専
門

職
員

数
２

名
６

名
う

ち
外

国
籍

１
名

１
名

う
ち

女
性

１
名

２
名

R６
年

度
当

初
R７

年
度

当
初

事
務

職
員

数
65

名
80

名
う

ち
外

国
籍

０
名

０
名

う
ち

女
性

14
名

20
名

R６
年

度
当

初
R７

年
度

当
初

研
究

職
員

数
14

名
64

名
う

ち
外

国
籍

１
名

８
名

う
ち

女
性

１
名

11
名

10
8

ⅱ
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運
営
の
効
率
化

〇
M

O
U等

新
規

締
結

数
を

下
記

に
示

す
。

R５
年

度
R６

年
度

M
O

U等
新

規
締

結
数

9件
10

件
う

ち
、

海
外

２
件

M
O

U
等
新
規
締
結
数

N
o
. 

締
結

日
 

締
結

先
 

1
 

令
和

５
年

４
月

１
日
 

福
島

高
専
 

2
 

令
和

５
年

４
月

５
日
 

福
島

県
立

医
科

大
学
 

3
 

令
和

５
年

４
月

15
日
 

い
わ

き
市
 

4
 

令
和

５
年

５
月

17
日
 

福
島

大
学
 

5
 

令
和

５
年

５
月

29
日
 

浪
江

町
 

6
 

令
和

５
年

５
月

30
日
 

会
津

大
学
 

7
 

令
和

５
年

９
月

１
日
 

南
相

馬
市
 

8
 

令
和

６
年

１
月

25
日
 

株
式

会
社

東
邦

銀
行
 

9
 

令
和

６
年

３
月

８
日
 

東
北

大
学
 

 

N
o
. 

締
結
日
 

締
結
先
 

1
 

令
和
６
年
６
月
７
日
 

学
校
法
人
昌
平
黌
（
東
日
本
国
際
大
学
な
ど
）
 

2
 

令
和
６
年
６
月

14
日
 

福
島
県
（
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
統
合
に
関
し
て
）
 

3
 

令
和
６
年
６
月

14
日
 

福
島
県
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
 

4
 

令
和
６
年
７
月
８
日
 

福
島
県
、
J
AE
A
、
N
I
E
S (
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
連
携
協
力
に
関
し
て
) 

5
 

令
和
６
年
７
月

23
日
 

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
 

6
 

令
和
６
年

10
月
３
日
 

米
国
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
国
立
研
究
所
（
PN
N
L
）
 

7
 

令
和
７
年
２
月
４
日
 

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
 

8
 

令
和
７
年
２
月

27
日
 

東
大
カ
ブ
リ
数
物
連
携
宇
宙
研
究
機
構
 
(K
a
v
li
 
I
PM
U
,
 W
P
I
) 

9
 

令
和
７
年
３
月
４
日
 

英
国
原
子
力
公
社
 

1
0
 

令
和
７
年
３
月

27
日
 

筑
波
大
学
 

 

R
５
年
度

M
O

U
等
新
規
締
結
数

R
６
年
度

M
O

U
等
新
規
締
結
数

（
U

KA
EA

）

10
9
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広
報
関
係

【
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

】
R６

年
度

：
年

間
48

9,
91

5回
（

※
約

41
,0

00
回

ア
ク

セ
ス

 /
 月

）
※

R７
年

４
月

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

い
、

同
年

度
当

初
（

４
、

５
月

）
の

ア
ク

セ
ス

数
は

、
い

ず
れ

も
R６

年
度

の
月

平
均

と
比

べ
、

11
％

以
上

増
加

し
た

。

【
Ｓ

Ｎ
Ｓ

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

】
（

20
25

年
7月

31
日

現
在

）
・

X（
旧

Tw
itt

er
）

：
59

3名
・

Fa
ce

bo
ok

   
   

  ：
32

3名
・

Li
nk

ed
In

   
   

   
：

50
名

・
Yo

uT
ub

e
：

15
8名

（
チ

ャ
ン

ネ
ル

登
録

者
数

）

【
メ

ル
マ

ガ
発

出
宛

先
数

】
昨

年
８

月
１

日
の

1,
06

1件
か

ら
、

本
年

７
月

１
日

で
1,

29
7件

と
な

り
、

22
.2

％
増

加
し

た
。

11
0
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「第２期復興・創生期間」以降における東日本大震災からの復興の基本方針 
（令和７年６月 20 日閣議決定） 

（F-REI 関連箇所抜粋） 

１．復興の基本姿勢及び各分野における取組 

（１）原子力災害被災地域 

④ 福島国際研究教育機構の取組の推進  

・ 福島イノベーション・コースト構想を更に発展させ、福島を始め東北の復興を実現するため

の夢や希望となるものとするとともに、その活動を通じて、我が国の科学技術力の強化を牽

引し、イノベーションの創出により産業構造を変革させることを通じて、我が国の産業競争

力を世界最高の水準に引き上げ、経済成長や国民生活の向上に貢献する、世界に冠たる「創

造的復興の中核拠点」を目指し、福島復興再生特別措置法に基づき、令和５年４月に福島国

際研究教育機構（以下「F-REI」という。）を設立した。  
・ 「新産業創出等研究開発基本計画」に基づき、F-REI と関係省庁や福島県及び関係機関等が

十分な協議の上、F-REI が行う「ロボット」、「農林水産業」、「エネルギー」、「放射線科学・

創薬医療、放射線の産業利用」、「原子力災害に関するデータや知見の集積・発信」の５分野

を基本とする研究開発を始め、産業化や人材育成の取組を推進する。その際、関係省庁等が

定める各種研究計画等を十分に踏まえることとする。また、F-REI が新たな産業の創出等に

資する研究開発等において中核的な役割を担えるよう、新産業創出等研究開発協議会を開催

するほか、既存施設を F-REI に統合した効果が最大限に発揮されるように取り組む。さら

に、これまでの福島イノベーション・コースト構想の成果を念頭に、地域の課題に応じた事

業の展開が期待される。  
・ 研究開発については、理事長の強いリーダーシップの下での分野横断的・融合的な世界水準

の質の高い研究開発の推進や効率的な研究体制の構築に向けた取組を支援していくほか、実

証フィールド等として地域の農地・山林・未利用地等の確保・活用や、ロボット、農林水産

業・食等の各分野に関する地域企業や県外も含めた様々な主体との連携等の取組を推進す

る。  
・ F-REI は、第１期中期目標期間（令和５年４月～令和 12 年３月）中に、現在の委託研究を

中心とした体制から新しい施設を拠点とする 50 程度の研究グループによる F-REI 自らの研

究体制に移行するため、国際競争力のある給与体系を構築し、若手や女性等を含め、国内外

の優秀な研究者等の人材確保に努める必要がある。こうした状況を踏まえ、研究者等が定住

するにふさわしい生活環境整備について、必要な取組を効果的に進めることが求められる。  
・ 研究開発の成果に関する情報発信や産業化に資する人材確保に当たっては、サイエンスコミ

ュニケーターや法律関連の有資格者など専門人材を確保しながら活動し、そうした活動も発

信していくことが重要である。  
・ また、F-REI では、東北の教育機関等と連携した次世代人材の育成や子どもたちが最先端の

研究に触れる機会の創出に取り組んでおり、こうした取組は有意義であることから、継続的
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な活動支援が重要となる。  
・ F-REI が着実に業務を本格実施できるよう国が行う F-REI の当初の施設整備について、各

種工事等を着実に推進することで、令和 12 年度までの順次供用開始を目指し、また、可能

な限りの前倒しを図る。  
・ また、福島の復興・再生の推進を図る観点から、施設整備前であっても可能な限り県内で活

動するとともに、研究開発の特性に応じて、実証フィールド等の活用や県内外の様々な主体

との連携を適切に行い、F-REI 設置の効果が広域的に波及するよう取組を進めることに留意

する。  
・ F-REI の第１期中期目標期間において「基盤作りと存在感の提示」に重点を置くこととして

いることを踏まえ、国内外への情報発信や広報活動等を積極的に行うとともに、地方公共団

体や国内外の大学、教育機関、研究機関、企業等との効果的な広域連携を進める。  
・ JAEA 廃炉環境国際共同研究センター及び国立環境研究所福島地域協働研究拠点における放

射性物質の環境動態研究部分や、福島ロボットテストフィールドが、F-REI に統合されたと

ころであり、その効果が最大限に発揮されるよう取り組む。  
・ F-REI は、福島を始め東北の創造的復興に不可欠な拠点となることから、F-REI が長期・安

定的に運営できるよう、東日本大震災復興特別会計設置中は復興財源等で必要な予算を引き

続き確保するとともに、同特別会計の終了以降も見据え、外部資金や恒久財源による運営へ

の移行を段階的・計画的に進める。F-REI の長期的な組織運営への大きな影響力を持つと考え

られる役員に対する報酬については、既に一般会計により支出されていることも踏まえ、令

和８年度以降の F-REI の予算等の在り方について、復興庁が中心となり、関係省庁の全面的

参画の下で検討を行う。あわせて、今後の政府内の総合調整機能の在り方、一層効果的な研

究開発等を進めるための予算や機動的かつ柔軟に予算を執行できる仕組み等についても、他

の機関の例も参考にしながら検討を行う。業務実績評価等により、必要に応じ改善の方策を

検討するとともに、令和 12 年度から始まる第２期中期目標期間の目標についても、業務実

績評価の結果等を踏まえながら、地方公共団体とも十分に協議しつつ、関係省庁が連携し、

必要な対応を行う。 
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